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名古屋大学医学部医学科および医学部附属病院の変遷

明治10年 - 大正3年（1877-1914）　公立医学所 愛知県立医学専門学校

明治14年（1881）頃　愛知病院・愛知医学校図



昭和14年（1939）　戦災前の医学部

大正3年（1914）　愛知県立医学専門学校～医学部



昭和35年（1960）4月　鶴舞キャンパス航空写真

昭和33年（1958）　鶴舞キャンパス航空写真



昭和45年（1970）5月　鶴舞キャンパス航空写真

昭和39年（1964）　鶴舞キャンパス



平成3年（1991）　鶴舞キャンパス航空写真

平成8年（1996）　名古屋大学医学部附属病院病棟前

平成3年（1991）　鶴舞キャンパス校舎



平成15年（2003）　鶴舞キャンパス航空写真

平成3年（1991）　名古屋大学医学部附属病院



平成22年（2010）9月　鶴舞キャンパス航空写真

平成21年（2009）3月　鶴舞キャンパス航空写真



令和2年（2020）　鶴舞キャンパス航空写真

平成27年（2015）　鶴舞キャンパス航空写真



基礎研究棟（講義棟）

医学系研究棟1・2・3号館

現在の鶴舞キャンパス



附属医学教育研究支援センター（実験動物部門）

基礎研究棟別館



福利施設

附属図書館・学生食堂



外来棟

鶴友会館



中央診療棟 B

中央診療棟 A



看護宿舎 A・B

病棟



オアシスキューブ



名古屋大学医学部保健学科および医学部附属病院分院の変遷

東新町開院当時の建物

東門前町開院当時の建物



昭和54年（1979）6月　大幸町新築

平成7年（1995）5月　大幸キャンパス航空写真



メインロードからの写真

大幸キャンパス　航空写真

現在の大幸キャンパス
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序

名
古
屋
大
学
医
学
部
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
名
古
屋
藩
に
お
け
る
仮
病
院
、
仮
医
学
校
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い

る
。
大
学
の
開
学
は
定
義
が
難
し
く
、
名
古
屋
大
学
も
名
古
屋
帝
国
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
、
国
立
大
学
法

人
東
海
国
立
大
学
機
構
名
古
屋
大
学
な
ど
、
数
々
の
名
称
の
変
遷
が
あ
り
、
説
明
な
し
に
周
年
記
念
を
祝
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
名
古
屋
大
学
と
名
古
屋
大
学
医
学
部
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
を
「
創
基
」
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
従
っ
て
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

が
創
基
百
五
十
周
年
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
医
学
部
史
に
は
、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
沿
革
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
編
、
昭
和

二
十
七
年（
一
九
五
二
））、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
沿
革
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
友
会
編
、
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
六
））、『
名

古
屋
大
学
医
学
部
史
話
』（
大
島
福
造
・
河
野
雅
雄
編
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
））、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』（
青
井
東

平
編
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
））、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』（
名
古
屋
大
学
医
学
部
・
名
古
屋
大
学
史
（
医
学
部
）
編

集
委
員
会
編
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
））
が
あ
る
。
中
で
も
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』
と
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾

五
年
史
』
は
、
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
古
い
時
代
の
歴
史
に
も
詳
し
く
、
今
回
の
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
に
も
大

き
な
力
と
な
り
、
参
考
に
し
た
部
分
も
多
い
。

『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
端
を
発
し
完
全
解
決
ま
で
に
九
年
を
要
し
た
医
学
部

紛
争
を
敢
え
て
取
り
上
げ
、「
こ
れ
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
と
し
て
は
不
名
誉
な
悲
し
む
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
し
、
既
に
時
も
移
り
歴

史
的
事
実
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
取
り
上
げ
る
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
医
学
部
紛
争
は

名
古
屋
大
学
医
学
部
の
歴
史
上
抜
き
ん
出
て
異
常
な
出
来
事
で
あ
り
、
し
か
も
医
学
部
内
外
に
大
き
な
波
紋
と
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。（
中
略
）
い
わ
ば
医
学
部
史
の
陰
の
部
分
と
も
い
う
べ
き
医
学
部
紛
争
を
、
主
観
と
評
価
を
交
え
な
い
で
、

歴
史
的
事
実
の
記
述
と
い
う
形
式
で
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
歴
史
書
の
読
み
方
に
、
過
去
か
ら
何
か
を
学
び
未
来
の
糧
と
す
る
こ
と
が
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あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
医
学
部
紛
争
の
項
か
ら
多
く
の
教
訓
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
し
て
い
る
。
今
回
も
こ
の
考
え
方

を
踏
襲
し
た
。

大
学
は
生
き
物
の
よ
う
に
息
を
し
、
時
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
。
我
が
国
の
大
学
の
在
り
方
は
直
近
の
二
〇
年
間
を
見
て
も
ま
る
で

別
物
の
よ
う
に
様
変
わ
り
し
た
。
大
学
に
関
わ
る
改
革
は
必
ず
し
も
成
功
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
方
で
社
会
の
中
の
大
学
、
国
民

に
と
っ
て
の
大
学
を
考
え
る
機
会
は
増
え
た
こ
と
は
前
向
き
に
捉
え
た
い
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

初
頭
は
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
在
り
方
を
含
め
て
学
生
と
話
す
機
会
は
む
し
ろ
増
え
、「
大
学
と
は
何
か
」
を
改
め
て
考
え
直
す

時
代
で
も
あ
る
。

こ
の
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
を
担
当
し
た
の
は
若
井
建
志
教
授
（
予
防
医
学
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
授
陣
、
各

講
座
の
ス
タ
ッ
フ
、
医
学
部
総
務
課
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
職
員
の
多
大
な
る
協
力
な
し
に
は
完
成
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
諸
氏
に
衷
心

か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
医
学
・
医
療
の
開
拓
を
旨
と
し
て
、
先
人
た
ち
の
歩
ん
で
き
た
道
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
、

そ
し
て
我
々
の
後
輩
た
ち
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
未
来
を
切
り
開
く
の
だ
ろ
う
。
い
ば
ら
の
道
で
あ
っ
て
も
歩
み
続
け
て
こ
そ
、
見

え
て
く
る
明
日
が
あ
る
。
こ
の
本
に
よ
っ
て
、
た
ま
に
立
ち
止
ま
り
、
来
し
方
を
懐
か
し
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
分
の
根
っ
こ
を
見
出

し
、
明
日
へ
の
英
気
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
う
な
る
な
ら
ば
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
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和
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年
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月
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大
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創
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五
十
周
年
記
念
事
業
推
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員
会
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委
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治　
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菌
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―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
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―
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ソ
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友
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一
　

医
学
部

［
黎
明
期
］

（
一
）
仮
病
院
・
仮
医
学
校
か
ら
公
立
病
院
・
公
立
医
学
所
ま
で

明
治
に
入
り
西
洋
文
化
取
り
込
み
の
機
運
盛
ん
な
我
が
国
に
と
っ
て
、
西
洋
医
学
の
導
入
、
す
な
わ
ち
医
学
校
の
設
立
は
時
代
の
要
請

で
も
あ
っ
た
。
名
古
屋
藩
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
に
元
名
古
屋
藩
評
定
所
跡
に
仮
病
院
を
、
次
い
で
元
町
役
所
跡
に
病
院
附
属

仮
医
学
校
を
設
け
た
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
は
こ
こ
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
廃
藩
置
県
の
措
置
に
よ
り
、

仮
病
院
、
仮
医
学
校
は
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
再
び
仮
病
院
（
義
病
院
）
が
西
本
願
寺
別
院
に
開
設
さ
れ
た
。

同
年
十
一
月
、
仮
病
院
内
に
医
学
講
習
場
が
設
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
（T

.�H
.�Junghans

）
が
英
語
で
授
業
を
始

め
た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
は
「
愛
知
県
病
院
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
に
は
、
政
府
通

達
に
よ
り
病
院
は
「
公
立
病
院
」
と
な
り
、
講
習
場
は
「
公
立
医
学
講
習
場
」、
さ
ら
に
二
ヵ
月
後
の
六
月
か
ら
は
、「
公
立
医
学
所
」
と

名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
に
中
区
門
前
町
七
寺
に
仮
塾
舎
、
仮
舎
則
を
定
め
て
生
徒
二
〇
名
（
一
二
名
と
も
い
わ
れ
る
）
を
入
舎
さ

せ
た
。
こ
の
間
教
師
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
後
任
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
医
学
士
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�Roretz

）、
司
馬
盈
之
（
通
称
、

凌
海
）
ら
が
赴
任
し
、
授
業
は
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
手
狭
と
な
っ
た
西
本
願
寺
校
舎
を
引
き
払
い
、
堀
川
河
畔
の
天
王
崎
町
旧
千
賀
氏
邸
宅
（
五
，
七
〇
〇
坪
）

に
、
中
京
唯
一
の
洋
風
の
建
物
と
な
る
院
校
の
建
築
を
行
い
、
同
年
七
月
に
開
院
式
を
行
っ
た
。

（
二
）
医
学
校
時
代

新
校
舎
落
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
か
ら
十
一
年
（
一
八
七
八
）
二
月
ま
で
「
医
学
所
」
は
規
則
な
ど
が

整
わ
ず
授
業
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ロ
ー
レ
ツ
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
一
月
、
医
学
所
の
一
般
規
則
及
び
学
則
等
を
整
備
編
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成
し
、
教
員
の
分
科
を
定
め
て
規
模
を
拡
充
し
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
四
月
、
公
立
医
学
所
は
公
立
医
学
校
と
改
称
、
同
時
に

公
立
病
院
の
附
属
機
関
を
改
め
併
立
と
定
め
ら
れ
た
。
就
学
年
限
は
当
初
三
年
で
あ
っ
た
が
翌
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
四
年
に

延
長
し
、
初
め
て
各
学
科
の
免
状
を
附
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
、
二
名
の
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

た
。
ま
た
、
医
学
校
教
師
に
日
本
人
医
学
士
の
任
用
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
レ
ツ
以
後
、
愛
知
医
専
時
代
の
ハ
ー
ン
（F.�K

.�
A

.�H
ahn

）、
愛
知
医
大
時
代
の
ミ
ハ
エ
リ
ス
（Leonor�M

ichaelis

）
ま
で
外
人
教
師
は
絶
え
て
雇
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
医
学
校
規
則
を
改
め
、
校
則
一
五
条
、
教
則
一
〇
条
よ
り
成
る
学
則
を
整
え
、
文
部
省
の
改
正
令
（
明
治

十
二
年
）
規
定
の
「
専
門
学
校
」
相
当
の
水
準
を
め
ざ
し
て
、
教
科
な
ど
の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
公
立
病
院
は
愛
知
病
院
、
公
立
医
学
校
は
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
病
院
は
分
科

制
と
な
り
、
内
科
と
外
科
に
分
か
れ
、
翌
年
、
外
科
か
ら
眼
科
が
分
離
し
た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
文
部
省
は
医
学
校
通
則
を

布
達
し
、
医
学
校
を
甲
（
尋
常
の
医
学
科
を
教
授
と
す
る
）、
乙
（
簡
易
な
医
学
科
を
設
け
て
医
師
の
速
成
を
図
る
）
二
種
と
し
、
そ
の

最
低
限
度
の
教
科
内
容
を
規
定
し
た
。
本
校
は
甲
種
医
学
校
と
認
定
さ
れ
（
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
））、
以
来
本
校
卒
業
生
は
試
験
を

経
ず
に
医
術
開
業
免
状
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
に
医
学
校
に
予
科
を
新
設
、
修
業
年
限
二
年
の
所
要
規
則
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
中
学
卒
業
生
を

対
象
と
す
る
医
学
校
へ
の
入
学
希
望
者
の
利
便
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
は
さ
ら
に
、
医
学
校
内

に
産
婆
及
び
看
護
婦
の
養
成
所
も
創
設
さ
れ
た
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
県
公
示
に
よ
っ
て
愛
知
医
学
校
を
「
愛
知
県
立
医

学
校
」
と
改
称
し
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
県
立
医
学
専
門
学
校
へ
の
昇
格
を
目
指
し
た
。

因
み
に
現
在
の
名
大
醫
學
部
學
友
時
報
は
、
愛
知
医
学
校
同
窓
会
雑
誌
に
端
を
発
す
る
。
愛
知
医
学
校
同
窓
会
は
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
十
月
に
発
足
し
、
愛
知
医
学
校
同
窓
会
雑
誌
は
、
そ
の
会
報
と
し
て
同
年
十
二
月
に
創
刊
し
た
の
で
あ
る
。
同
窓
会
誌
は

そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
大
戦
終
結
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
に
名
大
醫
學
部
學
友
時
報
と
し
て
再
出
発
し
、
昭

和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
一
月
の
第
三
六
号
に
て
郵
便
物
取
り
扱
い
上
の
理
由
に
よ
り
現
在
の
名
称
で
あ
る
名
大
醫
學
部
學
友
時
報
と
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な
り
、
そ
の
後
絶
え
る
こ
と
な
く
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
時
代

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
愛
知
県
立
医
学
校
は
文
部
省
公
布
の
専
門
学
校
令
及
び
公
私
立
専
門
学
校
令
に
沿
い
、
文
部
大
臣
の
認

可
を
経
た
「
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
」
と
し
て
新
た
な
門
出
を
向
か
え
た
。
修
業
年
限
は
四
年
で
、
入
学
資
格
は
中
学
卒
業
生
と
し
、

外
国
人
に
聴
講
生
と
し
て
門
戸
を
開
い
た
。
卒
業
生
は
「
愛
知
医
学
得
業
士
」
と
称
し
、
旧
県
立
医
学
校
卒
業
生
も
論
文
提
出
に
よ
り
そ

の
称
号
を
請
求
し
得
る
よ
う
に
し
た
。

医
専
に
昇
格
し
た
天
王
崎
の
院
校
も
既
に
手
狭
と
な
り
、
将
来
の
大
学
昇
格
を
見
越
し
て
、
現
在
の
鶴
舞
公
園
の
地
に
工
費
約
七
〇
万

円
を
費
や
し
て
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
院
校
を
新
築
、
翌
年
よ
り
新
校
舎
で
授
業
及
び
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

（
四
）
愛
知
医
科
大
学
時
代

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
待
望
の
医
科
大
学
昇
格
（
県
立
愛
知
医
科
大
学
）
が
叶
っ
た
。
同
年
ま
ず
、
予
科
生
徒
を
募
集
し
授
業
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
科
の
修
業
年
限
は
三
ヵ
年
と
し
、
大
学
学
部
（
修
業
年
限
四
年
）
に
は
予
科
修
了
者
を
入
学
さ
せ
る
こ
と

を
原
則
と
し
た
。
同
年
に
愛
知
医
科
大
学
学
位
規
程
を
制
定
、
本
学
の
医
学
博
士
第
一
号
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
愛
知
医
学

校
卒
業
の
中
島
潮
造
（
眼
科
学
）
で
あ
っ
た
。
医
科
大
学
の
創
設
と
共
に
、
従
来
の
医
学
専
門
学
校
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月

末
日
を
以
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
はA

ichi�Journal�of�Experim
ental�M

edicine

第
一
巻
が
欧
文
誌
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
。
今
日
の

N
agoya�Journal�of�M

edical�Science

の
前
身
で
あ
る
。
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（
五
）
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
時
代

愛
知
医
学
専
門
学
校
の
校
長
熊
谷
幸
之
輔
は
「
医
専
は
官
立
に
移
管
さ
れ
て
大
学
の
一
分
科
た
る
医
学
部
へ
発
展
せ
し
む
べ
く
、
今
か

ら
万
全
の
準
備
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
教
官
陣
容
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
公
私
一
体
の
移
管
運
動
が
功
を
奏
し
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
国
営
に
移
管
さ
れ
、
名
古
屋
医
科
大
学
と
な
っ
た
。
教
授
藤
井
靜
英
が
初
代
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
藤
井
の
他

一
三
名
の
教
授
が
任
命
さ
れ
た
が
、
愛
知
医
専
以
来
の
八
名
の
教
授
が
罷
免
さ
れ
、
学
内
紛
糾
に
発
展
し
た
。
八
ヵ
月
に
及
ぶ
紛
糾
は
藤

井
学
長
の
退
任
に
よ
り
鎮
静
化
し
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
、
最
後
の
予
科
学
生
の
卒
業
を
も
っ
て
愛
知
医
科
大
学
は
閉
校
と

な
っ
た
。
二
代
目
学
長
の
田
村
春
吉
学
長
は
新
鋭
の
医
療
機
器
、
設
備
の
充
実
に
は
と
く
に
熱
心
だ
っ
た
。
な
か
で
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置

は
各
科
に
配
置
さ
れ
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
大
学
」
の
世
評
を
受
け
た
程
の
充
実
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

［
帝
大
時
代
］

（
一
）
総
合
大
学
へ
の
歩
み

田
村
学
長
は
医
・
理
・
工
三
学
部
よ
り
成
る
名
古
屋
帝
国
大
学
設
立
の
必
要
性
を
説
き
、
愛
知
県
の
政
財
界
を
動
か
し
、
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
に
は
県
費
に
よ
る
医
・
理
・
工
の
三
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
の
具
体
的
な
建
設
案
が
練
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
文
部
省
は
総
合
大
学
設
立
準
備
委
員
会
を
設
け
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
、
名
古
屋
帝
国
大
学
関
係
法
案
及
び
予
算
案
が
議

会
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
近
い
将
来
理
学
部
、
工
学
部
分
離
独
立
を
含
み
と
し

た
理
工
学
部
と
医
学
部
の
二
学
部
を
包
括
す
る
名
古
屋
帝
国
大
学
が
誕
生
し
た
。

新
設
名
古
屋
帝
国
大
学
の
敷
地
と
し
て
愛
知
県
よ
り
一
八
万
坪
の
無
償
寄
付
を
受
け
（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
））、
現
在
の
東
山
地

区
敷
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
計
画
で
は
こ
の
敷
地
内
に
医
学
部
及
び
附
属
病
院
も
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、

そ
の
予
定
は
改
変
さ
れ
鶴
舞
の
地
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
帝
大
の
創
立
記
念
日
と
し
て
、
本
学
の
沿
革
上
官
立
移
管
が
昭

和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
五
月
一
日
を
も
っ
て
創
立
記
念
日
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
昭
和
十
五
年
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（
一
九
四
〇
）
五
月
一
日
に
第
一
回
の
創
立
記
念
式
を
挙
行
し
た
。

（
二
）
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
の
発
足

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
講
座
令
が
公
布
さ
れ
、
名
古
屋
医
科
大
学
は
廃
校
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
大
学
長
は
総
長
と
な
り
、
各
学
部
に
学
部
長
一
人
が
置
か
れ
講
座
制
が
布
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
医
学
部
は
二
四
講
座
を
以
っ
て
発

足
し
た
。

二
四
講
座
の
内
訳
は
、
基
礎
医
学
で
は
解
剖
学
三
講
座
、
生
理
学
二
講
座
、
病
理
学
第
二
講
座
、
生
化
学
、
薬
理
学
、
細
菌
学
、
衛
生

学
、
法
医
学
各
一
講
座
、
臨
床
医
学
で
は
内
科
学
三
講
座
、
外
科
学
二
講
座
、
整
形
外
科
学
、
産
科
学
・
婦
人
科
学
、
眼
科
学
、
精
神
病

学
、
小
児
科
学
、
皮
膚
科
学
・
泌
尿
器
科
学
、
耳
鼻
咽
喉
科
学
各
一
講
座
の
二
四
講
座
で
あ
る
。
教
授
は
専
任
二
四
人
、
助
教
授
は
専
任

二
一
人
、
助
手
は
専
任
五
三
人
、
事
務
官
二
人
、
学
生
主
事
一
人
、
書
記
一
三
人
、
学
生
主
事
補
一
人
、
司
書
一
人
、
技
手
二
人
、
薬
局

長
一
人
、
薬
剤
手
九
人
、
看
護
長
一
二
人
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
陣
容
で
発
足
し
た
。
総
長
に
は
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
澁
澤
元
治
が
任

命
さ
れ
、
医
学
部
長
に
田
村
春
吉
が
、
医
学
部
附
属
病
院
長
に
勝
沼
精
藏
が
補
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
予
防

医
学
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
は
皮
膚
科
学
と
泌
尿
器
科
学
と
が
分
離
さ
れ
、
基
礎
一
三
、
臨
床
一
三
の
二
六
講
座

編
成
と
な
っ
た
。

（
三
）
附
属
施
設
の
拡
充

日
中
戦
争
の
進
展
に
伴
い
陸
海
軍
軍
医
の
需
要
が
急
増
し
、
各
帝
国
大
学
及
び
官
立
医
科
大
学
に
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
を
急
設
す
る

こ
と
に
な
り
、
本
学
に
も
専
門
部
が
設
立
さ
れ
た
（
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
））。
専
門
部
は
修
業
年
限
四
年
、
中
学
卒
業
者
、
専
検
合

格
者
を
以
て
入
学
資
格
と
し
、
医
学
一
般
を
修
め
さ
せ
た
。
教
官
も
校
舎
も
医
学
部
と
併
用
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
た
め
、
臨
床
実

習
で
多
大
の
不
都
合
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
取
り
あ
え
ず
市
内
各
病
院
の
施
設
に
依
頼
し
て
急
場
を
凌
ぐ
こ
と
と
し
た
。
昭
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和
十
八
年
度
（
一
九
四
三
）
か
ら
は
陸
田
志
よ
う
女
史
の
寄
付
に
よ
る
建
物
を
附
属
医
院
分
院
と
し
て
使
用
し
た
。
戦
後
、
附
属
医
学
専

門
部
は
昭
和
二
十
一
年
度
（
一
九
四
六
）
以
降
学
生
募
集
を
停
止
し
、
さ
ら
に
、
最
後
の
入
学
生
で
あ
る
昭
和
二
十
年
度
（
一
九
四
五
）

入
学
生
が
二
十
四
年
度
（
一
九
四
九
）
末
に
卒
業
し
た
の
で
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
校
と
な
り
、

一
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。
こ
の
間
の
専
門
部
卒
業
生
は
七
四
四
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
研
究
施
設
と
し
て
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
は
野
崎
円
斐
太
郎
氏
の
建
設
寄
付
に
よ
る
蓼
科
高
原
気
候
医
学
研
究
所
が
、

ま
た
、
椙
山
正
弐
氏
の
寄
付
に
よ
る
菅
島
臨
海
実
験
所
が
設
立
さ
れ
、
臨
海
実
験
所
は
後
に
理
学
部
に
移
管
さ
れ
た
。
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
に
は
航
空
医
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
従
来
医
学
部
に
置
か
れ
て
あ
っ
た
航
空
医
学
二
講
座
（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

新
設
）
は
戦
後
（
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
））
環
境
医
学
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
。

（
四
）
戦
災
と
そ
の
復
興

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
入
り
戦
局
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
、
学
徒
動
員
も
強
化
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
入
る
と

名
古
屋
市
も
米
軍
機
の
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
一
月
三
日
に
は
名
古
屋
駅
以
北
の
民
家
が
大
被
害
を
受
け
、
越
え
て
三
月
十
二
日
、

十
九
日
、
二
十
五
日
と
三
回
に
わ
た
る
空
襲
に
よ
り
、
基
礎
医
学
教
室
、
臨
床
医
学
教
室
、
医
院
な
ど
六
二
％
以
上
に
及
ぶ
建
物
を
焼
失

し
た
。
本
学
の
被
害
は
全
国
の
帝
大
の
中
で
も
最
も
甚
し
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
に
重
要
研
究
施
設
、
器
具
、
機
械
、
図
書
、
重
要
書
類

の
疎
開
が
議
せ
ら
れ
、
四
月
初
め
か
ら
疎
開
す
べ
く
計
画
を
し
て
い
た
が
、
完
了
を
み
な
い
う
ち
に
八
月
十
五
日
の
戦
争
終
結
を
迎
え
た
。

焦
土
に
立
ち
の
ぼ
る
平
和
回
復
の
声
と
共
に
、
大
学
は
た
だ
ち
に
応
急
復
旧
の
歩
を
踏
み
出
し
た
。
各
科
教
室
は
疎
開
先
か
ら
続
々
名

古
屋
へ
帰
っ
て
き
た
が
、
校
内
は
瓦
礫
の
山
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
各
科
は
焼
け
残
っ
た
基
礎
教
室
の
一
部
や
外
来

診
療
所
に
集
結
し
、
講
義
の
再
開
を
試
み
た
が
物
理
的
に
無
理
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
末
、
市
内
千
種
区
城
山
町
に
あ
っ

た
愛
知
県
昭
和
塾
堂
を
借
用
し
、
解
剖
、
病
理
、
生
理
、
薬
理
、
衛
生
の
各
教
室
を
転
移
し
、
同
所
に
お
い
て
医
学
部
及
び
専
門
部
の
第

一
、
第
二
学
年
の
授
業
を
開
始
し
た
。
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総
長
澁
澤
は
、
戦
争
終
結
後
た
だ
ち
に
大
学
復
興
を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
い
た
が
、
評
議
会
に
対
し
健
康
上
の
理
由
か
ら
辞

意
を
表
明
し
た
の
で
、
大
学
評
議
員
会
で
は
総
長
の
推
薦
方
法
を
協
議
し
総
長
の
公
選
案
を
採
択
し
た
。
公
選
の
結
果
、
医
学
部
長
田
村

春
吉
が
総
長
に
就
任
し
た
。
医
学
部
に
お
い
て
も
医
学
部
長
、
医
院
長
の
公
選
制
を
採
る
こ
と
に
な
り
、
新
医
学
部
長
に
戸
苅
近
太
郎
、

新
医
院
長
に
齋
藤
眞
が
選
ば
れ
た
（
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
）。
本
学
が
全
国
に
先
駆
け
て
採
用
し
た
民
主
的
な
こ
の
選
出

方
法
は
各
大
学
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。

医
学
部
専
門
部
で
は
、
連
合
国
軍
司
令
部
の
指
示
で
修
業
年
限
が
一
年
延
長
さ
れ
て
五
年
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
終
結
に
よ
り
専

門
部
設
置
の
目
的
も
消
滅
し
た
の
で
、
昭
和
二
十
一
年
度
（
一
九
四
六
）
以
降
は
生
徒
募
集
を
見
合
せ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
に
は
連
合
国
総
司
令
部
の
指
示
に
よ
り
、
卒
業
後
一
年
間
の
診
療
及
び
公
衆
衛
生
に
関
す
る
実
地
修
練
を
経
た
後
で
な
け

れ
ば
、
医
師
国
家
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
制
度
に
改
め
ら
れ
、
新
制
度
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
の
卒
業
生
か
ら

適
用
さ
れ
た
。

（
五
）
旧
制
名
古
屋
大
学
医
学
部

連
合
国
軍
総
司
令
部
の
要
請
に
基
づ
き
、
新
し
い
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
が
制
定
さ
れ
、
従
来
の
帝
国
大
学
令
、
大
学
関
係
規
則

は
こ
と
ご
と
く
廃
止
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
本
学
の
名
称
も
帝
国
の
二
字
を
取
り
「
名
古
屋

大
学
」
と
改
称
さ
れ
た
。
田
村
総
長
は
戦
後
の
応
急
復
旧
工
作
を
急
ぐ
と
同
時
に
、
六
・
三
・
三
・
四
制
の
施
行
に
伴
っ
て
旧
制
高
等
学
校
、

専
門
学
校
が
廃
止
さ
れ
る
の
を
機
会
に
、
新
た
に
法
・
文
・
経
な
ど
の
文
科
系
学
部
と
農
学
部
を
創
設
し
、
名
実
共
に
総
合
大
学
を
完
成

す
べ
く
、
田
村
構
想
を
打
ち
出
し
た
（
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
））。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
を
も
っ
て
高
等
学
校
、
専

門
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理
統
合
さ
れ
る
方
針
が
内
定
し
て
い
た
こ
の
時
期
は
、
学
部
増
設
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。
第
八

高
等
校
を
基
盤
に
文
学
部
が
、
名
古
屋
経
済
専
門
学
校
を
基
盤
と
し
て
法
経
学
部
が
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
設
置
さ
れ
た
。

学
友
会
の
復
興
後
援
会
は
、
壊
滅
的
損
害
を
受
け
た
医
学
部
及
び
附
属
病
院
を
復
興
す
べ
く
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
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二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で
募
金
活
動
を
続
け
、
合
計
は
九
七
二
万
余
円
に
の
ぼ
っ
た
。
支
出
合
計
七
八
二
万
余
円
を
費
や
し
て
応
急

建
築
で
は
あ
っ
た
が
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
の
研
究
室
、
講
義
室
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
復
興
さ
れ
た
建
物
は
第
一
・
第
二
講
義
室
一
棟
、

薬
理
・
生
化
学
教
室
一
棟
、
予
防
医
学
・
細
菌
学
教
室
一
棟
、
内
科
・
小
児
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
教
室
一
棟
、
外
科
・
眼
科
・
整
形
外
科
教

室
一
棟
、
生
理
・
衛
生
学
教
室
一
棟
、
法
医
学
・
公
衆
衛
生
学
教
室
一
棟
、
第
一
・
第
二
外
科
手
術
室
一
棟
、
病
理
・
解
剖
学
教
室
一
棟

で
あ
っ
た
。
復
興
後
援
会
の
尽
力
に
よ
る
こ
れ
ら
応
急
復
旧
建
築
物
の
逐
次
竣
工
と
共
に
、
各
地
に
分
散
し
て
い
た
基
礎
医
学
教
室
は
一

つ
ず
つ
復
帰
し
、
病
理
・
解
剖
学
教
室
棟
の
完
成
に
よ
っ
て
基
礎
医
学
教
室
は
す
べ
て
鶴
舞
の
地
に
復
帰
し
た
。
附
属
医
院
も
焼
け
残
り

の
旧
病
棟
の
修
理
と
内
容
整
備
と
に
よ
り
、
漸
次
入
院
患
者
の
収
容
率
を
高
め
、
医
院
の
応
急
復
旧
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
に
は
第
六
、
第
七
の
二
病
棟
が
モ
デ
ル
病
棟
と
し
て
完
成
し
た
。

［
新
制
名
古
屋
大
学
時
代
］

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
国
立
学
校
設
置
法
及
び
同
施
行
規
則
が
公
布
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
新
制
大
学
の
誕
生
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
従
来
の
官
制
等
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
在
来
の
学
課
課
程
の
み
が
存
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
附
属
医
院
は
附
属
病

院
と
改
称
さ
れ
た
。
本
学
も
、
国
立
学
校
設
置
法
の
公
布
と
共
に
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
。
医
学
部
は
他
学
部
と
異
な
り
教
養
部
在

学
二
年
の
後
、
所
定
単
位
を
取
得
し
た
者
に
対
し
改
め
て
試
験
の
上
入
学
さ
せ
る
規
定
で
あ
っ
た
の
で
、
や
や
遅
れ
て
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
か
ら
開
設
の
認
可
を
受
け
た
。
設
置
法
の
規
定
に
よ
る
と
、
名
称
は
「
名
古
屋
大
学
」、
学
部
は
文
学
部
、
教
育
学
部
、
法

経
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
と
医
学
部
の
六
学
部
と
さ
れ
、
旧
制
名
古
屋
大
学
、
附
属
医
学
専
門
部
、
第
八
高
等
学
校
、
名
古
屋
経
済
専

門
学
校
、
岡
崎
高
等
師
範
学
校
を
包
括
し
、
そ
の
他
に
研
究
所
、
研
究
施
設
、
附
属
図
書
館
を
置
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
医
学

部
に
は
附
属
病
院
、
分
院
、
看
護
婦
養
成
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
に
は
新
制
度
に

よ
る
学
部
入
学
生
の
第
一
回
生
が
入
学
し
た
が
、
男
女
共
学
制
に
よ
る
最
初
の
女
子
学
生
二
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。
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（
一
）
大
学
の
整
備

戦
後
の
混
乱
も
お
さ
ま
り
、
全
国
的
に
各
大
学
で
整
備
案
が
立
案
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
国
立
施
設
計
画
設

定
会
が
本
学
の
整
備
委
員
会
立
案
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
名
古
屋
大
学
建
設
案
を
決
定
し
た
。
そ
の
計
画
は
東
山
地
区
に

図
書
館
、
講
堂
を
中
心
に
、
本
部
及
び
法
・
経
・
文
・
教
育
・
理
・
工
・
農
の
七
学
部
と
教
養
部
を
集
結
し
、
体
育
館
、
運
動
場
を
配
置

し
、
建
物
は
す
べ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
と
し
一
〇
年
計
画
で
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
医
学
部
は
他
学
部
と
分
離
し
て

鶴
舞
地
区
に
建
設
し
、
医
学
部
は
一
〇
年
計
画
、
附
属
病
院
は
五
年
計
画
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
学
部
長
会
で
右
記
五
年
・
一
〇
年
計

画
の
第
一
期
三
年
計
画
を
決
定
し
、
戦
火
で
大
被
害
を
受
け
た
医
学
部
、
附
属
病
院
及
び
工
学
部
は
他
学
部
に
優
先
し
て
復
興
に
着
手
す

る
こ
と
と
し
た
。
病
院
は
復
旧
に
要
す
る
一
七
，
〇
〇
〇
坪
の
う
ち
七
，
三
〇
〇
坪
を
、
医
学
部
は
同
じ
く
六
，
〇
〇
〇
坪
の
う
ち
、
一
，

九
〇
〇
坪
を
第
一
期
計
画
に
織
り
込
ん
だ
。

こ
の
整
備
計
画
に
よ
る
と
、
外
来
棟
は
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、
臨
床
研
究
棟
（
臨
床
一
五
教
室
）、
大
病
棟
は
地
上
七
階
、
地
下
一

階
（
七
〇
〇
ベ
ッ
ト
）
の
建
物
で
あ
り
、
こ
の
三
棟
が
南
向
き
に
並
び
、
さ
ら
に
地
上
二
階
、
地
下
一
階
の
中
央
診
療
施
設
が
三
棟
の
中

央
を
貫
く
形
で
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
病
院
の
外
殻
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
た
。
一
方
、
学
部
は
基
礎
医
学
の
各
教
室
が
大
病

棟
の
北
側
に
一
部
五
階
建
の
建
物
に
お
さ
ま
る
計
画
で
あ
っ
た
。
基
礎
教
室
と
大
病
棟
の
間
に
は
看
護
学
校
、
大
講
堂
、
臨
床
講
義
室
、

綜
合
標
本
室
が
配
置
さ
れ
た
。
病
院
の
正
門
は
、
南
側
の
鶴
舞
公
園
に
面
し
、
医
学
部
の
正
門
は
東
側
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
面
し
て
お
り
、

現
在
の
配
置
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
で
き
あ
が
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
最
初
の
工
事
で
あ
る
新
病
棟
の
起
工
式
、
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
間
に
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
公
衆
衛
生
学
講
座
が
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
放
射
線
医
学
講
座
が
新
設

さ
れ
、
医
学
部
は
二
八
講
座
を
持
つ
学
部
と
な
り
、
教
育
・
研
究
面
で
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
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（
二
）
新
制
大
学
院
の
発
足

焦
土
瓦
礫
の
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
以
来
の
一
〇
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
本
学
は
ま
た
新
た
な
る
第
二
の
飛
躍
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
他
学
部
に
お
く
れ
て
い
た
新
制
の
大
学
院
が
発
足
し
た
。
旧
制
の
医
学
部
は
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月
を
も
っ
て
終
わ
り
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
に
は
新
制
度
に
よ
る
医
学
科
学
生
の
第
一
回
卒
業

生
を
送
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
対
応
し
て
大
学
院
医
学
科
が
四
月
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
大
学
院
は
生
理
学
系
（
七
講

座
）、
病
理
学
系
（
三
講
座
）、
社
会
医
学
系
（
四
講
座
）、
内
科
学
系
（
七
講
座
）、
外
科
学
系
（
七
講
座
）
の
五
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
た

が
、
修
士
課
程
を
設
け
ず
博
士
課
程
の
み
と
し
、
修
業
年
限
は
四
年
と
定
め
ら
れ
た
。
定
員
は
生
理
学
系
一
四
、
病
理
学
系
六
、
社
会
医

学
系
八
、
内
科
学
系
一
四
、
外
科
学
系
一
四
と
し
、
一
講
座
あ
た
り
一
年
二
名
と
定
め
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
大
学
院
通
則
の
一
部
を
改
め
大
学
院
研
究
生
を
置
く
こ
と
と
し
、
医
学
研
究
科
の
規
程
を
改
め
て

定
員
一
六
八
名
と
定
め
、
入
学
資
格
は
大
学
の
医
学
部
又
は
歯
学
部
卒
業
者
、
修
士
の
学
位
を
得
た
者
、
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
一
八

年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
、
そ
の
他
研
究
科
委
員
会
が
前
記
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
と
し
た
。

（
三
）
医
学
部
の
教
育
・
研
究
体
制
の
拡
充
・
発
展

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
を
契
機
に
し
て
日
本
全
体
は
戦
禍
の
復
興
も
終
わ
り
新
し
い
進
展
に
向
い
つ
つ
あ
っ
た
。
医
学
部
で
も

新
し
い
研
究
分
野
の
開
拓
、
学
問
の
進
歩
に
応
じ
た
体
制
の
整
備
が
行
わ
れ
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
前
半
に
か
け
て
新
し
い
講
座

の
増
設
や
、
研
究
施
設
の
新
設
が
相
次
ぎ
、
医
学
部
の
教
育
・
研
究
体
制
は
一
段
と
充
実
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
に
新
設
さ
れ
た
講
座
は
第
二
生
化
学
（
昭
和
三
十
七
年
度
（
一
九
六
二
））、
麻
酔
科
学
（
昭
和
三
十
九
年
度
（
一
九
六
四
））、

医
動
物
学
（
昭
和
四
十
年
度
（
一
九
六
五
））、
ロ
腔
外
科
学
（
昭
和
四
十
一
年
度
（
一
九
六
六
））、
脳
神
経
外
科
学
（
昭
和
四
十
二
年
度

（
一
九
六
七
））
等
で
あ
る
。
一
方
研
究
施
設
と
し
て
は
昭
和
三
十
四
年
度
（
一
九
五
九
）
に
病
理
学
第
一
講
座
教
授
宮
川
正
澄
の
ユ
ニ
ー

ク
な
無
菌
動
物
飼
育
に
関
す
る
研
究
が
認
め
ら
れ
、
無
菌
動
物
研
究
施
設
が
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
、
同
施
設
の
第
二
部
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門
と
共
に
、
国
家
的
要
請
に
こ
た
え
て
癌
研
究
施
設
が
、
更
に
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
は
医
真
菌
研
究
施
設
が
新
設
さ
れ
、
医
学

部
は
三
三
講
座
、
三
研
究
施
設
四
部
門
を
擁
す
る
学
部
へ
と
発
展
し
た
。

建
築
物
と
し
て
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
附
属
病
院
新
病
棟
が
落
成
し
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
基
礎
医
学
第

一
期
工
事
が
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
は
同
第
二
期
工
事
の
竣
工
を
み
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
四
十
年

（
一
九
六
五
）、
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）、
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
と
増
築
を
か
さ
ね
、
基
礎
医
学
研
究
棟
、
講
義
・
実
習
室
、
医
学

部
管
理
棟
が
完
成
し
た
。
一
方
臨
床
医
学
研
究
棟
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
外
来
棟
と
病
棟
と
の
間
に
竣
工
を
み
、
四
十
年

（
一
九
六
五
）
か
ら
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
か
け
て
増
築
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
先
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
臨
床
研
究

棟
別
館
が
落
成
し
、
遷
都
方
式
を
も
っ
て
研
究
棟
本
館
の
落
成
を
助
け
た
。
そ
の
他
の
施
設
と
し
て
、
基
礎
医
学
研
究
棟
の
五
階
棟
部
分

に
普
通
動
物
飼
育
室
と
純
系
動
物
飼
育
室
が
設
け
ら
れ
（
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
））、
実
験
動
物
の
生
産
を
行
っ
た
。
又
、
昭
和

四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ
る
研
究
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
が
基
礎
医
学
棟
の
南
側
に

新
築
さ
れ
た
。

「
医
学
部
附
属
看
護
学
校
」
は
新
制
度
下
の
甲
種
学
校
と
認
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
附
属
看
護
学
校
則
を
制
定
し

再
発
足
し
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
か
ね
て
設
置
申
請
中
で
あ
っ
た
「
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
」
の
設
置
が
文
部
省
よ

り
認
め
ら
れ
、
学
則
を
制
定
し
発
足
し
た
。
ま
た
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
以
来
、
本
学
で
は
助
産
婦
の
養
成
機
関
を
欠
い
て
い
た

が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
助
産
婦
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
定
員
二
〇
名
、
修
業
年
限
一
年
と
定
め
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
六

年
（
一
九
六
一
）
に
は
臨
床
検
査
の
専
門
化
と
、
そ
の
技
術
者
養
成
の
た
め
の
医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
の
開
設
が
認
め
ら
れ
、

定
員
二
〇
名
、
修
業
年
限
二
年
と
定
め
ら
れ
、
四
月
よ
り
開
校
し
た
。
こ
こ
に
医
学
部
に
関
連
の
あ
る
技
術
者
養
成
の
た
め
の
各
種
学
校

が
す
べ
て
そ
ろ
う
こ
と
と
な
っ
た
。
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（
四
）
医
学
部
紛
争

昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）を
中
心
に
日
本
の
経
済
は
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
期
に
突
入
し
て
お
り
日
本
社
会
も
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
っ

た
が
、
そ
の
反
面
、
急
速
な
社
会
変
貌
は
様
々
な
ひ
ず
み
を
生
む
結
果
と
な
っ
た
。
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
昭
和
三
十
年

代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
教
育
研
究
面
で
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
管
理
運
営
面
で
の
意
識
の
改
革
が
伴
わ
ず
、
様
々
な

違
和
感
が
学
内
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い
た
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
本
学
部
で
は
小
児
科
学
講
座
教
授
選
考
に
関
連
し
て
医
学
部
の
管
理
運
営
面
で
の
民
主
化
を
求
め
て

紛
争
が
起
っ
た
（
医
学
部
紛
争
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
）。

紛
争
の
後
遺
症
は
数
年
に
わ
た
っ
て
続
き
、
し
ば
ら
く
は
教
授
選
考
を
行
う
こ
と
も
で
き
ず
、
一
時
は
教
授
会
定
数
の
半
数
近
く
が
空

席
に
な
る
と
い
う
危
機
的
状
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
新
し
い
教
授
選
考
方
針
が
決
定
（
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
十
二
月
）
さ
れ
、

四
十
二
年
度
（
一
九
六
七
）
に
新
設
さ
れ
た
脳
神
経
外
科
学
講
座
教
授
が
新
制
度
に
よ
る
教
授
選
考
の
第
一
号
と
な
っ
た
。
そ
の
後
空
席

と
な
っ
て
い
た
各
講
座
の
教
授
が
相
次
い
で
決
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
一
大
飛
躍
の
時
期
を
迎
え
た
。

ま
た
こ
の
紛
争
期
に
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
に
も
疑
問
が
出
さ
れ
、
こ
の
疑
問
点

を
解
決
す
べ
く
厚
生
省
案
が
示
さ
れ
た
が
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））、
本
学
部
卒
業
生
は
こ
れ
を
受
け
容
れ
ず
自
主
研
修
を
行
な

う
こ
と
と
し
、
今
日
の
自
主
研
修
制
度
（
名
古
屋
大
学
方
式
）
が
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
時
期
に
は
学
位
取
得
に
対
す
る
疑
問
も
お
こ

り
学
位
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
も
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
学
部
内
の
混
乱
時
代
に
本
学
部
の
創
基
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、（
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
））、
そ
の
記
念
事
業
と
し

て
学
友
会
員
か
ら
の
浄
財
を
募
り
、
図
書
館
の
新
築
（
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
）
を
み
た
の
は
救
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
図

書
館
は
病
棟
と
基
礎
医
学
棟
の
中
間
に
位
置
し
、
一
階
が
学
生
食
堂
と
な
り
、
図
書
は
二
階
か
ら
四
階
に
納
め
ら
れ
た
。
新
図
書
館
の
落

成
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
医
学
部
の
戦
前
か
ら
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た
旧
図
書
館
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
建
物
と
し
て
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
学
部
附
属
の
各
種
学
校
の
教
室
と
し
て
、
基
礎
医
学
研
究
棟
別
館
が
竣
工
し
、
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次
い
で
翌
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
の
増
築
が
行
な
わ
れ
た
。

紛
争
か
ら
の
数
年
間
は
医
学
部
再
生
の
た
め
に
費
や
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
よ
う
や
く
学
部
運
営
が
正
常
化
し
た
。

こ
の
時
期
を
境
に
新
し
い
講
座
、
病
院
診
療
科
が
相
次
い
で
設
置
さ
れ
、
医
学
部
は
学
部
講
座
三
七
、
附
属
病
院
診
療
科
及
び
中
央
診

療
部
門
五
、
研
究
施
設
五
部
門
、
合
計
四
八
の
教
授
定
数
を
擁
す
る
体
制
が
で
き
た
。
ま
た
、
助
手
振
替
え
の
講
師
席
も
増
加
し
て
お
り
、

教
育
・
研
究
面
で
の
学
部
充
実
は
着
実
に
進
ん
だ
。

そ
の
他
の
研
究
施
設
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
手
狭
で
あ
っ
た
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
新
館
が
で
き
（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））、

RI

使
用
の
研
究
に
便
を
も
た
ら
し
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は
人
体
解
剖
教
育
研
究
施
設
保
存
棟
が
完
成
し
、
従
来
よ
り
良

い
条
件
で
研
究
用
・
教
育
用
の
死
体
を
保
存
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
は
地
上
六
階
（
一
部
七

階
）、
地
下
二
階
の
本
格
的
な
動
物
実
験
施
設
が
落
成
し
、
無
菌
動
物
を
含
め
て
各
種
の
動
物
実
験
に
対
処
し
得
る
施
設
が
で
き
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
従
来
の
動
物
実
験
施
設
、
純
系
動
物
室
は
撤
廃
さ
れ
た
。

一
方
、
学
生
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
医
学
部
福
利
施
設
が
完
成
し
、
一
階
に
は
図
書
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
、
二
階
以
上
に
は
各
ク
ラ
ブ
の
部
室
が
入
っ
た
。
ま
た
、
学
友
会
員
の
寄
付
に
よ
る
鶴
友
会
館
が
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

に
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
東
南
角
に
竣
工
し
、
一
階
は
食
堂
、
二
階
は
事
務
室
・
会
議
室
、
三
階
は
宿
泊
施
設
と
な
り
、
会
館
完
成
後
は
二
階

大
会
議
室
で
教
授
会
が
持
た
れ
る
習
わ
し
と
な
っ
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
は
名
古
屋
医
学
会
会
則
を
変
更
し
、
そ
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
『
名
古
屋
医
学
』（
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
創
刊
）
を
休
刊
し
、
原
著
誌
と
し
て
の
役
割
は
欧
文
雑
誌N

agoya�Journal�of�M
edical�Science

に
負
わ
せ
、
新
た
に
『
名

古
屋
医
学
会
ニ
ュ
ー
ス
』
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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［
国
立
大
学
法
人
、
指
定
国
立
大
学
な
ら
び
に
東
海
国
立
大
学
機
構
］

（
一
）
組
織
改
編

一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年
の
三
一
年
間
の
元
号
は
平
成
で
あ
っ
た
。
平
成
の
時
代
の
変
革
も
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
看
護
学
・
検
査
技
術
科
学
・
放
射
線
技
術
科
学
・
理
学
療
法
学
・
作
業
療
法
学
の
五
専
攻
か
ら
な
る
医
学
部
保
健
学
科
が

誕
生
し
た
。

従
来
の
国
立
大
学
は
学
部
を
基
礎
に
し
た
教
育
研
究
組
織
で
、
大
学
院
は
学
部
に
付
加
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
の
東
大
を
皮
切
り
に
予
算
措
置
を
伴
う
大
学
院
重
点
化
が
進
め
ら
れ
、
本
研
究
科
も
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に

重
点
化
が
完
了
し
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
大
学
院
医
学
研
究
科
に
修
士
課
程
医
科
学
専
攻
を
設
置
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
四
月
に
は
公
衆
衛
生
コ
ー
ス
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
は
病
態
制
御
研
究
施
設
と
動
物

実
験
施
設
の
所
属
も
大
学
院
医
学
研
究
科
に
変
更
し
た
。
翌
年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
医
学
研
究
科
を
医
学
系
研
究
科
に
改
称
、
さ
ら
に
、

保
健
学
分
野
の
修
士
課
程
と
し
て
医
学
系
研
究
科
に
看
護
学
専
攻
、
医
療
技
術
学
専
攻
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
学
専
攻
の
三
専
攻

を
設
置
し
た
。
こ
の
三
専
攻
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
は
博
士
課
程
（
前
期
課
程
・
後
期
課
程
）
と
発
展
し
た
。
そ
し
て
、

医
学
部
保
健
学
科
は
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月
に
大
学
院
講
座
化
し
た
。

本
研
究
科
で
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
らCO

E
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
経
変
性
疾
患
と
悪
性
腫
瘍
の
分
子
医
学
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
は
大
学
院
教
育
と
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
ま
で
続
き
、
無
限
にm

itotic

な
癌
と

post-m
itotic

な
神
経
の
対
比
か
ら
数
多
く
の
研
究
成
果
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
鶴

舞
地
区
に
医
学
系
研
究
科
附
属
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か

ら
同
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
ま
で
二
十
一
世
紀CO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神
経
疾
患
・
腫
瘍
の
統
合
分
子
医
学
の
拠
点
形
成
」、
平
成
二
十
一

年
（
二
〇
〇
九
）
か
ら
同
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ルCO

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
機
能
分
子
医
学
へ
の
神
経
疾
患
・
腫
瘍
の

融
合
拠
点
」
が
採
択
さ
れ
、
医
学
系
研
究
科
の
教
育
・
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。



17

（
二
）
国
立
大
学
法
人

前
年
の
国
立
大
学
法
人
法
等
関
係
六
法
の
成
立
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
名
古
屋
大
学
は
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
。

同
年
五
月
、
医
学
系
研
究
科
附
属
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
動
物
実
験
施
設
と
教
育
研
究
機
器
セ
ン
タ
ー
は
統
合
さ

れ
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
七
月
、
医
学
部
附
属
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
特
に
研
修
医
な
ど
の
卒
後
教
育
を
一

括
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
後
に
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
は
卒
前
卒
後
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
教
育
の
中
心
的
役

割
を
担
う
部
署
に
変
身
を
遂
げ
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
六
月
に
は
附
属
病
院
に
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
附
属
病
院
の
臨
床
研
究
中
核
病
院
指
定
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
名
大
の
臨
床
研
究
の
支
援
と
し
て
の
価
値
は
重

く
、
今
後
重
要
度
は
増
す
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
十
月
に
は
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
精
神
・
神
経
分
野
で
の
研
究
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
、
医
学
系
研
究
科
附
属
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
学

生
お
よ
び
医
師
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
た
。
ま
た
、
同
月
に
は
医
学
系
研
究
科
は
そ
れ
ま
で
の
四
専
攻
を
総
合
医
学
専
攻

の
一
専
攻
と
し
て
再
編
し
、
そ
の
下
に
基
礎
医
学
、
臨
床
医
学
、
総
合
医
薬
学
の
三
領
域
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
鶴
舞
地
区
で
の

創
薬
の
文
化
の
活
性
化
を
ね
ら
い
薬
学
系
講
座
を
設
置
し
た
。

（
三
）
国
際
連
携

医
学
系
研
究
科
は
国
際
連
携
で
も
躍
進
を
遂
げ
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
医
学
系
研
究
科
に
修
士
課
程
医
科
学
専
攻
医
療

行
政
コ
ー
ス
（
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
：Y

LP

）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
の
発
達
途
上
国
を
対
象
に
医
療
行
政
に
携

わ
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
一
年
間
で
修
士
号
取
得
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
月
か
ら
は
国
家
中
枢
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
博
士
課
程
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、Y

LP

を
修
了
し
た
後
、
自
国
で
活
躍
す
る
人
を
主
な
対
象
と
し
て
採
用
し
、
ま
さ
に
国
家
中
枢
人
材
を
育
て
る
も
の
で
あ
る
。
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平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
月
、
名
古
屋
大
学
・
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
国
際
連
携
総
合
医
学
専
攻
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
両
校
か
ら

一
つ
の
共
通
の
学
位
（
博
士
号
）
を
出
す
ジ
ョ
イ
ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（JD

P

）
と
称
す
る
も
の
で
、
我
が
国
の
初
め
て
の

JD
P

と
な
っ
た
。
続
い
て
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
四
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
と
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

十
月
に
は
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
とJD

P

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
香
港
中
文
大
学
医
学
部
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
先
進
国

の
各
国
を
代
表
す
る
大
学
の
医
学
部
が
一
校
ず
つ
集
ま
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
す
る
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
オ
ヴ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
エ
ク
セ
レ
ン
ス
（GA

M
E

）
を
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
開
始
し
た
。
参
加
校
は
名
古
屋
大
学
、
香
港
中
文
大
学
（
香
港
）、

高
麗
大
学
（
韓
国
）、
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
（
ド
イ
ツ
）、
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
（
オ

ラ
ン
ダ
）、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
（
イ
タ
リ
ア
）、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）、
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
の
九
校
で
あ
る
。

各
校
の
提
案
に
沿
っ
て
国
際
共
同
研
究
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
の
期
間
に
い
く
つ
か
の
建
物
の
新
築
も
行
わ
れ
た
。
医
学
系
研
究
科
で
は
、
医
系
研
究
棟
一
号
館
（
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

六
月
）、
二
号
館
（
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
）、
三
号
館
（
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
六
月
）
が
完
成
し
た
。
一
号
館
、
二

号
館
に
は
そ
れ
ぞ
れ
臨
床
お
よ
び
基
礎
の
研
究
室
が
研
究
ス
ペ
ー
ス
を
構
え
、
ま
た
三
号
館
に
よ
っ
て
共
通
機
器
が
一
箇
所
で
集
中
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
解
剖
・
病
理
実
習
も
最
新
の
設
備
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
動
物
実
験

施
設
の
増
築
と
改
修
も
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
病
院
で
は
中
央
診
療
棟
Ａ
（
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

六
月
）、
中
央
診
療
棟
Ｂ
（
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
八
月
）
が
完
成
し
、
手
術
場
や
化
学
療
法
、
光
学
医
療
な
ど
が
効
率
よ
く
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
四
）
指
定
国
立
大
学
お
よ
び
東
海
国
立
大
学
機
構

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
、
名
古
屋
大
学
は
指
定
国
立
大
学
法
人
に
指
定
を
受
け
た
。
こ
れ
は
研
究
大
学
と
し
て
の
世
界
屈
指

の
研
究
を
国
が
期
待
す
る
大
学
を
意
味
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
○
）
現
在
で
九
校
の
み
指
定
の
、
い
わ
ば
旧
帝
大
に
代
わ
る
ブ
ラ
ン
ド
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で
あ
る
。
こ
の
指
定
国
立
大
学
指
定
に
あ
た
っ
て
名
古
屋
大
学
は
四
つ
の
世
界
的
研
究
拠
点
の
設
立
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
医
学
・
生
命
科
学
分
野
の
拠
点
で
あ
る
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
、
東
海
国
立
大
学
機
構
が
発
足
し
た
。
こ
れ
は
一
法
人
複
数
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
名
古
屋
大
学
と
岐
阜

大
学
が
先
鞭
を
切
っ
て
動
か
す
も
の
で
、
新
し
い
国
立
大
学
の
あ
り
方
の
提
示
と
な
る
。
研
究
上
の
協
働
の
目
玉
は
四
つ
あ
り
、
そ
の
中

の
「
糖
鎖
生
命
コ
ア
研
究
拠
点
」、「
医
療
健
康
デ
ー
タ
統
合
研
究
教
育
拠
点
」
は
医
学
系
研
究
科
が
深
く
関
わ
る
。

医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
は
こ
れ
ま
で
田
村
春
吉
（
二
代
）、
勝
沼
精
藏
（
三
代
）、
石
塚
直
隆
（
七
代
）、
飯
島
宗
一
（
八
代
）、
加
藤

延
夫
（
一
〇
代
）、
濵
口
道
成
（
一
三
代
）、
松
尾
清
一
（
一
四
代
）
と
七
名
の
総
長
を
輩
出
し
て
い
る
。
大
学
に
お
け
る
部
局
と
し
て
の

責
務
と
期
待
は
他
部
局
と
比
べ
て
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
今
、
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
受
審

予
定
の
医
学
教
育
の
評
価「
分
野
別
認
証
評
価
」、
新
た
に
始
ま
っ
た
研
修
医
制
度
、
専
門
医
制
度
な
ど
多
く
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

現
在
、
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
示
す
よ
う
に
多
く
の
講
座
、
研
究
室
が
有
機
的
に
連
携
し
世
界
的
競
争
力
を
蓄
え

る
べ
く
運
営
さ
れ
て
い
る
。
医
学
・
医
療
の
開
拓
の
た
め
に
、
教
育
・
研
究
・
診
療
に
お
い
て
我
々
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
考
え
、
力
強

い
運
営
と
改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
注
）　��

本
稿
「
医
学
部
」
の
記
述
の
う
ち
、「
新
制
名
古
屋
大
学
時
代
」
ま
で
は
『
稿
本　

名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
に
依
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
若

干
の
改
訂
の
の
ち
、「
国
立
大
学
法
人
、
指
定
国
立
大
学
な
ら
び
に
東
海
国
立
大
学
機
構
」
の
稿
を
加
え
た
。
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基礎医学領域
大講座 専門分野

生物化学 分子生物学
分子細胞化学

微生物・免疫学
分子病原細菌学
分子細胞免疫学
ウイルス学

先端応用医学
（協力）

機能分子制御学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
先端応用医学部門

神経遺伝情報学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
神経疾患病態統御部門

機能再生医学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
先端応用医学部門

システム生物学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
細胞情報統合解析部門

生物情報解析工学
工学研究科

分子診断ナノ工学
実験動物科学

（協力） 実験動物科学 附属医学教育研究支援センター
実験動物部門

細胞科学
統合生理学
細胞生理学
細胞薬理学

神経科学（協力）神経情報薬理学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター
神経疾患病態統御部門

腫瘍病態学
（協力）

分子腫瘍学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研
究センター　腫瘍病態統御部門腫瘍生物学

高次神経統御学
（協力）

分子神経科学
環境医学研究所

免疫代謝学
器官系機能調節学

（協力）
神経性調節学

環境医学研究所
内分泌代謝学

分子・細胞適応学
（協力）

人類遺伝・分子遺伝学
環境医学研究所

病態神経科学

機能形態学
分子細胞学
機能組織学
細胞生物学

病理病態学 生体反応病理学
腫瘍病理学

発生・再生医学
（協力） 分子病理学 附属神経疾患・腫瘍分子医学研

究センター　先端応用医学部門

社会生命科学

法医・生命倫理学
環境労働衛生学
予防医学
国際保健医療学・公衆衛生学
医療行政学

健康増進医学
（協力）

健康栄養医学

総合保健体育科学センター
健康スポーツ医学
精神病理学・精神療法学
健康運動科学

老化基礎科学
（連携）

老化基礎科学
国立長寿医療研究センター

認知機能科学
免疫不全統御学

（連携） 免疫不全統御学 国立病院機構
名古屋医療センター

神経生化学
（連携） 神経生化学 愛知県医療療育総合センター

発達障害研究所

がん疫学・遺伝学
（連携）

がん記述疫学
愛知県がんセンター研究所がん分析疫学

腫瘍遺伝学

がん分子病因・
病態学（連携）

がん病態生理学
愛知県がんセンター研究所がん分子病因学

がんシステム情報学

がん先端診断・
治療開発学

（連携）

標的探索・治療学

愛知県がんセンター研究所

細胞腫瘍学
がん免疫ゲノム学
先端がん診断学
先端がん標的治療学
応用ゲノム病理学

臨床医学領域
大講座 専門分野

病態内科学

血液・腫瘍内科学
循環器内科学
消化器内科学
呼吸器内科学
糖尿病・内分泌内科学
腎臓内科学

高次医用科学

量子医学
量子介入治療学
放射線治療学
臓器病態診断学
病態構造解析学
がん薬物療法学

脳神経病態制御学

神経内科学
精神医学
脳神経外科学
脳神経先端医療開発学
脳血管内治療学

頭頸部・
感覚器外科学

眼科学
感覚器障害制御学
耳鼻咽喉科学
顎顔面外科学

病態外科学

腫瘍外科学
血管外科学
消化器外科学
移植・内分泌外科学
心臓外科学
呼吸器外科学
小児外科学
泌尿器科学

運動・形態外科学

整形外科学
リウマチ学
人間拡張・手の外科学
皮膚科学
形成外科学

生体管理医学
麻酔・蘇生医学
臨床感染統御学
救急・集中治療医学

病態医療学
（協力）

手術医療学 病院　手術部
細胞治療医学 病院　輸血部
病理組織医学 病院　病理部
光学医療学 病院　光学医療診療部
放射線医療学 病院　放射線部
画像情報診断・
工学 情報学研究科

発育・加齢医学

小児科学
発達・老年精神医学
地域在宅医療学・老年科学
産婦人科学
総合診療医学

周産母子医学
（協力） 周産母子医学 病院　

総合周産期母子医療センター
親と子どもの精
神医学（協力）

親と子どもの
心療学 病院　親と子どもの心療科

総合管理医学
（協力）

総合医学教育学 医学部　
附属総合医学教育センター

医療の質・
患者安全学 病院　患者安全推進部

国際医学教育学 国際連携室

統合医薬学領域
大講座名 専門分野

分子医薬学

薬物動態解析学
（協力）

環境医学研究所
分子機能薬学

（協力）
トキシコゲノミクス

臨床医薬学
医療薬学（協力） 病院　薬剤部
化学療法学（協力） 病院　化学療法部
生物統計学

（令和3年1月現在）

大学院医学系研究科　総合医学専攻講座等一覧



21

二
　

附
属
病
院

［
前
史
］

（
一
）
評
定
所
跡
か
ら
天
王
崎
時
代
ま
で

本
院
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
、
旧
名
古
屋
藩
評
定
所
を
仮
病
院
と
し
、
張
三
石
を
院
長
に
招
聘
し
て
住
民
の
医
療
救
済
を

開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
時
の
名
古
屋
藩
仮
病
院
が
定
め
た
最
初
の
病
院
規
則
に
「
…
今
ヤ
本
県
ニ
於
テ
モ
病
院
ヲ
創
設
シ
、
薬
品

ハ
勿
論
諸
器
械
等
マ
テ
精
練
貯
積
シ
テ
、
深
切
ニ
需
要
ニ
応
シ
、
治
療
ヲ
施
ス
ノ
上
ハ
、
病
者
貴
賤
ト
無
ク
、
遠
縁
ト
無
ク
、
其
治
ヲ
受

ヘ
キ
ノ
ミ
。」
と
あ
る
設
置
の
趣
旨
は
、
現
在
の
大
学
病
院
の
使
命
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
翌
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

二
月
、
仮
病
院
は
廃
藩
置
県
の
措
置
に
よ
っ
て
閉
院
さ
れ
た
。

閉
院
時
、
仮
病
院
の
診
療
に
従
事
し
て
い
た
有
志
数
十
名
は
私
費
を
拠
出
し
て
病
院
の
再
興
を
図
り
、
同
年
四
月
「
義
病
院
」
を
再
開

さ
せ
た
が
、
有
志
に
よ
る
私
費
の
拠
出
と
い
う
財
政
上
の
弱
点
の
た
め
、
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
の
翌
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
に
は
閉
院

の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

義
病
院
閉
院
を
機
に
、
時
の
県
令　

井
関
盛
艮
は
そ
の
再
興
に
乗
り
出
し
、「
民
費
拠
出
の
法
」
を
設
け
、
尾
張
及
び
三
河
国
の

三
〇
万
戸
か
ら
約
一
万
円
を
得
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
病
院
経
営
の
資
に
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
管
下
の
豪
農
・
富
商
三
三
名
を
病

院
幹
事
に
当
て
、
ま
た
県
官
と
し
て
権
典
事　

岡
田
彬
及
び
権
大
属　

種
瀬
千
里
に
病
院
設
立
事
務
を
担
当
さ
せ
、
同
年
五
月
に
名
古
屋

西
本
願
寺
別
院
（
中
区
前
塚
町
）
に
お
い
て
病
院
を
再
興
さ
せ
た
。
新
生
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
の
県
立
の
病
院
は
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
一
月
か
ら
「
愛
知
県
病
院
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
、
内
務
省
は
病
院
の
設
立
者
の
種
別
を
名
称
に
よ
っ
て
明
確
に
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
の
で
、
以
来
、

県
病
院
は
「
公
立
病
院
」
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
年
七
月
に
愛
知
県
十
一
等
出
仕　

山
中
立
蔵
が
病
院
長
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

公
立
病
院
長
と
し
て
就
任
し
た
最
初
の
人
物
と
な
っ
た
。
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ま
た
、
明
治
初
期
の
西
洋
医
学
の
国
策
的
な
導
入
に
よ
る
医
療
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
と
、
西
洋
医
学
に
対
す
る
世
人
の
信
望
も
高

ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
本
願
寺
別
院
に
仮
住
い
の
病
院
は
次
第
に
狭
隘
と
な
っ
た
た
め
、
翌
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
に
天
王
崎
町

堀
川
河
畔
に
医
学
校
と
と
も
に
病
院
を
新
築
、
移
転
し
た
。
こ
の
病
院
は
八
一
六
坪
を
有
し
、
当
時
、
中
京
唯
一
の
洋
式
病
院
で
あ
っ
た
。

建
築
費
は
、
県
税
の
ほ
か
東
西
本
願
寺
と
高
田
派
の
真
宗
三
派
及
び
管
内
医
師
な
ど
か
ら
の
多
額
の
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
五
月
に
一
等
診
療
医　

後
藤
新
平
は
病
院
長
心
得
と
な
り
、
病
院
及
び
医
学
校
の
充
実
発
展
の
た
め
「
院

校
将
来
須
要
ノ
諸
件
」
な
る
一
文
を
愛
知
県
令
に
提
出
し
、
公
立
病
院
と
公
立
医
学
校
の
振
興
を
図
っ
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
九
月
、
従
来
の
公
立
病
院
は
「
愛
知
病
院
」
と
改
称
さ
れ
、
公
立
病
院
長
心
得　

後
藤
新
平
は
愛
知
病
院

長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

当
時
、
同
病
院
で
は
内
科
、
外
科
及
び
眼
科
の
三
科
を
置
い
て
一
切
の
患
者
を
診
療
し
て
き
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

十
一
月
か
ら
婦
嬰
科
を
新
設
し
て
四
科
と
し
、
婦
人
科
・
産
科
及
び
小
児
科
の
患
者
を
も
診
察
、
治
療
に
当
た
る
診
療
体
制
が
整
っ
た
。

ち
な
み
に
同
年
中
に
お
け
る
患
者
総
数
は
八
九
，
六
一
六
名
（
一
日
平
均
入
院
患
者
者
約
八
〇
名
、
同
外
来
患
者
約
二
〇
〇
名
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
看
護
職
員
に
は
看
護
士
と
し
て
男
子
が
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
九
月
に
「
男
子
看
護
人
ヲ

廃
止
シ
総
テ
女
子
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
テ
自
今
看
護
人
ヲ
看
護
婦
ト
改
稱
ス
」
と
し
て
、
看
護
婦
が
初
め
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
十
月
二
十
八
日
早
朝
の
濃
尾
大
地
震
に
よ
っ
て
病
院
の
建
物
等
に
は
大
き
な
損
害
を
受
け
た
が
、
幸
い
入
院
患
者
に
は
被
害
は
な

く
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
病
院
の
医
師
等
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
臨
時
救
護
班
が
被
災
各
地
に
急
派
さ
れ
、
多
数
の
負

傷
者
の
診
療
に
当
た
り
、
大
活
躍
を
し
た
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月
に
県
下
最
初
の
施
設
と
し
て
産
婆
及
び
看
護
婦
の
養
成
所
（
満
二
十
歳
以
上
、
養
成
年
限
一
箇
年
）

が
設
置
さ
れ
た
。
当
時
の
産
婆
や
看
護
婦
に
は
現
在
の
よ
う
な
免
許
の
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
、
卒
業
者
は
直
ち
に
実
地
の
業
務
に
就
い

た
。
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明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
、
そ
れ
ま
で
公
立
医
学
校
で
あ
っ
た
愛
知
医
学
校
が
「
専
門
学
校
令
」
の
公
布
に
よ
っ
て
愛
知
県

立
医
学
専
門
学
校
と
し
て
新
発
足
し
た
の
に
伴
い
、
愛
知
病
院
も
県
訓
令
を
も
っ
て
そ
の
職
制
を
改
定
し
た
。
そ
の
改
正
の
主
な
点
は
、

院
長
の
下
に
副
院
長
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
各
科
に
置
か
れ
て
い
た
医
長
を
部
長
に
改
め
、
調
剤
所
を
薬
剤
部
と
改
称
し
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
が
、
院
長
、
副
院
長
、
部
長
、
診
察
医
、
診
察
医
補
、
薬
剤
員
、
書
記
等
の
職
務
権
限
を
明
示
し
、
処
務
細
則
に
は
執
務
方
法
の
細
部

に
つ
い
て
も
規
定
す
る
な
ど
、
執
務
体
制
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
定
さ
れ
た
諸
規
則
を
集
大
成
し
、「
県
立
愛
知
病
院
規
則
」

と
し
て
一
般
に
も
周
知
し
た
。

こ
の
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
規
則
改
定
時
に
は
六
科
で
あ
っ
た
診
療
体
制
は
、
分
離
あ
る
い
は
新
設
に
よ
っ
て
、
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
ま
で
に
は
八
科
体
制
（
部
長
制
）
と
な
り
、
次
図
の
よ
う
に
総
合
病
院
と
し
て
の
体
制
が
ほ
ぼ
整
え
ら
れ
た
。

副
院
長小

川
三
之
助

明
治
四
十
四
年
新
設

院

長熊
谷
幸
之
輔

明
治
三
十
八
年
新
設

明
治
三
十
八
年
新
設

明
治
四
十
一
年
新
設書

記

庶
務
係

書
記

会
計
係

事
務
部

書
記

用
度
係

事
務
部
長

書
記

営
繕
係

内
科
第
一
部

部
長

高
橋

傳
吾

診
察
医

診
察
医
補

診
察
所
付
看
護
婦

内
科
第
二
部

部
長

森
田

資
孝

〃

〃

〃

外
科
第
一
部

部
長

熊
谷
幸
之
輔

〃

〃

〃

外
科
第
二
部

部
長

小
川
三
之
助

〃

〃

〃

外
科
第
三
部

部
長

安
間

賢
敏

〃

〃

〃

眼
科
部

部
長

賀
古

桃
次

〃

〃

〃

産
科
婦
人
科
部

部
長

清
水

由
隆

〃

〃

産
婆

小
児
科

部
長

多
田
學
三
郎

〃

〃

看
護
婦

耳
鼻
咽
喉
科
部

部
長

中
村

豊

〃

〃

〃

皮
膚
花
柳
科
部

部
長

楠

大

〃

〃

〃

神
経
精
神
科
部

部
長

北
林

貞
道

〃

〃

〃

薬
剤
部

部
長

小
野

瓢
郎

薬
剤
員

薬
剤
員
補

書
記

病
室
担
当

看
護
婦
取
締

病
室
付
看
護
婦

櫻
井

太
郎
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（
二
）
鶴
舞
移
転

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
建
築
さ
れ
た
天
王
崎
町
堀
川
河
畔
の
病
院
は
三
〇
年
余
を
経
て
次
第
に
狭
隘
と
な
り
、
ま
た
建
物
も
老
朽

化
し
た
の
で
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
四
年
間
の
工
事
を
経
て
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
、
中
区
（
現
昭
和
区
）
鶴

舞
町
に
竣
工
し
た
新
病
院
に
お
い
て
同
年
四
月
二
日
か
ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
一
八
，
四
八
一
坪
（
病
院
敷
地
一
一
，
九
六
〇
坪
）
の

敷
地
に
六
，
一
〇
七
坪
の
病
院
が
建
築
さ
れ
、
建
築
総
工
費
は
六
九
二
，
八
七
五
円
（
医
学
専
門
学
校
建
築
費
を
含
む
）
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
経
費
は
す
べ
て
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
竣
工
後
、
病
院
の
収
入
か
ら
年
を
追
っ
て
償
還
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
。
病
棟
は
特
、

一
、二
、三
等
及
び
外
科
病
棟
（
特
等
室
一
二
室
、
一
等
室
五
〇
室
、
二
等
室
九
二
室
、
三
等
室
二
四
室
、
外
科
隔
離
室
三
室
）、
精
神
病

棟
（
精
神
病
室
二
一
室
）、
伝
染
病
棟
（
伝
染
病
室
一
九
室
）
と
区
別
さ
れ
、
特
、
一
、二
等
に
は
運
動
場
の
設
備
を
有
し
、
全
病
棟
で

四
〇
〇
名
余
の
患
者
の
入
院
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
火
災
予
防
の
た
め
、
各
病
棟
に
は
棟
長
七
四
間
毎
に
防
火
壁
を
設
け
、
出
入
口
二

副
院
長小

川
三
之
助

明
治
四
十
四
年
新
設

院

長熊
谷
幸
之
輔

明
治
三
十
八
年
新
設

明
治
三
十
八
年
新
設

明
治
四
十
一
年
新
設書

記

庶
務
係

書
記

会
計
係

事
務
部

書
記

用
度
係

事
務
部
長

書
記

営
繕
係

内
科
第
一
部

部
長

高
橋

傳
吾

診
察
医

診
察
医
補

診
察
所
付
看
護
婦

内
科
第
二
部

部
長

森
田

資
孝

〃

〃

〃

外
科
第
一
部

部
長

熊
谷
幸
之
輔

〃

〃

〃

外
科
第
二
部

部
長

小
川
三
之
助

〃

〃

〃

外
科
第
三
部

部
長

安
間

賢
敏

〃

〃

〃

眼
科
部

部
長

賀
古

桃
次

〃

〃

〃

産
科
婦
人
科
部

部
長

清
水

由
隆

〃

〃

産
婆

小
児
科

部
長

多
田
學
三
郎

〃

〃

看
護
婦

耳
鼻
咽
喉
科
部

部
長

中
村

豊

〃

〃

〃

皮
膚
花
柳
科
部

部
長

楠

大

〃

〃

〃

神
経
精
神
科
部

部
長

北
林

貞
道

〃

〃

〃

薬
剤
部

部
長

小
野

瓢
郎

薬
剤
員

薬
剤
員
補

書
記

病
室
担
当

看
護
婦
取
締

病
室
付
看
護
婦

櫻
井

太
郎
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箇
所
に
鉄
扉
が
取
付
け
ら
れ
て
い
た
。

鶴
舞
移
転
後
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
前
掲
表
に
加
え
て
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
に
県
訓
令
第
一
二
号
に
よ
り
理
学
療
法

部
が
、
翌
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
に
は
歯
科
部
が
設
置
（
県
訓
令
第
一
二
号
）
さ
れ
、
同
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
に
は
外
科
第
三
部

を
整
形
外
科
部
に
改
称
（
県
訓
令
第
一
一
九
号
）
し
、
さ
ら
に
同
十
年
（
一
九
二
一
）
に
胃
腸
科
部
が
設
置
（
県
訓
令
第
四
六
号
）
さ
れ
、

年
を
追
っ
て
充
実
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

（
三
）
愛
知
医
科
大
学
附
属
医
院

愛
知
県
立
専
門
学
校
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
六
月
二
十
三
日
、
愛
知
県
告
示
第
二
七
八
号
に
よ
っ
て
愛
知
医
科
大
学
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
愛
知
病
院
は
同
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
十
一
日
か
ら
愛
知
医
科
大
学
病
院
と
改
称
さ
れ
た
が
、
同
病
院
は
同
十
三
年

（
一
九
二
四
）
五
月
三
十
一
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
、
翌
六
月
一
日
か
ら
県
告
示
第
三
四
一
号
に
よ
り
愛
知
医
科
大
学
附
属
医
院
と
な
っ
た
。

〔
部
長
制
〕

副
医
院
長

杉

寛
一
郎

医
院
長

山
崎
正
董

耳
鼻
咽
喉
科
部

部
長

小
林

静
雄

内
科
第
一
部

部
長

酒
井

繁

内
科
第
二
部

部
長
心
得

宇
佐
美
鍵
一

外
科
第
一
部

部
長

杉

寛
一
郎

外
科
第
二
部

部
長

田
中

義
雄

整
形
外
科
部

部
長
心
得

成
田
興
治
郎

眼

科

部

部
長

小
口

忠
太

産
科
婦
人
科
部

部
長

山
崎

正
董

小
児
科
部

部
長

藤
井

静
英

皮
膚
花
柳
科
部

部
長

田
村

春
吉

神
経
精
神
科
部

部
長

北
林

貞
道

歯

科

部

部
長

北
村

一
郎

胃
腸
科
部

部
長

朝
川

順

物
理
的
療
法
部

部
長

種
村

弌

薬

剤

部

部
長

藤
田

穆

事

務

部

部
長

小
林

秀
穂
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ま
た
、
同
年
四
月
に
勅
令
第
七
四
号
を
も
っ
て
公
立
学
校
職
員
制
が
改
正
さ
れ
、
公
立
大
学
の
附
属
医
院
に
は
医
院
長
、
薬
局
長
、
薬

剤
手
、
看
護
長
を
置
く
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
六
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
任
命
替
え
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
部
長
制
が
診
療
科
制
に
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
理
学
療
法
部
は
、
物
理
的
療
法
部
と
改
称
さ
れ
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
四
月
、
当
時
の
愛
知
医
科
大
学
の
教
授
及
び
部
長
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
、「
愛
知
医
科
大
学
、
愛
知
県
立

医
学
専
門
学
校
、
愛
知
県
立
愛
知
病
院
ノ
職
員
及
学
生
生
徒
ノ
間
ノ
親
睦
ヲ
図
リ
学
事
上
及
其
ノ
他
ノ
便
宜
ヲ
与
へ
並
ニ
入
院
患
者
ノ
救

恤
ヲ
目
的
」
と
し
て
財
団
法
人
共
済
団
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
財
団
に
よ
る
売
店
、
病
棟
の
用
達
等
の
諸
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
の
関
東
大
地
震
に
よ
っ
て
関
東
地
域
に
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生
し
た
た
め
、
病
院
か
ら
教
授
、

医
員
、
書
記
等
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
救
援
斑
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
班
に
別
れ
た
救
援
班
は
医
療
材
料
を
携
帯
し
、
一
部
は

中
央
線
を
利
用
し
、
一
部
は
名
古
屋
港
か
ら
軍
艦
に
よ
っ
て
東
京
に
入
り
、
同
月
二
十
六
日
ま
で
被
災
者
の
医
療
救
護
を
行
っ
た
。

副
医
院
長

杉

寛
一
郎

医
院
長

山
崎
正
董

耳
鼻
咽
喉
科
部

部
長

小
林

静
雄

内
科
第
一
部

部
長

酒
井

繁

内
科
第
二
部

部
長
心
得

宇
佐
美
鍵
一

外
科
第
一
部

部
長

杉

寛
一
郎

外
科
第
二
部

部
長

田
中

義
雄

整
形
外
科
部

部
長
心
得

成
田
興
治
郎

眼

科

部

部
長

小
口

忠
太

産
科
婦
人
科
部

部
長

山
崎

正
董

小
児
科
部

部
長

藤
井

静
英

皮
膚
花
柳
科
部

部
長

田
村

春
吉

神
経
精
神
科
部

部
長

北
林

貞
道

歯

科

部

部
長

北
村

一
郎

胃
腸
科
部

部
長

朝
川

順

物
理
的
療
法
部

部
長

種
村

弌

薬

剤

部

部
長

藤
田

穆

事

務

部

部
長

小
林

秀
穂
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ま
た
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
一
月
十
四
日
の
天
皇
陛
下
の
臨
幸
を
記
念
す
る
た
め
の
記
念
館
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
共
済
団

の
寄
付
金
と
職
員
、
学
生
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
同
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
に
建
設
に
着
工
し
、
同
年
十
月
三
十
一
日
、
竣
工
を
み
た
。

（
四
）
名
古
屋
医
科
大
学
附
属
医
院

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
二
十
八
日
、
勅
令
第
七
〇
号
を
も
っ
て
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
に
移
管
さ
れ
、
名
古
屋
医
科
大
学
と
な
っ

た
。こ

れ
に
伴
っ
て
同
年
五
月
一
日
か
ら
愛
知
医
科
大
学
附
属
医
院
も
名
古
屋
医
科
大
学
附
属
医
院
と
改
称
さ
れ
、
医
院
長
に
は
藤
井
静
英

が
任
ぜ
ら
れ
た
。

官
立
移
管
に
伴
い
附
属
医
院
諸
規
程
に
も
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
公
立
時
代
と
ほ
ぼ
同
様
に
一
一
診
療
科
一
局
体
制
で
、
事
務
組
織
は

医
学
部
と
合
わ
せ
て
四
課
一
四
掛
で
あ
っ
た
。

次
に
当
時
の
附
属
医
院
の
組
織
図
を
示
す
。

〔
診
療
体
制
〕

第

一

教
室
主
任

医

員

看
護
長

看
護
婦

看
護
手

内

科

第

二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第

一

外

科

第

二

整
形
外
科

眼

科

医
院
長

産
科
婦
人
科

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科
泌
尿
器
科

神
経
精
神
科

歯

科

物
理
的
療
法
科

薬

局

薬
局
長

剤
薬

手

調
剤
員

庶
務
掛

掛

長

掛

員

庶
務
課
長

医
院
庶
務
掛

〃

〃

警
備
掛

〃

〃

病
院
掛

入
院
掛

病
室
掛

〃

〃

司
計
掛

〃

〃

監
査
掛

〃

〃

会
計
課
長

出
納
掛

〃

〃

病
院
事
務
長

用
度
掛

〃

〃

事
務
官

調
理
掛

〃

〃

庶
務
掛

〃

〃

建
築
掛

主

任

〃

管
財
課
長

電
気
掛

〃

〃

水
道
掛

〃

〃

気
か
ん
掛

〃

〃

学
生
課
長

学
生
掛

掛

長

〃
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第

一

教
室
主
任

医

員

看
護
長

看
護
婦

看
護
手

内

科

第

二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第

一

外

科

第

二

整
形
外
科

眼

科

医
院
長

産
科
婦
人
科

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科
泌
尿
器
科

神
経
精
神
科

歯

科

物
理
的
療
法
科

薬

局

薬
局
長

剤
薬

手

調
剤
員

庶
務
掛

掛

長

掛

員

庶
務
課
長

医
院
庶
務
掛

〃

〃

警
備
掛

〃

〃

病
院
掛

入
院
掛

病
室
掛

〃

〃

司
計
掛

〃

〃

監
査
掛

〃

〃

会
計
課
長

出
納
掛

〃

〃

病
院
事
務
長

用
度
掛

〃

〃

事
務
官

調
理
掛

〃

〃

庶
務
掛

〃

〃

建
築
掛

主

任

〃

管
財
課
長

電
気
掛

〃

〃

水
道
掛

〃

〃

気
か
ん
掛

〃

〃

学
生
課
長

学
生
掛

掛

長

〃
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注　

��〔　

〕
は
、
医
学
部
事
務
を
併
せ
て
所
掌
し
、【　

】
は
、
医
学
部
事
務
だ
け
を
所
掌

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
三
十
一
日
の
勅
令
第
一
一
二
号
を
も
っ
て
、
同
年
四
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院

が
設
置
さ
れ
、
併
せ
て
名
古
屋
医
科
大
学
当
時
の
附
属
医
院
規
程
、
諸
料
金
規
程
等
も
改
正
さ
れ
た
。
改
正
後
の
附
属
医
院
規
程
及
び
諸

第

一

教
室
主
任

医

員

看
護
長

看
護
婦

看
護
手

内

科

第

二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第

一

外

科

第

二

整
形
外
科

眼

科

医
院
長

産
科
婦
人
科

小
児
科

耳
鼻
咽
喉
科

皮
膚
科
泌
尿
器
科

神
経
精
神
科

歯

科

物
理
的
療
法
科

薬

局

薬
局
長

剤
薬

手

調
剤
員

庶
務
掛

掛

長

掛

員

庶
務
課
長

医
院
庶
務
掛

〃

〃

警
備
掛

〃

〃

病
院
掛

入
院
掛

病
室
掛

〃

〃

司
計
掛

〃

〃

監
査
掛

〃

〃

会
計
課
長

出
納
掛

〃

〃

病
院
事
務
長

用
度
掛

〃

〃

事
務
官

調
理
掛

〃

〃

庶
務
掛

〃

〃

建
築
掛

主

任

〃

管
財
課
長

電
気
掛

〃

〃

水
道
掛

〃

〃

気
か
ん
掛

〃

〃

学
生
課
長

学
生
掛

掛

長

〃
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料
金
規
程
の
内
容
は
、
改
正
前
と
大
同
小
異
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
規
程
の
実
質
的
な
内
容
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月

ま
で
そ
の
後
約
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　

名
古
屋
帝
國
大
學
醫
學
部
附
屬
醫
院
規
程
（
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
制
定
）

第
一
條　

本
院
ハ
醫
學
ノ
研
究
及
教
授
ノ
目
的
ヲ
以
テ
患
者
ノ
診
療
ヲ
爲
ス
所
ト
ス

第
二
條　

患
者
ヲ
分
チ
テ
入
院
患
者
及
外
來
患
者
ノ
二
種
ト
ス

第
三
條　

入
院
患
者
ノ
費
用
ハ
官
費
又
ハ
私
費
ト
ス

第
四
條　

外
來
患
者
ノ
費
用
ハ
私
費
ト
ス
但
シ
病
症
ニ
依
リ
其
ノ
一
部
又
ハ
全
部
ヲ
官
費
ト
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
五
條　

私
費
患
者
ニ
ハ
本
院
所
定
ノ
料
金
ヲ
納
付
セ
シ
ム

第
六
條　

本
規
程
施
行
ニ
關
ス
ル
細
則
ハ
總
長
之
ヲ
定
ム

　
　
　

附　

則

　

本
規
程
ハ
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

　

�

昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ニ
於
テ
名
古
屋
醫
科
大
學
附
屬
醫
院
ノ
診
療
繼
續
中
ノ
者
ハ
本
院
ニ
於
テ
診
療
ヲ
許
可
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看

做
ス

　
　
　

名
古
屋
帝
國
大
學
醫
學
部
附
屬
醫
院
料
金
規
程
（
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
制
定
）

第
一
條　

本
院
ニ
於
ケ
ル
諸
料
金
左
ノ
如
シ

　

一　

診　

察　

料

　
　
　
　

普
通
診
察
券
（
三
十
日
間
有
効
）
無
料
但
シ
發
行
手
數
料
金
拾
錢

　
　
　
　

臨
時
診
察
券
（
三
十
日
間
有
効
）
金
一
圓
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急　

診　

券
（
一
回
限
リ
有
効
）
金
三
圓

　

二　

藥　
　
　

價

　
　
　
　

外
來
藥
價

　
　
　
　

内
服
藥　
　
　

一
劑
一
日
分　
　

二
十
五
錢
以
上　
　

小
兒
十
五
錢
以
上

　
　
　
　

頓
服
藥　
　
　

一　

回　

分　
　

二
十
錢
以
上　
　
　

小
兒
十
錢
以
上

　
　
　
　

外
用
藥　
　
　

一　
　
　

劑　
　

二
十
五
錢
以
上　
　

小
兒
十
五
錢
以
上

　
　
　

容
器
ハ
相
當
代
價
ヲ
徴
収
ス

　
　
　

入
院
藥
價
（
略
）

　

三　

入　

院　

料

　
　
　
　

普
通
病
室

　
　
　
　
　

特　

等　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
十　

五　

圓

　
　
　
　
　

一
等
甲　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
五　
　
　

圓

　
　
　
　
　

一
等
乙　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
四　
　
　

圓

　
　
　
　
　

二
等
甲　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
三
圓
五
十
錢

　
　
　
　
　

二
等
乙　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
二
圓
八
十
錢

　
　
　
　
　

三　

等　
　
　

一
日
一
人　
　
　

金
一
圓
二
十
錢

　
　
　

傳
染
病
室
（
略
）

　
　
　

精
神
病
室
（
略
）

　

四　

手　

術　

料

　
　
　
　

大　
　
　
　
　

一
回　
　
　
　
　

金
五
十
圓
以
上
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中　
　
　
　
　

一
回　
　
　
　
　

金
十
圓
以
上

　
　
　
　

小　
　
　
　
　

一
回　
　
　
　
　

金
一
圓
以
上

　

五　

處　

置　

料

　
　
　
　
　
（
略
）

　

六　

理
學
的
診
斷
及
治
療
料

　
　
　
　

透
視
診
斷　
　
　
　
　
　
　

一
回　
　
　

金
五
十
錢
以
上

　
　
　
　

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
寫
眞　
　
　

一
枚　
　
　

金
三
圓
以
上

　
　
　
　

レ
ン
ト
ゲ
ン
線
治
療　
　
　

一
回　
　
　

金
一
圓
以
上

　
　
　
　

ラ
ジ
ウ
ム
治
療　
　
　
　
　

一
回　
　
　

金
五
十
錢
以
上

　
　
　
　

物
理
的
療
法　
　
　
　
　
　

一
回　
　
　

金
五
十
錢
以
上

　

七　

手　

數　

料

　
　
　
　

處
方
箋
料
、
診
斷
書
料
、
檢
案
書
料
、
證
明
書
料
、
檢
査
料
、
消
毒
料　
　
　

金
五
十
錢
以
上

　

八　

食　

饌　

料

　
　
　
　

日
常
食

　
　
　
　
　

上
食　
　
　
　

一
日　
　

金　

一　

圓　
　

朝
二
十
錢　

晝
四
十
錢　
　
　

夕
四
十
錢

　
　
　
　
　

並
食　
　
　
　

一
日　
　

金
五
十
五
錢　
　

朝
十
三
錢　

晝
二
十
一
錢　
　

夕
二
十
一
錢

　
　
　
　

特
別
食

　
　
　
　
　

流
動
食　
　
　

一
食　
　

金
十
七
錢
以
上

　
　
　
　
　

療
養
食　
　
　

一
食　
　

金
三
十
錢
以
上

　
　
　
　

臨
時
食　
（
一
品
調
理
）　　

金
五
錢
以
上
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滋
養
品　
　
　
　
　
　
　

相
當
代
價
ト
ス

　
　
（
以
下
略
）

　

次
に
当
時
の
機
構
図
を
掲
げ
る
。

第

一

部
長

内

科

第

二

部
長

岡

田

清
三
郎

第

三

部
長
心
得

字
佐
美

鍵

一

第

一

部
長

齋

藤

眞

外

科

第

二

部
長

桐

原

眞

一

整
形
外
科

部
長

名

倉

重

雄

眼

科

部
長

小

口

忠

太

産
科
婦
人
科

部
長

吉

川

仲

小
児
科

部
長

坂

本

陽

医
院
長

耳
鼻
咽
喉
科

部
長

阿
久
根

睦

皮
膚
科
泌
尿
器
科

部
長

田

村

春

吉

神
経
精
神
科

部
長

杉

田

直

樹

歯

科

科
長
心
得

北

村

一

郎

物
理
的
療
法
科

科
長

田

村

春

吉

薬

局

薬
局
長

柳

澤

秀

吉

看
護
部

看
護
長

遠

藤

源

吉

事
務
部

事
務
長

三

輪

盛

弌

昭
和
十
五
年
四
月
か
ら

勝
沼
精
藏

勝

沼

精

藏
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名
古
屋
帝
国
大
学
創
設
時
、
内
科
は
三
診
療
科
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
古
屋
医
科
大
学
時
代
、
内
科
は
二
診
療
科
で
あ
っ
た
の

で
、
勝
沼
内
科
と
岡
田
内
科
と
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
、
三
番
目
の
内
科
と
し
て
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
二
日
に
宇
佐
美
内
科
が

新
設
さ
れ
た
。

ま
た
従
来
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
は
一
診
療
科
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
月
五
日
に
皮
膚
科
と
泌
尿
器
科
と
に

分
か
れ
た
。

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
十
九
日
、
陸
田
志
よ
う
か
ら
、
市
内
中
区
東
新
町
に
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
、
延
一
，

八
一
二
坪
余
の
寄
付
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
医
学
専
門
部
の
診
療
実
習
病
院
と
す
る
こ
と
を
内
定
し
、
文
部
省
の
許
可
を
得
て
正
式
に
寄

付
を
受
け
、
内
部
の
模
様
替
え
を
行
っ
た
の
ち
、
附
属
医
院
分
室
と
し
て
同
年
九
月
三
十
日
に
開
院
し
た
。
同
分
室
は
翌
年
五
月
に
は
正

式
に
附
属
医
院
分
院
と
し
て
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

日
中
戦
争
の
発
生
以
後
、
戦
火
の
拡
大
に
伴
い
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
急
設
、
国
家
総
動
員
法
の
公
布
等
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭

第

一

部
長

内

科

第

二

部
長

岡

田

清
三
郎

第

三

部
長
心
得

字
佐
美

鍵

一

第

一

部
長

齋

藤

眞

外

科

第

二

部
長

桐

原

眞

一

整
形
外
科

部
長

名

倉

重

雄

眼

科

部
長

小

口

忠

太

産
科
婦
人
科

部
長

吉

川

仲

小
児
科

部
長

坂

本

陽

医
院
長

耳
鼻
咽
喉
科

部
長

阿
久
根

睦

皮
膚
科
泌
尿
器
科

部
長

田

村

春

吉

神
経
精
神
科

部
長

杉

田

直

樹

歯

科

科
長
心
得

北

村

一

郎

物
理
的
療
法
科

科
長

田

村

春

吉

薬

局

薬
局
長

柳

澤

秀

吉

看
護
部

看
護
長

遠

藤

源

吉

事
務
部

事
務
長

三

輪

盛

弌

昭
和
十
五
年
四
月
か
ら

勝
沼
精
藏

勝

沼

精

藏
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和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
教
官
や
学
生
の
応
召
が
相
次
い
だ
。
診
療
医
師
や
薬
剤
の
不
足
に
よ
っ
て
次
第

に
診
療
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
戦
況
は
次
第
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
Ｂ
29
機
の
本
土
爆
撃
が
熾
烈
と
な
っ
て
、

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
、
同
十
九
日
、
同
二
十
五
日
と
三
回
に
わ
た
る
空
襲
に
よ
り
、
附
属
医
院
の
木
造
建
物
は
大
部

分
が
焼
失
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
被
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
勝
沼
医
院
長
及
び
山
元
事
務
長
の
『
病
院
防
空
―
戦
跡
と
戦
訓
』
等

に
よ
れ
ば
入
院
患
者
の
事
故
は
皆
無
で
あ
り
、
当
時
の
「
職
員
等
は
防
護
活
動
及
び
救
護
活
動
に
不
眠
不
休
の
努
力
を
続
け
て
診
療
に
当

た
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
戦
局
が
悪
化
し
、
日
本
全
土
に
空
襲
が
多
く
な
っ
た
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
中
旬
か
ら
、
附
属
医
院
の
一
部
を
市
公
会

堂
の
地
下
室
及
び
瀬
戸
市
等
へ
疎
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
輸
送
難
の
た
め
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
う
ち
に
戦
災
を
受
け
、
中
止
の
止
む
な

き
に
至
っ
た
。
ま
た
附
属
医
院
を
岐
阜
県
高
山
市
及
び
そ
の
近
郊
で
あ
る
丹
生
川
村
及
び
清
見
村
へ
、
分
院
を
岐
阜
県
本
巣
郡
黒
野
町
へ

疎
開
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
完
了
を
み
な
い
う
ち
に
終
戦
を
迎
え
た
。

［
敗
戦
・
再
出
発
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
は
、「
帝
国
」
の
二
文
字
を
外
し
て
名
古
屋
大
学
医

学
部
附
属
医
院
と
改
称
さ
れ
た
。

戦
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
損
害
を
被
っ
た
医
学
部
並
び
に
附
属
医
院
を
復
興
す
る
た
め
、
一
，
二
○
○
万
円
の
復
興
寄
付
金
募
集
を
目
標

に
掲
げ
て
発
足
し
た
学
友
会
の
復
興
後
援
会
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
以
来
、
全
学
友
会
員
に
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
、

教
授
や
学
生
の
全
国
行
脚
を
開
始
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
三
十
一
日
付
け
で
新
制
名
古
屋
大
学
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
附
属
医
院
は
附
属
病
院
と
改
称

〔
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
文
部
省
令
第
二
三
号
）〕
さ
れ
た
。
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戦
後
の
病
院
の
変
遷
は
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
が
、
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
医
学
及
び
関
連
す
る
周
辺
科
学
技
術
の
絶

え
間
な
い
進
歩
に
対
応
し
て
診
療
科
等
の
細
分
化
・
専
門
化
が
進
む
一
方
、
病
院
運
営
の
効
率
化
等
の
理
由
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
診
療

機
能
、
検
査
機
能
、
経
営
管
理
機
能
が
中
央
化
集
中
化
さ
れ
る
、
と
い
う
二
律
背
反
的
な
細
分
化
・
専
門
化
と
中
央
化
・
総
合
化
の
錯
綜

し
た
推
移
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
本
学
で
は
、
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
て
は
灰
燼
に
帰
し
た
焦
土
か
ら
の
再
建
と
復
興
の
歩
み
が
絡
み
、
後
に

は
学
園
紛
争
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
詳
細
は
次
節
の
各
講
座
史
、
各
部
史
に
譲
る
こ
と
と
し
、
全
体
の
概

略
を
叙
述
す
る
に
止
め
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
以
来
、
附
属
医
院
長
（
後
に
病
院
長
と
改
称
）
と
し
て
戦
災
に
よ
り
荒
廃
し
た
病
院
の
復
興
に
心

血
を
注
い
で
い
た
齋
藤
眞
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
二
日
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
急
逝
し
た
。
享
年
六
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
附
属
病
院
と
臨
床
講
座
で
は
、
内
科
、
小
児
科
及
び
耳
鼻
咽
喉
科
を
収
容
す
る
研
究
棟
、
外
科
、
眼
科
及
び
整
形
外
科
を
収
容

す
る
研
究
棟
、
第
一
外
科
手
術
室
、
第
二
外
科
手
術
室
等
が
木
造
の
応
急
建
築
と
し
て
新
築
さ
れ
、
ま
た
五
号
病
棟
も
復
旧
さ
れ
て
い
た
。

つ
い
で
キ
ャ
ン
パ
ス
東
南
部
の
第
一
号
か
ら
第
四
号
に
及
ぶ
鉄
筋
の
旧
病
棟
も
逐
次
修
理
さ
れ
、
次
第
に
入
院
患
者
の
収
容
率
は
高
め
ら

れ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
三
月
に
至
っ
て
第
六
号
及
び
第
七
号
の
木
造
二
階
建
の
二
病
棟
が
モ
デ
ル
病
棟
と
し
て
完
成
さ

れ
、
昭
和
二
十
六
年
度
（
一
九
五
一
）
末
に
は
、
復
旧
建
物
は
延
坪
数
二
，
三
五
二
坪
に
及
ん
で
い
た
。

ま
た
、
将
来
の
医
学
の
進
展
を
予
測
し
た
附
属
病
院
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
み
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
六
月
に

附
属
病
院
整
備
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
外
来
、
臨
床
教
室
、
病
棟
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
建
物
に
収
容
し
、
ま
た
中
央
診
療

棟
を
別
棟
と
し
て
建
築
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
、
外
来
棟
は
地
上
四
階
、
地
下
一
階
（
計
四
，
〇
〇
〇
坪
）、
臨
床
教
室
棟

は
一
五
講
座
、
病
棟
は
地
上
七
階
、
地
下
一
階
（
計
五
，
八
〇
〇
坪
、
七
〇
〇
床
）
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
建
物
が
精
神
医
学
教
室
か
ら

図
書
館
ま
で
の
間
に
南
向
き
に
並
び
、
さ
ら
に
こ
の
三
つ
の
建
物
中
央
を
串
刺
し
に
貫
く
地
上
二
階
・
地
下
一
階
の
中
央
診
療
棟
の
中
に
、

手
術
室
一
〇
室
、
Ｘ
線
室
及
び
各
種
検
査
室
が
そ
れ
ぞ
れ
数
室
ず
つ
収
容
さ
れ
る
構
想
で
あ
っ
た
。
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こ
の
間
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
月
に
は
総
看
護
婦
長
制
が
設
け
ら
れ
、
初
代
総
看
護
婦
長
に
土
屋
は
ま
が
任
命
さ
れ
た
。

ま
た
外
来
及
び
病
棟
の
整
備
と
と
も
に
外
来
患
者
が
急
増
し
て
業
務
が
繁
雑
化
し
て
き
た
の
で
、
診
療
業
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
月
二
十
九
日
か
ら
各
診
療
科
に
外
来
医
長
が
置
か
れ
た
。

さ
ら
に
附
属
病
院
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
と
と
も
に
診
療
科
間
の
協
調
を
図
る
た
め
、
病
院
長
、
臨
床
医
学
系
の
教

授
五
名
（
当
初
は
三
名
）、
薬
局
長
、
総
看
護
婦
長
及
び
病
院
事
務
長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
が
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）

四
月
二
十
六
日
か
ら
発
足
し
た
。

当
時
の
一
四
診
療
科
を
含
む
病
院
機
構
図
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

宇
佐
美
鍵
一

日
比
野
内
科

部
長

日
比
野

進

青
山
内
科

部
長

青

山

進

午

病
院
長

眼

科

部
長

小

島

克

放
射
線
科

科
長

三

矢

辰

雄

耳
鼻
咽
喉
科

部
長

後

藤

修

二

小
児
科

部
長

坂

本

陽

産
婦
人
科

部
長

吉

川

仲

精
神
神
経
科

部
長

村

松

常

雄

戸
田
外
科

部
長

戸

田

博

今
永
外
科

部
長

今

永

一

看
護
部

総
看
護
婦
長

土

屋

は

ま

薬

局

薬
局
長

鷲

野

栄
万
藏

歯

科

科
長

北

村

一

郎

皮
膚
科
泌
尿
器
科

部
長

加

納

魁
一
郎

整
形
外
科

部
長

名

倉

重

雄

事
務
部

事
務
長

鈴

木

巧

宇
佐
美
内
科

部
長

字
佐
美

鍵

一
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附
属
病
院
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
六
月
十
五
日
、
第
一
期
工
事
と
し
て
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

三
月
か
ら
着
工
し
て
い
た
新
病
棟
新
築
工
事
が
約
三
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
、
竣
工
披
露
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
病
棟
は
延
二
，
七
八
五
坪
、
地
上
六
階
、
地
下
一
階
、
耐
震
耐
火
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
、
地
下
以
外
は
す
べ
て
病
室
に
当

て
ら
れ
、
病
床
四
七
六
床
を
収
容
し
、
当
時
、
全
国
屈
指
の
新
設
備
を
誇
る
モ
デ
ル
病
棟
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
病
棟
の
完
成
時
の

病
室
の
入
院
室
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

宇
佐
美
鍵
一

日
比
野
内
科

部
長

日
比
野

進

青
山
内
科

部
長

青

山

進

午

病
院
長

眼

科

部
長

小

島

克

放
射
線
科

科
長

三

矢

辰

雄

耳
鼻
咽
喉
科

部
長

後

藤

修

二

小
児
科

部
長

坂

本

陽

産
婦
人
科

部
長

吉

川

仲

精
神
神
経
科

部
長

村

松

常

雄

戸
田
外
科

部
長

戸

田

博

今
永
外
科

部
長

今

永

一

看
護
部

総
看
護
婦
長

土

屋

は

ま

薬

局

薬
局
長

鷲

野

栄
万
藏

歯

科

科
長

北

村

一

郎

皮
膚
科
泌
尿
器
科

部
長

加

納

魁
一
郎

整
形
外
科

部
長

名

倉

重

雄

事
務
部

事
務
長

鈴

木

巧

宇
佐
美
内
科

部
長

字
佐
美

鍵

一
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こ
の
頃
ま
で
に
、
宇
佐
美
内
科
が
山
田
内
科
、
戸
田
外
科
が
橋
本
外
科
と
な
り
、
放
射
線
科
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
中
央
化
（
後
述
）

の
先
駆
け
と
し
て
臨
床
検
査
部
、
手
術
部
、
中
央
放
射
線
部
が
設
け
ら
れ
た
。

病
院
運
営
の
一
層
の
能
率
化
を
図
る
た
め
、
従
来
、
病
院
長
の
諮
問
に
応
じ
て
病
院
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
き
た
臨
床

主
任
会
議
が
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
五
月
十
五
日
に
改
組
さ
れ
、
新
し
く
臨
床
教
授
懇
談
会
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
同
懇
談
会
は
、

翌
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
九
日
か
ら
病
院
部
長
会
と
改
称
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
に
制
定
さ
れ
た
附
属
医
院
規
程
（
後
に
附
属
病
院
規
程
に
改
称
）
も
、
保
険
診
療
の
完
全
実
施
を
契

機
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
患
者
の
取
扱
い
を
主
体
と
し
た
従
来
の
規
程
か
ら
、
附
属
病
院
の
組
織
等
も
明
確
に
し
た
規
程
に
改
め
ら
れ
、

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

ま
た
名
古
屋
大
学
分
課
及
び
事
務
分
掌
規
程
の
制
定
に
伴
い
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
一
日
か
ら
事
務
部
に
部
課
長
制
が

敷
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
管
理
課
及
び
業
務
課
が
設
置
さ
れ
、
事
務
部
長
及
び
課
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
事
務
部
長
に
は

山
元
昌
之
事
務
官
が
就
任
し
た
。

旧　

病　

棟

新　

病　

棟

　
　
　

▽
普
通
病
室
（
上
掲
の
表
の
と
お
り
）

　
　
　

▽
伝
染
病
室　
　
　
　
　

四
五
〇
円　
　

　
　
　

▽
精
神
病
室　

一
等　
　

六
〇
〇
円　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
等　
　

四
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
等　
　

三
七
五
円

特　

等

一
，
五
〇
〇
円

三
，
〇
〇
〇
円

一
等
甲

　

七
〇
〇

一
，
二
〇
〇　

一
等
乙

　

六
〇
〇

一
，
〇
〇
〇　

二
等
甲

　
五
〇
〇

　

八
〇
〇

二
等
乙

　
四
五
〇

　

六
〇
〇

三　

等

　

三
七
五

　

三
七
五
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注　

��

＊
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
八
月
十
六
日
に
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
収
納
掛
（
収
入
掛
を
改
称
）
及
び
整
備
掛
は
、
管
理
課
か
ら
業
務
課
へ
所

管
換
さ
れ
た
。

庶
務
掛

＊
人
事
掛

＊
管
理
掛

管
理
課
長

課
長
補
佐

経
理
掛

各
掛
長

掛
員

用
度
掛

＊
附
設
学
校
掛

事
務
部

事
務
部
長

患
者
掛

保
険
掛

収
納
掛

業
務
課
長

課
長
補
佐

＊
医
療
社
会
事
業
掛

各
掛
長

掛
員

＊
給
食
掛

＊
施
設
掛

整
備
掛
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中
央
材
料
室
、
医
療
社
会
事
業
部
な
ど
、
新
部
門
の
増
設
が
続
く
中
で
、
か
ね
て
建
築
中
で
あ
っ
た
外
来
棟
の
一
部
が
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
一
月
に
竣
工
し
た
。
総
面
積
一
五
，
一
二
一
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
で
、
地
下
に
イ
ン
タ
ー
ン
ル
ー
ム
（
後
に

カ
ル
テ
部
が
使
用
）、
一
階
は
整
形
外
科
、
二
階
は
眼
科
、
三
階
は
耳
鼻
咽
喉
科
、
四
階
は
歯
科
が
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
月
十
九

日
に
外
来
診
療
を
全
科
休
診
し
て
移
転
を
行
っ
た
。

新
病
棟
の
建
築
工
事
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
五
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
同
病
棟
の
予
算
要
求
を
行
っ
た
際
、
附
属
病
院
と
し

て
は
六
階
建
の
建
築
計
画
を
進
め
て
い
た
が
、
文
部
省
の
乏
し
い
予
算
枠
を
超
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
病
棟
の
当
初
計
画

通
り
の
建
築
を
可
能
に
す
る
た
め
に
名
古
屋
大
学
病
院
後
援
会
を
設
置
し
、
各
界
か
ら
寄
付
金
を
募
っ
た
。
そ
の
結
果
、
興
和
紡
績
株
式

会
社
三
輪
隆
康
社
長
等
か
ら
多
額
の
資
金
提
供
の
意
が
表
明
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
六
階
（
上
級
病
室
）
分
に
充
当
す
る
建
設
寄
付
と
し

て
受
納
し
、
一
階
か
ら
五
階
ま
で
は
国
費
に
よ
る
建
築
と
す
る
計
画
案
を
文
部
省
に
提
出
し
た
。

幸
い
こ
の
案
は
文
部
省
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）、
計
画
通
り
六
階
建
の
新
病
棟
建
設
に
着
工
し
た
。

新
病
棟
は
、
二
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
三
月
に
完
成
し
、
同
月
十
九
日
、
竣
工
技
露
式
を
行
っ
た
。
ま
た
、

同
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
で
居
室
三
八
室
、
延
面
積
二
，
八
三
九
㎡
の
看
護
婦
寄
宿
舎
も
竣
工
し
た
。
な
お
既
に
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
三
月
、
新
結
核
病
棟
の
改
装
工
事
を
完
了
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
新
診
療
科
、
新
部
門
の
増
設
、
新
病
棟
の
建
築
に
伴
う
病
床
の
増
加
等
が
、
看
護
体
制
の
増
強
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
当

然
で
、
既
に
四
〇
名
も
の
看
護
婦
の
欠
員
を
生
じ
て
い
た
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
三
月
、
そ
の
対
策
を
協
議
す
る
た
め
看
護
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
が
病
院
長
に
提
出
し
た
中
間
答
申
を
基
に
し
て
当
面
の
改
善
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
同
年
十
月
十
六
日

に
看
護
婦
の
勤
務
編
成
に
関
す
る
内
規
が
施
行
さ
れ
た
。
な
お
同
委
員
会
は
そ
の
後
も
看
護
問
題
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

ち
な
み
に
、
当
時
の
附
属
病
院
の
組
織
の
概
略
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
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病
院
の
組
織
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
二
月
十
六
日
か
ら
薬
剤
部
に
副
薬
剤
部
長
を
、
看
護
部
に
副
総
看

護
婦
長
を
置
く
た
め
の
附
属
病
院
規
程
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
四
月
一
日
、
麻
酔
科
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月
一
日
、
医
学
部
口
腔
外

各
医
局
長

医

員

各
外
來
医
長

医
療
職
員

部

外

科

産
婦
人
科

小
児
科

放
射
線
科

歯

科

科

長

病
院
長

神
経
精
神
科

皮
膚
科

臨
床
検
査
部

手
術
部

長

各
主
任

部

員

薬

局

薬
局
長

各
主
任

薬
剤
員

看
護
婦

日
比
野
内
科

内

科

青
山
内
科

山
田
内
科

橋
本
外
科

今
永
外
科

整
形
外
科

眼

科

各
部
長

各
病
棟
医
長

泌
尿
器
科

看
護
部

総
看
護
婦
長

各
看
護
婦
長

各
主
任
看
護
婦

助
産
婦

中
央
放
射
線
部

事
務
部

事
務
部
長

課
長

課
長
補
佐

掛
長

掛

員

耳
鼻
咽
喉
科
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科
学
講
座
の
設
置
に
伴
っ
て
診
療
科
の
歯
科
は
同
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
歯
科
口
腔
外
科
と
改
称
さ
れ
た
。

国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
附
属
病
院
等
に
設
置
す
る
診
療
科
の
名
称
の
統
一
化
を
図
る
た
め
、
文
部
省
は
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
六
月
十
六
日
付
け
で
「
国
立
大
学
の
医
学
部
等
の
附
属
病
院
及
び
そ
の
分
院
に
置
く
診
療
科
を
定
め
る
訓
令
」

を
示
達
し
た
。
こ
れ
を
承
け
て
本
院
で
も
同
年
九
月
六
日
に
附
属
病
院
規
程
の
改
正
を
行
っ
た
。
従
来
、
教
授
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
て
い

た
内
科
及
び
外
科
は
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
診
療
科
に
、
産
婦
人
科
が
産
科
婦
人
科
に
、
神
経
精
神
科
が
精
神
科
に
そ
れ
ぞ
れ
改
称
さ
れ
、

各
診
療
科
部
長
は
科
長
と
改
め
ら
れ
た
。
ま
た
同
時
に
脳
神
経
外
科
が
新
設
さ
れ
た
。

次
に
当
時
の
病
院
長
及
び
科
長
等
の
一
覧
表
を
掲
げ
る
。

病
院
長

教　

授

山
田　

弘
三

耳
鼻
咽
喉
科　
　

科　

長　
　

後
藤　

修
二

第
一
内
科

科　

長

欠　

員

放
射
線
科　
　
　

〃　
　
　

高
橋　

信
次

第
二
内
科

〃

青
山　

進
午

麻
酔
科　
　
　
　

〃　
　
　

竹
島　
　

登

第
三
内
科

〃

山
田　

弘
三

歯
科
口
腔
外
科　

〃　
　
　

岡　
　
　

達

第
一
外
科

〃

欠　

員

脳
神
経
外
科　
　

〃　
　
　

欠　

員

第
二
外
科

〃

星
川　
　

信

検
査
部　
　
　
　

部
長
（
併
）

星
川　
　

信

整
形
外
科

〃

中
川　
　

正

手
術
部　
　
　
　

〃
（
〃
）

後
藤　

修
二
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昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
以
降
、
我
が
国
の
殆
ど
す
べ
て
の
大
学
に
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争
が
起
こ
っ
た
が
、
特
に
医
学
部
で
は
あ

ら
ゆ
る
面
で
不
備
で
あ
っ
た
我
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
が
全
国
的
に
紛
争
の
標
的
と
な
っ
た
。
医
師
国
家
試
験
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
な
ど
も

全
国
に
波
及
し
、
厚
生
省
も
医
師
法
を
一
部
改
正
（
昭
和
四
十
三
年
五
月
十
五
日
法
律
第
四
七
号
）
し
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

五
月
二
十
三
日
に
は
厚
生
省
第
一
五
号
通
達
に
よ
っ
て
大
学
の
医
学
部
を
卒
業
し
た
者
に
対
す
る
実
地
修
練
制
度
（
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
）

の
廃
止
と
新
た
に
免
許
を
取
得
し
た
者
に
関
す
る
臨
床
研
修
の
制
度
を
設
け
た
。
こ
の
改
正
を
う
け
て
、
文
部
省
で
は
臨
床
研
究
生
制
度

実
施
要
項
等
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
六
日
文
大
病
第
二
二
一
号
通
知
）
に
よ
っ
て
国
家
試
験
合
格
後
二
年
間
の
臨
床
研
修
の
実
施
及
び
診

療
協
力
謝
金
の
支
給
等
を
定
め
、
い
わ
ゆ
る
無
給
医
局
員
の
解
消
を
図
っ
た
。
こ
の
制
度
は
同
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の

後
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
か
ら
講
じ
ら
れ
た
医
員
制
度
の
基
礎
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
問
題
を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
医
学
部
紛
争
の
中
で
、
本
学
部
で
は
加
え
て
小
児
科
学
講
座
教
授
選
考
問
題
を
発
端

と
し
た
紛
争
が
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
を
席
巻
し
た
。
こ
の
紛
争
は
学
内
の
民
主
化
を
推
進
し
た
半
面
、
最
長
一
〇
年
の
教
授
空
席
講
座
を
生

産
科
婦
人
科

〃

石
塚　

直
隆

放
射
線
部　
　
　

〃
（
〃
）

高
橋　

信
次

眼
科

〃

小
島　
　

克

カ
ル
テ
部　
　
　

〃
（
〃
）

堀　
　
　

要

精
神
科

〃

堀　
　
　

要

医
療
社
会
事
業
部

〃
（
〃
）

堀　
　
　

要

小
児
科

〃

欠　

員

薬
剤
部　
　
　
　

薬
剤
部
長　

高
取
吉
太
郎

皮
膚
科

〃

欠　

員

看
護
部　
　
　
　

総
看
護
婦
長

松
野
さ
か
え

泌
尿
器
科

〃

清
水　

圭
三

事
務
部　
　
　
　

事
務
部
長　

小
関　

達
男
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ず
る
な
ど
、
診
療
、
研
究
及
び
教
育
の
す
べ
て
の
面
に
多
大
の
犠
牲
を
強
い
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
苦
悩
に
満
ち
た
時
期
に
も
本
院
に
お
け
る
診
療
は
全
構
成
員
の
尽
力
に
よ
っ
て
た
ゆ
み
な
く
続
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
着
工
し
た
外
来
棟
の
新
築
工
事
は
二
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
三
月
に
竣
工
し

た
。
こ
の
新
外
来
棟
は
総
面
積
六
，
〇
八
〇
㎡
、
地
下
一
階
、
地
上
四
階
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
、
地
階
に
薬
剤
部
、
売
店
等
、
一

階
及
び
四
階
に
事
務
室
、
一
階
か
ら
四
階
に
各
診
療
科
外
来
が
入
り
、
同
年
五
月
一
日
か
ら
外
来
診
療
を
開
始
し
た
。
な
お
昭
和
三
十
八

年
（
一
九
六
三
）
に
そ
の
一
部
が
建
築
さ
れ
た
外
来
棟
は
、
こ
の
新
外
来
棟
の
完
成
に
伴
っ
て
臨
床
研
究
棟
の
別
館
に
転
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ま
た
、
看
護
婦
の
勤
務
編
成
替
に
伴
い
、
病
棟
・
外
来
等
看
護
婦
の
勤
務
場
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

二
月
十
日
に
附
属
病
院
規
程
を
改
正
し
、
同
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
看
護
婦
の
待
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
主
任

看
護
婦
の
職
名
を
副
看
護
婦
長
と
改
称
し
た
。
看
護
婦
寄
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
十
二
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
四
階
建
、
居
室
三
二
室
、
延
面
積
で
一
，
一
四
六
㎡
の
北
棟
が
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
、
同
じ
く
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
五
階
建
、
居
室
七
〇
室
、
延
面
積
一
，
三
三
四
㎡
の
西
棟
が
竣
工
し
た
。

な
お
文
部
省
訓
令
第
六
号
に
よ
り
名
古
屋
大
学
事
務
組
織
規
程
が
改
正
さ
れ
て
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
一
日
か
ら
事
務
部

は
三
課
制
と
な
り
、
総
務
課
が
設
置
さ
れ
、
従
来
の
業
務
課
は
医
事
課
に
改
称
さ
れ
た
。
当
時
の
事
務
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

管
理
掛

第
二
人
事
掛

附
設
学
校
掛

用
度
掛

整
備
掛

第
一
施
設
掛

医
事
掛

外
来
掛

収
納
掛

事
務
部
長

管
理
課
長

総
務
課
長

課
長
補
佐

第
一
人
事
掛

課
長
補
佐

第
二
施
設
掛

給
食
掛

中
央
診
療
掛

医
事
課
長

課
長
補
佐

入
院
掛

庶
務
掛

課
長
補
佐

経
理
掛
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［
大
学
紛
争
後
］

紛
争
に
よ
る
異
常
事
態
が
終
結
し
た
昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
停
滞
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
医
学
部
で
は
講
座
、

研
究
部
門
の
新
設
が
相
次
ぎ
、
病
院
も
こ
れ
に
対
応
し
て
、
老
年
科
学
講
座
の
新
設
に
伴
い
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
十
月
一
日
、

老
年
科
が
文
部
省
訓
令
第
二
一
号
に
よ
り
診
療
科
と
し
て
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
十
一
日
に
は

文
部
省
訓
令
第
八
号
に
よ
っ
て
診
療
科
と
し
て
神
経
内
科
の
設
置
が
認
め
ら
れ
教
官
等
は
附
属
病
院
に
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
胸
部
外
科
学

講
座
の
新
設
に
伴
っ
て
、
診
療
科
と
し
て
の
胸
部
外
科
が
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
一
日
か
ら
文
部
省
訓
令
第
一
〇
号
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
一
日
か
ら
文
部
省
訓
令
第
八
号
に
よ
り
診
療
科
と
し
て
の
形
成
外
科
の
設
置

が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
薬
剤
師
、
臨
床
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
等
の
研
修
生
の
受
入
れ
に
関
す
る
規
程
が
制
定
さ
れ
た
の
も
昭
和

五
十
年
代
当
初
の
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
で
あ
っ
た
。

一
方
、
新
し
い
時
代
の
診
療
の
在
り
方
、
臨
床
教
育
・
研
究
の
在
り
方
、
保
険
診
療
の
在
り
方
等
々
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

管
理
掛

第
二
人
事
掛

附
設
学
校
掛

用
度
掛

整
備
掛

第
一
施
設
掛

医
事
掛

外
来
掛

収
納
掛

事
務
部
長

管
理
課
長

総
務
課
長

課
長
補
佐

第
一
人
事
掛

課
長
補
佐

第
二
施
設
掛

給
食
掛

中
央
診
療
掛

医
事
課
長

課
長
補
佐

入
院
掛

庶
務
掛

課
長
補
佐

経
理
掛
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昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
五
月
、「
国
立
大
学
附
属
病
院
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
の
懇
話
会
」
が
設
置
さ
れ
、
病
院
の
活
性
化
、
診

療
体
制
等
の
将
来
構
想
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
十
月
に
同
懇
話
会
を
「
企
画
計
画
委
員
会
」
に
改
組
し
、
病
院
の
企
画
及
び
組
織
・
運
営
の
見
直

し
等
々
、
そ
の
他
の
重
要
事
項
を
含
め
て
審
議
す
る
総
合
調
整
機
能
を
も
っ
た
委
員
会
と
し
て
再
発
足
さ
せ
た
。

ま
た
、
大
型
電
子
計
算
機
導
入
に
よ
る
医
事
業
務
全
般
の
電
算
化
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
に
設
置
さ
れ
た

医
事
業
務
電
算
化
委
員
会
に
よ
っ
て
計
画
が
具
体
化
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
一
日
か
ら
電
算
機
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医

事
業
務
を
開
始
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
六
月
の
病
院
機
構
図
を
左
に
掲
げ
る
。

事
務
部

長部務事

第
一
内
科

歯
科
口
腔
外
科

外
来
医
長

医
局
長

第
二
内
科

第
三
内
科

第
一
外
科

第
二
外
科

整
形
外
科

産
科
婦
人
科

眼

科

精
神
科

小
児
科

皮
膚
科

科

長

病
棟
医
長

科

員

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

放
射
線
科

麻
酔
科

脳
神
経
外
科

老
年
科

神
経
内
科

胸
部
外
科

形
成
外
科

材
料
部

輸
血
部

検
査
部

部
長

副
部
長

部
門
主
任

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

手
術
部

部
長

副
部
長

診
療
系
副
部
長

部
門
主
任

技
術
系
副
部
長

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

カ
ル
テ
部

部
長

放
射
線
部

部
長

分
娩
部

理
学
療
法
部

員

薬
剤
部

薬
剤
部
長

副
薬
剤
部
長

主

任

部

医
療
社
会
事
業
部

部

長

部

員

医

事

掛

外

来

掛

第
二
施
設
掛

掛

長

掛

員

整

備

掛

収

納

掛

専
門
職
員

給

食

掛

中
央
診
療
掛

医
療
情
報
処
理
掛

病
理
部

病
院
長

高
気
圧
治
療
部

部

長

副
部
長

部

員

救
急
部

看
護
部

看
護
部
長

副
看
護
部
長

看
護
婦
長

副
看
護
婦
長

部

員

課
長
補
佐

第
一
施
設
掛

管

理

掛

課

長

医
療
器
材
掛

課理管

用

度

掛

課
長
補
佐

経

理

掛

司

計

掛

第
二
人
事
掛

課

長

課
長
補
佐

第
一
人
事
掛

課務総

庶

務

掛

入

院

掛

課

長

課
長
補
佐

医
療
福
祉
事
務
掛

課事医
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事
務
部

長部務事

第
一
内
科

歯
科
口
腔
外
科

外
来
医
長

医
局
長

第
二
内
科

第
三
内
科

第
一
外
科

第
二
外
科

整
形
外
科

産
科
婦
人
科

眼

科

精
神
科

小
児
科

皮
膚
科

科

長

病
棟
医
長

科

員

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

放
射
線
科

麻
酔
科

脳
神
経
外
科

老
年
科

神
経
内
科

胸
部
外
科

形
成
外
科

材
料
部

輸
血
部

検
査
部

部
長

副
部
長

部
門
主
任

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

手
術
部

部
長

副
部
長

診
療
系
副
部
長

部
門
主
任

技
術
系
副
部
長

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

カ
ル
テ
部

部
長

放
射
線
部

部
長

分
娩
部

理
学
療
法
部

員

薬
剤
部

薬
剤
部
長

副
薬
剤
部
長

主

任

部

医
療
社
会
事
業
部

部

長

部

員

医

事

掛

外

来

掛

第
二
施
設
掛

掛

長

掛

員

整

備

掛

収

納

掛

専
門
職
員

給

食

掛

中
央
診
療
掛

医
療
情
報
処
理
掛

病
理
部

病
院
長

高
気
圧
治
療
部

部

長

副
部
長

部

員

救
急
部

看
護
部

看
護
部
長

副
看
護
部
長

看
護
婦
長

副
看
護
婦
長

部

員

課
長
補
佐

第
一
施
設
掛

管

理

掛

課

長

医
療
器
材
掛

課理管

用

度

掛

課
長
補
佐

経

理

掛

司

計

掛

第
二
人
事
掛

課

長

課
長
補
佐

第
一
人
事
掛

課務総

庶

務

掛

入

院

掛

課

長

課
長
補
佐

医
療
福
祉
事
務
掛

課事医
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［
診
療
機
構
の
中
央
化
］

各
診
療
科
に
共
通
す
る
機
能
を
集
中
し
、
あ
る
い
は
個
々
に
分
散
し
て
い
る
関
連
機
能
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
効
率
化
を

図
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
「
中
央
化
」
は
、
終
戦
前
後
ま
で
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
以
来
の
薬
剤

部
門
と
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
以
来
の
理
学
療
法
部
門
、
萌
芽
時
代
の
医
療
社
会
事
業
部
程
度
に
止
ま
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
に
つ
い

て
も
、
看
護
婦
に
つ
い
て
も
殆
ど
が
各
診
療
科
の
専
属
で
あ
っ
た
。「
中
央
化
」
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
戦
後
で
あ
っ
て
、
米
国

な
ど
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
中
央
化
」
す
な
わ
ち
総
合
病
院
の
「
総
合
」
機
能
の
強
化
は
年
を
追
っ
て
加
速
さ
れ
て
き

た
。昭

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
、
病
院
長
に
就
任
し
た
齋
藤
（
第
一
外
科
教
授
）
の
独
自
の
発
想
に
よ
っ
て
「
検
査
室
」
が
同
年

三
月
に
発
足
し
、
病
理
検
査
室
と
生
化
学
検
査
室
と
が
焼
け
残
り
の
宇
佐
美
内
科
の
一
室
に
同
居
す
る
形
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
検

事
務
部

長部務事

第
一
内
科

歯
科
口
腔
外
科

外
来
医
長

医
局
長

第
二
内
科

第
三
内
科

第
一
外
科

第
二
外
科

整
形
外
科

産
科
婦
人
科

眼

科

精
神
科

小
児
科

皮
膚
科

科

長

病
棟
医
長

科

員

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

放
射
線
科

麻
酔
科

脳
神
経
外
科

老
年
科

神
経
内
科

胸
部
外
科

形
成
外
科

材
料
部

輸
血
部

検
査
部

部
長

副
部
長

部
門
主
任

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

手
術
部

部
長

副
部
長

診
療
系
副
部
長

部
門
主
任

技
術
系
副
部
長

技
師
長

副
技
師
長

主
任
技
師

カ
ル
テ
部

部
長

放
射
線
部

部
長

分
娩
部

理
学
療
法
部

員

薬
剤
部

薬
剤
部
長

副
薬
剤
部
長

主

任

部

医
療
社
会
事
業
部

部

長

部

員

医

事

掛

外

来

掛

第
二
施
設
掛

掛

長

掛

員

整

備

掛

収

納

掛

専
門
職
員

給

食

掛

中
央
診
療
掛

医
療
情
報
処
理
掛

病
理
部

病
院
長

高
気
圧
治
療
部

部

長

副
部
長

部

員

救
急
部

看
護
部

看
護
部
長

副
看
護
部
長

看
護
婦
長

副
看
護
婦
長

部

員

課
長
補
佐

第
一
施
設
掛

管

理

掛

課

長

医
療
器
材
掛

課理管

用

度

掛

課
長
補
佐

経

理

掛

司

計

掛

第
二
人
事
掛

課

長

課
長
補
佐

第
一
人
事
掛

課務総

庶

務

掛

入

院

掛

課

長

課
長
補
佐

医
療
福
祉
事
務
掛

課事医
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査
室
は
、
同
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
九
月
に
院
内
措
置
に
よ
っ
て
「
臨
床
検
査
部
」
と
改
称
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
九
月
に
放
射
線
医
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
際
、
各
診
療
科
に
配
置
さ
れ
て
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
及
び

エ
ッ
ク
ス
線
技
師
と
が
統
合
さ
れ
、
中
央
診
療
部
門
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
従
来
は
事
務
官
で
あ
っ
た
患
者
掛
福
祉
主
任
が
医
療
社
会
事
業
士
技
官
に
改
称
さ
れ
、
外
来
棟
内
に
面

接
室
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
事
務
部
患
者
掛
の
中
に
あ
り
な
が
ら
「
医
療
社
会
事
業
部
」
の
名
称
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
技
官
の
ほ
か
事
務
員
一
名
も
配
属
さ
れ
た
。

中
央
的
な
諸
診
療
機
能
を
統
合
す
る
中
央
診
療
棟
の
構
想
は
、
す
で
に
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
策
定
さ
れ
た
附
属
病
院
整
備

計
画
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
に
ま
ず
第
一
期
の
竣
工
を
み
た
。
第
一
期
の
中
央
診
療
棟
は
総

坪
数
八
八
九
坪
、
地
階
は
材
料
室
、
一
階
は
放
射
線
部
門
、
二
階
は
検
査
部
門
、
三
階
及
び
四
階
は
手
術
部
門
に
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
外
科
系
各
科
の
手
術
の
中
央
化
を
目
的
と
し
て
手
術
部
が
、
ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
設
備
と
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
を
可
能
な
限
り
集
中

し
て
中
央
放
射
線
部
が
設
置
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
診
療
を
開
始
し
た
。
ま
た
材
料
室
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
一
月
、

手
術
部
の
業
務
遂
行
の
効
率
向
上
、
院
内
感
染
防
止
、
中
央
化
に
よ
る
経
費
節
約
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
手
術
部
の
附
属
室
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
な
お
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
七
月
に
は
労
災
補
償
法
に
よ
る
医
療
機
関
指
定
が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
一

月
に
は
母
子
保
健
法
に
よ
る
医
療
機
関
（
養
育
医
療
）
指
定
を
受
け
た
。

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
は
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
「
部
」
な
い
し
そ
の
前
身
の
新
設
が
相
次
い
だ
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
一
日
、
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
改
正
（
昭
和
三
十
七
年
文
部
省
令
第
一
七
号
）
に
よ
り
、

薬
局
が
薬
剤
部
と
改
称
さ
れ
た
。
改
称
後
、
外
来
玄
関
の
直
ぐ
左
側
を
患
者
待
合
室
及
び
処
方
箋
受
付
と
し
、
旧
待
合
室
、
部
長
室
及
び

総
務
室
を
取
り
込
ん
で
調
剤
室
が
拡
張
さ
れ
、
こ
の
調
剤
室
西
側
に
隣
接
し
て
部
長
室
と
総
務
室
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
同
棟
二
階
に
部
長

研
究
室
が
設
け
ら
れ
た
。
精
錬
室
及
び
薬
品
請
求
室
は
東
病
棟
地
階
の
東
端
に
移
転
し
、
試
験
室
は
病
棟
敷
地
の
東
北
端
、
基
礎
医
学
教

室
棟
の
近
く
に
お
か
れ
、
研
究
室
の
一
部
は
外
来
棟
の
北
、
外
科
手
術
室
横
等
を
転
々
と
し
た
。
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医
療
社
会
事
業
掛
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
八
月
十
六
日
か
ら
事
務
部
業
務
課
の
患
者
掛
か
ら
分
離
独
立
し
た
が
、
そ
の
職
務

が
診
療
科
と
密
接
に
関
係
す
る
内
容
の
た
め
、
さ
ら
に
事
務
部
か
ら
も
独
立
さ
せ
、
学
内
措
置
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

四
月
一
日
、
医
療
社
会
事
業
部
と
し
て
発
足
し
た
。

時
間
外
の
外
来
診
療
受
付
は
、
従
来
は
各
診
療
科
外
来
の
当
直
看
護
婦
（
一
五
名
程
度
）
が
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）の
新
外
来
棟
の
一
部
竣
工
に
伴
っ
て
改
装
さ
れ
た
旧
外
来
棟
一
階
に
救
急
患
者
受
付
を
設
け
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

二
月
五
日
か
ら
七
名
の
当
直
看
護
婦
に
よ
る
救
急
外
来
を
開
始
し
た
。
今
日
の
救
急
科
の
萌
芽
と
い
え
よ
う
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
二
月
、
新
外
来
棟
の
一
部
（
臨
床
研
究
棟
別
館
）
の
竣
工
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
階
に
整
形
外
科
外
来

が
移
転
し
た
際
、
整
形
外
科
外
来
内
に
理
学
療
法
室
が
併
設
さ
れ
、
諸
疾
患
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
と
機
能
訓
練
療
法
、
牽
引
療
法
、
温
熱

療
法
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

附
属
病
院
で
は
、
開
院
以
来
、
長
期
に
わ
た
っ
て
患
者
の
病
歴
簿
は
各
診
療
科
の
管
理
、
保
存
に
委
ね
ら
れ
て
来
た
が
、
昭
和
三
十
年

代
中
期
以
降
、
膨
大
な
量
の
病
歴
簿
の
管
理
方
法
の
改
善
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

に
は
医
事
記
録
用
紙
等
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
第
一
段
階
と
し
て
各
診
療
科
が
使
用
す
る
カ
ル
テ
用
紙
の
統
一
化
を
図
り
、
昭
和

三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
一
日
か
ら
の
入
院
患
者
に
対
し
て
は
全
診
療
科
が
統
一
し
た
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
カ

ル
テ
の
中
央
管
理
を
図
る
た
め
、
翌
四
十
年
（
一
九
六
五
）
七
月
三
十
一
日
に
院
内
措
置
と
し
て
中
央
病
歴
室
を
設
置
し
た
。
な
お
同
室

は
同
年
九
月
十
五
日
付
で
中
央
診
療
施
設
の
一
部
門
と
し
て
正
式
に
認
め
ら
れ
、
中
央
病
歴
部
と
改
称
さ
れ
た
。

そ
の
後
「
国
立
大
学
の
医
学
部
等
の
附
属
病
院
及
び
そ
の
分
院
に
置
く
臨
床
検
査
等
に
関
す
る
訓
令
」
が
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

六
月
十
六
日
付
で
制
定
さ
れ
、
前
述
の
臨
床
検
査
部
は
検
査
部
に
、
中
央
放
射
線
部
は
放
射
線
部
に
、
中
央
病
歴
部
は
カ
ル
テ
部
と
改
称

さ
れ
た
。

こ
う
し
た「
部
」の
増
加
に
伴
い
、
中
央
診
療
施
設
も
時
代
に
即
し
た
機
構
整
備
を
図
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
昭
和
四
十
四
年（
一
九
六
九
）

七
月
九
日
に
附
属
病
院
規
程
を
改
正
し
、
検
査
部
に
副
部
長
、
部
門
主
任
、
技
師
長
等
を
、
手
術
部
に
副
部
長
を
、
放
射
線
部
に
副
部
長
、
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技
師
長
及
び
主
任
技
師
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
二
月
か
ら
着
工
し
て
い
た
中
央
診
療
施
設
棟
増
設
工
事
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
五
月
に
竣

工
し
、
同
時
に
高
気
圧
治
療
棟
の
一
部
も
完
成
し
た
。
高
気
圧
治
療
棟
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
院
内
措
置
で
「
高
気
圧
治

療
室
」
と
し
て
中
央
診
療
施
設
の
一
部
門
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
の
中
央
診
療
棟
の
完
成
に
よ
っ
て
、
放
射
線
部
は
名
実
と
も
に
中
央
部
門
と
し
て
の
形
態
を
整
え
、
昭

和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
に
は
延
面
積
七
三
九
㎡
の
放
射
線
治
療
病
棟
も
竣
工
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

十
二
月
一
日
か
ら
は
、
放
射
線
部
を
診
断
部
門
、
治
療
部
門
及
びRI

部
門
に
分
か
ち
、
各
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
部
門
主
任
が
配
置
さ
れ
た
。

大
学
紛
争
が
よ
う
や
く
鎮
静
化
し
た
昭
和
四
十
年
代
末
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
、
以
下
に
列
挙
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
八
「
部
」
が

新
設
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
十
二
日
、
そ
れ
ま
で
は
院
内
措
置
に
よ
り
設
け
ら
れ
て
い
た
材
料
室
が
文
部
省
訓
令
第
九
号
に
よ

り
材
料
部
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
四
月
に
着
工
し
た
材
料
棟
増
改
築
工
事
は
翌
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

三
月
に
完
了
し
た
。
こ
の
材
料
棟
は
総
面
積
七
○
三
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
で
最
新
の
滅
菌
装
置
等
を
完
備
し
、
医
療
材
料
の

滅
菌
業
務
等
の
円
滑
な
中
央
管
理
化
が
一
段
と
推
進
さ
れ
た
。

高
気
圧
治
療
室
は
、
院
内
措
置
に
よ
り
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
二
十
七
日
「
高
気
圧
治
療
部
」
と
改
称
さ
れ
て
い
た
が
、

さ
ら
に
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
十
月
一
日
、
文
部
省
訓
令
第
二
三
号
に
よ
り
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
高
気
圧
治
療
棟
の
増
築
は
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
に
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
治
療
棟
は
総
面
積
八
〇
九
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
で
、
同
棟
に

は
新
旧
二
基
の
世
界
最
大
の
大
型
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
が
備
え
ら
れ
た
。

民
間
血
液
銀
行
等
に
よ
る
血
液
型
検
査
、
交
差
試
験
サ
ー
ビ
ス
等
の
廃
止
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
一
月
に

院
内
措
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
輸
血
部
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
四
月
十
一
日
、
文
部
省
訓
令
第
一
〇
号
に
よ
り
正
式
に
制
度

化
さ
れ
た
。
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病
理
学
教
室
の
剖
検
拒
否
と
病
理
診
断
の
内
容
が
臨
床
の
疑
問
に
応
え
得
な
い
状
況
を
克
服
す
る
た
め
、
当
初
は
医
学
部
に
剖
検
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
が
、
診
療
に
密
接
し
た
病
理
解
剖
業
務
の
よ
り
一
層
の
円
滑
な
遂
行
と
教
育
研
究
へ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
昭

和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
十
月
一
日
、
文
部
省
訓
令
第
二
三
号
に
よ
り
病
理
部
と
し
て
改
組
、
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
、
原
爆
医
療
法
に
よ
る
医
療
機
関
指
定
、
同
年
十
月
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
に
よ
る
医
療
機
関
、
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
二
月
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
（
愛
知
県
他
）、
同
年
九
月
公
害
健
康
被
害
補
償
法
に
よ
る
医
療
機
関
指
定

を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
新
外
来
棟
の
完
成
の
機
会
に
看
護
部
の
機
構
改
革
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
か
ら
多
年
の
診
療
科
配
置
制

の
勤
務
か
ら
脱
皮
し
て
中
央
に
移
行
し
、
看
護
職
員
の
掌
握
、
人
事
配
置
、
総
括
な
ど
の
す
べ
て
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
改
正
（
文
部
省
令
第
一
八
号
）
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
五
月
十
日
か
ら
看
護
部
が

病
院
内
組
織
と
し
て
も
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

同
年
十
月
一
日
、
文
部
省
訓
令
第
二
七
号
に
よ
り
国
立
大
学
と
し
て
最
初
の
分
娩
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

本
学
で
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
以
来
す
で
に
「
理
学
療
法
部
」
が
存
在
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
一

日
、
文
部
省
訓
令
第
三
四
号
に
よ
り
現
行
制
度
上
の
理
学
療
法
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
第
三
次
救
急
医
療
の
実
施
と
、
救
急
医
療
の
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月

一
日
、
文
部
省
訓
令
第
九
号
に
よ
り
救
急
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

特
殊
診
療
棟
は
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
十
二
月
に
竣
工
、
総
面
積
一
，
五
九
七
㎡
、
四
階
建
で
、
一
階
は
病
理
部
、
二
階
は

研
修
室
、
三
階
は
会
議
室
、
四
階
は
分
娩
部
に
当
て
ら
れ
た
。
医
療
機
関
指
定
は
こ
の
頃
か
ら
飛
躍
的
に
増
大
し
、
病
院
機
能
の
充
実
が

伺
え
る
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
二
月
、
乳
幼
児
医

療
、
障
害
者
医
療
、
母
子
家
庭
医
療
、
戦
傷
病
者
医
療
（
愛
知
県
・
名
古
屋
市
）
指
定
医
療
機
関
等
で
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

九
月
二
十
八
日
に
旧
中
央
診
療
施
設
四
階
を
改
装
し
て
竣
工
し
た
集
中
治
療
施
設
は
、
集
中
治
療
ベ
ッ
ド
一
〇
床
を
有
し
、
最
新
の
重
症
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患
者
監
視
装
置
等
を
備
え
た
。
ま
た
同
年
十
月
一
日
か
ら
院
内
措
置
に
よ
っ
て
集
中
治
療
部
を
設
置
し
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

四
月
八
日
、
文
部
省
訓
令
第
一
三
号
に
よ
り
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。

こ
の
頃
、
中
央
診
療
施
設
の
強
化
に
よ
り
「
診
療
部
」
は
一
二
部
と
な
り
、
院
内
活
動
の
整
備
が
進
ん
だ
。
診
療
科
は
二
一
診
療
科
と

な
っ
て
い
る
。
次
図
に
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
当
時
の
病
院
機
構
図
を
掲
載
す
る
。

病
院
機
構
図
（
平
成
元
年
六
月
一
日
現
在
）
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［
医
学
部
附
属
病
院
分
院
の
統
合
］

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
従
来
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
名
古
屋
大
学
医
学
部
分
院
（
大
幸
地
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）
の
予
防
医
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セ
ン
タ
ー
化
に
伴
う
「
病

病
院
長

第
一
内
科

科
長

第
一
外
科

科
長

第
二
外
科

科
長

整
形
外
科

科
長

産
科
婦
人
科

科
長

眼

科

科
長

精
神
科

科
長

小
児
科

科
長

病
院

診
療
科

皮
膚
科

科
長

泌
尿
器
科

科
長

第
二
内
科

科
長

第
三
内
科

科
長

耳
鼻
咽
喉
科

科
長

放
射
線
科

科
長

麻
酔
科

科
長

歯
科
口
腔
外
科

科
長

脳
神
経
外
科

科
長

老
年
科

科
長

神
経
内
科

科
長

形
成
外
科

科
長

胸
部
外
科

科
長

検
査
部

部
長

手
術
部

部
長

放
射
線
部

部
長

カ
ル
テ
部

部
長

材
料
部

部
長

中
央
診
療
施
設
等

輸
血
部

部
長

病
理
部

部
長

高
気
圧
治
療
部

部
長

分
娩
部

部
長

理
学
療
法
部

部
長

救
急
部

部
長

集
中
治
療
部

部
長

薬
剤
部

部
長

看
護
部

部
長

事
務
部

部
長

医
療
社
会
事
業
部

部
長



56

院
再
編
計
画
（
予
防
か
ら
回
復
ま
で
）」
が
教
授
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
理
念
に
は
「
鶴
舞
、
大
幸
地
区
を
統
合
一
元
化
し
、

予
知
及
び
予
防
、
最
高
度
先
端
医
療
か
ら
社
会
復
帰
に
至
る
指
導
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
新
し
い
医
療
体
系
を
実
現
す
る
。
鶴
舞
地
区
は

医
学
の
進
歩
に
伴
う
診
療
の
高
度
化
、
先
端
化
、
専
門
分
化
に
完
全
に
対
応
し
つ
つ
、
臨
床
医
学
の
教
育
・
研
究
の
場
を
提
供
す
る
。
大

幸
地
区
は
医
系
全
機
構
と
協
力
し
つ
つ
、
健
康
増
進
、
早
期
発
見
、
再
発
予
防
に
貢
献
す
る
新
し
い
医
療
を
実
現
し
、
か
つ
、
在
宅
医
療

の
進
歩
拡
大
を
図
る
。」
と
明
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
分
院
の
入
院
病
床
（
九
二
床
）
は
本
院
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
に
落
成
し
た
総
面
積
二
八
，
三
六
九
㎡
（
中
央
コ
ア
部
分
を
含
む
）
の
新
西
病
棟
に
分
院
病
床
九
二
床
が

加
わ
り
、
病
院
全
病
床
数
は
九
三
五
床
か
ら
一
，
〇
三
五
床
に
な
っ
た
。
統
合
決
定
以
降
、
大
幸
地
区
に
お
い
て
は
整
備
が
進
み
、
予
防

医
療
部
、
在
宅
管
理
医
療
部
、
総
合
診
療
部
、
難
治
感
染
症
部
、
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
、
小
児
外
科
診
療
科
が
新
設
さ
れ
、
難
治
感
染
症

部
以
下
の
三
組
織
は
鶴
舞
の
本
院
に
配
置
換
さ
れ
た
。
更
に
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
分
院
は
廃
止
さ
れ
、
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
一
連
の
過
程
を
経
て
附
属
病
院
の
方
向
性
が
明
確
と
な
り
、
そ
れ
に
向
け
て
診
療
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
二
月
に
特
定
機
能
病
院
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
八
月
に
エ
イ
ズ
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
た
。
平
成

六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
看
護
師
確
保
の
必
要
性
か
ら
看
護
宿
舎
（
延
べ
床
面
積
六
，
一
七
五
㎡
、
後
に
改
称
し
て
看
護
師
宿
舎
Ａ
）
を

病
院
敷
地
内
に
新
設
し
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
二
月
は
旧
東
病
棟
が
閉
鎖
さ
れ
、
新
東
病
棟
（
延
べ
床
面
積
一
九
，
五
〇
三
㎡
）、

特
殊
病
棟
（
延
べ
床
面
積
四
，
〇
三
六
㎡
）
の
稼
働
が
始
ま
っ
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
患
者
向
け
図
書
室
で
あ
る
つ
く
し

文
庫
が
開
館
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
当
時
の
病
院
機
構
図
を
次
図
に
示
す
。

病
院
機
構
図
（
平
成
八
年
六
月
一
日
現
在
）
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［
大
学
院
大
学
化
以
降
］

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
、
医
学
部
に
お
け
る
大
学
院
大
学
化
は
診
療
体
制
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第
一
、
第
二
、

第
三
内
科
が
臓
器
別
に
再
編
さ
れ
六
講
座
に
な
り
、
併
せ
て
診
療
科
も
再
編
さ
れ
た
点
が
最
も
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
加
え
て
、
外
科
系

診
療
科
の
再
編
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
診
療
科
数
は
二
二
診
療
科
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
中
央
診
療
施
設
等
の
組
織
も
増
加
し
十
七

部
、
四
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
に
は　

医
学
部
附
属
病
院
遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
は
、
医
学
部
附
属
病
院
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
業
務
範
囲
の
拡
大
に
伴
い
二
つ
の
組

織
は
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
医
学
部
附
属
病
院
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
、
附
属
病
院
に
お
け
る

臨
床
研
究
、
先
端
医
療
の
支
援
組
織
と
し
て
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
現
在
は
研
究
支
援
に
加
え
て
、
学
内
の
臨
床
研
究
の
底
上
げ

を
目
的
に
資
金
提
供
も
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
大
学
院
化
終
了
時
の
病
院
機
構
図
を
次
図
に
示
す
。
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病
院
機
構
図
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
）
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［
独
立
行
政
法
人
化
（
独
法
化
）
後
の
歩
み
］

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
、
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
附
属
病
院
は
自
主
的
な
活
動
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
き
く
運
営
方
針
が
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
病
院
意
志
決
定
に
お
け
る
透
明
性
が
求
め
ら
れ
、
執
行
部
体

制
と
し
て
常
任
会
が
お
か
れ
た
。
常
任
会
構
成
員
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
○
）
十
二
月
現
在
、
病
院
長
、
副
病
院
長
六
名
、
病
院
長
補
佐

四
名
、
医
療
技
術
部
長
の
計
一
二
名
と
な
り
、
全
て
合
議
制
で
議
事
を
進
め
て
い
る
。

独
法
化
後
病
院
は
経
済
的
な
事
由
も
あ
り
業
務
拡
大
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
積
極
的
に
設
備
・
人
員
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
設

備
面
で
は
旧
中
央
診
療
棟
の
廃
止
に
伴
い
、RI

診
療
棟
、M

RI-CT

棟
、
放
射
線
治
療
設
置
施
設
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
全
て
の
機

能
は
強
化
さ
れ
て
、
延
べ
床
面
積
四
三
，
八
七
四
㎡
の
新
中
央
診
療
棟
に
統
合
さ
れ
た
。
同
棟
は
新
た
に
屋
上
に
緊
急
離
着
陸
場
（
ヘ
リ
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ポ
ー
ト
）
を
備
え
、
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
送
に
も
十
分
な
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。
施
設
・
設
備
面
で
も
、
中
央
診
療
施
設
が
統
合
・

強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
高
気
圧
治
療
棟
、
特
殊
診
療
棟
が
廃
止
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
患
者
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
向
上
を
目
的
に
広
場
ナ
デ
ィ
ッ
ク
が
中
央
診
療
棟
二
階
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
、
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
決
定
し
た
。
平

成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
延
べ
床
面
積
一
九
，
四
四
六
㎡
の
新
外
来
棟
が
落
成
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
。
同
年
看
護
宿
舎
の
二
棟
目

（
延
べ
床
面
積
二
，
七
四
一
㎡
）
が
完
成
し
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
実
施
し
て
い
る
七
対
一
看
護
体
制
を
維
持
す
る
上
で
の

重
要
な
看
護
師
確
保
と
い
う
課
題
が
部
分
的
に
せ
よ
解
決
さ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
医
療
用
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
が
導
入
さ
れ
本
格
的
な
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
時
代
が
始
ま
っ
た
。
外
来
棟
の
前
に
は
患
者
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
向
上
を
目
的
に
オ
ア
シ

ス
キ
ュ
ー
ブ
（
多
目
的
施
設
）
が
完
成
し
、
外
来
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
外
来
者
駐
車
場
不

足
対
策
と
し
て
延
べ
床
面
積
二
，
八
九
〇
㎡
の
患
者
用
立
体
駐
車
場
（
後
に
駐
車
場
Ｂ
に
改
称
）
が
完
成
し
た
。
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）
に
は
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
名
古
屋
を
敷
地
内
に
誘
致
し
、
小
児
医
療
の
強
化
の
一
助
と
し
た
。
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
た
患
者
駐
車
場
問
題
を
解
決
す
べ
く
六
階
建
て
延
べ
床
面
積
九
，
八
五
四
㎡
の
患
者

用
立
体
駐
車
場
Ａ
を
新
た
に
建
設
し
た
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
は
旧
東
西
病
棟
の
取
り
壊
し
跡
地
に
中
央
診
療
棟
Ｂ
（
延
べ

床
面
積
一
八
，
三
○
〇
㎡
）
を
開
設
し
、
稼
働
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
た
外
来
化
学
療
法
部
・
光
学
診
療

部
の
充
実
が
図
ら
れ
、
手
術
室
は
一
四
室
か
ら
二
四
室
に
外
科
系ICU

三
○
床
、
と
な
っ
た
。
更
に
新
た
な
放
射
線
治
療
機
器
と
し
て

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
が
導
入
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
設
備
面
で
の
著
し
い
充
実
が
図
ら
れ
た
。

前
後
し
て
、
業
務
充
実
や
関
連
法
案
の
整
備
に
よ
り
各
種
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
る
医
療
機
関
（
育
成
医
療
）、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
医
療
機
関
（
精
神
通
院
）、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

医
療
機
関
（
更
生
医
療
）、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
災
害
拠
点
病
院
（
地
域
）、
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
エ
イ
ズ
治
療
の
中
核
拠
点
病
院
、
小
児
が
ん
拠
点
病
院
、
平
成
二
十
八
年
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（
二
〇
一
六
）
臨
床
研
究
中
核
病
院
、
成
人
（
十
一
歳
以
上
）
心
臓
移
植
実
施
施
設
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中

核
拠
点
病
院
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
二
月
に
は
国
立
大
学
病
院
と
し
て
は
初
のJCI

（Joint�com
m

ission�international

）

認
証
病
院
と
な
っ
た
。

各
種
の
認
定
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
機
能
強
化
を
目
的
に
、
小
児
が
ん
拠
点
病
院
認
定
で
は
小
児
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
を
平
成
二
十
五

年
（
二
〇
一
三
）
に
設
置
し
教
員
を
配
置
し
た
。
同
様
な
措
置
と
し
て
心
臓
移
植
実
施
認
定
施
設
承
認
を
目
指
し
て
、
重
症
心
不
全
治
療

セ
ン
タ
ー
を
平
成
二
十
八
年
（
二
○
一
六
）
に
開
設
し
た
。
ま
た
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
認
定
後
の
診
療
機
能
強
化
を
目
的

に
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
を
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
設
置
し
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
永
ら
く
懸
案
で
あ
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
新
設
し
、
病
院
教
授
を
配
置
し
た
。
次
図
に
令
和
二
年
（
二
○
二
〇
）
の
病
院
機
構
図
を
示
す
。
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独
法
化
後
の
病
院
で
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
規
模
の
拡
大
で
あ
る
。
規
模
の
拡
大
の
象
徴
的
な
数
字
と
し
て
の
人
員
数
及
び
売
り
上

げ
の
推
移
を
記
載
す
る
。
独
法
化
後
の
定
員
削
減
の
影
響
を
受
け
て
、
独
法
化
前
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
承
継
職
員
数
は
減
少
し
、
そ
の

代
わ
り
病
院
の
財
政
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
病
院
教
員
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
病
院
教
員
は
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
設
け

ら
れ
た
病
院
助
教
を
皮
切
り
に
、
病
院
講
師
、
病
院
准
教
授
、
病
院
教
授
及
び
診
療
教
授
が
現
在
設
け
ら
れ
て
い
る
。

定員数

研究科臨床系
（承継）

病院
（承継）

病院教員

H15.4.1 90 148 0

H16.4.1 90 148 0

H17.4.1 90 147 14

H18.4.1 85 147 24

H19.4.1 85 147 24

H20.4.1 81 143 33

H21.4.1 82 140 48

H22.4.1 82 140 63

H23.4.1 85 137 111

H24.4.1 85 137 136

H25.4.1 85 136 147

H26.4.1 86 136 168

H27.4.1 85 139 184

H28.4.1 83 139 198

H29.4.1 83 139 208

H30.4.1 83 139 232

H31.4.1 83 139 250
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次
図
に
は
収
入
の
推
移
を
記
載
す
る
。
独
法
化
前
の
お
よ
そ
二
倍
の
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

法人化以降の収入の推移
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三
　

附
属
病
院
分
院

［
帝
大
時
代
］

日
中
戦
争
の
進
展
に
伴
い
、
陸
海
軍
軍
医
の
需
要
が
急
激
に
増
大
し
た
た
め
、
政
府
は
各
帝
国
大
学
お
よ
び
官
立
医
科
大
学
に
臨
時
附

属
医
学
専
門
部
を
急
設
す
る
こ
と
を
決
め
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
五
月
十
三
日
、
右
に
関
す
る
勅
令
が
公
布
さ
れ
た
。
臨
時
附
属

医
学
専
門
部
は
修
業
年
限
四
年
、
中
学
校
卒
業
者
、
専
検
合
格
者
を
も
っ
て
入
学
資
格
と
し
て
医
学
一
般
を
修
め
さ
せ
、
卒
業
者
は
名
古

屋
帝
国
大
学
附
属
医
学
専
門
部
医
学
士
と
称
す
る
こ
と
を
得
る
と
の
定
め
で
、
同
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
第
一
回
の
入
学

考
査
が
行
わ
れ
た
。
朝
鮮
、
台
湾
、
沖
縄
、
北
海
道
な
ど
遠
隔
地
か
ら
も
志
願
者
が
あ
り
、
志
願
者
は
定
員
八
〇
名
に
対
し
て
そ
の
六
倍

強
の
五
〇
〇
名
を
越
し
た
の
は
予
想
外
の
数
字
で
あ
っ
た
。
八
二
名
が
入
学
を
許
可
さ
れ
、
大
学
部
が
夏
季
休
暇
に
入
っ
た
の
を
利
用
し

て
、
授
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
時
局
即
応
の
臨
時
設
置
で
あ
り
、
教
官
も
校
舎
も
医
学
部
と
併
用
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
特
に
臨
床
実
習
に
つ
い
て
は
医
学
部
学
生
と
の
併
用
に
よ
る
不
都
合
が
危
惧
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
古
屋
市
民
病
院
（
現
名
古
屋

市
立
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と
坂
文
種
病
院
（
現
藤
田
医
科
大
学
ば
ん
た
ね
病
院
）
に
当
面
の
臨
床
実
習
を
依
頼
し
た
。
三
矢
辰
雄
（
当

時
皮
膚
科
学
・
泌
尿
器
科
学
助
教
授
）
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
頃
よ
り
陸
田
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
名
古
屋
市
中
区
東
新
町
電
停
角
・

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五
階
建
・
延
べ
一
，
〇
八
二
坪
余
）
の
移
譲
を
働
き
か
け
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
二
十
九
日
、
ビ
ル

所
有
者
の
陸
田
志
よ
う
か
ら
田
村
春
吉
医
学
部
長
、
三
矢
を
通
じ
て
寄
付
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
。
本
学
で
は
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の

診
療
病
院
と
し
て
受
納
利
用
す
る
こ
と
に
内
定
し
、
同
年
九
月
下
旬
に
文
部
省
の
正
式
な
認
可
を
得
て
寄
付
を
採
納
、
附
属
医
院
分
室
と

し
て
九
月
三
十
日
に
開
院
と
な
っ
た
。
専
門
部
第
三
回
生
よ
り
実
習
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

開
院
当
初
、
一
一
診
療
科
（
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
泌
尿
器
科
、
神
経
精
神

科
、
放
射
線
科
、
歯
科
）が
置
か
れ
、
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
臨
床
実
習
お
よ
び
一
般
診
療
を
開
始
し
た
。
翌
昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）、

臨
時
附
属
医
学
専
門
部
は
附
属
医
学
専
門
部
と
改
称
さ
れ
、
分
室
は
医
学
部
附
属
医
院
分
院
と
改
称
さ
れ
た
。
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昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
九
日
の
名
古
屋
大
空
襲
で
は
分
院
も
被
爆
し
た
が
、
木
造
附
属
物
の
一
部
を
消
失
し
た
に
と
ど
ま
っ

た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
は
名
古
屋
大
学
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月

三
十
一
日
に
は
国
立
学
校
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
附
属
医
学
専
門
部
は
新
制
名
古
屋
大
学
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
医

学
部
附
属
医
院
分
院
は
医
学
部
附
属
病
院
分
院
と
改
称
さ
れ
た
。
続
く
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四
月
一
日
に
は
、
附
属
医
学
専
門

部
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
分
院
は
医
学
部
の
第
二
臨
床
病
院
と
し
て
機
構
が
改
革
さ
れ
、
再
発
足
し
た
。

名
古
屋
市
都
市
計
画
の
区
画
整
理
に
よ
り
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
九
月
二
十
日
、
名
古
屋
市
東
区
東
門
前
町
二
丁
目
一
番
地

に
新
病
院
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、
九
三
〇
坪
）
が
新
築
さ
れ
、
分
院
を
移
転
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
度

（
一
九
六
三
）
に
は
皮
膚
泌
尿
器
科
を
皮
膚
科
お
よ
び
泌
尿
器
科
に
分
離
開
設
し
、
一
二
診
療
科
と
な
っ
た
。

戦
後
の
医
学
の
進
歩
と
、
増
加
す
る
患
者
数
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に

か
け
て
増
築
が
重
ね
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
管
理
棟
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
は
、
管
理
棟
、
動
物
舎
、

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
、
看
護
婦
宿
舎
、
薬
品
倉
庫
、
管
理
棟
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
は
、
総
合
研
究
棟
、
管

理
棟
、
内
科
検
査
室
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
Ｘ
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
室
、
コ
バ
ル
ト
施
設
等
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
全
国
の
国
立
大
学
で
初
め
て
人
工
腎
臓
透
析
が
開
始
さ
れ
た
。
機
構
面
で
は
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
に
産
婦
人
科
が
産
科
婦
人
科
に
、
神
経
精
神
科
が
精
神
科
に
改
称
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
は
歯
科
が
歯
科

口
腔
外
科
に
改
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
検
査
部
が
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
外
来
患
者
数
の
増
加
に
伴
っ
て
外
来
や
病
室
の
狭
隘
、
中
央
診
療
施
設
お
よ
び
研
究
室
の
老
朽
化
が
著
し
く

な
り
、
分
院
の
移
転
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
転
候
補
地
と
し
て
、
春
日
井
市
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
医
療
施
設
用
地
等
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い
く
つ
か
の
場
所
が
候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
名
古
屋
市
街
よ
り
遠
距
離
で
あ
っ
た
た
め
関
係
者
の
同
意
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
四
月
、
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
校
の
大
学
部
が
刈
谷
市
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
跡
地
（
名
古
屋
市
東
区
大
幸
町
・
約
三
四
，
〇
〇
〇
坪
）
が
立
地
条
件
か
ら
分
院
移
転
候
補
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
判
断
し
、

検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
候
補
地
と
な
っ
た
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
校
跡
地
に
は
愛
知
学
芸
大
学
（
愛
知
教
育
大
学
の
前
身
）
名
古
屋
施
設

整
備
後
援
会
（
以
下
「
後
援
会
」
と
い
う
。）
の
寄
付
地
が
含
ま
れ
、
後
援
会
会
長
の
丹
羽
兵
助
（
当
時
衆
議
院
議
員
）
よ
り
文
部
省
に

寄
付
地
の
返
還
要
望
も
出
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
芦
田
学
長
は
丹
羽
後
援
会
長
と
の
会
談
を
重
ね
た
末
、
同
跡
地
の
う
ち
一
六
，
〇
〇
〇

坪
を
本
学
が
利
用
す
る
こ
と
で
同
意
が
得
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
七
月
十
日
に
正
式
に
同
地
は
名
古
屋
大
学
の
所
管
と
な

り
、
大
幸
地
区
（
い
わ
ゆ
る
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
し
て
所
轄
責
任
者
は
医
学
部
長
が
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
跡
地
の
一
部
は
後
に

名
古
屋
市
立
矢
田
中
学
校
と
財
団
法
人
大
幸
財
団
会
館
の
用
地
と
し
て
分
譲
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
用
地
は
一
四
，
六
四
一
坪
と
な
っ
た
。

［
大
幸
地
区
へ
の
移
転
］

大
幸
地
区
の
取
得
に
伴
い
、
医
学
部
長
加
藤
延
夫
は
同
地
に
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
、
歯
学
部
お
よ
び
附
属
病
院
、
生
体
科
学
研
究

所
お
よ
び
附
属
病
院
、
の
三
機
構
の
創
設
を
目
指
し
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に
設
置
さ
れ
た

一
方
で
、
残
る
二
機
構
は
認
め
ら
れ
ず
、
分
院
の
施
設
整
備
が
「
現
状
移
転
」
の
条
件
付
で
認
可
さ
れ
た
。
大
幸
地
区
は
、
旧
三
菱
航
空

機
の
建
物
を
利
用
し
た
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ン
ド
を
有
し
て
い
た
が
、
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋

分
校
校
舎
は
改
修
さ
れ
名
古
屋
大
学
医
療
短
期
大
学
部
に
使
用
さ
れ
、
体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
た
が
、
プ
ー
ル
は
取
り
壊
さ
れ

た
。
大
幸
地
区
の
分
院
建
設
工
事
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
よ
り
開
始
さ
れ
、
翌
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
六
月
に
完

成
し
た
。
同
地
へ
の
分
院
の
移
転
は
「
現
状
移
転
」
で
あ
っ
た
も
の
の
、
東
門
前
町
の
分
院
は
施
設
基
準
面
積
の
半
分
以
下
の
広
さ
で
あ
っ

た
。
旧
分
院
の
三
倍
強
の
面
積
に
本
館
（
二
，
四
七
一
坪
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
（
二
七
〇
坪
）、RI

棟
（
一
〇
六
坪
）、
看
護
婦
宿
舎
（
二
一
七

坪
）
を
有
し
、
同
年
七
月
二
日
よ
り
新
分
院
で
の
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
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［
統
合
と
閉
院
］

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
頃
よ
り
国
立
大
学
医
学
部
の
分
院
の
見
直
し
が
全
国
で
課
題
と
な
り
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

か
ら
は
分
院
に
関
わ
る
新
規
予
算
の
認
可
が
事
実
上
困
難
と
な
っ
た
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
で
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
十
二
月

に
大
幸
地
区
将
来
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
分
院
の
改
組
を
伴
う
名
古
屋
大
学
医
学
系
全
機
構
の
見
直
し
の
検
討
を
続
け
た
。
最
終

的
に
分
院
は
「
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
と
し
て
改
組
さ
れ
、
全
体
構
想
と
し
て
の
医
学
部
附
属
病
院
再
整
備
計
画
が
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）
一
月
に
医
学
部
教
授
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
鶴
舞
、
大
幸
の
両
地
区
を
一
元
化
し
、
分
院
病
床
九
二
床
を
鶴

舞
地
区
の
附
属
病
院
本
院
に
合
併
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
大
幸
地
区
で
の
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
設
置
は
難
航
し
、
分
院
の
教
官
組
織
は

最
終
的
に
、
予
防
医
療
部
（
平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
））、
在
宅
管
理
医
療
部
（
同
八
年
度
（
一
九
九
六
））、
総
合
診
療
部
（
同
八
年
度

（
一
九
九
六
））、
難
治
感
染
症
部
（
同
八
年
度
（
一
九
九
六
））、
周
産
期
母
子
セ
ン
タ
ー
（
同
八
年
度
（
一
九
九
六
））、
小
児
外
科
診
療

部
（
同
九
年
度
（
一
九
九
七
））
に
転
換
さ
れ
た
。
大
幸
地
区
に
は
そ
の
う
ち
予
防
医
療
部
、
在
宅
管
理
医
療
部
、
総
合
診
療
部
の
一
部

の
み
が
残
り
、
他
は
鶴
舞
地
区
の
附
属
病
院
内
に
設
置
さ
れ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
末
を
も
っ
て
分
院
は
廃
止
さ
れ
、

十
二
月
一
日
に
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
と
命
名
さ
れ
、
外
来
機
能
は
診
療
所
と
し
て
総
合
診
療
部
の
内
科
お
よ
び
皮
膚
科
の
一
部
の
診
療
が

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
診
療
部
門
は
徐
々
に
縮
小
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
大
幸
地
区
で
の
全
て
の
診
療
施
設
は
な
く

な
り
、
閉
院
と
な
っ
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
に
閉
校
と
な
り
、
そ
の
教
育
は
四
年
制
の
名
古

屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
に
継
承
さ
れ
た
（「
附
設
学
校
」
参
照
）。
建
物
と
し
て
の
分
院
の
大
部
分
は
附
属
病
院
と
の
統
合
以
後
、
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
大
規
模
改
修
が
な
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
保
健
学
科
南
館
と
し
て
利
用
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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四
　

医
学
部
紛
争

は
じ
め
に

本
稿
「
医
学
部
紛
争
」
の
記
述
は
概
ね
『
稿
本　

名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
医
学
部
紛
争
は
主
に
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
か
ら
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
約
九
年
の
期
間
で
あ
り
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
と
っ
て
は
試
練
の
時

代
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
実
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
。

小
児
科
学
講
座
教
授
選
考
問
題

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
三
月
、
小
児
科
中
江
亮
一
教
授
の
停
年
退
官
に
と
も
な
い
後
任
教
授
選
考
が
行
わ
れ
、
同
年
七
月
に
教

授
会
で
最
終
候
補
四
人
の
中
か
ら
北
海
道
大
学
山
田
尚
達
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
氏
が
辞
退
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
四
月
二
十
六
日
の
教
授
会
で
、
従
来
の
三
候
補
に
新
た
に
聖
路
加
病
院
山
本
高
治
郎
氏
を
加
え
た
四
人
に
つ
い
て
選
挙
が

行
わ
れ
、
山
本
が
最
高
票
を
得
た
が
、
決
定
条
件
で
あ
る
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
。
五
月
十
日
決
戦
投
票
が
行
わ
れ
、
山
本
が
最
高
票

で
あ
っ
た
が
、
ま
た
も
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
第
一
次
の
教
授
候
補
四
名
の
中
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
山
本
が
最
高
得
票

で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
小
児
科
学
教
室
か
ら
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
五
月
三
十
一
日
、
教
授
会
は
白
票
を
無
効
票
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
再
度
決
戦
投
票
を
行
い
、
一
票
の

差
で
山
本
を
後
任
教
授
と
決
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
医
学
部
教
職
員
組
合
、
副
手
会
、
大
学
院
自
治
会
、
研
修
医
会
、
学
生
会
か
ら
成
る

五
者
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
全
学
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
選
考
経
過
に
関
し
て
教
授
会
に
質
問
が
提
出
さ
れ
た
が
、
納
得
で
き
る
回
答
が

得
ら
れ
な
い
と
し
て
、
小
笠
原
一
夫
学
部
長
不
信
任
、
小
児
科
教
授
白
紙
撤
回
の
要
求
が
教
授
会
に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
。
十
月
十
八
日
、

小
笠
原
は
医
学
部
長
を
辞
任
し
た
。
医
学
部
長
事
務
取
扱
に
小
島
克
教
授
が
就
任
し
た
。
五
者
協
議
会
と
教
授
会
代
表
と
の
話
し
合
い
が

続
け
ら
れ
る
な
か
で
、
小
笠
原
、
阿
多
実
茂
、
竹
島
登
の
三
教
授
が
学
外
者
と
結
託
し
て
学
部
の
自
治
を
侵
し
た
と
の
疑
惑
が
浮
か
び
あ
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が
り
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
二
月
二
日
か
ら
連
日
教
授
会
が
開
か
れ
、
引
続
く
五
者
協
議
会
と
の
会
談
は
夜
を
徹
し
て
行
わ
れ

て
、
各
教
授
の
顔
に
は
疲
労
と
苦
悩
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
た
。
つ
い
に
二
月
九
日
、
教
授
会
は
小
児
科
後
任
教
授
決
定
の
取
り
消
し
、

小
笠
原
、
阿
多
、
竹
島
、
三
教
授
の
辞
任
の
方
針
を
決
め
た
。
次
い
で
教
授
会
は
、
六
月
六
日
三
氏
に
辞
職
勧
告
を
行
な
い
、
応
じ
な
け

れ
ば
教
授
と
し
て
不
適
格
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
分
限
免
職
を
名
古
屋
大
学
評
議
会
に
上
申
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
三
氏
か
ら
の
辞
表

提
出
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
六
月
十
九
日
、
三
氏
の
分
限
免
職
上
申
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
評
議
会
へ
の
上
申
の
理
由
書
の
作
成

に
手
間
取
る
う
ち
に
、
八
月
六
日
、
小
笠
原
か
ら
辞
表
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
翌
八
月
七
日
、
阿
多
、
竹
島
両
教
授
の
分
限
免
職

を
評
議
会
へ
上
申
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
、全
教
授
は
辞
表
を
医
学
部
長
事
務
取
扱
に
預
け
、評
議
会
の
審
査
結
果
を
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。

学
部
運
営
機
構
の
改
革

学
内
に
教
授
不
信
の
念
が
強
ま
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
疑
惑
を
招
く
よ
う
な
教
授
選
考
問
題
を
生
じ
た
の
は
、
絶
対
的
権
力
を
握
る

教
授
を
頂
点
と
す
る
医
学
部
の
封
建
的
体
制
に
起
因
す
る
と
考
え
た
五
者
協
議
会
は
、
学
内
の
民
主
化
を
目
指
し
、
学
内
各
層
の
意
見
を

反
映
す
る
「
拡
大
教
授
会
」
実
現
の
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
二
月
二
十
五
日
「
拡
大
教
授
会
委
員
会
」
を
設
置
、
他
大

学
の
資
料
を
収
集
す
る
等
、
積
極
的
に
活
動
を
始
め
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
六
月
六
日
、
教
授
会
は
教
授
以
外
の
教
官
を
教

授
会
に
加
え
る
こ
と
を
認
め
る
旨
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
拡
大
教
授
会
内
規
要
綱
案
は
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
二
月
五
日
教
授

会
に
お
い
て
審
議
承
認
さ
れ
た
が
、
逆
に
五
者
協
議
会
内
部
で
は
、
教
授
会
と
い
う
管
理
体
制
内
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
の
は
民
主
化
運

動
促
進
上
問
題
が
あ
る
等
の
意
見
が
あ
り
、
拡
大
教
授
会
案
は
こ
の
段
階
で
ス
ト
ッ
プ
し
実
現
し
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
六
月
二
十
七
日
、
医
学
部
の
基
本
的
な
運
営
方
針
を
協
議
検
討
し
て
教
授
会
に
学
内
の
意
見
を
反
映
す

る
機
関
と
し
て
「
医
学
部
運
営
協
議
会
」
設
置
を
決
定
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
教
授
会
委
員
五
名
、
五
者
協
議
会
委
員
一
〇
名
に
よ
り

構
成
さ
れ
、
七
月
三
十
日
に
は
第
一
回
医
学
部
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
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一
方
、
問
題
の
教
授
選
考
内
規
は
、
学
内
民
主
化
の
線
に
沿
っ
て
、
教
授
選
考
過
程
に
お
い
て
学
内
各
層
の
意
見
を
反
映
し
、
か
つ
公

正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
教
授
選
考
内
規
案
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
七
月
、
教
職
組
、

副
手
会
、
大
学
院
自
治
会
、
研
修
医
会
に
お
い
て
批
准
さ
れ
た
。
し
か
し
、
学
生
会
は
意
見
の
集
約
に
手
間
取
り
、
批
准
で
き
な
い
ま
ま

時
間
が
経
過
し
た
。
そ
の
間
に
、
東
京
大
学
、
日
本
大
学
紛
争
を
代
表
と
す
る
全
国
大
学
紛
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
も
は
や
教
授
選

考
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

全
国
的
大
学
紛
争
の
波

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
一
月
、
全
共
闘
の
学
生
が
た
て
こ
も
る
東
京
大
学
の
安
田
講
堂
の
砦
は
落
城
し
た
が
、
大
学
紛
争
は
全

国
に
波
及
し
、
闘
争
路
線
が
対
立
す
る
学
生
セ
ク
ト
間
の
反
目
も
日
に
日
に
激
化
し
て
い
っ
た
。
国
立
七
大
学
（
旧
七
帝
大
）
の
う
ち
た

だ
ひ
と
つ
入
試
、
入
学
式
を
無
傷
で
切
り
抜
け
た
名
古
屋
大
学
に
も
、
徐
々
に
風
が
立
ち
出
し
は
じ
め
、
四
月
二
十
六
日
午
後
、
篠
原
学

長
は
、
そ
れ
ま
で
の
慣
行
を
破
っ
て
、
豊
田
講
堂
使
用
問
題
等
に
つ
い
て
「
教
養
部
ス
ト
実
行
委
員
会
」
と
の
団
交
を
受
け
た
。
こ
こ
に

至
っ
て
つ
い
に
名
古
屋
大
学
に
も
学
園
紛
争
の
炎
が
噴
き
出
し
た
。
翌
々
日
の
四
月
二
十
八
日
に
は
評
議
会
は
「
学
長
と
学
生
と
の
交
渉

は
、
民
主
的
手
続
に
よ
っ
て
全
学
生
の
総
意
を
代
表
す
る
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
云
々
。」
と
い
う
声
明
で
学
長
の

行
動
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
学
長
補
佐
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
た
。

こ
れ
に
対
し
篠
原
学
長
は
直
ち
に
辞
任
。
こ
の
評
議
会
声
明
を
評
価
し
、
こ
れ
を
テ
コ
と
し
よ
う
と
す
る
自
治
会
連
合
側
と
、
声
明
白

紙
撤
回
を
要
求
す
る
教
養
部
ス
ト
実
行
派
と
の
間
に
激
し
い
対
立
が
始
ま
り
、
五
月
二
十
八
日
、
教
養
部
ス
ト
実
行
派
は
評
議
会
の
団
交

拒
否
を
き
っ
か
け
と
し
て
大
学
本
部
を
封
鎖
し
た
。

大
学
紛
争
の
嵐
吹
き
荒
れ
る
な
か
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
八
月
三
日
「
大
学
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案
」
が
参
議
院
を

通
過
し
た
こ
と
は
、
名
古
屋
大
学
に
お
い
て
は
両
者
の
感
情
的
対
立
を
一
層
強
め
る
こ
と
と
な
り
、
教
養
部
ス
ト
実
行
派
は
九
月
十
七
日

芦
田
学
長
事
務
取
扱
と
の
団
交
を
拒
否
さ
れ
る
や
、
学
長
事
務
取
扱
を
一
時
的
に
軟
禁
し
、
更
に
九
月
十
九
日
未
明
、
突
然
教
養
部
を
封
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鎖
し
た
。
教
養
部
の
機
能
は
全
く
停
止
し
、
こ
の
状
態
は
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
続
い
た
。
一
方
、
大
学
の
正
常
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
も
次
第
に
具
体
化
し
て
い
き
、
十
一
月
十
日
「
大
学
改
革
を
促
進
す
る
た
め
の
提
案
」
が
学
長
よ
り
出
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
学
長
の
も

と
に
全
学
的
問
題
に
つ
い
て
の
改
革
試
案
を
作
る
た
め
の
委
員
会
を
設
け
る
」
と
い
う
提
案
に
基
づ
い
て
「
改
革
試
案
検
討
委
員
会
」
が
、

十
一
月
二
十
一
日
に
発
足
し
た
。
実
に
紛
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
七
ヵ
月
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
二
月
一
日
、
教
養
部
は
他
学
部
講
義

室
に
間
借
り
し
て
三
ヵ
月
ぶ
り
に
講
義
を
再
開
し
た
た
め
、
教
養
部
ス
ト
実
行
派
は
孤
立
し
、
十
二
月
二
十
二
日
、
す
で
に
十
一
月
六
日

に
封
鎖
解
除
さ
れ
て
い
た
本
部
の
再
封
鎖
を
決
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
封
鎖
反
対
派
で
あ
る
自
治
会
連
合
側
は
、
同
日
午
後
、
教
養
部

ス
ト
実
行
派
の
た
て
こ
も
る
教
養
部
の
封
鎖
解
除
に
実
力
を
も
っ
て
乗
り
出
し
、
数
十
名
の
血
を
流
す
と
い
う
大
乱
闘
の
末
、
封
鎖
を
解

除
し
た
。
翌
十
二
月
二
十
三
日
、
事
態
を
重
視
し
た
機
動
隊
は
千
数
百
名
を
も
っ
て
出
動
、
学
内
捜
査
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
を
み
て
本

部
封
鎖
中
の
学
生
は
退
去
し
、
こ
こ
に
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
封
鎖
騒
ぎ
も
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
医
学
部
で
は
、
教
授
会
の
「
四
・
二
八
評
議
会
声
明
」
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
学
生
会
、
医
学
生
協
議
会
の
両
者
か
ら
団
交
あ
る

い
は
話
し
合
い
を
求
め
ら
れ
、
一
時
は
連
日
に
わ
た
っ
て
深
更
ま
で
討
論
を
重
ね
た
が
、
討
論
は
す
れ
ち
が
い
に
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
教
授
会
の
こ
の
よ
う
な
努
力
も
最
悪
の
事
態
を
避
け
よ
う
と
す
る
心
情
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

十
一
月
十
三
日
未
明
、
医
学
部
管
理
棟
が
医
学
部
学
生
約
二
〇
名
に
よ
っ
て
突
如
封
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
封
鎖
は
間
も
な
く
教
職
員
組
合
、

大
学
院
生
、
研
修
医
会
、
学
生
、
医
学
部
職
員
組
合
ら
の
手
で
解
除
さ
れ
た
が
、
東
山
に
お
け
る
紛
争
の
波
は
医
学
部
に
も
押
し
寄
せ
、

こ
れ
ら
一
連
の
全
国
的
大
学
紛
争
の
余
波
は
、
医
学
部
の
態
勢
立
て
直
し
に
と
っ
て
、
大
き
な
遅
れ
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の

間
に
も
時
は
流
れ
教
授
の
空
席
が
さ
ら
に
増
え
る
日
が
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
。

医
学
部
教
授
選
考
の
遅
滞

こ
の
よ
う
に
し
て
教
授
選
考
そ
の
他
の
内
規
の
具
体
化
は
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
十
一
月
二
十
六
日
、

教
授
会
か
ら
五
者
協
議
会
あ
て
に
、
教
授
選
考
促
進
の
た
め
の
具
体
案
提
出
が
促
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
更
に
三
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名
の
教
授
が
退
官
し
、
教
授
会
構
成
員
が
半
数
近
く
に
減
少
す
る
事
態
を
ひ
か
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
学
部
管
理
能
力
を
疑
わ
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
状
態
を
一
層
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
厳
し
い
情
勢
に
あ
っ
た
。
教
授
選
考
内
規
案
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
七
月
に
学
生
会
だ
け
が
異
議
申
し
立
て
権
を
要
求
し
て
批
准
を
せ
ず
発
効
で
き
ず
に
い
た
た
め
、
五
者
協
議
会
内
規
検
討

委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
二
月
、
新
た
に
学
生
の
要
求
を
入
れ
た
五
者
協
議
会
内
規
最
終
案
を
ま
と
め
、
六
月
に
よ

う
や
く
五
者
協
議
会
全
組
織
に
お
い
て
批
准
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
者
協
最
終
案
第
五
条
（
選
考
委
員
と
し
て
教
授
、
教
官
以
外
の
メ
ン

バ
ー
、
す
な
わ
ち
、
大
学
院
生
、
研
修
生
、
副
手
、
学
生
を
加
え
る
）、
及
び
第
一
三
条
（
教
授
選
考
か
ら
教
授
発
令
に
至
る
全
過
程
で

の
異
議
申
し
立
て
権
を
認
め
る
）
に
つ
い
て
教
授
会
は
承
認
せ
ず
、
五
者
協
議
会
と
の
団
交
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
四
月
に
は
教
授
会
定
数
の
半
数
を
割
る
と
い
う
異
常
事
態
を
考
慮
し
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
十
月
「
内
規
改
訂

委
員
会
」
を
設
置
し
、
内
規
を
改
訂
し
な
が
ら
並
行
し
て
薬
理
、
脳
神
経
外
科
の
教
授
選
考
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
し
か
し
、
内
規

の
正
式
改
訂
に
充
分
な
時
間
を
か
け
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
事
態
は
切
迫
し
て
い
た
。
そ
こ
で
つ
い
に
、
十
二
月
二
十
六
日
、
教
授
会
は

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
暫
定
内
規
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
規
で
は
、
選
考
委
員
は
教
授
と
教
官
だ
け
か
ら
成
り
、
異
議
申

し
立
て
が
で
き
る
時
期
は
教
授
会
に
お
い
て
候
補
者
を
選
考
す
る
日
の
一
週
間
前
の
日
ま
で
と
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
一
月
二
十
日
、
教
授
会
は
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
。

「
教
授
選
考
に
つ
い
て

昭
和
四
十
二
年
五
月
、
小
児
科
教
授
選
考
に
端
を
発
し
た
学
部
内
民
主
化
運
動
は
、
教
育
、
研
究
、
診
療
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
大
き
な
改

革
を
も
た
ら
し
て
来
た
。
こ
の
間
、
四
十
三
年
七
月
以
来
教
授
会
は
、
学
部
内
各
層
と
の
協
議
の
も
と
に
教
授
選
考
内
規
の
改
訂
に
努
力

を
続
け
て
き
た
が
、
四
十
四
年
四
月
末
か
ら
の
全
学
的
紛
争
の
影
響
に
よ
っ
て
そ
の
具
体
的
作
業
が
停
頓
し
た
。
そ
の
後
五
者
協
改
正
案

が
提
出
さ
れ
、
四
十
五
年
六
月
に
は
五
者
協
各
層
に
よ
る
批
准
を
終
っ
た
が
、
一
部
の
条
項
に
つ
い
て
な
お
不
備
な
点
が
あ
っ
た
の
で
九

月
末
日
に
至
り
教
授
会
は
、
学
内
各
層
と
の
協
議
の
も
と
に
改
訂
を
す
す
め
つ
つ
選
考
を
開
始
す
る
こ
と
を
と
り
き
め
、
選
考
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
正
式
改
訂
に
は
な
お
日
時
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
し
か
も
本
年
三
月
に
は
、
教
授
四
名
の
定
年
退
官
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
授
会
は
そ
の
定
員
の
半
数
を
割
る
こ
と
と
な
り
、
本
学
部
の
機
能
に
重
大
な
支
障
を
来
す
ば
か
り

で
な
く
、
社
会
的
に
も
大
学
と
し
て
の
使
命
を
果
せ
な
く
な
る
こ
と
が
必
至
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
教
授
会
は
五
者
協
案
の

精
神
を
尊
重
し
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
き
配
慮
の
上
、
昨
年
十
二
月
二
十
六
日　

教
授
会
の
責
任
に

お
い
て
暫
定
的
に
内
規
を
決
定
し
、
選
考
に
踏
み
切
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
、
三
回
に
わ
た
っ
て
脳
神
経
外
科
学
及
び
薬
理
学
教
授
の

選
考
の
た
め
に
委
員
会
を
持
ち
、
民
主
的
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
第
一
次
候
補
者
の
全
国
公
募
及
び
委
員
会
に
よ
る
自
主
的
調
査
を
開
始

し
て
い
る
。

全
学
部
の
諸
君
に
は
教
授
会
の
こ
の
措
置
を
諒
と
さ
れ
、
相
互
信
頼
の
も
と
に
協
力
し
て
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
発
展
の
た
め
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

昭
和
四
十
六
年
一
月
二
十
日

�

名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授
会
」

こ
の
暫
定
内
規
決
定
に
あ
た
っ
て
、
教
授
会
が
最
も
危
惧
し
た
の
は
、
学
内
各
層
か
ら
の
強
い
反
対
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

幸
い
各
層
の
人
々
も
切
迫
し
た
事
態
を
考
慮
し
、「
五
者
協
案
の
精
神
を
生
か
す
こ
と
」
を
条
件
と
し
て
こ
れ
を
認
め
る
と
い
う
態
度
を

示
し
た
。
こ
の
問
題
に
対
し
教
職
員
組
合
は
二
月
二
十
三
日
、
全
員
投
票
を
行
い
、
多
数
を
も
っ
て
こ
の
方
針
で
教
授
選
考
を
進
め
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

以
後
、
脳
神
経
外
科
、
薬
理
学
を
初
め
と
し
て
、
教
授
空
席
講
座
の
教
授
選
考
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
不
運
に
も
、
教

授
選
考
が
停
滞
し
て
い
た
期
間
に
多
く
の
教
授
が
停
年
退
官
の
日
を
迎
え
た
た
め
に
、
教
授
空
席
講
座
の
数
が
多
く
、
全
部
の
教
授
空
席

が
埋
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
多
く
の
日
数
を
要
し
た
。

一
年
以
上
教
授
空
席
と
な
っ
た
講
座
の
空
席
期
間
を
次
に
示
す
。
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解
剖
学
Ⅰ　
　
　
　

昭
和
四
十
七
年
四
月
～
四
十
八
年
四
月

解
剖
学
Ⅱ　
　
　
　

〃　

四
十
六
年
四
月
～
五
十
五
年
三
月

解
剖
学
Ⅲ　
　
　
　

〃　

四
十
二
年
四
月
～
五
十
一
年
十
二
月

生
化
学
Ⅱ　
　
　
　

〃　

四
十
五
年
四
月
～
五
十
一
年
七
月

生
理
学
Ⅰ　
　
　
　

〃　

四
十
七
年
八
月
～
五
十
四
年
三
月

生
理
学
Ⅱ　
　
　
　

〃　

四
十
五
年
四
月
～
五
十
年
三
月

薬
理
学　
　
　
　
　

〃　

四
十
二
年
四
月
～
四
十
六
年
五
月

病
理
学
Ⅰ　
　
　
　

〃　

四
十
五
年
四
月
～
五
十
三
年
三
月

細
菌
学　
　
　
　
　

〃　

四
十
三
年
九
月
～
四
十
八
年
十
月

法
医
学　
　
　
　
　

〃　

四
十
八
年
四
月
～
四
十
九
年
九
月

公
衆
衛
生
学　
　
　

〃　

五
十
一
年
四
月
～
五
十
二
年
四
月

予
防
医
学　
　
　
　

〃　

五
十
年
四
月
～
五
十
一
年
六
月

內
科
学
Ⅰ　
　
　
　

〃　

四
十
三
年
四
月
～
五
十
年
一
月

內
科
学
Ⅱ　
　
　
　

〃　

四
十
四
年
四
月
～
五
十
年
三
月

內
科
学
Ⅲ　
　
　
　

〃　

四
十
六
年
四
月
～
五
十
年
一
月

外
科
学
Ⅰ　
　
　
　

〃　

四
十
三
年
三
月
～
四
十
八
年
六
月

外
科
学
Ⅱ　
　
　
　

〃　

四
十
六
年
三
月
～
四
十
七
年
十
一
月

産
婦
人
科
学　
　
　

〃　

五
十
一
年
四
月
～
五
十
二
年
四
月

眼
科
学　
　
　
　
　

〃　

四
十
四
年
三
月
～
四
十
九
年
七
月

精
神
医
学　
　
　
　

〃　

四
十
六
年
三
月
～
四
十
七
年
八
月
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小
児
科
学　
　
　
　

〃　

四
十
一
年
三
月
～
四
十
九
年
八
月

皮
膚
科
学　
　
　
　

〃　

四
十
二
年
三
月
～
四
十
九
年
六
月

泌
尿
器
科
学　
　
　

〃　

四
十
四
年
三
月
～
五
十
年
五
月

耳
鼻
咽
喉
科
学　
　

〃　

四
十
四
年
三
月
～
四
十
七
年
四
月

放
射
線
医
学　
　
　

〃　

四
十
九
年
六
月
～
五
十
五
年
六
月

部
局
長
選
考

部
局
長
（
学
部
長
、
附
属
病
院
長
、
附
属
病
院
分
院
長
）
の
選
考
方
法
の
改
善
は
、
医
学
部
運
営
機
構
の
改
革
、
教
授
選
考
方
法
の
改

善
と
と
も
に
、
医
学
部
民
主
化
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
五
者
協
議
会
は
、
教
授
選
考
内
規
の
ほ
か
に
、
新
し
い
部
局

長
選
考
内
規
の
最
終
案
を
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
二
月
二
十
二
日
に
ま
と
め
た
。
そ
の
後
、
教
授
会
は
五
者
協
議
会
案
を
修
正
し

た
医
学
部
長
、
病
院
長
、
分
院
長
の
選
考
暫
定
内
規
を
作
成
し
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
十
一
月
十
日
に
決
定
し
た
。
こ
の
決
定

に
先
立
ち
、
教
授
会
が
五
者
協
議
会
案
の
精
神
を
尊
重
し
て
部
局
長
選
考
を
行
う
意
向
を
表
明
し
、
五
者
協
議
会
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。

か
く
し
て
、
長
い
期
間
事
務
取
扱
の
ま
ま
で
あ
っ
た
部
局
長
も
正
式
に
選
考
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

四
月
一
日
付
で
、
石
塚
直
隆
医
学
部
長
、
中
川
正
病
院
長
、
小
林
快
三
分
院
長
が
就
任
し
た
。

評
議
会
審
決
「
二
教
授
は
処
分
に
相
当
せ
ず
」

前
述
の
よ
う
に
、
医
学
部
教
授
会
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
八
月
十
七
日
、
阿
多
、
竹
島
両
教
授
を
分
限
免
職
処
分
に
付
す
よ

う
名
古
屋
大
学
評
議
会
に
上
申
し
た
。
評
議
会
は
こ
れ
に
対
し
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
七
名
の
委
員
か
ら
な
る
調
査
委
員
会
を
発
足
さ

せ
本
件
の
調
査
に
あ
た
ら
せ
た
。
以
来
、
調
査
委
員
会
は
一
七
回
の
公
開
あ
る
い
は
非
公
開
の
口
頭
審
理
、
書
面
審
査
な
ど
の
審
査
委
員

会
を
七
七
回
開
催
し
、
あ
る
い
は
各
地
に
委
員
を
派
遣
し
て
事
実
調
査
に
あ
た
ら
せ
る
な
ど
精
力
的
な
調
査
活
動
を
行
い
、
昭
和
四
十
五
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年
（
一
九
七
〇
）
十
月
二
日
、
最
終
報
告
書
を
評
議
会
に
提
出
し
た
。
評
議
会
は
こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
二
月

十
五
日
公
開
口
頭
審
理
を
行
っ
た
ほ
か
、
前
後
五
一
回
の
会
議
を
開
催
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
三
十
日
の
会
議
に
お
い
て

最
終
結
論
に
達
し
、
四
月
八
日
、
審
決
書
を
医
学
部
教
授
会
お
よ
び
二
教
授
に
手
渡
し
た
。
結
果
は
「
処
分
に
相
当
し
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

芦
田
学
長
は
同
日
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
た
。

「
竹
島
登
・
阿
多
実
茂
両
教
授
の
審
査
を
終
っ
て

医
学
部
か
ら
の
竹
島
登
・
阿
多
実
茂
両
教
授
に
関
す
る
分
限
免
職
処
分
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
評
議
会
は
、
二
年
の
歳
月
を
費
や
し
て

事
実
の
厳
密
な
調
査
を
行
な
い
、
さ
ら
に
一
年
半
に
わ
た
り
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
慎
重
な
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
こ
の
た
び
、
両
教
授
が

分
限
免
職
に
相
当
し
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
、
審
査
は
事
実
に
も
と
づ
い
て
公
正
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
竹
島
登
・
阿
多
実
茂
両
教
授
に
関

す
る
医
学
部
の
申
立
て
は
、
教
授
不
適
格
な
理
由
と
す
る
分
限
免
職
処
分
で
あ
り
、
医
学
部
の
申
立
て
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
た
め

に
は
、
両
教
授
が
そ
の
処
分
に
該
当
す
る
ほ
ど
教
授
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
事
実
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
評
議
会
が
両
教
授
に
「
分
限
免
職
処
分
に
相
当
し
な
い
」
と
い
う
審
決
を
し
た
の
は
、
そ
の
処
分
を
妥
当
と
判
断
す
る
に
た

る
だ
け
の
事
実
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
竹
島
・
阿
多
両
教
授
に
は
、
反
省
を
求
め
る
べ
き
点
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

大
学
構
成
員
に
は
大
学
の
自
治
を
守
る
べ
き
責
務
が
あ
る
。
学
外
者
に
よ
る
大
学
の
自
治
へ
の
介
入
は
断
じ
て
許
容
し
て
は
な
ら
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
許
容
し
た
と
の
疑
惑
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
行
為
は
厳
に
慎
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
小
児
科
教
授
選
考
に
関
し
て
、
学

内
人
事
に
介
入
し
よ
う
と
し
た
学
外
者
の
動
き
が
あ
り
、
教
授
選
考
と
い
う
重
大
な
時
期
に
は
、
種
々
の
疑
惑
を
誘
発
す
る
原
因
と
な
る

学
外
者
と
の
交
友
関
係
に
お
い
て
、
竹
島
登
・
阿
多
実
茂
両
教
授
は
よ
り
慎
重
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
両
教
授
と
も
に
そ
の
点
で

の
慎
重
さ
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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こ
の
た
び
の
問
題
に
関
し
て
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
医
学
部
各
構
成
員
が
と
ら
れ
た
労
は
多
と
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
当
時
の
教
授
会
の
と
っ
た
措
置
に
た
い
し
て
は
反
省
を
求
め
た
い
点
が
な
く
は
な
い
。
小
児
科
教
授
選
考
に
関
す

る
処
理
に
は
若
干
の
問
題
点
が
認
め
ら
れ
る
。
人
事
問
題
だ
け
に
も
っ
と
慎
重
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
す
る
の
は
ひ
と
え
に
、
本
学
医
学
部
の
今
後
の
発
展
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
学
部
の
発
展
は
、
全
構
成

員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
要
求
さ
れ
る
あ
る
べ
き
姿
を
志
向
し
、
不
断
に
自
ら
を
戒
め
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
こ
の
た
び
の
出

来
事
を
一
つ
の
試
練
と
こ
こ
ろ
え
、
そ
の
試
練
に
耐
え
て
、
医
学
部
各
構
成
員
が
真
の
正
常
化
と
発
展
に
向
か
っ
て
大
き
く
前
進
し
、
社

会
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
医
学
部
の
た
め
、
ひ
い
て
は
、
名
古
屋
大
学
全
体
の
た
め
に
、
心
か
ら
希
っ
て
止
ま
な
い
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
八
日

�

名
古
屋
大
学
長　

芦
田　

淳
」

こ
れ
に
対
し
、
医
学
部
教
授
会
な
ら
び
に
医
学
部
七
者
協
議
会
（
五
者
協
議
会
に
医
学
部
職
員
組
合
と
医
学
部
附
設
学
校
学
生
会
が
参

加
し
た
も
の
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
声
明
書
を
発
表
し
、
抗
議
の
意
を
表
明
し
た
。

医
学
部
紛
争
の
完
全
解
決

小
児
科
教
授
選
考
を
発
端
と
す
る
医
学
部
紛
争
を
契
機
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
医
学
部
運
営
、
教
授
選
考
、
部
局
長
選
考
等
の
改
革

も
行
な
わ
れ
、
教
授
選
考
も
着
々
と
進
行
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
八
日
の
「
処
分
に
相
当
せ
ず
」
と
の
評
議
会
審
決

後
、
教
授
会
は
竹
島
、
阿
多
両
教
授
の
処
遇
に
つ
い
て
解
決
の
緒
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
両
教
授
は
教
授
・
診
療
上
の
不
利
益
処
分

に
対
す
る
行
政
措
置
要
求
を
人
事
院
に
提
訴
し
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
た
。
最
年
少
教
授
で
あ
っ
た
加
藤
延
夫
が
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）
四
月
に
医
学
部
長
に
就
任
す
る
や
、
直
ち
に
こ
の
問
題
の
解
決
に
着
手
し
、
両
教
授
と
粘
り
強
く
話
し
合
っ
た
結
果
、
両

教
授
は
人
事
院
へ
の
行
政
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
教
授
会
は
両
教
授
の
復
帰
を
認
め
る
こ
と
を
決
意

し
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
七
月
二
十
二
日
、
医
学
部
内
各
層
構
成
員
の
理
解
を
求
め
る
べ
く
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
た
。
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「
声　

明　

書

医
学
部
教
授
会
は
い
わ
ゆ
る
二
氏
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
慎
重
か
つ
継
続
的
に
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
医
学
部
構
成
員
各
位

の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
正
常
化
に
導
く
こ
と
を
決
意
し
た
。

小
児
科
学
教
授
選
考
に
端
を
発
し
た
こ
の
問
題
は
、
三
年
七
か
月
余
の
審
査
評
議
会
の
議
を
経
て
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
付
を

も
っ
て
審
決
が
下
さ
れ
た
。
教
授
会
は
そ
の
審
決
を
不
満
と
し
な
が
ら
も
慎
重
に
討
議
を
重
ね
た
結
果
同
年
九
月
二
十
日
こ
の
問
題
に
対

処
す
る
基
本
方
針
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
大
学
の
自
治
と
自
律
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
大
学

本
来
の
自
治
と
真
の
民
主
主
義
的
体
制
を
確
立
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
医
学
部
の
再
建
に
努
力
を
傾
け
て
き
た
。

こ
の
間
、
教
授
会
は
こ
の
問
題
の
全
面
的
解
決
に
も
継
続
的
に
努
力
を
傾
注
し
た
が
、
今
日
ま
で
事
態
が
遅
延
し
た
こ
と
を
遺
憾
と
す

る
。
今
回
、
二
教
授
は
人
事
院
へ
の
行
政
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
全
学
構
成
員
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の

自
省
的
内
容
を
含
む
意
向
を
表
明
さ
れ
た
。
教
授
会
は
前
述
の
基
本
方
針
（
昭
和
四
十
七
年
九
月
二
十
日
）
に
基
き
慎
重
に
審
議
を
行
い
、

問
題
の
発
端
よ
り
八
年
以
上
を
経
過
し
た
現
段
階
で
は
教
育
、
研
究
、
診
療
の
府
た
る
に
相
応
し
い
医
学
部
お
よ
び
附
属
病
院
の
正
常
化

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
、
両
教
授
の
復
帰
を
了
承
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

教
授
会
は
本
問
題
に
つ
い
て
の
責
任
を
改
め
て
強
く
感
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
も
医
学
部
の
発
展
を
志
向
し
て
一
層
の
努
力
を
傾

注
す
る
決
意
で
あ
る
。
医
学
部
構
成
員
各
位
の
理
解
と
協
力
を
期
し
て
や
ま
な
い
。

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
二
日

�

医
学
部
教
授
会
」

医
学
部
各
層
構
成
員
は
こ
の
教
授
会
提
案
を
了
承
し
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
十
二
月
二
十
二
日
の
教
授
会
は
両
教
授
が

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
一
月
一
日
か
ら
正
式
に
教
授
会
に
復
帰
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
か
く
し
て
、
小
児
科
教
授
選
考
に
端
を
発
し

た
医
学
部
紛
争
は
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
暮
に
完
全
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。
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発
端
か
ら
解
決
ま
で
実
に
九
年
余
の
長
い
歳
月
を
要
し
た
。
こ
の
問
題
の
正
常
化
の
実
現
に
あ
た
り
、
当
時
の
医
学
部
長
加
藤
が　
『
医

学
部
学
友
時
報
昭
和
五
十
二
年
一
月
号
』
に
所
感
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
。

「
二
教
授
の
正
式
復
帰
実
現
に
際
し
て

本
年
一
月
一
日
よ
り
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
竹
島
登
、
阿
多
実
茂
両
教
授
へ
の
正
式
復
帰
が
学
内
各
層
構
成
員
の
理
解
の
も
と
に
実

現
し
た
。
こ
の
間
の
経
過
を
報
告
し
、
所
感
を
述
べ
た
い
。

小
児
科
学
講
座
教
授
選
考
に
端
を
発
し
た
医
学
部
紛
争
の
結
果
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
七
日
医
学
部
教
授
会
は
両
教
授
を
分
限
免
職
処

分
相
当
で
あ
る
と
決
定
し
、
同
年
八
月
十
七
日
大
学
評
議
会
に
対
し
審
査
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
こ
の
申
し
立
て
を
受
け
て
評
議
会
は
調

査
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
を
行
い
通
算
三
年
七
ヵ
月
余
の
議
を
経
て
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
日
に
両
教
授
は
分
限
免
職
に
相
当
せ

ず
と
の
審
決
を
下
し
た
。
教
授
会
は
そ
の
審
決
を
不
満
と
し
な
が
ら
も
、
慎
重
に
討
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
年
九
月
二
十
日
こ
の
問
題
に

対
処
す
る
基
本
方
針
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
両
教
授
処
分
に
つ
い
て
再
上
申
の
立
場
は
と
り
得
な
い
こ
と
、
当
時
の
状
況

下
で
は
医
学
部
再
建
を
最
大
の
目
標
と
す
べ
き
こ
と
、
両
教
授
が
復
権
に
つ
い
て
合
意
を
求
め
る
態
度
を
医
学
部
構
成
員
に
向
か
っ
て
示

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
問
題
の
発
生
後
、
こ
の
問
題
が
大
学
の
自
治
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
旧
来
の
慣
行
的
陋
習
を
打
破
し
、

真
の
民
主
主
義
的
体
制
を
確
立
す
べ
く
、
教
授
会
な
ら
び
に
学
内
各
層
構
成
員
は
協
力
し
て
医
学
部
の
再
建
に
努
力
を
傾
け
て
き
た
。
昨

年
五
月
に
阿
多
教
授
が
、
六
月
に
竹
島
教
授
が
、
先
に
人
事
院
に
提
出
し
て
い
た
行
政
措
置
要
求
を
取
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
六
月

二
十
八
日
に
両
教
授
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
自
省
的
内
容
を
含
む
意
向
の
表
明
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
教
授
会
は

慎
重
に
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
問
題
の
発
端
よ
り
八
年
以
上
を
経
過
し
た
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
教
育
、
研
究
、
診
療
の
府
た
る
に
相

応
し
い
医
学
部
お
よ
び
附
属
病
院
の
正
常
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
、
両
教
授
の
復
帰
を
了
承
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
六
月
三
十
日
教
授
会
と
学
内
各
層
の
代
表
者
と
の
協
議
機
関
で
あ
る
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
私
か
ら
こ
の
旨
の
提
案
を
行
い
、

つ
い
で
七
月
二
十
二
日
両
教
授
の
復
帰
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
す
る
た
め
の
教
授
会
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
教
授
会
提
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案
に
つ
い
て
、
学
内
各
層
は
慎
重
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
九
月
二
十
九
日
の
運
営
協
議
会
に
お
い
て
学
内
各
層
の
代
表
者
か
ら
正
常
化

に
導
く
こ
と
へ
の
賛
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
十
一
月
二
日
に
は
、
学
内
各
層
構
成
員
を
対
象
に
し
て
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
の
説
明
会
が
多

数
の
教
授
の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
、
上
述
の
運
営
協
議
会
に
お
け
る
方
針
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

教
職
員
組
合
で
は
全
員
投
票
に
よ
り
意
向
の
集
約
を
行
い
圧
倒
的
多
数
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
他
の
各
組
織
も
同
趣
旨
の
結
論

に
到
達
し
、
十
二
月
十
五
日
の
運
営
協
議
会
に
お
い
て
の
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
二
十
二
日
の
教
授
会
に
お
い
て
、
両
教
授

を
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
よ
り
教
育
、
研
究
、
診
療
上
そ
れ
ぞ
れ
麻
酔
学
講
座
教
授
、
医
真
菌
研
究
施
設
教
授
と
し
て
の
機
能
を
充
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
教
授
会
へ
の
正
式
復
帰
が
決
定
さ
れ
た
。
教
授
会
終
了
後
、
両
教
授
を
招
い
て
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
決
定
が

伝
え
ら
れ
た
。
席
上
両
教
授
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
の
釈
明
と
反
省
、
今
回
の
復
帰
措
置
に
対
す
る
感
謝
お
よ
び
今
後
の
決

意
が
誠
意
を
こ
め
て
表
明
さ
れ
、
全
教
授
が
拍
手
を
も
っ
て
応
え
た
。
私
は
、
真
の
意
味
に
お
け
る
完
全
な
正
常
化
の
実
現
に
は
教
授
会

全
員
の
更
に
今
後
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
主
旨
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
こ
に
、
医
学
部
紛
争
の
後
遺
症
と
も
い
う
べ
き
懸
案
の
問
題
が
両
教
授
の
正
式
復
帰
と
い
う
形
で
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。
昭
和

四
十
三
年
の
発
端
か
ら
起
算
し
て
満
九
年
を
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
一
時
は
一
九
講
座
の
教
授
欠
員
と
い
う
異
常
事
態
を
迎
え
る
な
ど
多

く
の
試
練
を
経
験
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
教
授
会
な
ら
び
に
学
内
全
構
成
員
の
努
力
に
よ
り
克
服
し
て
き
た
。
今
や
、
学
内
に
は
、
話
し
合

い
と
相
互
理
解
を
基
盤
と
す
る
民
主
的
体
制
と
慣
行
が
確
立
さ
れ
、
定
着
し
て
い
る
。
教
授
欠
員
の
補
充
の
完
了
も
今
一
息
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
り
、
基
礎
、
臨
床
と
も
に
教
育
改
革
の
努
力
が
最
大
限
に
払
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
苦
難
の
時
期
を
回
顧
す
る
に
つ
け
て
も
、
私
は

そ
の
責
任
を
改
め
て
強
く
感
ず
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
今
後
再
び
過
ち
を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う
深
く
反
省
し
、

新
生
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
一
大
飛
躍
を
果
た
す
べ
く
、
更
に
努
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
る
。
両
教
授
が
今
後
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら

れ
、
本
学
の
発
展
に
重
要
な
貢
献
を
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。

名
実
と
も
に
医
学
部
の
正
常
化
が
実
現
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
報
告
し
、
こ
れ
ま
で
我
々
に
与
え
ら
れ
た
学
内
外
の
学
友
諸
氏
か
ら
の
温

い
ご
激
励
と
ご
支
援
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
更
に
ご
鞭
撻
を
頂
き
た
い
。」
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（
注
）　��

上
記
の
記
述
中
、
小
児
科
教
授
選
考
問
題
、
全
国
的
大
学
紛
争
の
波
、
医
学
部
教
授
選
考
の
遅
滞
、
評
議
会
審
決
「
二
教
授
は
処
分
に
相
当
せ
ず
」、
の
項

は
、『
名
大
医
学
部
学
友
時
報
』
第
二
五
六
号
（
昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）
掲
載
の
「
教
授
選
考
は
何
故
遅
れ
た
か
」〔
学
友
時
報
編
集
部
に

よ
る
ま
と
め
（
当
時
の
学
友
会
時
報
部
長
は
医
学
部
附
属
癌
研
究
施
設　

教
授　

松
本
利
貞
）〕
の
記
事
に
準
拠
し
た
。
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表一　歴代医学部長一覧

昭和 14年 � 4月 � 1日 ～ 昭和 21年 � 1月 31日 田　村　春　吉
同 21年 � 1月 31日 ～ 同 21年 � 2月 � 9日 ※ 田　村　春　吉
同 21年 � 2月 � 9日 ～ 同 27年 � 2月 � 9日 戸　苅　近太郎
同 27年 � 2月 � 9日 ～ 同 29年 � 3月 31日 久　野　　　寧
同 29年 � 4月 � 1日 ～ 同 33年 � 3月 31日 戸　苅　近太郎
同 33年 � 4月 � 1日 ～ 同 35年 � 3月 31日 山　田　和麻呂
同 35年 � 4月 � 1日 ～ 同 37年 � 3月 31日 村　松　常　雄
同 37年 � 4月 � 1日 ～ 同 39年 � 3月 31日 神　田　善　吾
同 39年 � 4月 � 1日 ～ 同 41年 � 3月 31日 橋　本　義　雄
同 41年 � 4月 � 1日 ～ 同 42年 10月 20日 小笠原　一　夫
同 42年 10月 20日 ～ 同 44年 � 3月 31日 ※ 小　嶋　　　克
同 44年 � 4月 � 1日 ～ 同 47年 � 4月 � 1日 ※ 髙　木　健太郎
同 47年 � 4月 � 1日 ～ 同 49年 � 3月 31日 石　塚　直　隆
同 49年 � 4月 � 1日 ～ 同 51年 � 3月 31日 田　内　　　久
同 51年 � 4月 � 1日 ～ 同 53年 � 3月 31日 加　藤　延　夫
同 53年 � 4月 � 1日 ～ 同 55年 � 3月 31日 祖父江　逸　郎
同 55年 � 4月 � 1日 ～ 同 56年 � 7月 21日 飯　島　宗　一
同 56年 � 7月 22日 ～ 同 60年 � 7月 21日 加　藤　延　夫
同 60年 � 7月 22日 ～ 同 62年 � 7月 21日 佐久間　貞　行
同 62年 � 7月 22日 ～ 平成 元年 � 7月 21日 青　木　國　雄
平成 元年 � 7月 22日 ～ 同 � 3年 � 7月 21日 永　津　俊　治
同 � 3年 � 7月 22日 ～ 同 � 7年 � 7月 21日 齋　藤　英　彦
同 � 7年 � 7月 22日 ～ 同 � 9年 � 3月 31日 粟　屋　　　忍
同 � 9年 � 4月 � 1日 ～ 同 11年 � 3月 31日 中　島　　　泉
同 11年 � 4月 � 1日 ～ 同 15年 � 3月 31日 勝　又　義　直
同 15年 � 4月 � 1日 ～ 同 17年 � 3月 31日 杉　浦　康　夫
同 17年 � 4月 � 1日 ～ 同 21年 � 3月 31日 濵　口　道　成
同 21年 � 4月 � 1日 ～ 同 24年 � 3月 31日 祖父江　　　元
同 24年 � 4月 � 1日 ～ 同 29年 � 3月 31日 髙　橋　雅　英
同 29年 � 4月 � 1日 ～ 門　松　健　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　事務取扱
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昭和 14年 � 4月 � 1日 ～ 昭和 21年 � 2月 � 9日 勝　沼　精　藏
同 21年 � 2月 � 9日 ～ 同 25年 � 1月 � 2日 齋　藤　　　眞
同 25年 � 1月 � 2日 ～ 同 25年 � 4月 � 1日 ※ 戸　苅　近太郎
同 25年 � 4月 � 1日 ～ 同 27年 � 4月 � 1日 吉　川　　　仲
同 27年 � 4月 � 1日 ～ 同 29年 � 3月 31日 宇佐美　鍵　一
同 29年 � 4月 � 1日 ～ 同 32年 � 3月 31日 三　矢　辰　雄
同 32年 � 3月 31日 ～ 同 36年 � 3月 30日 加　納　魁一郎
同 36年 � 3月 31日 ～ 同 38年 � 3月 30日 青　山　進　午
同 38年 � 3月 31日 ～ 同 40年 � 3月 30日 後　藤　修　二
同 40年 � 3月 31日 ～ 同 42年 � 3月 30日 小　嶋　　　克
同 42年 � 3月 31日 ～ 同 44年 � 3月 30日 山　田　弘　三
同 44年 � 3月 31日 ～ 同 46年 � 3月 31日 ※ 堀　　　　　要
同 46年 � 4月 � 1日 ～ 同 46年 10月 � 6日 ※ 石　塚　直　隆
同 46年 10月 � 6日 ～ 同 46年 10月 23日 ※ 髙　木　健太郎
同 46年 10月 23日 ～ 同 47年 � 4月 � 1日 ※ 石　塚　直　隆
同 47年 � 4月 � 1日 ～ 同 51年 � 3月 31日 中　川　　　正
同 51年 � 4月 � 1日 ～ 同 53年 � 3月 31日 祖父江　逸　郎
同 53年 � 4月 � 1日 ～ 同 55年 � 3月 31日 彌　政　洋太郎
同 55年 � 4月 � 1日 ～ 同 57年 � 3月 31日 祖父江　逸　郎
同 57年 � 4月 � 1日 ～ 同 59年 � 3月 31日 近　藤　達　平
同 59年 � 4月 � 1日 ～ 同 60年 � 7月 21日 佐久間　貞　行
同 60年 � 7月 22日 ～ 同 62年 � 7月 21日 笠　原　　　嘉
同 62年 � 7月 22日 ～ 平成 元年 � 7月 21日 榊　原　欣　作
平成 元年 � 7月 22日 ～ 同 � 3年 � 7月 21日 髙　橋　　　昭
同 � 3年 � 7月 22日 ～ 同 � 5年 � 7月 21日 坂　本　信　夫
同 � 5年 � 7月 22日 ～ 同 � 6年 � 9月 � 5日 杉　田　虔一郎
同 � 6年 � 9月 � 6日 ～ 同 � 6年 10月 31日 ※ 友　田　　　豊
同 � 6年 11月 � 1日 ～ 同 � 8年 10月 31日 友　田　　　豊
同 � 8年 11月 � 1日 ～ 同 10年 10月 31日 早　川　哲　夫
同 10年 11月 � 1日 ～ 同 12年 10月 31日 齋　藤　英　彦
同 12年 11月 � 1日 ～ 同 14年 10月 31日 二　村　雄　次
同 14年 11月 � 1日 ～ 同 16年 � 2月 29日 大　島　伸　一
同 16年 � 3月 � 1日 ～ 同 16年 � 3月 31日 ※ 井　口　昭　久
同 16年 � 4月 � 1日 ～ 同 19年 � 3月 31日 井　口　昭　久
同 19年 � 4月 � 1日 ～ 同 25年 � 3月 31日 松　尾　清　一
同 25年 � 4月 � 1日 ～ 同 31年 � 3月 31日 石　黒　直　樹
同 31年 � 4月 � 1日 ～ 小　寺　泰　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　事務取扱

表二　歴代医学部附属病院（旧医院）長一覧
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昭和 18年 � 9月 27日 ～ 昭和 19年 � 7月 21日 ＊ 三　矢　辰　雄
同 19年 � 7月 21日 ～ 同 21年 � 3月 15日 山　田　弘　三
同 21年 � 3月 15日 ～ 同 23年 � 3月 � 3日 中　西　正　雄
同 23年 � 3月 � 3日 ～ 同 25年 � 6月 10日 山　元　清　一
同 25年 � 6月 10日 ～ 同 29年 � 5月 15日 三　矢　辰　雄
同 29年 � 5月 16日 ～ 同 30年 � 5月 15日 坂　本　　　陽
同 30年 � 5月 15日 ～ 同 34年 � 5月 14日 山　元　清　一
同 34年 � 5月 15日 ～ 同 35年 � 3月 31日 　 松　丸　　　寛
同 35年 � 3月 31日 ～ 同 35年 � 5月 � 1日 ※ 加　納　魁一郎
同 35年 � 5月 � 1日 ～ 同 37年 � 4月 30日 今　永　　　一
同 37年 � 5月 � 1日 ～ 同 39年 � 4月 10日 橋　本　義　雄
同 39年 � 4月 10日 ～ 同 41年 � 4月 � 1日 星　川　　　信
同 41年 � 4月 � 1日 ～ 同 43年 � 3月 31日 清　水　圭　三
同 43年 � 4月 � 1日 ～ 同 44年 � 3月 31日 ※ 清　水　圭　三
同 44年 � 4月 � 1日 ～ 同 45年 � 9月 � 1日 ※ 神　谷　喜　作
同 45年 � 9月 � 1日 ～ 同 47年 � 4月 � 1日 ※ 小　林　快　三
同 47年 � 4月 � 1日 ～ 同 51年 � 3月 31日 小　林　快　三
同 51年 � 4月 � 1日 ～ 同 53年 � 3月 31日 中　川　　　正
同 53年 � 4月 � 1日 ～ 同 55年 � 3月 31日 小　林　快　三
同 55年 � 4月 � 1日 ～ 同 57年 � 3月 31日 柴　田　昌　雄
同 57年 � 4月 � 1日 ～ 同 59年 � 3月 31日 塩野谷　恵　彦
同 59年 � 4月 � 1日 ～ 同 63年 � 3月 31日 山　田　一　正
同 63年 � 4月 � 1日 ～ 平成 � 4年 � 3月 31日 伊　藤　喬　廣
平成 � 4年 � 4月 � 1日 ～ 同 � 8年 � 3月 31日 前　田　憲　志
平成 � 8年 � 4月 � 1日 ～ 同 � 8年 � 5月 10日 ※ 伊　藤　喬　廣
平成 � 8年 � 5月 11日 ～ 同 � 8年 11月 30日 伊　藤　喬　廣

★平成8年11月30日に閉院（大幸医療センターへ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　事務取扱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　分室主任

表三　歴代医学部附属病院（旧医院）分院長一覧
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表四　医学部講座改廃　年表表五　医学系研究科分野改廃　年表

医　　学　　部
昭和

（年月）
14.4 解剖学第1，解剖学第2，解剖学第3，生理学第1，生理学

第2，生化学，病理学第1，病理学第2，細菌学，衛生学，

法医学，薬理学，内科学第1，内科学第2，内科学第3，精

神病学，小児科学，外科学第1，外科学第2，整形外科

学，皮膚泌尿器科学，眼科学，耳鼻咽喉科学，産科学婦

人科学
15.10 航空医学第1，航空医学第2
16.12 予防医学
18.10 皮膚科学，泌尿器科学（昭14.4の皮膚泌尿器科学）
20.12 環境医学第1，第2（昭15の航空医学第1，第2）
21.3 環境医学第1，第2（廃止）
24.1 公衆衛生学
25.3 精神医学（昭14.4の精神病学）
28.4 放射線医学
34.4 無菌動物研究施設第1部門
37.4 生化学第1（昭14.4の生化学），生化学第2（昭14.4の生化

学），無菌動物研究施設第2部門，癌研究施設第1部門
39.2 産婦人科学（昭14.4の産科学婦人科学）
39.4 麻酔学
40.4 医動物学，医真菌研究施設，基礎真菌学部門
41.4 口腔外科学
42.4 脳神経外科学
53.4 老年科学
55.4 免疫学，無菌動物研究施設第1部門の整備（教授）
58.4 胸部外科学，病態制御研究施設生体防御研究部門（昭

34.4の無菌動物研究施設第1部門），同ウイルス感染研

究部門（昭37.4の無菌動物研究施設第2部門），同がん

細胞研究部門（昭37.4の癌研究施設第1部門），同医真

菌研究部門（昭40.4の医真菌研究施設基礎真菌学部

門），同分子病態研究部門
59.4 動物実験施設
60.4 臨床検査医学

平成
（年度）

3 神経内科学
6 救急医学

医学系研究科
【大学院重点化より、大学院中心の大講座制に改組したため、
平成10年度以降は大学院医学（医学系）研究科の専門分野の
設置改廃について記載する】

平成
（年度）

10 法医・生命倫理学，環境労働衛生学，公衆衛生学，医学ネット
ワーク管理学，予防医学，医学推計・判断学，国際保健医療学，
環境医動物学，小児科学，成長発達医学，児童精神医学，老年科
学，産婦人科学，生殖器腫瘍制御学，周産母子医学（協力），予防
医療学（協力），在宅管理医学（協力），総合診療医学（協力）

11 細胞生物物理学，イメージング生理学，細胞生理学，分子動態
学，細胞情報薬理学，分子薬理学，神経内科学，精神医学，精神
生物学，脳神経外科学，遺伝子治療学，脳血管内治療学，眼科
学，感覚器障害制御学，耳鼻咽喉科学，認知・言語医学，顎顔面
外科学，咀嚼障害制御学，がん細胞学（協力），分子病態学（協
力），医療薬学（協力）

12 分子生物学，生体高分子学，分子細胞化学，疫病遺伝子学，分子
病原細菌学，耐性菌制御学，分子細胞免疫学，免疫細胞動態学，
分子細胞内科学，器官制御内科学，病態修復内科学，機能調節
内科学，代謝病態内科学，免疫応答内科学，量子医学，量子介入
治療学，臓器病態診断学，病態構造解析学，医療管理情報学，ウ
イルス学（協力），医真菌学（協力），生体防御学（協力），実験動
物科学（協力），分子細胞学，機能組織学，細胞生物学，超微形態
学，生体反応病理学，分子病理診断学，腫瘍病理学，神経機能病
理学，器官調節外科学，脈管外科学，病態制御外科学，内分泌・
移植外科学，胸部機能外科学，胸部構築外科学，小児外科学，泌
尿器科学，整形外科学，リウマチ学，手の外科学，皮膚病態学，
皮膚結合組織病態学，形成外科学，麻酔・蘇生医学，臨床感染統
御学，救急・集中治療医学，異常気圧医学（協力），手術医療学

（協力），細胞治療医学（協力），病理組織医学（協力），光学医療
学（協力），放射線医療学（協力）

14 疫病遺伝子学（廃止）

15 機能分子制御学（協力），分子標的治療学（協力）（平12の医真菌
学），疾患モデル解析学（協力），神経情報薬理学（協力）（平11
の細胞情報薬理学），分子腫瘍学（協力）（平11のがん細胞学），
腫瘍生物学（協力）（平11の分子病態学），血管外科学（平12の
脈管外科学），分子病理学（協力），親と子どもの心療学（協力）

16 医療行政学，医療経営管理学（協力），異常気圧医学（協力）（廃
止）

17 神経遺伝情報学（協力）（平12の生体防御学（協力）），児童精
神医学（廃止）

18 血液・腫瘍内科学（平12の分子細胞内科学），循環器内科学
（平12の器官制御内科学），消化器内科学（平12の病態修復内科
学），呼吸器内科学（平12の機能調節内科学），糖尿病・内分泌
内科学（平12の代謝病態内科学），腎臓内科学（平12の免疫応
答内科学），腫瘍外科学（平12の器官調節外科学），消化器外科
学（平12の病態制御外科学），移植・内分泌学外科学（平12の
内分泌・移植外科学），心臓外科学（平12の胸部機能外科学），
呼吸器外科学（平12の胸部構築外科学），化学療法学（協力），
発達・老年精神医学，総合医学教育学（協力），医療安全管理学

（協力）

21 医学推計・判断学（廃止）

22 環境医動物学（廃止），医療管理情報学（廃止），遺伝子治療学
（廃止），公衆衛生学（廃止），医学ネットワーク管理学（廃止）

23 国際保健医療学・公衆衛生学（平10の国際保健医療学，平10の
公衆衛生学の統合），脳神経先端医療開発学，地域在宅医療学・
老年科学（平10の老年科学，平10の在宅管理医学（協力）の統
合），総合診療医学（平10の総合診療医学（協力）），予防医療学

（協力）（廃止），医療経営管理学（協力）（廃止）

24 がん薬物療法学

25 放射線治療学，トキシコゲノミクス，生物統計学，医薬品規制学

26 オミクス解析学（協力）（平15の分子標的治療学（協力）），シ
ステム生物学（協力），医療の質・患者安全学（協力）（平18の
医療安全管理学（協力））

27 統合生理学（平11の細胞生物物理学）

29 国際医学教育学（協力），生体高分子学（廃止），耐性菌制御学
（廃止），免疫細胞動態学（廃止），イメージング生理学（廃止），
分子動態学（廃止），超微形態学（廃止），分子病理診断学（廃
止），神経機能病理学（廃止），精神生物学（廃止），認知・言語
医学（廃止），咀嚼障害制御学（廃止），皮膚結合組織病態学（廃
止），成長発達医学（廃止），生殖器腫瘍制御学（廃止），医薬品
規制学（廃止）

30 機能再生医学（協力）（平15の疾患モデル解析学（協力）），細
胞薬理学（平11の分子薬理学），皮膚科学（平12の皮膚病態学）

平成・
令和

（年度）

31・1 オミクス解析学（協力）（廃止）

2 人間拡張・手の外科学（平12の手の外科学）
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表六　医学部附属病院診療科等改廃　年表

医学部附属病院
昭和

（年月）
33.3 内科，外科，整形外科，眼科，産婦人科，小児科，耳鼻咽

喉科，皮膚科，泌尿器科，神経精神科，放射線科，歯科

37.4 医療社会事業部，薬剤部

39.4 麻酔科

42.5 歯科口腔外科（昭33.3設置の歯科の名称変更）

42.6 第1内科，第2内科，第3内科（昭33.3設置の内科分離），

第1外科，第2外科（昭33.3設置の外科の分離），脳神経

外科，産科婦人科（昭33.3の産婦人科の名称変更），精

神科（昭33.3設置の神経精神科の名称変更），検査部，

手術部，放射線部，カルテ部

48.4 材料部

49.4 輸血部

50.10 病理部，高気圧治療部

51.10 看護部（看護部長誕生），分娩部

52.10 理学療法部

54.10 老年科

57.4 救急部，薬剤部の整備（教授），高気圧治療部の整備

（教授）

59.4 神経内科

60.4 胸部外科

61.4 形成外科

63.4 集中治療部

平成
（年度）

3 医療情報部（昭42.6設置のカルテ部の改組）

7 予防医療部

8 在宅管理医療部，総合診療部，周産母子センター（昭

51.10設置の分娩部の改組），難治感染症部

9 小児外科

10 臨床治験管理センター

11 光学医療診療部，ME 機器管理センター，卒後臨床研

修センター

12 リハビリテーション部（昭52.10設置の理学療法部の

改組），病院施設再整備推進室

14 血液内科，循環器内科，消化器内科，呼吸器内科，糖尿

病・内分泌内科，腎臓内科（昭42.5設置の第1内科，第2

内科，第3内科の改組），血管外科，移植外科，消化器外

科一，消化器外科二，乳腺・内分泌外科（昭42.5設置の

第1外科，第2外科の改組），遺伝子・再生医療センター，

親と子どもの心療部，医療安全管理室

15 呼吸器外科，心臓外科（昭60.4設置の胸部外科の分

離），医療経営管理部（平成3設置の医療情報部の統

合），中央感染制御部，脳卒中医療管理センター，排泄

情報センター，地域医療センター，医療福祉支援室

医学部附属病院
16 臨床検査技師部，医療福祉支援室（廃止），高気圧治療

部（廃止）

17 医療安全管理部（平14設置の医療安全管理室の改

組），外来化学療法部，臨床工学技術部（平11設置の

ME 機器管理センターの改組），卒後臨床研修セン

ター（廃止），臨床検査技師部（廃止）

18 医療の質・安全管理部（平17設置の医療安全管理部

の改組），医療技術部

19 栄養管理部

20 臨床研究推進センター（平10設置の臨床治験管理セ

ンターの改組），化学療法部（平17設置の外来化学療

法部の名称変更），予防医療部（廃止），医療社会事業

部（廃止），病院施設再整備推進室（廃止）

21 耳鼻いんこう科（昭33設置の耳鼻咽喉科の名称変更），

老年内科（昭54設置の老年科の名称変更），リウマチ

科，手の外科，親と子どもの心療科（平14設置の親と

子どもの心療部の改組），総合診療科（平8設置の総合

診療部の改組），血液浄化部，メディカル IT センター

（平15設置の医療経営管理部 情報管理室の改組），卒

後臨床研修・キャリア形成支援センター

22 先端医療・臨床研究支援センター（平14設置の遺伝

子・再生医療センターと平20設置の臨床研究推進セン

ターの統合），医療経営管理部（廃止），在宅管理医療

部（平21設置老年内科と統合），難治感染症部（廃止）

23 外科系集中治療部，救急・内科系集中治療部（昭63.4

設置の集中治療部の改組），移植連携室

24 総合周産期母子医療センター（平8設置の周産母子セ

ンターの改組）

25 小児がん治療センター，医療支援室

26 救急科（昭57.4設置の救急部の改組）

27 地域連携・患者相談センター（平15年設置の地域医

療センターの改組）

28 医療機器総合管理部（昭48.4年設置の材料部の改組），

重症心不全治療センター

29 医療支援室（廃止）

30 リハビリテーション科，医療研究・臨床倫理推進室，

ゲノム医療センター，先端医療開発部（平22設置の先

端医療・臨床研究支援センターの改組），脳神経内科

（昭59設置の神経内科の名称変更）

令和 1 炎症性腸疾患治療センター

2 患者安全推進部（平18設置の医療の質・安全管理部

の改組）
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表七　昭和20年8月15日以降　土地建物取得（新設・寄附）年表

医学部 附属病院 附属病院分院　大幸地区
昭和23年 薬理学・生化学教室竣工

第一・第二講義室竣工
24年 法医学・公衆衛生学教室竣工

内科・小児科・耳鼻咽喉科教室竣工
予防医学・細菌学教室竣工
生理学・衛生学教室竣工
外科・眼科・整形外科教室竣工

25年 共済団より164坪寄附を受ける
解剖学・病理学教室竣工

第一・第二外科手術室竣工

26年 六・七号病棟竣工
附属病院整備計画案なる

31年 共済会館（寄附） 東病棟竣工（昭33，昭53増設）
32年 基礎研究棟第一期工事完了
33年 基礎研究棟第一期工事完了（昭34，昭

40，昭41，昭43増設）
34年 中央診療施設竣工（昭43増設）
36年 動物飼育室竣工（昭39寄附により増設） 名古屋市都市計画の区画整理によ

り東区東門前町二の一に分院新設
38年 外来棟（昭51医学部へ整理替 臨

床研究棟別館）竣工
39年 臨床研究棟竣工（昭40，昭42，昭43，昭44

増設）
管理棟竣工（昭40，昭41，昭43増設）

41年 西病棟竣工（6階寄附）
看護婦宿舎（南棟）竣工

看護婦宿舎増設
薬品倉庫竣工

43年 高気圧治療室竣工（昭62増設）
中央診療棟竣工（昭53増設）

総合研究棟竣工
内科検査室増設

45年 名古屋市私有地5,268㎡を交換により
取得

外来診療棟竣工
アイソトープ・センター竣工

46年 図書館・学生食堂竣工（一部寄附） 放射線治療棟竣工
47年 附設学校棟竣工（昭56医学部へ

整理替 基礎研究棟別館「人体解
剖教育研究施設」となる）

50年 東区大幸町一の一の土地建物を愛
知教育大学より本学へ所属替

51年 看護婦宿舎西棟竣工
54年 土地区画整理法により換地8,535㎡取

得
材料棟竣工 東区大幸町の所属替地に分院新設

56年 特殊診療棟竣工
57年 鶴友会館（寄附）

アイソトープセンター新館竣工
大幸厚生会館竣工

59年 福利施設（学生会館）竣工
60年 人体解剖教育研究施設保存棟竣工 保健学科別館竣工
61年 動物実験施設竣工
62年 集中治療施設工事完成

平成6年 看護婦宿舎移転・竣工
� 7年 エネルギーセンター竣工
� 8年 新西病棟竣工
11年 新東病棟竣工
13年 医学系研究棟1号館竣工 大幸医療センターが保健学科南館

として改修
17年 新中央診療棟竣工
18年 保健学科東館竣工
20年 医学系研究棟2号館竣工 保健学科本館竣工
21年 新外来棟建設（名称を外来診療

棟から外来棟へ変更）
看護師宿舎2棟目竣工（看護師宿
舎 A 棟と B 棟へ）

22年 オアシスキューブ竣工
23年 患者用立体駐車場 B 竣工
26年 医学系研究棟3号館竣工
29年 患者用立体駐車場 A 竣工

中央診療棟 B 竣工
令和1年 インターナショナルレジデンス大幸

竣工
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史
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生
化
学
講
座

［
前
史
］

生
物
化
学
講
座
の
淵
源
は
、
愛
知
県
立
医
科
学
専
門
学
校
時
代
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
生
理
学
よ
り
分
離
し
て
開
講
さ
れ
た
「
医

化
学
」
に
あ
る
。
初
代
の
医
化
学
教
諭
は
石
森
國
臣
（
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
二
月
～
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
二
月
）
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
愛
知
医
科
大
学
当
時
、
胃
腸
科
の
朝
川
順
が
第
二
代
医
化
学
教
授
と
し
て
兼
任
で
講
義
を
行
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
レ
オ
ノ
ー
ル
・
ミ
ハ
エ
リ
ス
（Leonor�M

ichaelis

）（
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一
月
三
十
日

～
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
三
十
一
日
）
が
第
三
代
医
化
学
教
授
と
し
て
就
任
し
、
今
日
の
生
物
化
学
講
座
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

ミ
ハ
エ
リ
ス
は
近
代
酵
素
学
の
創
立
者
の
一
人
で
あ
り
、
酵
素
基
質
複
合
中
間
体
の
ミ
ハ
エ
リ
ス
学
説
、
そ
れ
に
基
づ
く
ミ
ハ
エ
リ
ス
・

メ
ン
テ
ン
（M

ichaelis-M
enten

）
式
と
ミ
ハ
エ
リ
ス
定
数
は
、
現
在
で
も
酵
素
学
の
基
礎
と
し
て
全
て
の
生
化
学
の
教
科
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
ミ
ハ
エ
リ
ス
が
本
学
の
医
化
学
教
授
と
し
て
就
任
し
た
経
緯
は
、
八
木
國
夫
編
『
ミ
ハ
エ
リ
ス
教
授
と
日
本
』
に
詳
述
さ
れ

て
い
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
に
大
学
令
に
よ
っ
て
、
愛
知
県
立
愛
知
医
科
大
学
が
発
足
し
た
時
期
に
、
愛
知
県
知
事
の
宮
尾

舜
治
は
、
折
角
公
立
大
学
に
な
っ
た
以
上
、
他
の
大
学
に
優
る
何
ら
か
の
特
徴
あ
る
施
設
を
整
え
た
い
と
念
願
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま

学
長
の
山
崎
正
董
か
ら
医
化
学
教
室
の
完
備
充
実
を
図
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
全
て
を
学
長
の
裁
量
に
一
任
し
た
と
こ
ろ
、

教
授
勝
沼
精
藏
（
後
に
学
長
）
の
進
言
も
あ
り
協
議
の
結
果
、
世
界
的
視
野
で
医
化
学
教
授
の
人
選
を
進
め
、
ベ
ル
リ
ン
の
ノ
イ
ベ
ル
ヒ

博
士
の
推
薦
で
ミ
ハ
エ
リ
ス
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。
当
時
の
内
科
学
教
授
の
勝
沼
や
酒
井
繁
が
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
招
聘
に
尽
力
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
。
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
当
時
生
物
学
に
関
す
る
物
理
化
学
の
分
野
を
新
た
に
開
拓
し
た
世
界
的
碩
学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
愛

知
医
科
大
学
で
は
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
招
聘
が
決
定
す
る
と
医
化
学
教
室
の
開
設
に
着
手
し
、
東
北
大
学
よ
り
勝
沼
内
科
へ
入
局
し
た
小
川

巖
（
後
に
名
古
屋
大
学
教
授
、
環
境
医
学
研
究
所
長
）
を
第
一
助
手
に
、
愛
知
医
専
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
水
谷
通
治
、
ド
イ
ツ
語

に
堪
能
な
丸
井
壮
軌
を
助
手
に
任
じ
て
、
医
化
学
教
室
を
基
礎
医
学
研
究
棟
の
一
棟
に
創
設
し
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
一
月



96

三
十
日
、ミ
ハ
エ
リ
ス
は
ベ
ル
リ
ン
よ
り
船
で
神
戸
港
へ
着
き
、当
時
、愛
知
医
大
予
科
の
ド
イ
ツ
語
の
教
員
で
あ
っ
た
ハ
ー
ン（Friedrich�

A
rnold�H

ahn

）
と
小
川
、
丸
井
、
水
谷
の
三
助
手
が
埠
頭
に
赴
き
、
共
々
、
そ
の
日
の
う
ち
に
名
古
屋
へ
着
い
た
。
名
古
屋
駅
頭
で
は
、

山
崎
が
出
迎
え
た
。
医
化
学
教
室
創
設
の
資
材
と
し
て
、
当
時
の
価
格
で
一
〇
万
円
程
度
の
薬
品
や
機
器
が
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
に
よ
り
ド
イ

ツ
か
ら
輸
入
さ
れ
、
愛
知
医
科
大
学
へ
納
入
さ
れ
た
。
ま
た
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
年
俸
は
一
二
，
〇
〇
〇
円
で
、
山
崎
の
年
棒
の
二
倍
で
あ
っ

た
。
教
室
が
開
設
さ
れ
る
と
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
名
声
を
聞
い
て
全
国
よ
り
多
く
の
研
究
生
が
集
ま
っ
た
が
、
研
究
生
に
は
、
藤
田
秋
治
（
当

時
、
北
里
研
究
所
生
化
学
室
、
後
に
京
都
府
立
医
科
大
学
生
化
学
教
授
）、
道
管
正
六
（
東
京
帝
国
大
学
物
療
内
科
）
な
ど
が
い
た
。
そ

の
後
、
ド
イ
ツ
か
ら
ヘ
ド
ウ
イ
ッ
ヒ
夫
人
と
イ
ル
ス
お
よ
び
エ
バ
の
両
嬢
が
来
名
し
、
医
化
学
教
室
に
隣
接
し
た
建
物
に
住
ん
だ
。
ミ
ハ

エ
リ
ス
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
夏
に
半
年
程
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
ー
ブ
博
士
の
招
き

で
渡
米
し
た
が
、
そ
の
時
、
バ
ル
チ
モ
ア
の
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
か
ら
招
聘
さ
れ
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
三
月
三
十
一

日
愛
知
医
科
大
学
の
任
期
満
了
を
待
っ
て
渡
米
し
、
同
大
学
へ
赴
任
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
の
レ
ー
ブ
博
士
の
後
を

継
い
で
任
に
つ
き
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
七
十
四
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

ミ
ハ
エ
リ
ス
来
名
の
直
後
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（A

lbert�Einstein

）
が
来
名
し
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
ピ
ア
ノ
と
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
バ
イ
オ
リ
ン
と
で
合
奏
し
た
と
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
名
古
屋
の
地
に
全
国
よ
り
研
究
生
や
講
習
生
を
集
め
た
が
、

北
海
道
帝
国
大
学
を
始
め
国
内
の
数
ヵ
所
へ
足
を
の
ば
し
て
講
演
も
行
っ
た
。
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
愛
知
医
科
大
学
時
代
に
三
一
編
の
論
文
を
、

自
身
、
ま
た
は
指
導
生
に
よ
っ
て
発
表
し
て
い
る
。
ミ
ハ
エ
リ
ス
は
本
学
の
生
化
学
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
生
化
学
全
体
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ミ
ハ
エ
リ
ス
の
後
を
、
二
年
の
欧
米
留
学
を
終
え
た
児
玉
桂
三
（
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
二
十
四
日
～
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

三
月
二
十
二
日
）
が
継
ぎ
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
二
十
二
日
か
ら
は
河
本
禎
助
が
教
授
と
な
っ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

五
月
一
日
、
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
に
移
管
し
、
名
古
屋
医
科
大
学
の
講
座
中
に
「
医
化
学
」
が
開
講
さ
れ
、
河
本
が
引
き
続
き
教
授
と

し
て
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
教
室
を
主
宰
し
た
。
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［
帝
大
時
代
］

堀
田
一
雄
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
三
月
三
十
一
日
よ
り
河
本
の
後
任
教
授
と
な
っ
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
、
名

古
屋
帝
国
大
学
官
制
及
び
講
座
令
が
公
布
さ
れ
、「
医
化
学
」
は
「
生
化
学
」
と
改
め
ら
れ
、
堀
田
が
引
き
続
き
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。

こ
の
頃
よ
り
、
戦
火
は
拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
敗
色
濃
厚
と
な
っ
た
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
初
め
に
は
、
生
化
学
教
室
は
岐
阜
県
揖

斐
郡
揖
斐
町
診
療
所
へ
疎
開
を
図
っ
た
が
、
同
年
三
月
の
空
襲
で
、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
は
壊
滅
的
打
撃
を
被
っ
た
。

［
新
制
名
古
屋
大
学
時
代
］

灰
燼
に
帰
し
た
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
戦
後
直
ち
に
、
復
興
資
金
募
集
活
動
が
学
友
会
等
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
こ
の
拠
出
金
に
よ
っ

て
、
応
急
建
築
で
は
あ
っ
た
が
、
臨
床
講
義
室
に
次
ぎ
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
二
月
、
生
化
学
、
薬
理
学
、
予
防
医
学
、
細

菌
学
の
四
教
室
棟
の
新
築
に
着
手
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
、
新
制
大
学
発
足
。
名
古
屋
医
科
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
学
、
名
古
屋
大
学
と
激
動
の
期
間
、
生

化
学
教
室
を
主
宰
し
た
の
は
堀
田
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
時
点
で
、
堀
田
自
身
に
よ
る
発
表
論
文
は
一
四
六
編
、

指
導
論
文
は
四
八
○
編
に
及
ん
だ
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
り
、
ワ
ト
ソ
ン
と
ク
リ
ッ
ク
に
よ
るD

N
A

の
二
重
ら
せ
ん
モ
デ
ル
の
提
唱
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
生
化
学
、
分

子
生
物
学
の
爆
発
的
発
展
期
を
迎
え
た
。
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
生
化
学
の
分
野
に
お
け
る
研
究
・
教
育
活
動
を
充
実
す
べ
く
、
医
学
部
の

生
化
学
教
室
が
複
数
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
、
生
化
学
第
一
及
び
第
二
講
座
が
発
足
し
た
。

（
注
）　

本
稿
「
生
物
化
学
講
座
」
の
記
述
は
、
概
ね
『
稿
本　

名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
に
依
拠
し
た
。
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分
子
生
物
学
（
生
化
学
第
一
）

［
生
化
学
第
一
講
座
］

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
五
月
に
八
木
國
夫
が
生
化
学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。
教
室
は
同
年
、
生
化
学
第
二
講
座
（
古
武
弥
人

教
授
）
が
開
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
生
化
学
第
一
講
座
と
改
称
さ
れ
た
。

八
木
は
ミ
ハ
エ
リ
ス
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
フ
ラ
ビ
ン
酵
素
を
用
い
た
酵
素
反
応
機
構
の
解
析
に
加
え
、
フ
ラ
ビ
ン
の
蛍
光
分
析
や
栄

養
化
学
を
精
力
的
に
進
め
た
。
と
く
に
フ
ラ
ビ
ン
酵
素
の
Ｄ
―
ア
ミ
ノ
酸
酸
化
酵
素
を
用
い
て
、
ミ
ハ
エ
リ
ス
理
論
で
想
定
さ
れ
た
酵
素
・

基
質
複
合
体
を
紫
色
の
結
晶
と
し
て
単
離
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
後
、
八
木
は
生
活
習
慣
病
の
病
因
解
明
や
治
療
法
開
発
に
も
研

究
分
野
を
拡
げ
た
。
当
時
、
ま
だ
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
生
体
の
酸
化
還
元
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
乱
れ
に
よ
る
脂
質
の
過

酸
化
に
着
目
し
、
生
活
習
慣
病
や
老
化
の
原
因
物
質
と
し
て
過
酸
化
脂
質
の
可
能
性
を
多
く
の
研
究
か
ら
導
い
た
。
な
か
で
も
チ
オ
バ
ル

ビ
ツ
ー
ル
酸
を
用
い
た
蛍
光
法
に
よ
る
過
酸
化
脂
質
の
微
量
定
量
法
は
多
く
の
研
究
者
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
遺
伝
疾
患
の
遺
伝

子
治
療
を
目
指
し
て
、
早
期
よ
り
安
全
性
の
高
い
リ
ポ
ソ
ー
ム
に
着
目
し
、
遺
伝
子
治
療
法
の
開
発
に
も
携
わ
っ
た
。
八
木
は
長
年
に
わ

た
る
生
化
学
な
ら
び
に
酵
素
化
学
に
お
け
る
業
績
、
と
く
に
酵
素
―
基
質
中
間
体
の
単
離
を
中
心
と
し
た
業
績
に
対
し
て
、
昭
和
五
十
七

年
（
一
九
八
二
）、
日
本
学
士
院
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

八
木
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
～
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
国
際
生
化
学
・
分
子
生
物
学
連
合
総
裁
を
務
め
、
ま
た
、
教
室
か
ら
多

数
の
人
材
を
輩
出
し
た
。
例
え
ば
、
名
古
屋
大
学
に
職
を
得
た
者
に
は
、
小
澤
高
将
（
第
二
生
化
学
教
授
）、
日
高
弘
義
（
薬
理
学
教
授
）、

吉
田
松
年
（
が
ん
研
究
施
設
教
授
）、
勝
又
義
直
（
法
医
学
教
授
）
な
ど
が
い
る
。

八
木
が
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
に
退
任
し
た
後
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
一
日
か
ら
永
津
俊
治
が
八
代
目

の
教
授
と
し
て
、
東
京
工
業
大
学
（
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
生
命
化
学
専
攻
細
胞
生
理
学
講
座
）
よ
り
着
任
し
た
。
永
津
は
、
昭
和

六
十
年
（
一
九
八
五
）
九
月
三
十
日
ま
で
は
東
京
工
業
大
学
教
授
を
併
任
し
、
新
し
い
生
化
学
第
一
講
座
の
発
展
に
努
め
た
。
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教
室
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
は
、
神
経
生
化
学
で
あ
り
、
細
胞
間
の
化
学
的
情
報
伝
達
に
働
く
神
経
伝
達
物
質
や
神
経
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の

生
合
成
や
生
分
解
、
お
よ
び
そ
の
代
謝
経
路
に
関
す
る
酵
素
と
情
報
伝
達
を
受
け
る
受
容
体
の
生
化
学
で
あ
っ
た
。
生
体
化
学
情
報
伝
達

物
質
の
中
で
も
、
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
（
ド
ー
パ
ミ
ン
、
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
）、
イ
ン
ド
ー
ル
ア
ミ
ン
（
セ
ロ
ト
ニ
ン
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
）
な
ど
の
生
理
活
性
ア
ミ
ン
類
と
生
理
活
性
ペ
プ
チ
ド
と
の
研
究
を
主
に
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
細
胞
間
情
報
伝
達
物
質
の
研

究
は
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
理
的
状
態
で
の
変
化
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
精
神
神
経
疾
患
、
高
血
圧
や
心
臓

病
な
ど
の
循
環
器
疾
患
、
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
の
病
態
に
お
け
る
変
化
の
両
面
に
つ
い
て
、
分
子
生
化
学
と
細
胞
生
化
学
の
立
場
か
ら
研

究
を
進
め
た
。
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
の
研
究
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
永
津
ら
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン

生
合
成
の
第
一
調
節
段
階
の
チ
ロ
シ
ン
水
酸
化
酵
素
を
中
心
に
研
究
を
進
め
た
。
ヒ
ト
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
す
る
こ
と
が
発
見
さ

れ
た
1
―
メ
チ
ル
―
4
―
フ
ェ
ニ
ル
―
1
、
2
、
3
、
6
―
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ジ
ン
（M

PT
P

）
を
用
い
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
モ
デ
ル

動
物
に
お
い
て
、M

PT
P

が
急
性
に
チ
ロ
シ
ン
水
酸
化
酵
素
等
を
阻
害
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の
チ
ロ
シ
ン
水
酸
化
酵
素
等
の
阻

害
に
基
づ
い
て
、
脳
内
の
内
在
性
のM
PT

P
類
似
物
質
を
探
索
し
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
原
因
候
補
物
質
と
し
て
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
イ
ソ
キ

ノ
リ
ン
を
推
定
し
、
こ
れ
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
脳
に
存
在
す
る
こ
と
を
同
定
し
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
物
質
の
研
究
と
カ
テ
コ
ー

ル
ア
ミ
ン
合
成
酵
素
の
酵
素
化
学
お
よ
びcD

N
A

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
研
究
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
助
教

授
の
直
井
信
を
中
心
と
し
て
、
細
胞
間
の
認
識
機
構
を
細
胞
表
面
に
お
け
る
糖
鎖
の
機
能
の
点
か
ら
検
討
し
、
リ
ポ
ソ
ー
ム
な
ど
の
人
工

膜
モ
デ
ル
を
信
用
い
て
、
ス
フ
ィ
ン
ゴ
リ
ピ
ド
ー
シ
ス
な
ど
の
酵
素
欠
損
に
由
来
す
る
遺
伝
疾
患
の
分
子
レ
ベ
ル
で
の
検
討
と
、
酵
素
療

法
な
ど
に
よ
る
治
療
法
の
基
礎
的
研
究
も
行
っ
た
。

永
津
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
～
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
医
学
部
長
を
務
め
、
紫
綬
褒
章
（
平
成
七
年
（
一
九
九
五
））、
勲
二
等

瑞
宝
章
（
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
））
な
ど
多
数
の
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
幾
多
の
人
材
を
育
て
た
。
例
と
し
て
名
大
に
職
を
得
た
者
の

一
部
を
紹
介
す
る
と
直
井
信
（
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
澤
田
誠
（
環
境
医
学
研
究
所
教
授
）、
石
井
晃
（
法
医
学
教
授
）

な
ど
が
い
る
。
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平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月
、
村
松
喬
が
教
授
に
就
任
し
た
。
村
松
は
東
京
大
学
理
学
部
生
物
化
学
の
出
身
で
あ
り
、
鹿
児
島
大
学

医
学
部
教
授
を
経
て
、
名
古
屋
大
学
に
赴
任
し
た
。
村
松
は
胎
児
性
癌
細
胞
（EC

細
胞
）
の
実
験
系
を
日
本
に
導
入
し
た
人
物
で
あ
る
。

EC

細
胞
はES

細
胞
の
原
型
と
も
い
え
る
細
胞
でin�vitro

で
三
胚
葉
に
分
化
す
る
能
力
を
有
す
る
。
そ
れ
を
用
い
た
実
験
系
は
細
胞

分
化
の
機
構
解
明
や
そ
れ
に
基
づ
く
癌
な
ど
の
疾
病
治
療
へ
の
応
用
な
ど
が
可
能
と
な
る
。
従
っ
て
村
松
の
大
き
な
業
績
の
ひ
と
つ
は
、

発
生
学
を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
く
文
化
を
日
本
に
根
付
か
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
着
任
前
に
村
松
は
、EC

細
胞
を
用
い
て
、
成
長
因
子
ミ
ッ

ド
カ
イ
ン
（M

K
）、
膜
糖
タ
ン
パ
ク
質
ベ
イ
シ
ジ
ン
（BSG

）
な
ど
を
発
見
し
て
い
た
。
着
任
後
は
こ
れ
ら
の
機
能
解
析
を
行
っ
た
。

M
K

は
胎
生
中
期
に
一
過
性
に
発
現
が
上
昇
す
る
が
成
体
で
の
発
現
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
こ
ろ
が
多
く
の
が
ん
で
発
現
が
再
上
昇
し
、

マ
ー
カ
ー
と
し
て
の
み
な
ら
ず
分
子
標
的
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
神
経
細
胞
保
護
作
用
、
炎
症
細
胞
誘
導
作
用

な
ど
を
有
す
る
た
め
、
多
岐
に
わ
た
る
臨
床
教
室
と
の
共
同
研
究
が
な
さ
れ
た
。BSG

に
は
乳
酸
な
ど
の
モ
ノ
カ
ル
ボ
ン
酸
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
の
シ
ャ
ペ
ロ
ン
と
し
て
の
役
割
な
ど
多
岐
に
渡
る
機
能
が
見
つ
か
っ
た
。

ま
た
、
村
松
は
名
古
屋
大
学
に
遺
伝
子
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
技
術
を
導
入
し
た
。
右
記
のM

K

、BSG

の
機
能
も
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
作
成
を
通
し
て
解
明
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
。
村
松
は
元
来
糖
鎖
を
専
門
と
し
て
き
た
。
世
界
で
初
め
て
糖
タ
ン
パ

ク
質
糖
鎖
を
鎖
の
途
中
で
切
断
す
る
酵
素
エ
ン
ド
グ
リ
コ
シ
ダ
ー
ゼ
を
発
見
し
た
の
は
ア
ル
バ
ー
ト
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学
留

学
中
の
若
き
日
の
村
松
で
あ
る
し
、EC

細
胞
上
の
長
大
な
糖
鎖
エ
ン
ブ
リ
オ
グ
リ
カ
ン
を
発
見
し
た
の
も
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ャ
コ
ブ
の
研
究
室
で
客
員
研
究
員
を
し
て
い
た
村
松
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
遺
伝
子
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト�

も
複
数
の
糖
転
移
酵
素
遺
伝
子
に
及
ん
だ
。
研
究
室
で
新
た
に
発
見
さ
れ
たN

-A
cetylglucosam

ine�6-O
-sulfotransferase-1�

（GlcN
A

c6ST
-1

）
は
リ
ン
パ
球
ホ
ー
ミ
ン
グ
や
炎
症
な
ど
で
大
事
な
Ｌ
―
セ
レ
ク
チ
ン
の
リ
ガ
ン
ド
糖
鎖
の
生
合
成
に
重
要
で
あ
り
、

そ
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
は
こ
の
免
疫
学
分
野
の
進
展
に
貢
献
し
た
。
ま
たGlcN

A
c6ST

-1

は
ケ
ラ
タ
ン
硫
酸
の
生
合
成
に
も
関
わ
り
、

後
述
す
る
門
松
研
で
の
研
究
へ
展
開
し
て
い
っ
た
。Chondroitin�6-sulfotransferase-1

（C6ST
-1

）
は
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
の
生

合
成
に
関
わ
る
酵
素
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
オ
グ
リ
カ
ン
研
究
に
貢
献
し
た
。
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
技
術
は
学
内
外
の
研
究
室
と
の
共
同
研
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究
も
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
。
中
で
も
齊
藤
英
彦
教
授
と
の
共
同
研
究
で
は
、
シ
ン
デ
カ
ン
4
、
ア
ン
チ
ト
ロ
ン
ビ
ン
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が

行
わ
れ
、
血
液
学
分
野
を
中
心
に
貢
献
大
で
あ
っ
た
。

村
松
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
～
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
生
化
学
会
会
長
を
務
め
、
中
日
文
化
賞
（
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
））

な
ど
多
数
の
賞
を
受
賞
し
、
ま
た
、
多
く
の
人
材
を
育
て
た
。
名
古
屋
大
学
に
職
を
得
た
者
に
は
門
松
健
治
（
生
物
化
学
教
授
）
な
ど
が

い
る
。

［
生
物
化
学
講
座
分
子
生
物
学
分
野
］

村
松
在
任
の
間
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
の
大
学
院
重
点
化
に
伴
っ
て
研
究
室
の
名
前
が
一
新
し
、
生
化
学
講
座
は
第
一
、

第
二
合
わ
せ
て
生
物
化
学
講
座
と
な
り
、
旧
生
化
学
第
一
講
座
は
生
物
化
学
講
座
分
子
生
物
学
分
野
・
生
体
高
分
子
学
分
野
と
な
り
、
神

経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
セ
ン
タ
ー
の
疾
患
モ
デ
ル
分
野
（
後
に
機
能
再
生
医
学
分
野
）
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
九
月
、
門
松
健
治
が
教
授
に
就
任
し
た
。

教
室
は
神
経
研
究
と
が
ん
研
究
の
融
合
を
目
指
し
て
き
た
。
こ
の
両
分
野
の
融
合
は
名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
が
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
か
ら
連
続
三
期
に
わ
た
っ
て
獲
得
し
て
き
たCO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
神
経
・
が
ん
分
野

融
合
の
観
点
か
ら
は
、
門
松
が
村
松
研
の
大
学
院
時
代
に
発
見
し
たM

K

は
象
徴
的
で
あ
る
。
成
長
因
子M

K

は
が
ん
進
展
と
と
も
に

神
経
保
護
に
働
く
の
で
あ
り
、
教
室
で
は
そ
の
機
構
を
研
究
し
て
き
た
。
加
え
てM

K

は
炎
症
誘
起
に
も
強
く
関
与
し
、
腎
臓
内
科
と

長
年
に
わ
た
っ
て
共
同
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。
腎
臓
内
科
と
は
こ
の
他
にBSC

や
糖
鎖
、
代
謝
、
エ
ク
ソ
ソ
ー
ム
な
ど
の
共
同
研
究

が
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
教
室
で
は
、
が
ん
で
は
神
経
芽
腫
、
神
経
で
は
神
経
軸
索
再
生
を
主
課
題
に
設
定
し
て
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。
が
ん
で
は
神

経
芽
腫
マ
ウ
ス
モ
デ
ルT

H
-M

Y
CN

マ
ウ
ス
を
材
料
に
そ
の
発
生
機
構
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
中
で
も
ヒ
ト
神
経
芽
腫
で
特
徴

的
に
見
ら
れ
る
自
然
退
縮
と
い
う
現
象
に
興
味
を
持
っ
て
き
た
が
、T

H
-M

Y
CN

マ
ウ
ス
で
も
こ
の
現
象
が
起
き
る
こ
と
を
見
出
し
た
。



102

ヒ
ト
神
経
芽
腫
に
つ
い
て
も
小
児
科
と
共
同
で
、PD

X

モ
デ
ル
や
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解
析
な
ど
の
最
新
の
技
術
を
用
い
て
研
究
を
進
め
て

い
る
。
神
経
に
つ
い
て
は
特
に
新
学
術
領
域
研
究
「
神
経
糖
鎖
生
物
学
」
を
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
～
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

を
主
宰
す
る
な
ど
、
日
本
の
神
経
と
糖
鎖
融
合
研
究
の
推
進
に
尽
力
し
た
。
教
室
で
は
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
（CS

）
に
加
え
て
ケ
ラ

タ
ン
硫
酸
（K

S
）
も
軸
索
再
生
阻
害
因
子
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
（H

S

）
は
軸
索
再
生
を
促
す
の
だ
が
、

CS

はH
S

と
似
た
構
造
の
糖
鎖
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
軸
索
再
生
を
阻
害
す
る
。
し
か
もH

S

とCS

は
同
じ
受
容
体
（
受
容
体
型
チ
ロ

シ
ン
フ
ォ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
シ
グ
マ
）
を
共
有
す
る
。
こ
こ
に
隠
さ
れ
た
機
構
を
解
明
し
た
。

門
松
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
医
学
部
長
・
医
学
系
研
究
科
長
を
務
め
て
い
る
。
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分
子
細
胞
化
学
（
生
化
学
第
二
）

名
古
屋
大
学
医
学
部
生
化
学
第
二
講
座
は
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
組
織
改
編
で
、
癌
研
究
部
門
、
無
菌
動
物
研
究
部
門
の

新
設
と
と
も
に
、
生
化
学
が
二
講
座
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
設
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
一
月
、
公
衆
衛
生
学
講
座
の

教
授
古
武
彌
人
が
、
生
化
学
第
二
講
座
（
栄
養
学
）
の
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代
謝
、
中
で
も
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
異

常
代
謝
生
成
物
で
あ
る
キ
サ
ン
ツ
レ
ン
酸
と
糖
尿
病
発
症
と
の
相
関
が
主
た
る
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
次
は
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）
四
月
、
教
授
小
澤
高
将
に
引
き
継
が
れ
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
研
究
が
中
心
と
な
っ
た
。
特
に
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
電
子
伝

達
系
酵
素
の
精
製
と
構
造
解
析
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
酵
素
系
の
遺
伝
子
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
電
子
伝
達
系
酵
素
欠
損
症
の
分
子
機
序
の
解
析
、

そ
し
て
、
老
化
・
退
行
性
疾
患
に
お
け
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
アD

N
A

の
遺
伝
子
変
異
の
解
析
が
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
多
く

の
医
学
、
生
物
学
研
究
者
を
育
て
世
に
輩
出
し
た
。
古
武
、
小
澤
の
代
の
主
な
研
究
者
と
し
て
、
助
手
の
吉
野
昌
孝
（
愛
知
医
大
生
化
学

講
座
教
授
）、
柏
俣
重
夫
（
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
研
究
所
部
長
）、
萩
野
泰
道
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
薬
理
学
教
授
）、
下
村
吉

治
（
名
古
屋
工
業
大
学
教
授
→
名
大
農
学
部
教
授
）、
准
教
授
田
中
雅
嗣
（
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
部
長
）、
助
教
授
谷

寿
郎
、
助
手
の
米
田
誠
（
福
井
県
立
大
学
看
護
福
祉
学
部
教
授
）
ら
が
い
る
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
三
月
か
ら
、
長
崎
大
学
医
学
部
腫
瘍
医
学
講
座
の
助
教
授
だ
っ
た
古
川
鋼
一
が
教
授
に
就
任
し
、
糖
鎖
の
生

化
学
的
研
究
を
柱
に
、
癌
と
神
経
疾
患
の
解
明
に
貢
献
し
た
。
就
任
時
に
は
、
教
室
の
中
で
研
究
に
活
用
で
き
る
設
備
は
ほ
ぼ
な
く
、

N
M

R

の
マ
シ
ン
の
み
が
鎮
座
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
三
人
の
留
学
生
、
そ
し
て
、
長
崎
か
ら
同
行
し
た
、
福
本
敏
、
宮
崎
宏
、
岡
田

雅
彦
の
三
人
で
の
船
出
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
型
予
算
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
と
と
も
に
、
必
要
な
研
究
環
境
が
徐
々
に
整
備
さ
れ

た
。こ

の
間
、
助
教
授
の
浦
野
健
（
島
根
大
学
医
学
部
教
授
）、
講
師
の
古
川
圭
子
（
中
部
大
学
生
命
健
康
科
学
部
教
授
）、
山
内
祥
生
（
東

京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
准
教
授
）、
助
手
の
杉
浦
一
充
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
皮
膚
科
教
授
）、
沼
田
真
一
郎
（
豊
田
厚
生
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病
院
小
児
科
部
長
）、
田
島
織
絵
（
中
部
大
学
生
命
健
康
科
学
部
准
教
授
）、
岡
島
徹
也
な
ど
が
医
学
生
及
び
大
学
院
生
、
研
究
生
の
指
導

に
あ
た
っ
た
。
約
六
〇
人
の
博
士
課
程
大
学
院
生
、
約
三
〇
人
の
修
士
課
程
大
学
院
生
、
約
七
〇
人
の
医
学
部
学
生
、
約
二
〇
人
の
研
究

員
、
そ
の
他
ギ
リ
シ
ャ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
短
期
留
学
生
を
迎
え
て
研
究
指
導
を
行
な
っ
た
。
卒
業
生
に

は
、
東
北
大
学
小
児
歯
科
教
授
の
福
本
、
長
崎
大
学
医
学
部
小
児
科
准
教
授
の
岡
田
、
名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究
所
教
授
の
竹
本
さ
や

か
、
助
教
の
濱
村
和
紀
（
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
准
教
授
）、
助
教
の
大
海
雄
介
（
中
部
大
学
生
命
健
康
科
学
部
助
手
）、
研
究
員
の
橋
本

登
（
徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
助
教
）
な
ど
が
い
る
。

古
川
の
教
授
在
任
中
、
糖
鎖
研
究
に
関
わ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
連
続
し
て
進
行
し
た
。
特
に
、
特
定
領
域
研
究
「
糖
鎖
リ
モ
デ
リ

ン
グ
と
細
胞
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
谷
口
直
之
代
表
）
の
後
継
と
し
て
、
特
定
領
域
研
究
「
糖
鎖
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
と
分
子
複
合

体
の
機
能
調
節
」
の
領
域
代
表
を
務
め
、
日
本
の
糖
鎖
科
学
の
発
展
の
た
め
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

研
究
に
関
し
て
は
、
腫
瘍
学
を
基
調
に
、
複
合
糖
質
特
に
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
の
生
合
成
と
機
能
解
析
が
中
心
と
な
っ
た
。
細
胞
増
殖

や
死
の
シ
グ
ナ
ル
調
節
機
構
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質
リ
ン
酸
化
、
細
胞
周
期
、
分
化
調
節
、
発
生
と
再
生
な
ど
の
解
析
が
進
め
ら
れ
た
。
特

に
、
糖
脂
質
糖
鎖
に
関
す
る
糖
転
移
酵
素
遺
伝
子
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
が
世
界
で
最
初
に
樹
立
さ
れ
、
以
降
、
関
連
し
た
糖
転
移
酵

素
遺
伝
子
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
系
統
的
な
樹
立
と
機
能
解
析
を
系
統
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
糖
鎖
に
よ
る
細
胞
膜
の
健
常
性
と

生
体
の
恒
常
性
の
維
持
機
構
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
細
胞
膜
脂
質
ラ
フ
ト
に
お
け
る
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質
糖
鎖
の
調

節
的
機
能
に
関
し
て
、
新
規
の
知
見
が
続
々
と
得
ら
れ
、
こ
の
領
域
の
研
究
を
牽
引
し
た
。
一
方
、
糖
タ
ン
パ
ク
質
上
の
糖
鎖
機
能
に
関

し
て
も
、IgG

抗
体
上
の
シ
ア
ル
酸
修
飾
の
重
要
性
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
ヒ
ト
の
疾
患
へ
の
関
わ
り
が
解
明
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
○
一
五
）
三
月
、
古
川
の
退
任
時
に
は
、
分
析
機
器
室
内
にD

rug�D
iscovery-O

riented�Glyco-A
nalysis�

Center

（
創
薬
指
向
の
糖
鎖
解
析
シ
ス
テ
ム
）
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
が
ら
設
置
さ
れ
、
糖
鎖
解
析
に
必
要
な
最
新
の
質
量
分
析
装
置
が

導
入
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
准
教
授
を
務
め
た
岡
島
徹
也
が
、
助
教
の
大
海
雄
介
、
講
師
の
山
内
祥
生
、
研
究
員
の
橋
本
登
と
協
力
し
て
、

教
育
研
究
活
動
に
あ
た
っ
た
。
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平
成
二
十
七
年
（
二
○
一
五
）
十
一
月
に
岡
島
徹
也
が
教
授
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
の
糖
鎖
研
究
の
流
れ
を
先
鋭
化
し
、N

otch

受
容

体
の
Ｏ
―
型
糖
鎖
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
糖
鎖
に
よ
る
生
体
機
能
の
精
密
制
御
機
構
の
理
解
を
目
指
し
た
統
合
的
グ
ラ
イ
コ
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク

ス
研
究
を
開
始
し
た
。
ま
ず
、
創
薬
指
向
の
糖
鎖
解
析
シ
ス
テ
ム
で
導
入
さ
れ
た
質
量
分
析
装
置
を
本
格
的
に
稼
働
し
た
。
竹
内
英
之
を

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
か
ら
准
教
授
と
し
て
招
聘
し
、
研
究
員
の
小
川
光
貴
（
後
に
助
教
）
と
と
も
に
運
用
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
研
究

室
の
特
任
准
教
授
を
併
任
し
た
池
田
和
貴
（
理
化
学
研
究
所
→
か
ず
さD

N
A

研
究
所
）、
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
研
究
員
の

妹
尾
勇
弥
が
参
画
し
、
新
し
い
分
析
メ
ソ
ッ
ド
の
確
立
に
貢
献
し
た
。
そ
の
結
果
、
岡
島
が
発
見
し
た
細
胞
外O

-GlcN
A

c

の
糖
鎖
構
造

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
微
量
Ｏ
―
型
糖
鎖
が
次
々
に
見
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
特
定
の
分
子
に
限
定
し
な
い
包

括
的
グ
ラ
イ
コ
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
解
析
の
実
現
に
向
け
て
、
質
量
分
析
デ
ー
タ
の
解
析
シ
ス
テ
ム
の
共
通
機
器
部
門
へ
の
導
入
を
主
導
し

た
。
グ
ラ
イ
コ
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
共
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
向
け
て
医
学
生
命
科
学
の
各
領
域
と
の
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
ま
た
、
大
阪
大
学
か
ら
助
教
の
田
嶌
優
子
が
着
任
し
、
細
胞
内
の
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
に
お
け
る
糖
鎖
機
能
の
研
究
も
ス
タ
ー
ト
し

た
。
さ
ら
に
、
若
手
研
究
者
の
育
成
と
外
国
人
研
究
者
の
積
極
的
な
採
用
に
よ
り
、
国
際
色
豊
か
な
活
気
の
あ
る
研
究
室
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
平
成
三
十
一
年
（
二
○
二
○
）
四
月
に
設
立
し
た
東
海
国
立
大
学
機
構
糖
鎖
生
命
コ
ア
研
究
拠
点
へ
の
参
画
に
歩
調
を
合
わ

せ
、
国
際
的
な
糖
鎖
研
究
拠
点
の
実
現
に
向
け
て
国
際
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
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分
子
病
原
細
菌
学
（
細
菌
学
）

［
前
史
］

名
古
屋
大
学
と
い
う
組
織
が
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
、
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
愛
知
医
学
校
で
は
、

稲
田
宣
四
郎
教
諭
が
、
細
菌
学
の
講
義
を
担
当
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
里
柴
三
郎
が
コ
ッ
ホ
に
師
事
し
て
破

傷
風
抗
毒
素
を
発
見
し
、
さ
ら
に
破
傷
風
や
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
を
開
発
し
た
細
菌
学
研
究
の
黎
明
期
に
あ
た
る
明
治
二
十
年
代
に
、

既
に
、
愛
知
医
学
校
で
は
、
細
菌
学
の
講
義
が
開
始
さ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
。
愛
知
医
学
校
は
愛
知
県
立
医
学
校
と
名
を
変
え
、

更
に
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
に
改
組
さ
れ
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
校
舎
が
天
王
崎
町
か
ら
現

在
の
鶴
舞
町
に
移
転
す
る
中
で
、
岡
田
鶴
也
教
諭
が
衛
生
細
菌
学
を
担
当
し
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
東
京
帝
国
大
学
伝
染
病

研
究
所
か
ら
、
大
庭
士
郎
が
着
任
し
衛
生
細
菌
学
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
県
立
愛
知
医
科
大
学
へ

の
昇
格
と
、
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
へ
の
移
管
が
実
現
し
た
が
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
衛
生
細
菌
学
か
ら
衛
生
学
が
分
離
し
、
鯉

沼
茆
吾
が
衛
生
学
講
座
の
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
鶴
見
三
三
（
当
時
、
国
際
連
盟
保
健
委
員
）
が
、
欧

州
よ
り
帰
国
し
、
細
菌
学
講
座
教
授
に
着
任
し
た
。
そ
の
際
に
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
英
国
国
立
医
学
研
究
所
で
フ
ェ
レ
ッ
ト
を

用
い
て
分
離
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
、
フ
ェ
レ
ッ
ト
に
感
染
さ
せ
生
き
た
ま
ま
日
本
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
学

が
我
が
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究
の
発
祥
の
地
と
な
っ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
、
名
古
屋
帝
国
大
学
が
発
足
し
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
鶴
見
は
新
設
さ
れ
た
予
防
医
学
講
座

の
教
授
に
就
任
し
、
細
菌
学
講
座
は
、
鶴
見
と
小
笠
原
一
夫
助
教
授
が
担
当
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
空
襲
が
激
し
く
な
る
中
で
、

鶴
舞
地
区
に
も
多
数
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、
医
学
部
の
大
部
分
の
建
物
や
施
設
が
焼
失
し
た
が
、
細
菌
学
教
室
の
実
験
や
研
究
用
の
資
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材
は
、
多
治
見
の
修
道
院
や
瀬
戸
の
窯
業
学
校
に
移
さ
れ
て
い
た
た
め
、
消
失
を
免
れ
た
。

［
戦
後
の
研
究
室
の
再
興
時
代
］

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
、
細
菌
学
教
室
は
、
多
治
見
か
ら
名
古
屋
市
西
区
の
愛
知
県
血
清
製
造
所
に
移
転
し
研
究
活

動
が
再
開
さ
れ
、
小
笠
原
が
教
授
に
就
任
し
疫
痢
の
病
因
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
米
田
正
彦
（
後
に
大
阪
大
学
教
授
）、

小
川
透
（
後
に
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
教
授
）、
松
本
利
貞
（
後
に
医
学
部
癌
研
究
施
設
ウ
イ
ル
ス
研
究
部
門
教
授
）、
永
田
育
也
（
後

に
医
学
部
無
菌
動
物
研
究
施
設
第
二
部
門
教
授
）、
堀
川
高
大
（
後
に
三
重
県
立
医
科
大
学
教
授
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
教
授
）、

阿
多
實
茂
（
後
に
医
学
部
医
真
菌
研
究
施
設
教
授
）、
蜂
須
賀
養
悦
（
後
に
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
、
同
学
長
）、
加
藤
延
夫
（
後
に
細
菌

学
講
座
教
授
、
名
古
屋
大
学
総
長
）
な
ど
多
く
の
研
究
者
が
細
菌
学
教
室
に
在
籍
し
、
加
藤
は
抗
結
核
薬
で
あ
る
イ
ソ
ニ
ア
ジ
ド
が
ビ
タ

ミ
ンB6

を
補
酵
素
と
す
る
細
菌
の
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ナ
ー
ゼ
や
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
な
ど
の
一
群
の
酵
素
を
阻
害
す
る
事
実
を
発
見
す

る
等
様
々
な
研
究
成
果
を
挙
げ
た
。

［
医
学
部
の
再
整
備
時
代
］

小
笠
原
が
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
教
授
を
辞
任
後
、
教
授
空
席
の
時
代
が
暫
く
続
い
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

に
加
藤
が
、
留
学
先
の
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
教
授
に
就
任
し
た
。
加
藤
は
、
当
初
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
、

ア
マ
ン
タ
ジ
ン
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
へ
の
侵
入
段
階
を
阻
害
す
る
事
を
世
界
で
最
初
に
発
見
し
、
そ
の
後
は
、
細

菌
の
内
毒
素
（
リ
ポ
多
糖
：LPS

）
の
強
力
な
生
理
活
性
作
用
や
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
活
性
な
ど
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
展
開
し
た
。
特
に
、

肺
炎
桿
菌
の03

型LPS

の
よ
う
に
Ｏ
側
鎖
の
多
糖
成
分
が
マ
ン
ノ
ー
ス
ホ
モ
ポ
リ
マ
ー
か
ら
な
るLPS

は
、
マ
ウ
ス
な
ど
の
免
疫
系
に

対
し
特
に
強
力
な
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
活
性
を
示
す
こ
と
を
、
加
藤
の
指
導
下
で
中
島
泉
（
初
代
免
疫
学
講
座
教
授
）
ら
が
発
見
し
、
そ
の
現

象
に
関
す
る
一
連
の
研
究
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
加
藤
は
、
在
職
中
、
医
学
部
長
を
三
期
に
わ
た
り
歴
任
し
、
そ
の
後
、
平
成
四
年
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（
一
九
九
二
）
よ
り
名
古
屋
大
学
総
長
に
就
任
し
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
ま
で
の
六
年
間
を
通
じ
て
、
名
古
屋
大
学
お
よ
び
医
学
部

の
再
整
備
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
加
藤
が
教
授
と
し
て
教
室
を
主
宰
す
る
間
に
、
中
島
（
後
に
医
学
部
長
／
医
学
研
究
科
長
）、

横
地
高
志
（
後
に
愛
知
医
科
大
学
教
授
）、
吉
田
哲
也
（
後
に
広
島
大
学
教
授
）、
長
瀬
文
彦
（
後
に
医
学
部
保
健
学
科
教
授
）、
伊
藤
秀

郎
（
後
に
医
学
部
保
健
学
科
教
授
）、
太
田
美
智
男
（
後
に
細
菌
学
講
座
教
授
）、
長
谷
川
高
明
（
後
に
医
学
部
保
健
学
科
教
授
、
愛
知
医

科
大
学
教
授
）、
高
木
健
三
（
後
に
医
学
部
保
健
学
科
教
授
）、
山
木
健
一
（
後
に
第
二
内
科
助
手
）、
楠
神
和
夫
（
後
に
第
一
内
科
助
手
）、

藤
井
康
彰
（
後
に
細
菌
学
講
座
助
手
）、
木
藤
伸
夫
（
後
に
理
学
部
准
教
授
、
松
本
大
学
教
授
）
ら
が
研
究
に
参
画
し
、
グ
ラ
ム
陰
性
桿

菌
の
外
膜
に
存
在
す
る
リ
ポ
多
糖
の
免
疫
増
強
活
性
や
分
子
構
造
に
関
す
る
研
究
活
動
を
発
展
さ
せ
た
。

加
藤
の
総
長
就
任
に
伴
い
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
太
田
が
教
授
に
就
任
し
、
大
学
院
生
等
に
よ
り
肺
炎
球
菌
や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、

バ
チ
ル
ス
属
菌
な
ど
が
産
生
す
る
毒
素
に
関
す
る
研
究
や
細
菌
の
細
胞
表
層
多
糖
体
（LPS

、
莢
膜
多
糖
）
の
合
成
遺
伝
子
領
域
の
研
究
、

各
種
の
β
―
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
の
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
、
特
に
プ
ラ
ス
ミ
ド
媒
介
性
の
メ
タ
ロ
―
β
―
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
で
あ
るIM

P-1

を
世

界
に
先
駆
け
て
報
告
し
た
が
、
こ
れ
は
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
以
降
国
際
的
に
警
戒
さ
れ
始
め
た
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
腸
内
細
菌

科
細
菌
（CRE

）
に
関
す
る
世
界
で
最
初
の
報
告
と
な
っ
た
。
ま
た
、
メ
チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
のPFGE

電
気
泳
動
に
よ
る

解
析
法
の
構
築
に
関
す
る
研
究
は
、
院
内
感
染
制
御
へ
の
道
を
開
い
た
。
こ
の
間
、
荒
川
宜
親
（
後
に
細
菌
学
講
座
教
授
）、
一
山
智
（
後

に
京
都
大
学
教
授
）、
小
松
孝
行（
後
に
愛
知
医
科
大
学
准
教
授
）、
杉
山
剛
志（
後
に
岐
阜
薬
科
大
学
准
教
授
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
教
授
）、

笠
原
英
子
（
後
に
米
国
フ
ロ
リ
ダ
大
学
医
学
部
准
教
授
）、
市
原
学
（
後
に
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
教
授
）、
八
木
哲
也
（
後
に
臨
床
感
染

統
御
学
分
野
教
授
）、
柴
山
恵
吾
（
後
に
国
立
感
染
症
研
究
所
細
菌
第
二
部
部
長
）、
川
村
久
美
子
（
後
に
病
態
解
析
学
講
座 

微
生
物
学
准

教
授
）、
櫻
井
英
俊
（
後
に
京
都
大
学iPS

細
胞
研
究
所
准
教
授
）、
堀
井
俊
伸
（
後
に
浜
松
医
科
大
学
教
授
）、
木
村
幸
司
（
後
に
細
菌
学

教
室
准
教
授
）、
土
井
洋
平
（
後
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
医
学
部
感
染
症
内
科
学
准
教
授
、
藤
田
医
科
大
学
教
授
）、
長
尾
（
旧
姓
横
田
）

美
紀
（
後
に
京
都
大
学
教
授
）
ら
が
、
細
菌
学
教
室
に
在
籍
し
種
々
の
研
究
を
推
進
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
荒
川
が
、
厚
生

省
国
立
予
防
衛
生
研
究
所
（
予
研
）
細
菌
・
血
液
製
剤
部
に
部
長
と
し
て
転
出
し
、
柴
山
ら
も
順
次
、
予
研
に
転
出
し
た
。
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［
大
学
院
重
点
化
以
降
］

大
学
院
重
点
化
と
大
学
の
組
織
再
編
に
伴
い
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
○
）
に
旧
細
菌
学
講
座
は
、
分
子
病
原
細
菌
学
／
耐
性
菌
制
御

学
分
野
と
改
名
さ
れ
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
、
長
谷
川
忠
男
が
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
の
細
菌
学
分
野
の
教
授
と
し
て

転
出
し
た
。
こ
の
間
、
横
山
佳
子
（
後
に
京
都
女
子
大
学
教
授
）、
山
田
景
子
（
後
に
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
講
師
）、
岡

本
陽
（
後
に
愛
知
教
育
大
学
准
教
授
）、
冨
田
ゆ
う
か
（
後
に
本
学
附
属
病
院
中
央
感
染
制
御
部
助
教
）、
石
原
由
華
（
後
に
椙
山
女
学
園

大
学
看
護
学
科
教
授
）
ら
が
、
肺
炎
球
菌
や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
太
田
が
椙

山
女
学
園
大
学
看
護
学
科
教
授
に
転
出
し
た
後
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
、
荒
川
が
厚
生
労
働
省
国
立
感
染
症
研
究
所
（
感
染

研
）
細
菌
第
二
部
部
長
の
職
を
辞
し
て
分
子
病
原
細
菌
学
／
耐
性
菌
制
御
学
分
野
の
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
木
村
、
和
知
野
純
一

（
後
に
細
菌
学
教
室
講
師
）
ら
が
感
染
研
か
ら
合
流
し
、
伊
藤
亮
太
や
稲
葉
正
人
（
後
に
共
に
藤
田
医
科
大
学
助
教
）
ら
に
よ
り
新
規
の

薬
剤
耐
性
機
構
に
関
す
る
研
究
と
と
も
に
金
万
春（
後
に
金
城
学
院
大
学
薬
学
部
助
教
）ら
の
支
援
を
受
け
て
メ
タ
ロ
―
β
―
ラ
ク
タ
マ
ー

ゼ
阻
害
剤
等
の
研
究
を
推
進
し
た
。
こ
の
間
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
と
感
染
研
に
研
究
協
定
が
結
ば
れ
、
若
手
研
究
者
の

研
究
交
流
や
共
同
研
究
を
活
発
に
行
い
や
す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
、
総
合
医
学
専
攻 

微
生
物
・

免
疫
学
講
座 

分
子
病
原
細
菌
学
分
野
へ
と
専
攻
名
と
分
野
名
が
変
更
さ
れ
た
。
荒
川
は
新
型
の
薬
剤
耐
性
機
構
等
に
関
す
る
一
連
の
研

究
実
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
黒
住
財
団
小
島
三
郎
記
念
文
化
賞
を
、
ま
た
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に
、

日
本
細
菌
学
会
を
通
じ
て
北
里
研
究
所
浅
川
賞
を
受
賞
し
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
荒
川
は
修
文
大
学
医
療
科
学
部
臨
床
検
査
学

科
教
授
に
就
任
し
た
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
柴
山
が
国
立
感
染
症
研
究
所
細
菌
第
二
部
部
長
を
辞
し
て
総
合
医
学
専
攻
微
生
物
・

免
疫
学
講
座
分
子
病
原
細
菌
学
分
野
の
教
授
に
就
任
し
た
。
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分
子
細
胞
免
疫
学
（
免
疫
学
）

［
前
史
］

ジ
ェ
ン
ナ
ー
（
十
八
世
紀
末
）
や
パ
ス
ツ
ー
ル
（
十
九
世
紀
末
）
の
偉
業
に
よ
り
、
感
染
・
徴
生
物
学
の
領
域
で
重
要
性
が
認
識
さ
れ

誕
生
し
た
免
疫
学
は
、
臨
床
医
学
か
ら
基
礎
医
学
、
さ
ら
に
基
礎
生
物
学
に
ま
た
が
る
境
界
領
域
の
学
問
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
第
一
回
国
際
免
疫
学
会
議
が
米
国
で
開
催
さ
れ
、
同
年
、
本
邦
で
も
日
本
免
疫
学
会
が
結
成
さ
れ
、
次
第
に

独
立
し
た
学
問
領
域
と
し
て
の
形
が
整
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
富
山
医
科
薬
科
大
学
、
島
根
医
科
大
学
、
山
梨
医
科
大
学
、
高
知
医

科
大
学
、
佐
賀
医
科
大
学
、
福
井
医
科
大
学
（
い
ず
れ
も
当
時
）
な
ど
で
免
疫
学
講
座
（
一
部
は
半
講
座
）
が
設
置
さ
れ
、
京
都
大
学
医

学
部
に
免
疫
研
究
施
設
、
熊
本
大
学
医
学
部
に
免
疫
医
学
研
究
施
設
、
北
海
道
大
学
に
免
疫
科
学
研
究
所
、
九
州
大
学
に
生
体
防
御
研
究

所
な
ど
が
機
構
改
革
等
に
よ
っ
て
付
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
前
か
ら
国
立
大
学
で
唯
一
存
在
し
た
東
京
大
学
の
血
清
学
講
座
が
免
疫
学
講

座
と
改
名
さ
れ
、
国
内
外
で
独
立
し
た
講
座
と
し
て
免
疫
学
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
学
医
学
部
で
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
頃
（
加
藤
延
夫
医
学
部
長
・
当
時
）
か
ら
、
免
疫
学
講
座
開
設
へ
向
け
て
文
部
省
（
当

時
）
と
の
折
衝
が
始
ま
り
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）（
祖
父
江
逸
郎
医
学
部
長
・
当
時
）
に
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
本
学
で
は
、

設
置
以
前
か
ら
免
疫
学
研
究
と
教
育
は
基
礎
、
臨
床
の
各
講
座
に
お
い
て
並
列
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
基
礎
的
な
免
疫
学
、
血
清
学
の

研
究
と
教
育
の
歴
史
は
細
菌
学
教
室
に
お
い
て
最
も
古
く
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
。
本
学
細
菌
学
教
室
に
お
け
る
免
疫
学
、
血
清
学
の
研
究

は
、
大
庭
士
郎
（
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
愛
知
医
科
大
学
教
授
、
以
後
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

ま
で
名
古
屋
医
科
大
学
教
授
）、
鶴
見
三
三
（
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
か
ら
十
四
年
（
一
九
三
九
）
ま
で
名
古
屋
医
科
大
学
教
授
、

以
後
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）ま
で
名
古
屋
帝
国
大
学
教
授
）、小
笠
原
一
夫（
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）か
ら
二
十
六
年（
一
九
五
一
）

ま
で
名
古
屋
帝
国
大
学
教
授
、
以
後
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
ま
で
名
古
屋
大
学
教
授
）、
加
藤
延
夫
（
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

か
ら
名
古
屋
大
学
教
授
）
の
各
代
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
ち
な
み
に
鶴
見
の
学
位
論
文
は
「
腫
瘍
の
免
疫
」（
大
正
七
年
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（
一
九
一
八
））、
大
庭
の
学
位
論
文
は
「
免
疫
原
の
呼
吸
に
関
す
る
実
験
的
研
究
」（
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
））
で
あ
り
、
細
菌
学
教

室
同
門
の
七
〇
年
間
の
約
一
六
○
の
学
位
論
文
の
う
ち
三
分
の
一
が
免
疫
学
、
血
清
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
北
里
柴
三
郎

に
始
ま
る
本
邦
の
免
疫
学
・
血
清
学
の
歴
史
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で
小
笠
原
の
時
代
に
大
学
院
生
で
あ
っ
た
小
林
卓
、

中
島
泉
（
初
代
本
学
免
疫
学
講
座
教
授
）
ら
が
開
始
し
た
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
の
産
生
す
る
多
糖
分
画
の
強
力
な
免
疫
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
活
性
に

関
す
る
一
連
の
研
究
は
加
藤
の
時
代
に
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
仕
事
に
よ
り
中
島
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
日
本
細
菌
学
会
黒
屋

奨
学
賞
を
受
け
た
。
こ
の
後
、
中
島
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
の
間
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
学

に
留
学
し
、
細
胞
表
面
抗
原
に
対
す
る
免
疫
応
答
の
発
現
と
調
節
の
機
構
を
解
析
し
て
帰
国
、
免
疫
学
の
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
を
細
菌
学

教
室
に
導
入
し
た
。
一
方
、
当
時
の
無
菌
動
物
研
究
施
設
第
二
部
門
の
教
授
永
田
育
也
の
下
で
伊
藤
康
彦
（
そ
の
後
三
重
大
医
学
部
徴
生

物
学
講
座
教
授
）
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
に
関
す
る
精
力
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、
内
科
学
第
一
講
座
（
祖
父
江
逸
郎
教
授
、
日
比

野
進
教
授
・
当
時
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン
グ
が
ん
研
究
所
に
留
学
し
た
高
橋
利
忠
（
そ
の
後
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

総
長
）、
珠
玖
洋
（
そ
の
後
三
重
大
学
医
学
部
内
科
学
第
二
講
座
教
授
）
ら
が
リ
ン
パ
球
や
腫
瘍
細
胞
の
表
面
抗
原
の
解
析
か
ら
、
本
邦

の
腫
瘍
免
疫
学
の
発
展
に
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
。
ま
た
病
理
学
第
一
講
座
（
浅
井
淳
平
教
授
、
飯
島
宗
一
教
授
、
宮
川
正
澄
教
授
・
当

時
）
に
入
っ
た
名
倉
宏
（
そ
の
後
東
北
大
学
医
学
部
病
理
病
態
学
講
座
教
授
）
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
免
疫
応
答
解
析
に
病
理
学
的
手

法
を
導
入
し
、
免
疫
組
織
学
的
手
法
を
用
い
た
局
所
免
疫
学
の
研
究
に
成
果
を
挙
げ
た
。

［
初
代
教
授　

中
島　

泉　

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
―
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）］

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
五
月
、
細
菌
学
講
座
の
助
教
授
で
あ
っ
た
中
島
が
免
疫
学
講
座
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
、
助

手
の
長
瀬
文
彦
が
細
菌
学
講
座
か
ら
配
置
換
と
な
り
、
新
た
に
免
疫
学
講
座
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
た
免
疫
学
教
室
に

は
、
二
代
目
の
教
授
と
な
る
磯
部
健
一
ら
が
研
究
生
と
し
て
参
加
し
、
免
疫
学
の
研
究
と
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
十
二
月
か
ら
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
二
月
ま
で
長
瀬
、
磯
部
ら
が
留
学
を
経
て
、
Ｔ
細
胞
ク
ロ
ー
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ン
作
成
技
術
（
長
瀬
）
と
遺
伝
子
操
作
実
験
技
術
（
磯
部
）
を
免
疫
学
教
室
へ
導
入
し
た
。
こ
の
間
、
長
瀬
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

に
講
師
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
助
教
授
に
昇
任
し
た
。
さ
ら
に
同
年
、
長
瀬
は
本
学
医
療
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
学
科
教
授

（
当
時
）
に
就
任
し
た
。
ま
た
磯
部
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
講
師
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
助
教
授
に
昇
任
し
た
。

こ
の
よ
う
に
新
た
な
研
究
手
技
の
導
入
も
あ
り
、
免
疫
学
専
攻
の
大
学
院
生
、
研
究
生
も
増
加
し
、
免
疫
学
講
座
の
研
究
は
さ
ら
に
進
展

し
た
。
ま
た
臨
床
講
座
か
ら
免
疫
学
講
座
に
派
遣
さ
れ
免
疫
学
研
究
を
進
め
た
中
か
ら
、
長
谷
川
好
規
（
前
本
学
医
学
系
研
究
科
呼
吸
器

内
科
学
教
授
）
を
は
じ
め
数
名
が
臨
床
系
教
授
へ
と
昇
任
し
、
研
究
活
動
を
広
げ
た
。

教
室
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
は
細
胞
表
面
抗
原
に
対
す
る
免
疫
応
答
の
発
現
と
調
節
の
機
序
の
解
明
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
主
要
組
織
適

合
抗
原
、T

hy-1

抗
原
、
マ
イ
ナ
ー
組
織
適
合
抗
原
、
腫
瘍
特
異
移
植
抗
原
等
に
対
す
る
Ｔ
リ
ン
パ
球
と
Ｂ
リ
ン
パ
球
の
応
答
を
制
御
す

る
諸
因
子
を
細
胞
レ
ベ
ル
、
分
子
レ
ベ
ル
で
解
析
し
、
最
終
的
に
は
そ
の
結
果
を
利
用
し
て
が
ん
に
対
す
る
免
疫
応
答
を
抗
原
特
異
的
に

制
御
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
関
連
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
徴
生
物
由
来
生
理
活
性
物
質
、
特
に
強
力

な
免
疫
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
活
性
を
示
す
ク
レ
ブ
シ
エ
ラ
Ｏ
3
リ
ポ
多
糖
体
の
活
性
の
発
現
機
構
と
こ
の
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
活
性
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
自
己
免
疫
実
験
モ
デ
ル
に
お
け
る
自
己
免
疫
の
成
立
機
序
の
解
析
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
細
菌
学
教
室
教
授
の
加
藤
ら
と
の
共
同

研
究
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
方
法
論
と
し
て
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
作
製
技
術
、
ハ
イ
ブ
リ
ド
ー
マ
作
製
技
術
、

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
、
免
疫
沈
降
法
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
作
製
技
術
等
の
導
入
に
よ
っ
て
免
疫

学
全
体
の
研
究
の
方
向
が
大
き
く
転
換
し
た
。

［
二
代
教
授　

磯
部
健
一　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
―
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）］

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
一
月
、
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
老
化
機
構
研
究
部
長
で
あ
っ
た
磯
部
が
第
二
代
教
授
と
し
て
就

任
し
た
。
中
島
教
授
時
代
の
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
講
師
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
助
教
授
と
な
っ
て
い
た
鈴
木
治
彦
が
平

成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
准
教
授
と
な
っ
た
。
ま
た
伊
藤
佐
知
子
が
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
よ
り
助
教
と
し
て
加
わ
り
、
平
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成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
講
師
に
昇
任
し
た
。
磯
部
は
第
一
内
科
血
液
学
、
三
研
山
田
一
正
研
究
室
で
、
医
師
の
川
島
康
平
の
指
導

で
腫
瘍
免
疫
の
研
究
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
初
代
教
授
の
中
島
の
下
で
ア
ロT

hy-1

抗
原
の
免
疫
応
答
の
研
究
に
従
事
し
、
英
国
留
学
を
経

て
、当
時
の
先
端
的
な
分
子
生
物
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
、本
学
医
学
部
出
身
の
小
寺
泰
弘（
本
学
医
学
系
研
究
科
消
化
器
外
科
学
教
授
）、

長
谷
川
忠
男
（
名
古
屋
市
立
大
学
細
菌
学
教
授
）、
川
部
勤
（
本
学
保
健
学
科
教
授
）
ら
を
育
て
た
。

教
室
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
老
化
と
ス
ト
レ
ス
が
免
疫
系
の
発
生
に
与
え
る
影
響
と
免
疫
応
答
に
も
た
ら
す
変
化
の
解
析
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
は
、
老
化
マ
ウ
ス
を
用
い
た
創
傷
治
癒
解
析
やiPS

細
胞
か
ら
の
胸
腺
上
皮
細
胞
誘
導
、
ス
ト
レ
ス
誘
導
性
遺
伝
子

GA
D

D
34

の
機
能
解
析
等
様
々
な
免
疫
系
細
胞
の
分
子
・
遺
伝
子
解
析
や
幹
細
胞
培
養
技
術
等
多
く
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
老
化
と
ス

ト
レ
ス
を
中
心
に
し
て
多
彩
な
免
疫
学
関
連
の
研
究
が
展
開
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
通
常
の
制
御
性
Ｔ
細
胞

（CD
4

陽
性
）
と
は
異
な
る
も
う
一
方
の
Ｔ
細
胞
集
団
（CD

8

陽
性
）
に
属
す
る
制
御
性
Ｔ
細
胞
の
解
析
で
あ
っ
た
。
自
己
免
疫
疾
患
の

発
症
機
構
解
明
・
治
療
法
開
発
に
も
繋
が
る
こ
の
細
胞
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
日
本
基
礎
老
化
学
会
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
。

［
三
代
教
授　

西
川
博
嘉　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
―
現
在
］

本
邦
の
免
疫
学
は
動
物
モ
デ
ル
を
用
い
た
精
微
な
分
子
生
物
学
、
細
胞
生
物
学
的
手
法
に
よ
り
、
自
然
、
獲
得
免
疫
応
答
の
本
態
を
解

明
す
る
こ
と
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、IgE

抗
体
、
種
々
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
、
制
御
性
Ｔ
細
胞
と
呼
ば
れ
る
免
疫
抑
制
細
胞
な
ど
免
疫
学
の

根
幹
を
な
す
発
見
を
通
じ
て
、
国
際
的
に
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
分
子
と
呼
ば
れ
る
免
疫
応

答
を
負
に
調
節
す
る
分
子
の
一
つ
で
あ
るPD

-1

（Program
ed�cell�death-1

）
分
子
の
発
見
は
、
そ
の
阻
害
剤
が
が
ん
免
疫
療
法
に
臨

床
応
用
さ
れ
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
。
本
功
績
に
よ
り
京
都
大
学
教
授
の
本
庶
佑
は
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
よ

う
な
様
々
な
免
疫
学
の
発
見
の
臨
床
応
用
に
よ
り
、
免
疫
学
領
域
で
は
動
物
モ
デ
ル
と
ヒ
ト
の
多
様
性
を
包
含
し
た
ゲ
ノ
ム
研
究
と
免
疫

学
研
究
の
融
合
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
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そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
腫
瘍
免
疫
学
を
専
門
と
す
る
西
川
博
嘉
が
ク
ロ
ス
・
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
制
度
に
よ
り
第
三
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
磯
部
教
授
時
代
か
ら
の
准
教
授
の
鈴
木
、
講
師
の
伊
藤
に
加
え
て
、
特
任

助
教
のV

italy�K
ochin

と
研
究
員
の
杉
山
大
介
（
そ
の
後
助
教
）
が
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
は
米
国

ブ
リ
ス
ト
ル
マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ
社
と
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
藤
田
医
科
大
学
か
ら
赤
塚
美
樹
が
特
任
教
授
に
就
任

し
た
。
ま
た
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
本
学
高
等
研
究
院
（
現
国
際
高
等
研
究
機
構
）
最
先
端
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
「
免
疫
・
ゲ
ノ
ム
・

代
謝
統
合
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
特
任
准
教
授
の
日
野
原
邦
彦
が
加
わ
り
、
網
羅
的
遺
伝
子
及
び
タ
ン
パ
ク
解
析
技
術
を
駆
使

し
て
腫
瘍
免
疫
を
中
心
と
し
た
免
疫
研
究
を
進
め
て
い
る
。
令
和
元
年
（
二
○
一
九
）
は
、
免
疫
学
専
攻
の
大
学
院
生
、
研
究
生
、
留
学

生
、
及
び
臨
床
講
座
か
ら
免
疫
学
教
室
に
派
遣
さ
れ
免
疫
学
研
究
に
携
わ
る
大
学
院
生
を
加
え
て
、
総
勢
約
四
〇
名
程
度
の
教
室
と
な
っ

て
い
る
。

免
疫
応
答
を
従
来
の
分
子
生
物
学
、
細
胞
生
物
学
的
解
析
手
法
に
加
え
て
、
網
羅
的
遺
伝
子
・
タ
ン
パ
ク
解
析
と
融
合
し
て
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
腫
瘍
免
疫
応
答
を
中
心
に
、
免
疫
寛
容
と
免
疫
監
視
の
調
節
機
構
の
分
子
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
べ
く
研
究
を
進
め

て
い
る
。
中
で
も
が
ん
局
所
の
免
疫
解
析
と
ゲ
ノ
ム
解
析
と
の
融
合
解
析
は
、
免
疫
ゲ
ノ
ム
研
究
と
し
て
新
た
な
分
野
を
創
生
し
、
が
ん

局
所
の
免
疫
抑
制
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
解
明
へ
と
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
大
き
な
評
価
を
受
け
、
国
際
的
一
流
誌
に
数
多
く
の
論
文
を
発

表
し
て
い
る
。
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ウ
イ
ル
ス
学

［
黎
明
期
］

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
病
理
学
第
一
講
座
教
授
宮
川
正
澄
の
モ
ル
モ
ッ
ト
の
無
菌
飼
育
に
関
す
る
研
究
が
発
展
し
、
医
学
部

附
属
無
菌
動
物
研
究
施
設
が
発
足
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、
同
施
設
に
第
二
部
門
が
認
め
ら
れ
、
岸
本
英
正
が
初
代
教
授

に
就
任
し
、
無
菌
動
物
研
究
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
現
ウ
イ
ル
ス
学
の
前
身
で
あ
る
第
二
無
菌
教
室
で
あ
っ
た
。
岸
本
が
名
古
屋
市
立
大
学

医
学
部
病
理
学
教
授
に
転
出
し
た
あ
と
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
癌
研
究
施
設
助
教
授
永
田
育
也
が
教
授
に
就
任
し
た
。
永
田

は
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
を
卒
業
後
細
菌
学
教
室
に
入
り
、
ウ
イ
ル
ス
研
究
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
永
田

の
研
究
業
績
の
一
つ
は
ウ
イ
ル
ス
持
続
感
染
成
立
機
構
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
産
生
機
構
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
永
田
は
不
幸
に
し
て
病
に
侵
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
五
十
五
歳
の
若
さ
で
逝
去
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）、
癌
研
究
施
設
助
教
授
前
野
幸
一
郎
が
後
任
教
授
に
就
任
し
た
。
前
野
は
ヒ
ト
に
病
原
性
を
も
つ
ウ
イ

ル
ス
の
中
で
最
も
重
要
な
ウ
イ
ル
ス
の
一
つ
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
研
究
対
象
と
し
、
当
教
室
に
お
い
て
樹
立
さ
れ
た
、

Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
温
度
感
受
性
変
異
株
を
用
い
て
、
非
許
容
細
胞
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
増
殖
の
活
性
化
と
ノ

イ
ラ
ミ
ダ
ー
ゼ
活
性
の
研
究
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
開
発
の
基
礎
的
研
究
を
行
っ
た
。

［
病
態
制
御
研
究
施
設
時
代
］

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
か
ら
は
医
学
部
附
属
無
菌
動
物
研
究
施
設
、
癌
研
究
施
設
、
医
真
菌
研
究
施
設
の
三
研
究
施
設
の
発
展

的
統
合
に
よ
っ
て
、
病
態
制
御
研
究
施
設
が
新
設
さ
れ
、
当
部
門
も
同
施
設
ウ
イ
ル
ス
感
染
研
究
部
門
と
名
を
改
め
た
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
よ
り
前
教
授
西
山
幸
廣
（
現
名
誉
教
授
）
が
第
四
代
教
授
に
就
任
し
た
。
西
山
は
当
初
は
水
疱
性
口
内
炎
ウ

イ
ル
ス
や
セ
ン
ダ
イ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
のRN

A

ウ
イ
ル
ス
を
対
象
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
米
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国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
か
ら
帰
国
後
は
、
一
貫
し
て
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
中
心
と
し
た
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
対
象

と
し
た
研
究
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
分
子
生
物
学
・
細
胞
生
物
学
的
手
技
を
用
い
、
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
と
細
胞
の
相
互
作
用
、
ウ

イ
ル
スD

N
A

ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
の
性
状
と
機
能
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
開
発
・
増
殖
阻
害
剤
の
作
用
機
序
、
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
の
病

原
性
発
現
機
構
解
析
、
癌
に
対
す
る
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
スH

F10

腫
瘍
溶
解
療
法
の
確
立
と
応
用
な
ど
の
研
究
で
あ
る
。

［
微
生
物
・
免
疫
学
講
座
へ
］

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の
医
学
部
改
組
に
よ
り
、
当
教
室
は
医
学
系
研
究
科
微
生
物
・
免
疫
学
講
座
ウ
イ
ル
ス
学
分
野
と
な
っ
た
。

西
山
は
ヒ
ト
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
多
彩
か
つ
独
創
的
な
研
究
を
推
し
進
め
そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

十
月
に
小
島
三
郎
記
念
文
化
賞
と
持
田
記
念
学
術
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。
同
年
に
第
五
十
四
回
日
本
ウ
イ
ル
ス
学
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
学
会
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。

［
現
在
］

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
小
児
科
学
教
室
か
ら
准
教
授
と
し
て
加
わ
っ
た
木
村
宏
が
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
八
月
、
第

五
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
現
在
、
当
研
究
室
で
は
ヒ
ト
を
宿
主
と
す
る
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
対
象
に
、
そ
の
増
殖
機
構
・
感
染
と

発
が
ん
の
分
子
機
構
に
つ
い
て
の
基
礎
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
と
並
行
し
て
、
臨
床
教
室
と
共
同
で
患
者
材
料
を
用
い
た
病
態
解
析
研
究
や
、

新
た
な
診
断
法
開
発
、
感
染
症
制
御
・
治
療
を
目
的
と
し
た
戦
略
的
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
大
腸
菌
人
工
染
色
体
を

用
い
た
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
改
変
に
よ
るEB

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
の
機
能
解
析
、
難
治
性EB

ウ
イ
ル
ス
感
染
・
リ
ン
パ
腫
患
者
の
網
羅
的

遺
伝
子
解
析
に
基
づ
く
ウ
イ
ル
ス
関
連
リ
ン
パ
腫
発
症
機
構
解
析
、ヒ
ト
一
倍
体
細
胞
を
用
い
た
宿
主
ウ
イ
ル
ス
抵
抗
性
因
子
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
・
同
定
、
ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
を
用
い
た
新
規
分
子
標
的
治
療
開
発
、
単
純
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
スH

F10

を
用
い
た
腫
瘍
溶
解
療
法
の

改
変
な
ど
で
あ
る
。
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現
在
の
教
室
員
は
教
授
木
村
宏
、
講
師
佐
藤
好
隆
、
助
教
渡
辺
崇
広
、
助
教
三
宅
康
之
の
四
名
の
教
員
に
、
招
聘
教
員
一
名
、
博
士
研

究
員
一
名
、
博
士
課
程
大
学
院
生
九
名
（
臨
床
所
属
を
含
む
）、
学
部
学
生
三
名
、
技
術
員
二
名
、
秘
書
一
名
を
合
わ
せ
、
総
勢
二
一
名

の
陣
容
で
日
々
研
究
に
邁
進
し
て
い
る
。

［
教
室
出
身
者
］

こ
れ
ま
で
に
当
研
究
室
か
ら
は
、
福
井
医
科
大
（
微
生
物
学
）
教
授
木
村
吉
延
、
三
重
大
学
医
学
部
（
微
生
物
学
）
教
授
伊
藤
康
彦
、

名
古
屋
大
学
医
学
部
（
呼
吸
器
内
科
）
教
授
下
方
薫
、
高
知
大
学
（
黒
潮
圏
総
合
科
学
部
門
）
教
授
大
島
俊
一
郎
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
（
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
学
部
）
部
長
鶴
見
達
也
、
藤
田
医
科
大
学
（
小
児
科
）
教
授
吉
川
哲
史
、
愛
知
医
科
大
学
（
皮
膚
科
）
教
授
渡

辺
大
輔
、
名
古
屋
市
衛
生
研
究
所
（
微
生
物
部
）
部
長
柴
田
伸
一
郎
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
（
ウ
イ
ル
ス
病
態
制
御
）
教
授
川
口
寧
、

藤
田
医
科
大
学
（
ウ
イ
ル
ス
・
寄
生
虫
学
）
教
授
村
田
貴
之
、
北
陸
大
学
薬
学
部
（
生
命
薬
学
系
）
教
授
大
黒
徹
、
京
都
産
業
大
学
総
合

生
命
科
学
部
（
動
物
生
命
医
科
学
）
教
授
高
桑
弘
樹
ら
の
多
士
済
々
な
人
材
を
輩
出
し
、
わ
が
国
の
基
礎
／
臨
床
ウ
イ
ル
ス
学
・
病
原
微

生
物
学
の
研
究
お
よ
び
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。



118

生
理
学
講
座

［
前
史
］

生
理
学
が
す
で
に
西
本
願
寺
別
院
時
代
か
ら
教
授
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
規
則
書
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
誰

が
担
当
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
詳
し
い
記
録
が
な
い
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
に
公
立
医
学
所
が
新
校
舎
に
移
り
、
明
治
十
一

年
（
一
八
七
八
）
十
月
に
は
、
石
川
詢
が
生
理
学
担
当
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
月
、
公
立
医
学

校
は
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
、
石
川
に
代
っ
て
奈
良
坂
源
一
郎
（
一
等
教
論
）
が
解
剖
学
・
生
理
学
を
担
当
し
た
。

翌
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
に
は
、
小
倉
開
始
教
諭
が
眼
科
学
・
生
理
学
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
か
な
り
長
く
教
鞭

を
執
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
研
究
の
内
容
も
眼
の
生
理
学
が
主
で
あ
り
、
研
究
発
表
と
し
て
は
視
野
に
関
す
る
論
文
が
多
い
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
に
専
門
学
校
令
に
よ
っ
て
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
教
授

内
容
を
充
実
す
る
目
的
で
同
年
二
月
に
石
森
國
臣
が
初
め
て
生
理
学
の
専
任
教
諭
と
な
っ
た
。
石
森
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
頃

よ
り
小
倉
の
下
で
生
理
学
専
攻
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
眼
科
学
の
分
野
で
は
す
で
に
相
当
の
研
究
実
績
が
あ
っ
た
。
特
に
教
諭
に
な
っ

て
か
ら
は
、
動
物
生
理
学
上
独
創
的
な
研
究
を
し
て
お
り
、
例
え
ば
「
組
織
学
上
研
究
に
平
流
電
気
の
応
用
」
等
の
報
告
が
あ
る
。
石
森

は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
か
ら
満
二
ヶ
年
ド
イ
ツ
に
基
礎
医
学
研
究
の
た
め
留
学
し
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
帰
国
し
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
鶴
舞
町
の
現
所
在
地
に
校
舎
新
築
と
共
に
生
理
医
化
学
教
室
を
作
っ
た
。
石
森
の
研
究
内
容
は
帰
国
後
生
化
学

的
方
面
に
変
わ
り
、「
体
内
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
形
成
に
対
す
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
価
値
」
等
の
報
告
が
あ
る
。
同
年
八
月
に
生
理
医
化
学

は
生
理
学
と
医
化
学
に
分
離
。
石
森
は
医
化
学
の
講
座
を
新
設
し
て
そ
の
専
任
教
諭
と
な
り
、
生
理
学
に
は
熊
谷
強
助
教
諭
が
任
ぜ
ら
れ

た
。
熊
谷
は
明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
八
年
間
母
校
の
助
手
を
経
て
当
校
に
着
任
し
た
。
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

よ
り
三
年
間
英
独
仏
瑞
各
国
に
出
張
、
帰
国
後
は
愛
知
医
科
大
学
〈
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
改
称
〉
教
授
と
し
て
生
理
学
教
室
を
主

宰
し
た
。
当
時
の
研
究
業
績
は
四
部
門
に
大
別
で
き
る
。
第
一
は
大
脳
生
理
で
、
熊
倉
進
の
「
大
脳
を
切
除
せ
る
動
物
を
以
っ
て
諸
毒
物



119

最
小
致
死
量
の
研
究
」
等
の
報
告
が
あ
る
。
第
二
は
心
臓
の
生
理
で
、
大
谷
照
耀
の
「
心
臓
生
理
の
一
疑
義
」
等
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
部
門
は
末
梢
神
経
機
能
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
細
野
正
雄
の
論
文
「
神
経
の
無
刺
激
性
麻
痺
の
研
究
」
等
に
代
表
さ
れ
る
。

第
四
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
種
々
の
臓
器
の
神
経
支
配
が
挙
げ
ら
れ
る
。
村
瀬
透
雄
の
「
摘
出
筋
の
自
発
性
収
縮
並
び
に
、
そ
の
緊
張

度
に
関
す
る
実
験
」
等
の
報
告
が
あ
る
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
、
愛
知
医
科
大
学
は
名
古
屋
医
科
大
学
と
し
て
官
立
と
な
っ
た

が
、
熊
谷
は
日
本
大
学
医
学
部
に
転
じ
、
さ
ら
に
帝
国
女
子
医
専
に
移
っ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
、
福
田
邦
三
が
教
授
に
就

任
し
た
。
福
田
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
副
手
、
助
手
を
経
て
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
助
教
授
と
な

り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
、
生
理
学
研
究
の
た
め
満
二
年
間
英
国
に
留
学
、
帰
国
後
名
古
屋
医
科
大
学
に
着
任
し
た
。
福
田
の

時
代
は
、
主
と
し
て
心
臓
の
生
理
学
が
教
室
の
研
究
課
題
で
あ
り
、
鈴
木
辰
三
「
心
筋
の
生
理
学
的
性
質
に
関
す
る
研
究
補
遺
」
等
の
報

告
が
あ
る
。

久
野
寧
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）、
愛
知
医
学
校
を
卒
業
、
東
京
帝
国
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
の
生
理
学
教
室
助
手
を
経
て
、

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
南
満
医
学
堂
教
授
と
な
り
、
二
回
に
わ
た
る
欧
米
へ
の
出
張
の
後
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
満
州
医

科
大
学
教
授
に
就
任
し
た
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
、
福
田
の
後
を
う
け
て
教
授
に
就
任
し
た
。
久
野
の
研
究
の
主
流
は
発

汗
生
理
学
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
「
人
体
深
部
の
温
度
の
測
定
」
や
「
凍
傷
の
研
究
」
あ
る
い
は
「
皮
膚
温
の
変
動
」
に
関
す
る
各
種
の

研
究
、
さ
ら
に
「
人
体
熱
収
支
の
研
究
」
な
ど
、
体
温
調
節
の
生
理
学
に
含
ま
れ
る
研
究
も
行
っ
た
。
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細
胞
生
理
学
（
生
理
学
第
一
）

［
帝
大
時
代
］

名
古
屋
医
科
大
学
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
り
、
翌
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
生
理
学
は
二
講

座
制
と
な
っ
た
。
久
野
寧
は
第
一
講
座
担
当
、
第
二
講
座
は
伊
藤
龍
の
担
当
と
な
っ
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
久
野
は
人
体
発

汗
の
研
究
に
対
し
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
し
た
。
久
野
は
汗
腺
が
排
世
器
官
で
は
な
く
、
放
熱
器
官
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
研
究
を
行

い
、
汗
の
塩
化
物
濃
度
が
低
い
こ
と
が
高
温
環
境
へ
の
馴
化
の
指
標
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
時
は
太
平
洋
戦
争
の
時
期
に
あ
た
り
、
南

方
作
戦
あ
る
い
は
熱
帯
生
活
の
た
め
に
邦
人
の
熱
帯
適
性
鑑
別
は
緊
急
の
問
題
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
塩
化
物
に
関
し
て
、
前
記
の
研
究
と

は
系
統
を
異
に
し
た
食
塩
の
代
謝
お
よ
び
そ
の
調
節
に
関
す
る
一
連
の
研
究
も
な
さ
れ
た
。
や
が
て
、
戦
い
た
け
な
わ
と
な
り
、
遂
に
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は
名
古
屋
は
空
襲
に
よ
り
そ
の
三
分
の
二
を
失
い
、
医
学
部
の
木
造
建
物
も
大
部
分
を
焼
失
す
る
に
至
っ
た
。

［
新
生
］

生
理
学
教
室
は
昭
和
塾
堂
へ
仮
住
い
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
教
室
も
再
建
さ
れ
た
。「
汗
の
成
分
」
の
研

究
は
、
糖
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
に
お
よ
ん
だ
。「
汗
腺
の
発
生
」
の
研
究
は
ヒ
ト
胎
児
を
多
数
使
用
し
、
あ
る
い
は
系
統
発

生
学
的
に
行
わ
れ
、
汗
腺
の
神
経
支
配
が
交
感
神
経
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
ヒ
ト
で
は
コ
リ
ン
作
動
性
で
あ
る
と
い
う
事
実
も
含
め
て
「
発

汗
器
官
の
進
化
に
関
す
る
学
説
」
が
樹
立
さ
れ
た
。
久
野
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
日
本
学
術

会
議
会
員
、
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
は
日
本
学
士
院
会
員
、
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
イ
ギ
リ
ス
生
理
学
会
の
名
誉
会
員
、

三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
ア
メ
リ
カ
生
理
学
会
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
、
さ
ら
に
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は″H

um
an�

Perspiration

”
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
久
野
は
世
界
に
発
汗
生
理
学
の
開
拓
者
と
し
て
の
地
位
を
明
示
し
た
。
久
野
の
名
古
屋
大

学
在
任
中
の
門
下
か
ら
、
伊
藤
龍
（
名
古
屋
大
学
教
授
）、
伊
藤
眞
次
（
北
海
道
大
学
教
授
）、
新
田
初
雄
（
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
）、
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大
原
孝
吉
（
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
）、
鈴
木
利
三
（
愛
知
県
立
女
大
学
教
授
）、
高
木
俊
蔵
（
大
阪
府
立
大
学
教
授
）、
奥
田
宣
（
中
京

女
子
短
期
大
学
教
授
）、
猪
飼
公
郎
（
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
）
ら
を
輩
出
し
た
。

久
野
の
後
を
う
け
て
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
新
潟
大
学
教
授
の
高
木
健
太
郎
が
教
授
に
着
任
し
た
。
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
に
は
新
し
く
完
成
し
た
基
礎
研
究
棟
へ
移
転
し
、
ま
た
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
人
工
気
候
室
も
設
置
さ
れ
、

発
汗
、
皮
膚
血
流
な
ど
を
含
め
、
自
律
神
経
機
能
に
関
す
る
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
特
に
皮
膚
を
圧
迫
し
た
と
き
、
汗
腺
の
活
動
を

含
め
、
自
律
神
経
機
能
に
変
化
が
現
わ
れ
る
と
い
う
「
圧
反
射
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
高
木
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
っ
た
。
中
山
昭
雄
助

教
授
（
大
阪
大
学
教
授
）
と
堀
哲
郎
（
九
州
大
学
教
授
）
の
米
国
留
学
後
は
、
サ
ル
の
体
温
調
節
機
構
に
つ
い
て
の
系
統
的
な
実
験
が
行

わ
れ
た
。
高
木
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
名
古
屋
市
立
大
学
の
学
長
に
選
出
さ
れ
た
。
高
木
時
代
に
は
、
佐
々
木
勧
（
藤
田
学

園
保
健
衛
生
大
学
教
授
）、
小
川
徳
雄
（
愛
知
医
科
大
学
教
授
）、
永
坂
鐡
夫
（
金
沢
大
学
教
授
）、
佐
藤
豊
彦
（
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部

教
授
）、
小
坂
光
男
（
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授
）、
登
倉
尋
美
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）、
只
木
英
子
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）、

水
村
和
枝
（
環
境
医
学
研
究
所
教
授
）
な
ど
の
人
材
も
育
っ
た
。

そ
の
後
の
研
究
は
熊
澤
孝
朗
講
師
を
中
心
に
維
持
さ
れ
た
。
熊
澤
は
、
皮
膚
に
存
在
し
て
、
主
に
痛
覚
に
関
与
す
る
細
い
感
覚
神
経
線

維
が
高
木
の
「
圧
反
射
」
の
求
心
性
線
維
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
水
村
ら
と
共
に
研
究
を
行
い
、
こ
の
線
維
が
骨
格
筋
や
内
臓
に
も
分

布
し
、
自
律
神
経
機
能
に
広
く
影
響
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
熊
澤
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研

究
所
の
教
授
に
就
任
し
、
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。

高
木
の
退
官
後
約
七
年
間
教
授
の
空
席
が
続
い
た
が
、
富
田
忠
雄
が
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
福
岡
大
学
よ
り
着
任
し
、
平
滑

筋
の
自
発
性
活
動
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
高
井
章
講
師
（
旭
川
医
科
大
学
教
授
）、
中
山
晋
介
助
手
（
現
名
古
屋
大
学
准
教
授
）、
徳

納
博
幸
助
手
ら
が
参
画
し
、細
胞
膜
の
イ
オ
ン
輸
送
と
細
胞
内
代
謝
系
と
の
関
連
に
つ
い
て
、酸
素
消
費
量
か
ら
のA

T
P

産
生
量
の
推
定
、

核
磁
気
共
鳴
を
用
い
た
細
胞
内
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
燐
酸
量
の
解
析
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
徴
小
電
極
法
を
用
い
た
平
滑
筋
の
自
発
性
活

動
やN

a

ポ
ン
プ
電
位
の
解
析
、
パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
法
に
よ
る
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
電
流
の
解
析
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
研
究
は
、
中
山
に
よ
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る
「
消
化
管
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
細
胞
に
よ
る
細
胞
間
連
結
機
構
」
や
「
常
温
作
動
磁
気
測
定
器
（
通
称M

I

セ
ン
サ
）
に
よ
る
生
体
活
動

計
測
」
の
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
る
。

富
田
の
退
官
後
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
佐
賀
医
科
大
学
教
授
の
久
場
健
司
が
教
授
に
着
任
し
た
。
秋
田
天
平
（
現
浜
松
医
科
大

学
准
教
授
）
ら
が
参
画
し
、
交
感
神
経
節
や
中
枢
神
経
系
の
シ
ナ
プ
ス
に
お
け
るCa

動
態
に
つ
い
て
、
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
を
用

い
た
詳
細
な
解
析
が
行
わ
れ
、
前
終
末
で
の
リ
ア
ノ
ジ
ン
受
容
体
を
介
し
た
伝
達
物
質
放
出
増
強
、
後
細
胞
で
の
リ
ア
ノ
ジ
ン
受
容
体
、

Ca

チ
ャ
ネ
ル
、Ca
依
存
性
Ｋ
チ
ャ
ネ
ル
の
三
つ
組
構
造
に
よ
る
可
塑
性
機
構
な
ど
の
し
く
み
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
全
方
位
蛍
光
測

定
二
光
子
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
の
光
学
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

久
場
の
後
任
と
し
て
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
東
京
大
学
か
ら
廣
瀬
謙
造
が
教
授
に
着
任
し
た
。
並
木
繁
行
助
教
ら
が
参
画

し
、
中
枢
神
経
系
の
興
奮
性
伝
達
物
質
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
可
視
化
す
る
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
時
空
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
の
解
析
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
研
究
室
は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
新
し
く
完
成
し
た
医
系
研
究
棟
二
号
館
へ
移
転
し
た
。

［
現
在
］

廣
瀬
が
東
京
大
学
へ
転
任
し
た
後
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
京
都
大
学
か
ら
久
場
博
司
が
教
授
と
し
て
着
任
し
、
中
枢
聴
覚

神
経
回
路
の
形
成
と
動
作
の
し
く
み
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
山
田
玲
助
教
、
安
達
良
太
特
任
助
教
、
江
川
遼
特
任
助
教
な
ど
が

参
画
し
、
主
に
パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
法
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
モ
デ
ル
、
二
光
子
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
、
組
織
透
明
化
な
ど
の
技
術
を
駆
使
す
る

こ
と
で
、
聴
覚
神
経
回
路
の
周
波
数
局
在
域
に
応
じ
た
機
能
形
態
分
化
の
詳
細
と
そ
の
働
き
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
久
場

が
見
出
し
た
新
た
な
神
経
可
塑
性
で
あ
る
軸
索
起
始
部
の
活
動
依
存
的
構
造
変
化
の
分
子
機
構
に
関
す
る
研
究
も
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
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統
合
生
理
学
（
生
理
学
第
二
）

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
に
生
理
学
第
二
講
座
が
設
け
ら
れ
、
当
時
久
野
寧
教
授
の
許
に
あ
っ
た
伊
藤
龍
助
教
授
が
主
任
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
伊
藤
龍
は
愛
知
医
科
大
学
卒
業
後
、
福
田
邦
三
の
下
で
学
ん
だ
電
気
生
理
学
、
刺
激
生
理
学
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
終
末
近
く
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
に
、
生
理
学
教
室
も
含
め
て
医
学
部
の
大
半
が
爆
撃
で
炎
上
し
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
焼
失
し
た
。

戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
伊
藤
龍
が
教
授
に
就
任
し
、
約
五
年
間
は
人
体
を
用
い
た
皮
膚
感
覚
の
研
究
が
行
わ
れ
、
特

に
、
発
痒
機
構
お
よ
び
痒
感
伝
播
神
経
線
維
を
考
察
し
た
。
新
海
一
義
、
加
納
純
一
、
畔
柳
光
雄
、
伊
藤
文
雄
ら
が
こ
れ
に
協
力
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
か
ら
の
五
年
間
は
電
気
生
理
学
的
研
究
を
始
め
、
伊
藤
文
雄
、
志
賀
博
、
桑
原
昌
也
、
祖
父
江
梅
子
ら
の

協
力
に
よ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
除
リ
ン
ガ
ー
液
中
の
骨
格
筋
の
自
発
性
興
奮
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
村
田
計
一
、
成
田

友
徳
ら
に
よ
っ
て
心
筋
活
動
時
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
変
化
の
研
究
、
シ
ア
ニ
ン
系
感
光
色
素
の
細
胞
膜
興
奮
性
等
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
か
ら
の
五
年
間
は
研
究
者
が
約
二
〇
人
に
増
え
て
、
研
究
が
大
い
に
進
展
し
た
。
同
年
七
月
に
は
新
築

の
基
礎
医
学
研
究
室
に
移
転
し
た
。
こ
の
時
期
の
業
績
は
、
①
感
覚
器
（
聴
覚
、
筋
受
容
器
な
ど
）
の
生
理
、
②
骨
格
筋
（
特
に
緩
筋
）

の
比
較
生
理
、
③
細
胞
膜
の
イ
オ
ン
透
過
性
お
よ
び
興
奮
性
等
の
一
般
生
理
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
伊
藤
龍
以
下
、

村
田
計
一
、
伊
藤
文
雄
、
伊
藤
嘉
房
、
そ
の
他
多
数
の
研
究
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
伊
藤
文
雄
、
渡
邊
悟
、
外
山
敬
介
ら
は
筋
紡
錘
の

イ
ン
パ
ル
ス
放
電
や
カ
エ
ル
脳
幹
網
様
体
の
呼
吸
運
動
中
枢
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
も
行
っ
た
。

伊
藤
龍
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
四
月
で
停
年
退
官
し
た
が
、
学
園
紛
争
に
よ
り
後
任
教
授
の
選
考
は
延
期
を
重
ね
た
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
伊
藤
文
雄
が
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
教
授
か
ら
教
授
に
着
任
し
た
後
、
筋
紡
錘
神
経
末
端
で
カ
ル
シ
ウ

ム
・
ス
パ
イ
ク
が
起
き
る
こ
と
を
発
見
し
、
力
学
受
容
変
換
イ
オ
ン
機
構
を
解
明
す
る
端
緒
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
超
微
形
態
学
的
、

電
気
生
理
学
的
、
生
物
物
理
学
的
手
法
を
用
い
て
、
筋
紡
錘
に
お
け
る
機
械
受
容
変
換
機
序
や
細
胞
膜
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
のkinetics

の
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解
明
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
生
理
学
第
二
講
座
か
ら
は
多
数
の
教
授
が
輩
出
さ
れ
た
。
伊
藤
嘉
房
（
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

部
）、
村
田
計
一
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
）、
渡
邊
悟
（
岐
阜
大
学
反
射
研
究
施
設
を
経
て
名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究
所
）、
外
山
敬
介
（
京

都
府
立
医
科
大
学
）、
葛
野
浩
（
岐
阜
大
学
農
学
部
）、
小
松
由
紀
夫
（
京
都
府
立
医
科
大
学
を
経
て
名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究
所
）
ら

で
あ
る
。
筋
紡
錘
や
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
研
究
に
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
大
阪
大
学
か
ら
講
師
に
着
任
し
た
曽
我
部
正
博
や
、

藤
墳
規
明
、
吉
村
篤
司
、
成
瀬
恵
治
ら
が
貢
献
し
た
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
伊
藤
文
雄
が
停
年
退
官
し
、
曽
我
部
正
博
助
教
授
が
教
授
に
就
任
し
た
。
翌
年
、
成
瀬
恵
治
助
手
、
平
成

九
年
（
一
九
九
七
）
に
辰
巳
仁
史
助
教
が
就
任
す
る
中
で
、
電
気
生
理
学
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
分
子
生
物
学
を
コ
ア
技
術
と
し
、
機
械
受

容
チ
ャ
ネ
ル
を
核
と
し
た
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
研
究
が
展
開
さ
れ
、
内
皮
細
胞
の
機
械
受
容
チ
ャ
ネ
ル
を
介
し
たCa

2+

流
入
の
初

の
可
視
化
、
真
核
生
物Ca

2+

透
過
性
機
械
受
容
チ
ャ
ネ
ル
の
初
の
分
子
同
定
な
ど
の
先
駆
的
成
果
が
得
ら
れ
た
。
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
の
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
講
座
が
細
胞
生
物
物
理
学
と
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
生
理
学
の
二
分
野
に
分
割
さ
れ
、
成
瀬
（
平
成

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
岡
山
大
学
医
学
部
教
授
に
転
出
）
と
辰
巳
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
金
沢
工
業
大
学
教
授
に
転
出
）
は
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
助
教
授
に
昇
任
し
た
。
こ
の
間
、
赤
池
忠
助
手
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
講
師
に
昇
任
し
、
翌
年
、
北
海
道
大
学

歯
学
部
教
授
と
し
て
転
出
し
た
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
曽
我
部
は
科
学
技
術
振
興
機
構
（JST

）
か
ら
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
国
際
展
開
に
関
す
る
大
型
研

究
費
（
細
胞
力
覚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
獲
得
し
、
爾
後
十
年
間
に
亘
り
一
〇
〇
編
余
の
成
果
論
文
を
通
し
て
本
邦
の
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

研
究
を
牽
引
し
た
。
平
行
し
て
進
め
ら
れ
た
海
馬
機
能
に
対
す
る
神
経
ス
テ
ロ
イ
ド
の
効
果
（
学
習
・
記
憶
の
促
進
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
・
脳
梗
塞
の
予
防
・
治
療
）
や
細
胞
の
重
力
感
知
に
関
す
る
研
究
で
も
重
要
な
成
果
を
挙
げ
た
。
こ
の
間
採
用
さ
れ
た
高
橋
賢
助
教
、

田
中
基
樹
助
教
、
小
林
剛
助
教
を
始
め
、
総
勢
三
〇
余
名
の
研
究
員
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
そ
の
多
く
は
現
在
大
学
教
授
・
准

教
授
・
研
究
員
と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。
曽
我
部
の
在
任
中
に
は
二
〇
〇
編
余
の
欧
文
論
文
の
刊
行
、
三
〇
余
名
（
う
ち
一
二
名
が
講
座

所
属
）
の
大
学
院
生
の
指
導
が
成
さ
れ
た
。
曽
我
部
は
国
立
生
理
学
研
究
所
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
等
の
客
員
教
授
や
、
日
本
生
物
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物
理
学
会
、
国
際
比
較
生
理
生
化
学
連
合
、
国
際
メ
カ
ノ
バ
イ
ロ
ジ
ー
学
会
等
の
会
長
を
始
め
、
第
七
十
六
回
日
本
生
理
学
会
大
会
（
平

成
七
年
（
一
九
九
五
））、
第
八
回
国
際
比
較
生
理
生
化
学
会
議
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
））、
第
一
回
国
際
メ
カ
ノ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

会
議
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
））
の
大
会
長
な
ど
を
務
め
た
後
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
定
年
退
職
し
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
中
村
和
弘
が
京
都
大
学
准
教
授
か
ら
教
授
に
着
任
し
、
専
門
分
野
が
統
合
生
理
学
分
野
と
な
っ
た
。

中
村
は
京
都
大
学
薬
学
部
を
卒
業
後
、
一
貫
し
て
体
温
調
節
・
感
染
性
発
熱
の
中
枢
神
経
回
路
機
構
の
研
究
を
進
め
、
温
熱
恒
常
性
を
担

う
神
経
回
路
の
基
本
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界
に
先
駆
け
て
提
示
し
た
業
績
に
よ
り
、
米
国
生
理
学
会Bow

ditch

賞
、
日
本
学
士
院
学
術
奨

励
賞
、
日
本
学
術
振
興
会
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
。
教
授
就
任
後
、
こ
の
研
究
は
多
様
な
環
境
ス
ト
レ
ス
か
ら
生
命
を
守
る
脳
の
神
経
回
路

機
構
の
研
究
へ
と
発
展
し
、
心
理
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
交
感
神
経
反
応
を
起
こ
す
中
枢
神
経
回
路
や
、
飢
餓
を
生
き
延
び
る
た
め
に
機
能
す

る
神
経
細
胞
群
な
ど
、
生
理
学
的
に
重
要
な
発
見
を
一
流
国
際
誌
に
論
文
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
は
科
研
費
（
新
学
術
領
域
研
究
）

や
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（A

M
ED

）
等
か
ら
大
型
研
究
費
の
助
成
を
受
け
、
中
村
、
中
村
佳
子
講
師
、
片
岡
直
也
特
任
講
師
、
福

島
章
紘
助
教
、
大
屋
愛
実
助
教
ら
に
よ
っ
て
、in vivo

生
理
学
、
神
経
解
剖
学
、
分
子
生
物
学
な
ど
の
多
彩
な
技
術
を
多
面
的
に
駆
使

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
林
は
現
在
講
師
と
な
り
、
一
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
や
宇
宙
生
物
学
の
研
究
を
通
じ
て
、

細
胞
の
重
力
感
知
機
構
の
解
明
を
進
め
て
い
る
。
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神
経
情
報
薬
理
学
・
細
胞
薬
理
学
（
薬
理
学
）

［
前
史
］

薬
理
学
講
座
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
愛
知
医
科
大
学
時
代
ま
で
は
『
医
学
部
九
十
年
史
』
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な

い
の
で
以
下
、
主
に
同
書
に
よ
り
摘
記
す
る
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
一
月
の
愛
知
県
布
達
に
よ
り
病
院
に
医
学
講
習
場
が
併
設
さ
れ
、
そ
の
仮
規
則
中
の
学
科
英
原
書
変
則
内

に
「
三
級
薬
剤
学
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
五
月
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�
Roretz

）
が
教
師
に
、
司
馬
盈
之
が
副
教
師
に
就
任
し
た
。
公
立
医
学
所
時
代
は
司
馬
が
薬
物
学
を
講
じ
た
。
な
お
、
ロ
ー
レ
ツ
は
山
形

の
医
学
校
に
お
い
て
講
じ
た
「
薬
剤
学
」
の
講
義
録
を
遺
し
て
い
る
の
で
、
ロ
ー
レ
ツ
の
薬
剤
学
に
つ
い
て
の
学
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、
就
学
年
限
が
三
年
か
ら
四
年
に
延
長
さ
れ
、
一
級
生
で
「
製
薬
学
」、
三
級
生
で
「
薬
物
学
」「
処

方
学
」
の
履
修
が
課
せ
ら
れ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
医
学
校
規
則
が
文
部
省
改
正
教
育
令
の
意
を
汲
ん
で
専
門
学
校
相
当
の

線
に
改
正
さ
れ
た
が
、
第
一
年
に
「
化
学
附
製
薬
学
」、
第
三
年
に
「
薬
学
附
処
方
学
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ

れ
た
こ
の
頃
は
石
川
詢
訓
導
、
新
美
直
亮
訓
導
が
講
義
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
地
方
税
に
よ
っ
て
府
県
立
医
学
校
を
維
持
す
る
こ
と
が
禁

じ
ら
れ
、
僅
か
に
京
都
、
大
阪
、
愛
知
の
三
医
学
校
だ
け
が
残
存
し
得
た
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
学
科
課
程
も
官
立
の
そ
れ
と

同
様
に
改
め
ら
れ
、
薬
物
学
は
理
論
、
実
験
、
処
方
学
、
調
剤
実
習
を
内
容
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
当
時
、
薬
学
系
の
教
諭
は
佐
々

木
逵
、
賀
古
桃
次
、
伊
部
彝
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
賀
古
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
か
け
て
ド

イ
ツ
へ
留
学
し
た
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
。
薬
物
学
は
理
論
及
び
実
習
処
方
学
、
調
剤
学
及
び
実
習
と
な
り
、

医
学
校
時
代
の
教
育
内
容
を
ほ
ぼ
継
承
し
た
。
医
専
時
代
の
薬
学
系
教
諭
は
葛
谷
貞
二
で
あ
る
。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
林
亥
之
助
が

講
師
に
就
任
し
、
薬
理
学
、
処
方
学
を
講
じ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
は
公
立
の
愛
知
医
科
大
学
に
昇
格
。
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同
年
十
二
月
、
林
は
欧
米
に
出
張
、
特
に
ベ
ル
リ
ン
で
は
ミ
ハ
エ
リ
ス
（Leonor�M

ichaelis

）
の
研
究
室
に
も
滞
在
し
、
同
十
二
年

（
一
九
二
三
）
帰
名
し
た
。
同
年
薬
理
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
約
十
年
間
教
室
を
主
宰
し
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
の
名
古
屋
医
科
大
学
に
移
管
し
、
引
き
続
き
林
が
薬
理
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
ま

た
附
属
図
書
館
初
代
館
長
に
も
就
任
し
た
が
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
招
か
れ
て
千
葉
医
科
大
学
へ
去
っ
た
。
薬
学
系
講
義
と
し
て
は
、

一
年
次
及
び
二
年
次
に
わ
た
っ
て
薬
理
学
及
び
処
方
学
、
同
実
習
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
林
の
薬
理
学
教
授
及
び
附
属
図
書
館
長
の
後
任

と
し
て
三
輪
誠
が
北
海
道
帝
国
大
学
か
ら
着
任
し
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
待
望
の
帝
国
大
学
医
学
部
に
昇
格
。
三
輪
は
、
引
き
続
き
薬
理
学
教
授
と
し
て
帝
大
時
代
の
終
焉
ま
で

教
室
を
主
宰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
輪
時
代
の
主
要
研
究
課
題
は
、
動
物
実
験
用
自
動
血
圧
調
節
装
置
の
応
用
に
よ
る
全
身
各
領
域
の
血
管
の
薬
理
学
的
研
究
―
肺
、
心
、

肝
、
腎
、
胃
腸
、
子
宮
、
下
肢
、
耳
の
各
血
管
―
で
、
発
表
論
文
数
は
数
十
篇
に
の
ぼ
っ
た
。

三
輪
の
主
眼
目
は
研
究
方
法
の
改
良
、
及
び
薬
物
の
直
接
、
間
接
作
用
の
分
離
で
、
特
に
自
動
血
圧
調
節
装
置
は
三
輪
指
導
の
も
と
に

尾
崎
正
道
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
血
管
系
の
広
汎
、
系
統
的
な
研
究
に
お
い
て
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
曖
昧
で
あ
っ
た
薬
物
の
直
接
、
間
接
作
用
が
臓
器
毎
に
明
確
に
分
離
さ
れ
、
多
く
の
先
駆
的
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
名
古
屋
医
科
大

学
か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学
の
時
代
、
日
中
戦
争
は
次
第
に
泥
沼
化
し
、
遂
に
第
二
次
世
界
大
戦
へ
突
入
す
る
。
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）、

神
田
善
吾
は
応
召
し
、
以
後
、
助
教
授
ポ
ス
ト
は
空
席
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
空
襲
で
薬
理
教
室
も
被

災
、
三
輪
の
遣
し
た
研
究
資
料
の
多
く
が
戦
災
に
よ
っ
て
烏
有
に
帰
し
た
こ
と
は
惜
し
ん
で
も
余
り
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

同
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
。
薬
理
教
室
は
他
の
焼
け
出
さ
れ
た
教
室
と
共
に
、
昭
和
塾
堂
へ
移
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

一
月
、
三
輪
が
逝
去
、
同
月
に
奇
し
く
も
神
田
が
復
員
し
、
同
年
十
一
月
、
教
授
に
就
任
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
大
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学
の
正
式
名
称
か
ら
も
「
帝
国
」
が
消
え
た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
新
制
大
学
発
足
。
神
田
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
以
後
、
二
〇
年
余
に
わ
た
り
教
室
を
主
宰

し
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
、
仮
建
築
な
が
ら
薬
理
・
生
化
学
教
室
棟
が
完
成
し
た
。
な
お
本
建
築
の
基
礎
医
学
研
究
棟

の
完
成
は
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

神
田
時
代
の
主
要
研
究
課
題
は
、
駆
虫
薬
の
薬
理
、
血
清
コ
リ
ン
エ
ス
テ
レ
ー
ス
活
性
、
心
臓
血
管
系
の
薬
理
―
ジ
ギ
タ
リ
ス
、
心
筋

　

代
謝
、
血
管
運
動
中
枢
、
血
圧
血
管
反
射
、
抗
不
整
脈
薬
、
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
の
血
管
作
用
、
自
律
神
経
薬
、
亜
硝
酸
化
合
物
、
心
臓
の

α
受
容
体
―
で
あ
り
、
そ
の
発
表
論
文
数
は
約
一
三
〇
篇
に
の
ぼ
る
。

戦
後
の
物
資
不
足
、
加
う
る
に
研
究
施
設
は
焼
失
し
て
お
り
、
当
時
寄
生
虫
疾
患
が
国
民
の
大
多
数
に
蔓
延
し
て
い
た
状
況
か
ら
、
試

験
管
と
ビ
ー
カ
ー
だ
け
で
実
験
出
来
る
駆
虫
薬
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
十
三
年
（
一
九
三
八
）
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
のStraub

教
授
と
、A

.�W
.�Forst
教
授
（
当
時priv.�D

oz.

）
の
も
と
に
留
学
し
た
神
田
は
心
臓
の
薬
理
に
興
味
を
抱
い
て
い

た
が
、
研
究
機
器
が
整
う
ま
で
は
研
究
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ジ
ギ
タ
リ
ス
の
直
接
心
筋
へ
の
強
心
作
用
を
有
弦
ガ
ル
バ
ノ
メ
ー

タ
ー
で
示
し
た
。
一
方
で
は
強
心
作
用
と
中
毒
作
用
と
の
幅
の
広
い
強
心
ス
テ
ロ
イ
ド
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
察
の
も
と
に
、
既

知
の
ジ
ギ
タ
リ
ス
成
分
以
外
の
物
質
の
検
索
や
、
新
し
い
強
心
ス
テ
ロ
イ
ド
の
研
究
が
な
さ
れ
た
。

ジ
ギ
タ
リ
ス
の
強
心
機
構
の
研
究
は
、
フ
レ
ー
ム
フ
ォ
ト
メ
ー
タ
ー
の
導
入
を
得
て
、
電
解
質
の
う
ち　

に
つ
い
て
行
わ
れ
、
特
に
細

胞
内　

減
少
の
立
証
を
中
心
に
、
心
筋
の
呼
吸
、
収
縮
蛋
白
へ
の
影
響
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
十
四
回
薬
理
学
会
総
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
關
谷
淳
助
教
授
が
発
表
し
た
。

ま
た
生
体
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
に
対
す
る
興
味
か
ら
、
血
清
中
の
各
成
分
の
う
ち
コ
リ
ン
エ
ス
テ
レ
ー
ス
を
と
り
上
げ
て
、
主
と
し
て

W
arburg

の
検
圧
計
を
用
い
て
活
性
を
測
定
し
、
そ
の
機
構
が
追
求
さ
れ
た
。

Ｋ+

Ｋ+

Ｋ+
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血
管
運
動
に
関
し
て
は
、K

raw
kow

-Pissem
ski

法
を
改
良
し
て
ウ
サ
ギ
の
耳
介
神
経
だ
け
を
中
枢
と
結
合
し
た
ま
ま
残
し
、
他
を

個
体
か
ら
切
り
離
し
て
、
各
種
の
自
律
神
経
そ
の
他
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
亜
硝
酸
剤
に
は
末
梢
作
用
に
加
え
て
中
枢
作
用
が
あ

る
こ
と
等
が
示
さ
れ
た
（
第
三
十
一
回
日
本
薬
理
学
会
総
会
特
別
講
演
）。
そ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
キ
ニ
ン
の
血
管
作
用
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
た
。
以
上
の
神
田
の
業
績
は
、
戦
後
の
無
の
時
代
に
始
ま
っ
て
漸
く
機
器
の
整
備
を
み
た
時
代
に
、
意
欲
的
に
心
臓
血
管
系
の
薬
理
研

究
に
取
り
組
ん
だ
賜
物
と
言
え
よ
う
。
こ
の
研
究
を
支
え
た
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
關
谷
を
中
心
に
、
旧
制
学
位
が
新
制
学
位
に
切

り
替
わ
る
時
期
の
助
手
、
研
究
生
、
大
学
院
生
の
人
達
で
あ
っ
た
。

な
お
神
田
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
十
一
月
か
ら
附
属
図
書
館
長
を
務
め
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
に
は
医
学
部

長
に
就
任
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
第
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会
副
会
頭
を
つ
と
め
た
神
田
は
、
同
年
停
年
に
よ
り
退
官

し
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
頃
、
大
学
紛
争
は
本
医
学
部
に
も
及
び
、
教
授
空
白
時
代
を
招
い
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、

東
京
医
科
歯
科
大
学
か
ら
重
井
達
朗
が
後
任
教
授
に
就
任
し
た
。

重
井
の
主
要
研
究
課
題
は
、
強
心
ス
テ
ロ
イ
ド
の
構
造
・
活
性
相
関
、
静
脈
系
の
発
生
と
薬
理
実
験
的
肺
水
腫
の
機
序
、
心
肺
標
本
に

お
け
る
血
行
動
態
の
図
型
解
析
、
冠
循
環
の
神
経
化
学
的
調
節
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
受
容
体
機
構
、cA

M
P

依
存
性
蛋
白
質
燐
酸
化
酵
素

で
あ
り
、
そ
の
論
文
数
は
約
七
○
篇
に
及
ぶ
。

イ
ヌ
静
脈
系
の
研
究
で
は
、
静
脈
の
部
位
的
特
徴
と
、
そ
の
発
生
学
的
由
来
と
の
間
に
数
々
の
驚
く
べ
き
相
関
が
見
出
さ
れ
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
血
管
系
に
お
け
る
不
均
一
性
の
意
味
に
つ
い
て
新
し
い
見
方
が
提
唱
さ
れ
た
（
第
五
十
九
回
日
本
薬
理
学
会
総
会
特
別
講
演
）。

こ
の
研
究
は
静
脈
系
各
部
位
の
平
滑
筋
の
構
築
、
血
管
作
動
物
質
に
対
す
る
反
応
、
自
動
性
、
神
経
支
配
、
さ
ら
に
そ
の
弛
緩
機
構
や
内

皮
細
胞
の
関
与
等
を
含
む
広
汎
か
つ
系
統
的
な
仕
事
で
あ
っ
て
、
多
数
の
共
同
研
究
者
が
参
加
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
受
容
体
に
関
す
る
研
究
に
、
萩
野
泰
道
、
中
島
光
好
が
精
力
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
そ
れ
ぞ

れ
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
、
浜
松
医
学
大
学
教
授
に
就
任
し
、
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
、
重
井
は
停
年
に
よ
り
退
官
し
た
。

後
任
と
し
て
日
高
弘
義
が
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
八
月
に
教
授
に
就
任
し
、
重
井
の
も
と
で
助
教
授
で
あ
っ
た
石
川
直
久
（
後

に
愛
知
医
科
大
学
薬
理
学
教
授
）
と
共
に
循
環
器
系
を
中
心
と
し
、
従
来
の
臓
器
レ
ベ
ル
の
研
究
に
加
え
て
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
薬
物
の
作

用
機
序
の
解
明
に
努
力
し
た
。
特
に
日
高
は
細
胞
内
情
報
伝
達
物
質
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
生
理
的
役
割
の
解
明
に
力
を
注
ぎ
、
文
部
省

特
定
研
究
「
カ
ル
シ
ウ
ム
と
細
胞
機
能
班
」
の
副
代
表
、
な
ら
び
に
「
カ
ル
シ
ウ
ム
の
細
胞
機
能
研
究
班
」
の
班
長
と
な
っ
て
全
国

一
〇
〇
名
に
お
よ
ぶ
研
究
者
を
組
織
し
た
。
更
に
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
八
月
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
国
際
薬

理
学
会
で
は
、
日
本
で
た
だ
一
名
の
特
別
講
演
者
と
し
て
、
独
自
に
開
発
し
た
プ
ロ
テ
イ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
特
異
的
阻
害
剤
の
研
究
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
教
室
の
論
文
生
産
性
は
す
こ
ぶ
る
高
く
、
日
高
を
中
心
と
し
て
吉
岡
、
萩
原
、
石
川
智
、
仁
木
、
渡
辺
、
千
々
和
、
内
藤
な

ど
が
活
躍
し
、
二
〇
〇
に
お
よ
ぶ
論
文
を
発
表
し
た
。

［
現
在
］

後
任
と
し
て
貝
淵
弘
三
が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
教
授
に
就
任
し
た
。
貝
淵
は
、
前
任
地
の
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
で
、
低
分
子
量
Ｇ
蛋
白
質Rho

の
標
的
蛋
白
質
で
あ
るRho-

キ
ナ
ー
ゼ
を
発
見
し
、
細
胞
骨
格
、
収
縮
、
運
動
、
接
着
、
極
性
を

制
御
す
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機
構
の
解
明
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。
名
古
屋
大
学
で
は
、
天
野
准
教
授
や
深
田
助
教
（
現
生
理
学

研
究
所
教
授
）
と
共
にRho-

キ
ナ
ー
ゼ
が
狭
心
症
や
肺
高
血
圧
症
、
脳
血
管
攣
縮
な
ど
の
病
態
に
関
与
す
る
こ
と
を
見
出
し
、
こ
れ
ら

平
滑
筋
の
異
常
収
縮
を
伴
う
疾
患
の
新
た
な
治
療
法
開
発
へ
の
道
を
開
い
た
。
一
方
、Rho-

キ
ナ
ー
ゼ
の
脳
内
基
質
と
し
てCRM

P-2

を
同
定
し
、CRM

P-2

が
神
経
細
胞
の
軸
索
伸
長
と
極
性
形
成
を
制
御
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
神
経
細
胞
の
極
性
形
成
機
構
の
分
野

で
大
き
な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
果
た
し
た
。
近
年
、Rho-

キ
ナ
ー
ゼ
を
含
む
任
意
の
リ
ン
酸
化
酵
素
（
キ
ナ
ー
ゼ
）
の
基
質
を
同
定
す

る
た
め
に
、
新
た
な
リ
ン
酸
化
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
法
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
た
。
こ
の
方
法
を
駆
使
し
て
、
ド
ー
パ
ミ
ン
な
ど
の
神

経
伝
達
物
質
の
下
流
で
惹
起
さ
れ
る
リ
ン
酸
化
反
応
を
包
括
的
に
解
析
し
、
ド
ー
パ
ミ
ン
が
低
分
子
量
Ｇ
蛋
白
質Rap1

を
活
性
化
し
て
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快
情
動
行
動
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
精
神
・
神
経
疾
患
の
病
態
解
明
と
そ
の
治
療
薬
の
開
発
に
新

た
な
道
を
拓
く
も
の
で
あ
る
。

研
究
室
の
研
究
成
果
の
多
く
は
、Cell

な
ど
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
発
表
さ
れ
て
お
り
、
計
五
万
回
以
上
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
薬
理
学
会
や
北
米
細
胞
生
物
学
会
、
北
米
神
経
科
学
会
、
国
際
神
経
化
学
会
な
ど
数
多
く
の
国
際
学
会
や
会
議
で
招
待
講
演
を
行
っ

た
。
低
分
子
量
Ｇ
蛋
白
質
と
関
連
す
る
リ
ン
酸
化
シ
グ
ナ
ル
の
研
究
を
通
じ
て
、
薬
理
学
、
細
胞
生
物
学
、
生
化
学
、
精
神
・
神
経
科
学
、

循
環
器
学
分
野
に
大
き
く
貢
献
し
て
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。
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解
剖
学
講
座

［
前
史
］

愛
知
医
学
専
門
学
校
『
校
友
会
雑
誌
』
三
十
四
号
（
新
築
開
校
記
念
号
）
に
よ
れ
ば
、
医
学
講
習
場
時
代
の
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

九
月
、
足
立
盛
至
は
、
名
古
屋
下
前
津
町
榎
小
路
御
試
場
を
解
剖
場
と
定
め
た
。
同
年
十
月
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
（L.�H

.�Junghans

）
は

死
刑
人
の
死
体
を
解
剖
し
、
本
院
医
員
及
び
開
業
医
に
傍
観
さ
せ
、
ま
た
、
解
剖
規
則
を
選
定
し
た
。
同
誌
に
よ
れ
ば
、「
第
一
條 

解
剖

時
限
は
正
午
十
二
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で
を
限
り
と
す
、
但
教
師
等
都
合
に
よ
り
右
時
限
伸
縮
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
、
第
二
條 

醫
輩
は

勿
論
子
弟
の
徒
に
至
る
迄
一
般
傍
觀
を
許
す
、
第
三
條 

傍
觀
料
は
數
日
傍
觀
す
る
と
も
一
體
解
剖
中
一
人
に
付
拾
貮
錢
五
厘
を
収
納
せ

し
む
、
但
し
病
院
勤
仕
醫
員
は
収
納
に
及
ば
ず
、
第
四
條 

解
體
了
る
の
後
近
傍
の
寺
院
に
頼
託
し
埋
葬
せ
し
む
、
但
し
名
標
建
木
及
び

埋
葬
手
數
料
と
し
て
金
壹
圓
該
寺
へ
贈
與
す
、
第
五
條 

死
體
運
搬
及
び
解
體
着
手
着
終
の
出
入
は
適
宜
下
夫
を
傭
ひ
一
切
取
扱
は
し
む
」

と
あ
る
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
雇
を
解
か
れ
、
同
年
五
月
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�
von�Roretz

）
を
雇
い
教
師
と
し
た
。
同
年
六
月
、
公
立
医
学
講
習
場
を
改
め
て
公
立
医
学
所
と
称
し
た
。
同
年
八
月
、
公
立
医
学
所
に

お
い
て
最
初
の
病
理
解
剖
を
行
っ
た
。
同
年
十
月
、
朝
山
義
六
は
朱
蠟
を
前
膊
動
脈
に
注
射
し
、
医
学
所
に
お
い
て
初
め
て
の
解
剖
標
本

を
作
製
し
た
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
、
名
古
屋
天
王
崎
町
に
医
学
校
が
新
築
さ
れ
、
十
月
に
は
校
中
に
解
剖
局
が
造
営
さ
れ
た
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
、
公
立
医
学
所
は
公
立
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
同
年
七
月
、
柘
植
宗
一
は
本
校
初
の
顕
微
鏡
的
標
本

を
作
製
し
た
。
同
年
六
月
、
ロ
ー
レ
ツ
の
創
意
に
よ
り
解
剖
拡
大
図
数
十
幅
が
作
製
さ
れ
た
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
九
月
、
鈴
木
孝
之
助
が
朝
山
に
代
わ
り
教
師
と
な
り
、
ま
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
七
月
、
職
を
辞

し
た
柘
植
に
代
わ
り
、
田
野
俊
貞
が
解
剖
学
を
講
じ
た
。
同
年
十
月
、
奈
良
坂
源
一
郎
を
招
聘
し
、
解
剖
、
組
織
、
生
理
の
三
科
を
講
じ

た
。
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明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
二
月
、
本
校
卒
業
者
で
あ
り
、
魯
迅
の
『
藤
野
先
生
』
に
登
場
す
る
藤
野
厳
九
郎
を
助
教
諭
と
し
記

載
解
剖
学
の
教
授
を
担
任
さ
せ
た
。
同
年
四
月
、
初
め
て
解
剖
祭
が
執
行
さ
れ
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月
佐
藤
勇
次
郎
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
八
月
久
保
武
の
あ
と
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

九
月
に
は
本
校
出
身
で
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
助
手
で
あ
っ
た
淺
井
猛
郎
が
職
に
就
い
た
が
、
ド
イ
ツ
留
学
中
は
小
倉
金

作
に
教
授
を
嘱
託
し
た
。

愛
知
医
学
専
門
学
校
時
代
、
解
剖
学
教
室
は
、
教
室
、
教
場
、
組
織
実
習
室
及
び
解
剖
実
習
室
の
四
部
か
ら
成
っ
て
い
た
。
職
員
は
教

諭
二
人
、
助
手
三
人
、
小
使
二
人
で
あ
り
、
第
一
講
座
で
は
記
載
解
剖
学
の
一
部
、
組
織
学
、
胎
生
学
及
び
局
処
解
剖
学
の
四
科
を
、
第

二
講
座
で
は
一
般
解
剖
学
及
び
記
載
解
剖
学
の
大
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
た
。

淺
井
は
、
教
授
佐
々
木
宗
一
（
熊
本
大
学
）、
教
授
長
松
英
一
（
名
古
屋
大
学
）、
教
授
戸
苅
近
太
郎
（
名
古
屋
大
学
）、
助
教
授
大
橋

義
郁
（
新
潟
大
学
）、
教
授
山
田
和
麻
呂
（
名
古
屋
大
学
）
等
を
育
て
た
。
淺
井
の
横
紋
筋
の
組
織
学
的
な
ら
び
に
組
織
発
生
学
的
研
究

は
ラ
ウ
ベ
ル
・
コ
プ
シ
ュ
（Rauber-K
opsch
）
の
解
剖
学
教
科
書
に
も
採
録
さ
れ
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
に
現
在
の
鶴
舞
町
へ
新
校
舎
が
移
転
し
、
同
年
十
一
月
に
淺
井
が
帰
朝
し
た
。
ま
た
こ
の
年
四
月
、
本

校
に
お
い
て
日
本
解
剖
学
会
第
二
十
三
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
に
覚
王
山
日
暹
寺
お
よ
び
中
区
白
川
町

養
林
寺
に
解
剖
供
養
塔
が
建
設
さ
れ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
、
佐
藤
亀
一
が
教
授
に
就
任
し
、
解
剖
学
の
二
講
座
が
確
立
し

た
。佐

藤
は
発
生
学
、
人
類
学
に
造
詣
が
深
く
、
主
に
両
棲
類
の
発
生
学
的
研
究
に
お
い
て
成
果
を
挙
げ
た
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

二
月
、
長
松
英
一
が
助
教
授
に
就
任
し
た
。
長
松
は
、
組
織
学
的
研
究
か
ら
灰
像
（
愛
知
医
学
専
門
学
校
『
校
友
会
雑
誌
』
に
よ
る
）
に

よ
る
形
態
構
造
の
追
究
と
い
う
特
異
な
研
究
に
進
ん
だ
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月
に
は
戸
苅
近
太
郎
が
解
剖
学
助
教
授
に
就
任

し
、
卵
巣
の
組
織
発
生
学
的
研
究
に
励
み
、
解
剖
学
教
室
は
淺
井
・
佐
藤
の
両
教
授
と
、
長
松
・
戸
苅
の
両
助
教
授
で
完
全
な
二
講
座
と

な
っ
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
、
淺
井
を
会
頭
、
佐
藤
を
副
会
頭
と
し
て
、
日
本
解
剖
学
会
第
三
十
六
回
総
会
が
本
学
に
お
い



134

て
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
、
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
に
移
管
さ
れ
て
名
古
屋
医
科
大
学
と
な
っ
た
。
同
年
助
教
授

の
長
松
英
一
は
教
授
に
就
任
し
、
九
月
に
は
山
田
和
麻
呂
が
講
師
と
な
っ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
戸
苅
が
教
授
に
就
任
し
、

主
に
組
織
学
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月
、
講
師
山
田
が
助
教
授
に
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六

月
に
は
杉
山
鉦
一
が
講
師
に
な
っ
た
。
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分
子
細
胞
学
（
解
剖
学
第
一
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
、
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
り
、
解
剖
学
教
室
も
三
講
座
制
と
な
っ
た
。

戦
災
に
よ
っ
て
解
剖
学
教
室
は
焼
失
の
厄
に
あ
い
、
名
古
屋
市
内
の
昭
和
塾
堂
に
移
る
な
ど
苦
難
の
日
々
が
続
い
た
が
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
十
二
月
鶴
舞
に
応
急
建
築
さ
れ
た
研
究
棟
に
戻
り
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
に
基
礎
研
究
棟
に
移
っ
た
。

名
古
屋
医
科
大
学
時
代
か
ら
教
授
を
務
め
て
い
た
長
松
英
一
は
硝
子
軟
骨
の
研
究
で
知
ら
れ
、「
横
観
人
体
解
剖
模
型
図
譜
」「
関
節
運

動
よ
り
み
た
筋
学
」
な
ど
の
教
科
書
を
著
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
、
六
十
一
歳
で
逝
去
し
た
。

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
一
月
、
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
教
授
で
あ
っ
た
杉
山
鉦
一
が
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
杉
山
は
甲
状
腺

お
よ
び
そ
の
関
連
器
官
の
組
織
発
生
と
機
能
構
造
に
関
し
て
広
範
な
研
究
を
行
い
、
日
本
解
剖
学
会
の
第
六
十
五
回
総
会
お
よ
び
第

七
十
二
回
総
会
の
副
会
頭
を
務
め
る
な
ど
、
学
会
で
も
活
躍
し
た
。
杉
山
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
退
官
し
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
四
月
逝
去
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
五
月
、
金
沢
大
学
医
学
部
助
教
授
で
あ
っ
た
酒
井
恒
が
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
酒
井
の
研
究
は
、
動

物
の
奇
形
例
を
組
織
学
的
に
調
べ
、
中
枢
神
経
系
、
特
に
視
覚
系
の
奇
形
の
発
生
機
序
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
酒

井
は
奇
形
動
物
例
の
連
続
標
本
と
い
う
古
典
的
方
法
を
用
い
て
、
中
枢
神
経
系
内
の
神
経
路
の
交
叉
の
形
成
機
序
を
分
析
し
た
ほ
か
、
ヒ

ト
の
運
動
器
の
肉
眼
解
剖
学
的
研
究
に
も
従
事
し
た
。
酒
井
は
日
本
解
剖
学
会
理
事
、
日
本
医
史
学
会
理
事
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和

五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
、
会
長
と
し
て
日
本
医
史
学
会
第
八
十
五
回
総
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

十
一
月
、『
タ
ー
へ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
解
體
新
書
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
）
で
第
二
十
二
回
日
本
翻
訳
出
版
文
化
賞
を
受

賞
し
た
。

酒
井
時
代
の
主
な
人
事
異
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
、
助
手
の
磯
村
源
蔵
転
出
（
名
古
屋
保
健

衛
生
大
学
講
師
）。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
、
杉
浦
康
夫
を
助
手
に
採
用
（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
、
筑
波
大
学
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基
礎
医
学
系
解
剖
学
研
究
部
門
講
師
に
転
出
）。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
二
月
、
竹
内
よ
し
子
を
助
手
に
採
用
（
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
三
月
、
岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学
衛
生
技
術
学
科
助
教
授
に
転
出
）。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
、
竹
内
義
喜
が

助
教
授
に
就
任
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
六
月
、
鬼
頭
純
三
が
助
教
授
に
就
任
（
医
学
部
附
属
動
物
実
験
施
設
）。
昭
和
六
十
一

年
（
一
九
八
六
）
六
月
、
並
川
有
隣
を
助
手
に
採
用
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
阪
中
雅
広
を
助
教
授
に
採
用
（
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）、

愛
媛
大
学
医
学
部
教
授
に
転
出
）。

酒
井
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月
退
官
し
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月
逝
去
し
た
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
一
月
、
山
梨
医
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
小
林
繁
が
教
授
に
就
任
し
た
。
小
林
は
ペ
プ
チ
ド
・
ア
ミ
ン
産
生

細
胞
と
末
梢
自
律
神
経
系
、
消
化
管
運
動
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
細
胞
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
光
学
顕
微
鏡
、
電
子
顕
微
鏡
、
免
疫
組
織

化
学
法
を
駆
使
し
た
広
義
の
神
経
解
剖
学
に
関
す
る
研
究
を
展
開
し
た
。
日
本
解
剖
学
会
、
日
本
臨
床
電
子
顕
微
鏡
学
会
、
日
本
組
織
細

胞
化
学
会
、
日
本
自
律
神
経
学
会
の
評
議
員
、
日
本
比
較
内
分
泌
学
会
監
事
な
ど
を
歴
任
し
、
日
本
臨
床
電
子
顕
微
鏡
学
会
賞
、
ベ
ル
ツ

賞
、
新
潟
県
医
師
会
学
術
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
名
古
屋
大
学
で
は
附
属
図
書
館
商
議
員
、
医
学
部
人
体
解
剖
学
研
究
施
設
長
を
務
め
た
。

小
林
時
代
の
主
な
人
事
異
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
四
月
、
飯
野
哲
を
助
手
に
採
用
（
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）、
福
井
医
科
大
学
助
手
に
転
出
）。
平
成
五
年（
一
九
九
三
）一
月
、
鳥
橋
茂
子
を
助
手
に
採
用
。
平
成
六
年（
一
九
九
四
）、
千

田
隆
夫
が
助
教
授
に
就
任
し
た
。

小
林
は
任
期
途
中
に
病
で
倒
れ
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
六
月
、
五
十
六
歳
で
逝
去
し
た
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
、
群
馬
大
学
医
学
部
教
授
で
あ
っ
た
藤
本
豊
士
が
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

の
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
解
剖
学
第
一
講
座
は
機
能
形
態
学
講
座
分
子
細
胞
学
分
野
と
な
っ
た
。
藤
本
は
膜
脂
質
を
解
析
す
る
た
め
の

電
子
顕
微
鏡
技
術
を
開
発
し
、
イ
ノ
シ
ト
ー
ル
燐
脂
質
や
ホ
ス
フ
ァ
チ
ジ
ル
セ
リ
ン
な
ど
の
細
胞
内
分
布
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
ま
た
脂
肪
滴
表
層
が
特
異
な
性
質
を
持
つ
燐
脂
質
一
重
層
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
タ
ン

パ
ク
質
分
解
の
足
場
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
こ
と
、
さ
ら
に
肝
細
胞
の
核
内
に
存
在
す
る
脂
肪
滴
が
ホ
ス
フ
ァ
チ
ジ
ル
コ
リ
ン
合
成
を
制
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御
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
構
の
一
端
を
担
う
こ
と
を
解
明
し
た
。
藤
本
は
日
本
解
剖
学
会
理
事
長
、
日
本
組
織
細
胞
化
学
会
理
事
長
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
八
月
に
ハ
ワ
イ
で
開
か
れ
た
第
七
回
日
米
合
同
組
織
細
胞
化
学
会
議
を
主
宰
し
た
。
ま
た
日

本
電
子
顕
微
鏡
学
会
賞
（
瀬
藤
賞
）、
日
本
組
織
細
胞
化
学
会
賞
（
高
松
賞
）、
国
際
組
織
細
胞
化
学
会
連
合Paul�N

akane�A
w

ard

を

授
賞
し
た
。
名
古
屋
大
学
で
は
医
学
系
研
究
科
副
研
究
科
長
、
教
育
研
究
評
議
員
な
ど
を
務
め
た
。

藤
本
時
代
の
主
な
人
事
異
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
、
向
後
寛
が
助
手
に
就
任
（
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
助
手
に
転
出
）。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
助
教
授
の
千
田
が
転
出
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
教
授
）。

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
、
鳥
橋
が
助
教
授
に
就
任
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授

に
転
出
）。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
月
、
藤
田
秋
一
を
助
手
に
採
用
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
、
准
教
授
に
就
任
、
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
教
授
に
転
出
）、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
、
大
﨑
雄
樹
を
助
教
に
採

用
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
講
師
へ
昇
任
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
准
教
授
に
就
任
）、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

九
月
、深
澤
有
吾
を
准
教
授
に
採
用（
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）五
月
、福
井
大
学
医
学
部
教
授
に
転
出
）。
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）

七
月
、
辻
琢
磨
を
助
教
に
採
用
（
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
、
順
天
堂
大
学
特
任
助
教
に
転
出
）、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

六
月
、
小
笠
原
裕
太
を
特
任
助
教
に
採
用
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
、
順
天
堂
大
学
研
究
員
に
転
出
）。

藤
本
は
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
、
退
任
し
、
同
年
四
月
、
順
天
堂
大
学
特
任
教
授
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
、
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
で
あ
っ
た
和
氣
弘
明
が
教
授
に
就
任
し
た
。
和
氣
は
二
光
子
顕

微
鏡
を
用
い
た
生
体
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
駆
使
す
る
こ
と
で
グ
リ
ア
細
胞
の
新
規
生
理
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
ミ
ク
ロ
グ
リ
ア
が
シ
ナ
プ
ス

活
動
や
血
液
脳
関
門
の
透
過
性
を
制
御
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

和
氣
時
代
の
主
な
人
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
、
加
藤
大
輔
が
助
教
に
就
任
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

四
月
、
杉
尾
翔
太
が
助
教
に
就
任
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
五
月
、
竹
田
育
子
が
特
任
助
教
に
就
任
。
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機
能
組
織
学
（
解
剖
学
第
二
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
名
古
屋
帝
国
大
学
設
置
に
伴
い
、
解
剖
学
が
三
講
座
制
と
な
っ
て
以
来
現
在
ま
で
の
解
剖
学
第
二
講
座
の

歴
代
教
授
は
、
戸
苅
近
太
郎
（
昭
和
八
年
―
三
十
五
年
（
一
九
三
三
―
一
九
六
〇
））、
原
淳
（
昭
和
三
十
五
年
―
四
十
六
年
（
一
九
六
〇

―
一
九
七
一
））、
空
席
（
昭
和
四
十
六
年
―
五
十
六
年
（
一
九
七
一
―
一
九
八
一
））、
星
野
洸
（
昭
和
五
十
六
年
―
平
成
八
年
（
一
九
八
一

―
一
九
九
六
））、
杉
浦
康
夫
（
平
成
八
年
―
二
十
二
年
（
一
九
九
六
―
二
〇
一
〇
））、
木
山
博
資
（
平
成
二
十
三
年
―
現
在
（
二
〇
一
一

―
現
在
））
で
あ
る
。
星
野
以
前
は
『
百
拾
五
年
史
』
に
詳
し
い
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
解
剖
学
第
二
講
座
第
三
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
星
野
の
下
で
は
、
免
疫
系
細
胞
や
結
合
組
織
の
超

微
細
構
造
の
研
究
が
な
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
よ
り
助
教
授
を
務
め
た
小
林
邦
彦
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
名
古
屋

大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
教
授
に
転
出
し
た
。
同
年
後
任
に
小
林
身
哉
が
助
教
授
に
講
師
か
ら
昇
任
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

星
野
が
退
官
後
、
杉
浦
康
夫
が
第
四
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
杉
浦
は
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
名
古
屋
大
学
を
卒
業
後
、
名
古

屋
大
学
医
学
部
第
一
解
剖
の
助
手
、
筑
波
大
学
講
師
を
経
て
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
福
島
県
立
医
科
大
学
解
剖
学
第
一
講
座
の

教
授
に
就
任
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
名
古
屋
大
学
解
剖
学
第
二
講
座
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
当
時
の
助
教
授
は
小
林
身
哉
、
助

手
は
西
尾
康
二
で
あ
っ
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
よ
り
福
島
県
立
医
科
大
学
か
ら
本
多
た
か
し
が
助
手
と
し
て
着
任
し
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
に
福
島
県
立
医
科
大
学
講
師
と
し
て
転
出
し
た
。
小
林
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
金
城
学
院
大
学
教
授
と
し
て
転
出

し
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
分
野
名
と
し
て
「
機
能
組
織
学
」
と
改
称
さ
れ
た
。
杉
浦
が
福
島
県
立
医

科
大
学
時
代
に
助
手
で
あ
っ
た
尾
崎
紀
之
は
ア
イ
オ
ワ
大
へ
の
留
学
を
経
て
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
よ
り
助
手
と
し
て
着
任
。
平

成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
小
林
の
後
任
と
し
て
助
教
授
に
昇
任
し
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
金
沢
大
学
解
剖
学
講
座
教
授
就

任
ま
で
の
八
年
間
、
内
臓
痛
（
特
に
消
化
管
の
痛
み
）
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
歯
科
口
腔
外
科
か
ら
大
学
院
生
と
し
て
機
能

組
織
学
で
研
究
し
て
い
た
篠
田
雅
路
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
ま
で
助
手
を
務
め
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
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グ
大
学
へ
の
留
学
を
経
て
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
日
本
大
学
歯
学
部
生
理
学
講
座
助
手
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
同
准
教

授
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
杉
浦
は
疼
痛
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
二
年
間
研
究
科
長

（
医
学
部
長
）
を
務
め
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
は
法
人
化
の
一
年
前
で
、
杉
浦
が
研
究
科
長
を
務
め
た
の
は
名
古
屋
大
学
の
法

人
化
移
行
の
時
期
と
一
致
し
、
多
忙
を
極
め
た
。
杉
浦
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
よ
り
理
事
・
副
総
長
を
務
め
た
。
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
に
杉
浦
は
退
任
し
、
愛
知
県
コ
ロ
ニ
ー
総
長
に
就
任
し
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
現
在
名
古
屋
学
芸
大
学
長
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
杉
浦
の
後
任
に
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
大
阪
市
立
大
学
第
一
解
剖
学
講
座
教
授
の
木
山
博
資
が
着
任
し
た
。

木
山
は
大
阪
大
学
神
経
解
剖
学
講
座
助
教
授
か
ら
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
旭
川
医
大
解
剖
学
第
一
講
座
教
授
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
大
阪
市
立
大
学
解
剖
学
第
一
講
座
教
授
を
経
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
機

能
組
織
学
に
着
任
し
た
。
同
年
に
准
教
授
桐
生
寿
美
子
、
助
教
小
西
博
之
が
大
阪
市
立
大
学
よ
り
着
任
し
、
西
尾
を
含
め
新
た
な
体
制
が

で
き
た
。
主
に
、
神
経
再
生
や
変
性
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ミ
ク
ロ
グ
リ
ア
の
機
能
解
析
や
、
慢
性

ス
ト
レ
ス
や
疲
労
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
解
剖
系
技
術
職
員
に
採
用
さ

れ
た
安
井
正
佐
也
は
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
愛
知
医
大
解
剖
学
教
室
助
教
と
し
て
異
動
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
か
ら

助
教
と
し
て
着
任
し
て
い
た
西
尾
は
平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
末
に
定
年
退
職
し
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
、
小
西
が

講
師
に
昇
任
。
新
た
に
助
教
と
し
て
玉
田
宏
美
が
採
用
さ
れ
た
。
平
成
二
十
九
年
度
（
二
〇
一
七
）
よ
り
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
現
在

ま
で
木
山
は
大
学
院
教
育
担
当
の
副
研
究
科
長
を
務
め
て
い
る
。

解
剖
学
第
二
講
座
／
機
能
組
織
学
関
連
の
歴
代
教
授
の
叙
勲
と
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
第
三
代
教
授
の
星
野
が
瑞

宝
中
綬
章
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
は
第
四
代
教
授
の
杉
浦
が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
た
。

学
会
活
動
と
し
て
は
、
杉
浦
が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
第
五
回
グ
リ
ア
研
究
会
大
会
長
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
第
三
回

ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
解
剖
学
会
（A

PICA

）
実
行
委
員
長
、
同
年
第
二
十
四
回
日
本
疼
痛
学
会
大
会
長
を
務
め
た
。
木
山
は
平
成

二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
第
五
十
六
回
神
経
化
学
会
の
大
会
長
と
し
て
、
神
経
科
学
会
と
日
本
神
経
回
路
学
会
と
三
学
会
合
同
で
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を
京
都
国
際
会
館
で
開
催
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
第
六
十
八
回
日
本
自
律
神
経
学
会
大
会
長
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
第
十
三
回
日
本
疲
労
学
会
大
会
長
、
同
年
第
二
十
二
回
グ
リ
ア
研
究
会
大
会
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

の
三
月
に
第
百
二
十
六
回
日
本
解
剖
学
会
総
会
を
木
山
が
会
頭
と
し
て
主
催
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
第
七
十
二
回
日
本

解
剖
学
会
を
山
田
和
麻
呂
が
会
頭
と
し
て
主
催
以
降
、
五
四
年
ぶ
り
に
名
古
屋
大
学
が
大
会
を
担
当
し
た
。
こ
の
大
会
は
第
九
十
八
回
日

本
生
理
学
会
と
の
合
同
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

社
会
貢
献
と
し
て
は
、
解
剖
学
第
二
／
機
能
組
織
学
は
人
体
解
剖
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
か
ら
令

和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
現
在
ま
で
四
〇
年
の
長
き
に
亘
っ
て
開
催
し
て
い
る
。
全
国
の
解
剖
系
教
員
の
肉
眼
解
剖
実
習
の
研
修
の
場
と

し
て
、
夏
休
み
に
一
週
間
か
け
て
濃
密
な
実
習
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
に
受
講
生
は
九
九
四
名
に
及
び
、

本
セ
ミ
ナ
ー
が
医
学
医
療
の
教
育
の
質
向
上
に
果
た
し
た
役
割
は
大
変
大
き
い
。
長
年
の
解
剖
学
教
育
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
は
、
日
本
篤
志
献
体
協
会
・
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会
よ
り
篤
志
献
体
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
解
剖

学
会
か
ら
も
そ
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
日
本
解
剖
学
会
の
後
援
を
継
続
的
に
受
け
て
い
る
。
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細
胞
生
物
学
（
解
剖
学
第
三
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
総
合
大
学
設
置
運
動
の
中
、
名
古
屋
医
科
大
学
が
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
解
剖
学
教
室
が
そ
れ
ま
で
の
二
講
座
か
ら
三
講
座
へ
と
増
や
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
助
教
授
の
山
田
和
麻
呂
が
第
三
講
座
の
担
任
と
な
っ

た
。昭

和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、
山
田
は
教
授
に
就
任
し
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
空
襲
後
、
名
古
屋
市
内
の
昭
和
塾
堂

に
あ
っ
た
教
室
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
鶴
舞
地
区
へ
の
応
急
建
築
へ
の
移
転
を
経
て
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の

基
礎
医
学
研
究
棟
の
工
事
完
了
に
伴
う
正
式
な
復
帰
を
果
た
し
た
。

山
田
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、
下
垂
体
の
細
胞
組
織
学
、
と
く
に
下
垂
体
前
葉
細
胞
で
あ
っ
た
。
山
田
は
、
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）

文
部
省
学
術
研
究
会
議
第
七
部
「
体
質
と
遺
伝
」
研
究
班
の
班
長
を
務
め
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
第
六
十
五
回
日
本
解
剖
学

会
総
会
の
副
会
頭
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
第
七
十
二
回
日
本
解
剖
学
会
の
会
頭
を
務
め
た
。

山
田
が
停
年
退
官
と
な
っ
た
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
ま
で
の
間
、
植
松
平
馬
、
伊
藤
隆
、
請
井
武
士
、
佐
野
昌
雄
、
中
村
三
雄

の
五
名
が
助
教
授
を
務
め
た
。
伊
藤
は
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
北
海
道
大
学
医
学
部
教
授
に
転
出
し
、
後
に
「
組
織
学
」（
昭

和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
））、「
解
剖
学
講
義
」（
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
））（
と
も
に
南
山
堂
）
を
記
し
た
。
佐
野
は
、
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
教
授
に
転
出
し
た
。
中
村
は
、
山
田
の
退
官
後
に
続
い
た
教
授
不
在
期
間
、
教
室
の
研

究
・
教
育
を
支
え
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
大
分
医
科
大
学
医
学
部
の
教
授
に
転
出
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
佐
野
（
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
）
が
、
第
三
講
座
の
担
当
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
佐
野
は
、
下
垂

体
の
形
態
学
、
と
く
に
計
量
形
態
学
お
よ
び
免
疫
組
織
科
学
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。
佐
野
は
、
医
学
部
長
の
加
藤
延
夫
の
も
と
、
人

体
解
剖
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
も
尽
力
し
た
。
佐
野
の
就
任
前
か
ら
講
座
を
支
え
た
助
手
の
山
下
は
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
助

教
授
に
昇
任
し
た
。
佐
野
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
停
年
に
よ
り
退
官
し
た
。
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佐
野
の
後
任
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
助
教
授
の
若
林
隆
が
選
ば
れ
、
教
授
に
就
任
し
た
。

若
林
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
注
目
し
、
生
化
学
的
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
形
態
学
的
研
究
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
助
教
授
の
臼
倉
治
郎
、

講
師
・
助
教
授
の
萩
原
正
敏
、
助
手
の
西
沢
祐
治
ら
の
も
と
、
網
膜
の
細
胞
生
物
学
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
視
覚
情
報
伝
達
系
の
分
化
、

転
写
因
子
の
リ
ン
酸
化
に
よ
る
分
化
・
増
殖
ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
つ
い
て
、
組
織
か
ら
細
胞
、
そ
し
て
分
子
ま
で
に
渡
る
研
究
が
推
進
さ
れ

た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
教
室
名
が
細
胞
生
物
学
分
野
と
な
っ
た
。

若
林
は
、
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
間
の
学
術
的
交
流
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
と
本

学
医
学
部
（
学
部
長
齋
藤
英
彦
）
の
間
に
学
術
交
流
協
定
書
が
結
ば
れ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
、
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
か

ら
公
式
訪
問
団
が
本
学（
総
長
加
藤
延
夫
）を
訪
れ
、学
生
相
互
交
流
の
た
め
の
協
定
書
に
調
印
が
な
さ
れ
た
。
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）、

若
林
は
停
年
に
よ
り
退
任
（
本
学
名
誉
教
授
）、
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
細
胞
病
理
学
講
座
に
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
若
林
は
、
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
二
国
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
で
開
催
）、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
本
学
医
学
部
（
医

学
部
長
濵
口
道
成
）
か
ら
の
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
公
式
訪
問
、
ま
た
本
学
医
学
科
生
の
グ
ダ
ニ
ス
ク
医
科
大
学
に
お
け
る
臨
床
実
習
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
た
。

臼
倉
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
本
学
先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
エ
コ
ト
ピ

ア
科
学
研
究
所
教
授
と
し
て
、
電
子
顕
微
鏡
や
原
子
間
力
顕
微
鏡
な
ど
を
用
い
た
先
鋭
的
な
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
開
拓
し
た
。
著
書
の
『
よ

く
わ
か
る
生
物
電
子
顕
微
鏡
技
術
（
共
立
出
版
、（
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
））』
は
、
広
く
普
及
し
て
い
る
。

萩
原
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
東
京
医
科
歯
科
大
学
難
治
疾
患
研
究
所
に
教
授
と
し
て
転
出
し
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

か
ら
は
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
形
態
形
成
機
構
学
教
授
に
就
任
し
た
。
萩
原
は
、
学
部
生
の
研
究
を
積
極
的
に
応
援
し
、
名
古
屋

大
学
医
学
部
が
学
部
生
の
基
礎
・
社
会
医
学
系
の
研
究
室
へ
の
配
属
シ
ス
テ
ム
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（「
基
礎
医
学
セ
ミ
ナ
ー
」）
と
し
て
確

立
す
る
礎
を
築
い
た
。

若
林
の
後
任
と
し
て
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
宮
田
卓
樹
が
選
ば
れ
、
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教
授
に
就
任
し
た
。
宮
田
は
、
脳
の
発
生
に
つ
い
て
の
研
究
を
三
次
元
培
養
下
の
ラ
イ
ブ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
用
い
た
手
法
で
進
め
て
い
る
。

助
手
の
西
沢
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
助
教
）
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
准
教
授
と
な
り
、
次
い
で
、
中
部
大
学
の
教

授
に
転
出
し
た
。
西
沢
の
後
任
と
し
て
、
川
口
綾
乃
が
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
准
教
授
に
就
任
し
た
。
助
教
授
の
榊
原
明
（
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
か
ら
）
は
講
師
を
務
め
た
後
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
准
教
授
と
し
て
中
部
大
学
に
転
出
し
た
。

宮
田
は
、
文
部
科
学
省
の
新
学
術
領
域
研
究
（「
動
く
細
胞
と
場
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
に
よ
る
秩
序
の
生
成
」：
平
成
二
十
二
年
度

（
二
〇
一
〇
）
～
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
））
の
代
表
を
務
め
た
。「
脳
の
発
生
学
（
化
学
同
人
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
））」

の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
。
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病
理
学
講
座

［
前
史
］

公
立
医
学
校
の
学
科
表
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
夏
学
期
に
は
石
井
榮
三
一
等
訓
導
が
、
同
年
冬
学
期
か
ら
明
治
十
二

年
（
一
八
七
九
）
夏
学
期
ま
で
は
虎
岩
某
が
「
原
病
通
論
」
を
講
じ
た
。
こ
の
「
原
病
通
論
」
が
今
日
の
「
病
理
学
総
論
」
の
原
形
で
あ

る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
夏
学
期
か
ら
は
「
一
般
病
理
学
」
が
早
川
養
順
中
教
諭
に
よ
り
講
じ
ら
れ
、
公

立
医
学
校
が
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
冬
学
期
に
は
「
病
理
総
論
」
の
名
で
山
本
有
斎
が
講
義
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
一
時
「
内
科
総
論
」
の
名
称
に
包
含
さ
れ
た
が
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
十
月
に
至
っ
て
再
び
「
病
理
学
総
論
」
と
し
て

復
活
し
た
。
担
任
は
東
京
大
学
ベ
ル
ツ
（Erw

in�Bälz

）
直
系
の
川
原
汎
で
あ
っ
た
。
以
後
、
佐
藤
廉
、
鎌
田
満
太
郎
、
小
島
浦
三
郎
を

経
て
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
高
橋
傳
吾
が
内
科
学
と
併
せ
て
病
理
学
を
担
当
し
た
。
高
橋
は
東
京
帝
国
大
学
青
山
門
下
の

出
身
で
あ
り
、
単
に
病
理
学
総
論
及
び
各
論
の
講
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
病
理
解
剖
を
励
行
し
、
病
理
組
織
実
習
を
創
設
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
。生

理
学
教
室
に
隣
接
し
て
、
実
質
上
の
病
理
学
教
室
が
独
立
し
て
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
愛
知
医
学
専

門
学
校
時
代
で
あ
る
。
専
任
教
諭
林
直
助
は
、
京
都
大
学
藤
波
鑑
の
門
に
学
び
、
就
任
後
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
ま
で
教
室
を
主
宰

し
た
。
こ
の
間
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
林
は
米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
研
究
所
ジ
ョ
ブ
リ
ン
グ
（Jam

es�W
�Jobling

）
の
許
に
留

学
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
大
島
福
造
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
ア
シ
ョ
フ
（Ludw

ig�A
schoff

）
の
許
へ
留
学
し
た
。
林
の
最

も
顕
著
な
業
積
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
の
病
原
体
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
間
題
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
日
本
病
理
学
会
で
繰
り
返

し
論
争
の
的
と
な
っ
た
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の
当
教
室
か
ら
は
寄
生
虫
病
学
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
数
多
く
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、
特
に
、
武
藤
昌
知
の
肝
臓
ジ
ス
ト
マ
第
一
中
間
宿
主
の
発
見
は
有
名
な
業
績
で
あ
っ
た
。

林
を
継
い
で
第
二
代
の
教
授
と
な
っ
た
の
は
木
村
哲
二
で
あ
る
。
東
京
大
学
山
極
勝
三
郎
門
下
の
俊
秀
と
し
て
き
こ
え
た
が
、
本
学
へ
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は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
講
師
と
し
て
着
任
、
翌
年
教
授
と
な
っ
た
。
木
村
は
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
の
教
授
を
兼
任
し
、
毎
週
、

東
京
と
名
古
屋
を
往
復
し
た
。
当
教
室
に
病
理
学
の
基
礎
が
確
立
し
、
そ
の
水
準
が
国
際
レ
ベ
ル
に
達
し
た
の
は
、
木
村
に
負
う
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
木
村
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
第
二
十
四
回
日
本
病
理
学
会
総
会
で
「
動
物
界
に
お
け
る
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
発
生
分
布
に

つ
い
て
の
形
態
学
的
研
究
」
と
い
う
宿
題
報
告
を
担
当
し
た
。
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
に
つ
い
て
の
木
村
の
研
究
は
、
動
物
界
全
般
を
踏
ま
え
た

視
野
の
広
い
学
問
で
あ
る
が
、
関
心
は
人
体
病
理
学
全
般
に
も
及
び
、
木
村
の
著
し
た
病
理
学
教
科
書
は
、
戦
前
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も

の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
木
村
は
病
理
解
剖
と
な
ら
び
外
科
病
理
学
に
も
早
く
か
ら
関
心
を
抱
き
、
晩
年
は
こ
の
領
域
に
関
心
が
集

中
し
て
い
た
。
特
に
結
合
組
織
性
腫
瘍
、
血
管
及
び
筋
肉
の
肉
腫
、
骨
腫
瘍
、
末
梢
神
経
腫
瘍
な
ど
に
興
味
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
豊
富

な
経
験
を
も
っ
て
後
進
を
指
導
し
た
。
軟
部
組
織
に
生
じ
る
好
酸
球
浸
潤
を
来
す
肉
芽
腫
性
疾
患
は
氏
の
研
究
報
告
に
ち
な
ん
で
木
村
病

と
命
名
さ
れ
、
現
在
で
も
国
際
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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生
体
反
応
病
理
学
（
病
理
学
第
一
）

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
名
古
屋
帝
国
大
学
が
創
立
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
病
理
学
第
一
講
座
及
び
第
二
講
座
が
設
置
さ
れ
、
木
村
が

第
一
講
座
、
大
島
福
造
が
第
二
講
座
担
当
の
教
授
と
な
っ
た
。
実
質
上
こ
の
二
講
座
は
予
算
経
費
も
一
教
室
と
し
て
運
営
さ
れ
、
研
究
上

も
境
界
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
川
冠
、
今
宮
謙
、
飛
岡
元
彦
、
水
谷
不
二
夫
、
三
橋
温
、
齋
藤
弘
等
が
助
手
と
な
り
、
以
前
か
ら
の

研
究
生
と
共
に
、
結
石
や
甲
状
腺
、
肝
が
ん
・
肺
が
ん
等
に
つ
い
て
熱
心
に
研
究
を
行
い
、
教
育
に
も
携
わ
っ
た
。
病
理
解
剖
数
も
次
第

に
増
え
た
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
大
島
は
北
京
医
学
会
の
招
聘
を
受
け
各
地
で
講
演
す
る
た
め
中
華
民
国
に
渡
っ
た
が
、
帰

朝
早
々
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
応
召
出
征
者
も
前
年
よ
り
増
加
し
た
。
宮
川
正
澄
、
田
内
久
は
共
に
数
年
前
か
ら
戦
地
に
あ
り
、
い

ず
れ
も
戦
争
病
理
学
の
研
究
に
従
事
し
、
多
数
の
戦
争
剖
検
材
料
の
検
討
に
よ
り
、
こ
の
方
面
で
成
績
を
あ
げ
た
。

こ
の
間
、
教
室
で
は
僅
か
な
人
員
が
精
進
し
教
育
と
研
究
に
尽
く
し
た
が
、
戦
争
は
日
に
日
に
熾
烈
さ
を
増
し
、
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
配

給
制
と
な
っ
た
。
そ
の
配
給
自
体
も
次
第
に
困
難
と
な
り
、
す
べ
て
の
研
究
は
封
鎖
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

十
二
月
十
三
日
に
は
名
古
屋
が
初
空
襲
を
受
け
、
以
来
空
襲
が
度
重
な
る
状
態
と
な
り
、
お
び
た
だ
し
い
被
害
を
受
け
た
。
研
究
室
の
態

勢
も
あ
た
か
も
戦
場
に
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
た
。
大
島
は
陸
軍
戦
時
研
究
員
を
命
ぜ
ら
れ
マ
ラ
リ
ア
の
病
理
研
究
を
実
施
し
、
さ
ら
に

塩
浜
海
軍
燃
料
廠
か
ら
は
ガ
ス
中
毒
の
病
理
学
的
研
究
も
依
嘱
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
病
理
学
的
研
究
は
田
村
潤
が
専
ら

担
当
し
、
鶏
マ
ラ
リ
ア
を
も
っ
て
治
療
薬
の
開
発
研
究
を
行
っ
た
。
こ
の
研
究
も
教
室
内
で
は
危
険
と
な
っ
た
た
め
、
東
山
動
物
園
の
医

務
室
を
こ
れ
に
あ
て
た
。
し
か
し
後
に
は
そ
こ
も
危
険
に
な
り
、
大
府
山
中
の
結
核
療
養
所
の
一
建
築
物
に
移
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
、
名
古
屋
大
空
襲
に
よ
っ
て
病
理
学
教
室
は
灰
燼
に
帰
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

に
は
木
村
は
退
官
。
戦
後
、
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
宮
川
が
第
一
講
座
の
教
授
に
就
任
し
た
。
宮
川
は
石
川
県
河
北
郡
出
身
で
第
四
高
等
学

校
卒
業
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
名
古
屋
医
科
大
学
卒
業
後
、
木
村
の
主
宰
す
る
病
理
学
教
室
に
入
局
し
た
。
そ
の
後
、
軍
医
と
し
て
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日
中
戦
争
の
際
に
応
召
し
、
上
海
、
満
州
、
沖
縄
、
台
湾
と
転
戦
し
た
が
、
無
事
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
帰
還
し
た
。
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
教
室
は
覚
王
山
の
昭
和
塾
堂
に
移
転
し
た
が
手
狭
で
あ
り
、
宮
川
は
大
府
の
国
立
療
養
所
に
病
理
学
第
一
講

座
を
移
転
さ
せ
た
。
こ
れ
に
は
当
時
の
久
野
馨
所
長
の
理
解
と
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
教
室
へ
は
若
菜
久
男
、
飯
島
宗
一
、

岸
本
英
正
、
小
林
竜
吉
、
田
嶋
基
男
、
磯
村
信
行
た
ち
が
相
次
い
で
入
局
し
、
戦
後
間
も
な
い
極
め
て
物
資
の
乏
し
い
時
代
に
、
無
菌
動

物
の
初
期
実
験
が
開
始
さ
れ
た
。
大
府
療
養
所
時
代
に
は
結
核
の
臨
床
を
援
助
す
る
と
同
時
に
病
理
解
剖
や
実
験
を
行
っ
た
。
食
料
不
足

を
補
う
た
め
畑
が
つ
く
ら
れ
、
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
昼
夜
兼
行
で
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
、
官
制
に
よ
り
名
古
屋
大
学
医
学
部
と
な
っ
て
帝
国
の
二
文
字
は
削
除
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
頃
よ
り
第
一
講
座
と
第
二
講
座
と
を
各
々
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
機
運
が
あ
り
、
両
講
座
の
予
算
を
独
立
さ
せ
た
完
全
講

座
を
希
望
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
不
完
全
な
が
ら
別
講
座
と
す
る
体
制
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
講
座
で
は
主
と
し
て
結
核
症
と
無

菌
飼
育
を
、
第
二
講
座
に
お
い
て
は
が
ん
研
究
に
関
す
る
方
面
を
担
当
す
る
こ
と
と
大
枠
が
決
め
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
二
月
末
、
鶴
舞
旧
キ
ャ
ン
パ
ス
に
モ
ル
タ
ル
二
階
建
て
の
病
理
学
教
室
が
新
築
さ
れ
大
府
か
ら
移
転

し
た
。
同
時
に
本
格
的
な
モ
ル
モ
ッ
ト
の
無
菌
飼
育
実
験
が
始
ま
っ
た
。
無
菌
飼
料
の
研
究
、
三
菱
電
機
製
作
所
の
協
力
に
よ
る
無
菌
飼

育
装
置
の
改
善
が
重
ね
ら
れ
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
無
菌
モ
ル
モ
ッ
ト
の
長
期
飼
育
が
達
成
さ
れ
た
。
研
究
の
成
果
は
、
昭

和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
東
京
病
理
集
談
会
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
第
十
回
日
本
血
液
学
会
総
会
特
別
講
演
と
し
て
発
表
さ

れ
、
以
後
宮
川
は
海
外
の
国
際
学
会
に
お
い
て
何
度
も
無
菌
動
物
に
関
す
る
研
究
の
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
が
発
展
す
る

に
つ
れ
、
病
理
学
教
室
の
人
員
や
科
学
研
究
費
だ
け
で
は
無
菌
動
物
飼
育
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
多
く
の
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
、
そ
の
研
究
の
独
創
的
で
画
期
的
な
成
果
は
文
部
省
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
無
菌
動
物
研
究
施
設
が
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
新
築
さ
れ
、
そ
の
施
設
長
を
宮
川
が
併
任
し
た
。
そ
し
て
宮
川
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
第
五
十
回
日
本
病
理
学
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会
総
会
に
お
い
て
「
無
菌
動
物
を
利
用
す
る
病
理
学
的
研
究
」
と
題
し
て
宿
題
報
告
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

に
は
ラ
ッ
ト
の
無
菌
繁
殖
に
成
功
し
た
。
こ
の
実
験
の
成
功
に
は
鷲
見
幸
子
の
忍
耐
強
い
努
力
が
大
き
く
貢
献
し
た
。
宮
川
は
昭
和

四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
日
本
学
士
院
賞
受
賞
の
栄
誉
を
受
け
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
名
古
屋
大
学
を
停
年
退
官
し
た

後
も
神
戸
学
院
大
学
、
愛
知
医
科
大
学
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
岐
阜
県
川
島
町
に
日
本
無
菌
生
物
研
究
所
を
株
式
会
社
エ
ー
ザ

イ
の
支
援
に
よ
り
設
立
し
、
同
所
長
と
し
て
無
菌
動
物
の
研
究
を
精
力
的
に
継
続
し
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は
日
本
学
士
院
会

員
に
推
挙
さ
れ
た
。

宮
川
の
教
授
退
官
前
、
医
学
部
の
小
児
科
教
授
選
考
問
題
に
端
を
発
し
た
医
学
部
運
営
の
民
主
化
を
求
め
る
学
生
運
動
が
全
国
的
に
も

歴
史
的
な
高
ま
り
を
み
せ
た
。
そ
の
混
乱
の
中
で
他
の
教
室
と
同
様
、
病
理
学
教
室
も
長
期
の
教
授
不
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
教
室
の
管

理
、
運
営
に
支
障
を
き
た
し
、
教
室
へ
の
入
局
者
が
激
減
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
な
り
飯
島
宗
一
が
病
理
学
第
一
講
座

教
授
と
し
て
広
島
大
学
か
ら
帰
還
し
、
教
室
の
再
建
を
開
始
し
た
。
飯
島
は
長
野
県
上
田
市
出
身
で
松
本
高
校
を
経
て
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
本
学
医
学
部
を
卒
業
、
宮
川
病
理
学
教
室
へ
入
局
し
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
ま
で

西
ド
イ
ツ
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
病
理
学
教
室
に
留
学
、
そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
広
島
大
学
教
授
、
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
に
は
広
島
大
学
学
長
に
就
任
し
八
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た
。
飯
島
は
体
系
的
な
疾
病
理
論
に
一
貫
し
て
興
味
を
持
ち
、

そ
の
業
績
は
病
理
学
総
論
な
ら
び
に
各
論
の
多
方
面
に
渡
っ
た
。
炎
症
論
、
感
染
論
、
微
小
循
環
の
病
理
、
リ
ン
パ
網
内
系
の
組
織
及
び

器
官
の
構
造
と
、
機
能
病
態
及
び
免
疫
組
織
学
の
各
分
野
に
多
く
の
業
績
が
あ
る
。
そ
の
著
書
は
『
現
代
生
物
科
学
』（
岩
波
書
店
、
昭

和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
））、『
現
代
病
理
学
大
系
』（
中
山
書
店
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
））
を
代
表
と
し
て
、
教
科
書
と
し
て

は
『
最
新
病
理
学
』（
文
光
堂
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
））、『
病
理
学
各
論
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））、『
組

織
病
理
ア
ト
ラ
ス
』（
文
光
堂
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））
な
ど
の
共
著
書
が
あ
り
、
広
く
医
学
部
学
生
に
愛
読
さ
れ
た
。
ま
た
、

被
爆
病
理
の
第
一
人
者
と
し
て
、『
広
島
・
長
崎
の
原
爆
災
害
』（
岩
渡
書
店
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
））、『
原
爆
を
み
つ
め
る
』（
岩

波
書
店
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
））
等
を
刊
行
し
た
。
飯
島
の
教
授
就
任
後
、
教
室
に
は
毎
年
大
学
院
生
が
入
局
し
研
究
が
活
発
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化
し
た
が
、
飯
島
自
身
も
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
第
六
十
八
回
日
本
病
理
学
会
総
会
に
お
い
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
生

体
防
御
機
構
の
器
官
化
、
脾
臓
を
中
心
に
」
を
発
表
し
、
学
会
員
に
強
い
感
銘
を
与
え
た
。
ま
た
、
氏
の
業
績
で
特
記
す
べ
き
は
、
被
爆

関
連
で
死
亡
し
広
島
で
部
検
さ
れ
た
症
例
の
臓
器
が
米
国
に
持
ち
出
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
日
本
に
返
還
さ
せ
た
事
で
あ
る
。

［
昭
和
～
平
成
］

飯
島
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
医
学
部
長
、
そ
の
一
年
後
に
第
八
代
本
学
総
長
に
就
任
し
た
。
飯
島
は
ま
た
、
名
古
屋
大

学
出
版
会
の
創
設
、
大
学
講
座
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
公
開
、
市
民
の
た
め
の
各
種
公
開
講
座
、
海
外
大
学
と
の
交
流
、
留
学
生
の
た
め
の
専

門
コ
ー
ス
の
創
設
等
に
も
力
を
入
れ
、
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
の
本
学
の
活
性
化
に
大
き
な
業
績
を
あ
げ
た
。
こ
の
間
、
平
和
運
動
、
反

核
運
動
の
国
際
的
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）に
は
、
設
立
当
初
か
ら
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
たIPPN

W

（
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
、
学
内
で
も
名
古
屋
大
学
平
和
憲
章
の
制
定
に
指
導
力
を
発
揮
し
た
。
さ
ら
に
、

飯
島
は
臨
時
教
育
審
議
会
第
四
部
会
長
と
し
て
日
本
の
高
等
教
育
改
善
に
務
め
た
。

飯
島
が
病
理
学
第
一
講
座
教
授
の
併
任
を
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
三
月
に
解
か
れ
た
後
、
同
年
八
月
に
、
浅
井
淳
平
が
第
五
代

教
授
に
就
任
し
た
。
浅
井
は
、
愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
出
身
で
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
本
学
医
学
部
を
卒
業
、
病
理
学
教
室
に
入

局
し
て
、
宮
川
の
指
導
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
炎
症
のchem

ical�m
ediator

と
そ
の
超
微
形
態
、
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
中
心
と
す
る
生
体
膜
の
機
能
と
構
造
変
化
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
教
室
の
伝
統
的
な
研
究
課
題
で
あ
る
リ
ン
パ

網
内
系
の
生
体
防
御
に
お
け
る
役
割
、
そ
の
構
造
と
病
理
形
態
変
化
の
追
及
に
力
を
入
れ
た
。
教
室
は
日
本
網
内
系
学
会
の
事
務
業
務
を

担
当
し
、
同
学
会
の
理
事
と
し
て
活
躍
し
た
。
教
育
面
で
は
医
学
部
学
生
の
病
理
解
剖
へ
の
積
極
的
参
加
や
、
病
理
実
習
の
充
実
に
力
を

入
れ
た
。
ま
た
、
病
理
学
第
二
講
座
、
病
態
制
御
研
究
施
設
生
体
防
御
研
究
部
門
、
病
院
検
査
部
、
病
院
病
理
部
と
共
同
し
て
人
体
病
理
、

外
科
病
理
の
分
野
の
発
展
に
も
尽
く
し
た
。
大
学
院
学
生
、
研
究
生
に
加
え
外
国
留
学
生
も
多
く
、
免
疫
組
織
化
学
、
細
胞
培
養
、
モ
ノ

ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
の
作
製
な
ど
新
し
い
研
究
方
法
を
取
り
入
れ
、
活
発
な
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
浅
井
は
日
本
病
理
学
会
総
会
、
日
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本
網
内
系
学
会
総
会
を
そ
れ
ぞ
れ
会
長
と
し
て
主
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
時
代
の
教
室
員
か
ら
は
愛
知
医
科
大
学
の
教
授
を
歴
任
し
た
伊
藤

元
、
原
一
夫
、
橋
詰
良
夫
、
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
の
岸
本
英
正
、
浜
松
医
科
大
学
教
授
の
白
澤
春
之
、
高
知
医
科
大
学
教
授
の
原
弘
、

東
北
大
学
教
授
の
名
倉
宏
を
輩
出
し
た
。

浅
井
時
代
に
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
筑
波
大
学
よ
り
本
学
助
教
授
と
し
て
帰
任
し
た
森
尚
義
が
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
一
月

に
第
一
病
理
の
教
授
に
就
任
し
た
。
森
は
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
研
究
を
一
貫
し
て
行
い
、
教
室
の
研
究
を
人
体
病
理
学
へ
と
大
き
く
舵
を

切
っ
た
。
種
々
の
分
子
生
物
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
、
分
子
病
理
診
断
学
の
確
立
を
目
指
し
た
研
究
を
推
進
し
た
。
森
は
宮
川
の
退
官
一

年
前
に
大
学
院
に
入
学
し
た
。
大
学
紛
争
で
教
授
不
在
中
は
福
島
医
科
大
学
に
国
内
留
学
し
小
島
瑞
に
師
事
し
た
。
森
は
、
こ
の
留
学
中

にPaul�N
akane

（
中
根
一
穂
）に
師
事
し
た
角
田
か
ら
、PLP

固
定
法
に
よ
る
凍
結
組
織
で
の
免
疫
染
色
と
免
疫
電
顕
法
を
習
得
し
、種
々

の
Ｂ
細
胞
性
リ
ン
パ
腫
に
お
い
て
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
産
生
を
証
明
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学M

.�E.�K
adin

と
共
同
研
究
を
行
い
、
当
時

起
源
の
確
定
し
て
い
な
か
っ
たhairy�cell�leukem

ia

が
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
産
生
す
る
Ｂ
リ
ン
パ
腫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
な
ど
の

業
績
を
上
げ
た
。
ま
た
、
筑
波
大
学
と
の
共
同
研
究
でA

LK

陽
性
Ｂ
リ
ン
パ
腫
に
お
け
る
遺
伝
子
変
異
を
明
ら
か
に
し
、T

/N
K

細
胞

性
腫
瘍
の
研
究
で
は
鼻
腔N

K
/T

細
胞
リ
ン
パ
腫
がN

K

細
胞
由
来
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
な
ど
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
分
類
な
ら
び

に
疾
患
概
念
の
確
立
に
尽
く
し
た
。
森
は
在
任
中
、
五
，
〇
〇
〇
症
例
の
リ
ン
パ
腫
凍
結
組
織
を
収
集
、
保
管
し
た
。

病
理
学
教
室
は
伝
統
的
に
関
連
病
院
が
多
く
、
森
は
大
学
院
卒
業
生
や
研
究
生
を
第
一
・
第
二
日
赤
、
愛
知
医
大
病
理
部
、
愛
知
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
、
一
宮
市
民
病
院
、
安
城
更
生
病
院
、
刈
谷
総
合
病
院
な
ど
の
基
幹
病
院
に
常
勤
医
と
し
て
送
り
出
し
、
地
域
医
療
の
充
実

に
努
め
た
。
教
室
員
の
中
で
は
、
谷
田
部
恭
が
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
病
理
部
長
か
ら
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
病
理
部

長
と
な
り
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
病
理
部
長
の
都
築
豊
徳
は
愛
知
医
科
大
学
病
理
診
断
科
教
授
、
ま
た
笠
井
謙
次
も
同
大
学
の
教
授

に
就
任
す
る
な
ど
多
く
の
次
世
代
指
導
者
の
育
成
に
貢
献
し
た
。
当
院
病
理
部
教
授
を
務
め
た
中
村
栄
男
も
当
教
室
出
身
で
あ
る
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
はInternational�A

cadem
y�of�Pathology�N

A
GO

Y
A

�2000

が
開
催
さ
れ
、
森
は
多
大
な
貢
献
を

し
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
森
を
会
長
と
し
て
第
四
十
六
回
日
本
リ
ン
パ
網
内
系
学
会
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
平
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成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
ま
で
リ
ン
パ
網
内
系
学
会
の
理
事
長
を
務
め
た
。

［
現
在
］

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
七
月
に
豊
國
伸
哉
が
京
都
大
学
か
ら
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
豊
國
は
翠
川
修
（
京
都
大
学
教
授
）
の
最

後
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
翠
川
は
飯
島
と
従
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
特
記
に
値
す
る
。
豊
國
は
岡
田
茂
（
岡
山
大
学
教
授
）
の
直
弟

子
で
も
あ
り
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
発
が
ん
分
子
機
構
の
解
明
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
験
病
理
学
を
推
進
し
た
。
豊
國
は
病
理
学
の
社
会
的
な
貢

献
も
重
視
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
繊
維
に
よ
る
中
皮
腫
発
が
ん
機
構
を
解
明
し
、
予
防
法
を
提
示
し
た
。
さ
ら
に
私
た
ち
の
生
活
で
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
評
価
に
も
取
り
組
み
、
直
径
が
五
〇nm

程
度
の
多
層
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
は
動
物
モ
デ
ル
で
中

皮
腫
発
が
ん
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
日
本
経
済
新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
る
と
同
時
に
、IA

RC

に
よ
る
発
が
ん
基

準
の
根
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ェ
ロ
ト
ー
シ
ス
と
い
う
新
た
な
制
御
性
細
胞
死
の
概
念
形
成
に
貢
献
し
、
本
学
を
あ
げ
て

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
低
温
プ
ラ
ズ
マ
の
医
療
応
用
に
も
参
画
し
た
。
低
温
プ
ラ
ズ
マ
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
の
新
領
域
を
経
て
、

特
別
推
進
研
究
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
は
低
温
プ
ラ
ズ
マ
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
本
学
に
発
足
し
、
豊
國
は
副

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
は
、
髙
橋
雅
英
を
会
長
、
中
村
栄
男
を
副
会
長
、
自
ら
も
副
会
長
を
務
め
た

第
百
四
回
日
本
病
理
学
会
総
会
に
お
い
て
、「
酸
化
ス
ト
レ
ス
病
理
学
の
確
立
と
そ
の
疾
患
予
防
へ
の
展
望
」
と
の
宿
題
報
告
を
行
っ
た
。

現
在
、
多
数
の
海
外
留
学
生
が
博
士
課
程
の
学
生
と
し
て
在
籍
し
、
教
室
セ
ミ
ナ
ー
の
多
く
は
英
語
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
國
は

国
内
の
科
学
研
究
に
お
け
る
病
理
形
態
支
援
活
動
を
多
数
行
い
、N

agoya�Journal�of�M
edical�Science

の
編
集
長
を
務
め
る
傍
ら
、

多
数
の
国
際
誌
のeditor

を
務
め
た
。
豊
國
の
活
躍
は
日
本
病
理
学
会
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、Society�for�Free�Radical�Research�

International

のPresident

（2017–18

）
を
務
め
た
ほ
か
、
日
本
酸
化
ス
ト
レ
ス
学
会
な
ら
び
に
日
本
鉄
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
会
の

理
事
長
を
長
き
に
わ
た
り
務
め
て
い
る
。
最
後
に
『
ロ
ビ
ン
ス
基
礎
病
理
学
』
を
髙
橋
雅
英
と
共
に
三
版
に
渡
り
監
訳
し
て
い
る
こ
と
も

付
記
し
た
い
。
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こ
こ
で
は
名
前
を
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
当
教
室
か
ら
多
く
の
病
理
専
門
医
が
育
ち
、
病
院
で
は
病
理
部
門
の
責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
医
療
で
活
躍
し
た
。
ま
た
、
教
室
の
教
育
研
究
を
支
え
た
多
く
の
技
官
、
事
務
官
、
秘
書
、
研
究
補
助
員
た
ち
の
努
力
を
見
逃
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
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腫
瘍
病
理
学
・
分
子
病
理
学
（
病
理
学
第
二
）

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
移
管
に
伴
い
二
講
座
制
と
な
り
、
大
島
福
造
が
病
理
学
第
二
講
座
の
初
代
教

授
に
就
任
し
た
。
京
都
大
学
の
藤
浪
鑑
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
性
腫
瘍
で
あ
る
家
鶏
肉
腫
を
導
入
し
、
独
自
の
発
癌
研
究
を
展
開

し
た
。
肉
腫
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
発
癌
の
標
的
が
創
傷
治
癒
に
お
け
る
再
生
増
殖
細
胞
で
あ
る
こ
と
を
実
験
的
に
証
明
し
、
日
本
癌
学
会
か

ら
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
山
極
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
教
室
員
の
多
く
は
出
征
し
、
宮
川
正
澄
、
田
内
久
ら
は
戦
地
に
あ
っ
て
マ
ラ
リ
ア
の
病
理
学
研
究

で
成
果
を
あ
げ
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）、
田
内
は
名
古
屋
市
立
女
子
医
学
専
門
学
校
の
教
授
に
就
任
し
た
。
終
戦
後
、
研
究
は

一
時
全
面
的
な
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
教
室
を
千
種
区
の
昭
和
塾
堂
に
本
拠
を
移
し
、
田
村
潤
、

牛
島
宥
、
廣
野
巌
ら
若
手
研
究
者
が
限
ら
れ
た
設
備
と
物
資
を
用
い
て
研
究
を
再
開
し
た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
新
制
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
発
足
と
と
も
に
、
病
理
学
講
座
は
第
一
講
座
が
宮
川
正
澄
教
授
、
第
二

講
座
が
大
島
福
造
教
授
の
体
制
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
同
年
、
牛
島
は
講
師
と
な
り
、
附
属
病
院
内
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
中

央
臨
床
検
査
室
の
主
任
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
日
の
中
央
診
療
施
設
の
基
礎
を
築
い
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
は
、

第
三
十
九
回
日
本
病
理
学
会
総
会
が
大
島
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
田
村
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、
国
立
名
古

屋
病
院
研
究
検
査
科
長
と
し
て
赴
任
し
、
専
任
の
病
院
病
理
医
の
草
分
け
と
し
て
、
一
般
病
院
に
お
け
る
病
理
診
療
科
の
重
要
性
を
示
し

た
。
大
島
の
家
鶏
肉
腫
に
関
す
る
研
究
成
果
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
第
四
十
回
日
本
病
理
学
会
総
会
宿
題
報
告
と
し
て
発
表

さ
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
、
第
十
三
回
日
本
癌
学
会
が
大
島
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
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長
与
健
夫
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
助
教
授
に
昇
任
し
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
二
月
に
名
古
屋
市
立
大
学
に
新

設
さ
れ
た
病
理
学
第
二
講
座
の
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
長
与
は
胃
癌
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
特
に
早
期
胃
癌
に
着
目
し
、
そ

の
概
念
の
確
立
と
診
断
基
準
の
策
定
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
七
月
、
大
島
の
後
任
と
し
て
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
で
あ
っ
た
田
内
久
が
着
任
し
た
。
田
内
の
研
究
は

肺
癌
の
研
究
と
老
化
の
基
礎
的
研
究
に
大
別
さ
れ
る
。
肺
癌
の
研
究
で
は
気
管
支
上
皮
の
扁
平
上
皮
化
生
が
肺
癌
の
発
生
母
地
と
し
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
我
が
国
の
肺
癌
の
基
礎
的
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
。
老
化
研
究
で
は
、
老
若
ラ
ッ
ト
を
手
術
的
に
吻
合
す
る

パ
ラ
ビ
オ
ー
ゼ
動
物
の
長
期
観
察
と
い
う
極
め
て
困
難
な
実
験
に
成
功
し
、
老
化
の
促
進
と
抑
制
に
働
く
細
胞
性
、
体
液
性
因
子
の
解
明

に
努
め
た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
日
本
病
理
学
会
会
長
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
日
本
老
年
学
会
会
長
を
歴
任
し

た
。
上
記
の
研
究
成
果
に
対
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
中
日
文
化
賞
、
同
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
ベ
ル
ツ
賞
、
同
五
十
八

年
（
一
九
八
三
）
に
日
本
医
師
会
医
学
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

廣
野
巌
は
癌
細
胞
の
薬
剤
耐
性
の
発
見
、
転
移
形
成
に
お
け
る
癌
細
胞
の
ア
メ
ー
バ
運
動
の
実
測
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
展
開
し
、

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
岐
阜
大
学
教
授
、
同
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
教
授
に
就
任
し
た
。
小
島

清
秀
は
癌
細
胞
の
膜
成
分
の
化
学
組
成
と
転
移
の
研
究
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
奈
良
県
立
医
科
大
学
教

授
、
同
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
名
古
屋
大
学
が
ん
研
究
施
設
教
授
と
な
っ
た
。
竹
内
純
は
癌
細
胞
と
間
質
の
関
係
に
つ
い
て
病
理

組
織
学
に
生
化
学
的
方
法
論
を
導
入
す
る
と
い
う
意
欲
的
な
分
野
を
開
拓
し
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学

部
病
理
学
教
授
に
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
牛
島
の
後
任
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部
教
授
に
就
任
し

た
。

［
昭
和
か
ら
平
成
へ
］

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
一
月
、
田
内
の
後
任
と
し
て
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
微
形
態
学
部
長
の
星
野
宗
光
が
教
授
に
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就
任
し
た
。
星
野
は
癌
の
電
顕
的
研
究
を
行
い
、
組
織
像
と
電
顕
像
の
対
比
に
基
づ
く
電
顕
病
理
学
の
確
立
に
努
め
た
。
癌
発
生
と
ウ
イ

ル
ス
と
の
関
係
、
バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫
の
抗
原
分
析
や
乳
癌
発
生
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
の
関
与
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
た
。
名
古
屋

大
学
赴
任
後
は
、
マ
ウ
ス
乳
癌
ウ
イ
ル
ス
の
発
癌
機
構
の
解
明
に
力
を
入
れ
た
。
名
古
屋
大
学
農
学
部
で
開
発
さ
れ
た
ス
ン
ク
ス
の
自
然

発
生
乳
癌
か
ら
新
型
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
す
る
な
ど
の
業
績
を
あ
げ
た
。
教
室
に
は
筒
井
祥
博（
後
に
浜
松
医
科
大
学
病
理
学
教
授
）、

今
井
昌
雄
、
永
吉
昭
一
、
佐
賀
信
介
（
後
に
愛
知
医
科
大
学
病
理
学
教
授
）、
髙
橋
雅
英
、
坪
根
幹
夫
、
青
山
温
子
、
横
井
豊
治
、
市
原
周
、

早
川
清
順
、
宮
石
理
な
ど
多
く
の
若
手
研
究
者
が
集
ま
っ
た
。
助
教
授
で
あ
っ
た
小
塚
貞
雄
は
、
消
化
管
の
病
理
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
膵

管
、
胆
の
う
な
ど
の
前
癌
病
変
の
定
量
的
研
究
で
評
価
が
高
く
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

教
授
に
就
任
し
た
。
星
野
は
不
幸
に
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
五
月
ク
モ
膜
下
出
血
の
た
め
急
逝
し
た
。

星
野
の
後
任
と
し
て
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
微
形
態
学
部
長
の
松
山
睦
司
が
教
授
に
就
任
し

た
。
松
山
は
胸
腺
腫
好
発
系
ラ
ッ
トBU

N
/M

na

に
発
生
す
る
胸
腺
腫
の
病
理
組
織
学
的
、
細
胞
学
的
研
究
を
行
っ
た
胸
腺
腫
の
実
験

的
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
教
授
就
任
後
は
胸
腺
サ
イ
ズ
、
胸
腺
腫
、
筋
委
縮
お
よ
び
タ
ン
パ
ク
尿
に
関
与
す
る
遺
伝
子
の
マ
ッ
ピ
ン

グ
の
研
究
で
成
果
を
あ
げ
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
病
理
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
七
月
、
髙
橋
雅
英
が
教
授
に
就
任
し
た
。
髙
橋
は
が
ん
遺
伝
子R

E
T

の
発
見
者
で
あ
り
、
分
子
生
物
学
的
、

細
胞
生
物
学
的
手
法
に
加
え
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の
作
成
に
よ
り
、R

E
T

の
変
異
に
よ
る
疾
患
発
症
機
構
の
解
明
や
、R

E
T

の
形

態
形
成
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。
特
に
、R

E
T

の
変
異
に
よ
っ
て
発
症
す
る
多
発
性
内
分
泌
腫
瘍
症
二
型
、

ヒ
ル
シ
ュ
ス
プ
ル
ン
グ
病
の
発
症
機
序
に
関
す
る
研
究
、
腸
管
神
経
系
の
形
成
や
腎
臓
の
発
生
、
精
子
形
成
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
先

進
的
な
研
究
を
展
開
し
て
き
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
第
九
十
回
日
本
病
理
学
会
に
て
宿
題
報
告
を
担
当
し
、
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
に
読
売
東
海
医
学
賞
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
中
日
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

に
は
日
本
病
理
学
会
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
病
理
学
会
を
開
催
し
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に
は
準
備
委
員
長
と
し
て
第
三
十
回

日
本
医
学
会
総
会
の
開
催
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。
教
室
か
ら
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は
村
雲
芳
樹
北
里
大
学
教
授
、
岩
下
寿
秀
浜
松
医
科
大
学
教
授
、
浅
井
直
也
藤
田
医
科
大
学
教
授
、
黒
川
景
愛
知
県
立
看
護
大
学
教
授
、

市
原
正
智
中
部
大
学
教
授
、
谷
口
雅
彦
札
幌
医
科
大
学
准
教
授
、
川
井
久
美
修
文
大
学
健
康
栄
養
学
部
教
授
、
下
山
芳
江
名
古
屋
大
学
医

学
部
附
属
病
院
診
療
教
授
、
榎
本
篤
同
准
教
授
を
輩
出
し
た
。

［
現
在
］

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
、
榎
本
篤
が
教
授
に
就
任
し
た
。
榎
本
は
腎
臓
病
態
学
、
腎
臓
生
理
学
の
分
野
で
慢
性
腎
不
全
お
よ
び

有
機
酸
輸
送
異
常
に
関
す
る
研
究
を
終
え
た
後
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
よ
り
髙
橋
の
指
導
の
も
と
で
癌
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
、
お
よ

び
発
生
学
の
分
野
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。
現
在
は
三
井
伸
二
准
教
授
、
白
木
之
浩
助
教
と
と
も
に
、
癌
の
間
質
お
よ
び
線
維
化
疾
患
の
病
態

に
着
目
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
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法
医
・
生
命
倫
理
学
（
法
医
学
）

［
前
史
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
に
お
け
る
法
医
学
の
歴
史
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
遡
る
。
同
年
発
足
し
た
公
立
医
学
講
習
所
の
教
師
と
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht von Roretz

）
が
招
聘
さ
れ
た
。
ロ
ー
レ
ツ
の
専
攻
は
外
科
学
で
あ
っ
た
が
、
断
訟
医
学
（
法

医
学
）
の
先
覚
者
で
も
あ
っ
た
。『
愛
知
縣
公
立
病
院
及
醫
学
校
第
一
報
告
』
に
「
明
治
十
二
年
九
月
十
五
日 

冬
期
學
課
ヲ
始
ム
…
同
月

教
師
「
ロ
ー
レ
ッ
ツ
」
ニ
冬
期
學
課
中
斷
訟
醫
学
ヲ
講
述
セ
シ
ム
盖
シ
本
邦
未
タ
此
學
備
ハ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
一
ハ
生
徒
ノ
爲
メ
ニ
シ
一
ハ

院
校
職
員
開
業
醫
士
及
ヒ
警
察
官
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
断
訟
医
学
の
講
義
録
は
『
醫
事
新
報
』
に
連
載
さ
れ
、
後
に

一
冊
本
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
（
い
ず
れ
も
附
属
図
害
館
医
学
部
分
館
史
料
室
蔵
）。
ま
た
、
豊
橋
に
お
い
て
死
後
三
箇
月
余
り
の
嬰
児

の
死
体
を
地
中
か
ら
掘
り
起
し
て
検
査
し
、
死
因
は
絞
殺
に
よ
る
こ
と
を
断
定
し
て
犯
罪
事
実
を
証
明
す
る
な
ど
、
警
察
上
の
医
事
に
関

与
し
て
診
断
、
解
剖
、
分
析
等
に
少
な
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
副
教
師
で
あ
っ
た
司
馬
盈
之
も
本
県
に
お
け
る
病
理
解
剖

の
先
例
を
開
い
た
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
医
学
に
も
興
味
を
持
ち
造
詣
も
深
か
っ
た
。
警
視
庁
が
裁
判
医
学
の
必
要
を
痛
感
し
て
リ
ヨ
ン
の

『
衛
生
警
察
学
』
な
ど
を
翻
訳
し
よ
う
と
し
た
際
、
司
馬
が
ほ
か
に
適
任
者
な
し
と
し
て
翻
訳
を
懇
望
さ
れ
、
後
藤
新
平
ら
が
司
馬
の
翻

訳
口
述
を
筆
記
し
た
。
そ
の
後
愛
知
医
学
専
門
学
校
と
な
っ
た
が
、「
裁
判
医
学
」
の
名
称
で
引
続
き
講
義
は
行
わ
れ
て
き
た
。
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
初
め
て
専
任
教
諭
と
し
て
谷
寳
抱
が
法
医
学
講
義
を
担
任
し
、
翌
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
四
月
法
医
学

教
室
が
創
設
さ
れ
た
。

谷
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
に
退
職
し
た
が
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
、
小
宮
喬
介
が
愛
知
医
科
大
学
法
医
学
担

任
助
教
授
と
し
て
任
命
さ
れ
、
約
二
年
余
の
欧
米
留
学
後
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
愛
知
医
科
大
学
が
名
古
屋
医
科
大
学
と
し
て
官
立

に
移
管
さ
れ
た
際
、
初
代
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
小
宮
は
会
長
と
し
て
第
二
十
二
次
日
本
法
医
学
会
総
会
を
主
宰
し
た
。
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［
帝
大
時
代
］

名
古
屋
医
科
大
学
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
に
昇
格
、
小
宮
が
法
医
学
講
座
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
小

宮
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
ま
で
、
通
算
一
七
年
間
そ
の
職
に
あ
っ
て
、
中
部
、
東
海
地
方
に
お
け
る
法
医
学
の
権
威
と
し
て
法

医
学
活
動
に
従
事
し
、
ま
た
、
研
究
面
に
お
い
て
も
鑑
識
科
学
の
発
展
に
つ
く
し
、
殊
に
指
紋
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
か
っ
た
。
な
お
、

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
古
田
莞
爾
講
師
が
助
教
授
に
昇
任
し
た
。

名
古
屋
医
科
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
学
の
発
展
と
時
を
同
じ
く
し
て
戦
火
も
拡
大
し
、
遂
に
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
、

米
軍
機
の
空
襲
に
よ
り
、
法
医
学
教
室
を
含
む
基
礎
医
学
棟
は
全
焼
す
る
に
至
っ
た
。
基
礎
、
臨
床
の
各
教
室
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
東
濃
、

長
野
方
面
へ
疎
開
を
図
っ
た
。
法
医
学
教
室
の
疎
開
先
は
岐
阜
県
加
茂
郡
太
田
町
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
ど
の
程
度
の
設
備
・
備
品
類

が
疎
開
で
き
た
か
は
審
ら
か
で
は
な
い
。

［
第
二
次
大
戦
後
よ
り
勝
又
教
授
時
代
ま
で
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
、
名
古
屋
に
も
、
死
体
解
剖
保
存
法
に
基
づ
く
監
察
医
制
度
が
施
行
さ
れ
、
小
宮
は
そ
の
主
任
監

察
医
に
任
命
さ
れ
た
。
小
宮
が
退
官
し
た
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）、
建
坪
百
坪
の
法
医
学
及
び
公
衆
衛
生
学
教
室
の
建
物
も
復
旧

し
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
、
松
本
医
科
大
学
（
後
の
信
州
大
学
医
学
部
）
教
授
佐
藤
武
雄
が
本
学
部
の
教
授
を
兼
任
し
、
法

医
学
講
座
担
当
と
な
っ
た
。
佐
藤
は
血
清
学
の
泰
斗
で
、
沈
降
反
応
の
研
究
が
有
名
で
あ
る
。
佐
藤
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
、

信
州
大
学
長
に
就
任
し
た
た
め
本
学
兼
任
を
解
か
れ
、
同
年
六
月
、
本
学
助
教
授
で
あ
っ
た
古
田
が
第
三
代
教
授
に
昇
任
し
て
講
座
を
担

当
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
十
月
、
新
基
礎
医
学
棟
が
完
成
し
、
法
医
学
教
室
は
二
階
に
移
転
し
た
。
一
〇
室
、
約
一
〇
〇
坪
で
あ
っ

た
。
な
お
、法
医
解
剖
室
、剖
検
講
義
棟
、標
本
展
示
室
、死
体
保
存
室
が
新
設
さ
れ
た
の
は
、約
一
〇
年
後
の
昭
和
四
十
一
年（
一
九
六
六
）
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で
あ
っ
た
。
古
田
時
代
に
お
い
て
は
、
法
医
学
関
係
の
諸
施
設
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
頃
の
研
究
課
題
と

し
て
は
、（
一
）
流
動
屍
血
成
因
に
関
し
て
の
プ
ラ
ス
ミ
ン
の
研
究
、（
二
）
交
通
外
傷
の
統
計
、（
三
）
頭
部
外
傷
の
生
化
学
的
研
究
、（
四
）

中
毒
機
構
の
研
究
、（
五
）年
齢
推
定
、で
あ
っ
た
。
古
田
は
、昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）に
第
四
十
六
次
、昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）

に
第
五
十
一
次
日
本
法
医
学
会
総
会
を
主
催
し
た
。
古
田
は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
三
月
、
停
年
退
官
し
、
愛
知
医
科
大
学
法
医

学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。
当
時
の
多
く
の
難
事
件
に
古
田
が
か
か
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
学
紛
争
後
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
十
月
、
岐
阜
大
学
矢
田
昭
一
教
授
が
第
四
代
教
授
に
就
任
し
た
。
矢
田
は
、
講
座
の
再
整

備
に
尽
力
し
、
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
四
月
に
は
、
浅
野
稔
助
教
授
が
浜
松
医
科
大
学
教
授
と
し
て
転

出
し
た
。
同
年
七
月
に
、
名
古
屋
市
立
大
学
よ
り
、
大
矢
正
算
が
助
教
授
に
就
任
。
ま
た
、
生
化
学
第
一
講
座
よ
り
、
鈴
木
修
、
勝
又
義

直
を
助
手
と
し
て
迎
え
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
三
月
、
鈴
木
は
浜
松
医
科
大
学
講
師
と
し
て
転
出
（
そ
の
後
、
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）
四
月
に
浜
松
医
科
大
学
法
医
学
教
室
教
授
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
浜
松
医
科
大
学
理
事
及
び
副
学
長
、
日
本

法
中
毒
学
会
理
事
長
を
歴
任
）。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
、
大
矢
は
山
梨
医
科
大
学
教
授
と
し
て
転
出
。
同
年
七
月
、
勝
又

が
助
教
授
に
就
任
し
た
。

矢
田
が
最
も
得
意
と
し
た
分
野
はSpurenserologie
、
す
な
わ
ち
、
血
痕
、
精
液
斑
、
唾
液
斑
、
毛
髪
等
の
試
料
に
つ
い
て
の
免
疫

血
清
学
的
研
究
で
あ
っ
た
。
矢
田
の
業
績
は
、
百
余
編
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
、
毛
髪
一
本
か
らA

BO

式
血
液
型
を
判
定
す
る
方
法
は
、

世
界
的
に
知
ら
れ
、
海
外
の
教
科
書
で
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
血
液
型
・
酵
素
型
判
定
技
術
は
、
次
の
勝
又
教
授
時
代
にELISA

法

に
よ
る
検
出
法
と
し
て
発
展
し
た
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
に
、
矢
田
は
停
年
ま
で
六
年
を
残
し
て
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
長
と
し
て
転
出
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
一
月
、
助
教
授
の
勝
又
が
第
五
代
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月
、
佐
藤
啓
造
が

助
教
授
に
就
任
し
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
九
月
に
玉
木
敬
二
が
講
師
に
就
任
し
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
四
月
、
佐
藤
は
昭
和

大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
教
授
と
し
て
転
出
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
七
月
、
玉
木
は
助
教
授
に
就
任
し
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
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五
月
、
英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
遺
伝
学
部
研
究
員
と
し
て
転
出
（
そ
の
後
、
札
幌
医
科
大
学
法
医
学
教
室
教
授
を
経
て
、
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
四
月
に
京
都
大
学
医
学
系
研
究
科
法
医
学
講
座
教
授
に
就
任
。
現
在
日
本D

N
A

多
型
学
会
理
事
長
）。
平
成
十
年

（
一
九
九
八
）
八
月
、
石
井
晃
が
助
教
授
に
就
任
。
勝
又
は
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
長
に
就
任
。
平

成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
山
本
敏
充
が
助
教
授
に
就
任
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
十
二
月
、
石
井
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
法
医
学
教

室
教
授
と
し
て
転
出
。
な
お
、
勝
又
は
医
学
部
長
と
し
て
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
三
月
ま
で
在
任
し
、
そ
の
後
、
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
に
警
察
庁
科
学
警
察
研
究
所
所
長
に
就
任
、
さ
ら
に
二
年
後
に
学
校
法
人
名
古
屋
医
専
の
校
長
に
就
任
し
た
。

勝
又
教
授
時
代
に
お
い
て
は
、D

N
A

研
究
が
中
心
に
行
わ
れ
、
超
微
量
の
試
料
か
ら
の
個
人
識
別
や
、
伊
達
政
宗
公
の
毛
髪
を
用
い

た
三
代
の
親
子
鑑
定
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
超
微
量
の
血
液
サ
ン
プ
ル
か
ら
一
酸
化
炭
素
―
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
を
測
定
す
る
方
法
は
、

現
在
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
勝
又
は
生
命
倫
理
問
題
に
も
深
く
関
わ
り
、
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
等
に
も
関
与
し
た
。
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
日
本D

N
A

多
型
学
会
学
術
集
会
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
日
本
生
命
倫
理
学
会
年
次
大
会
を
主
催
し
た
。
日
本
法

医
学
会
理
事
長
を
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
ま
で
務
め
た
。

［
現
在
］

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
五
月
、
石
井
晃
が
第
六
代
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
、
財
津
桂
が
准
教
授

に
就
任
。
研
究
で
は
、
勝
又
教
授
時
代
のD

N
A

多
型
研
究
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
現
教
授
の
石
井
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
法
中
毒
領

域
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。D

N
A

多
型
研
究
と
し
て
は
、
人
類
学
的
研
究
に
展
開
し
て
お
り
、
中
南
米
等
の
地
域
に
お
け
るD

N
A

型

か
ら
の
遺
伝
学
的
近
縁
性
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
吸
血
し
た
蚊
を
試
料
と
し
てD

N
A

の
型
判
定
を
行
い
、
吸

血
後
の
時
間
推
定
を
試
み
た
。
法
中
毒
学
的
研
究
で
は
、
高
感
度
か
つ
高
分
解
能
を
有
す
る
タ
ン
デ
ム
質
量
分
析
計
を
用
い
た
、
合
成
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
含
む
体
液
中
乱
用
薬
物
及
び
薬
毒
物
の
超
高
感
度
分
析
法
の
開
発
、
新
規
乱
用
薬
物
の
代
謝
経
路
の
解
析
、
新
し
い
イ

オ
ン
化
法
で
あ
る
探
針
エ
レ
ク
ト
ロ
ス
プ
レ
ー
／
タ
ン
デ
ム
質
量
分
析
（PESI
）
の
法
中
毒
学
的
応
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
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代
謝
物
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
作
用
機
序
等
の
解
明
に
応
用
さ

れ
て
い
る
。
石
井
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
日
本
医
用
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル
学
会
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
日
本
法
中
毒

学
会
第
三
十
三
年
会
を
主
催
し
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
日
本
法
中
毒
学
会
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
教
授
の
石
井
、
准
教
授
の
山
本
、
准
教
授
の
財
津
、
助
教
の
名
取
雄
人
、
主
任
技

師
の
吉
本
高
士
、
技
術
補
佐
員
の
青
山
久
美
子
、
秘
書
の
高
瀬
直
子
、
五
名
の
大
学
院
生
、
一
名
の
研
究
生
で
あ
る
。
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環
境
労
働
衛
生
学
（
衛
生
学
）

［
前
史
］

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
五
月
、
公
立
医
学
講
習
場
に
教
師
と
し
て
招
か
れ
た
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�Roretz

）
は
、
内
科
外

科
両
学
位
を
有
す
る
博
士
で
あ
っ
た
が
、「
衛
生
」に
つ
い
て
も
、多
大
の
関
心
と
高
邁
な
識
見
を
有
し
て
い
た
。
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）

の
コ
レ
ラ
大
流
行
に
際
し
て
は
『
コ
レ
ラ
病
予
防
法
』『
コ
レ
ラ
病
新
誌
』
を
著
し
て
管
内
医
師
に
配
布
し
、
一
方
、
愛
知
県
に
対
し
て
「
汚

水
排
導
法
」
や
、
後
藤
新
平
を
介
し
て
で
は
あ
る
が
、「
健
康
警
察
醫
官
」
に
関
す
る
建
議
を
行
っ
て
い
る
。
公
立
医
学
校
時
代
の
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
、
学
科
表
に
健
全
学
及
び
衛
生
警
察
学
と
い
う
学
科
が
四
級
生
に
対
し
て
設
け
ら
れ
て
、
丸
山
道
彦
が
こ
れ

を
担
当
し
、
翌
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
「
衛
生
学
」
と
い
う
学
科
名
と
な
っ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
愛
知
医
学
校
と
改
称

さ
れ
た
が
、
菅
野
虎
太
、
鈴
木
孝
之
介
両
名
が
衛
生
学
を
担
当
し
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
よ
り
瀧
浪
圖
南
が
担
当
し
た
。
こ
の
間
、

後
藤
新
平
は
公
立
医
学
所
・
校
、
愛
知
医
学
校
で
医
学
を
教
え
、
得
意
の
外
科
以
外
に
衛
生
行
政
に
も
情
熱
を
傾
け
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
十
月
に
ロ
ー
レ
ツ
の
意
を
受
け
「
健
康
警
察
醫
官
ヲ
設
ク
可
キ
ノ
建
言
」
を
愛
知
県
庁
に
提
出
し
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月

に
「
愛
知
縣
ニ
於
テ
衛
生
警
察
ヲ
設
ケ
ン
ト
ス
ル
概
略
」
を
内
務
省
衛
生
局
長
長
與
専
斎
宛
て
に
進
言
し
、
愛
知
県
衛
生
警
察
の
源
を
つ

く
っ
た
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
頃
に
は
県
下
の
漢
洋
医
を
網
羅
し
て
愛
衆
社
を
起
こ
し
、
衛
生
思
想
の
普
及
な
ど
に
尽
く

し
、
後
年
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
先
駆
を
な
し
た
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
よ
り
川
原
汎
教
諭
に
よ
っ
て
衛
生
学
の
講
義
が
行
な
わ
れ
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
出
版
さ

れ
た
川
原
汎
著
『
衛
生
學
綱
目
』（
半
田
屋
醫
籍
商
店
）
は
当
時
の
代
表
的
な
衛
生
学
の
教
科
書
と
し
て
医
学
生
に
利
用
さ
れ
た
。
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
細
菌
学
が
衛
生
学
と
は
別
に
講
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
衛
生
学
の
担
当
は
大
西
克
孝
教
諭
、
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
長
松
将
之
輔
教
諭
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
し
、

学
則
に
よ
っ
て
衛
生
学
が
学
科
目
の
一
つ
と
な
り
、「
衛
生
學
理
論
及
實
地
」
が
行
わ
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
岡
田
鶴
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也
教
諭
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
再
び
衛
生
学
は
細
菌
学
と
共
に
講
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
衛

生
細
菌
学
教
室
が
独
立
し
、
岡
田
が
内
科
の
兼
務
を
辞
し
て
衛
生
細
菌
学
専
任
教
諭
と
な
っ
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
よ
り
大

庭
士
郎
教
諭
（
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
教
授
）
が
衛
生
細
菌
学
教
室
を
主
宰
し
た
が
、
大
庭
の
主
宰
期
間
中
、
愛
知
医
科
専
門

学
校
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
愛
知
医
科
大
学
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
名
古
屋
医
科
大
学
と
昇
格
し
、
大
庭
は
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
、
第
四
回
日
本
聯
合
衛
生
学
会
が
大
庭
の
会
長
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

四
月
に
鯉
沼
茆
吾
が
招
か
れ
て
講
師
と
な
り
衛
生
学
講
義
を
担
当
し
た
。
翌
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
に
衛
生
学
教
室
が
衛
生
細
菌
学
教

室
よ
り
分
離
独
立
し
、
鯉
沼
が
専
任
教
授
と
な
っ
た
。

鯉
沼
は
本
学
に
就
任
前
、
内
務
省
社
会
局
技
師
と
し
て
全
国
産
業
の
労
働
衛
生
監
督
の
任
に
あ
っ
た
。
鯉
沼
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
工
場
監
督
官
に
任
官
し
た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
そ
の
経

験
を
も
と
に
『
工
業
中
毒
』（
金
原
書
店
）
を
著
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
「
本
邦
に
お
け
る
工
業
的
金
属
中
毒
」
の
研
究
に

よ
り
医
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
同
年
に
は
第
十
回
国
際
労
働
会
議
政
府
代
表
随
員
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
出
張
し
、
翌
三
年

（
一
九
二
八
）
ま
で
一
年
間
欧
米
の
労
働
衛
生
事
情
を
視
察
し
て
帰
国
し
た
。
鯉
沼
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
『
職
業
病
』（
鐵
塔
書

院
）
を
著
し
、
我
が
国
の
労
働
衛
生
の
草
分
け
の
一
人
で
あ
っ
た
。
当
時
の
田
村
春
吉
学
長
は
、
名
古
屋
が
将
来
一
大
工
業
都
市
と
し
て

発
展
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
鯉
沼
の
着
任
を
望
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
鯉
沼
着
任
後
、
教
室
の
研
究
は
労
働
衛
生
を
中
心
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

に
は
日
本
産
業
衛
生
協
会
東
海
地
方
会
が
設
立
さ
れ
、
鯉
沼
が
会
長
と
な
り
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
第
十
回
日
本
産
業
医
学

会
総
会
が
鯉
沼
の
会
長
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。

［
帝
大
時
代
］

鯉
沼
は
着
任
前
よ
り
高
原
の
医
学
的
利
用
に
も
関
心
を
持
ち
、
着
任
後
間
も
な
く
蓼
科
高
原
の
気
候
観
測
に
着
手
し
、
昭
和
十
四
年
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（
一
九
三
九
）
に
は
名
古
屋
帝
国
大
学
と
な
っ
た
本
学
に
高
原
気
候
医
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
高
原
気
候
医
学
の
研
究
も
戦
前
の
教
室

の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
労
働
衛
生
の
研
究
と
し
て
は
主
と
し
て
珪
肺
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
窯
業
、
石
工
、
鉄
工
所
、
セ
メ
ン

ト
工
場
な
ど
の
詳
細
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
た
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
防
錆
材
料
二
酸
化
セ
レ
ン
中
毒
の
実
験
的
研
究
、
紡
績
女
工
の
立
業

性
疼
痛
の
研
究
な
ど
は
職
業
病
研
究
と
し
て
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
作
業
体
力
の
研
究
、
労
働
者
の
結
核
問
題
の
研
究
な
ど
も
行
わ
れ

た
。
高
原
気
候
医
学
の
研
究
で
は
虚
弱
児
体
格
体
力
の
発
達
に
対
す
る
高
原
気
候
の
影
響
、
高
原
気
候
の
網
内
系
へ
の
影
響
に
関
す
る
動

物
実
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
鯉
沼
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）『
衛
生
學
』（
金
原
出
版
）、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）『
労
働

の
生
理
及
び
衛
生
』（
龍
吟
社
）、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）『
高
原
気
候
と
醫
学
』（
金
原
出
版
）
を
著
し
、
と
く
に
『
衛
生
學
』
は
医

学
部
学
生
の
教
科
書
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
版
を
重
ね
た
。
こ
の
間
に
、
鯉
沼
の
下
に
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

に
中
村
愛
三
が
助
教
授
、
丸
山
頼
人
が
講
師
と
な
っ
た
。
こ
の
教
室
創
設
時
代
を
担
っ
て
助
教
授
、
講
師
を
勤
め
た
中
村
、
丸
山
、
佐
宗
、

内
山
が
相
次
い
で
戦
死
あ
る
い
は
病
死
し
た
こ
と
は
、
教
室
に
と
っ
て
は
他
の
若
い
研
究
者
達
の
戦
死
や
病
死
と
と
も
に
全
く
惜
し
み
て

余
り
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
、
米
軍
機
の
空
襲
に
よ
り
教
室
は
焼
失
し
た
の
で
、
瀬
戸
市
の
道
泉
小
学

校
に
疎
開
し
、
一
教
室
を
借
り
て
研
究
室
と
し
、
焼
け
残
っ
た
病
院
外
来
建
物
内
に
も
一
室
を
借
り
て
終
戦
を
迎
え
た
。
教
室
は
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
二
月
に
千
種
区
の
昭
和
塾
堂
別
館
に
移
転
し
た
。
戦
後
四
、五
年
は
何
の
設
備
も
な
く
、
窮
乏
と
戦
い
な
が
ら

復
興
に
努
力
し
た
。

［
新
生
］

大
学
が
新
制
に
移
行
し
た
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
に
は
、
鶴
舞
に
仮
の
木
造
研
究
室
が
完
成
し
移
転
、
研
究
生
も
急
増
し

て
研
究
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
全
国
学
会
が
鯉
沼
の
会
長
の
下
に
相
次
い
で
本
学
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭

和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
第
二
十
三
回
日
本
産
業
医
学
会
と
第
二
回
日
本
体
力
医
学
会
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
第
二
十
二
回

日
本
衛
生
学
会
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
第
三
回
日
本
学
校
保
健
学
会
と
第
十
一
回
日
本
公
衆
衛
生
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
教
室
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の
研
究
は
労
働
衛
生
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
、
特
に
各
種
工
業
中
毒
の
調
査
研
究
や
実
験
が
行
わ
れ
た
。
爆
薬
工
場
の
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ

リ
ン
、TN

T

な
ど
の
中
毒
、
陶
磁
器
転
写
工
場
な
ど
の
鉛
中
毒
、
合
成
樹
脂
工
場
の
ア
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル
、
ホ
ル
マ
リ
ン
、
ニ
ッ
ケ
ル
カ
ー

ボ
ニ
ル
中
毒
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
陶
磁
器
工
場
、
鋳
造
工
場
、
炭
鉱
夫
な
ど
の
珪
肺
の
研
究
も
行
わ
れ
、
瀬
戸
の
窯
業
珪

肺
の
調
査
研
究
の
一
部
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
第
二
十
九
回
日
本
産
業
医
学
会
で
鯉
沼
の
特
別
講
演
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
各
種
現
場
に
職
を
持
つ
研
究
者
も
多
数
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
役
立
つ
研
究
と
い
う
教
授
の
指
導
方
針
の
も
と
に
研
究
は
多

方
面
に
わ
た
っ
た
。
戦
後
二
年
間
仙
田
平
正
助
教
授
が
鯉
沼
を
助
け
た
が
、
健
康
を
害
し
て
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
退
職
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
井
上
俊
が
助
教
授
と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
松
本
医
科
大
学
（
後
の
信
州
大
学
医
学

部
）
衛
生
学
助
教
授
に
転
出
し
た
後
、
奥
谷
博
俊
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
講
師
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
助
教
授

と
な
り
鯉
沼
を
助
け
た
。
鯉
沼
が
教
授
就
任
以
来
の
業
積
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
『
教
室
創
立
二
十
周
年
記
念
業
績
集
』
一
～

四
集
（
名
古
屋
大
学
衛
生
同
門
会
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
鯉
沼
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
三
月
に
退
官
し
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
か
ら
約
一
〇
年
間
日
本
産
業
衛
生
協
会
理
事
長
を
勤
め
、
我
が
国
の
労
働
衛
生
の
発
展
に
努
め
た
。

鯉
沼
の
長
年
に
わ
た
る
我
が
国
労
働
衛
生
へ
の
貢
献
に
対
し
、
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）に
保
健
文
化
賞
、
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）

に
勲
二
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
た
。

井
上
俊
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
、
信
州
大
学
医
学
部
助
教
授
よ
り
当
教
室
教
授
に
着
任
し
た
。
井
上
は
従
来
の
教
室
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
労
働
衛
生
の
研
究
の
継
続
発
展
に
努
め
た
。
ま
た
、
信
州
大
学
以
来
の
小
児
の
発
育
と
骨
年
齢
の
研
究
も
継
続
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
三
月
、
旧
学
位
制
度
の
廃
止
に
と
も
な
っ
て
、
多
数
の
研
究
者
が
学
位
を
得
て
教
室
を
去
り
、
教
室
は
常

勤
の
研
究
者
数
名
で
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
室
は
小
人
数
で
も
労
働
衛
生
上
の
要
請
に
応
え
て
、
よ
く
工
場
診
断
、
特
殊
健
康

診
断
、
工
場
調
査
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
日
本
産
業
衛
生
学
会
東
海
地
方
会
の
諸
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
東
海
地
方
の
労
働

衛
生
の
向
上
に
努
力
し
た
。
積
極
的
な
教
室
の
雰
囲
気
が
学
生
に
共
感
を
呼
ん
で
、
年
毎
に
大
学
院
生
の
数
が
増
え
、
研
究
内
容
も
幅
を

広
げ
、
深
さ
を
増
し
た
。
労
働
衛
生
の
研
究
で
は
有
機
溶
剤
中
毒
の
研
究
が
中
心
に
お
か
れ
、
各
種
有
機
溶
剤
使
用
職
場
の
健
康
診
断
や
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環
境
調
査
、
ベ
ン
ゼ
ン
の
造
血
器
へ
の
影
響
や
二
硫
化
炭
素
の
副
腎
及
び
血
管
系
へ
の
影
響
な
ど
に
関
す
る
実
験
的
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
い
ち
早
く
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
導
入
さ
れ
、
職
場
の
混
合
有
機
溶
剤
の
分
離
定
量
法
が
研
究
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
日
本
産
業
衛
生
学
会
許
容
濃
度
委
員
会
の
仕
事
に
参
画
し
、
化
学
物
質
の
許
容
濃
度
設
定
に
努
め
た
。
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
に
は
人
体
実
験
用
有
機
溶
剤
曝
露
室
を
つ
く
り
、
ア
セ
ト
ン
の
許
容
濃
度
設
定
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
実
験
を
開
始

し
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
動
物
用
曝
露
装
置
を
設
け
て
、
有
機
溶
剤
の
生
体
反
応
の
実
験
的
研
究
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

従
来
安
全
な
溶
剤
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
に
よ
る
多
発
神
経
炎
の
発
生
が
第
一
内
科
、
国
立
病
院
、
中
部
労
災
病
院
の

協
力
で
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
有
機
溶
剤
の
神
経
毒
性
に
対
し
て
改
め
て
注
意
を
喚
起
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
に
は
井
上
を
委
員
長
と
し
て
日
本
産
業
衛
生
学
会
に
日
本
人
労
働
者
生
理
値
研
究
委
員
会
が
発
足
し
、
約
一
万
人
の
労
働

者
を
対
象
と
し
て
血
液
生
理
値
の
実
態
調
査
と
血
液
生
理
値
に
及
ぼ
す
諸
因
子
の
解
析
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
日
本
医
学
会
総
会
衛
生
関
係
連
合
分
科
会
で
井
上
よ
り
報
告
さ
れ
、
翌
年
学
会
機
関
誌
『
産
業
医
学
』
に
特
集
号
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
山
田
信
也
講
師
の
発
案
で
附
属
病
院
医
療
社
会
事
業
部
に
労
働
衛
生
相
談
室
が
設
け
ら
れ
、

隠
れ
た
職
業
病
の
発
見
や
実
態
把
握
に
努
力
が
払
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
臨
床
諸
教
室
と
の
協
力
が
密
と
な
り
、
シ
ェ
ル
モ
ル
ド
皮
膚
炎

の
実
態
把
握
、
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
に
よ
る
多
発
神
経
炎
の
発
見
、
服
地
取
扱
者
の
ホ
ル
マ
リ
ン
皮
膚
炎
多
発
の
認
識
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
に

よ
る
山
林
労
働
者
の
白
ろ
う
病
の
実
態
把
握
な
ど
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
第
一
内
科
祖
父
江
助
教
授

ら
と
の
協
同
で
桑
名
の
ビ
ニ
ル
サ
ン
ダ
ル
業
者
に
多
発
し
た
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
中
毒
に
よ
る
多
発
神
経
炎
の
調
査
研
究
が
開
始
さ
れ
、

中
毒
の
臨
床
像
、
量
・
反
応
関
係
、
発
生
要
因
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
家
内
労
働
法
の
成
立
に
も
拍
車
を
か
け
た
。
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ

ン
中
毒
の
実
験
的
研
究
に
よ
り
末
梢
神
経
毒
性
や
濃
度
段
階
別
生
体
反
応
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
許
容
濃
度
の
改
訂
に
貴
重
な
資
料
を

提
供
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
靴
工
場
に
於
け
る
四
肢
麻
痺
」
に
井
上

と
竹
内
助
手
が
出
席
し
て
教
室
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
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こ
の
間
、
奥
谷
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
名
古
屋
市
立
大
学
公
衆
衛
生
学
教
室
の
創
設
に
伴
い
初
代
教
授
に
就
任
。
野
村

茂
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
熊
本
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
教
授
に
就
任
。
松
下
敏
夫
は
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
鹿
児

島
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
授
に
就
任
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
山
田
信
也
講
師
は
助
教
授
に
昇
任
し
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）、
公
衆
衛
生
学
教
授
に
昇
任
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
鈴
木
秀
吉
は
福
島
医
科
大
学
衛
生
学
助
教
授
に
転
出
。
昭

和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
前
田
勝
義
は
久
留
米
大
学
医
学
部
環
境
衛
生
学
助
教
授
に
転
出
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
竹
内
康
浩

は
助
教
授
に
昇
任
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）、
田
中
豐
穂
は
中
京
大
学
体
育
学
部
教
授
に
就
任
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、

松
本
忠
雄
は
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
衛
生
学
助
教
授
に
転
出
。

井
上
は
長
年
の
我
が
国
労
働
衛
生
へ
の
貢
献
に
対
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
労
働
大
臣
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
井
上

は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
に
退
官
し
、
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
井
上
教
授
時
代
の
教
室
の
業
績
は
『
井
上
俊
教
授
退
官
記
念

誌
』（
名
古
屋
大
学
衛
生
同
門
会 

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））
に
ま
と
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。

竹
内
康
浩
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
二
月
に
教
授
に
昇
任
し
た
。
教
室
の
研
究
は
鯉
沼
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
労
働
衛
生

を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
特
に
、
有
機
溶
剤
中
毒
、
職
業
性
皮
膚
障
害
、
防
疫
作
業
者
の
殺
虫
剤
中
毒
、
石
綿
に
よ
る
健
康
障
害
、
職
業

性
疲
労
性
疾
患
な
ど
が
研
究
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
久
永
直
見
助
手
が
講
師
に
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は

小
野
雄
一
郎
助
手
が
講
師
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
任
し
、
竹
内
を
助
け
教
室
の
研
究
教
育
の
発
展
に
努
め
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は

衛
生
学
教
室
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
衛
生
学
教
室
の
歴
史
、
特
に
前
史
と
鯉
沼
教
授
時
代
の
歴
史
と
業
績
を
ま
と
め
て
『
名
古
屋
大

学
医
学
部
衛
生
学
教
室
五
十
周
年
記
念
史
』（
名
古
屋
大
学
衛
生
同
門
会
）
が
出
版
さ
れ
た
。

［
大
学
院
大
学
］

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
四
月
に
大
学
院
重
点
化
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
健
康
社
会
医
学
専
攻
環
境
労
働
衛
生
学

と
な
っ
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
月
に
那
須
民
江
が
信
州
大
学
医
学
部
助
教
授
か
ら
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
平
成
十
五
年



168

（
二
〇
〇
三
）
一
月
に
山
田
哲
也
助
手
が
愛
知
県
厚
生
連
加
茂
病
院
に
異
動
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
伊
藤
由
起
が
特
任
助
教
と
し

て
就
任
し
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月
、
上
島
通
浩
が
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
研
究
科
に
教
授
と
し
て
、
同
年
六
月
に
伊
藤
が

助
教
と
し
て
異
動
し
た
。
ま
た
同
年
四
月
、
内
藤
久
雄
が
助
教
と
し
て
就
任
し
た
。
在
職
中
那
須
は
「
環
境
と
健
康
の
調
和
―
分
子
か
ら

社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
重
ね
た
。
中
国
広
東
省
職
業
病
防
治
院
と
は
二
〇
年
に
わ
た
り
共
同
研
究
を
行
い
、

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ
るH

ypersensitivity�Syndrom
e

の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
曝
露
の
実
態
ま
で
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
成

果
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
か
ら
我
が
国
の
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
大
気
環
境
基
準
が
下
げ
ら
れ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
可
塑
剤
や
農
薬
、
難
分
解
性
フ
ッ
素
化
合
物
、
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ノ
ー
ル
Ａ
な
ど
の
リ
ス
ク
評
価
に
資
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
非
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
性
肝
炎
の
モ
デ
ル
動
物
を
開
発
し
、
病
態
と
進
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
対
外
的
に
は
愛
知
県
の
環
境
行

政
や
労
働
衛
生
行
政
に
参
画
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
地
域
環
境
保
全
功
労
者
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
月
に
は
、
加
藤
昌
志
が
教
授
に
就
任
し
た
。
以
後
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
市
原
学
が
東

京
理
科
大
学
教
授
に
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
内
藤
久
雄
が
藤
田
医
科
大
学
講
師
に
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に
矢
嶋

伊
知
朗
が
芝
浦
工
業
大
学
教
授
へ
、
二
宮
裕
将
研
究
員
が
名
古
屋
市
立
大
学
講
師
に
転
出
し
た
。
加
藤
は
、
医
学
だ
け
で
な
く
薬
学
・
理

学
・
農
学
・
環
境
化
学
と
い
っ
た
異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
研
究
者
を
、
国
内
外
か
ら
広
く
受
け
容
れ
て
「
問
題
解
決
型
衛
生
学
」

を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
に
発
生
し
て
い
る
飲
用
井
戸
水
の
有
害
元
素
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
研
究
を
実
行
し
、
健
康
リ
ス
ク
評
価
を
介
し
て
除
去
す
べ
き
元
素
を
特
定
し
、
有
効
な
浄
化
材
を
開
発
す
る
と
い
っ
た
環
境
総
合

研
究
は
、対
外
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、武
見
奨
励
賞
・
遠
山
椿
吉
賞
・
保
健
文
化
賞
等
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九
）

二
月
に
は
、「
異
分
野
融
合
に
よ
る
次
世
代
衛
生
学
の
構
築
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
第
八
十
九
回
日
本
衛
生
学
会
学
術
総
会
を
主

催
し
た
。
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予
防
医
学

予
防
医
学
講
座
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
五
月
三
十
日
に
開
講
、
初
代
教
授
は
細
菌
学
教
授
の
鶴
見
三
三
が
兼
任
し
た
。
鶴
見
は

欧
州
滞
在
中
に
予
防
医
学
の
研
究
、
教
育
の
充
実
は
緊
急
の
課
題
と
判
断
し
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）『
予
防
医
学
と
其
の
実
際
』
と

い
う
著
書
を
出
版
（
臨
海
時
報
社
）、
そ
の
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
英
米
の
よ
う
に
予
防
医
学
教
育
研
究
を
重
要
視
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
名
古
屋
大
学
教
授
に
就
任
後
は
名
古
屋
大
学
に
予
防
医
学
講
座
を
設
置
す
る
こ
と
に
努
め
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
十
二
月
、
国
立
大
学
医
学
部
と
し
て
初
の
講
座
が
承
認
さ
れ
、
自
ら
教
授
を
兼
任
し
、
予
防
医
学
教
育
、
研
究
体
制
を
作
っ

た
。
当
時
の
田
村
春
吉
学
長
、
愛
知
県
知
事
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
近
代
的
な
研
究
設
備
が
整
え
ら
れ
、
多
く
の
俊
英
が
集
ま
り
、
予
防

医
学
教
育
と
独
創
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
。

鶴
見
三
三
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
東
大
医
学
部
を
卒
業
、
三
浦
内
科
に
入
り
、
つ
い
で
北
里
柴
三
郎
の
指
導
の
下
、
伝
染
病

研
究
所
に
学
び
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
南
満
医
学
堂
教
授
に
赴
任
、
ペ
ス
ト
流
行
予
防
研
究
に
従
事
し
た
。
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）、
ド
イ
ツ
つ
い
で
英
国
で
細
菌
学
、
癌
の
免
疫
を
研
究
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
帰
国
し
て
満
州
の
伝
染
病
防
疫
に
努

め
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
日
本
代
表
と
し
て
国
際
連
盟
保
健
委
員
会
委
員
、
公
衆
衛
生
国
際
事
務
局
委
員
と
な
り
、
長
期
に

わ
た
り
パ
リ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
滞
在
、
国
際
保
健
活
動
を
続
け
た
。
日
本
政
府
に
は
一
○
年
間
に
一
，
〇
〇
〇
頁
を
超
す
貴
重
な
報
告
書

を
提
出
し
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
教
授
就
任
後
は
、
教
室
員
の
指
導
を
重
点
と
し
な
が
ら
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
研
究
で
新

し
い
成
果
を
上
げ
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
、
ま
も
な
く
日
本
細
菌
学
会
会
長
を
務
め
た
。
併
任
し
た
予
防
医
学
講
座
で
は
、
新
進
気
鋭

の
教
室
員
と
と
も
に
、
結
核
の
発
症
要
因
と
予
防
に
関
す
る
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
始
め
た
。
し
か
し
戦
時
下
、
若
い
研
究
員
は
次
々
と

戦
場
に
召
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は
米
軍
の
空
襲
で
研
究
室
は
全
焼
し
た
。
以
降
名
古
屋
市
衛
生
研
究
所
で
細
々
と
研
究

を
続
け
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
鶴
見
は
細
菌
学
教
授
を
辞
任
、
予
防
医
学
専
任
教
授
と
な
り
教
室
の
再
建
に
努
力

し
た
。
同
時
に
厚
生
省
生
物
学
的
製
剤
基
準
調
査
委
員
会
専
門
員
、
結
核
研
究
委
員
会
、
電
子
顕
微
鏡
委
員
会
な
ど
の
委
員
と
し
て
、
研
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究
と
指
導
で
ユ
ニ
ー
ク
な
役
割
を
果
し
た
。
国
だ
け
で
は
な
く
地
方
保
健
行
政
も
支
援
し
、
こ
の
地
方
の
ユ
ネ
ス
コ
運
動
を
指
導
し
発
展

さ
せ
、
名
古
屋
市
昭
和
保
健
所
長
も
兼
任
、
地
域
の
公
衆
衛
生
活
動
も
行
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
再
建
さ
れ
た
研
究
室
で

小
規
模
の
実
験
研
究
を
再
開
し
た
が
、
病
を
得
て
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
九
月
、
総
胆
管
が
ん
で
逝
去
し
た
。
温
厚
で
公
平
、
中

庸
を
歩
む
国
際
文
化
人
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
教
室
員
は
、
岡
田
博
、
榎
本
敏
雄
、
水
野
宏
、
不
破
博
徳
、
須
永
寛
、
岩
井
淳
、
西
谷
強
、

浅
野
元
康
が
名
を
連
ね
、
い
ず
れ
も
後
年
各
領
域
で
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
鶴
見
は
正
四
位
勲
二
等
瑞
宝
章
を
贈
ら
れ
た
。
す
で
に

フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
、
オ
フ
ィ
シ
ェ
ー
・
ド
・
ロ
ル
ド
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ド
・
ラ
・
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
賞
、
帰
国
時
に
ア

カ
デ
ミ
ー
・
デ
・
シ
ャ
ン
ヌ
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
会
員
に
推
挙
さ
れ
て
い
た
。

二
代
目
岡
田
博
教
授
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
名
古
屋
大
学
医
学
部
卒
業
、
勝
沼
内
科
で
伝
染
病
を
研
究
、
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）、
推
薦
さ
れ
て
予
防
医
学
講
座
助
教
授
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
陸
軍
に
招
集
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）末
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
帰
還
し
た
。
当
時
大
学
研
究
室
は
消
失
し
、
実
験
的
研
究
は
難
し
く
、
蔓
延
し
て
い
た
結
核
予
防
診
療
に
従
事
し
、
名
古
屋

市
内
で
街
頭
検
診
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
実
践
活
動
を
始
め
た
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
に
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
研

究
棟
が
で
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
な
ど
の
実
験
研
究
も
実
施
し
た
が
、
野
辺
地
慶
三
公
衆
衛
生
学
教
授
と
の
共
同
研
究
も
多
か
っ
た
。

中
心
課
題
は
結
核
の
臨
床
疫
学
的
研
究
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
七
月
、
岡
田
は
予
防
医
学
講
座
教
授
に
選
出
さ
れ
、

直
ち
に
米
国
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
公
衆
衛
生
学
部
に
留
学
、Ph.D

の
学
位
を
得
て
帰
国
、
以
降
疫
学
教
育
・
研
究
の
指
導
に

専
念
し
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
研
究
で
は
東
海
三
県
下
で
教
室
を
上
げ
て
広
範
な
血
清
疫
学
研
究
を
実
施
、
集
団
免
疫
の
消
長
、
ジ
フ
テ
リ
ア

菌
の
菌
型
の
変
化
、
健
康
保
菌
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
我
が
国
の
ジ
フ
テ
リ
ア
蔓
延
の
消
長
も
明
ら
か
に
し
た
。
の
ち
に
伝
染
病
学

会
長
も
務
め
た
。
百
日
咳
の
予
防
研
究
も
継
続
し
た
が
、
結
核
感
染
、
特
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
の
発
現
様
態
の
解
明
に
重
点
を
置
き
、

ま
たBCG

関
連
の
基
礎
的
・
疫
学
的
研
究
を
展
開
し
、
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
。
学
校
児
童
・
生
徒
、
企
業
従
業
員
な
ど
集
団
の
結

核
蔓
延
状
況
の
解
明
や
合
理
的
な
患
者
管
理
の
研
究
に
も
力
を
注
い
だ
。
全
国
産
業
結
核
研
究
会
を
組
織
し
、
予
防
研
究
も
指
導
し
た
。
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特
記
す
べ
き
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
か
ら
の
非
定
型
抗
酸
菌
感
染
の
疫
学
研
究
で
、
米
国
か
ら
精
製
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
を
入
手
、

文
部
省
の
研
究
調
査
班
長
と
し
て
感
染
状
態
の
全
国
調
査
を
共
同
で
実
施
、
我
が
国
の
非
定
型
抗
酸
菌
感
染
の
頻
度
分
布
を
推
定
し
、
以

降
の
研
究
の
基
礎
を
作
っ
た
。
こ
の
研
究
で
岡
田
は
臨
床
研
究
の
日
比
野
進
内
科
教
授
と
と
も
に
中
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和

四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
日
本
結
核
病
学
会
会
長
を
務
め
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
か
ら
堀
部
博
、
大
野
良
之
研
究
員
ら
を

擁
し
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
の
地
域
住
民
の
脳
卒
中
、
心
疾
患
の
疫
学
研
究
を
開
始
し
、
長
期
追
跡
調
査
で
発
生
要
因
の
究
明
に
あ
た
り
、

こ
の
研
究
で
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
、
定
年
退
官
後
は
愛
知
医
科
大
学
教
授
、
同
学
長
と
し
て
研

究
、
教
育
を
続
け
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
六
月
、
青
木
國
雄
が
三
代
目
教
授
に
就
任
。
青
木
は
名
古
屋
大
学
卒
業
後
、
日
比
野
内
科
で
結
核
診
療
・

研
究
に
従
事
、
要
請
さ
れ
て
予
防
医
学
教
室
に
移
籍
、
結
核
、
非
定
型
抗
酸
菌
感
染
の
疫
学
研
究
に
協
力
し
た
。
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
に
留
学
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
中
高
年
の
活
動
性
肺
結
核
患
者
に
肺
が
ん
の
過
剰
発
生
を
発
見
、

こ
の
研
究
を
長
く
続
け
、
慢
性
感
染
と
発
が
ん
の
関
連
究
明
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
教
授
就
任
後
は
、
結
核
、
が
ん
の
み
な
ら

ず
、
ス
モ
ン
、
血
液
難
病
、
脳
神
経
疾
患
な
ど
難
治
性
稀
発
疾
患
の
疫
学
研
究
を
精
力
的
に
展
開
、
研
究
班
長
と
し
て
も
全
国
的
な
研
究

の
指
導
に
当
た
っ
た
。
若
手
の
研
究
者
が
多
く
参
加
し
、
そ
の
後
の
疫
学
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
。
文
部
省
海
外
学
術
研
究
―
が
ん

特
別
調
査
研
究
総
括
班
長
を
委
嘱
さ
れ
、
新
し
い
学
際
的
研
究
の
道
を
開
い
た
。
早
く
か
ら
米
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
欧
州
諸
国
な

ど
と
疫
学
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
共
同
研
究
の
拡
大
を
図
り
、
疫
学
研
究
の
発
展
に
つ
な
げ
た
。
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）、
全
国
約
五
〇
名
の
疫
学
者
と
協
力
し
、
一
二
万
余
の
地
域
住
民
に
つ
い
て
の
基
礎
デ
ー
タ
を
構
築
、
そ
の
大
集
団
を
追
跡

す
る
大
規
模
が
ん
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
展
開
、
文
部
省
が
ん
特
別
研
究
費
を
得
て
、
自
ら
研
究
班
長
と
し
て
長
期
追
跡
調
査
を
始
め
た
。
以

降
、
三
〇
年
を
超
す
長
期
継
続
研
究
と
な
り
、
新
し
い
方
法
論
の
開
発
と
数
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、

全
国
の
疫
学
関
係
者
に
呼
び
か
け
、
日
本
疫
学
会
を
創
設
し
た
。
会
員
数
は
一
〇
年
間
で
二
，
〇
〇
〇
名
を
超
し
、
英
文
誌
を
定
期
刊
行
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し
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
青
木
は
国
際
対
が
ん
連
合
（U

ICC

）
が
ん
疫
学
と
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
を
要
請
さ
れ
、

八
年
間
積
極
的
な
活
動
、
さ
ら
に
八
年
間
日
本
代
表
理
事
と
し
て
国
際
対
が
ん
活
動
を
支
え
た
。W

H
O

が
ん
対
策
顧
問
も
長
く
務
め
た
。

国
際
疫
学
会
で
も
活
躍
し
、
理
事
（
三
年
）、
理
事
長
（
三
年
）
を
務
め
、
東
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
国
際
疫
学
学
会
を
名
古
屋
で
開
催
し
た
。

名
古
屋
大
学
で
は
評
議
員
、
医
学
部
長
を
務
め
た
。
国
だ
け
で
は
な
く
、
愛
知
県
、
名
古
屋
市
の
保
健
衛
生
行
政
活
動
に
も
長
く
協
力
し

た
。
在
籍
教
室
員
か
ら
の
ち
に
一
五
名
以
上
が
大
学
教
授
、
国
公
立
研
究
所
部
長
に
就
任
、
ま
た
数
多
く
が
衛
生
行
政
、
病
院
な
ど
の
指

導
者
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
青
木
は
日
本
結
核
学
会
今
村
賞
、
日
本
癌
学
会
長
与
賞
、
日
本
疫
学
会
功
労
賞
、
中
日
文
化
賞
、
東
海
テ
レ

ビ
賞
、
保
健
文
化
賞
、
中
富
健
康
科
学
振
興
財
団
賞
、
社
会
医
学
振
興
財
団
第
一
回
荒
記
俊
一
賞
、
鯱
光
会
顕
彰
な
ど
を
受
賞
、
平
成
五

年
（
一
九
九
三
）
放
射
線
影
響
研
究
所
か
ら
専
門
評
議
員
の
感
謝
状
牌
、
そ
の
他
多
く
の
表
彰
、
名
誉
称
号
を
受
け
た
。
平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）、
国
よ
り
瑞
宝
中
綬
章
の
叙
勲
が
あ
っ
た
。
な
お
、
外
国
か
ら
は
、
国
際
対
が
ん
連
合
（U

ICC

）
か
ら
役
員
と
し
て
三
度

のCertificate�of�A
ppreciation

、
二
度
の
学
会
活
動
感
謝
状
、W

H
O

か
ら
も
感
謝
状
を
受
け
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
英

国
王
室
協
会
公
衆
衛
生
医
学
フ
ェ
ロ
ー
（FFPH

）
の
称
号
を
授
与
、
中
華
人
民
共
和
国
中
国
医
科
大
学
か
ら
は
顧
問
教
授
、
中
国
医
科

大
学
予
防
医
学
研
究
基
地
理
事
会
名
誉
理
事
長
の
称
号
、
中
日
医
学
教
育
中
心
成
立
の
貢
献
に
よ
る
記
念
状
牌
を
う
け
た
。
中
国
遼
寧
本

渓
鉄
鋼
（
集
団
）
有
限
責
任
公
司
総
病
院
か
ら
は
顧
問
呈
贈
、
韓
国
が
ん
学
会
、
韓
国
予
防
医
学
会
か
ら
感
謝
状
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月
、
大
野
良
之
が
四
代
目
教
授
に
就
任
し
た
。
大
野
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
名
古
屋
大
学
医

学
部
を
卒
業
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
ま
で
予
防
医
学
講
座
に
て
助
手
・
講
師
・
助
教
授
を

務
め
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
公
衆
衛
生
学
講
座
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

研
究
分
野
は
岡
田
博
教
授
時
代
か
ら
の
脳
卒
中
、
心
疾
患
の
疫
学
か
ら
、
名
古
屋
市
立
大
学
時
代
を
経
て
、
が
ん
疫
学
、
難
病
（
特
定

疾
患
）
の
疫
学
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
評
価
な
ど
に
拡
大
し
た
。
が
ん
疫
学
の
分
野
で
は
と
く
に
症
例
対
照
研
究
に
よ
る
、
が
ん
リ
ス
ク

要
因
の
解
明
、
国
際
共
同
研
究
に
よ
る
、
が
ん
リ
ス
ク
要
因
の
検
討
、
大
規
模
が
ん
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
確
立
・
発
展
が
挙
げ
ら
れ
る
。
症
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例
対
照
研
究
で
は
、
膀
胱
が
ん
を
出
発
点
に
、
前
立
腺
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
を
検
討
し
た
。
症
例
対
照
研
究
の
方
法

論
に
も
精
通
し
、「
が
ん
の
分
析
疫
学
研
究
―
方
法
と
解
析
―
」
を
主
題
と
し
て
第
十
回
日
本
が
ん
疫
学
研
究
会
を
主
催
し
て
い
る
。
国

際
共
同
研
究
で
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費 

国
際
学
術
研
究
や
特
定
領
域
研
究
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
乳
が
ん
、
皮
膚
が
ん
、

台
湾
で
の
肝
内
胆
管
が
ん
の
研
究
を
展
開
、
日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
要
因
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に
大
規
模
が
ん
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
つ
い

て
は
、
先
代
の
青
木
教
授
が
開
始
し
た
大
規
模
が
ん
コ
ホ
ー
ト
研
究
（
文
部
科
学
省
の
助
成
に
よ
る
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
：Japan�

Collaborative�Cohort�[JA
CC]�Study

、
現
研
究
代
表
者
：
玉
腰
暁
子 

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
社
会
医
学
分
野
公
衆
衛
生

学
教
室
教
授
）
の
研
究
代
表
者
を
引
き
継
ぎ
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
と
し
て
の
確
立
・
発
展
に
尽
力
し
た
。
一
方
、
難
病
の
疫
学
研
究
で
は
平

成
五
年
度
（
一
九
九
三
）
に
厚
生
省
特
定
疾
患
難
病
の
疫
学
調
査
研
究
班
の
班
長
に
就
任
、
後
継
の
研
究
班
も
含
め
、
平
成
十
一
年
度

（
一
九
九
九
）
ま
で
継
続
し
た
。
事
務
局
に
川
村
孝
助
教
授
（
現
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
を
擁
し
、
難
病
の
記
述
疫
学
像
の
確
立
、
と
り

わ
け
政
策
立
案
に
欠
か
せ
な
い
患
者
数
の
推
定
に
多
大
な
貢
献
を
残
し
た
。
さ
ら
に
、
が
ん
研
究
で
の
経
験
を
生
か
し
、
難
病
の
症
例
対

照
研
究
で
も
多
く
の
成
果
を
得
た
。
日
本
疫
学
会
に
お
い
て
も
、
同
年
に
名
古
屋
市
で
日
本
疫
学
会
学
会
総
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
一
一

年
間
に
わ
た
っ
て
理
事
と
し
て
活
躍
し
、
日
本
疫
学
会
功
労
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
に
定
年
退
官
後
は
、

五
年
間
に
わ
た
り
旭
労
災
病
院
院
長
と
し
て
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
。

五
代
目
の
浜
島
信
之
教
授
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
、
愛

知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
疫
学
部
か
ら
、
予
防
医
学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。
研
究
開
始
当
初
よ
り
、
医
の
倫
理
、
臨
床
疫
学
の
研
究

と
実
践
を
続
け
て
い
た
が
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
疫
学
部
室
長
時
代
に
、
当
時
、
黎
明
期
に
あ
っ
た
分
子
疫
学
研
究
を
開
始
、

遺
伝
子
型
と
多
く
の
部
位
の
が
ん
と
の
関
連
や
、
が
ん
リ
ス
ク
に
対
す
る
遺
伝
子
環
境
相
互
作
用
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
講
座
教
授
に
就

任
後
に
は
、
分
子
疫
学
研
究
の
実
績
を
買
わ
れ
、
平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
に
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
の
研
究
費
に
よ
り
開
始

さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
あ
る
「
日
本
多
施
設
共
同
コ
ー
ホ
ー
ト
研
究
（Japan�M

ulti-institutional�Collaborative�Cohort�
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〕Study

）」
の
主
任
研
究
者
に
就
任
（
～
平
成
二
十
一
年
度
（
二
〇
〇
九
））、
中
央
事
務
局
長
の
玉
腰
暁
子
准
教
授
（
後
に
若

井
建
志
准
教
授
）
と
と
も
に
、
参
加
研
究
機
関
を
ま
と
め
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
の
発
足
に
尽
力
し
た
。
本
研
究
は
現
在
、
全
国
で
一
三
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
参
画
、
一
〇
万
名
余
が
参
加
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
発
展
し
て
い
る
。
ま
た
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、

研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
予
防
医
療
の
実
践
と
し
て
、
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
医
学
部
附
属
病
院
分
院
、
現
在
は
廃
止
）
に
て
、
自

由
診
療
に
よ
る
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
検
査
と
除
菌
、
禁
煙
支
援
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
葉
酸
代
謝
と
関
連
し
た
遺
伝
子
多
型
の
検
査
な
ど
を
実
施

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
本
自
由
診
療
は
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
の
閉
院
と
共
に
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
終
了
し

た
が
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
よ
る
胃
が
ん
等
の
予
防
へ
の
情
熱
は
衰
え
ず
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
～
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

に
は
三
重
県
伊
賀
市
が
実
施
し
た
ピ
ロ
リ
菌
検
査
・
除
菌
助
成
事
業
に
協
力
、
現
在
も
同
事
業
の
ピ
ロ
リ
菌
関
連
疾
患
の
医
療
費
へ
の
影

響
を
分
析
し
て
い
る
。

さ
ら
に
二
度
の
留
学
経
験
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
医
学
系
研
究
科
で
創
立
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
医
療
分
野
を
担
当

す
る
行
政
官
を
対
象
と
し
た
修
士
課
程
で
あ
る
ヤ
ン
グ
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
当
初
よ
り
積
極
的
に
参
画
し
た
。
そ
の
業
績
が
評

価
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
管
す
る
、
医
学
系
研
究
科
医
療
行
政
学
分
野
教
授
に
異
動
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
一
月
に
は
若
井
建
志
が
教
授
に
就
任
し
た
。
若
井
は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
名
古
屋
大

学
医
学
部
を
卒
業
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
同
医
学
研
究
科
に
入
学
し
て
以
来
、
が
ん
の
疫
学
、
腎
疾
患
の
疫
学
、
栄
養
疫
学
、
口

腔
の
健
康
と
全
身
の
健
康
と
の
関
連
な
ど
を
研
究
し
て
き
た
。
平
成
二
十
九
年
度
（
二
〇
一
七
）
よ
り
、「
日
本
多
施
設
共
同
コ
ー
ホ
ー

ト
研
究
」
主
任
研
究
者
に
就
任
し
、
中
央
事
務
局
長
は
内
藤
真
理
子
准
教
授
（
現
広
島
大
学
大
学
院
医
系
科
学
研
究
科
口
腔
保
健
疫
学
教

授
）、
そ
の
後
は
竹
内
研
時
准
教
授
に
交
代
し
た
。
現
在
も
追
跡
調
査
に
よ
る
コ
ホ
ー
ト
研
究
と
し
て
の
確
立
、
遺
伝
要
因
・
環
境
要
因

と
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
に
よ
る
実
証
を
目
標
に
、
竹
内
研
時
准
教
授
、
菱
田
朝
陽
准
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
教
室
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
努
力
を
続
け
て
い
る
。
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国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学

国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学
分
野
は
、
公
衆
衛
生
学
・
医
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
学
分
野
と
国
際
保
健
医
療
学
分
野
が
統
合
さ
れ
、

平
成
二
十
三
年
度
（
二
〇
一
一
）
に
設
立
さ
れ
た
。「
国
内
外
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
の
課
題
に
つ
い
て
科
学
的
に
調
査
・
分
析
し
、
人
々

の
健
康
を
守
る
仕
組
み
作
り
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
社
会
医
学
系
の
基
幹
講
座
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。『
名
古
屋

大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
に
は
、「
一
二 

医
動
物
学
講
座
」「
一
五 

公
衆
衛
生
学
講
座
」
に
明
治
四
年
～
昭
和
六
十
一
年
（
一
八
七
一

～
一
九
八
六
）
の
講
座
史
が
詳
述
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
平
成
元
年
～
平
成
二
十
二
年
度
（
一
九
八
九
～
二
〇
一
〇
）
の
各
講
座
の
沿
革
、

平
成
二
十
三
年
～
令
和
二
年
度
（
二
〇
一
一
～
二
〇
二
〇
）
の
活
動
概
況
を
記
述
す
る
。

［
公
衆
衛
生
学
］

公
衆
衛
生
学
講
座
は
、
新
制
名
古
屋
大
学
発
足
と
同
時
に
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）に
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
）

五
月
、
山
田
信
也
が
第
四
代
教
授
に
就
任
、
公
衆
衛
生
学
講
義
・
実
習
を
担
う
と
と
も
に
、
振
動
障
害
や
中
年
期
健
康
問
題
等
の
職
域
保

健
か
ら
騒
音
公
害
予
防
や
公
衆
衛
生
行
政
等
の
地
域
保
健
に
渡
る
幅
広
い
研
究
成
果
を
上
げ
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
三
月
に
停
年
退

官
し
た
。
助
教
授
の
宮
尾
克
（
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
昇
任
）、
講
師
の
榊
原
久
孝
、
助
手
の
近
藤
高
明
、
教
務
員
の
瀧
日
久
仁
子
ら
が
、

研
究
・
教
育
を
支
え
た
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
、
新
潟
大
学
か
ら
豊
嶋
英
明
が
教
授
に
就
任
し
た
。
豊
嶋
は
循
環
器
内
科
出
身
で
、
突
然
死
の
疫
学
研

究
を
進
め
、
研
究
対
象
を
心
血
管
系
疾
患
と
そ
の
危
険
因
子
で
あ
る
肥
満
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

関
す
る
疫
学
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
、
愛
知
県
内
の
職
域
に
一
万
名
以
上
の
コ
ホ
ー
ト
集
団
を
設
定
し
て

生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
職
域
の
健
康
診
査
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
、
脳
・
心
血
管
疾
患
等
の
発
症
追
跡
を
実
施
し
た
。
平
成
十
四

年
（
二
〇
〇
二
）、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
、
病
歴
調
査
や
食
習
慣
調
査
を
含
む
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
生
活
習
慣
の
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変
化
を
考
慮
し
た
縦
断
的
解
析
を
継
続
し
た
。
ま
た
、
国
内
多
施
設
共
同
研
究
に
参
加
し
て
、
生
活
習
慣
病
危
険
因
子
に
関
す
る
疫
学
研

究
を
継
続
し
た
。

医
学
部
教
育
で
は
、
学
部
四
年
次
前
期
・
半
年
に
渡
っ
て
実
施
し
て
い
た
公
衆
衛
生
学
講
義
お
よ
び
社
会
医
学
実
習
を
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
導
入
に
対
応
し
て
、
平
成
十
五
年
度
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
四
年
次
前
期
四
～
五
月
に
集
中
講
義
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
方
針
に
沿
っ
て
大
学
院
重
点
化
が
進
め
ら
れ
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、
公
衆
衛
生
学
講
座
は
公
衆
衛
生
学
分

野
及
び
医
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
学
分
野
に
改
め
ら
れ
、
健
康
社
会
医
学
専
攻
社
会
生
命
科
学
講
座
の
基
幹
分
野
の
一
つ
と
な
っ
た
。

宮
尾
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
多
元
数
理
科
学
研
究
科
教
授
に
就
任
、
榊
原
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
助
教
授
昇
任
、
平
成

十
年
（
一
九
九
八
）
に
医
学
部
保
健
学
科
教
授
就
任
、
近
藤
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
助
教
授
昇
任
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

に
保
健
学
科
に
異
動
し
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
助
手
と
な
っ
た
朱
善
寛
は
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
に
転
出
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
着
任
し
た
講
師
の
玉
腰
浩
司
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
助
教
授
昇
任
、
平
成
十
二

年
（
二
〇
〇
〇
）
に
助
手
と
な
っ
た
八
谷
寛
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
助
教
授
に
昇
任
し
た
。
人
事
組
織
改
編
に
よ
り
、
瀧
日

の
教
務
員
ポ
ス
ト
は
助
手
ポ
ス
ト
に
改
め
ら
れ
た
。
玉
腰
、
八
谷
は
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
の
学
校
教
育
法
改
正
に
よ
り
、
准

教
授
と
な
っ
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
、
豊
嶋
は
定
年
退
職
し
た
が
、
研
究
科
の
方
針
に
よ
り
後
任
教
授
選
考
は
保
留
と
さ

れ
た
。
旧
基
礎
研
究
棟
四
階
の
研
究
室
は
、
新
築
さ
れ
た
研
究
棟
二
号
館
七
階
に
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
六
月
に
移
転
し
た
。
玉
腰

は
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月
に
保
健
学
科
教
授
に
就
任
、
八
谷
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
客
員
准
教
授
と
し
て
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

九
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
八
月
ま
で
渡
米
し
た
。

公
衆
衛
生
学
の
教
員
が
不
在
と
な
り
、
社
会
医
学
系
教
員
が
学
部
講
義
を
分
担
し
た
。
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
を
推
進
す
る
学
部
の
方

針
に
従
い
、
国
際
保
健
医
療
学
分
野
教
授
の
青
山
温
子
が
中
心
と
な
り
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
社
会
医
学
系
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
再
度
見
直
し
た
。
社
会
医
学
系
五
分
野
の
講
義
と
社
会
医
学
実
習
で
計
一
一
八
時
限
だ
っ
た
の
を
、
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）

か
ら
社
会
医
学
系
四
分
野
の
講
義
と
社
会
医
学
実
習
で
計
九
五
時
限
と
し
た
。「
公
衆
衛
生
学
」
と
「
国
際
保
健
医
療
学
」
は
「
保
健
医
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療
の
仕
組
み
と
公
衆
衛
生
」講
義
に
ま
と
め
て
一
・
五
単
位
と
な
り
、「
国
際
保
健
医
療
学
」講
義
の
一
単
位
が
社
会
医
学
実
習
に
移
さ
れ
た
。

［
医
動
物
学
・
国
際
保
健
医
療
学
］

医
動
物
学
講
座
は
、
昭
和
四
十
年
度
（
一
九
六
五
）
に
設
置
さ
れ
た
。
初
代
教
授
の
熊
田
信
夫
は
、
医
動
物
学
講
義
・
実
習
を
担
い
、

ダ
ニ
・
貝
類
等
の
媒
介
動
物
、
人
獣
共
通
寄
生
虫
、
マ
ラ
リ
ア
等
に
関
し
て
幅
広
い
研
究
成
果
を
上
げ
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
三
月

に
停
年
退
官
し
た
。
そ
の
後
三
年
間
は
教
授
不
在
と
な
り
、
助
教
授
の
須
藤
千
春
、
講
師
の
川
本
文
彦
、
技
官
の
水
野
サ
ホ
子
ら
が
、
研

究
・
教
育
を
支
え
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
四
月
、
愛
知
県
衛
生
研
究
所
か
ら
磯
村
思
无
が
教
授
に
就
任
し
た
。
磯
村
は
小
児
科
出

身
で
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
の
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
や
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
等
を
専
門
と
し
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
第
三
十
四
回

日
本
臨
床
ウ
イ
ル
ス
学
会
長
を
務
め
た
。
須
藤
は
衛
生
動
物
学
的
に
見
た
室
内
環
境
の
変
化
、
川
本
は
マ
ラ
リ
ア
やG6PD

欠
損
症
の

分
子
疫
学
等
の
研
究
を
継
続
し
、
助
手
の
山
本
直
彦
はH

IV

の
分
子
疫
学
的
研
究
に
携
わ
っ
た
。
磯
村
、
山
本
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ン
ド
等
に
て
麻
疹
、H

IV

等
に
関
し
て
研
究
し
、
川
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
で
マ
ラ
リ
ア
診
断
法
等
を
研
究
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
国
内
の
寄
生
虫
疾
患
激
減
と
国
際
保
健
医
療
に
対
す
る
日
本
の
役
割
増
大
を
反
映
し
、
各
大
学
の
医
動
物
学
・

寄
生
虫
学
講
座
は
国
際
保
健
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
院
重
点
化
の
過
程
で
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、
医
動
物
学
講
座

は
健
康
社
会
医
学
専
攻
社
会
生
命
科
学
講
座
の
国
際
保
健
医
療
学
分
野
及
び
環
境
医
動
物
学
分
野
と
な
り
、
川
本
、
山
本
は
、
国
際
保
健

医
療
学
分
野
の
助
教
授
に
昇
任
、
須
藤
は
環
境
医
動
物
学
分
野
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
三
月
、
磯
村
は
停
年

退
官
し
た
。

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
二
月
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
青
山
温
子
が
教
授
に
就
任
し
た
。
青
山
は
、
国
際
保
健
医
療
学
と

は
、
社
会
・
経
済
開
発
過
程
に
お
い
て
生
じ
る
健
康
問
題
と
そ
の
多
面
的
要
因
を
分
析
し
、
実
行
可
能
な
対
策
を
考
え
る
社
会
医
学
の
一

分
野
と
捉
え
、
医
学
に
加
え
社
会
人
類
学
・
経
済
学
等
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
中
東
・
ア
ジ
ア
の
女
性
の
健
康
に

関
わ
る
社
会
的
要
因
、
紛
争
後
復
興
開
発
と
保
健
医
療
、
開
発
途
上
国
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
や
人
材
育
成
等
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。
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エ
ジ
プ
ト
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
等
で
調
査
し
、
国
際
開
発
研
究
科
や
世
界
銀
行
等
と
共
同
研
究

を
行
っ
た
。
ま
た
、O

D
A

総
合
戦
略
会
議
等
の
委
員
と
し
て
、
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、JICA

等
に
専
門
的
に
助
言
し
た
。

医
学
部
教
育
で
は
、
青
山
が
中
心
と
な
っ
て
、
社
会
医
学
系
講
義
・
実
習
を
平
成
十
五
年
度
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
再
編
し
た
。
全
国
的

に
も
少
な
い
国
際
保
健
医
療
学
の
系
統
講
義
を
実
施
し
、
社
会
医
学
実
習
で
は
山
村
地
域
で
の
保
健
医
療
福
祉
と
住
民
参
加
、
退
院
支
援

の
取
り
組
み
、
健
康
を
阻
害
す
る
社
会
的
要
因
、
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
課
題
抽
出
等
の
テ
ー
マ
で
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
学
習

と
見
学
を
行
っ
た
。
基
礎
医
学
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
に
途
上
国
で
の
調
査
を
体
験
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
学
会
地
方
会
で
発
表
さ
せ
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
に
は
、
日
本
国
際
保
健
医
療
学
会
西
日
本
地
方
会
を
名
古
屋
で
開
催
し
た
。
大
学
院
教
育
で
は
、
博
士

課
程
指
導
に
加
え
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
修
士
課
程
医
科
学
専
攻
が
設
置
さ
れ
る
と
修
士
教
育
を
積
極
的
に
進
め
た
。
ま

た
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
医
療
行
政
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
図
の
ま
と
め
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

川
本
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
十
月
に
大
分
大
学
教
授
、
須
藤
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
中
部
大
学
教
授
に
就
任
、

平
成
十
六
年（
二
〇
〇
四
）九
月
に
環
境
医
動
物
学
分
野
が
微
生
物
・
免
疫
学
講
座
に
移
り
、山
本
が
異
動
し
た
。
平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）

三
月
の
水
野
の
停
年
退
官
後
は
、
非
常
勤
事
務
職
が
配
置
さ
れ
た
。
助
手
の
永
井
真
理
（
平
成
十
六
年
八
月
～
十
八
年
七
月
（
二
〇
〇
四

～
二
〇
〇
六
））、
助
教
授
の
明
石
秀
親
（
平
成
十
八
年
三
月
～
二
十
年
三
月
（
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
））、
助
教
の
川
口
レ
オ
（
平
成

二
十
年
四
月
～
二
十
四
年
十
二
月
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二
））、
助
教
の
樋
口
倫
代
（
平
成
二
十
一
年
四
月
～
二
十
五
年
四
月
（
二
〇
〇
九

～
二
〇
一
三
））
は
、
紛
争
後
復
興
開
発
、
保
健
医
療
人
材
育
成
、
感
染
症
対
策
、
途
上
国
の
地
域
保
健
等
の
研
究
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

［
国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学
］

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
二
月
、
研
究
科
執
行
部
、
八
谷
、
青
山
の
間
で
話
し
合
い
、
二
分
野
の
統
合
が
決
定
さ
れ
た
。
平
成

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
よ
り
国
際
保
健
医
療
学
・
公
衆
衛
生
学
分
野
と
な
り
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
、
研
究
棟
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二
号
館
七
階
の
ス
ペ
ー
ス
、
講
座
費
、
学
部
講
義
等
の
統
合
を
完
了
し
た
。
統
合
後
の
研
究
対
象
地
域
は
、
日
本
の
地
域
・
職
域
か
ら
ア

ジ
ア
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
等
に
及
び
、
研
究
手
法
も
、
疫
学
調
査
等
の
統
計
学
的
解
析
に
加
え
、
社
会
人
類
学
的
手
法
に
よ
る
質
的
解
析

等
を
含
む
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
か
ら
は
、
四
専
攻
が
統
合
さ
れ
た
総
合
医
学
専
攻
の
一
分
野

と
な
っ
た
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
開
始
の
愛
知
職
域
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
及
び
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
、

質
問
票
調
査
、
検
体
収
集
等
を
実
施
し
、
栄
養
、
地
理
情
報
、
遺
伝
子
情
報
な
ど
、
新
し
い
観
点
を
加
え
な
が
ら
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。

国
内
で
の
生
活
習
慣
病
の
疫
学
研
究
と
豊
富
な
途
上
国
で
の
経
験
に
基
づ
き
、
低
中
所
得
国
に
お
け
る
生
活
習
慣
病
と
い
う
新
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
い
ち
早
く
着
目
し
て
取
り
組
み
、
パ
ラ
オ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
等
に
て
、
疫
学
調
査
、
質
的
調
査
か

ら
、
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
の
予
防
対
策
作
り
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
み
、
現
地
研
究
機
関
や
国
内
他
大
学
と
の
学
際
的
共
同
研

究
を
進
め
た
。
ま
た
、
国
内
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
る
人
材
育
成
に
関
す
る
研
究
を
進
め
、
健
康
保
険
協
会
愛
知
支
部
や

い
く
つ
か
の
中
堅
病
院
等
と
の
協
力
を
進
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
愛
知
県
健
康
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
世
界
エ
イ
ズ
結
核
マ
ラ
リ
ア
対
策
基

金
評
価
委
員
会
、JICA

第
三
者
検
証
委
員
会
等
で
専
門
的
に
助
言
、
鶴
舞
公
開
講
座
の
講
演
は
じ
め
一
般
の
啓
発
活
動
も
行
っ
た
。

学
部
教
育
で
は
、「
保
健
医
療
の
仕
組
み
と
公
衆
衛
生
」
に
て
公
衆
衛
生
学
、
国
際
保
健
医
療
学
を
体
系
的
に
指
導
し
、
講
義
の
一
部

を
英
語
で
実
施
し
た
。
社
会
医
学
実
習
、
基
礎
医
学
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
、
前
述
し
た
内
容
を
継
続
し
、
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
、
医
学
入
門

講
義
も
担
当
し
た
。
大
学
院
教
育
で
は
、
医
科
学
専
攻
修
士
課
程
講
義
、
医
療
行
政
コ
ー
ス
の
英
語
に
よ
る
系
統
講
義
、
基
盤
医
科
学
実

習
等
を
継
続
し
て
担
当
し
、
海
外
共
同
研
究
者
等
に
よ
る
大
学
院
特
論
講
義
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）
に

設
置
さ
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グin

ア
ジ
ア
実
現
の
た
め
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
関
し
て
は
、

計
画
か
ら
実
施
ま
で
継
続
的
に
関
与
し
て
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
貢
献
し
た
。

公
衆
衛
生
大
学
院
設
置
は
、
古
く
は
公
衆
衛
生
学
講
座
発
足
時
に
検
討
さ
れ
、
平
成
十
八
年
～
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
一
）
に
は
青
山
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
れ
た
が
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
主
要
大
学
の
殆
ど
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が
公
衆
衛
生
専
門
職
大
学
院
ま
た
は
コ
ー
ス
を
設
置
し
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
大
学
の
責
務
と
し
て
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
議
論
が
再
開
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
四
月
、
修
士
（
公
衆
衛
生
学
）
の
学
位
を
授
与
す

る
、
修
士
課
程
医
科
学
専
攻
公
衆
衛
生
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
し
遂
行
で
き
る
公
衆
衛
生
専
門

家
の
育
成
を
目
指
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
社
会
人
や
留
学
生
も
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
り
、JICA

太
平
洋
島
嶼
国
保
健
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
留
学
生
も
受
け
入
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
七
月
、
八
谷
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
教
授
に
就
任
し
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
月
よ

り
客
員
教
授
と
し
て
研
究
指
導
を
継
続
し
た
。
川
口
は
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月
に
退
職
、
樋
口
は
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）
四
月
に
医
療
行
政
学
分
野
准
教
授
に
異
動
、
瀧
日
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月
に
定
年
退
職
し
た
。
助
教
の
李

媛
英
（
平
成
二
十
五
年
二
月
～
平
成
二
十
六
年
七
月
（
二
〇
一
三
～
二
〇
一
四
））、H

ilaw
e�Esayas�H

aregot

（
平
成
二
十
六
年
十
一

月
～
平
成
二
十
八
年
九
月
（
二
〇
一
四
～
二
〇
一
六
））、
上
村
真
由
（
平
成
二
十
九
年
二
月
～
平
成
三
十
一
年
一
月
（
二
〇
一
七
～

二
〇
一
九
））
は
、
主
に
統
計
学
的
手
法
に
よ
る
疫
学
研
究
に
携
わ
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
助
教
に
就
任
し
た
江

啓
発
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
二
月
に
講
師
に
昇
任
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
二
月
に
講
師
に
着
任
し
た
平
川
仁

尚
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
に
准
教
授
に
昇
任
し
た
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
、
青
山
は
、
後
進
に
道
を
譲
る

た
め
に
定
年
ま
で
一
年
を
残
し
て
退
職
し
、
八
谷
寛
が
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
に
藤
田
医
科
大
学
か
ら
着
任
し
た
。
国
内
外
の

健
康
課
題
に
つ
い
て
科
学
的
に
調
査
・
分
析
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
す
る
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
掲
げ
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
て
の
研
究
推
進
、
医
学
部
教
育
の
充
実
、
修
士
課
程
公
衆
衛
生

コ
ー
ス
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
等
に
教
室
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
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医
療
行
政
学

本
分
野
は
、
文
部
科
学
省
の
奨
学
金
制
度
で
あ
る
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
す
る
た
め
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
十

月
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
開
設
に
大
き
く
貢
献
し
た
伊
藤
勝
基
が
第
二
外
科
講
座
か
ら
初
代
教
授
に
就
任
し
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

三
月
の
定
年
ま
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
確
立
の
た
め
に
努
力
し
た
。
二
代
目
教
授
の
坂
本
純
一
は
京
都
大
学
の
教
授
を
辞
し
て
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
五
月
に
着
任
し
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
の
九
月
末
ま
で
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
し
た
。

三
代
目
教
授
の
浜
島
信
之
は
、
本
学
医
学
系
研
究
科
の
予
防
医
学
教
授
か
ら
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
二
月
に
異
動
し
た
。
こ
の

間
、
教
員
と
し
て
、
西
村
秋
生
、
森
田
智
視
、
吉
田
佳
督
、M

d�H
arun�O

r�Rashid

、
樋
口
倫
代
、Joshua�A

�Reyer

、
山
本
英
子
、

Saw
�Y

u�M
on

、
狩
谷
哲
芳
が
就
任
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
え
て
き
た
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
時
点
で
の
教
員
は
浜
島
、

山
本
、Y

u�M
on

、
狩
谷
の
四
名
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
年
の
修
士
コ
ー
ス
で
、
五
大
学
五
コ
ー
ス
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
行
政
コ
ー
ス
、
一
橋
大

学
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
九
州
大
学
の
法
律
コ
ー
ス
、
神
戸
大
学
の
地
方
行
政
コ
ー
ス
、
名
古
屋
大
学
の
医
療
行
政
コ
ー
ス
）
で
始
ま
っ

た
（
の
ち
に
、
神
戸
大
学
の
地
方
行
政
コ
ー
ス
は
政
策
研
究
大
学
院
大
学
に
移
管
し
た
）。
名
古
屋
大
学
が
担
当
す
る
医
療
行
政
コ
ー
ス

は
ア
ジ
ア
の
保
健
省
の
医
系
職
員
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
当
初
は
一
〇
か
国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
が
対
象
と
な
り
、
そ
の
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
追
加
さ
れ
、
一
五
か
国
と
な
っ
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ

ア
が
対
象
か
ら
外
れ
て
一
三
か
国
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
は
適
切
な
応
募
者
が
な
く
、
平
成
三
十
一
年
度（
二
〇
一
九
）

ま
で
合
格
者
は
な
い
。
卒
業
生
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
卒
業
ま
で
で
一
七
一
人
で
、
う
ち
一
人
は
保
健
省
の
次
官
、
三
人
は

局
長
、
四
人
は
教
授
、
一
人
は
国
会
議
員
と
な
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
社
会
医
学
系
講
座
等
に
よ
る
講
義
、
施
設
訪
問
、
研
修

旅
行
（
広
島
、
東
京
、
高
山
）、
修
士
論
文
作
成
の
三
〇
単
位
の
履
修
が
必
要
で
あ
る
。
修
士
論
文
一
七
一
編
の
う
ち
八
八
編
は
学
術
雑
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誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
月
十
七
日
に
は
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
〇
周
年
記
念
が
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

九
月
二
十
六
日
に
は
一
五
周
年
記
念
が
、
文
部
科
学
省
、
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
総
長
、
研
究
科
長
の
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

一
五
周
年
記
念
で
は
、
一
期
生
か
ら
一
六
期
生
ま
で
の
一
八
二
人
の
学
生
う
ち
五
〇
人
（
二
七
％
）
が
参
加
し
、
一
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ムU

niversal�H
ealth�Coverage�in�A

sia

も
開
催
し
た
。
こ
の
模
様
は
録
画
さ
れ
、
第
三
十
回
日
本
医
学
会
総
会
の
市
民
展
示

に
お
い
て
放
映
さ
れ
た
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六
月
十
三
日
、
十
四
日
に
は
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
て
ラ
オ
ス
保
健
省
（
保
健
大
臣

Bounkong�Syhavong

）
と
本
学
（
総
長 

松
尾
清
一
）
と
の
共
催
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
はH

ealth�
System

s�Strengthening�and�Sustainable�Financing�tow
ards�U

niversal�H
ealth�Coverage

で
、
そ
の
事
務
局
を
ヤ
ン
グ
リ
ー

ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
期
生
で
あ
るD

r.�Bounfeng�Phoum
m

alaysith

と
浜
島
が
担
当
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
はW

H
O

、

JICA

、A
D

B

を
は
じ
め
九
つ
の
国
際
機
関
が
参
加
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
るU

niversal�H
ealth�Coverage

の
実
現
に
向
け
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
卒
業
生
は
一
九
人
で
最
も
卒
業
生
が
多
い
。
本
学
で
の
モ
ン
ゴ
ル
医
師
、
教
員
、
学
生
の
受
け
入
れ
も
多
く
行
わ
れ
て
い

る
。
モ
ン
ゴ
ル
国
立
医
科
学
大
学
（M

N
U

M
S

）
の
医
学
部
学
生
の
名
古
屋
研
修
と
名
古
屋
大
学
医
学
部
学
生
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
研
修

が
平
成
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）
に
始
ま
り
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
ま
で
に
、
本
学
の
学
生
一
五
人
が
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
へ
、

M
N

U
M

S

の
学
生
二
一
人
が
名
古
屋
を
訪
問
し
、
一
週
間
の
研
修
（
セ
ミ
ナ
ー
や
医
療
施
設
訪
問
）
を
行
っ
た
。
腎
臓
内
科
医
で
あ
る

狩
谷
は
、
こ
の
医
学
生
研
修
の
実
施
を
分
担
す
る
と
共
に
、
同
国
で
の
慢
性
腎
疾
患
、
透
析
医
療
を
視
察
し
、
助
言
を
行
っ
て
き
た
。
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
に
は
わ
が
国
のO

D
A

に
よ
るM

N
U

M
S

の
新
大
学
病
院
が
開
院
し
、
両
国
を
挙
げ
て
の
開
院
式
に
、
伊
藤
、

浜
島
が
当
教
室
か
ら
参
加
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
卒
業
生
が
母
国
の
保
健
ス
ポ
ー
ツ
省
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浜
島
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
と
七
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月
の
二
回
に
渡
っ
てJICA

の
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
短
期
専
門
家
と
し
て
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
を
訪
問
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
病
院
報
告
が
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
が
、
組
織
変
更
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
以
降
の
報
告
書
作
成
が
滞
っ

て
お
り
、
わ
が
国
の
病
院
報
告
、
患
者
調
査
、
医
療
施
設
調
査
を
医
療
サ
ー
ビ
ス
局
の
若
手
中
堅
職
員
に
解
説
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
で

あ
るY

u�M
on

は
、
英
文
論
文
作
成
能
力
育
成
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
研
究
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
高

齢
者
の
認
知
機
能
に
関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
す
る
な
ど
、
母
国
の
研
究
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

絨
毛
性
腫
瘍
は
胞
状
奇
胎
娩
出
女
性
を
登
録
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
早
期
発
見
治
療
が
可
能
な
悪
性
腫
瘍
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
そ
の

シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
に
は
ま
だ
十
分
な
体
制
が
と
ら
れ
て
い
な
い
国
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
卒
業
生
の
支
援
を
得
て
、
山
本
は
モ
ン
ゴ
ル
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
て
絨
毛
性
腫
瘍
を
早
期
発
見
治
療
す

る
た
め
に
そ
の
状
況
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

当
分
野
は
、
設
立
し
て
ま
だ
期
間
は
短
い
が
、
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
教
育
を
継
続
し
て
い
く
と
共
に
、
保
健
医
療
分

野
で
の
ア
ジ
ア
支
援
の
中
核
と
な
る
べ
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
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内
科
学
講
座

本
学
に
お
け
る
内
科
学
教
室
の
創
生
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
愛
知
医
学
校
時
代
に
、
治
療
科
を
内
科
・
外
科
に
分
離
し
、

内
科
診
療
所
と
し
て
設
置
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
、
こ
の
年
の
六
月
に
医
学
校
規
則
が
改
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
教
訓
に
よ
れ
ば
、
第

三
、四
学
年
に
「
内
科
各
論
」
が
登
場
し
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）、
愛
知
医
学
校
は
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
と
な
り
、

内
科
は
第
一
部
と
第
二
部
に
規
則
上
区
別
さ
れ
た
が
、
講
座
制
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
内
科
第
一
部
長
と
し
て
は
、
東
京
帝
国

大
学
医
科
大
学
出
身
の
長
松
將
之
輔
（
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
卒
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
～
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
七
月
）、
以
後
、
高
橋
傳
吾
（
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
卒
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
九
月
～
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

五
月
―
こ
の
間
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
に
は
、
精
神
病
学
教
室
が
内
科
か
ら
独
立
し
、
ま
た
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

三
月
に
は
、
鶴
舞
の
地
に
新
校
舎
、
新
病
院
が
落
成
し
、
移
転
）、
森
田
資
孝
（
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
卒
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

八
月
～
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
月
）、
そ
し
て
八
田
善
之
進
（
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
卒
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
二
月

～
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
）
と
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
出
身
者
に
よ
っ
て
治
療
お
よ
び
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
酒
井
繁
（
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
卒
）
が
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校

教
諭
（
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
月
「
公
立
学
校
職
員
制
」
が
公
布
さ
れ
、
教
諭
は
教
授
に
な
っ
た
）
に
、
ま
た
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

に
、
勝
沼
精
藏（
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）卒
）が
同
校
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

七
月
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
は
愛
知
医
科
大
学
に
昇
格
し
、
酒
井
と
勝
沼
が
共
に
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
こ
の
よ
う
に
内
科
は
二

名
の
教
授
と
な
っ
た
が
、
教
室
は
一
つ
で
あ
っ
た
。

勝
沼
は
「
三
〇
年
後
に
は
、
治
療
医
学
は
狭
い
範
囲
に
な
り
、
予
防
医
学
の
範
囲
が
非
常
に
広
く
な
る
だ
ろ
う
。」
と
の
考
え
に
基
づ
き
、

血
液
、
神
経
を
は
じ
め
と
し
た
内
科
学
全
般
の
幅
広
い
分
野
の
先
端
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
次
々
と
医
局
員
に
与
え
、
業
績
を
あ
げ
て
い
っ

た
。
ま
た
、
勝
沼
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
欧
文
大
学
紀
要
『T

he�A
ichi�Journal�of�Experim

ental�M
edicine

』
を
創
刊
し
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た
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
『N

agoya�Journal�of�M
edical�Science

』
に
改
名
さ
れ
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

一
方
、
酒
井
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
か
ら
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
二
月
ま
で
海
外
に
留
学
し
、
当
時
わ
が
国
に
は
東
京

帝
国
大
学
に
し
か
な
か
っ
た
心
電
計
（
シ
ー
メ
ン
ス
社
、
ザ
イ
デ
ン
ガ
ル
バ
ノ
メ
ー
タ
ー
）
を
持
っ
て
帰
国
し
、
教
室
で
こ
れ
を
用
い
た

研
究
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
酒
井
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
二
月
に
脳
出
血
の
た
め
四
十
五
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
。
そ
の
後
任
と

し
て
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
、
酒
井
と
は
同
門
同
期
で
あ
る
千
葉
医
科
大
学
教
授
の
岡
田
清
三
郎
が
就
任
し
た
。
岡
田
の
専
門
は

消
化
器
病
学
で
あ
り
、
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
生
理
作
用
の
研
究
に
情
熱
を
燃
や
し
た
。
本
学
医
学
部
に
お
い
て
、
本
格
的
に
犬
を
用
い
た

動
物
実
験
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
岡
田
で
あ
る
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
、
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
に
移
り
、
名
古
屋
医
科
大
学
と
な
っ
た
。
愛
知
医
科
大
学
の
時
期
に
は
官
立

移
管
を
期
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
施
設
の
拡
充
に
全
力
が
注
が
れ
、
外
来
診
療
所
、
特
等
病
室
、
精
神
病
室
、
伝
染
病
室
、
臨
床
講
義
室

等
が
新
築
さ
れ
た
が
、
名
古
屋
医
科
大
学
の
時
期
に
入
っ
て
、
さ
ら
に
、
外
来
手
術
室
、
高
熱
患
者
診
療
所
等
と
共
に
、
内
科
研
究
室
三
、

材
料
室
二
が
新
築
さ
れ
、
ま
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
大
学
の
異
名
を
と
る
程
、
多
数
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が
各
科
教
室
に
備
え
ら
れ
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
勝
沼
は
『
臨
床
病
理
学
血
液
学
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
こ
れ
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
創
立
し
た
日

本
血
液
学
会
の
『
日
本
血
液
学
会
雑
誌
』
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
田
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
消
化
器
病
学
会
を
創
立

し
、
年
一
回
の
総
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
は
そ
の
機
関
誌
『
消
化
器
病
學
』
を
発
刊
し
た
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
り
、
内
科
は
内
科
学
第
一
講
座
（
勝
沼

主
宰
）
と
第
二
講
座
（
岡
田
主
宰
）
と
の
二
講
座
で
出
発
し
た
が
、
翌
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
、
第
三
講
座
に
宇
佐
美
鍵
一
が
教
授

と
し
て
就
任
し
、
三
講
座
体
制
が
整
っ
た
。
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内
科
学
第
一

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
勝
沼
精
藏
（
東
京
帝
国
大
学
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
卒
）
が
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
教
授
（
内

科
第
一
部
長
）
に
就
任
し
、
勝
沼
内
科
と
し
て
活
動
を
始
め
た
の
が
、
第
一
内
科
の
嚆
矢
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一

日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
の
発
足
と
と
も
に
、
内
科
は
三
講
座
体
制
が
整
い
、
内
科
学
第
一
講
座
を
勝
沼
が
主
宰
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
勝
沼
内
科
で
は
、
教
室
員
は
内
科
一
般
に
通
暁
し
、
内
科
の
い
ず
れ
の
方
面
に
も
練
達
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
基
本
と
さ
れ

た
。
教
室
員
の
研
究
指
導
は
、
広
く
内
科
一
般
に
繋
が
り
、
血
液
学
、
神
経
学
、
循
環
器
学
、
内
分
泌
学
、
伝
染
病
学
、
呼
吸
器
学
、
腫

瘍
学
、
疫
学
等
の
多
方
面
で
多
数
の
業
績
を
あ
げ
た
。
勝
沼
内
科
の
業
績
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
十
一
月
三
日
発
行
の
業
績
目

録
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

勝
沼
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
名
古
屋
医
科
大
学
附
属
医
院
院
長
を
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学

医
学
部
附
属
医
院
院
長
を
務
め
た
ほ
か
、
医
学
部
の
図
書
館
整
備
、
航
空
医
学
研
究
所
あ
る
い
は
環
境
医
学
研
究
所
設
置
に
も
大
き
な
功

績
を
残
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
、
新
制
名
古
屋
大
学
が
発
足
し
、
初
代
学
長
に
勝
沼
が
選
出
さ
れ
た
。
勝
沼
は
日
本

医
学
会
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
第
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会
会
頭
の
栄
誉
を
得
た
。
ま
た
、
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）「
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
の
組
織
学
的
研
究
」
に
対
し
帝
国
学
士
院
賞
を
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
文
化
勲

章
を
受
章
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
七
日
、
日
比
野
進
（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
卒
）
が
勝
沼
の
後
任
と
し
て
教
授
に
就
任
し
た
。

日
比
野
は
「
教
室
を
血
液
、
神
経
、
生
化
学
（
内
分
泌
）、
呼
吸
器
（
後
に
、
消
化
器
が
分
離
・
独
立
）、
循
環
器
お
よ
び
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

研
究
室
に
分
け
、
臓
器
別
研
究
体
制
を
整
え
る
」
と
い
う
先
進
的
な
教
室
の
指
針
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
各
専
門
分
野
別
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
国
内
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
学
会
に
お
い
て
有
力
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
各
国
際
学
会
に
お
け
る
活
躍
も
目
覚
ま
し
く
な
っ

た
。
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日
比
野
は
一
七
の
国
内
学
会
総
会
を
会
長
と
し
て
主
宰
す
る
と
と
も
に
、
国
際
学
会
の
会
頭
、
副
会
頭
、
組
織
委
員
等
と
し
て
一
七
学

会
に
関
与
し
た
。
こ
の
間
、
日
比
野
の
指
導
し
た
新
研
究
体
制
等
に
よ
り
、
多
数
の
業
績
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
昭
和

四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
六
月
発
行
の
業
績
目
録
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
日
比
野
は
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
よ
り
名
古
屋
大

学
医
学
部
附
属
看
護
学
校
長
を
務
め
、
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
十
二
月
に
発
足
し
た
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に

尽
力
し
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月
に
退
官
し
た
。

日
比
野
の
退
官
後
、
激
し
い
大
学
紛
争
が
本
学
に
も
波
及
し
、
以
後
七
年
間
に
わ
た
っ
て
第
一
内
科
で
は
教
授
不
在
の
状
態
と
な
っ
た

が
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
一
月
十
六
日
、
祖
父
江
逸
郎
（
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
卒
）
が
第
一
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
祖

父
江
は
民
主
的
な
教
室
運
営
と
各
研
究
室
の
自
主
性
を
重
視
す
る
方
針
を
示
し
、
教
室
運
営
委
員
会
、
教
室
会
議
、
症
例
検
討
会
、
医
局

集
談
会
が
定
例
化
さ
れ
た
。
研
究
面
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
招
集
し
、
各
研
究
室
の
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
、
そ

の
自
主
性
を
重
ん
じ
つ
つ
、
将
来
に
視
点
を
据
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
示
し
、
第
一
内
科
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
間
、

教
室
同
門
が
会
長
を
務
め
開
催
さ
れ
た
全
国
規
模
の
学
会
は
二
〇
以
上
に
お
よ
び
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
第
八
十
二
回
日
本

内
科
学
会
は
祖
父
江
会
頭
の
下
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
業
績
は
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月
一
日
発
行
の
業
積
目
録
集
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

祖
父
江
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
お
よ
び
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
よ
り
附
属
病
院
長
を
二
期
、
ま
た
、
昭
和
五
十
三

年
（
一
九
七
八
）
よ
り
医
学
部
長
を
務
め
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
完
成
し
た
鶴
友
会
館
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
昭
和
五
十
九

年
（
一
九
八
四
）
三
月
に
祖
父
江
が
退
官
後
、
附
属
病
院
に
神
経
内
科
が
創
立
さ
れ
、
第
一
内
科
の
神
経
研
究
室
は
、
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
三
月
一
日
、
高
橋
昭
（
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
卒
）
の
神
経
内
科
教
授
就
任
に
よ
り
、
発
展
的
に
解
消
し
、
新
た
な

る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

齋
藤
英
彦
（
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
卒
）
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
月
一
日
、
第
一
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
こ

れ
よ
り
先
、
齋
藤
は
、
一
三
年
余
に
及
ぶ
米
国
で
の
臨
床
及
び
研
究
生
活
で
、
血
液
凝
固
の
領
域
に
お
い
て
数
々
の
世
界
的
業
績
を
あ
げ
、
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昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
二
月
一
日
に
、
米
国Case�W

estern�Reserve

大
学
医
学
部
内
科
準
教
授
か
ら
、
佐
賀
医
科
大
学
内
科

学
教
授
に
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
齋
藤
は
研
究
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
第
一
内
科
が
益
々
業
績
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
研
究
面
で
各

研
究
室
間
の
壁
を
な
く
す
る
こ
と
、
ま
た
最
新
のm

ethodology

を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
遺
伝
子
蛋
白
共
同
実
験
室
お
よ

び
細
胞
培
養
実
験
室
を
、
共
通
研
究
室
と
し
て
整
備
す
る
な
ど
第
一
内
科
教
室
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
ま
た
、
海
外
留
学
を
積
極
的
に

奨
励
し
て
九
〇
名
以
上
の
若
手
が
海
外
へ
留
学
し
た
。

齋
藤
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
七
月
か
ら
二
期
四
年
間
、
医
学
部
長
を
務
め
、
ま
た
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
一
月
か
ら
附
属
病

院
長
と
し
て
、
鶴
舞
・
大
幸
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
、
大
学
院
重
点
化
、
医
学
部
保
健
学
科
の
実
現
に
尽
力
し
た
。
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
四
月
か
ら
国
立
名
古
屋
病
院
の
院
長
を
兼
務
し
、
同
年
十
二
月
末
に
は
本
学
を
退
任
し
た
。
こ
の
間
の
業
績
は
、
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
二
十
三
日
発
行
の
業
積
目
録
集
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
内
科
は
、
勝
沼
（
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
三
日
～
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
七
月
十
日
）、
日
比
野
（
昭
和

二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
七
日
～
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月
三
十
日
）、
祖
父
江
（
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
一
月

十
六
日
～
昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）三
月
三
十
一
日
）、
齋
藤（
昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）十
月
一
日
～
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）

十
二
月
三
十
一
日
）
と
、
四
教
授
八
三
年
を
重
ね
、
こ
の
間
の
第
一
内
科
同
窓
は
二
，
二
八
七
名
に
の
ぼ
っ
た
。
尚
、
第
一
内
科
の
歩
み

の
詳
細
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
一
月
二
十
日
発
行
の
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
内
科
学
第
一
講
座
史
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
は
大
学
院
重
点
化
の
実
施
に
伴
い
、
内
科
系
三
内
科
は
病
態
内
科
学
と
い
う
一
つ
の
大
講
座
と
な

り
、
そ
の
中
に
六
分
野
（
血
液
、
内
分
泌
・
糖
尿
病
、
呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
腎
臓
）
を
設
け
て
、
六
名
の
教
授
を
置
く
こ
と
に

な
り
、
各
分
野
の
教
授
の
決
定
を
も
っ
て
ナ
ン
バ
ー
内
科
か
ら
臓
器
別
内
科
へ
の
移
行
が
終
了
し
た
。
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内
科
学
第
二

内
科
学
第
二
講
座
の
初
代
教
授
は
、
酒
井
繁
で
あ
る
。
酒
井
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
そ
の
後
同
大
学
の
青
山
胤
通
教
授
（
第
一
内
科
）
に
入
局
し
、
心
電
図
、
血
圧
計
や
脈
波
計
の
開
発
を
手
が
け
て
い
た
。
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
八
月
、
愛
知
医
学
専
門
学
校
教
諭
と
し
て
着
任
し
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
月
「
公
立
学
校
職
員
制
」
に
よ
り
教
授

と
な
っ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
か
ら
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
二
月
ま
で
海
外
留
学
し
、
当
時
わ
が
国
に
は
東
京
帝
国
大

学
し
か
な
か
っ
た
心
電
計
（
シ
ー
メ
ン
ス
社
、
ザ
イ
デ
ン
ガ
ル
バ
ノ
メ
ー
タ
ー
）
を
も
っ
て
帰
国
し
、
教
室
で
の
研
究
を
行
っ
た
。
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
勝
沼
精
藏
が
東
京
大
学
よ
り
教
授
と
し
て
着
任
し
た
為
、
二
名
の
教
授
で
一
つ
の
医
局
と
な
っ
た
が
、
医
局
員

の
増
加
に
よ
り
、
二
つ
の
医
局
に
分
か
れ
た
。
酒
井
は
、
日
本
の
循
環
器
病
学
の
権
威
と
し
て
の
名
声
を
博
し
た
が
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
十
二
月
脳
出
血
の
た
め
四
十
五
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
三
月
、
酒
井
教
授
の
後
任
と
し
て
、
酒
井
と
同
門
同
期
で
あ
る
岡
田
清
三
郎
千
葉
医
科
大
学
教
授
が
着
任
し

た
。
岡
田
は
消
化
器
病
学
を
専
門
と
し
、
教
室
で
の
消
化
器
病
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
ガ
ス
ト
リ
ン
、
セ
ク
レ
チ
ン
な
ど

の
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
生
理
作
用
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
第
二
十
九
回
日
本
内
科
学
会
総
会
（
名
古
屋
）

で
宿
題
報
告
「
消
化
機
能
の
生
理
お
よ
び
病
理
」
を
行
う
と
と
も
に
、N

agoya�Journal�of�M
edical�Science,�1933

に
独
文
八
〇
ペ
ー

ジ
に
お
よ
ぶ
総
説
も
投
稿
し
て
い
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
第
十
回
日
本
結
核
病
学
会
会
長
を
担
当
し
、
会
長
講
演
「
肺
結
核

患
者
に
お
け
る
胃
腸
障
碍
」
を
行
っ
た
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
消
化
器
病
学
会
を
創
立
し
、
年
一
回
の
総
会
開
催
と
、
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
）
か
ら
機
関
誌
『
消
化
器
病
學
』
を
発
刊
し
た
。
国
際
交
流
に
も
尽
力
し
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
九
月
、
第
二
回
国

際
胃
腸
病
学
会
（
パ
リ
）
に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
胃
癌
早
期
診
断
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
発
表
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
内

科
の
同
門
会
を
組
織
し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
月
に
同
門
会
創
刊
号
を
発
刊
し
た
。
同
門
会
は
学
士
院
賞
受
賞
者
の
石
田
元
季
（
愛

知
医
科
大
学
予
科
国
文
学
教
授
）
に
よ
っ
て
「
倚
門
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
現
在
の
事
務
局
は
名
城
病
院
）。
昭
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和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
名
古
屋
帝
国
大
学
へ
の
移
行
に
際
し
て
第
三
内
科
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
、
宇
佐
見

鍵
一
助
教
授
が
第
三
内
科
教
授
に
昇
任
し
、
同
時
に
教
室
員
の
一
部
が
移
籍
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
、
岡
田
は
急
性

肺
炎
に
心
不
全
を
合
併
し
六
十
一
歳
で
逝
去
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
、
名
古
屋
大
学
出
身
の
青
山
進
午
助
教
授
が
教
授
に
昇
任
し
た
。
青
山
は
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
日
本
循
環
器
病
学
会
会
長
を
務
め
る
一
方
で
、
日
本
内
科
学
会
、
日
本
消
化
器
病
学
会
合
同
の
宿
題
報
告
「
膵
臓
の
臨
床
」

を
報
告
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
か
ら
二
年
間
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
を
務
め
た
。
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
四
月
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会
（
名
古
屋
）
に
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
分
科
会
の
う
ち
、
日

本
内
科
学
会
、
日
本
消
化
器
病
学
会
、
日
本
内
視
鏡
学
会
、
日
本
胃
集
団
検
診
学
会
の
会
長
・
会
頭
を
務
め
た
。

青
山
が
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
三
月
に
定
年
退
官
し
た
後
、
学
園
紛
争
に
よ
り
教
授
不
在
の
時
期
が
続
い
た
。
こ
の
間
に
、
研

究
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
を
指
導
す
る
教
官
数
の
再
編
が
行
わ
れ
、
臓
器
別
の
五
研
究
室
、
二
研
（
呼
吸
器
）、
三
研
（
循
環
器
）、
四
研
（
消

化
器
、
主
と
し
て
肝
臓
）、
五
研
（
消
化
器
、
主
と
し
て
膵
臓
）、
六
研
（
消
化
器
、
主
と
し
て
消
化
管
）
に
分
か
れ
、
相
互
尊
重
、
平
等

の
立
場
で
研
究
を
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
に
佐
竹
辰
夫
講
師
が
教
授
に
選
出
さ
れ
た
。
約
六
年
に

お
よ
ん
だ
教
授
不
在
に
よ
っ
て
、
教
室
の
研
究
体
制
、
関
連
病
院
と
の
関
係
な
ど
難
問
が
山
積
し
て
い
た
が
、
停
滞
し
て
い
た
関
連
病
院

と
の
人
事
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
年
間
平
均
一
五
名
の
医
師
を
関
連
病
院
へ
赴
任
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
関
連
病
院
が
活
性

化
さ
れ
、地
域
医
療
の
向
上
、後
進（
研
修
医
）の
育
成
と
い
う
点
か
ら
後
の
教
室
の
基
盤
を
築
い
た
。
佐
竹
は
、昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）

第
二
十
五
回
日
本
胸
部
疾
患
学
会
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
主
宰
し
、「
気
管
支
喘
息
：
難
治
化
の
要
因
と
そ
の
対
策
」
と
題
し
た
会
長

講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
佐
竹
の
教
授
就
任
は
、
教
室
の
伝
統
的
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
循
環
器
、
消
化
器
に
加
え
て
、
循
環
器
研
究
室
の

右
心
研
究
グ
ル
ー
プ
が
肺
性
心
グ
ル
ー
プ
と
呼
称
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
発
祥
し
た
呼
吸
器
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、

超
音
波
内
視
鏡
の
開
発
に
尽
力
し
た
中
澤
三
郎
助
教
授
は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
第
三
十
七
回
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
会
長
を
務

め
た
。
佐
竹
教
授
の
就
任
し
た
昭
和
五
十
年
以
降
、
他
大
学
教
授
に
就
任
し
た
の
は
、
渡
邊
務
（
愛
知
医
科
大
学
第
三
内
科
）、
山
崎
昇
（
浜
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松
医
科
大
学
第
三
内
科
）、
武
内
俊
彦
（
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
第
一
内
科
）、
戸
田
安
土
（
名
古
屋
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）、
伊

藤
圓
（
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
内
科
）、
川
島
司
郎
（
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
内
科
）、
小
林
正
（
愛
知
医
科
大
学
第

三
内
科
）、
中
澤
三
郎
（
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
内
科
）
で
あ
る
。

佐
竹
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
三
月
に
停
年
退
官
し
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
五
月
に
早
川
哲
夫
講
師
が
教
授
に
昇
任
し
た
。
早

川
は
教
室
の
伝
統
的
研
究
で
あ
る
膵
臓
病
研
究
を
展
開
し
、
関
連
病
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
膵
疾
患
症
例
の
系
統
的
集
約
に
お

い
て
成
果
を
残
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
か
ら
二
年
間
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
日
本
膵
臓
学
会
会
長
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
第
九
十
九
回
日
本
内
科
学
会
講
演
会
会
頭
を
務
め
た
。
さ
ら
に
平
成

十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
光
学
医
療
診
療
部
を
設
立
し
、
内
視
鏡
検
査
を
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
当
時
、
中
野
浩
（
藤
田
学
園
保
健
衛
生

大
学
医
学
部
内
科
）、
野
田
愛
司
（
愛
知
医
科
大
学
総
合
診
療
科
）、
伊
藤
隆
之
（
愛
知
医
科
大
学
循
環
器
内
科
）、
高
木
健
三
（
名
古
屋

大
学
医
学
部
保
健
学
科
）、
芳
野
純
治
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
坂
文
種
報
徳
會
病
院
）
が
第
二
内
科
出
身
の
教
授
で
あ
っ
た
。

大
学
院
重
点
化
に
伴
う
内
科
臓
器
別
再
編
の
中
で
、
平
成
十
二
年
度
（
二
〇
〇
〇
）
に
第
二
内
科
学
講
座
は
、
病
態
修
復
内
科
学
（
旧

第
一
、
第
二
、
第
三
内
科
の
消
化
器
内
科
の
統
合
）
と
機
能
調
節
内
科
学
（
旧
第
一
、
第
二
内
科
の
呼
吸
器
内
科
の
統
合
）
の
二
つ
の
分

野
に
名
称
変
更
さ
れ
、
早
川
が
病
態
修
復
内
科
学
教
授
へ
と
配
置
換
と
な
り
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
に
停
年
退
官
し
た
。
そ

の
後
、
病
態
修
復
内
科
学
は
病
態
内
科
学
講
座
消
化
器
内
科
学
分
野
へ
、
機
能
調
節
内
科
学
は
病
態
内
科
学
講
座
呼
吸
器
内
科
学
分
野
へ

と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
内
科
学
講
座
は
病
態
内
科
学
と
い
う
一
つ
の
大
講
座
に
集
約
さ
れ
、
そ
の
下
に
六
分

野
（
血
液
、
循
環
器
、
消
化
器
、
呼
吸
器
、
内
分
泌
・
糖
尿
病
、
腎
臓
）
を
置
き
、
ナ
ン
バ
ー
内
科
か
ら
臓
器
別
内
科
へ
の
移
行
が
完
了

し
た
。
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内
科
学
第
三

［
帝
大
時
代
］

第
三
内
科
の
開
設
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
が
単
科
大
学
か
ら
発
展
し
、
名
古
屋
帝
国
大
学
と
し
て
発

足
し
て
か
ら
一
年
後
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
二
日
で
あ
る
。
初
代
教
授
は
宇
佐
美
鍵
一
で
あ
り
、
宇
佐
美
の
教
授
就
任
を
も
っ

て
内
科
学
講
座
は
三
内
科
体
制
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
よ
り
新
入
局
員
を
迎
え
、
第
三
内
科
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
は
医
局
員
の
出
征
も
あ
り
、
困
難
に
満
ち
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
は
第
三
内
科
同
門
会
で

あ
る
嘗
草
会
が
発
足
し
、
以
後
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の
内
科
学
講
座
の
臓
器
別
再
編
に
至
る
ま
で
医
局
員
の
拠
り
所
と
な
っ
た
。

［
新
生
］

戦
時
に
お
け
る
度
重
な
る
空
襲
の
難
か
ら
逃
れ
、
研
究
の
再
出
発
は
早
く
、
宇
佐
美
に
よ
り
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）「
腎
臓
病

の
病
態
生
理
」
と
の
表
題
で
日
本
内
科
学
会
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。
更
に
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
会
頭
と
し
て
第
五
十
一

回
日
本
内
科
学
会
総
会
を
主
催
し
た
。
宇
佐
美
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
四
月
一
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
三
月

三
十
一
日
ま
で
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
を
務
め
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
三
十
一
日
に
定
年
退
官
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
六
月
よ
り
第
二
代
教
授
に
就
任
し
た
の
は
山
田
弘
三
で
あ
る
。
山
田
は
代
謝
学
に
造
詣
が
深
く
、
そ
れ

を
中
心
と
し
て
糖
尿
病
、
老
年
病
、
循
環
器
病
、
肝
臓
病
な
ど
各
分
野
へ
の
応
用
を
行
い
第
三
内
科
の
礎
を
築
い
た
。
初
代
宇
佐
美
に
よ

り
培
わ
れ
た
腎
臓
病
学
は
分
院
へ
異
動
し
た
小
林
快
三
（
分
院
内
科
）
と
第
三
内
科
腎
臓
研
究
班
に
発
展
的
成
長
を
遂
げ
た
。
山
田
の
時

代
に
は
入
局
者
の
格
段
の
増
加
と
共
に
、
多
く
の
関
連
病
院
も
形
成
さ
れ
、
第
三
内
科
の
基
本
的
構
図
が
出
来
上
が
っ
た
発
展
期
で
あ
る
。

山
田
は
第
三
回
日
本
老
年
科
学
会
、
第
三
回
お
よ
び
第
十
回
日
本
糖
尿
病
学
会
、
第
十
二
回
日
本
ビ
タ
ミ
ン
学
会
、
第
十
回
日
本
臨
床
病

理
学
会
、
第
四
十
回
日
本
内
分
泌
学
会
、
第
五
回
日
本
肝
臓
学
会
、
第
二
十
四
回
日
本
災
害
医
学
会
な
ど
多
く
の
国
内
大
会
を
主
宰
す
る



193

と
共
に
、
糖
尿
病
の
診
断
基
準
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
宰
し
、
国
際
的
に
も
業
績
が
評
価
さ
れ
、
中
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

山
田
も
ま
た
、
宇
佐
美
と
同
じ
く
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月
一
日
か
ら
二
年
間
、
医
学
部
附
属
病
院
長
を
務
め
、
昭
和
四
十
六

年
（
一
九
七
一
）
三
月
三
十
一
日
停
年
退
官
し
た
。
山
田
の
停
年
退
官
後
、
学
園
紛
争
の
た
め
後
任
教
授
選
考
は
遅
れ
、
約
四
年
間
教
授

空
席
と
な
っ
た
。

長
い
教
授
不
在
の
時
期
を
埋
め
、
新
た
な
発
展
の
時
期
を
担
っ
て
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
二
月
一
日
に
第
三
代
教
授
と
し
て
就
任

し
た
の
は
坂
本
信
夫
で
あ
っ
た
。
先
代
山
田
の
薫
陶
を
受
け
、
糖
尿
病
研
究
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
坂
本
は
第
三
内
科
と
し
て
は
初
め
て

の
生
え
抜
き
教
授
で
あ
っ
た
。
山
田
が
築
い
て
き
た
研
究
班
に
加
え
て
、
坂
本
は
代
謝
研
究
班
と
臨
床
研
究
班
を
新
た
に
新
設
し
た
。
特

に
、
臨
床
研
究
班
は
臨
床
面
の
充
実
と
共
に
、
研
究
班
と
連
携
し
な
が
ら
医
局
員
の
教
育
を
兼
ね
て
い
た
。
一
方
、
先
代
山
田
に
よ
り
創

設
さ
れ
た
老
年
病
研
究
班
は
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
老
年
科
学
講
座
と
し
て
独
立
す
る
に
至
っ
た
。
初
代
教
授
に
就
任
し
た
の
は

同
研
究
班
の
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
っ
た
葛
谷
文
男
で
あ
る
。
そ
の
他
、
腎
臓
研
究
室
よ
り
分
院
内
科
に
異
動
し
た
小
林
快
三
も
分
院
内
科
教
授
、

附
属
病
院
分
院
長
に
就
任
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
充
実
期
を
示
し
た
。
坂
本
は
第
二
十
三
回
日
本
糖
尿
病
学
会
総
会
、
第
十
一
回
「
糖
尿
病

学
の
進
歩
」
会
長
を
務
め
、
国
際
的
に
も
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
糖
尿
病
治
療
に
関
す
る
国
際
会
議
や
第
二
回
日
韓
糖
尿
病
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
会
長
を
歴
任
し
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
退
官
し
た
。

そ
の
後
を
受
け
て
第
四
代
教
授
に
就
任
し
た
の
は
先
代
同
様
に
糖
尿
病
研
究
室
を
率
い
て
き
た
堀
田
饒
で
あ
る
。
堀
田
の
在
任
中
に
は
、

現
在
の
病
態
内
科
学
講
座
の
礎
と
な
る
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
臓
器
別
再
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
旧
ナ
ン
バ
ー
内
科
の
組
織
再

編
が
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
月
一
日
の
免
疫
応
答
内
科
（
現
腎
臓
内
科
学
）
松
尾
清
一
の
教
授
就
任
を
皮
切
り
に
、
順
次
断
行
さ

れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
発
足
し
た
第
三
内
科
同
門
会
で
あ
る
嘗
草
会
は
、
松
尾
が
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
本
学

総
長
に
就
任
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
久
方
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
嘗
草
会
の
名
は
初
代
宇
佐
美
が
准
南
子
の
一
節
「
神
農
百
草
の
滋
味

を
嘗
め
て
一
日
に
七
〇
の
毒
に
中
る
。
之
よ
り
医
方
興
る
」
に
依
っ
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
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血
液
・
腫
瘍
内
科
学

血
液
・
腫
瘍
内
科
学
講
座
の
嚆
矢
は
、
勝
沼
精
藏
が
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
教
授
へ
就
任
し
、
勝
沼
内
科
が
創
設
さ
れ
た
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
沼
が
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
「
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
組
織
学
的

研
究
」
の
血
液
細
胞
に
関
す
る
一
面
が
、
日
本
に
お
け
る
血
液
学
登
場
の
第
一
歩
で
も
あ
り
、
勝
沼
を
中
心
と
し
て
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
に
日
本
血
液
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。
勝
沼
は
全
て
の
血
液
学
分
野
に
研
究
を
進
め
た
が
、
特
に
白
血
病
及
び
そ
の
類
縁
疾

患
に
、
研
究
の
情
熱
を
傾
け
た
。
ま
た
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
ラ
セ
ン
式
（
勝
沼
式
）
骨
髄
穿
刺
針
を
創
出
し
、
デ
ィ
ス

ポ
型
骨
髄
穿
刺
針
の
使
用
が
主
流
と
な
る
最
近
ま
で
長
年
に
渡
っ
て
用
い
ら
れ
た
。
勝
沼
は
第
二
十
九
回
日
本
内
科
学
会
会
頭
（
昭
和
七

年（
一
九
三
二
））、
第
一
回
日
本
血
液
学
会（
昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
））、
第
八
回
国
際
血
液
学
会
総
会（
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
））、

第
三
回
日
本
網
内
系
学
会
総
会
（
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
））、
第
十
七
回
日
本
医
学
会
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））

を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
第
三
十
二
回
日
本
内
科
学
会
総
会
宿
題
報
告
に
記
さ
れ
た
、「
白
血
病
の
如
き
は
全
然

治
療
の
根
本
方
針
す
ら
指
示
す
る
こ
と
を
得
ず
、
真
性
悪
性
腫
瘍
よ
り
も
更
に
急
激
に
し
て
残
酷
な
る
臨
床
的
転
記
を
診
断
確
定
と
と
も

に
予
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
今
の
立
場
を
遺
憾
こ
の
上
も
な
い
こ
と
と
思
う
。」
の
一
文
は
、
そ
の
後
の
血
液
が
ん
に
対
す
る
当
教

室
の
姿
勢
の
礎
石
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
、
日
比
野
進
が
第
一
内
科
教
授
に
就
任
し
、
第
一
内
科
で
は
専
門
分
野
別
組
織
と
し
て
研
究
グ

ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
血
液
学
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
第
二
研
究
室
」
と
「
第
三
研
究
室
」
の
二
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
組
織

さ
れ
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
臓
器
別
再
編
が
行
わ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。
日
比
野
は
急
性
白
血
病
に
対
す
る
多
剤
併
用
療
法
を
先
駆
的

に
導
入
す
る
な
ど
白
血
病
治
療
を
国
際
的
に
リ
ー
ド
し
、
第
十
六
回
日
本
血
液
学
会
（
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
））、
第
二
十
回
日
本

血
液
学
会
（
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
））、
第
六
回
日
本
網
内
系
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
））、
第
五
回
日
本
癌
治
療

学
会
総
会
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））、
第
六
十
九
回
日
本
内
科
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
））
を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
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後
に
国
際
血
液
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
学
会
へ
と
発
展
す
る
第
一
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
血
液
学
会
（
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
））
を

主
宰
し
、
我
が
国
の
血
液
学
の
国
際
化
に
尽
力
し
た
。
更
に
、
勝
沼
の
本
学
総
長
退
官
記
念
事
業
と
し
て
日
本
血
液
学
会
が
刊
行
し
た
『
日

本
血
液
学
全
書
』
に
お
い
て
、
日
比
野
は
臨
床
側
代
表
編
集
委
員
と
な
り
、
多
数
の
教
室
員
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
一
月
、
祖
父
江
逸
郎
が
第
一
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
第
二
研
究
室
で
は
、
主
に
再
生
不
良
性
貧
血
お
よ

び
骨
髄
異
形
成
症
候
群
、
リ
ン
パ
網
内
系
お
よ
び
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
血
液
幹
細
胞
お
よ
び
造
血
微
小
環
境
、
溶
血
性
貧
血
、
鉄
代
謝
お
よ

び
赤
血
球
回
転
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
成
果
が
、
第
三
研
究
室
で
は
、
白
血
病
の
化
学
療
法
、
無
菌
室
を
含
む
化
学
療
法
時
の
支
持

療
法
、
急
性
白
血
病
の
長
期
生
存
、
腫
瘍
免
疫
、
血
液
凝
固
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
成
果
が
多
数
発
表
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
に
は
本
邦
初
の
無
菌
病
室
を
導
入
し
、
無
菌
環
境
下
で
の
治
療
と
応
用
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
赤
白

血
病
症
例
に
対
し
て
、
本
邦
初
の
一
卵
性
双
生
児
の
同
胞
か
ら
の
骨
髄
移
植
が
実
施
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
よ
り
、
血

友
病
を
始
め
と
す
る
出
血
性
疾
患
例
が
増
加
し
、
こ
れ
ら
疾
患
の
診
断
、
病
態
、
治
療
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
昭
和
五
十
三

年
（
一
九
七
八
）
に
は
先
天
性α

2-Plasm
in�inhibitor

欠
損
症
の
世
界
第
一
例
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
更
に
、
こ
の
頃
よ
り
、
腫
瘍
免

疫
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
が
深
ま
り
、
基
礎
的
、
臨
床
的
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
、
第
一
内
科
助
教
授
で
あ
っ
た
山
田
一
正
が
名
古
屋
大
学
附
属
病
院
分
院
内
科
教
授
に
就
任
し
、

分
院
内
科
に
も
血
液
研
究
室
が
設
立
さ
れ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
に
本
院
へ
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
分
院
内
科
に
お
け
る
血

液
・
免
疫
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
、
腫
瘍
免
疫
や
白
血
病
の
分
子
病
態
・
新
規
治
療
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
。

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
月
一
日
、
齋
藤
英
彦
が
第
一
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
齋
藤
は
血
液
凝
固
の
接
触
因
子
系
の
研
究
で

国
際
的
な
業
績
を
あ
げ
る
一
方
、
第
一
内
科
教
授
就
任
後
は
、
血
友
病
の
遺
伝
子
診
断
や
血
栓
傾
向
の
成
因
の
解
明
に
関
す
る
研
究
に
も

重
き
を
置
い
た
。
ま
た
、
分
子
生
物
学
的
手
法
を
本
格
的
に
導
入
し
、
研
究
室
間
の
交
流
の
促
進
に
尽
力
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

十
二
月
、
分
院
の
統
廃
合
に
よ
り
、
分
院
内
科
血
液
・
免
疫
グ
ル
ー
プ
は
新
設
さ
れ
た
医
学
部
附
属
病
院
難
治
感
染
症
部
に
異
動
し
た
が
、

第
二
研
究
室
、
第
三
研
究
室
と
一
体
化
し
た
診
療
体
制
の
構
築
な
ら
び
に
協
調
的
な
研
究
活
動
が
更
に
進
め
ら
れ
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
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る
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）JA

LSG

（Japan�A
dult�Leukem

ia�Study�Group

）、

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）JCO

G

（Japan�Clinical�O
ncology�Group

）
と
日
本
を
代
表
す
る
臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ
の
設
立
・
発
展
に

お
い
て
、
当
教
室
は
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
齋
藤
は
第
六
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
（
平
成
四
年
（
一
九
九
二
））、
第
九
十
二
回
日
本
内

科
学
会
（
平
成
七
年
（
一
九
九
五
））、
第
三
十
九
回
日
本
リ
ン
パ
網
内
系
学
会
（
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
））、
第
二
十
三
回
日
本
血
栓

止
血
学
会
（
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））、
第
六
十
三
回
日
本
血
液
学
会
（
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
））
を
主
宰
す
る
と
と
も
に
、
国

際
血
栓
止
血
学
会
理
事
長
、
国
際
血
液
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
事
務
局
長
を
務
め
る
な
ど
国
際
学
会
に
お
い
て
も
要
職
を
務
め
た
。
特

に
、
日
比
野
が
初
め
て
開
催
し
た
国
際
血
液
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
学
会
の
第
十
回
総
会
が
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
、
勝
沼
が

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
会
頭
を
務
め
た
日
本
医
学
会
総
会
が
第
三
十
回
日
本
医
学
会
総
会
二
〇
一
九
中
部
と
し
て
、
と
も
に
齋

藤
を
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
感
慨
一
入
の
も
の
が
あ
る
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
内
科
系
講
座
の
臓
器
別
再
編
が
行
わ
れ
、
血
液
分
野
は
病
態
内
科
学
講
座
分
子
細
胞
内
科
学
教
室
へ
と
発

展
し
、
平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）に
は
分
野
名
が
現
在
の
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
教
室
に
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）

に
は
難
治
感
染
症
部
も
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
教
室
に
統
合
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
、
直
江
知
樹
が
病
態
内
科
学
講
座
分
子
細
胞
内
科
学
（
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
）
教
授
に
就
任
し
た
。

直
江
は
、
研
究
グ
ル
ー
プ
を
白
血
病
、
分
子
病
態
、
リ
ン
パ
腫
・
造
血
障
害
、
血
栓
止
血
、
移
植
免
疫
グ
ル
ー
プ
に
再
編
し
、
各
研
究
グ

ル
ー
プ
の
教
員
が
実
質
的
な
研
究
指
導
を
行
い
、
論
文
作
成
ま
で
責
任
を
持
つ
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
臨
床
体
制
、
関
連
病
院
人
事
に

つ
い
て
も
一
体
化
し
て
行
う
体
制
が
構
築
さ
れ
、
名
実
と
も
に
新
た
な
「
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
」
教
室
の
運
営
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月
、
松
下
正
が
輸
血
部
教
授
に
就
任
し
、
血
栓
止
血
グ
ル
ー
プ
の
研
究
指
導
を
継
続
す
る
と
と
も
に
血
液
内

科
と
一
体
化
し
た
臨
床
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

直
江
は
腫
瘍
免
疫
、
造
血
器
腫
瘍
の
分
子
病
態
の
解
明
と
新
規
標
的
薬
の
開
発
な
ど
に
お
い
て
分
子
生
物
学
的
手
法
を
取
り
入
れ
る
な

ど
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
た
。
特
に
分
子
標
的
療
法
の
開
発
と
作
用
機
序
の
研
究
に
お
い
て
は
、
製
薬
企
業
と
の
共
同
研
究
も
開
始
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し
、
多
数
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
直
江
は
第
七
回
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
（
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
））、
第
七
十
三
回
日
本
血
液
学

会
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
））、
第
七
十
四
回
日
本
癌
学
会
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
））
を
主
宰
す
る
と
と
も
に
、JA

LSG
代
表
、
国
際
血
液
学
会
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
事
務
局
長
を
務
め
た
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
五
月
、
清
井
仁
が
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
教
授
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
教
室
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
の
研
究
の
発
展
を
図
る
と
共
に
、
ゲ
ノ
ム
医
療
時
代
に
則
し
た
深
化
を
進
め
て
い
る
。
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循
環
器
内
科
学

司
馬
遼
太
郎
氏
の
『
胡
蝶
の
夢
』
を
読
む
と
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
（
当
時 

公
立
医
学
所
）
の
創
設
期
に
関
わ
っ
た
佐
渡
ヶ
島
出
身

の
奇
才
、
司
馬
凌
海
の
生
涯
の
話
が
出
て
来
て
、
時
代
背
景
と
と
も
に
大
変
興
味
深
い
。
こ
れ
が
今
か
ら
約
一
五
〇
年
前
に
な
る
の
で
、

こ
の
百
五
十
年
史
が
ち
ょ
う
ど
今
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
時
代
が
流
れ
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
勝
沼
精
藏
が
愛
知
県
立
医

学
専
門
学
校
教
授
（
内
科
第
一
部
長
）
に
就
任
し
、
内
科
学
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
勝
沼
内
科
で
は
、
血
液
・
神
経
を
中
心
に
内
科
学

全
般
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
一
方
医
局
員
の
増
加
と
と
も
に
酒
井
繁
が
も
う
一
つ
の
内
科
を
主
宰
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
内
科
第
二
と

な
る
。
酒
井
は
循
環
器
分
野
で
血
圧
計
や
、
留
学
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
心
電
計
の
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
た
が
、
惜
し
く
も
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
四
十
五
歳
で
急
逝
し
た
。
そ
の
後
岡
田
清
三
郎
が
後
継
と
な
り
、
主
に
消
化
器
病
学
の
研
究
を
推
進
す
る
。
昭
和
十
四

年（
一
九
三
九
）名
古
屋
帝
国
大
学
に
な
る
に
あ
た
り
、
第
三
内
科（
初
代
教
授
宇
佐
美
鍵
一
）が
発
足
す
る
。
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）

第
二
内
科
で
青
山
進
午
が
第
二
代
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
青
山
が
会
長
と
な
り
、
名
古
屋
大
学
が
担
当
校
と

し
て
は
歴
史
上
初
の
日
本
循
環
器
学
会
総
会
（
第
十
八
回
）
が
開
催
さ
れ
た
。
一
方
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
新
制
名
古
屋
大

学
が
誕
生
し
、
第
一
内
科
教
授
に
日
比
野
進
が
就
任
し
た
。
日
比
野
は
内
科
学
の
各
分
野
の
臓
器
別
研
究
室
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
循

環
器
病
研
究
室
も
発
足
し
た
。
日
比
野
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
第
三
十
一
回
日
本
循
環
器
学
会
総
会
を
主
宰
し
て
い
る
。
第

三
内
科
で
は
、
山
田
弘
三
が
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
か
ら
第
二
代
教
授
を
務
め
、
こ
こ
で
も
臓
器
別
研
究
班
を
立
ち
上
げ
、
循
環

器
病
研
究
班
も
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
学
医
学
部
で
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三
内
科
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
臓
器
別
研
究
班
を
創
設

し
、
そ
の
中
に
循
環
器
病
研
究
班
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
急
逝
し
た
酒
井
を
除
き
、
循
環
器
病
学
を
主
た
る
専
門

と
す
る
教
授
が
こ
れ
ら
ナ
ン
バ
ー
内
科
の
教
授
に
就
任
す
る
事
は
そ
の
後
無
か
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
第
二
内
科
心
筋
代

謝
研
究
グ
ル
ー
プ
の
山
崎
昇
は
、
浜
松
医
科
大
学
第
三
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
ま
た
そ
の
後
も
林
秀
晴
が
継
続
し
て
教
授
に
就
任
し
た
。

他
方
、
本
学
医
学
部
・
循
環
器
内
科
の
歴
史
の
命
脈
は
、
本
学
環
境
医
学
研
究
所
か
ら
始
ま
る
。
環
境
医
学
研
究
所
は
、
昭
和
二
十
一
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年
（
一
九
四
六
）
本
学
の
附
置
研
究
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
「
環
境
医
学
に
関
す
る
生
理
学
及
び
そ
の
応
用
研
究
」

と
し
て
始
ま
っ
た
。
初
代
循
環
器
分
野
教
授
の
豊
嶋
英
雄
は
、
第
一
内
科
の
水
野
康
や
山
田
和
生
ら
と
と
も
に
心
電
図
と
ベ
ク
ト
ル
心
電

図
に
関
す
る
理
論
的
・
実
験
的
研
究
、
ま
た
心
房
細
動
な
ど
の
臨
床
的
研
究
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
、

や
が
て
豊
嶋
の
後
継
と
な
っ
た
第
二
代
の
山
田
和
生
も
頭
角
を
現
し
、
日
本
循
環
器
学
会
の
第
五
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。
山
田
は
、
昭

和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
第
四
十
四
回
日
本
循
環
器
学
会
総
会
を
主
宰
し
た
。
な
お
当
時
環
境
医
学
研
究
所
と
と
も
に
研
究
を
行
っ

た
第
一
内
科
の
水
野
康
・
岡
島
光
治
は
そ
の
後
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現 

藤
田
医
科
大
学
）
の
教
授
に
就
任
し
た
。
山
田
和
生
の
後
を

受
け
て
、
外
山
淳
治
が
環
境
医
学
研
究
所
循
環
器
分
野
の
教
授
に
就
任
し
た
。
外
山
は
心
電
図
学
を
中
心
に
Ｔ
波
再
構
成
法
や
体
表
面
電

位
図
の
有
用
性
に
関
し
て
独
創
性
の
高
い
研
究
を
行
い
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
第
五
十
九
回
日
本
循
環
器
学
会
総
会
の
会
長
を
務

め
た
。
外
山
の
退
官
後
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
児
玉
逸
雄
が
第
四
代
教
授
に
就
任
し
、
心
筋
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
制
御
や
独
創
性

の
高
い
心
筋
活
動
電
位
の
光
学
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
心
臓
ス
パ
イ
ラ
ル
興
奮
の
解
析
研
究
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
山
田
研
究

室
か
ら
は
、
神
谷
香
一
郎
が
同
じ
環
境
医
学
研
究
所
の
心
・
血
管
分
野
の
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
山
田
は
、
数
々
の
大
病
に
耐
え
抜
い

た
が
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
に
九
十
五
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

［
現
在
］

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
全
国
の
医
学
部
の
大
学
院
重
点
化
が
広
く
行
わ
れ
、
本
学
は
そ
れ
ま
で
の
医
学
部
第
一
、
第
二
、
第
三

内
科
の
体
制
か
ら
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
病
態
内
科
学
講
座
（
大
講
座
）
へ
と
再
編
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
大
講
座
に
は
六
つ

の
臓
器
別
内
科
分
野
が
誕
生
し
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
六
月
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
病
態
内
科
学
講
座
・
器
官
制
御
内
科
学

分
野
と
し
て
発
足
し
た
循
環
器
内
科
の
初
代
教
授
に
室
原
豊
明
が
就
任
し
た
。
器
官
制
御
内
科
学
分
野
は
、
後
に
循
環
器
内
科
学
分
野
へ

と
改
称
し
た
。
室
原
は
独
自
に
研
究
を
行
っ
て
き
た
血
管
生
物
学
・
血
管
再
生
に
関
す
る
基
礎
・
臨
床
研
究
を
押
し
進
め
る
と
同
時
に
、

そ
れ
ま
で
第
一
、
第
二
、
第
三
内
科
や
環
境
医
学
研
究
所
に
分
か
れ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
を
よ
り
緊
密
化
す
る
た
め
に
、
共
同
の
臨
床
研
究
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分
野
を
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
循
環
器
内
科
で
も
細
分
化
が
始
ま
っ
て
い
た
、
虚
血
・
不
整
脈
・
心
不
全
・
疫
学
研
究
の
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
、
遅
れ
て
肺
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
代
謝
系
の
診
療
な
ら
び
に
基
礎
研
究
グ
ル
ー
プ
も
立
ち
上
げ
た
。
循
環
器
内
科
発
足
後
の
原
著

論
文
数
は
七
〇
〇
本
余
に
昇
り
、
入
局
者
も
毎
年
平
均
二
〇
人
を
数
え
る
。
教
室
か
ら
は
、
菱
田
仁
、
渡
邉
佳
彦
、
野
村
雅
則
、
尾
崎
行

男
、
井
澤
英
夫
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現 

藤
田
医
科
大
学
）、
ま
た
渡
邉
務
、
小
林
正
、
伊
藤
隆
之
、
天
野
哲
也
が
愛
知
医
科
大
学
循

環
器
内
科
の
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の
他
に
も
同
門
を
出
身
と
す
る
医
師
は
全
国
で
教
授
を
始
め
と
す
る
教
員
や
公
的
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
開
業
医
師
も
地
域
医
療
に
深
く
貢
献
し
て
い
る
。
室
原
は
代
表
と
し
て
の
教
室
の
業
績
を
評
価
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）七
月
よ
り
四
年
間
日
本
循
環
器
学
会
の
公
式
英
文
雑
誌
で
あ
る
、Circulation�Journal

誌
の
チ
ー
フ
・

エ
デ
ィ
タ
ー
を
務
め
て
い
る
。
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消
化
器
内
科
学

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
第
一
内
科
、
第
二
内
科
、
第
三
内
科
の
消
化
器
内
科
研
究
室
が
ま
と
ま
っ
て
、
新
し
く
名
古
屋
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科 

病
態
修
復
内
科
学
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
病
態
内
科
学
講
座
消
化
器
内
科
学
分
野
と
名
称
変
更
）
が

設
立
さ
れ
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
に
後
藤
秀
実
（
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
卒
）
が
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
当
時
は
、

院
内
医
師
六
〇
数
人
、
院
外
医
師
四
五
〇
人
程
度
で
、
全
同
門
会
員
数
が
五
〇
〇
人
を
超
え
、
関
連
施
設
が
六
五
病
院
と
日
本
有
数
の
大

教
室
で
あ
っ
た
。
教
室
運
営
で
は
、
医
局
員
を
、
上
部
消
化
管
、
下
部
消
化
管
、
胆
膵
、
肝
臓
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
分
け
て
、

診
療
、
研
究
、
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

上
部
消
化
管
グ
ル
ー
プ
は
、
伝
統
的
な
形
態
学
を
継
続
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
共
焦
点
内
視
鏡
、
画
像
強
調
観
察
法
、CT

画
像
を

用
い
た
仮
想
内
視
鏡
に
よ
る
胃
癌
診
断
、GIST

に
対
し
てEU

S-FN
A

で
得
た
検
体
を
用
い
た
遺
伝
子
解
析
な
ど
の
新
し
い
診
断
法
に

加
え
、
新
た
な
内
視
鏡
的
治
療
で
あ
る
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
の
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

下
部
消
化
管
グ
ル
ー
プ
は
、
上
記
の
画
像
強
調
観
察
法
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
な
ど
の
内
視
鏡
診
療
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
炎

症
性
腸
疾
患
な
ど
の
難
治
性
良
性
疾
患
診
療
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
開
発
さ
れ
た
小
腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
診

療
に
根
付
か
せ
る
べ
く
、
三
五
病
院
の
検
査
病
院
と
三
病
院
の
読
影
病
院
か
ら
な
る
日
本
最
大
の
読
影
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
日
本
で

初
め
て
行
っ
た
。
発
見
さ
れ
た
小
腸
病
変
に
つ
い
て
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
内
視
鏡
を
用
い
た
精
密
診
断
と
内
視
鏡
治
療
を
推
進
し
、
小
腸
疾

患
診
療
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
ま
た
通
常
治
療
に
抵
抗
す
る
難
治
性
腸
疾
患
、
特
に
過
敏
性
腸
症
候
群
患
者
に
対
す
る
便
移
植
治
療
を
開

始
し
、
腸
内
細
菌
叢
研
究
と
も
リ
ン
ク
さ
せ
将
来
的
な
展
望
も
見
据
え
て
い
る
。

胆
膵
グ
ル
ー
プ
は
、
一
般
的
な
胆
膵
診
療
に
加
え
、
乳
頭
部
腫
瘍
に
対
す
る
内
視
鏡
的
切
除
は
日
本
最
大
数
の
症
例
集
積
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
膵
臓
癌
の
早
期
発
見
に
向
け
た
疫
学
研
究
と
し
て
、
一
，
〇
〇
〇
例
程
度
の
膵
嚢
胞
症
例
の
前
向
き
観
察
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
腹
部
超
音
波
、
超
音
波
内
視
鏡
を
用
い
た
造
影
超
音
波
検
査
、
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
先
端
技
術
を
胆
膵
疾
患
に
応
用
し
、
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よ
り
有
用
で
低
侵
襲
な
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
法
の
研
究
も
進
め
て
い
る
。
最
先
端
医
療
と
し
て
、
手
術
不
能
膵
臓
進
行
癌
に
対
す
る
免
疫
療

法
や
ウ
イ
ル
ス
療
法
も
手
掛
け
て
い
る
。

肝
臓
グ
ル
ー
プ
は
、
臨
床
研
究
と
し
て
Ｂ
型
肝
炎
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
病
態
と
の
関
連
、
Ｃ
型
肝
炎
に
お
け
る
各
種
治
療
法
の

実
臨
床
に
お
け
る
治
療
効
果
と
病
態
解
明
に
向
け
て
の
関
連
病
院
と
の
多
施
設
共
同
研
究
、
肝
硬
変
に
お
け
る
各
種
病
態
解
明
の
た
め
の

臨
床
研
究
、
肝
臓
癌
へ
の
非
外
科
治
療
や
急
性
・
慢
性
肝
不
全
に
対
す
る
肝
臓
移
植
を
含
め
た
治
療
法
の
開
発
、
ま
た
基
礎
研
究
と
し
て

は
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
に
対
す
る
病
態
解
明
の
た
め
の
基
礎
的
検
討
や
治
療
法
の
開
発
、
肝
臓
に
お
け
る
炎
症
―
再
生
連
関
の
解

明
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
臓
器
横
断
的
な
研
究
と
し
て
、
消
化
管
と
膵
臓
、
肝
臓
の
臓
器
相
関
、
腸
内
細
菌
研
究
も
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
工
連
携

に
取
り
組
み
、
科
学
技
術
交
流
財
団
を
介
し
て
、
工
学
部
と
の
交
流
を
開
始
し
た
。

後
藤
時
代
の
最
大
の
功
績
は
、
ア
ジ
ア
の
医
療
支
援
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
経
済
産
業
省
に
て
、
日
本
式
内
視

鏡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
国
フ
エ
市
の
フ
エ
医
科
薬
科
大
学
に
内
視
鏡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
そ
の
後
、
ベ
ト
ナ
ム
国
ハ
ノ
イ
市
の
バ
ク
マ
イ
病
院
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
ヤ
ン
ゴ
ン
総
合
病
院
に
も
設

立
し
た
。
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
の
支
援
に
よ
り
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
内
視
鏡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
メ

コ
ン
五
か
国
に
て
の
医
療
支
援
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
後
藤
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月
に

フ
エ
医
科
薬
科
大
学
名
誉
教
授
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
六
月
ベ
ト
ナ
ム
国
民
健
康
貢
献
章
を
得
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

七
月
に
は
外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
の
後
藤
の
退
任
と
と
も
に
、
廣
岡
芳
樹
（
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
卒
）
が
准
教
授
と
し
て
消

化
器
内
科
長
を
務
め
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
一
月
、
藤
城
光
弘
（
東
京
大
学
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
卒
）
が
二
代
目
教
授
に

就
任
し
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
一
五
〇
年
目
を
迎
え
る
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
現
在
は
、
院
内
医
師
六
〇
数
名
、
院
外
医

師
六
九
〇
名
程
度
で
、
全
同
門
会
員
数
が
七
五
〇
名
を
超
え
、
関
連
施
設
が
五
五
病
院
と
日
本
有
数
の
大
教
室
を
維
持
し
て
い
る
。
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呼
吸
器
内
科
学

国
立
大
学
独
立
法
人
化
と
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
内
科
臓
器
別
再
編
の
中
で
、
第
二
内
科
学
講
座
が
二
つ
の
分
野
別
に
名
称
変
更
さ

れ
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
機
能
調
節
内
科
学
が
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
月
一
日
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
総
合
医
学
専
攻
に
配
置
換
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
月
十
九
日
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
総
合
医
学
専
攻
病
態
内
科
学
講
座
呼
吸
器
内
科
学
分
野
と
し
て
名
称
変
更
さ
れ
、
現
在
の
呼
吸
器
内
科
学
教
室

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
構
成
員
は
、
第
一
内
科
（
第
六
研
究
室
）
と
第
二
内
科
（
第
二
研
究
室
）
の
そ
れ
ぞ
れ
呼
吸
器
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ

り
、
研
究
室
、
実
験
室
が
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
名
古
屋
大
学
で
の
こ
れ
ま
で
の
呼
吸
器
研
究
の
歴
史
が
す
べ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

第
一
内
科
の
呼
吸
器
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
二
十
五
～
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
一
）
に
結
核
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
教
授

日
比
野
進
の
指
導
で
第
六
研
究
室
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
結
核
菌
の
生
化
学
や
薬
剤
耐
性
機
序
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、

ア
ミ
ノ
酸
代
謝
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
、
核
酸
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
後
に
、
山
本
正
彦
（
名
古
屋
市
立
大
学
第
二
内

科
教
授
）、
青
木
國
雄
（
名
古
屋
大
学
予
防
医
学
教
授
）、
仁
井
谷
久
暢
（
日
本
医
科
大
学
内
科
学
第
四
講
座
教
授
）、
島
正
吾
（
藤
田
保

健
衛
生
大
学
公
衆
衛
生
学
教
授
）、
鈴
木
明
（
札
幌
医
科
大
学
第
三
内
科
教
授
）
を
教
授
と
し
て
輩
出
し
た
。
昭
和
三
十
七
～
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
六
二
～
一
九
七
一
）
は
伊
藤
和
彦
、
山
本
正
彦
の
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
研
究
室
が
運
営
さ
れ
た
。
山
本
を
中
心
と

す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
室
の
肺
結
核
研
究
を
、
基
礎
研
究
か
ら
臨
床
研
究
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
と
も
に
、
問
題
と
な
り
始

め
た
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
（
当
時
は
非
定
型
性
抗
酸
菌
症
）
の
研
究
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。
研
究
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
日
比
野
―
山
本
の
診

断
基
準
：A

m
er.�Rev.�Respir.�D

is.�1967

」
の
研
究
は
世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
比
野
と
教
授
岡
田
博
は
こ
の

研
究
に
よ
り
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
第
十
七
回
中
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
伊
藤
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
研
究
に
肺
機
能
検

査
を
導
入
し
、
肺
結
核
症
や
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
肺
機
能
研
究
か
ら
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
四
日
市
喘
息
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
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の
喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
臨
床
疫
学
研
究
を
開
始
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
山
本
が
名
古
屋
市
立
大
学
に
転
出
し
、
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
伊
藤
が
国
立
豊
橋
病
院
に
転
出
す
る
ま
で
、
喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研
究
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和

五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
下
方
薫
が
研
究
室
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
無
菌
動
物
研
究
施
設
助
手
か
ら
第
一
内
科
助
手
と
し
て
異
動
と
な
り
、

三
十
歳
代
半
ば
で
呼
吸
器
グ
ル
ー
プ
を
託
さ
れ
た
。
下
方
は
臨
床
研
究
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
研
究
手
法
に
、
再
び
実
験
的
手
法
を
取
り
入

れ
、
結
核
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
に
お
け
る
Ｔ
細
胞
機
能
解
析
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
な
ど
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
研
究
を
導
入
し
た
。
さ
ら

に
、
肺
癌
化
学
療
法
に
関
す
る
臨
床
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
下
方
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

予
防
医
療
部
教
授
に
異
動
と
な
り
、
長
谷
川
好
規
が
呼
吸
器
グ
ル
ー
プ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
名

鉄
病
院
か
ら
藤
田
保
健
衛
生
大
学
に
異
動
し
て
い
た
榊
原
博
樹
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
の
第
三
代
教
授
に
就

任
し
た
。

第
二
内
科
の
呼
吸
器
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
頃
か
ら
循
環
器
研
究
室
の
右
心
研
究
グ
ル
ー
プ
が
肺
性
心
グ
ル
ー
プ

と
呼
称
さ
れ
、
呼
吸
生
理
学
を
中
心
に
臨
床
と
研
究
を
推
進
し
た
。
グ
ル
ー
プ
創
設
よ
り
鈴
村
文
雄
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
実
験
動
物
を
用

い
た
肺
循
環
障
害
、
肺
性
心
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
鈴
村
の
退
職
に
よ
り
佐
竹
辰
夫
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
同
時
に
当
時
創
設
さ
れ
た
中
央
臨
床
検
査
部
の
心
肺
機
能
室
室
長
を
兼
務
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
肺
性
心
の
実
験
的
研
究
か
ら

臨
床
的
研
究
へ
シ
フ
ト
し
、
心
肺
機
能
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
か
ら
の
学
園
紛
争
に
よ

り
医
局
運
営
が
見
直
さ
れ
、
内
科
外
来
の
臓
器
別
診
療
、
研
究
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
を
指
導
す
る
教
官
数
の
再
編
が
行
わ
れ
た
。
呼
吸
器
グ

ル
ー
プ
は
、
第
二
研
究
室
と
し
て
呼
吸
生
理
学
を
基
盤
に
閉
塞
性
肺
疾
患
、
特
に
慢
性
肺
気
腫
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
現
在
で
のCO

PD

や
喘
息
研
究
で
国
内
で
も
中
心
的
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
展
し
た
。
佐
竹
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
「
肺
内
ガ
ス
交
換
に
お

け
る
問
題
点
の
解
明
に
関
す
る
研
究
」
で
第
三
回
日
本
胸
部
疾
患
学
会
賞
（
熊
谷
賞
）
を
受
賞
し
た
。
第
二
内
科
教
授
青
山
進
午
の
停
年

退
官
後
、
学
生
運
動
で
不
在
と
な
っ
て
い
た
教
授
職
に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
講
師
で
あ
っ
た
佐
竹
が
昇
任
し
た
。
佐
竹
は
、
昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
第
二
十
五
回
日
本
胸
部
疾
患
学
会
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
主
宰
し
、「
気
管
支
喘
息
：
難
治
化
の
要
因
と
そ
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の
対
策
」
と
題
し
た
会
長
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
中
で
は
、
気
道
過
敏
性
、
β
受
容
体
の
解
析
、cA

M
P

な
ど
の
セ
カ
ン
ド
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
教
室
の
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
佐
竹
の
停
年
退
官
後
は
、
高
木
健
三
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
研
究
を
引
き

継
い
だ
。
気
管
支
喘
息
の
病
態
と
そ
の
解
明
に
力
を
入
れ
、
気
道
平
滑
筋
の
生
理
学
的
研
究
や
気
道
平
滑
筋
の
弛
緩
に
関
わ
る
薬
剤
及
び

生
理
活
性
物
質
の
探
索
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
高
木
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授
に
就
任
し
、
平

成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
日
本
職
業
・
環
境
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
主
宰
し
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
十
六
日
、
下
方
薫
が
、
予
防
医
療
部
か
ら
病
態
内
科
学
講
座
機
能
調
節
内
科
学
分
野
（
附
属
病
院
診

療
科 

呼
吸
器
内
科
）
に
異
動
と
な
り
、
さ
ら
に
、
名
称
変
更
に
よ
り
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
月
十
九
日
、
病
態
内
科
学
講
座
呼

吸
器
内
科
学
分
野
と
し
て
初
代
呼
吸
器
内
科
教
授
に
就
任
し
た
。
結
核
、
肺
癌
領
域
に
お
け
る
功
績
は
大
き
く
、
平
成
十
七
～
平
成
十
九

年
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）
に
日
本
結
核
病
学
会
理
事
長
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
第
七
十
九
回
日
本
結
核
病
学
会
総
会
会
長
、

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
第
四
十
八
回
日
本
肺
癌
学
会
総
会
会
長
を
歴
任
し
た
。
下
方
の
も
と
で
抗
酸
菌
・
感
染
症
研
究
を
担
当
し
た

一
山
智
が
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
名
古
屋
大
学
検
査
部
講
師
か
ら
京
都
大
学
臨
床
病
態
検
査
学
教
授
に
就
任
し
た
。
同
年
に
は

長
谷
川
忠
男
が
名
古
屋
市
立
大
学
細
菌
学
教
室
の
教
授
に
就
任
し
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
五
月
一
日
、
第
二
代
呼
吸
器
内
科
教
授
と
し
て
長
谷
川
好
規
が
講
師
よ
り
昇
任
し
た
。
研
究
面
で
は
、
旧

第
一
内
科
、
旧
第
二
内
科
の
二
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
手
法
と
研
究
テ
ー
マ
を
継
続
し
、
肺
癌
治
療
に
お
け
る
分
子
標
的
の
探
索
、

遺
伝
情
報
を
用
い
た
個
別
化
治
療
の
臨
床
応
用
、
喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
態
解
明
、
と
く
に
気
道
リ
モ
デ
リ
ン
グ
や
β
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

受
容
体
の
耐
性
化
機
序
や
気
道
炎
症
の
制
御
と
い
う
視
点
で
生
理
学
的
・
分
子
生
物
学
的
研
究
で
成
果
を
挙
げ
た
。
長
谷
川
は
名
古
屋
市

国
際
展
示
場
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
に
て
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
第
百
六
回
日
本
内
科
学
会
総
会
・
講
演
会
を
会
長
と
し
て

主
宰
し
、
会
長
講
演
「
呼
吸
器
病
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
、
1
．
肺
癌
治
療
と
ゲ
ノ
ム
医
療
、
2
．
閉
塞
性
細
気
管
支
炎
の
臨
床
像
、
3
．

肺
炎
死
亡
の
克
服
に
向
け
て
、
4
．
肺
線
維
症
に
対
す
る
取
り
組
み
に
関
す
る
教
室
の
成
果
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
日
本
呼
吸
器
学
会
理

事
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
て
第
六
十
回
日
本
呼
吸
器
学
会
学
術
講
演
会
を
会
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長
と
し
て
主
宰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
室
の
標
語
の
一
つ
で
あ
る「
多
様
性
は
力
で
あ
る
」の
ご
と
く
、同
門
出
身
者
は
多
方
面
で
活
躍
を
し
た
。
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）

川
部
勤
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
病
態
解
析
学
講
座
教
授
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
南
博
信
が
神
戸
大
学
腫
瘍
・
血
液
内

科
学
教
授
、
飯
沼
由
嗣
が
金
沢
医
科
大
学
臨
床
感
染
症
学
教
授
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
准
教
授
今
泉
和
良
が
藤
田
保
健
衛
生
大

学
医
学
部
呼
吸
器
内
科
学
Ｉ
講
座
教
授
、
長
尾
能
雅
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
教
授
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
久
米
裕
昭
が
近
畿
大
学
医
学
部
呼
吸
器
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
・
地
域
医
療
連
携
学
総
合
講
座
教
授
、
八
木
哲
也
が
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
臨
床
感
染
統
御
学
教
授
、
安
藤
雄
一
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
化
学
療
法
部
教
授
、
河
田
健
司
が
藤
田

医
科
大
学
病
院
臨
床
腫
瘍
科
教
授
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
鈴
木
隆
二
郎
が
金
城
学
院
大
学
薬
学
部
教
授
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
准
教
授
近
藤
征
史
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
呼
吸
器
内
科
学
Ⅰ
・
臨
床
教
授
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
馬
場
研

二
が
愛
知
医
科
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
教
授
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
准
教
授
佐
藤
光
夫
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科

病
態
解
析
学
講
座
教
授
、
下
野
洋
平
が
藤
田
医
科
大
学
生
化
学
教
室
教
授
、
土
井
洋
平
が
藤
田
医
科
大
学
微
生
物
学
講
座
・
感
染
症
科
教

授
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
安
藤
昌
彦
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
先
端
医
療
開
発
部
病
院
教
授
、
柳
澤
聖
が
名
城
大
学
薬

学
部
教
授
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
長
尾
美
紀
が
一
山
智
教
授
の
後
任
と
し
て
京
都
大
学
臨
床
病
態
検
査
学
教
授
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
就

任
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
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糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学

名
古
屋
大
学
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
は
、
第
一
内
科
第
五
（
内
分
泌
）
研
究
室
と
第
三
内
科
糖
尿
病
研
究
室
が
合
併
し
て
平
成

十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
誕
生
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、
内
分
泌
と
糖
尿
病
に
関
す
る
臨
床
と
研
究
を
単
一
の
教
室
で
行
う
、
旧
帝
国
大

学
で
は
唯
一
の
組
織
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
に
第
一
内
科
助
教
授
で
あ
っ
た
大
磯
ユ
タ
カ
（
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
神
戸
大
学
医
学
部
卒
）
が
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
の
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
当
時
の
教
室
の
教
員
数

は
教
授
一
人
、
助
教
授
一
人
を
含
め
て
五
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
の
同
門
会
に
は
旧
第
二
内
科
の
関
連
病
院
で

糖
尿
病
の
臨
床
を
行
っ
て
い
た
者
も
加
わ
り
、
こ
の
時
点
で
の
同
門
会
の
会
員
数
は
二
八
三
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
海
地
区
に
お
け

る
旧
第
一
内
科
、
旧
第
二
内
科
、
旧
第
三
内
科
の
関
連
病
院
で
糖
尿
病
、
内
分
泌
の
臨
床
を
行
っ
て
い
た
す
べ
て
の
施
設
が
本
学
糖
尿
病
・

内
分
泌
内
科
学
教
室
の
関
連
病
院
と
な
り
、
そ
の
数
は
約
三
〇
と
な
っ
た
。

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
の
発
足
は
医
系
研
究
棟
一
号
館
の
完
成
と
時
期
を
同
じ
く
し
、
教
室
は
同
棟
の
六
階
に
位
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
研
究
室
の
図
面
作
成
の
段
階
か
ら
、
旧
第
一
内
科
第
五
研
究
室
と
旧
第
三
内
科
糖
尿
病
研
究
室
の
教
室
員
が
空
間
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
の
教
室
出
身
者
で
あ
っ
て
も
同
じ
部
屋
で
症
例
を
検
討
し
、
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
実
験
を

行
う
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

臨
床
面
に
お
い
て
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
で
は
す
べ
て
の
医
局
員
が
糖
尿
病
の
専
門
医
と
内
分
泌
の
専
門
医
に
な
る
こ
と
が

目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
単
に
専
門
医
の
資
格
を
取
得
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
真
の
意
味
で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
す
こ

と
で
あ
っ
た
。
入
局
者
の
多
く
は
関
連
病
院
で
卒
後
数
年
間
の
研
鑽
を
行
う
。
そ
う
し
た
若
い
医
師
を
対
象
と
し
た
専
門
医
養
成
セ
ミ
ナ
ー

を
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
が
中
心
と
な
っ
て
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
毎
年
七
月
の
土
曜
日
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
若
い
医
師
の
み
で
は
な
く
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
の
全
教
員
と
関
連
病
院
の
指
導
者
も
参
加
し
た
。
そ
し
て
、

丸
一
日
を
費
や
す
同
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
糖
尿
病
や
内
分
泌
の
症
例
を
共
有
し
、
病
態
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
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大
磯
の
専
門
は
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
バ
ゾ
プ
レ
シ
ン
の
分
泌
調
節
で
あ
り
、
教
室
で
は
特
に
神
経
内
分
泌
学
の
研
究
が
精
力
的
に

行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
磯
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
九
月
に
は
第
三
十
六
回
日
本
神
経
内
分
泌
学
会
学
術
集
会
（
北
九
州
国
際

会
議
場
）
を
開
催
し
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
月
か
ら
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
一
月
ま
で
日
本
神
経
内
分
泌
学
会
理

事
長
を
務
め
た
。
ま
た
、
大
磯
は
バ
ゾ
プ
レ
シ
ン
研
究
会
で
も
世
話
人
を
務
め
、
毎
年
一
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
同
研
究
会
に
は
バ
ゾ

プ
レ
シ
ン
の
研
究
に
取
り
組
む
医
局
員
が
年
始
の
恒
例
行
事
の
よ
う
に
参
加
し
た
。

大
磯
は
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）
ま
で
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金
難
治
性
疾
患
克

服
研
究
事
業
「
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
代
表
者
も
務
め
、
視
床
下
部
・
下
垂
体
疾
患
全
般
の
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
、
改
訂
作
業
を
行
っ
た
。
バ
ゾ
プ
レ
シ
ン
の
分
泌
異
常
で
あ
る
中
枢
性
尿
崩
症
やSIA

D
H

に
限
ら
ず
、
先
端
巨
大
症
や

ク
ッ
シ
ン
グ
病
、
下
垂
体
機
能
低
下
症
等
も
対
象
と
し
た
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
臨
床
的
に
も
極
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月
に
は
「
第
四
隆
盛
期
へ
の
飛
翔
」
と
題
し
た
第
八
十
五
回
日
本
内
分
泌
学
会
学
術
総
会

を
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
し
、
さ
ら
に
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
は
日
本
内
分
泌
学
会
の
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
糖
尿
病
・

内
分
泌
内
科
学
教
室
が
発
足
し
、
大
磯
が
教
授
を
務
め
上
げ
た
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
ま
で
の
入
局
者
数
は
一
六
四
人
で
あ
り
、

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
は
大
い
に
発
展
し
た
。

大
磯
は
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
に
定
年
退
職
し
、
同
年
八
月
に
本
学
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
准
教
授
で
あ
っ
た
有
馬
寛

（
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
本
学
医
学
部
卒
）
が
教
授
に
就
任
し
た
。
有
馬
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
大
磯
の
下
で
バ
ゾ
プ
レ

シ
ン
の
研
究
を
開
始
し
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
間
は
米
国N

ational�Institutes�of�H
ealth

に
留
学
し
て
同
研
究
を
発
展
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
帰
国
後
は
、
肥
満
症
発
症
機
序
の
解
明
に
向
け
て
視
床
下
部
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ

ン
ス
調
節
の
研
究
も
開
始
し
た
。
ま
た
、
教
授
就
任
後
は
他
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
糖
尿
病
の
臨
床
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教

室
で
はiPS

細
胞
か
ら
視
床
下
部
・
下
垂
体
を
分
化
誘
導
し
、
再
生
医
療
及
び
各
種
疾
患
の
病
態
解
明
を
目
指
す
研
究
や
、
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
に
よ
る
内
分
泌
関
連
副
作
用
の
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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有
馬
は
平
成
二
十
九
年
度
（
二
〇
一
七
）
か
ら
「
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
代
表
者
を
務
め
、
視
床
下
部
・

下
垂
体
疾
患
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
改
訂
作
業
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
か

ら
は
バ
ゾ
プ
レ
シ
ン
研
究
会
の
代
表
世
話
人
に
、
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
）
か
ら
日
本
内
分
泌
学
会
代
表
理
事
に
就
任
し
、
大
磯
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
バ
ゾ
プ
レ
シ
ン
、
内
分
泌
学
の
研
究
、
臨
床
は
有
馬
の
代
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）以
降
も
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
室
に
は
毎
年
一
〇
人
程
の
入
局
者
が
あ
り
、
令
和
三
年（
二
〇
二
一
）

六
月
現
在
、
当
科
の
教
員
数
は
一
一
人
（
名
古
屋
大
学
総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
教
員
一
人
を
含
む
）、
教
室
員
は
二
八
人
、
同
門

会
の
会
員
数
は
四
四
三
人
で
あ
る
。
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腎
臓
内
科
学

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
二
日
に
開
設
さ
れ
た
旧
第
三
内
科
初
代
教
授
宇
佐
美
鍵
一
に
よ
り
築
か
れ
た
腎
臓
研
究
室
は
、
大
学

院
重
点
化
に
伴
う
臓
器
別
再
編
に
伴
い
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
月
一
日
、
松
尾
清
一
が
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
病

態
内
科
学
講
座
免
疫
応
答
内
科
学
の
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
代
謝
病
態
内
科
学
（
現
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
）
の
初
代
教
授
決
定
を

も
っ
て
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
一
月
に
は
旧
ナ
ン
バ
ー
内
科
体
制
よ
り
病
態
内
科
学
講
座
へ
の
移
行
が
完
成
し
、
初
代
講
座
主
任

に
は
松
尾
が
選
任
さ
れ
た
。
後
に
、
松
尾
は
赫
赫
た
る
歴
史
を
誇
る
ナ
ン
バ
ー
内
科
を
廃
し
、
講
座
の
臓
器
別
再
編
を
可
能
と
し
た
の
は
、

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
施
行
の
国
立
大
学
法
人
化
を
前
に
し
て
、
自
己
責
任
に
立
っ
た
名
大
組
織
改
革
に
一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い

と
い
う
危
機
感
に
他
な
ら
な
い
と
、
宇
佐
美
内
科
開
設
以
来
七
〇
年
を
記
念
し
て
編
纂
さ
れ
た
同
門
誌
（
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）

発
刊
）
に
記
し
て
い
る
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
に
は
免
疫
応
答
内
科
学
同
門
会
で
あ
る
羊
纜
会
が
発
足
し
、
以
後
、
現
在
に

至
る
ま
で
医
局
員
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
は
、
免
疫
応
答
内
科
学
か
ら
現
在
の
名
称
で
あ
る
腎
臓
内
科
学
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
昭
和

三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
旧
第
三
内
科
（
山
田
内
科
）
か
ら
小
林
快
三
の
異
動
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
分
院
腎
臓
内
科
は
腎
臓
内
科
学
講
座

の
確
立
と
共
に
、
再
び
一
元
化
の
道
を
辿
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
四
月
、
分
院
は
鶴
舞
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
統

合
さ
れ
、
予
防
医
療
部
と
名
称
変
更
さ
れ
た
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
そ
の
役
目
を
終
え
た
。

腎
臓
内
科
学
講
座
が
誕
生
し
た
頃
、
国
立
大
学
に
腎
臓
内
科
が
独
立
講
座
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
大
学
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
本

学
腎
臓
内
科
は
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
中
核
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
松
尾
は
日
本
の

腎
臓
病
学
を
牽
引
し
、
国
際
的
に
も
競
争
力
を
有
す
る
講
座
の
確
立
を
目
指
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
高
レ
ベ
ル
の
臨
床
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、

世
界
を
牽
引
す
る
研
究
者
の
輩
出
、
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
強
力
に
推
進
し
た
。
松
尾
は
教
授
就
任
以
前
、

旧
第
三
内
科
腎
臓
研
究
班
の
キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
て
い
た
頃
よ
り
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
の
教
授
退
任
に
至
る
ま
で
世
界
の
腎
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臓
分
野
研
究
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
毎
年
招
聘
し
、
国
内
外
の
若
手
研
究
者
の
育
成
の
場
と
な
っ
た
鶴
舞
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
宰
し
た
。
こ

の
研
究
会
は
時
代
と
共
に
名
称
を
変
え
、
現
在
も
第
二
代
教
授
丸
山
彰
一
（
後
述
）
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）
八
月
に
は
臨
床
医
育
成
の
た
め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、N

agoya�N
ephrology�Fellow

ship�Program

を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
会
は
他
院
の
若
手
医
師
同
士
が
相
互
に
刺
激
・
交
流
で
き
る
よ
う
に
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
わ
れ
、
腎

臓
内
科
専
門
医
を
志
向
す
る
若
いtrainee

も
ま
た
、
時
間
を
経
て
指
導
者
へ
の
成
長
を
促
す
よ
う
、
学
習
の
具
体
的
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
作

成
を
自
ら
が
行
う
。
本
会
は
本
年
で
三
五
回
を
数
え
、
愛
知
県
、
静
岡
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
の
東
海
地
区
に
遍
く
広
が
る
名
古
屋
大
学

関
連
病
院
に
お
い
て
医
師
教
育
の
標
準
化
と
質
の
保
証
を
担
保
す
る
。
国
立
大
学
の
腎
臓
内
科
と
し
て
、
数
少
な
い
腎
臓
内
科
専
門
医
師

の
供
給
を
通
じ
て
地
域
医
療
お
よ
び
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
松
尾
は
述
べ
る
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
二
月
に
開
講
さ
れ
た
腎
不
全
治
療
シ
ス
テ
ム
学
寄
附
講
座
や
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
一
月
に
発
足
し

た
慢
性
腎
臓
病
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
寄
附
講
座
も
ま
た
、
臨
床
医
の
育
成
や
疾
病
の
普
及
啓
発
を
通
じ
た
地
域
貢
献
推
進
の
一
策
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
支
え
る
べ
く
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
伊
藤
恭
彦
が
本
邦
に
お
け
る
腹
膜
透
析
の
拠
点
と
な
る
腎
不
全
総
合
治
療
学

寄
附
講
座
の
教
授
に
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
八
月
に
は
国
際
的
に
腎
臓
病
学
を
松
尾
の
盟
友
と
し
て
共
に
推
進
し
て
き
た
今
井

圓
裕
が
腎
臓
内
科
特
任
教
授
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
、
松
尾
は
本
学
医
学
部
附
属
病
院
長
に
就
任
し
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
変
動
極
ま
り
な
い
医

療
情
勢
に
対
応
す
べ
く
積
極
的
な
組
織
改
革
を
推
進
し
た
。
そ
れ
を
助
け
る
べ
く
、
湯
澤
由
紀
夫
が
腎
臓
内
科
学
講
座
の
特
命
教
授
に
就

任
し
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
の
腎
内
科
教
授
と
し
て
転
出
す
る
ま
で
、
堅

実
に
講
座
運
営
を
担
っ
た
。
松
尾
は
第
五
十
八
回
日
本
腎
臓
学
会
総
会
の
会
長
を
務
め
、
日
本
腎
臓
学
会
理
事
長
や
日
本
慢
性
腎
臓
病
対

策
協
議
会
理
事
な
ど
の
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
、
本
学
総
長
に
就
任
す
る
た
め
、
教
授
を
退
任
し

た
。湯

澤
の
転
出
後
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
よ
り
特
命
教
授
と
し
て
腎
臓
内
科
講
座
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
丸
山
彰
一
は
平
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成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
四
月
、
正
式
に
第
二
代
教
授
に
就
任
し
た
。
丸
山
は
臨
床
研
究
や
医
学
に
造
詣
が
深
く
、「
世
界
の
腎
臓
病

診
療
を
変
え
る
力
と
な
る
研
究
」
を
目
指
し
て
い
る
。
現
体
制
が
継
続
す
る
中
、
今
の
時
代
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
世
界
に
向

け
て
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
す
る
と
共
に
、
新
規
診
断
法
や
治
療
法
の
開
発
に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
る
。
松
尾
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
二
つ
の
寄
附
講
座
は
時
代
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
を
変
え
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
腎
不
全
シ
ス
テ
ム
治
療
学

寄
附
講
座
の
伊
藤
は
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
五
月
に
愛
知
医
科
大
学
腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
教
授
と
し
て
転
出
し
、
後

任
教
授
に
水
野
正
司
が
就
任
し
た
。

腎
臓
内
科
学
の
前
身
で
あ
る
旧
第
三
内
科
同
門
会
・
嘗
草
会
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
そ
の
役
目
を
終
え
、
発
展
的
に
解
散

さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
に
結
成
さ
れ
た
腎
臓
内
科
同
門
会
は
松
尾
に
よ
り
羊
纜
会
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
れ
は
造
語
で

あ
る
。「
纜
」
は
港
で
船
を
係
留
す
る
綱
を
意
味
す
る
。「
羊
」
年
に
始
ま
っ
た
会
に
て
、「
纜
」
を
用
い
て
時
に
港
に
留
ま
り
、
必
要
な

も
の
を
手
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
か
う
。
港
に
い
る
間
に
は
多
く
の
友
人
・
同
輩
を
得
、
知
識
を
手
に
入
れ
、
来
る
べ
き
航

海
に
備
え
て
競
い
合
っ
て
訓
練
す
る
。
そ
の
よ
う
な
同
門
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
松
尾
の
強
き
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
会
発
足
時
に
は
一
九
五
人
で
あ
っ
た
同
門
会
員
数
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
一
日
時
点
で
、
三
八
四
人

と
な
っ
た
。
腎
臓
内
科
の
源
流
で
あ
る
宇
佐
美
内
科
の
開
設
以
来
八
〇
年
、
こ
の
間
に
多
く
の
先
輩
方
が
表
舞
台
で
活
躍
さ
れ
、
ま
た
一

方
で
は
地
道
に
臨
床
や
教
育
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
現
在
の
腎
臓
内
科
は
こ
う
し
た
連
綿
と
続
く
営
み
が
あ
っ
て
こ
そ
と
心
に
刻
み
、
着

実
に
こ
の
歴
史
を
「
纜
」
に
拠
っ
て
つ
な
げ
て
い
く
。
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量
子
医
学
・
量
子
介
入
治
療
学
・
放
射
線
治
療
学
（
放
射
線
医
学
）

［
前
史
］

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
の
附
属
病
院
で
あ
っ
た
愛
知
病
院
に
初
め
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
械
が
設
置
さ

れ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
つ
い
て
の
講
義
が
医
用
電
気
と
い
う
科
目
の
中
で
行
わ
れ
、
教
諭
の
楠
太
が
担
当
し
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、

内
科
部
長
の
酒
井
繁
が
理
学
療
法
部
長
を
兼
任
し
講
義
を
担
当
し
た
。
翌
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）、
講
師
の
種
村
弌
が
理
学
療
法
部
長

を
担
当
し
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
か
ら
は
皮
膚
科
部
長
の
教
授
田
村
春
吉
が
兼
任
し
た
。
田
村
は
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
後
、
Ｘ
線

に
よ
る
診
断
や
治
療
の
重
要
性
を
強
く
提
唱
し
、
Ｘ
線
装
置
の
拡
充
や
定
員
化
な
ど
理
学
療
法
部
の
充
実
を
図
っ
た
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
完
全
遮
蔽
型
Ｘ
線
管
、
防
電
撃
型
装
置
の
出
現
と
と
も
に
、
各
診
療
科
に
Ｘ
線
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
り
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
ま
で
に
毎
年
数
台
を
購
入
、
そ
の
数
約
四
〇
台
で
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
ー
メ
ン
ス
社
製
の
斬
新
な
製
品

で
あ
っ
た
。

研
究
も
第
一
外
科
教
授
の
齋
藤
眞
の
脳
室
撮
影
（
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
））、
血
管
撮
影
（
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
））、
第
一
外
科

助
教
授
の
河
石
久
二
夫
の
内
臓
Ｘ
線
映
画
（
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
））、
教
授
の
三
矢
辰
雄
の
泌
尿
器
Ｘ
線
映
画
（
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
））、
第
一
外
科
今
村
勲
の
心
臓
、
大
血
管
Ｘ
線
映
画
（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
））
な
ど
多
く
の
優
れ
た
業
績
が
生
ま
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
機
械
設
備
は
戦
禍
の
た
め
に
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
以
来
、
泌
尿
器
科
の

三
矢
辰
雄
が
物
療
科
部
長
を
兼
任
し
、
戦
後
復
興
期
ま
で
力
を
尽
く
し
た
。

放
射
線
医
学
講
座
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
慶
応
義
塾
大
学
に
本
邦
初
の
講
座
が
設
置
さ
れ
て
以
後
、
順
次
各
大
学
に
設
置
さ
れ

た
が
、
本
学
で
は
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
当
時
の
学
長
の
田
村
、
三
矢
の
努
力
が
実
っ
て
講
座
開
設
が

認
め
ら
れ
た
。
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［
新
生
］

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
六
月
、
高
橋
信
次
が
放
射
線
医
学
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
弘
前
大
学
か
ら
着
任
し
、
講
座
が
開
講
さ

れ
た
。
以
後
、
高
橋
は
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
二
月
、
名
古
屋
大
学
を
退
官
す
る
ま
で
二
〇
年
間
に
渡
っ
て
教
室
を
主
宰
し
た
。

高
橋
の
研
究
目
標
は
「
Ｘ
線
に
よ
る
生
体
解
剖
」
で
あ
っ
た
。
回
転
撮
影
法
、
拡
大
撮
影
法
、
多
色
撮
影
法
の
研
究
開
発
と
臨
床
応
用

が
、
弘
前
大
学
、
名
古
屋
大
学
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
コ
バ
ル
ト
六
〇
遠
隔
照
射

装
置
が
設
置
さ
れ
、
回
転
撮
影
法
を
応
用
し
た
原
体
照
射
法
が
開
発
さ
れ
た
。
ま
た
、
被
ば
く
低
減
に
対
し
て
、
放
射
線
防
護
の
研
究
も

始
め
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
、
三
六
〇
度
回
転
の
臥
位
式
横
断
撮
影
装
置
が
設
置
さ
れ
、
回
転
式
横
断
撮
影
が
本
格

的
に
臨
床
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
法
の
研
究
へ
と
発
展
し
た
。

高
橋
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
、ICRP

（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）
委
員
に
選
ば
れ
、
翌
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
、

米
国
放
射
線
学
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
、
高
橋
の
大
会
長
の
下
に
第
二
十
一
回
日
本
医
学

放
射
線
学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

高
橋
の
著
作
に
は
、A

n A
tlas of A

xial T
ransverse T

om
ography and its Clinical A

pplication

（
高
橋
信
次Berlin

：

Springer,�

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
））
が
あ
る
が
、
こ
の
著
作
は
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
世
界
初
の
生
体
に
つ
い
て
の
人
体
横

断
図
譜
と
し
て
広
く
流
布
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
、M

agnification R
adiography

（
高
橋
信
次
、
佐
久
間
貞

行
）
が
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
、Illustrated Com

puter T
om

ography, A
 Practical G

uide to CT
 Interpretation

（
高

橋
信
次
、佐
久
間
貞
行
、金
子
昌
生
）が
出
版
さ
れ
た
。
和
書
で
は『
図
解
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
法
』（
秀
潤
社 

昭
和
五
十
四
年（
一
九
七
九
））

が
刊
行
さ
れ
た
。

高
橋
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
永
年
の
「
回
転
撮
影
法
の
研
究
」
に
対
し
て
中
日
文
化
賞
を
授
与
さ
れ
た
の
を
始
め
と
し
、

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
日
本
医
師
会
医
学
賞
（
臨
床
部
門
）
を
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
、
恩
賜
賞
、
日
本
学

士
院
賞
を
受
賞
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
文
化
功
労
者
の
顕
彰
を
う
け
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
文
化
勲
章
を
受
章
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と
、
そ
の
功
績
は
赫
々
た
る
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
六
月
、
名
古
屋
市
立
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
佐
久
間
貞
行
が
、
高
橋
の
後
任
と
し
て
教
授
に
就
任
し
た
。

佐
久
間
は
、
高
橋
の
研
究
の
延
長
線
上
と
な
る
「
画
像
に
よ
る
病
態
診
断
」
と
「
癌
の
物
理
的
療
法
」
を
研
究
の
目
標
と
し
、
従
来
の
Ｘ

線
装
置
に
加
え
て
、
新
し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
装
置
の
開
発
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
を
臨
床
に
導
入
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に

はM
RI

を
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
はPET

を
導
入
し
、
続
け
て
、IV

R

（Interventional�Radiology

）
装
置
や
治
療
装
置
の

設
置
も
行
い
、
放
射
線
部
門
の
拡
充
を
図
っ
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
、
医
療
情
報
部
が
開
設
さ
れ
る
と
、
民
間
と
の
共
同
研
究

に
よ
っ
てPA

CS

（Picture�A
rchiving�and�Com

m
unication�System

s

）
を
導
入
し
、
放
射
線
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着

手
し
た
。
治
療
に
お
い
て
は
、
原
体
照
射
法
の
新
規
開
発
と
と
も
に
、
放
射
線
感
受
性
の
物
理
的
増
感
に
つ
い
て
、
ラ
ジ
オ
波
に
よ
る
温

熱
療
法
や
レ
ー
ザ
ー
照
射
療
法
な
ど
を
用
い
て
研
究
を
行
っ
た
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
一
月
、
助
教
授
で
あ
っ
た
石
垣
武
男
が
、
佐
久
間
の
後
任
と
し
て
教
授
に
就
任
し
た
。
石
垣
は
、
佐
久
間

の
研
究
を
引
き
継
ぎ
、
放
射
線
機
器
の
開
発
を
行
い
、
臨
床
に
適
用
し
た
。
特
に
、
医
用
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
は
、PA

CS

や

モ
ニ
タ
診
断
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
先
駆
け
て
臨
床
に
導
入
し
た
。
在
任
の
後
期
に
は
、
遠
隔
画
像
診
断
の
普
及
に

も
尽
力
し
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
、
本
邦
で
初
め
て
、
全
身
用3T

�M
RI

の
研
究
用
機
を
病
院
に
導
入
し
、
臨
床
試
験
を

実
施
し
、
翌
年
に
は
、
薬
事
承
認
に
至
っ
て
い
る
。
石
垣
は
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会
会
長
や
日
本
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
協
会
の
理
事
長
も
務

め
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
大
会
長
と
し
て
開
催
し
た
第
六
十
四
回
日
本
医
学
放
射
線
学
会
総
会
で
は
、
国
内
で
初
め
て
、

電
子
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
取
り
入
れ
た
。

石
垣
の
在
任
中
の
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
は
、
医
療
短
期
大
学
部
が
、
医
学
部
保
健
学
科
に
改
組
さ
れ
、
以
来
、
保
健
学
科
の
教

授
に
は
医
局
員
が
多
く
着
任
し
て
い
る
。
国
立
大
学
大
学
院
重
点
化
に
よ
っ
て
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
、
放
射
線
医
学
講

座
に
は
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
総
合
医
学
講
座
量
子
医
学
分
野
と
量
子
介
入
治
療
学
の
二
分
野
が
開
設
さ
れ
、
量
子
介
入
治
療
学

分
野
に
准
教
授
が
新
た
に
措
置
さ
れ
た
。
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平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
九
月
に
は
、
東
海
豪
雨
に
よ
っ
て
、
当
時
研
究
棟
の
地
下
一
階
の
教
室
や
読
影
室
が
浸
水
し
、
特
に
情
報

関
係
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
サ
ー
バ
な
ど
床
置
き
の
も
の
は
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
現
在
の
一
号
館
の
八
階
に
、
医
局

は
移
転
し
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
か
ら
、
国
立
大
学
は
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
に

は
、
現
在
の
中
央
診
療
棟
Ａ
が
新
営
さ
れ
、
放
射
線
部
の
移
転
と
と
も
に
、PET

-CT

やCT

、M
RI

等
の
多
く
の
画
像
装
置
が
導
入
ま

た
は
更
新
さ
れ
た
。

［
現
在
］

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
七
月
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
総
合
医
学
講
座
量
子
医
学
分
野
の
助
教
授
で
あ
っ
た
長
縄
慎
二
が
、

石
垣
の
後
任
と
し
て
教
授
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。
長
縄
の
研
究
の
方
向
性
は
、
被
ば
く
低
減
、
低
浸
襲
を
追
求
し
、
観
察
不
能
で
あ
っ

た
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
盤
に
、
高
磁
場M

RI

や
先
端CT

画
像
の
臨
床
応
用
を
行
い
、
平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
）

に
は
メ
ニ
エ
ー
ル
病
の
内
リ
ン
パ
水
腫
の
可
視
化
を
実
現
し
た
。
更
に
は
、高
精
度
放
射
線
治
療
、新
規IV

R

技
術
の
開
発
、AI

（A
rtificial�

Intelligence

）
に
よ
る
画
像
診
断
等
に
つ
い
て
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。
長
縄
は
、
放
射
線
科
長
で
あ
る
と
と
も
に
、
放
射
線
部
長
を

兼
任
し
病
院
の
放
射
線
診
療
を
主
宰
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
病
院
長
補
佐
と
し
て
外
来
棟
の
新
営
に
携
わ
り
、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
一
月
か
ら
現
在
ま
で
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
医
学
部
分
館
長
、
同
年
四
月
か
ら
平
成
三
十
一
年

（
二
〇
二
〇
）
ま
で
は
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
し
て
い
た
。

長
縄
が
就
任
時
、
一
一
人
で
あ
っ
た
教
員
は
増
加
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
現
在
で
は
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
放
射
線

科
・
放
射
線
部
の
混
成
に
よ
る
二
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月
に
は
、「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養

成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
」
に
よ
っ
て
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
に
放
射
線
治
療
学
分
野
が
設
置
さ
れ
、
特
任
教
授
（
現
在
は
放
射
線
科
・
病

院
教
授
）
が
措
置
さ
れ
た
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
月
に
は
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
に
新
規
低
侵
襲
画
像
診
断
法
基
盤
開
発

研
究
寄
附
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
に
は
放
射
線
科
に
診
療
教
授
が
措
置
さ
れ
た
。
令
和
元
年
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（
二
〇
一
九
）
十
月
に
は
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
に
革
新
的
生
体
可
視
化
技
術
開
発
産
学
共
同
研
究
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。

放
射
線
機
器
装
置
の
更
新
は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
はM

RI

が
二
台
増
設
さ
れ
、
現
在
の
六

台
体
制
と
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
に
は
中
央
診
療
棟
Ｂ
の
新
営
に
あ
わ
せ
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
や
治
療
用
のM

RI

、

CT

が
導
入
さ
れ
た
。PA

CS

を
含
む
放
射
線
関
連
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
は
、
病
院
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
定
期
的

に
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
の
第
七
次
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
で
は
、PA

CS

、
放
射
線
診
断
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
、

放
射
線
部
門
情
報
シ
ス
テ
ム
（RIS

）
が
病
院
電
算
シ
ス
テ
ム
と
一
体
化
し
統
合
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
活
動
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
同
年
の
五
月
に
放
射
線
測
定
チ
ー
ム
と
し
て
教
員

お
よ
び
放
射
線
技
師
の
派
遣
を
行
っ
た
。
翌
年
五
月
に
は
、
福
島
県
民
健
康
管
理
調
査
の
甲
状
腺
超
音
波
検
査
に
、
教
員
お
よ
び
放
射
線

技
師
の
派
遣
を
行
う
と
と
も
に
、
愛
知
県
へ
の
避
難
者
に
対
し
て
は
院
内
で
甲
状
腺
超
音
波
検
査
を
開
始
し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
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臓
器
病
態
診
断
学
・
病
態
構
造
解
析
学
（
臨
床
検
査
医
学
）

［
新
生
］

本
講
座
の
〔
前
史
〕
は
検
査
部
・
病
理
部
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
検
査
部
」「
病
理
部
」
の
章
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
重
複

は
最
小
限
度
に
と
ど
め
た
い
。

名
大
病
院
に
お
け
る
最
初
の
専
任
の
病
理
医
は
紺
野
（
長
岡
）
義
重
、（
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
卒
～
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

病
没
）
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
愛
知
医
大
（
本
学
の
前
身
）
に
進
み
、
卒
後
内
科
に
所
属
し
、
の
ち
に
病
理
学
教
室
に
移
っ
た
。
日
本
の
脳

外
科
の
先
駆
者
で
あ
る
齋
藤
眞
（
第
一
外
科
教
授
）
の
全
て
の
脳
腫
瘍
の
手
術
に
立
ち
会
い
そ
の
組
織
診
断
を
し
た
。
約
一
五
年
間
に
渡

る
共
同
研
究
は
当
時
の
世
界
的
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
爆
撃
に
よ
り
大
半
を
失
っ
た
本
病
院
を
再
建
す

る
に
当
た
り
、
病
院
長
に
な
っ
た
齋
藤
は
外
科
病
理
、
即
ち
臨
床
に
直
結
し
た
病
理
の
創
設
を
考
え
た
。
齋
藤
は
戦
前
の
欧
州
、
米
国
の

外
科
病
理
の
事
情
に
明
る
か
っ
た
。
外
科
病
理
の
設
立
に
際
し
て
紺
野
は
健
康
を
害
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
任
を
牛
島
宥
（
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
卒
）
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
学
内
の
各
階
層
の
支
持
を
得
て
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
三
月
院
内
措
置
と
し
て
中

央
臨
床
検
査
室
（
病
理
、
生
化
学
）
を
立
ち
上
げ
、
室
長
を
齋
藤
、
病
理
室
助
手
を
牛
島
、
生
化
学
専
門
部
助
手
を
渡
邊
一
也
と
し
て
発

足
し
た
。
こ
れ
は
本
邦
で
は
最
も
早
く
、
軍
政
部
（GH

Q
）
の
命
令
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
初
め
て
国
立
東
京
第

一
病
院
に
検
査
部
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
非
常
に
早
い
こ
と
が
分
か
る
。
病
院
長
の
齋
藤
の
方
針
は
全
て
の
手
術
に
際
し
、
必
ず

組
織
標
本
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
牛
島
は
そ
れ
ら
増
え
続
け
る
標
本
を
ほ
ぼ
一
人
で
診
断
し
た
。

牛
島
の
努
力
に
よ
り
病
理
検
査
は
順
調
に
続
け
ら
れ
た
が
、
生
化
学
検
査
は
細
々
と
続
け
ら
れ
た
程
度
で
、
ま
た
細
菌
検
査
は
昭
和

二
十
八
年
～
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
三
～
一
九
五
四
）
に
細
菌
学
教
室
内
で
始
め
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
末
、
当
時

の
二
号
病
棟
二
階
八
室
に
病
理
・
生
化
・
細
菌
の
三
検
査
室
が
集
合
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
は
併
任
教
授
部
長
制
と
な
っ

た
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
、
初
代
併
任
部
長
と
し
て
第
二
内
科
教
授
の
青
山
進
午
が
就
任
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
も
併
任
教
官
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五
人
、
技
術
員
八
人
の
計
一
三
人
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
内
外
の
臨
床
検
査
に
対
す
る
認
識
や
要
望
の
増
大
は
、
全
国
的
に
臨
床
検
査
中

央
化
の
気
運
を
高
め
、
本
学
で
は
昭
和
三
十
五
年
度
（
一
九
六
〇
）
に
検
査
部
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
同
年
中
に
助
教
授
の
牛
島
ほ
か

教
官
二
人
（
生
化
、
細
菌
）
が
専
任
化
さ
れ
、
併
任
教
官
三
人
、
技
術
員
一
六
人
を
加
え
て
計
二
二
人
に
拡
張
し
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
ま
で
に
生
理
検
査
二
部
門
を
含
め
て
五
部
門
、
一
三
室
が
組
織
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
主
任
、
室
長
が
発
令
さ
れ
て

総
数
三
五
人
と
な
っ
た
。
ま
た
運
営
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
以
来
、
各
診
療
科
か
ら
の
代
表
を
加
え
て
広
く
意
見
を

求
め
、
円
滑
な
検
査
部
の
運
営
が
計
ら
れ
た
。
な
お
臨
床
検
査
部
の
名
称
は
本
省
の
訓
令
に
基
づ
い
て
他
の
中
央
診
療
部
門
と
も
歩
調
を

合
わ
せ
て
「
検
査
部
」
と
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
完
成
し
た
旧
中
央
診
療
棟
へ
他
の
中
央
診
療
部
門
と
共
に
移
転
、

主
と
し
て
患
者
を
取
り
扱
う
部
門
が
二
階
に
、
検
体
を
扱
う
部
門
が
三
階
に
移
り
、
部
屋
面
積
は
二
，
〇
〇
〇
㎡
を
超
え
、
人
員
も
専
任

教
官
八
人
、
併
任
教
官
五
人
、
技
術
員
三
九
人
計
五
二
人
の
大
所
帯
に
達
し
た
。
こ
の
昭
和
四
十
三
年
～
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
八
～

一
九
六
九
）
は
全
国
的
に
い
わ
ゆ
る
「
大
学
紛
争
」
に
よ
る
混
乱
時
代
で
、
検
査
部
も
各
診
療
科
と
同
じ
く
副
手
の
診
療
拒
否
に
よ
る
検

査
の
渋
滞
を
き
た
し
た
が
、
か
え
っ
て
検
査
の
中
央
化
と
人
員
施
設
充
実
の
要
望
を
高
め
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
一
〇
部

門
制
と
職
制
が
規
定
さ
れ
て
検
査
部
の
大
綱
が
確
立
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
度
（
一
九
七
三
）
に
は
専
任
教
授
の
ポ
ス
ト
が
得
ら
れ
、
初

代
専
任
部
長
に
牛
島
が
選
ば
れ
た
。
牛
島
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
四
日
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月

名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
、
た
だ
ち
に
本
学
病
理
学
教
室
に
入
り
、
木
村
氏
病
に
名
を
残
す
木
村
哲
二
に
つ
き
、
主
と
し
て
人
体

腫
瘍
を
研
究
し
た
。
牛
島
の
研
究
活
動
の
う
ち
、
泌
尿
生
殖
器
系
腫
虜
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
の
水
準
を
世
界

的
な
も
の
に
し
た
。
そ
の
著
書
に
は
『
卵
巣
腫
虜
、
組
織
発
生
と
分
類
論
考
』（
文
光
堂 

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
））『
唾
液
腺
腫
瘍
』

（
文
光
堂 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
））
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
分
野
の
専
門
家
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
牛
島
は
検
査
部
創
設
の
時
か

ら
退
官
ま
で
、
終
始
、
検
査
部
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
、
ま
た
一
貫
し
て
外
科
病
理
の
分
野
で
活
躍
し
、
わ
が
国
の
外
科
病
理
の
発
展
に

貢
献
し
た
。
牛
島
の
僚
友
田
村
潤
（
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
卒
、
国
立
名
古
屋
病
院
名
誉
院
長
）
と
と
も
に
東
海
地
方
の
こ
の
分
野

に
お
け
る
基
礎
を
築
い
た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
に
は
初
代
技
師
長
と
し
て
松
原
良
三
が
就
任
し
た
。
松
原
は
牛
島
部
長
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を
補
佐
し
て
検
査
部
の
基
礎
を
築
い
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
、
吉
田
一
夫
は
技
師
長
に
就
任
し
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
四
月
に
中
根
清
司
、
さ
ら
に
以
降
、
浅
井
正
樹
、
森
下
芳
孝
、
松
本
祐
之
、
梶
浦
容
子
、
安
藤
善
孝
が
歴
代
の
技
師
長
の

任
に
あ
た
り
継
続
し
て
検
査
部
の
発
展
に
努
め
た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
以
降
は
中
央
診
療
棟
と
中
央
診
療
施
設
（
旧
中
診
）

を
合
わ
せ
て
三
，
四
〇
〇
㎡
余
、
専
任
教
官
一
○
人
、
併
任
教
官
二
人
、
医
員
二
人
、
技
術
員
五
三
人
、
計
六
八
人
を
擁
す
る
に
至
っ
た
。

他
方
、
教
育
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
（
一
九
六
一
）
に
設
立
さ
れ
た
附
属
衛
生
（
後
に
臨
床
）
検
査
技
師
学
校
、
現
在
の
医
学

部
保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻
の
実
習
教
育
を
受
け
持
つ
と
共
に
、
教
育
に
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
医
学
部
学
生
教
育
に
は
昭
和
四
十
八

年
（
一
九
七
三
）
か
ら
旧
診
断
学
実
習
の
一
部
で
あ
る
臨
床
基
本
実
習
に
お
い
て
、
検
査
部
実
習
と
し
て
全
教
官
が
専
門
分
担
の
も
と
に

ポ
リ
ク
リ
学
習
に
参
画
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
六
月
に
竣
工
し
た
現
中
央
診
療
棟
の
完
成
を
も
っ
て
設
備
面
で
の
中
央
診
療

部
門
と
し
て
の
検
査
部
・
病
理
部
・
輸
血
部
な
ど
の
概
要
が
整
え
ら
れ
た
。
以
上
、
創
業
よ
り
現
在
に
至
る
経
緯
の
概
略
で
あ
り
、
以
下

に
牛
島
以
降
の
歴
代
教
授
を
記
す
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
四
月
、
第
二
代
の
検
査
部
部
長
に
竹
内
純
が
就
任
し
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
臨
床
検
査

医
学
講
座
開
設
に
伴
い
、
専
任
教
授
か
ら
講
座
教
授
に
配
置
換
と
な
っ
た
。
竹
内
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
秋
田
県
に
生
ま
れ
、

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
に
本
学
医
学
部
を
卒
業
、
本
学
医
学
部
第
二
病
理
学
教
室
（
教
授
大
島
福
造
）
に
入
っ
た
。
彼
の
研

究
は
腫
瘍
の
増
殖
の
場
に
お
け
る
間
質
成
分
の
特
性
と
そ
の
役
割
の
解
明
で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
世
界
的
権
威
の
一
人
で
あ
っ
た
。

間
質
成
分
に
対
す
る
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
の
作
製
、
抗
体
を
用
い
て
の
組
織
学
的
鑑
別
診
断
、
血
清
学
的
診
断
等
に
研
究
対
象
を
広
げ

た
。平

成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
二
月
、
第
三
代
の
検
査
部
長
、
第
二
代
臨
床
検
査
医
学
講
座
教
授
と
し
て
中
島
伸
夫
が
就
任
し
た
。
中
島

は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
二
月
愛
知
県
愛
西
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
月
本
学
を
卒
業
、
病
理
学
第
二
、
外
科

学
第
一
を
経
て
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
浦
馥
（
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
卒
）
の
後
任
と
し
て
検
査
部
病
理
室
に
就
任
、

牛
島
の
薫
陶
を
経
て
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）五
月
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
の
婦
人
科
病
理
の
世
界
的
権
威
ロ
バ
ー
ト
・
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ス
カ
ー
リ
ー
の
も
と
に
留
学
、
本
邦
に
お
け
る
外
科
病
理
学
、
特
に
婦
人
科
病
理
学
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
四
月
輸
血
部
部
長
を
併
任
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
病
理
部
長
を
併
任
、
同
時
に
い
わ
ゆ
る
大
学
院
重
点
化
に

伴
い
臨
床
検
査
医
学
講
座
は
臓
器
病
態
診
断
学
と
病
態
構
造
解
析
学
に
改
組
さ
れ
た
。
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
三
月
、
講
師
の
一
山
智

が
京
都
大
学
医
学
部
教
授
に
就
任
し
た
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
、
中
村
栄
男
（
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
卒
、
名
古
屋
市
出
身
）
が
臓
器
病
態
診
断
学
教
授
、

病
理
部
長
に
就
任
し
た
。
病
理
学
第
一
の
飯
島
宗
一
（
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
卒
、
名
古
屋
大
学
第
八
代
総
長
、
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
医
学
会
総
会
会
頭
）、
生
理
学
研
究
所
の
濱
清
（
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
九
州
大
学
卒
、
元
岡
崎
国
立
共
同
研
究
機

構
長
）、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
須
知
泰
山
（
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
卒
）
に
師
事
し
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
診
断
・
研
究
に
努

め
た
。
病
態
構
造
解
析
学
准
教
授
は
長
坂
徹
郎（
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）卒
、婦
人
科
病
理
）、加
藤
省
一（
平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

卒
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
病
理
）、
中
黒
匡
人（
平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）卒
、
唾
液
腺
病
理
）に
よ
り
継
承
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）

下
山
芳
江
（
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
卒
、
骨
軟
部
・
肝
門
部
病
理
）
が
病
理
部
診
療
教
授
（
女
性
と
し
て
初
）
に
就
任
し
た
。
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が
ん
薬
物
療
法
学

［
新
生
］

平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
に
附
属
病
院
に
化
学
療
法
部
が
新
設
さ
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
、
埼
玉
医
科
大
学
よ
り

安
藤
雄
一
（
現
教
授
）
が
助
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
協
力
講
座
と
し
て
化
学
療
法
学
が
開
設
さ
れ

た
。
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
文
部
科
学
省
に
よ
る
公
募
事
業
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」（
第
一
次
が
ん

プ
ロ
）
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
が
ん
薬
物
療
法
学
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
名
古
屋
大
学
は
「
東
海
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
養
成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
（
東
海
が
ん
プ
ロ
）」
の
主
幹
大
学
と
し
て
、
が
ん
プ
ロ
教
員
と
化
学
療
法
部
教
員
が
そ
の
役
割
を
担
当
し
た
。

が
ん
薬
物
療
法
学
で
は
化
学
療
法
部
教
員
と
が
ん
プ
ロ
特
任
教
員
の
共
同
で
指
導
が
行
わ
れ
、
が
ん
薬
物
療
法
や
放
射
線
治
療
を
専
門
と

す
る
質
の
高
い
専
門
医
や
医
療
者
が
養
成
さ
れ
た
。

［
現
在
］

平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
の
「
東
海
が
ん
プ
ロ
」
に
合
わ
せ
て
、
が
ん
プ
ロ
大
学
院
コ
ー
ス
「
化
学
療
法
学
」「
が
ん
薬
物
療
法
学
」

の
担
当
教
員
と
し
て
、
呼
吸
器
内
科
よ
り
特
任
講
師
の
佐
藤
光
夫
（
現
本
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授
）、
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
よ
り
特
任

講
師
の
澤
木
正
孝
（
現
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
乳
腺
科
部
医
長
）、
血
液
内
科
よ
り
特
任
助
教
の
満
間
綾
子
（
現
本
院
化
学
療

法
部
病
院
講
師
）
が
就
任
し
た
。
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
四
月
よ
り
医
員
の
喜
多
川
浩
一
（
現
神
戸
低
侵
襲
が
ん
医
療
セ
ン
タ
ー
腫

瘍
内
科
）
が
大
学
院
生
と
な
り
、
新
た
に
が
ん
プ
ロ
大
学
院
生
と
し
て
同
年
四
月
医
員
の
井
上
め
ぐ
み
（
現
当
院
化
学
療
法
部
）、
医
員

の
森
田
佐
知
（
現
当
院
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
助
教
）
が
入
学
し
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
、
医
員
の
柴
田
剛
志
（
現

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
薬
物
療
法
内
科
副
部
長
）
が
続
い
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
九
月
、
医
師
の
ビ
シ
ャ
ー
ル
・
ギ
ャ
ワ

リ
（
現
カ
ナ
ダ 

ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
）
が
ネ
パ
ー
ル
よ
り
国
費
留
学
生
と
し
て
入
学
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
、
医
員
の
本
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多
和
典（
現
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
薬
物
療
法
部
医
長
）、
薬
剤
師
の
加
藤
有
紀
子（
現PM

D
A

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
）、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
、
医
員
の
大
田
亜
希
子
（
現
ト
ヨ
タ
記
念
病
院
化
学
療
法
科
医
長
）
ら
が
学
位
取
得
後
に
東
海
地
区

は
も
と
よ
り
全
国
各
地
で
活
躍
中
で
あ
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
四
月
に
入
学
し
た
医
員
の
坪
井
理
恵
、
医
員
の
宮
井
雄
基
が

大
学
院
生
と
し
て
現
在
在
籍
中
で
あ
る
。
ま
た
、
大
学
院
研
究
お
よ
び
専
門
医
取
得
を
目
的
と
し
て
、
呼
吸
器
内
科
よ
り
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
九
月
、
医
員
の
小
栗
知
世
（
現
東
京
都
済
生
会
中
央
病
院
）、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
、
医
員
の
十
九
浦
宏
明

（
現
東
京
さ
く
ら
病
院
）、
消
化
器
内
科
よ
り
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
、
医
員
の
松
岡
歩
（
現
当
院
化
学
療
法
部
）、
消
化
器

外
科
よ
り
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
七
月
、
医
員
の
林
直
美
（
現
公
立
陶
生
病
院
外
科
部
長
）、
小
児
科
よ
り
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）
十
月
、
医
員
の
土
居
崎
小
夜
子
（
現
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
）
が
化
学
療
法
部
に
在
籍
し
た
。

そ
の
後
も
「
東
海
が
ん
プ
ロ
」
の
担
当
教
員
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月
、
特
任
助
教
の
青
木
桃
子
（
現
青
木
記
念

病
院
）、
同
年
十
一
月
、
特
任
助
教
の
杉
下
美
保
子
（
現
当
院
化
学
療
法
部
病
院
助
教
）、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
特
任
助

教
の
下
方
智
也
（
現
当
院
化
学
療
法
部
病
院
助
教
）、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
七
月
、
特
任
助
教
の
浦
川
浩
（
現
当
院
化
学
療
法

部
病
院
講
師
）、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
一
月
、
特
任
助
教
の
前
田
修
（
現
当
院
化
学
療
法
部
病
院
講
師
）、
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
四
月
、
特
任
助
教
の
水
谷
武
史
（
現
吉
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
就
任
し
た
。
が
ん
薬
物
療
法
専
門
医
（
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
）、

緩
和
ケ
ア
専
門
医
（
日
本
緩
和
医
療
学
会
）
な
ど
、
臓
器
横
断
的
な
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
専
門
医
取
得
を
支
援
し
な

が
ら
、
学
位
研
究
を
指
導
し
て
い
る
。

化
学
療
法
学
お
よ
び
が
ん
薬
物
療
法
学
に
お
け
る
研
究
テ
ー
マ
は
、
以
下
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、
抗
が
ん
薬
の
臨
床
薬
理
学
研
究
で

は
、
臓
器
機
能
障
害
時
に
お
け
る
抗
が
ん
薬
の
薬
物
動
態
解
析
、
高
齢
者
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
な
ど
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
患
者
の
病

態
解
析
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
多
型
と
が
ん
薬
物
療
法
の
効
果
や
副
作
用
の
関
連
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
抗
が
ん
薬
の
至
適
投
与
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。
緩
和
ケ
ア
領
域
で
は
、
経
験
的
な
支
持
療
法
を
検
証
す
る
プ
ラ
セ
ボ
対
照
無
作
為
化
試
験
を
実
施
し
て
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
抗
が
ん
薬
に
関
す
る
治
験
で
は
、
分
子
標
的
薬
や
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
な
ど
の
新
規
抗
が
ん
薬
の
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早
期
開
発
治
験
（
第
一
相
）
を
積
極
的
に
受
託
し
て
い
る
。
今
後
も
実
際
の
臨
床
現
場
で
遭
遇
す
る
問
題
や
困
難
を
チ
ー
ム
医
療
の
一
員

と
し
て
解
決
し
な
が
ら
、
よ
り
科
学
的
で
適
切
な
が
ん
薬
物
療
法
の
実
践
に
つ
な
が
る
研
究
に
臨
み
続
け
る
姿
勢
で
あ
る
。
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神
経
内
科
学

日
本
へ
近
代
医
学
を
導
入
し
た
の
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
来
日
し
、
東
京
大
学
の
前
身
校
で
二
六
年
に
わ
た
り
医
学
教
師
を

担
当
し
た
お
雇
い
教
師
ド
イ
ツ
人
の
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
で
あ
る
。
そ
の
教
育
を
受
け
た
三
浦
謹
之
助
は
、
卒
業
後
フ
ラ
ン

ス
な
ど
に
留
学
後
、
母
校
の
内
科
学
教
授
に
就
任
、
欧
米
の
神
経
学
を
教
授
し
、
ま
た
神
経
学
会
を
創
立
す
る
な
ど
、
日
本
神
経
学
の
基

礎
に
貢
献
、
そ
の
伝
統
が
名
古
屋
大
学
の
勝
沼
精
藏
ほ
か
に
継
承
さ
れ
た
。
川
原
汎
が
神
経
学
に
深
い
興
味
を
持
ち
、
明
治
中
期
に
優
れ

た
著
書
、
論
文
を
書
き
、
当
時
の
愛
知
医
学
校
に
お
い
て
講
義
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

神
経
内
科
学
が
内
科
学
の
一
分
野
と
し
て
講
義
さ
れ
、
研
究
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
が
、
本
学
部
の
初
期
の
歴
史
の

中
で
、
神
経
内
科
学
を
担
当
し
た
の
は
、
一
等
教
諭
の
川
原
汎
、
長
松
将
之
輔
、
高
橋
傳
吾
で
あ
り
、
以
降
は
内
科
学
第
一
講
座
で
神
経

内
科
学
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
川
原
は
東
京
大
学
を
卒
業
後
、
本
学
に
着
任
し
、
前
世
紀
末
に
数
多
く
の
神
経
疾

患
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
し
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
現
在
「
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
」
と
し
て
知
ら
れ
る
疾
患
が
世
界
で
初
め
て
明
治

三
十
年
発
行
の
『
愛
知
醫
學
会
雜
誌
』
に
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
と
、
日
本
で
最
初
の
神
経
学
の
成
書
で
あ
る

『
内
科
彙
講
』
の
う
ち
「
神
経
係
統
篇
」
が
川
原
に
よ
り
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
東
京
本
郷
の
半
田
屋
醫
籍
商
店
か
ら
出
版
さ
れ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
症
は
さ
ら
に
瀧
川
晃
一
に
よ
り
伴
性
劣
性
遺
伝
様
式
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
祖
父
江
逸
郎
、
向
井
栄
一
郎
ら
に
よ

り
疾
患
単
位
が
樹
立
さ
れ
、
本
学
の
神
経
学
研
究
史
上
燦
然
と
輝
く
業
績
と
な
っ
て
い
る
。『
内
科
彙
講
』
は
本
学
で
の
講
義
と
本
病
院

で
の
症
例
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
勝
沼
内
科
時
代
に
は
、
嗜
眠
性
脳
炎
、
遺
伝
性
運
動
失
調
症
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
研

究
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
のC.�R.�Soc.�Biol.�

に
発
表
さ
れ
た
無
脳
症
（
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
））、Jpn.�J.�M

ed.�Sci.�

（
昭
和

十
八
年
（
一
九
四
三
））
掲
載
の
脳
腫
瘍
の
論
文
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
村
上
氏
廣
、
大
槻
舒
に
よ
る
日
本
最
初
のGuillain-Barré

症
候
群
の
報
告
、
村
上
ら
に
よ
る
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
小
脳
性
運
動
失
調
症
な
ど
遺
伝
性
神
経
筋
疾
患
の
赫
々
た
る
業
績
が
あ
る
。
勝

沼
精
藏
は
日
本
神
経
学
会
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
り
、
創
立
と
と
も
に
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
こ
の
学
会
は
神
経
内
科
学
の
中
心
と
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な
る
も
の
で
日
比
野
進
は
創
立
時
の
幹
事
、
第
三
回
総
会
会
長
（
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
））
で
あ
る
。
ま
た
、
第
八
回
総
会
（
昭

和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））
は
村
上
氏
廣
、
第
十
八
回
総
会
（
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
は
祖
父
江
逸
郎
が
会
長
を
務
め
た
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
診
療
科
と
し
て
神
経
内
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
十
一
日
で
あ
り
、

第
一
内
科
祖
父
江
逸
郎
教
授
の
退
官
の
わ
ず
か
十
一
日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
後
と
し
て
は
放
射
線
科（
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
））、

麻
酔
科（
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
））、歯
科
口
腔
外
科（
昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
））、脳
神
経
外
科（
昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
））、

老
年
科
（
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
））
に
次
ぎ
六
番
目
の
新
設
に
な
る
。

神
経
内
科
設
置
約
一
年
後
の
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月
一
日
に
、
初
代
教
授
に
髙
橋
昭
が
就
任
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
第
一
内
科

神
経
研
究
室
の
構
成
員
一
七
名
と
共
に
名
実
と
も
神
経
内
科
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
髙
橋
の
在
任
中
で
あ
る
平

成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
は
、
医
学
部
神
経
内
科
学
講
座
と
し
て
発
足
し
、
退
官
し
た
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
構
成
員
が
四
四
人

に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
診
療
・
研
究
に
お
い
て
神
経
内
科
学
教
室
が
大
き
く
成
長
し
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
証
明
し
て
い
る
。

研
究
の
内
容
も
、
電
顕
等
を
用
い
て
詳
細
に
行
わ
れ
た
末
梢
神
経
研
究
、CT

やM
RI

な
ど
の
画
像
検
査
も
使
用
し
て
行
わ
れ
た
脊
髄

疾
患
研
究
、
第
一
内
科
時
代
か
ら
の
研
究
の
流
れ
を
く
む
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
疾
患
な
ど
の
変
性
疾
患
研
究
、Shy-

D
rager

症
候
群
を
中
心
と
し
た
自
律
神
経
研
究
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
多
く
の
研
究
成
果
を
報
告
し
た
。
名
古
屋
大
学
神
経
内
科
学
教
室

と
し
て
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
一
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
名
古
屋
市
公
会
堂
で
第
四
十
五
回
日
本
自
律
神
経
学
会
を
催
し
、

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
五
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
は
名
古
屋
の
地
に
お
い
て
一
八
年
ぶ
り
に
第
三
十
六
回
日
本
神
経
学
会
総
会
を
開

催
し
た
。
こ
の
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
大
き
な
歴
史
的
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
は
あ
っ
た
が
、
三
千
余

名
の
参
加
と
い
う
、
当
時
過
去
最
高
の
参
加
者
を
得
て
盛
会
裏
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

髙
橋
の
退
官
後
約
二
年
間
の
教
授
不
在
期
間
を
経
て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
一
日
に
神
経
内
科
学
第
二
代
教
授
と
し
て
祖
父

江
元
が
就
任
し
た
。
祖
父
江
元
は
、
就
任
当
初
よ
り
、
研
究
室
の
中
で
行
う
集
約
型
の
先
端
的
基
礎
的
研
究
以
外
に
広
域
型
・
前
方
向
型

の
臨
床
研
究
の
必
要
性
を
唱
え
神
経
内
科
研
究
を
推
進
し
た
。
な
か
で
も
、
名
古
屋
大
学
神
経
内
科
で
疾
患
概
念
が
確
立
し
、
脈
々
と
研
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究
が
続
け
ら
れ
て
い
た
「
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
」
に
つ
い
て
、
そ
の
動
物
モ
デ
ル
の
開
発
と
、
そ
れ
を
使
っ
た
病
態
解
明
と
治
療
法
開
発

（JA
SM

IT
T

治
験
）を
す
べ
て
教
室
内
で
行
い
薬
事
承
認
に
結
び
付
け
た
一
連
の
研
究
は
、神
経
変
性
疾
患
に
対
す
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
の
先
駆
け
と
し
て
歴
史
に
残
る
偉
業
と
な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
孤
発
性
の
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
発
症
や
予
後
に

か
か
わ
る
分
子
を
探
し
出
し
、
そ
こ
か
ら
創
薬
に
結
び
つ
く
標
的
分
子
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
を
作
り
、

多
く
の
研
究
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
（JaCA

LS

研
究
）。
名
古
屋
大
学
神
経
内
科
学
教
室
と
し
て
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
二

月
七
日
か
ら
八
日
に
は
第
十
四
回
日
本
免
疫
学
会
学
術
集
会
を
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
九
月
五
日
か
ら
六
日
に
は
第
十
九
回
日
本

末
梢
神
経
学
会
を
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
五
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
は
第
五
十
二
回
日
本
神
経
学
会
学
術
大
会
を
、
平
成

二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
に
は
第
三
十
三
回
日
本
神
経
治
療
学
会
を
開
催
し
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
の
祖
父
江
元
の
退
任
後
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
七
月
一
日
に
、
神
経
内
科
学
第
三
代
教

授
と
し
て
勝
野
雅
央
が
就
任
し
た
。
国
内
外
と
の
共
同
研
究
を
通
じ
、
臨
床
研
究
の
成
果
を
病
態
研
究
に
つ
な
げ
る
リ
バ
ー
ス
ト
ラ
ン
ス

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
や
、
神
経
変
性
疾
患
・
認
知
症
の
発
症
前
先
制
治
療
に
向
け
た
研
究
な
ど
を
進
め
て
い
る
。



228

精
神
医
学
・
親
と
子
ど
も
の
心
療
学

一
．
当
分
野
の
歴
史

①
初
代
教
授
の
北
林
貞
道　

明
治
四
十
年
～
昭
和
六
年
（
一
九
〇
七
～
一
九
三
一
）：
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
十
二
月
、
北
林
が
母

校
初
代
の
精
神
病
学
教
諭
と
な
り
、
精
神
病
学
は
翌
年
一
月
開
講
し
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
現
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
病
院
新

築
に
合
わ
せ
て
精
神
病
棟
も
移
転
。
退
官
後
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
日
本
神
経
学
会
を
主
催
し
て
い
る
。

②
第
二
代
教
授
の
杉
田
直
樹　

昭
和
六
年
～
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
三
一
～
一
九
四
九
）：
杉
田
は
各
国
に
留
学
経
験
を
持
ち
、
脳
の
形

態
学
・
統
合
失
調
症
の
病
因
・
児
童
精
神
医
学
を
専
門
と
し
た
。
知
的
能
力
障
害
群
研
究
の
開
拓
者
で
あ
る
。
戦
時
体
制
か
ら
研
究
活
動

は
困
難
を
極
め
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
春
の
空
襲
に
よ
り
病
棟
は
焼
失
し
た
。
戦
後
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
よ
り
杉
田
は

県
立
城
山
病
院
院
長
を
兼
務
し
た
。
杉
田
は
在
任
中
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
八
月
二
十
九
日
急
逝
し
た
。

③
第
三
代
教
授
の
村
松
常
雄　

昭
和
二
十
五
年
～
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
五
〇
～
一
九
六
四
）：
村
松
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
か
ら

の
支
援
の
下
、
当
時
で
は
画
期
的
試
み
と
し
て
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
含
め
た
研
究
班
を
立
ち
上
げ
、
本
院
に
医
療
社
会
事
業
部
を
創
設
し
た
。

自
身
は
米
国
流
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
精
神
医
学
と
神
経
症
研
究
を
専
門
と
し
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
現
在
も
教
室
内
で
活
動
を
続

け
る
各
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
創
立
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
よ
り
医
学
部
長
に
就
任
、
停
年
退
官
後
は

国
立
精
神
衛
生
研
究
所
長
と
し
て
活
躍
し
た
。

④
第
四
代
教
授
の
堀
要　

昭
和
三
十
九
年
～
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
六
四
～
一
九
七
一
）：
児
童
精
神
医
学
を
専
門
と
す
る
堀
が
助
教
授
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か
ら
昇
任
し
た
。
就
任
前
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
名
大
病
院
内
に
本
邦
初
の
児
童
相
談
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
立
、
ま
た
静
岡
県
立

病
院
養
心
荘
（
現
静
岡
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
）
の
初
代
院
長
で
も
あ
っ
た
。
長
く
日
本
の
児
童
精
神
医
学
を
牽
引
し
た
。
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
停
年
退
官
の
後
、
日
本
福
祉
大
学
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
。

⑤
第
五
代
教
授
の
笠
原
嘉　

昭
和
四
十
七
年
～
平
成
三
年
（
一
九
七
二
～
一
九
九
一
）：
笠
原
の
就
任
は
、
大
学
紛
争
の
混
乱
が
強
く
影

響
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
各
種
の
運
営
権
が
教
授
か
ら
委
譲
さ
れ
、
本
学
内
外
の
構
成
員
か
ら
な
る
民
主
的
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

精
神
病
理
学
を
専
門
と
し
た
笠
原
は
、
当
分
野
の
既
存
シ
ス
テ
ム
を
尊
重
し
、
特
定
の
領
域
に
肩
入
れ
す
る
こ
と
な
く
全
体
を
公
平
に
扱
っ

た
。
自
身
は
、
う
つ
病
や
青
年
期
心
性
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
現
代
社
会
の
病
理
現
象
を
論
文
や
翻
訳
、
一
般
向
け
の
書
籍
と
し
て
精
力
的

に
発
表
し
続
け
た
。
退
官
後
は
藤
田
保
健
衛
生
大
学
精
神
神
経
学
教
室
の
教
授
を
務
め
、
そ
の
後
も
市
内
で
の
診
療
と
後
進
の
指
導
を
続

け
て
い
る
。

⑥
第
六
代
教
授
の
太
田
龍
朗　

平
成
四
年
～
平
成
十
四
年
（
一
九
九
二
～
二
〇
〇
二
）：
当
学
講
師
で
あ
り
本
院
分
院
精
神
科
長
で
も
あ
っ

た
太
田
は
、
精
神
生
理
学
、
特
に
睡
眠
精
神
医
学
を
専
門
と
し
た
。
学
位
取
得
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
は
続
い
て
い
た
が
、
時
代
の
変
化
に

も
後
押
し
さ
れ
、
平
成
十
四
年
～
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
）
に
か
け
て
、
教
室
員
の
大
学
院
教
育
・
博
士
号
取
得
に
つ
い

て
の
現
実
的
な
道
筋
が
た
っ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
太
田
の
尽
力
が
大
き
い
。
太
田
は
ま
た
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
ア
ジ
ア
睡

眠
学
会
を
主
催
す
る
な
ど
国
際
学
会
に
お
け
る
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

⑦
第
七
代
教
授
の
尾
崎
紀
夫　

平
成
十
五
年
～
（
二
〇
〇
三
～
）：
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
精
神
神
経
学
教
室
教
授

で
あ
っ
た
尾
崎
紀
夫
が
就
任
後
、
大
学
院
教
育
は
正
常
化
し
、
多
様
な
研
究
活
動
が
為
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の

日
本
精
神
神
経
学
会
学
術
総
会
主
催
、
日
本
う
つ
病
学
会
・
日
本
生
物
学
的
医
学
会
理
事
長
な
ど
の
学
会
活
動
や
第
二
十
五
期
日
本
学
術
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会
議
会
員
・
第
二
部
幹
事
な
ど
の
公
職
も
活
発
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
卒
前
医
学
部
教
育
に
お
い
て
、
精
神
医
学
の
み
な
ら
ず
、
遺
伝

学
、
薬
理
学
（
精
神
薬
理
）、
労
働
衛
生
学
（
産
業
精
神
保
健
）
の
講
義
も
担
当
す
る
と
同
時
に
、
基
礎
医
学
実
習
で
も
医
学
生
が
精
神

医
学
研
究
に
参
画
し
て
い
る
。
精
神
科
専
門
研
修
に
お
い
て
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
多
人
数
が
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
。

二
．　

当
分
野
の
研
究
内
容

基
本
方
針
を
、
患
者
・
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、「
日
々
の
臨
床
疑
問
の
解
決
」
と
と
も
に
、「
病
因
・
病
態
を
解
明
し
、
病
因
・
病

態
に
即
し
た
診
断
、
治
療
・
予
防
法
の
開
発
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

①
ゲ
ノ
ム
解
析
結
果
を
基
盤
に
し
た
病
態
研
究

統
合
失
調
症
（SCZ

）、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（A

SD

）、
双
極
性
障
害
の
病
態
は
不
明
の
点
が
多
い
が
、
い
ず
れ
も
遺
伝
要
因
が
発

症
に
強
く
関
与
す
る
こ
と
か
ら
、
当
分
野
で
は
発
症
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
、
頻
度
の
稀
な
ゲ
ノ
ム
変
異
、
特
に
ゲ
ノ
ム
コ
ピ
ー
数
変
異

（CN
V

）
に
着
目
し
て
解
析
し
て
き
た
。SCZ

とA
SD

で
は
、
患
者
の
約
八
％
で
発
症
に
関
連
す
るCN

V

を
同
定
し
、
こ
の
中
に
は

SCZ

発
症
を
五
〇
倍
以
上
に
上
げ
る22q11.2

欠
失
や3q29
欠
失
な
ど
が
あ
る
。
上
記
三
疾
患
に
は
、
共
通
す
るCN

V

が
数
多
く
存
在
し
、

CN
V

が
疾
患
横
断
的
に
は
発
症
に
関
与
す
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。CN

V

デ
ー
タ
のin silico

解
析
で
は
、
病
態
パ
ス
ウ
ェ
イ
の
同

定
に
も
成
功
し
た
。

こ
の
よ
う
なin silico

の
知
見
と
並
行
し
て
、
精
神
障
害
発
症
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
生
物
学
的
に
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

客
観
的
な
診
断
方
法
の
開
発
と
、
適
切
な
診
断
結
果
に
基
づ
く
治
療
方
法
の
開
発
（
創
薬
）
を
目
的
と
し
た
基
礎
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
当
分
野
は
、
前
述
し
た
ゲ
ノ
ム
変
異
に
基
づ
く
妥
当
性
の
高
い
精
神
障
害
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
開
発
し
、

行
動
、
睡
眠
、
病
理
、
シ
ナ
プ
ス
病
態
な
ど
の
個
体
お
よ
び
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
型
を
解
析
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
、
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前
述
し
た
ゲ
ノ
ム
変
異
を
有
す
る
患
者
か
らiPS

細
胞
を
樹
立
し
、
解
析
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
患
者
の
神
経
系
細

胞
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
精
神
障
害
の
病
態
研
究
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

②
脳
画
像
研
究

当
分
野
で
は
主
と
し
て
磁
気
共
鳴
画
像
（M

RI

）
を
用
い
て
精
神
障
害
の
病
態
解
明
と
診
断
・
治
療
・
予
防
法
の
開
発
を
目
標
と
し
脳

画
像
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
と
同
時
に
、
精
神
障
害
患
者

お
よ
び
健
常
者
を
対
象
に
構
造
画
像
、安
静
時functional�M

RI

、拡
散
テ
ン
ソ
ル
画
像
な
ど
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
研
究
用
のM

RI

デ
ー

タ
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
情
報
を
含
む
臨
床
情
報
の
収
集
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
精
神
疾
患
患
者
に
お
け
る
認
知
機
能
障
害

の
神
経
基
盤
の
解
明
お
よ
び
、
精
神
疾
患
と
健
常
者
の
判
別
法
の
開
発
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
施
設
共
同
研
究
に
参
画
し
大
規
模

な
精
神
障
害
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

③
死
後
脳
解
析
研
究

当
分
野
の
死
後
脳
解
析
研
究
は
、「
統
合
失
調
症
の
脈
絡
叢
研
究
」
で
知
ら
れ
る
初
代
教
授
の
北
林
に
ま
で
溯
る
。
そ
の
後
、
当
分
野

の
死
後
脳
解
析
研
究
の
礎
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
岩
瀬
正
が
神
経
病
理
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
脳
解
剖
も

関
連
精
神
科
病
院
で
数
多
く
行
わ
れ
た
。
成
果
と
し
て
小
阪
憲
司
（
の
ち
に
横
浜
市
大
精
神
科
教
授
）
が
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
世
界

に
先
駆
け
た
論
文
発
表
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
紛
争
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
当
分
野
の
死
後
脳
解
析
研
究
活
動
は
下
火
に
な
り

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
以
降
に
は
殆
ど
剖
検
も
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
現
教
授
尾
崎
の
就
任
後
、
精
神
障
害
の
病
態
解
明
を
進
め
る
研

究
の
一
環
と
し
て
、
現
精
神
医
療
学
寄
附
講
座
教
授
の
入
谷
が
中
心
と
な
り
、
死
後
脳
解
析
研
究
と
脳
の
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
活
動
が
新
た

に
開
始
さ
れ
、
関
連
精
神
科
病
院
中
心
に
、
こ
の
一
〇
数
年
で
約
八
〇
例
以
上
の
剖
検
脳
を
蓄
積
し
、
古
典
的
神
経
病
理
検
索
に
加
え
、

分
子
生
物
学
的
研
究
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
各
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
共
同
研
究
し
て
い
る
。
長
い
歴
史
を
有
す
脳
病
理
の
勉
強
会
、
名
古
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屋
臨
床
神
経
病
理
ア
カ
デ
ミ
ー
も
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
日
本
神
経
病
理
学
会
名
古
屋
地
方
会
に
昇
格
し
、
愛
知
医
大
加
齢

研
と
共
同
し
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
第
五
十
六
回
が
名
大
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

④
睡
眠
研
究

臨
床
脳
波
学
を
起
点
と
し
て
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
病
態
生
理
解
明
、
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
（PSG

）
測
定
法
の
確
立
、
概
日
リ
ズ

ム
睡
眠
・
覚
醒
障
害
の
病
態
解
明
と
治
療
法
の
開
発
と
い
っ
た
、
今
日
の
睡
眠
医
学
の
基
盤
と
な
る
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

近
年
は
、
睡
眠
研
究
が
精
神
医
学
に
展
開
さ
れ
、
レ
ム
睡
眠
行
動
障
害
やPSG

で
得
ら
れ
るREM

�sleep�w
ithout�atonia

（RW
A

）

に
着
目
し
、
脳
画
像
研
究
と
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
中
高
齢
期
う
つ
病
か
ら
レ
ビ
ー
小
体
病
の
早
期
判
別
に
資
す
る
実
績
を
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
、
睡
眠
評
価
に
必
要
なPSG

は
多
数
の
セ
ン
サ
ー
や
電
極
装
着
を
要
す
る
こ
と
か
ら
拘
束
性
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、

産
学
連
携
に
よ
り
小
型
脳
波
計
を
基
に
し
た
新
規
簡
易
睡
眠
評
価
機
器
を
開
発
し
、PSG

と
の
妥
当
性
も
確
認
す
る
こ
と
で
特
許
出
願

を
達
成
し
た
。
こ
の
新
規
機
器
が
睡
眠
医
学
や
精
神
医
学
の
様
々
な
場
面
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

⑤
運
転
研
究

医
薬
品
添
付
文
書
は
根
拠
な
く
向
精
神
薬
内
服
中
の
運
転
禁
止
を
一
律
に
求
め
て
お
り
、
患
者
社
会
復
帰
の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
精
神
医
学
、
産
業
医
学
に
お
け
る
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
産
学
連
携
、
医
工
連
携
を
活
か
し
て
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的

研
究
が
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
始
ま
り
、
各
種
向
精
神
薬
や
睡
眠
不
足
、
加
齢
、
精
神
障
害
等
の
要
因
が
運
転
技
能
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
証
左
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
国
内
唯
一
で
あ
り
、
一
部
抗
う
つ
薬
の
添
付
文
書
改
訂
に
も
繋

が
っ
た
。
海
外
で
も
医
薬
品
と
自
動
車
運
転
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
産
官
学
連
携
に
お
い
て
新
規
運
転
技
能
評
価
系
の
開
発
に

着
手
し
、
国
内
標
準
の
確
立
を
目
指
し
て
研
究
が
加
速
し
て
い
る
。
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⑥
リ
エ
ゾ
ン
領
域
の
研
究

リ
エ
ゾ
ン
（
連
携
医
療
）
と
は
、
特
定
の
診
療
科
と
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
継
続
し
な
が
ら
対
象
の
身
体
疾
患
全
例
に
精
神
科
医

や
心
理
士
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神
症
状
の
改
善
の
み
な
ら
ず
身
体
疾
患
の
改
善
も
目
指
す
治
療
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
リ
エ
ゾ
ン

活
動
を
開
始
し
た
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
当
初
ま
で
、
精
神
科
と
他
診
療
科
と
の
連
携
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
頭
頸

部
癌
と
肝
移
植
の
二
領
域
で
臨
床
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対
象
身
体
疾
患
の
精
神
疾
患
の
併
存
率
、Q

uality�of�life

、
抑
う
つ
・
不

安
に
つ
い
て
多
角
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
リ
エ
ゾ
ン
活
動
が
名
大
病
院
内
で
周
知
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
多
く
の
診
療
科
に

連
携
医
療
は
拡
大
し
た
。
現
在
の
精
神
科
は
、
複
数
の
リ
エ
ゾ
ン
活
動
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑦
摂
食
障
害
研
究

当
分
野
関
連
の
総
合
病
院
精
神
科
が
診
療
報
酬
上
の
問
題
か
ら
縮
小
・
閉
鎖
さ
れ
た
折
よ
り
、
特
に
身
体
医
学
的
に
重
篤
な
摂
食
障
害

患
者
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
が
激
減
し
、
本
院
へ
の
集
中
が
続
い
て
い
た
。
科
内
外
で
の
調
整
の
後
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

よ
り
、
身
体
医
学
的
重
症
者
を
含
め
て
精
神
科
病
棟
に
処
遇
す
る
た
め
の
多
職
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
説
明
資
料
な
ど
を
運
用
開
始
、
以
後
当

科
病
棟
は
国
内
有
数
の
治
療
拠
点
と
な
る
に
至
っ
た
。
研
究
面
で
は
、
神
経
性
や
せ
症
を
中
心
に
、
脳
構
造
画
像
・
機
能
画
像
研
究
、
神

経
心
理
学
的
研
究
、
生
理
活
性
物
質
研
究
、
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
な
ど
の
病
態
研
究
と
共
に
、
性
格
・
精
神
病
理
学
的
研
究
、
身
体
合
併
症

研
究
に
お
け
る
実
績
を
得
て
い
る
。
学
外
の
機
関
・
研
究
者
と
の
交
流
も
拡
大
し
て
い
る
。

⑧
妊
産
婦
研
究

妊
産
婦
研
究
で
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
よ
り
学
内
外
産
婦
人
科
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
妊
娠
初
中
期
か
ら
産
後
一
ヶ
月
ま
で

の
気
分
、
被
養
育
体
験
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
人
格
傾
向
、
そ
の
他
の
心
理
社
会
的
要
因
を
経
時
的
に
評
価
し
て
い
る
。
本
研
究
に

よ
り
、
抑
う
つ
状
態
の
経
過
分
類
、
損
害
回
避
と
抑
う
つ
の
関
連
、
被
養
育
体
験
の
状
態
依
存
性
、
産
後
の
抑
う
つ
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
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ポ
ー
ト
の
保
護
的
作
用
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
抑
う
つ
の
関
係
、
抑
う
つ
状
態
評
価
や
、
躁
状
態
評
価
の
信
頼
性
・
妥
当
性
な
ど
を
明
ら
か

に
し
、
多
数
の
学
位
取
得
者
を
輩
出
し
た
。
本
領
域
で
は
四
論
文
が
賞
を
獲
得
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、D

N
A

の
メ
チ
ル

化
や
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
検
討
、A

I

解
析
の
導
入
、
児
へ
の
影
響
も
含
め
た
追
跡
研
究
な
ど
、
大
型
研
究
費
に
よ
る
支
援
な
ら
び
に
研
究

機
関
の
連
携
を
得
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑨
口
腔
領
域
の
研
究

身
体
症
状
症
は
、
疼
痛
な
ど
の
身
体
症
状
が
持
続
し
て
機
能
が
低
下
す
る
疾
患
で
あ
り
、
社
会
・
経
済
的
損
失
は
甚
大
で
あ
る
。
臨
床

研
究
が
乏
し
く
診
療
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
中
、
当
分
野
は
愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
の
協
力
を
得
て
、
精
神
科
医
・
歯
科
医
が
連
携

し
て
口
腔
領
域
の
身
体
症
状
症
患
者
の
診
療
及
び
研
究
に
あ
た
る
専
門
外
来
を
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
開
設
し
た
。
現
在
ま
で�

一
，
二
〇
〇
名
以
上
の
患
者
の
診
療
を
行
い
、
研
究
に
お
い
て
は
、
口
腔
領
域
の
身
体
症
状
症
患
者
の
人
格
特
性
、
抗
う
つ
薬
の
疼
痛
軽

減
効
果
、
抗
う
つ
薬
の
疼
痛
軽
減
効
果
と
薬
物
血
中
濃
度
と
の
関
連
、
血
中
神
経
炎
症
関
連
物
質
の
特
徴
と
経
時
変
化
な
ど
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
。
現
在
、
タ
ン
パ
ク
質
発
現
変
化
や
セ
ロ
ト
ニ
ン
濃
度
と
の
関
連
性
、
モ
デ
ル
動
物
の
作
成
お
よ
び
各
種
症
状
評
価
等
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。
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脳
神
経
外
科
学
・
脳
神
経
先
端
医
療
開
発
学
・
脳
血
管
内
治
療
学

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
の
創
設
者
の
一
人
で
、
第
一
回
（
昭
和
二
十
三
年
五
月
四
日
：
於
新
潟
大
）、
第
二
回
（
昭
和
二
十
三
年
十
月

三
十
日
：
於
東
大
）、
第
三
回
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
一
日
：
於
慶
應
大
）
の
日
本
脳
・
神
経
外
科
研
究
会
会
長
を
務
め
た
の
が
齋
藤
眞
（
当

時
名
古
屋
大
学
教
授
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
十
八
回
日
本
外
科
学
会
総
会
（
会
長 

中
田
瑞
穂 

新
潟
大
学
教
授
）
に
併
催
さ
れ
た

第
一
回
日
本
脳
・
神
経
外
科
研
究
会
が
本
学
会
の
起
源
で
あ
る
。

齋
藤
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
敷
玉
村
青
生
（
現
在
の
宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町
青
生
）
に
生
ま
れ
た
。
外
科
医
で
従
軍
医

で
あ
っ
た
養
父
（
齋
藤
蔵
之
助
）
か
ら
、
銃
槍
の
あ
る
頭
骸
骨
が
渡
さ
れ
、
当
時
本
邦
で
は
遅
れ
て
い
た
脳
神
経
外
科
開
拓
を
目
指
す
よ

う
に
指
示
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
第
二
高
等
学
校
（
現
東
北
大
学
）
を
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
東
京
帝
国
大
学
医
学
科
を

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
卒
業
し
、
医
師
に
な
っ
た
齋
藤
は
東
京
帝
国
大
学
の
外
科
に
勤
務
し
た
が
、
そ
の
一
年
三
か
月
後
の
大
正
六

年
（
一
九
一
七
）
に
は
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
（
現
名
古
屋
大
学
医
学
部
）
の
講
師
と
な
っ
た
。
わ
ず
か
二
十
七
歳
で
の
就
任
で
あ
り
、

若
く
し
て
教
壇
に
立
っ
た
齋
藤
は
悩
ん
だ
。
そ
の
時
期
、
鶴
舞
公
園
を
散
歩
の
折
、
苗
木
を
見
て
、「
こ
の
苗
木
も
い
つ
ま
で
も
小
さ
な

ま
ま
で
は
居
な
い
。
見
上
げ
る
よ
う
な
大
木
に
な
る
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
虫
が
つ
い
て
枯
れ
る
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
し
や
る
ぞ
。」
と

決
意
し
た
と
い
う
。
齋
藤
は
、
東
京
で
重
要
な
手
術
が
あ
る
と
き
に
は
仕
事
が
終
わ
る
と
夜
行
列
車
で
上
京
し
て
学
び
、
手
術
が
終
わ
る

と
す
ぐ
名
古
屋
に
戻
っ
て
病
院
の
仕
事
と
授
業
、
そ
し
て
研
究
を
行
う
と
い
っ
た
生
活
を
続
け
た
。
二
年
後
に
は
教
授
に
就
任
し
、
外
科

部
長
に
も
就
任
し
た
。
し
か
し
齋
藤
は
脳
神
経
外
科
学
を
日
本
に
広
め
る
た
め
、
当
時
の
医
学
の
最
先
端
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
。
齋
藤
は
教
授
と
外
科
部
長
の
地
位
を
捨
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
自
費
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
し
た
。

三
十
歳
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
た
齋
藤
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
、
パ
リ
大
学
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
学
校
で
脳
神

経
外
科
を
学
ん
だ
。
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
愛
知
医
科
大
学
（
現
名
古
屋
大
学
医
学
部
）
の
教
授
に
就
任
し
て
、
さ
ら
に
二
年
間
の
留

学
の
延
長
を
許
可
さ
れ
た
。
四
年
間
に
渡
る
留
学
の
中
で
、
特
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授M

arburg

の
指
導
を
受
け
、
脳
神
経
外
科
の
技
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術
と
知
識
を
身
に
付
け
て
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
に
帰
国
し
た
齋
藤
は
、
日
本
の
脳
神
経
外
科
の
開
拓
を
進
め
た
。
脳
血
管
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
法
、
神
経
撮
影
法
、
全
身
麻
酔
法
、
脳
腫
瘍
の
診
断
と
手
術
治
療
法
な
ど
、
多
く
の
研
究
成
果
を
世
界
に
発
表
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
齋
藤
が
い
た
名
古
屋
も
度
重
な
る
爆
撃
に
よ
り
、
病
院
や
自
宅
が
燃

え
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
終
戦
時
、
当
院
も
甚
大
な
被
害
に
遭
い
、
そ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
施
設
や
設
備
な
ど
殆
ど
全
て

が
灰
塵
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
職
員
が
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
中
、
齋
藤
は
呟
い
た
。「
な
に
、
始
め
か
ら
や
り
直
せ
ば
よ
い
。」
と
。
昭
和

二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
、
当
院
病
院
長
に
就
任
し
、
戦
後
の
病
院
の
整
備
、
全
国
各
地
の
病
院
設
立
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
日

本
脳
神
経
外
科
研
究
会
（
現
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
）
の
発
足
に
尽
力
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
、
全
国
の
脳
神
経
外

科
先
駆
者
達
（
新
潟
大
学
教
授
中
田
瑞
穂
、
京
都
大
学
教
授
荒
木
千
里
、
東
京
大
学
教
授
清
水
健
太
郎
、
東
北
大
学
教
授
桂
重
次
、
順
天

堂
大
学
教
授
田
中
憲
二
、
岡
山
大
学
助
教
授
陣
内
伝
之
ら
）
と
と
も
に
、
日
本
脳
・
神
経
外
科
研
究
会
（
現
在
の
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
）

を
設
立
し
、
そ
の
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で
の
会
長
を
務
め
た
。
こ
の
研
究
会
の
発
足
に
よ
り
、
日
本
の
脳
神
経
外
科
学
は
大
き
く
前
進

し
た
。
幼
い
頃
よ
り
父
の
訓
示
も
あ
っ
て
描
い
て
い
た
齋
藤
の
想
い
が
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
医

師
と
し
て
ま
た
脳
神
経
外
科
医
と
し
て
の
道
を
生
き
ぬ
い
た
齋
藤
の
手
帳
に
は
、
次
の
短
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
。

「
雨
よ
降
れ 

風
も
吹
け
吹
け 

日
も
照
ら
せ 

わ
が
行
く
道
は 

白
き
一
文
字
」

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
二
日
、
病
院
長
就
任
中
、
自
宅
に
て
心
筋
梗
塞
に
て
急
逝
さ
れ
た
。
享
年
六
十
歳
で
あ
っ
た
。（
着

任
：
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
三
十
一
日
～
退
任
：
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
二
日
）

そ
の
後
、
教
授
戸
田
博
（
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
一
月
三
日
～
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
二
月
二
十
三
日
）（
主
業
績
は

胸
部
交
感
神
経
外
科
）、
教
授
橋
本
義
雄
（
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
十
六
日
～
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月

三
十
一
日
）（
主
業
績
は
頭
部
外
傷
）
と
引
き
継
が
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
脳
神
経
外
科
学
講
座
が
外
科
学
講
座
か

ら
の
独
立
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
初
代
教
授
と
な
っ
た
景
山
直
樹
（
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
五
月
十
五

日
～
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
三
十
一
日
）
は
、
就
任
後
、
そ
の
当
時
、
第
一
外
科
及
び
第
二
外
科
か
ら
集
結
し
た
五
〇
人
も
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の
医
局
員
の
先
頭
に
立
っ
て
、
ま
ず
は
脳
神
経
外
科
学
講
座
の
体
制
整
備
に
尽
く
し
、
地
域
医
療
の
充
実
と
診
療
領
域
の
拡
充
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
中
部
地
方
の
大
学
間
連
携
強
化
に
尽
力
し
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
八
県
一
二
大
学
が
結
束
し
て
、

中
部
支
部
会
が
発
足
し
た
。
学
術
面
で
は
、
特
に
脳
腫
瘍
学
及
び
脳
血
管
内
治
療
学
の
確
立
し
尽
力
し
、
各
々
、
日
本
脳
腫
瘍
病
理
学
会

及
び
日
本
脳
血
管
内
治
療
学
会
を
設
立
し
た
。
特
に
、
そ
れ
ま
で
難
治
性
疾
患
と
さ
れ
て
い
た
ク
ッ
シ
ン
グ
病
の
病
態
解
明
と
そ
の
手
術

的
治
療
法
を
確
立
し
、
経
鼻
的
手
術
法
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
就
任
し
た
第
二
代
教
授
の
杉
田
虔
一
郎

（
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
六
月
一
日
～
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
九
月
五
日
）
は
、
脳
神
経
外
科
の
顕
微
鏡
手
術
の
確
立
に
よ
る

手
術
精
度
の
向
上
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
様
々
な
マ
イ
ク
ロ
手
術
機
器
の
開
発
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
特
に
、
脳
動
脈
瘤
治
療

の
「
ス
ギ
タ
ク
リ
ッ
プ
」
は
、
現
在
で
も
全
世
界
で
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
就
任
さ
れ
た
第
三
代
教
授
の
吉
田

純
（
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
二
月
一
日
～
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
三
十
一
日
）
は
、
生
命
科
学
・
医
用
工
学
の
進
歩
を
脳
神

経
疾
患
医
療
に
取
り
入
れ
、
寄
附
講
座
の
バ
イ
オ
医
療
学
講
座
、
遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
脳
腫
瘍
の
遺
伝
子
治

療
、
細
胞
・
再
生
医
療
（
の
ち
に
、
遺
伝
子
治
療
学
講
座
に
発
展
、
そ
の
後
脳
神
経
先
端
医
療
開
発
学
と
改
称
）
や
、
脳
血
管
内
治
療
（
の

ち
に
、
脳
血
管
治
療
学
に
発
展
）
の
開
拓
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
画
像
診
断
の
新
し
い
技
術
を
導
入
し
た
精
巧
な

手
術
法
を
開
発
し
、
術
中M

RI

や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を
駆
使
し
た
進
化
型
手
術
室
（Brain�T

heater

）
を
擁
立
し
た
。
特
筆
す
べ

き
は
、
悪
性
脳
腫
瘍
へ
の
遺
伝
子
治
療
臨
床
応
用
を
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
三
日
に
日
本
初
で
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
（
遺

伝
子
治
療
学
講
座
、
の
ち
の
脳
神
経
先
端
医
療
開
発
学
の
立
ち
上
げ
）。
一
方
、
地
域
社
会
へ
の
医
療
還
元
の
た
め
に
、
脳
卒
中
外
科
を

中
心
と
す
る
救
急
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
た
（
脳
血
管
内
治
療
学
、
脳
卒
中
管
理
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
）。
平
成

二
十
年（
二
〇
〇
八
）か
ら
は
、
第
四
代
教
授
と
し
て
若
林
俊
彦
が
就
任（
平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）六
月
一
日
～
令
和
二
年（
二
〇
二
〇
）

三
月
三
十
一
日
）
し
、
脳
神
経
外
科
領
域
の
高
度
先
進
医
療
開
発
、
高
度
先
進
医
療
の
拠
点
化
（
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
研

究
拠
点
、
臨
床
研
究
中
核
拠
点
、
中
部
円
環
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
、
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
：
遺
伝
子
・
再
生
医

療
セ
ン
タ
ー
）
設
立
、
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
拠
点
、
小
児
が
ん
診
療
拠
点
、
超
音
波
収
束
治
療
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機
器
の
中
部
地
区
へ
の
初
導
入
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ
設
立
、
愛
知
県
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
設
立
な
ど
）
を
進
め
、
基
礎
研
究

か
ら
臨
床
研
究
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
の
包
括
的
医
療
体
制
の
整
備
に
力
を
注
い
だ
。
ま
た
、
小
児
疾
患
症
例
の
家
族
が
安
心
し
て
泊
ま
れ

る
病
院
敷
地
内
の
「
第
二
の
我
が
家
」
と
な
る
、「
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
」
の
誘
致
に
も
尽
力
し
、
全
国
で
九
番
目
（
大

学
病
院
敷
地
内
へ
の
誘
致
は
、
東
大
に
次
ぎ
二
番
目
）
に
設
置
さ
れ
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
二
月
十
六
日
に
、
第
五
代
教
授
と

し
て
齋
藤
竜
太
が
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

本
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
は
、
齋
藤
眞
が
名
古
屋
大
学
に
就
任
（
大
正
六
年
（
一
九
一
七
））
以
来
、
一
〇
〇
余
年
の
歴
史
を
持
つ
。

こ
の
脳
神
経
外
科
学
の
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
同
門
会
員
数
四
〇
〇
余
名
の
下
、
本
学
が
基
幹
施
設
と
な
り
、
三
四
の
研
修
施

設
、
二
四
の
関
連
施
設
及
び
一
〇
〇
以
上
の
関
係
病
院
を
擁
す
る
日
本
最
大
級
の
臨
床
拠
点
の
下
、
年
間
一
万
件
の
手
術
、
二
万
件
の
入

院
症
例
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
臨
床
経
験
の
現
場
で
、
若
手
研
修
医
は
優
秀
な
指
導
医
の
下
で
、
手
術
の
入
門
の
イ
ロ

ハ
か
ら
最
高
難
度
の
手
術
ま
で
を
体
験
し
つ
つ
、
専
門
医
試
験
を
受
け
る
七
年
目
ま
で
に
は
、
世
界
の
ど
こ
に
も
負
け
な
い
臨
床
の
実
力

を
身
に
つ
け
る
研
修
シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

専
門
医
試
験
合
格
後
は
、
各
人
の
能
力
と
希
望
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
分
か
れ
て
、
さ
ら
に
専
門
性
の
高

い
臨
床
体
験
と
未
知
の
領
域
へ
の
研
究
マ
イ
ン
ド
の
育
成
が
始
ま
る
。
現
在
、
脳
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
、
脳
血
管
外
科
グ
ル
ー
プ
、
脳
血
管
内

治
療
グ
ル
ー
プ
、
機
能
外
科
・
て
ん
か
ん
外
科
グ
ル
ー
プ
、
神
経
内
視
鏡
・
内
分
泌
グ
ル
ー
プ
、
脊
椎
・
脊
髄
グ
ル
ー
プ
、
小
児
脳
神
経

外
科
グ
ル
ー
プ
及
び
最
先
端
医
療
グ
ル
ー
プ
の
八
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
境
界
領
域
と
し
て
、
頭
蓋
底
外
科
、
術
中
画
像

誘
導
、
神
経
外
傷
、
神
経
再
生
、
感
染
症
な
ど
も
個
別
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
横
断
的
組
織
と
し
て
の
先
端
医
療
・
臨
床

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
、
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
、
小
児
治
療
セ
ン
タ
ー
、
解
剖
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（CA

LN
A

：

Clinical�A
natom

y�Laboratory�in�N
agoya

）、
て
ん
か
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
有
機
的
に
活
動
し
て
い
る
。
各
グ
ル
ー
プ
に
所
属
後
、

医
局
員
が
最
先
端
研
究
に
直
接
触
れ
る
た
め
に
、
国
内
外
の
超
一
流
機
関
へ
の
留
学
は
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
当
教
室
の
故
名
誉

教
授
の
杉
田
虔
一
郎
が
設
立
し
た
「
ス
ギ
タ
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
」
を
利
用
し
て
、
海
外
か
ら
の
若
手
研
究
者
の
招
聘
、
海
外
へ
の
留
学
支
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援
及
び
海
外
研
究
施
設
と
の
積
極
的
な
交
流
を
図
っ
て
お
り
、
毎
年
多
数
の
同
門
の
メ
ン
バ
ー
が
海
外
で
の
学
会
参
加
や
留
学
を
経
験
し

て
い
る
。
ま
た
、
医
局
に
は
常
に
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
複
数
人
在
籍
し
て
お
り
、
居
な
が
ら
に
し
て
国
際
交
流
が
体
験
で
き
る
。
一
方

で
は
、
地
域
貢
献
も
重
視
し
て
お
り
、
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
中
部
支
部
会
の
事
務
局
と
し
て
東
海
北
陸
中
部
地
区
一
二
大
学
と
の
積
極

的
な
交
流
と
地
域
医
療
の
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
。
医
療
現
場
で
は
、
先
進
医
療
を
駆
使
し
て
世
界
屈
指
の
脳
神
経
外
科
医
療
体
制
を

誇
る
と
と
も
に
、
超
高
精
度
脳
神
経
外
科
手
術
室
の
「Brain�T

heater

」
を
駆
使
し
て
、
分
子
標
的
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
と
連
動
し
た

高
精
度
画
像
誘
導
手
術
（
術
中M

RI

装
置
）、
最
先
端
脳
血
管
内
治
療
手
術
、
脳
脊
髄
血
管
治
療
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
、
定
位
的
脳
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ニ
ュ
ー
ロ
メ
イ
ト
）
を
用
い
た
て
ん
か
ん
並
び
に
定
位
的
脳
手
術
、
神
経
内
視
鏡
を
用
い
た
低
侵
襲
高
難
度
脳
深
部

手
術
、
最
小
侵
襲
脊
椎
脊
髄
手
術
、
脳
脊
髄
腫
瘍
に
対
す
る
分
子
標
的
治
療
、
遺
伝
子
治
療
・
細
胞
療
法
、
術
中
脊
髄
損
傷
に
対
す
る
幹

細
胞
移
植
等
の
先
端
医
療
へ
の
臨
床
研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

臨
床
系
教
室
と
い
え
ど
も
、
基
礎
研
究
が
臨
床
研
究
に
直
結
す
る
課
題
を
双
方
と
も
こ
な
し
て
い
く
研
究
者
が
多
数
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
当
大
学
に
て
若
手
研
究
者
の
育
成
と
そ
の
後
の
研
究
職
従
事
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ア
の
発
展
を
前
提
に
悪
性
脳
腫
瘍
治
療
の
臨
床

応
用
へ
向
け
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
先
駆
け
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
若
手
研
究
員
は
、
海
外
研
究
実
績
に
重
き
を
置
い
て

お
り
、
そ
の
国
際
的
な
視
野
が
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
基
盤
の
も
と
、
例
え
ば
、
脳
腫
瘍
の
網
羅
的
ゲ
ノ
ム
解
析
基
礎
研
究
の
臨
床

応
用
の
実
現
を
早
期
に
展
開
し
、
悪
性
脳
腫
瘍
の
細
胞
医
療
・
免
疫
療
法
・
ワ
ク
チ
ン
療
法
な
ど
を
も
実
現
す
る
た
め
に
、
脳
腫
瘍
疾
患

だ
け
で
も
多
数
の
入
院
数
と
脳
腫
瘍
摘
出
手
術
数
を
誇
り
、
国
内
有
数
の
臨
床
実
績
の
も
と
、
多
彩
な
臨
床
例
に
対
す
る
新
た
な
臨
床
研

究
の
出
来
る
環
境
下
に
あ
る
。
次
な
る
飛
躍
と
し
て
、
同
時
に
基
礎
研
究
及
び
臨
床
研
究
の
大
き
な
市
場
規
模
・
実
績
を
有
す
る
北
米
に

ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
目
的
で
、
同
門
の
若
手
研
究
員
を
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
小
児
病
院
（Sick�K

ids

）
へ
継
続
的
に

派
遣
し
て
い
る
。
同
時
に
脊
髄
脊
椎
分
野
に
お
い
て
は
、
臨
床
業
務
に
従
事
し
て
臨
床
技
術
を
向
上
す
る
目
的
で
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
セ
ン

ト
マ
イ
ケ
ル
病
院
（St.�M

ichaels

）
へ
継
続
的
に
臨
床
留
学
に
派
遣
し
て
い
る
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
小
児
病
院
の
研
究
は
そ
の
成
果
の
一

部
と
し
て
、国
際
的
一
流
雑
誌
に
掲
載
さ
れ（Suzuki�H

,�et�al;�N
ature�genetics�47(5),�458-468,�2015

）、平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）
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に
改
定
さ
れ
たW

H
O

の
脳
腫
瘍
分
類
（
第
四
版
改
訂
版
）
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
小
児
病
院
に
所
属
す

るM
ichael�T

aylor

は
、
小
児
の
代
表
的
悪
性
脳
腫
瘍
で
あ
る
髄
芽
腫
の
網
羅
的
ゲ
ノ
ム
解
析
で
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
を
推
進

し
て
お
り
、
こ
の
二
施
設
に
よ
る
共
同
研
究
で
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在
、
我
々
は
こ
の
二
施
設
の
国
際
的
共
同
研

究
に
よ
り
脳
腫
瘍
の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
解
析
に
よ
る
創
薬
の
研
究
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
細
胞
療
法
あ
る
い
は
分
子
標
的
医

療
で
の
応
用
に
よ
り
融
合
的
な
新
領
域
、
脳
腫
瘍
撲
滅
へ
の
発
展
を
も
視
野
に
い
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
事
業
は
日
本
国
内
の
複
数
の
施

設
と
も
共
同
し
て
行
う
た
め
、
国
内
で
の
連
携
を
も
強
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
相
乗
効
果
に
て
加
速
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

ト
ロ
ン
ト
大
学
小
児
病
院
の
外
科
統
括
部
長
で
あ
るJam
es�T

hom
as�Rutka

は
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
ス
ギ
タ
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ

プ
を
利
用
し
て
名
古
屋
大
学
に
留
学
し
た
第
一
号
で
あ
り
、
そ
の
際
に
若
林
と
の
友
好
が
始
ま
り
、
三
〇
余
年
来
の
旧
友
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
現
在
は
、
脳
神
経
外
科
の
国
際
的
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る
、Journal�of�N

eurosurgery

のEditor-in-Chief

で
も
あ
る
。
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眼
科
学
・
感
覚
器
障
害
制
御
学

［
前
史
］

既
に
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら
、
公
立
医
学
校
で
は
田
野
俊
貞
訳
官
に
よ
り
「
眼
科
学
」
が
講
義
さ
れ
て
い
た
が
、
診
療
科
と

し
て
は
当
初
「
治
療
課
」
の
中
に
包
括
さ
れ
て
お
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
こ
れ
が
内
科
と
外
科
の
二
部
に
分
か
れ
、
翌
十
五

年
（
一
八
八
二
）
外
科
か
ら
眼
科
が
独
立
し
、
眼
科
医
長
が
置
か
れ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
公
立
医
学
校
及
び
公
立
病
院
が

改
称
さ
れ
（
後
藤
新
平
が
校
長
兼
病
院
長
）、
翌
年
、
県
立
愛
知
医
学
校
教
諭
兼
愛
知
病
院
眼
科
医
長
と
し
て
小
倉
開
治
（
東
京
大
学
卒
）

が
就
任
し
た
。
ち
な
み
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
ウ
ィ
ル
マ
眼
科
研
究
所
で
眼
科
学
が
外
科
か
ら
独
立
し
た
の
は
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。

佐
々
木
逵
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
同
年
、
眼
科
教
室
の
助
手
、
第
一
医
院
、
警
視
庁
監

獄
医
長
を
経
て
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
愛
知
医
学
校
教
諭
と
し
て
名
古
屋
に
就
任
、
眼
科
副
医
長
と
し
て
小
倉
を
助
け
た
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）、
小
倉
の
退
職
の
後
を
継
い
で
教
諭
兼
眼
科
医
長
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月

二
十
五
日
付
で
、
金
沢
第
四
高
等
学
校
教
授
兼
県
立
金
沢
病
院
眼
科
部
長
に
転
じ
た
。

賀
古
桃
次
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
愛
知
医
学
専
門
学
校

教
諭
に
聘
せ
ら
れ
、
教
諭
兼
愛
知
県
立
病
院
眼
科
医
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
四
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
、
教
授
ウ
ー
ト
フ
（Zeichen�

U
hthoff

）
の
も
と
で
「
糖
尿
病
の
眼
疾
患
」
の
論
文
を
作
成
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）「
哺
乳
類
の
角
膜
実
質
炎
に
就
い
て
」
の

論
文
に
よ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
の
学
位
を
得
た
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
第
三
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
を
主
宰
し
た
。

熊
谷
直
樹
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ウ
ィ
ー

ン
大
学
生
理
学
教
室
で
教
授
ク
ラ
イ
ド
ル
（A

lois�K
reidl

）
の
指
導
の
も
と
に
「
死
後
の
瞳
孔
変
化
に
就
い
て
」
を
発
表
し
た
。
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
に
賀
古
の
後
を
継
い
で
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
教
諭
と
し
て
就
任
し
た
。
翌
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
第



242

二
十
一
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
の
会
長
を
務
め
、
同
年
「
網
膜
に
於
け
る
運
動
現
象
に
就
い
て
」
を
主
論
文
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
の
学

位
を
取
得
し
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
新
潟
医
学
専
門
学
校
の
教
授
に
転
じ
た
。

小
口
忠
太
が
東
京
の
済
生
学
舎
に
学
び
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
の
は
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
二
年
間
、
明
々
堂
の
須
田
哲
造
の
門
に
入
り
眼
科
を
学
び
、
さ
ら
に
帝
国
大
学
医
科
大
学
選
科
に
入
っ
て
河
本
教
授
の
指
導
を
受

け
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
ド
イ
ツ
留
学
中
の
論
文
「
所
謂
増
殖
性
網
膜
炎
に
就
い
て
」
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
か
ら
学
位
を
得
た
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
の
教
授
に
就
任
し
、
愛
知
医
科
大
学
、
名
古
屋
医
科
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
学
教

授
と
し
て
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）、
六
十
五
歳
の
停
年
退
官
ま
で
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
ま
で
学
長
を
務
め
、
退
官
後
も
毎
日
朝
早
く
か
ら
名
誉
教
授
室
で
仕
事
に
専
念
し
た
。

小
口
の
数
多
い
業
績
の
中
で
、
新
し
い
先
天
性
の
停
止
性
夜
盲
で
あ
る
「
小
口
病
」
の
発
見
は
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

の
他
に
も
、『
近
代
眼
科
屈
折
篇
』（
半
田
屋
医
籍 

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
））、『
日
露
役
に
於
け
る
眼
外
傷
』（
大
正
二
年

（
一
九
一
三
））、『
大
日
本
眼
科
全
書
眼
外
傷
』（
金
原
商
店 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
））、『
小
口
氏
色
神
検
査
表
』（
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
））、『
小
口
氏
仮
性
同
色
表
』（
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
））
な
ど
数
多
く
の
貴
重
な
著
書
を
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績

に
対
し
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
帝
国
学
士
院
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
長
く
国
際
眼
科
学
会
の
理
事
を
務
め
、
国
際
的
に
も
広

く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
小
口
の
研
究
態
度
や
教
室
員
の
指
導
方
針
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
、
小
口
の
弟
子
で
後
に
第
七
代
の

眼
科
教
授
に
な
っ
た
小
嶋
克
は
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
厳
し
さ
で
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
。

［
帝
大
時
代
～
新
生
］

中
島
實
は
東
京
帝
国
大
学
を
経
て
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
か
ら
愛
知
医
科
大
学
に
就
任
し
、
小
口
の
も
と
で
助
教
授
と
し
て
活

躍
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
に
金
沢
医
科
大
学
の
教
授
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
小
口
の
後
任
と
し
て
就
任
し
た
。

本
学
が
帝
国
大
学
に
昇
格
し
た
頃
か
ら
、
遂
に
第
二
次
大
戦
へ
突
入
し
本
土
上
空
を
米
機
が
乱
舞
す
る
状
況
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
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（
一
九
四
五
）
三
月
、
本
学
医
学
部
、
附
属
医
院
は
空
襲
に
よ
り
大
半
を
焼
失
し
た
。
眼
科
学
教
室
が
復
旧
し
た
の
は
、
新
制
大
学
が
発

足
し
た
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
。
外
科
、
整
形
外
科
と
共
存
の
二
〇
〇
坪
の
応
急
建
築
で
、
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）
か
ら
翌
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
か
け
て
本
格
的
に
基
礎
研
究
棟
、
新
病
棟
が
再
建
さ
れ
た
。
網
膜
手
術
な
ど
臨

床
に
も
取
り
組
む
中
で
、
研
究
面
で
は
網
膜
の
生
化
学
や
組
織
化
学
の
分
野
で
大
き
な
業
績
を
残
し
、
中
島
は
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）、
東
京
大
学
教
授
の
任
に
着
い
た
。

小
嶋
克
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
愛
知
医
科
大
学
を
卒
業
後
小
口
に
師
事
し
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
名
古
屋
帝
国
大

学
教
授
（
航
空
医
学
研
究
所
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
本
学
医
学
部
教
授
に
就
任
し
た
。
糖
尿
病
の
眼
病

変
、
網
膜
の
組
織
化
学
、
視
力
・
視
機
能
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
東
北
大
学
教
授
水
野
勝
義
、
岐
阜
大
学
教
授
早
野
三

郎
、
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
教
授
馬
嶋
慶
直
、
名
古
屋
市
立
大
学
教
授
馬
嶋
昭
生
、
浜
松
医
科
大
学
教
授
渡
邊
郁
緒
等
が
赴
任
し
た
の

は
小
嶋
の
時
代
で
あ
っ
た
。
日
本
眼
科
学
会
の
評
議
員
お
よ
び
理
事
に
加
え
病
院
長
を
務
め
、
大
学
紛
争
の
真
只
中
に
あ
っ
て
医
学
部
長

事
務
取
扱
と
し
て
山
積
す
る
難
問
の
解
決
に
尽
力
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
勲
二
等
瑞
宝
章
の
叙
勲
を
受
け
た
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
は
紛
争
の
あ
お
り
で
教
授
空
席
時
代
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
後
任
と
し
て
市
川
宏
が
教

授
に
就
任
し
た
。

市
川
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
眼
科
学
教
室
に
入
局
、
中
島
に
師
事
し
た
。
在
籍
中
は
第

四
十
一
回
日
本
中
部
眼
科
学
会
、
第
七
回
国
際
労
働
眼
科
学
会
、
第
三
十
二
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
等
を
主
宰
し
、
第
八
十
六
回
日
本
眼

科
学
会
総
会
で
「
色
覚
異
常
の
本
態
と
臨
床
」
の
特
別
講
演
、
第
三
十
四
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
に
お
い
て
「
老
化
と
眼
の
機
能
」
の
特

別
講
演
を
し
、
長
年
に
わ
た
り
日
本
眼
科
学
会
の
評
議
員
、
理
事
を
務
め
る
な
ど
学
会
活
動
を
続
け
た
。

粟
屋
忍
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、
本
学
医
学
部
を
卒
業
、
同
大
学
院
を
経
て
弱
視
・
斜
視
・
小
児
眼
科
を
中
心
に
臨
床
と
研

究
を
す
す
め
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
か
ら
二
年
間
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
ウ
ィ
ル
マ
眼
科
研
究
所
に
留
学
し
た
。
昭

和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
第
九
十
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
に
お
い
て
宿
題
報
告
「
形
態
覚
遮
断
弱
視
」
を
担
当
し
た
。
平
成
二
年
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（
一
九
九
〇
）
に
は
国
際
斜
視
学
会
会
長
、
平
成
七
～
平
成
九
年
（
一
九
九
五
～
一
九
九
七
）
に
は
医
学
部
長
の
職
も
務
め
た
。

粟
屋
は
外
来
診
療
や
研
究
体
制
に
、
ウ
ィ
ル
マ
・
シ
ス
テ
ム
を
範
と
し
て
、
医
局
を
「
弱
視
・
斜
視
・
小
児
眼
科
」、「
網
膜
・
硝
子
体
・

電
気
生
理
」、
等
い
く
つ
か
の
専
門
分
野
に
分
け
、
各
教
官
や
非
常
勤
講
師
を
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
フ
と
し
て
臨
床
、
研
究
、
指
導
に
当
た
り
、

入
局
後
二
年
間
は
こ
れ
ら
の
各
分
野
を
三
ヵ
月
毎
に
ロ
ー
テ
イ
ト
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
敢
密
な
レ
ジ
デ
ン
ト
制
度
を
採
用
し
て
い
な
か
っ

た
日
本
に
お
い
て
広
い
守
備
範
囲
を
維
持
す
べ
く
努
力
し
た
。
在
籍
中
は
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
第
十
三
回
日
本
小
児
眼
科
学

会
総
会
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
第
七
回
国
際
斜
視
学
会
総
会
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
第
九
十
九
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
、
第

五
十
一
回
日
本
斜
視
弱
視
学
会
総
会
な
ど
多
数
の
学
会
を
主
催
し
た
。

三
宅
養
三
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
本
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
本
学
眼
科
学
教
室
に
入
局

し
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
か
ら
三
年
間
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
、
網
膜
の
臨
床
・
手
術
・
電
気
生
理
の
研
鑽
を
積
ん

だ
。
帰
国
後
そ
の
延
長
で
あ
る
黄
斑
部
局
所ERG

研
究
に
没
頭
し
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
世
界
で
最
も
情
報
量
の
多
い
装

置
を
完
成
し
た
。
こ
の
装
置
を
用
い
て
新
し
い
遺
伝
性
網
膜
疾
患
を
発
見
しO

ccult�m
acular�dystrophy

と
名
付
け
、
そ
の
後
そ
の

遺
伝
子
も
三
宅
グ
ル
ー
プ
が
同
定
し
「
三
宅
病
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
業
績
は
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
の

第
九
十
二
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
宿
題
報
告
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
第
五
十
五
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
特
別
講
演
で
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
にERG

を
駆
使
し
て
先
天
停
在
性
夜
盲
の
病
態
生
理
を
研
究
し
、
二
種
類
の
独
立
し
た
疾
患
概
念
を
確
立
し
、
そ
の
総
説
は

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
の
第
百
六
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
特
別
講
演
で
発
表
さ
れ
た
。
以
上
の
研
究
を
通
し
て
網
膜
の
新
し
い
三
疾

患
を
発
見
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
評
価
さ
れ
国
際
臨
床
視
覚
電
気
生
理
学
会
に
お
け
る
日
本
人
と
し
て
は
最
初
の
理
事
長
を
襲
名
し

た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
名
古
屋
大
学
眼
科
教
授
と
な
り
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
退
任
後
、
多
く
の
施
設
で
活
躍
を
続

け
た
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
か
ら
九
年
間
、
愛
知
医
科
大
学
理
事
長
を
務
め
た
。
三
宅
の
教
室
か
ら
は
多
く
人
材
が
輩
出
し
、

眼
科
主
任
教
授
と
し
て
は
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
の
時
点
で
寺
㟢
浩
子
（
名
古
屋
大
学
）、
堀
口
正
之
（
藤
田
医
科
大
学
）、
堀
田

喜
裕
（
浜
松
医
科
大
）、
近
藤
峰
生
（
三
重
大
学
）
が
い
る
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
眼
科
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
最
も
高
い
賞
で
あ
る
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A
lcon�A

w
ard

、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
読
売
東
海
医
学
賞
な
ど
、
多
く
の
賞
を
受
賞
し
た
。
学
会
も
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

の
第
五
十
七
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
総
会
、
第
五
十
一
回
国
際
臨
床
視
覚
電
気
生
理
学
会
な
ど
多
数
主
催
し
た
。

寺
㟢
浩
子
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
金
沢
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
同
年
に
本
学
大
学
院
な
ら
び
に
眼
科
学
教
室
に
入
局
し

た
。
大
学
院
修
了
後
、
関
連
病
院
に
て
最
先
端
の
臨
床
を
手
掛
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
時
臨
床
教
育
の
必
要
性
を
謳
っ
た
教
授
、
粟
屋
の

指
示
に
よ
り
大
学
教
官
に
就
任
し
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
、
未
熟
児
網
膜
症
の
手
術
の
研
鑽
を

積
ん
だ
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
、
本
学
医
学
部
基
幹
講
座
初
め
て
の
女
性
教
授
と
な
り
、
大
学
院
重
点
化
で
設
置
さ
れ
た
医

学
研
究
科
感
覚
器
障
害
制
御
学
教
授
の
席
に
着
い
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
三
宅
の
後
任
と
し
て
眼
科
学
教
授
に
就
任
し
た
。

こ
の
間
は
網
膜
硝
子
体
手
術
分
野
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
時
代
で
あ
り
、在
任
中
は
、研
究
、教
育
、臨
床
に
超
人
的
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
し
、
非
常
に
多
数
の
難
症
例
を
含
む
眼
科
手
術
を
執
刀
し
た
。
ま
た
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
第
百
七
回
日
本
眼
科
学
会

総
会
宿
題
報
告
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
第
六
十
五
回
日
本
臨
床
眼
科
学
会
特
別
講
演
に
続
き
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

の
第
五
十
四
回
日
本
網
膜
硝
子
体
学
会
総
会
で
こ
の
分
野
の
最
高
峰
で
あ
る
盛
賞
講
演
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の
第
百
二
十
回

日
本
眼
科
学
会
特
別
講
演
「
網
膜
機
能
障
害
解
析
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
第
三
十
一
回
日
本
小
児

眼
科
学
会
「
重
症
小
児
網
膜
疾
患
治
療
の
軌
跡
と
次
世
代
へ
の
模
索
」
な
ど
の
多
数
の
特
別
講
演
を
行
い
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

の
第
百
十
四
回
日
本
眼
科
学
会
総
会
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
第
八
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
網
膜
硝
子
体
学
会
な
ど
多
数
の
学
会
を

主
催
し
た
。
さ
ら
に
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
女
性
初
日
本
眼
科
学
会
理
事
長
を
務
め
た
。
さ
ら
に
海
外
の
学
会
で
は
、
国
際

眼
科
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
会
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
網
膜
硝
子
体
学
会
で
のcouncil

を
務
め
た
。
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
）
五
月
に
は
こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
功
績
と
地
域
へ
の
貢
献
か
ら
「
難
治
性
眼
疾
患
の
克
服
へ
の
挑
戦
」
の
功
績
に
よ
り

中
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

西
口
康
二
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で
の
初
期
研
修
を
経
て
、
平
成

十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
眼
科
学
教
室
に
入
局
し
た
。
翌
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
、
一
年
間
臨
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床
電
気
生
理
学
を
学
ん
だ
後
、
帰
国
し
て
眼
科
の
大
学
院
に
入
学
し
分
子
生
物
学
を
修
練
し
た
。
ま
た
、
在
学
中
に
は
交
換
留
学
生
と
し

て
二
年
間
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留
学
し
た
。
そ
こ
で
臨
床
電
気
生
理
学
的
手
法
と
分
子
生
物
学
的
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
ま
っ
た
く
新
し

い
タ
イ
プ
の
視
覚
障
害
を
き
た
す
疾
患
と
そ
の
病
因
遺
伝
子
を
二
つ
同
定
し
、
こ
の
疾
患
を
遅
視
症
と
命
名
し
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
に
論
文
発

表
し
た
。
以
降
、
名
古
屋
大
学
を
起
点
に
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
、
英
国
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
で
研
鑽
を

積
み
、
東
北
大
学
医
学
部
で
六
年
間
准
教
授
を
勤
め
た
あ
と
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
一
日
に
母
校
の
眼
科
学
教
室
の
教
授
に
就

任
し
た
。
着
任
後
は
、
次
世
代
の
治
療
と
し
て
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
遺
伝
子
治
療
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

以
上
、
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
教
室
員
一
同
さ
ら
に
間
口
の
広
い
奥
行
き
の
深
い
守
備
範
囲
で
、
臨
床
と
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
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耳
鼻
咽
喉
科
学

［
前
史
］

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
の
仮
病
院
仮
醫
学
校
か
ら
始
ま
り
、
義
病
院
（
明
治
五
年
（
一
八
七
二
））、
病
院
醫
学
講
習
場
（
明
治

六
年
（
一
八
七
三
））、
公
立
醫
学
所
・
公
立
醫
学
講
習
場
（
明
治
九
年
（
一
八
七
六
））、
公
立
醫
学
校
（
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、）

愛
知
醫
学
校
（
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
））、
愛
知
県
立
醫
学
校
（
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
））
と
変
遷
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
の
耳
鼻
咽
喉
科
疾
患
に
病
む
多
く
の
患
者
は
、
外
科
医
師
が
そ
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
愛
知

醫
学
校
の
外
科
学
各
論
（
上
）
で
は
、
頭
部
・
顔
面
・
耳
科
・
口
科
・
頸
部
・
胸
部
が
講
述
さ
れ
て
い
た
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

七
月
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
愛
知
県
立
醫
学
専
門
学
校
へ
の
改
称
に
伴
い
耳
鼻
咽
喉
科
が
新
設
さ
れ
た
が
、
実
際
に
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療

が
開
始
さ
れ
た
の
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
七
月
で
あ
る
。
中
区
天
王
崎
町
の
堀
川
に
面
し
た
病
院
本
館
中
央
宿
直
室
の
階
下
に

仮
の
診
察
室
を
設
け
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
愛
知
醫
専
卒
の
中
村
豐
が
担
当
し
た
。
中
村
は
同
年
九
月
初
代
教
授
に
就
任
し
、

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
が
開
講
さ
れ
講
義
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
醫
学
専
門
学
校
の
中
で
二
番
目
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
新
た

に
皮
膚
科
と
共
用
の
木
造
建
築
物
が
用
意
さ
れ
、
耳
鼻
咽
喉
科
は
六
畳
程
の
診
察
室
へ
と
移
転
し
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、

隣
の
皮
膚
科
研
究
室
か
ら
の
出
火
に
よ
り
耳
鼻
咽
喉
科
教
室
も
類
焼
し
た
が
、
間
も
な
く
同
じ
場
所
に
新
築
さ
れ
診
療
が
行
わ
れ
た
。

［
医
科
大
学
時
代
］

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）、
学
校
お
よ
び
病
院
は
現
在
の
鶴
舞
の
地
へ
移
転
し
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
大
学
に
昇
格
し
愛
知
醫
科

大
学
と
な
り
大
学
予
科
も
設
置
さ
れ
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
名
古
屋
醫
科
大
学
と
な
っ
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
は
八
木
澤

文
吾
が
第
二
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
八
木
は
、
口
腔
底
フ
レ
グ
モ
ー
ネ
所
見
を
呈
し
た
患
者
が
白
血
球
欠
如
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
本

邦
初
の
ア
グ
ラ
ヌ
チ
ト
ー
ゼ
を
発
見
し
、「
顆
粒
細
胞
減
滅
症
」
と
邦
訳
し
た
。
八
木
は
、「
血
液
学
の
八
木
澤
」
と
し
て
耳
鼻
咽
喉
科
の
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領
域
で
も
周
知
さ
れ
て
い
た
。
本
疾
患
に
関
連
し
、
血
液
学
一
般
が
当
時
の
教
室
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）、

講
師
小
林
静
雄
が
京
城
大
学
教
授
に
栄
転
し
た
。
八
木
澤
は
「
急
性
扁
桃
腺
炎
及
其
全
身
に
対
す
る
影
響
に
就
て
」
の
題
で
第
三
十
一
回

大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
）
に
て
宿
題
報
告
を
行
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
助
教
授
石

井
正
が
昭
和
醫
専
の
教
授
に
栄
転
し
た
。
八
木
は
、
第
三
十
六
回
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
名
古

屋
医
科
大
学
図
書
館
講
堂
）
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
阿
久
根
睦
が
第
三
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
阿
久
根
は
第
三
十
八
回
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
）
に
お
い
て
、「
耳
鼻
咽
喉
科
と
歯
牙
疾
患
」
の
題
で
宿
題
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
陽
・
陰
圧
、
貧
血
、

高
血
圧
、
乳
幼
児
中
耳
炎
な
ど
の
聴
器
の
病
理
学
的
解
明
や
、
副
鼻
腔
細
菌
と
そ
の
病
理
、
咽
喉
頭
機
能
の
研
究
を
行
っ
た
。

［
帝
国
大
学
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
名
古
屋
醫
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
醫
学
部
と
な
っ
た
。
当
時
、
満
州
等
で
の
戦
火
拡
大
に
よ
り
、

教
室
関
係
者
も
次
々
と
召
集
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
室
員
が
減
少
し
て
い
く
一
方
で
、
診
療
業
務
は
多
忙
に
な
り
研
究
は
途
切
れ

が
ち
と
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
醫
学
部
附
属
病
院
に
分
院
が
設
置
さ
れ
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療
も
開
始
さ
れ
た
。
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
医
学
部
は
附
属
病
院
と
と
も
に
空
襲
で
大
半
が
消
失
し
、
教
室
開
講
以
来
の
貴
重
な
資
料
も
烏
有
に
帰
し
た
。
耳

鼻
咽
喉
科
は
、
わ
ず
か
に
焼
け
残
っ
た
外
来
と
病
棟
の
一
部
で
診
療
を
継
続
し
た
。
戦
時
中
阿
久
根
は
、
振
動
・
爆
風
・
騒
音
が
聴
器
に

及
ぼ
す
影
響
や
欧
氏
管
通
気
の
問
題
の
研
究
な
ど
、
後
に
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
る
「
聴
覚
障
害
研
究
」
の
礎
石
を
築
い
た
。
し
か

し
阿
久
根
は
海
軍
軍
医
少
将
で
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
終
戦
後
に
公
職
追
放
の
憂
き
目
を
み
た
。

［
名
古
屋
大
学
時
代
］

昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）名
古
屋
大
学
と
改
称
さ
れ
、
同
年
第
四
代
教
授
に
後
藤
修
二
が
就
任
し
た
。
昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）
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に
は
新
制
大
学
へ
と
移
行
し
、
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
内
耳
性
難
聴
と
中
耳
炎
の
手
術
的
療
法
と
な
っ
た
。
内
耳
液
の
基
礎
実
験
か
ら

始
ま
っ
た
研
究
成
果
は
、
第
五
十
三
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
五
月
）
に
お
い
て
「
音
感
受
障
碍

を
め
ぐ
る
問
題
、
特
に
そ
の
臨
床
」
の
題
で
宿
題
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
鼓
室
形
成
術
に
関
連
し
た
研
究
が
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
な
り
、
耳
科
手
術
の
普
及
と
そ
の
改
良
の
知
見
は
広
く
海
外
に
ま
で
轟
い
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
九
月
、
教
室
開
講
五
十

周
年
記
念
式
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
助
教
授
山
本
馨
が
大
阪
市
立
大
学
教
授
に
栄
転
し
た
。
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
三
月
に
は
防
音
手
術
室
が
新
設
さ
れ
た
。
鼓
室
形
成
術
の
関
す
る
長
年
の
業
績
が
称
え
ら
れ
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

後
藤
は
中
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
が
新
築
さ
れ
、
聴
力
検
査
用
の
防
音
室
も
充

実
し
た
環
境
に
整
備
さ
れ
た
。
後
藤
は
、
第
五
十
九
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
名
古
屋
市
公

会
堂
）、
第
六
十
八
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
第
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会
第
二
十
八
分
化
会
）（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

三
月
名
古
屋
大
学
豊
田
講
堂
）
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
か
ら
二
年
間
附
属
病
院
病
院
長
を
務

め
た
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）、
第
五
代
教
授
に
三
宅
弘
が
就
任
し
た
。
三
宅
は
同
年
よ
り
厚
生
省
の
特
定
疾
患
調
査
研
究
「
突
発
性

難
聴
」
研
究
班
の
班
長
を
担
当
し
た
。
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
突
発
性
難
聴
を
中
心
と
す
る
感
音
難
聴
と
な
っ
た
。
大
型
チ
ャ
ン
バ
ー

に
よ
る
突
発
性
難
聴
に
対
す
る
高
気
圧
酸
素
療
法
を
開
発
し
、
第
七
十
六
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

五
月
）
に
お
い
て
、「
突
発
性
難
聴
の
臨
床
」
の
題
で
宿
題
報
告
を
行
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
助
教
授
瀧
本
勲
が
愛
知
医

科
大
学
主
任
教
授
に
栄
転
し
た
。
三
宅
は
、
第
八
十
一
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
四
月
名
古
屋
市

公
会
堂
）
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
第
六
代
教
授
に
柳
田
則
之
が
就
任
し
た
。
柳
田
は
厚
生
省
班
研
究
「
急
性
高
度
難
聴
」
の
班
員
と
し

て
活
躍
し
、
研
究
の
テ
ー
マ
は
突
発
性
難
聴
に
加
え
て
気
圧
外
傷
や
中
耳
手
術
療
法
が
主
体
に
な
っ
た
。
当
時
附
属
病
院
に
東
洋
一
と
言

わ
れ
た
高
気
圧
酸
素
療
法
チ
ャ
ン
バ
ー
も
設
備
さ
れ
、
急
性
感
音
難
聴
の
治
療
に
多
い
に
利
用
さ
れ
た
。
柳
田
は
、
第
三
十
四
回
日
本
聴
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覚
医
学
会
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十
一
月
愛
知
厚
生
年
金
会
館
）、
第
三
回
日
本
耳
科
学
会
（
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
一
月
名

古
屋
国
際
会
議
場
）
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。
柳
田
は
、
高
気
圧
酸
素
療
法
チ
ャ
ン
バ
ー
を
用
い
た
臨
床
研
究
と
動
物
実
験
の
成
果
を
、

第
九
十
五
回
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
総
会
（
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
五
月
）
に
お
い
て
、「
耳
気
圧
外
傷
の
基
礎
と
そ
の
臨
床
」
の
題

と
し
て
宿
題
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
、
第
五
十
八
回
耳
鼻
咽
喉
科
臨
床
学
会
（
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
六
月
名
古
屋
国
際
会
議
場
）
を

会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
第
七
代
教
授
に
中
島
務
が
就
任
し
た
。
当
初
動
物
実
験
を
中
心
に
内
耳
血
流
障
害
の
観
点
か
ら
難
聴
研
究

が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
耳
科
手
術
に
お
け
る
血
流
評
価
へ
と
応
用
さ
れ
た
。
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
放
射
線
科
の
長
縄
慎
二
教
授
と
の

共
同
研
究
に
よ
り
、メ
ニ
エ
ー
ル
病
症
例
の
内
リ
ン
パ
水
腫M

RI

評
価
を
世
界
で
初
め
て
報
告
し
、以
降
教
室
の
内
耳
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
の
一
つ
と
な
っ
た
。
診
療
グ
ル
ー
プ
は
、
リ
サ
ー
チ
を
重
視
し
て
疾
患
群
に
よ
る
縦
割
り
制
へ
と
改
編
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）、
医
学
部
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
、
名
称
を
大
学
院
医
学
系
研
究
科
細
胞
情
報
医
学
専
攻
頭
頸
部
・
感
覚
器
外
科
学
講
座
耳

鼻
咽
喉
科
学
へ
変
更
さ
れ
た
。
認
知
・
言
語
医
学
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
増
設
さ
れ
、
分
院
講
師
で
あ
っ
た
服
部
琢
が
助
教
授
に
就
任
し
た
。
平

成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
十
月
、
教
室
は
現
在
の
医
学
研
究
棟
一
号
館
一
二
階
に
移
転
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
教
室
開

講
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
同
十
一
月
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
中
島
は
、
第
十
七
回
日
本
喉
頭
科
学
会
（
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三

月
名
古
屋
国
際
会
議
場
）、
第
五
十
二
回
日
本
聴
覚
医
学
会
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
月
名
古
屋
国
際
会
議
場
）
を
会
長
と
し
て

主
宰
し
た
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
元
助
教
授
の
植
田
広
海
が
愛
知
医
科
大
学
教
授
に
栄
転
し
た
。
中
島
はM

RI

の
内
リ
ン
パ

水
腫
画
像
化
と
臨
床
所
見
の
研
究
で
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）Barany�Society

か
らH

allpike-N
ylen�Prize

を
授
与
し
た
。

［
現
在
］

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
第
八
代
教
授
に
曾
根
三
千
彦
が
就
任
し
た
。
現
在
、
内
リ
ン
パ
水
腫
や
血
液
迷
路
関
門
の
評
価
な
ど

耳
科
領
域
のM

RI

画
像
を
基
に
内
耳
疾
患
の
病
態
解
明
や
耳
科
手
術
評
価
へ
の
応
用
を
広
げ
て
い
る
。
ま
た
教
室
の
伝
統
で
あ
る
中
耳
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手
術
に
加
え
、
高
度
感
音
難
聴
例
に
対
す
る
両
側
人
工
内
耳
手
術
も
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
症
例
数
は
全
国
有
数
と
な
っ
て
い
る
。
曾
根

は
、
専
門
領
域
で
あ
る
聴
覚
医
学
会
お
よ
び
耳
科
学
会
の
理
事
の
要
職
を
担
っ
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
か
ら
は
附

属
病
院
副
病
院
長
の
職
も
併
任
し
て
い
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）、
附
属
病
院
に
新
設
さ
れ
た
臨
床
教
授
に
准
教
授
の
藤
本
保
志
が
就
任
し
、
頭
頸
部
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る

手
術
や
嚥
下
障
害
の
対
応
な
ど
多
く
の
症
例
を
扱
っ
て
い
た
が
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
に
愛
知
医
科
大
学
教
授
に
栄
転
し
た
。

曾
根
は
会
長
と
し
て
、
第
六
十
五
回
日
本
聴
覚
医
学
会
（
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）
を
主
宰
し
た
。

教
室
か
ら
は
中
部
地
区
を
中
心
に
、
二
七
の
関
連
病
院
へ
約
八
〇
人
の
耳
鼻
咽
喉
科
常
勤
医
を
派
遣
し
て
い
る
。
現
在
同
窓
会
員
数
は

約
三
〇
〇
人
で
、
逝
去
会
員
数
も
三
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
。
同
窓
会
会
長
は
各
教
授
に
引
き
継
が
れ
、
学
内
外
幹
事
と
と
も
に
会
の
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
毎
年
十
一
月
に
は
教
室
同
窓
会
総
会
を
開
催
し
、
会
報
誌
（
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
か
ら
鶴
耳
会
報
の
名
称
）

を
発
行
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
四
月
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
愛
知
県
地
方
部
会
が
発
足
し
、
初
代
会
長
に
三
宅
が
就

任
し
て
以
降
、
当
教
室
教
授
が
代
々
地
方
部
会
長
を
務
め
て
お
り
、
現
在
そ
の
会
員
数
は
約
六
九
〇
人
に
達
し
て
い
る
。
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顎
顔
面
外
科
学
（
口
腔
外
科
学
）

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
総
合
医
学
専
攻
頭
頸
部
・
感
覚
器
外
科
学
講
座
顎
顔
面
外
科
学
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

に
開
設
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
学
講
座
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
身
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
設
置
さ
れ

た
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
歯
科
部
で
あ
っ
た
。

同
部
を
主
宰
し
た
の
は
北
村
一
郎
で
あ
り
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
し
同
大
歯
科
学
教
室

で
助
手
を
務
め
た
後
に
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
歯
科
学
講
師
な
ら
び
に
歯
科
部
長
に
就
任
し
た
。
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
教
授
に
就
任
し
、
東
京
帝
国
大
学
の
流
れ
を
く
む
歯
科
学
の
教
育
が
こ
の
地
で
始
ま
っ
た
。
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
に
同
校
は
愛
知
医
科
大
学
に
昇
格
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
学
士
試
験
に
歯
科
学
が
加
わ
っ
た
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

よ
り
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
ま
で
北
村
は
欧
州
に
派
遣
さ
れ
、
当
時
の
最
先
端
の
歯
科
医
学
を
吸
収
し
導
入
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

教
室
員
は
常
時
三
〇
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
大
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
に
移
管
さ
れ
、
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
な
っ
た
が
、
教
室
は

歯
科
学
を
担
う
も
の
と
し
て
存
続
し
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
北
村
は
退
官
し
、
科
長
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
講

師
の
高
木
芳
雄
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
講
師
の
堀
田
一
が
続
い
て
就
任
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
に
な
っ
て
、
全
国
的
に
歯
学
部
の
新
設
と
講
座
設
置
の
気
運
が
一
気
に
高
ま
り
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
本

学
に
も
口
腔
外
科
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
三
月
十
六
日
、
同
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
岡
達
が
就
任
し

た
。
岡
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
東
京
高
等
歯
科
医
学
校
を
卒
業
し
、
陸
軍
軍
隊
勤
務
、
東
京
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
研
究

生
を
経
て
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
か
ら
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
助
手
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
か
ら

講
師
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
助
教
授
を
務
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
開
講
当
初
の
人
員
構
成
は
教
授
一
人
、
講
師
一
人
、

助
手
七
人
、
分
院
講
師
一
人
、
助
手
二
人
、
技
官
一
人
、
事
務
員
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
診
療
は
口
腔
外
科
に
軸
足
を
据
え
、
七
病
床
で
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始
ま
っ
た
。
研
究
は
顎
関
節
が
主
テ
ー
マ
と
な
り
、
骨
・
顎
関
節
、
口
腔
癌
、
血
液
凝
固
線
溶
系
、
口
腔
奇
形
、
言
語
、
形
成
外
科
、
歯

科
全
身
麻
酔
の
七
研
究
グ
ル
ー
プ
が
配
置
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
岡
が
代
表
世
話
人
と
し
て
日
本
顎
関
節
研
究
会

が
発
足
し
た
。
開
講
一
五
周
年
の
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
前
後
に
教
室
は
充
実
期
と
な
り
、
非
常
勤
講
師
を
加
え
る
と
七
〇
数
人

の
規
模
に
成
長
し
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
岡
は
停
年
退
官
し
、
引
き
続
き
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
口
腔
外
科
教
授
と
な
っ

た
。昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
金
田
敏
郎
が
二
代
目
教
授
に
就
任
し
教
室
を
主
宰
し
た
。
金
田
は
中
国
と
口
腔
癌
の
疫
学
調
査
を
通
し

学
術
交
流
を
深
め
た
。
教
室
が
注
力
し
て
き
た
日
本
顎
関
節
研
究
会
は
日
本
顎
関
節
学
会
に
昇
格
し
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に

そ
の
第
一
回
総
会
を
主
催
し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
厚
生
省
が
定
め
た
制
度
で
あ
る
高
度
先
進
医
療
と
し
て
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
義

歯
が
東
京
以
外
で
初
め
て
認
可
さ
れ
た
。
教
室
は
開
講
二
五
周
年
を
迎
え
、
構
成
は
教
授
一
人
、
助
教
授
一
人
、
講
師
二
人
、
助
手
七
人
、

大
学
院
生
一
七
人
、
医
員
一
四
人
、
研
究
生
・
登
録
医
二
一
人
、
留
学
生
二
人
、
技
官
一
人
、
技
術
補
佐
員
二
人
、
事
務
員
三
人
と
な
り
、

関
連
病
院
一
五
施
設
、
赴
任
者
二
七
人
と
な
っ
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
上
田
実
が
三
代
目
教
授
と
な
り
、
早
く
か
ら
再
生
医
療
に
取
り
組
み
、
そ
の
研
究
を
加
速
度
的
に
発
展

さ
せ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
国
際
テ
ィ
ッ
シ
ュ
イ
ン
テ
グ
レ
イ
シ
ョ
ン
コ
ン
グ
レ
ス
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
国
際
組

織
工
学
会
な
ど
を
主
催
し
、
国
内
外
の
学
会
活
動
を
先
導
し
た
。
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
も
進
み
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に

は
新
病
棟
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
医
系
研
究
棟
一
号
館
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
新
外
来
棟
が
建
ち
上
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
病
床
、
研
究
室
、
外
来
が
移
転
し
た
。
機
構
改
革
も
進
み
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
大
学
院
重
点
化
に
と
も
な
い
医

学
部
口
腔
外
科
学
講
座
は
大
学
院
医
学
研
究
科
細
胞
情
報
医
学
専
攻
頭
頸
部
・
感
覚
器
外
科
学
講
座
顎
顔
面
外
科
学
／
咀
嚼
障
害
制
御
学

と
し
て
改
組
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
医
学
系
研
究
科
に
改
称
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
は
総
合
医
学
専
攻
に
再
編
成

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
垂
直
的
な
学
内
改
革
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
産
学
連
携
に
よ
る
も
の
が
学
内
外
に
水
平
的
広
が
り
を
も
っ
て
展

開
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
ま
で
医
学
部
組
織
工
学
寄
附
講
座
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
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か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
ま
で
医
学
部
細
胞
治
療
学
寄
附
講
座
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

ま
で
医
学
部
臨
床
細
胞
治
療
学
寄
附
講
座
が
、
ま
た
全
国
の
五
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
平
成
十
四

年
（
二
〇
〇
二
）
に
は
医
学
部
附
属
病
院
遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
さ
ら
に
学
外
で
も
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
平
成

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
ま
で
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
幹
細
胞
組
織
医
工
学
歯
胚
再
生
学
寄
附
研
究
部
門
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

か
ら
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
ま
で
神
戸
先
端
医
療
振
興
財
団
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
再
生
医
療
研
究
部
が
設
置
さ
れ
、
い
ず
れ
も
再

生
医
療
分
野
の
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
心
で
司
令
塔
と
な
っ
た
の
が
本
講
座
で
あ
り
、
全
体
が
有
機
的
に
機
能
し
生
み

出
さ
れ
た
「
科
学
技
術
創
造
立
国
実
現
に
向
け
た
業
績
」
は
「
産
学
官
連
携
活
動
に
果
敢
に
と
り
く
む
も
の
」
と
し
て
評
価
さ
れ
、
上
田

は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
日
本
学
術
会
議
会
長
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
は
日
比
英
晴
が
四
代
目
教
授
と
な
り
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
教
室
は
講
座
開
設
五
〇
周

年
を
迎
え
た
。
開
講
二
五
周
年
時
よ
り
も
教
室
の
規
模
及
び
業
績
は
さ
ら
に
倍
近
く
な
り
、
学
会
研
修
施
設
と
し
て
も
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
に
日
本
口
腔
外
科
学
会
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
日
本
顎
関
節
学
会
、
日
本
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会
に
認
定
さ

れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
日
本
補
綴
歯
科
学
会
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
日
本
顎
顔
面
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
学
会
、
日
本
口
腔
科
学
会
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
日
本
口
腔
腫
瘍
学
会
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
日
本
有
病
者
歯

科
医
療
学
会
が
加
わ
っ
た
。
教
室
の
活
動
は
質
的
に
も
量
的
に
も
全
国
有
数
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
そ
の
広
が
り
は
教
室
在
籍
者
に
よ
り
全

国
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
教
室
を
主
宰
あ
る
い
は
教
室
が
輩
出
し
た
教
授
の
一
覧
を
付
す
。

氏
名�

教
授
就
任
年�

教
授
就
任
教
育
機
関
名

北
村
一
郎�

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）�

愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
歯
科
学

�

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）�

愛
知
医
科
大
学

�

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）�

名
古
屋
大
学
医
学
部
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岡　
　

達�

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）�

名
古
屋
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
学
講
座

�

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）�

藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科

柴
田
寛
一�

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）�

岐
阜
歯
科
大
学
口
腔
外
科
学
教
室
第
二
講
座

河
合　

男�
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）�

名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科

茂
木
克
俊�
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）�

浜
松
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
歯
科
口
腔
外
科

�

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）�

東
北
大
学
歯
学
部
口
腔
外
科
学
第
一
講
座

出
口
敏
雄�

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）�

松
本
歯
科
大
学
歯
科
矯
正
学
講
座

�

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
歯
学
部
歯
科
矯
正
学

�

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）�

ド
バ
イ
ニ
コ
ラ
ス
ア
ス
プ
大
学
歯
科
矯
正
学

金
田
敏
郎�

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）�

名
古
屋
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
学
講
座

長
山　

勝�

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）�

徳
島
大
学
歯
学
部
口
腔
外
科
学
第
一
講
座

鳥
居
修
平�

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）�
名
古
屋
大
学
医
学
部
形
成
外
科
学
講
座

�

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）�
椙
山
女
学
園
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科

上
田　

実�

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）�

名
古
屋
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
学
講
座

糟
谷
政
代�

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）�

新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
障
害
児
教
育
科

小
谷
順
一
郎�

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）�

大
阪
歯
科
大
学
歯
科
麻
酔
学
講
座

水
谷
英
樹�

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）�

藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
歯
科
口
腔
外
科

藤
内　

祝�

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）�

名
古
屋
大
学
医
学
部
細
胞
治
療
学
（
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
）
寄
附
講
座

�

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）�

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
顎
顔
面
口
腔
機
能
制
御
学

式
守
道
夫�

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）�

朝
日
大
学
歯
学
部
口
腔
病
態
医
療
学
講
座
口
腔
外
科
学
分
野
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各
務
秀
明�

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）�

松
本
歯
科
大
学
歯
学
部
口
腔
顎
顔
面
外
科
学
講
座

馬
場
俊
輔�

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）�

大
阪
歯
科
大
学
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科

小
崎
健
一�

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）�

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
生
体
薬
物
制
御
学
講
座
歯
科
薬
理
学
分
野

本
田
雅
規�
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）�

愛
知
学
院
大
学
歯
学
部
口
腔
解
剖
学
講
座

日
比
英
晴�
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）�

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
頭
頸
部
・
感
覚
器
外
科
学
講
座
顎
顔
面
外
科
学

山
本
朗
仁�

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）�

徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
組
織
再
生
制
御
学

光
藤
健
司�

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）�

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
顎
顔
面
口
腔
機
能
制
御
学

篠
田
雅
路�

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）�

日
本
大
学
歯
学
部
生
理
学
講
座
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外
科
学
講
座

医
学
部
外
科
学
講
座
の
源
を
最
大
限
に
遡
っ
て
み
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
元
町
役
場
に
設
け
ら
れ
た
「
仮
医
学
校
」
の
教
則

の
中
の
外
科
総
論
・
各
論
、
包
帯
学
、
外
科
手
術
学
等
の
講
義
に
求
め
る
事
が
で
き
る
。
そ
の
二
年
後
の
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
名

古
屋
に
初
め
て
招
か
れ
た
外
国
人
教
師
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
外
科
手
術
を
含
む
診
療
、
医
学
書
の
公
刊
、
死
体
解
剖
の
公
開
な
ど
を
通
じ
て

西
洋
医
学
を
広
め
た
。
ま
た
、
本
邦
初
と
さ
れ
る
皮
膚
移
植
手
術
も
行
っ
て
い
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
そ
の
後
任
と
し
て
着
任

し
た
ロ
ー
レ
ツ
は
当
時
の
最
新
医
学
で
あ
っ
た
新
ウ
ィ
ー
ン
学
派
医
学
を
学
ん
で
お
り
、「
外
科
通
論
」
や
「
外
科
臨
床
」
な
ど
を
講
じ
、

本
学
部
外
科
学
隆
盛
の
基
礎
を
築
い
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
公
立
医
学
校
は
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ
れ
、
院
長
兼
校
長
の
後

藤
新
平
の
下
に
、
初
め
て
診
療
科
と
し
て
「
外
科
」
が
標
榜
さ
れ
、
熊
谷
幸
之
輔
が
外
科
医
長
・
一
等
教
諭
（
現
在
の
教
授
）
に
就
任
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
頃
を
境
に
、
外
科
第
一
医
長
で
あ
っ
た
熊
谷
と
外
科
第
二
医
長
に
就
任
し
た
花
房
道
純
に

よ
り
二
つ
の
外
科
が
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
明
確
に
第
一
外
科
・
第
二
外
科
と
い
っ
た
教
室
の
区
別
は
無
く
、

診
療
科
目
も
外
科
、
整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。「
第
一
外
科
」、「
第
二
外
科
」
と
い
う
名
称

が
公
式
文
書
に
登
場
す
る
の
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
当
時
教
室
を
主
宰

し
て
い
た
の
は
、
第
一
外
科
が
教
授
の
齋
藤
眞
、
第
二
外
科
が
教
授
の
桐
原
眞
一
で
あ
っ
た
。
齋
藤
は
脳
神
経
外
科
学
分
野
を
、
桐
原
は

胃
内
視
鏡
（
胃
鏡
）
分
野
を
中
心
に
全
国
的
に
活
躍
し
、
齋
藤
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
第
三
十
七
回
日
本
外
科
学
会
総
会
を
、
桐

原
が
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
第
四
十
六
回
総
会
を
主
催
し
た
。

第
一
外
科
で
は
齋
藤
の
後
を
継
い
だ
教
授
の
戸
田
博
が
人
工
心
肺
の
開
発
を
我
が
国
で
初
め
て
行
い
心
臓
外
科
の
端
緒
を
築
い
た
。
橋

本
義
雄
が
教
授
の
時
代
に
は
心
臓
、
血
管
、
脳
神
経
外
科
領
域
に
加
え
、
腫
瘍
外
科
、
小
児
外
科
、
高
気
圧
治
療
の
研
究
が
新
た
に
加
わ
っ

た
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
脳
神
経
外
科
が
新
講
座
と
し
て
独
立
し
、
教
授
彌
政
洋
太
郎
時
代
に
は
心
臓
、
血
管
、
腫
瘍
、
小

児
、
高
気
圧
治
療
が
五
本
柱
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
が
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
胸
部
外
科
開
講
に
伴
い
心
臓
研
究
グ
ル
ー
プ
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は
胸
部
外
科
に
移
動
し
た
。
塩
野
谷
惠
彦
お
よ
び
二
村
雄
次
の
教
授
在
任
時
に
は
血
管
外
科
、
腫
瘍
外
科
を
中
心
に
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の

研
究
が
数
多
く
な
さ
れ
た
。
小
児
外
科
は
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
新
講
座
と
し
て
独
立
し
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
腫
瘍
お
よ
び

血
管
外
科
研
究
室
は
そ
れ
ぞ
れ
器
官
調
節
外
科
と
血
管
外
科
の
二
つ
の
専
門
分
野
に
名
称
を
変
更
し
た
。
血
管
外
科
は
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
古
森
公
浩
を
初
代
教
授
と
し
て
迎
え
、
第
一
外
科
ユ
ニ
ッ
ト
の
教
育
、
診
療
、
研
究
体
制
が
現
在
の
状
態
に
整
っ
た
。
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
器
官
調
節
外
科
と
い
う
曖
昧
な
名
称
が
腫
瘍
外
科
に
改
め
ら
れ
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら
は
教
授

の
梛
野
正
人
が
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
は
教
授
の
江
畑
智
希
が
、
教
室
を
担
当
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
方
、
第
二
外
科
で
は
桐
原
の
後
を
継
い
だ
今
永
一
が
門
脈
圧
亢
進
症
の
「
今
永
分
類
」
や
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
後
の
再
建
法
（
今

永
法
）
で
名
を
残
し
、
膵
臓
外
科
、
癌
外
科
、
副
腎
外
科
な
ど
の
研
究
室
が
発
足
し
て
第
二
外
科
の
原
型
と
な
っ
た
。
教
授
近
藤
達
平
の

時
代
に
は
癌
研
究
室
、
肝
臓
研
究
室
、
内
分
泌
研
究
室
、
心
臓
研
究
室
と
し
て
活
動
が
継
続
さ
れ
、
近
藤
は
術
後
補
助
化
学
療
法
に
目
を

向
け
、
抗
癌
剤
の
感
受
性
試
験
の
研
究
で
わ
が
国
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
胸
部
外
科
開
講
に
伴
い
心

臓
研
究
室
や
癌
研
究
室
の
肺
外
科
の
メ
ン
バ
ー
は
胸
部
外
科
に
移
動
し
た
。
教
授
高
木
弘
の
時
代
に
は
新
た
に
移
植
研
究
室
が
発
足
し
、

腎
移
植
の
診
療
と
死
体
肝
移
植
の
準
備
、
異
種
移
植
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
法
整
備
が
間
に
合
わ
ず
、
肝
移
植
が
初
め
て
行
わ

れ
た
の
は
教
授
の
中
尾
昭
公
の
時
代
で
あ
り
、
生
体
肝
移
植
で
あ
っ
た
。
中
尾
は
膵
癌
の
手
術
で
世
界
的
に
名
を
は
せ
た
。
大
学
院
重
点

化
に
伴
い
肝
臓
研
究
室
は
消
化
管
を
扱
う
癌
研
究
室
と
合
併
し
て
病
態
制
御
外
科
学
（
後
に
消
化
器
外
科
学
に
改
名
）
と
な
り
、
内
分
泌

研
究
室
と
移
植
研
究
室
が
合
併
し
た
が
現
在
は
別
れ
て
活
動
し
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
よ
り
教
授
の
小
寺
泰
弘
が
消
化

器
外
科
を
引
き
継
ぎ
、
腫
瘍
外
科
と
消
化
器
外
科
の
診
療
の
統
合
を
目
指
し
て
い
る
。
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腫
瘍
外
科
学
（
外
科
学
第
一
）

名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
腫
瘍
外
科
学
の
ル
ー
ツ
は
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
教
授
彌
政
洋
太
郎
（
教
授
在
任
：
昭
和

四
十
八
年
～
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
七
三
～
一
九
八
四
））
時
代
の
第
一
外
科
学
教
室
内
に
で
き
た
腫
瘍
研
究
室
に
あ
る
。

ま
ず
始
め
に
第
二
次
大
戦
後
か
ら
腫
瘍
研
究
室
が
で
き
る
ま
で
の
第
一
外
科
学
講
座
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。「
日
本
脳
神
経
外
科
の
父
」

と
言
わ
れ
多
く
の
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
教
授
齋
藤
眞
（
教
授
在
任
：
大
正
八
年
～
大
正
九
年
（
一
九
一
九
～
一
九
二
〇
）、
大
正
十
三

年
～
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
二
四
～
一
九
五
〇
）。
大
正
九
年
～
大
正
十
三
年
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
四
）
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど
欧
州
諸
国
に
留
学
し
て
お
り
、
そ
の
間
は
田
中
義
雄
が
教
授
を
務
め
た
。）の
後
を
継
い
だ
の
は
教
授
戸
田
博（
教
授
在
任
：

昭
和
二
十
五
年
～
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
三
））
で
、
心
臓
・
血
管
外
科
を
専
門
と
し
、
日
本
初
の
人
工
心
肺
装
置
を
考

案
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
日
本
外
科
学
会
総
会
で
は
、
独
自
の
人
工
心
肺
装
置
に
よ
る
約
三
時
間
に
も
お
よ
ぶ
完
全
体

外
循
環
の
成
功
例
が
報
告
さ
れ
た
が
、
戸
田
は
学
会
の
寸
前
、
任
期
僅
か
四
年
で
脳
出
血
に
よ
り
急
逝
し
た
。
そ
の
後
任
に
は
教
授
橋
本

義
雄
（
教
授
在
任
：
昭
和
二
十
八
年
～
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
五
三
～
一
九
六
八
））
が
選
出
さ
れ
た
。
橋
本
は
愛
知
医
科
大
学
を
卒
業
後
、

齋
藤
外
科
に
入
局
し
、
台
北
帝
国
大
学
を
経
て
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
は
徳
島
大
学
外
科
教
授
を
務
め
て
い
た
が
、
戸
田
の

急
逝
を
受
け
て
急
遽
、
名
古
屋
大
学
に
転
任
と
な
っ
た
。
橋
本
も
血
管
外
科
を
専
門
と
し
、
特
に
血
栓
・
塞
栓
症
の
研
究
を
精
力
的
に
行
っ

た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
、
齋
藤
以
来
第
一
外
科
の
伝
統
で
あ
っ
た
血
管
撮
影
法
研
究
成
果
の
集
大
成
と
し
て
、『
血
管

撮
影
法
』
を
上
梓
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戸
田
・
橋
本
両
教
授
時
代
の
第
一
外
科
学
教
室
は
、
教
授
の
専
門
分
野
を
反
映
し
て
心
臓
外

科
や
血
管
外
科
の
診
療
・
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
頃
、
悪
性
腫
瘍
に
対
す
る
制
癌
剤
の
局
所
灌
流
療
法

を
も
っ
て
腫
瘍
外
科
の
研
究
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
第
一
外
科
教
室
に
於
い
て
は
腫
瘍
外
科
（
消
化
器
外
科
）
研

究
室
の
歴
史
は
浅
く
、
第
二
外
科
学
教
室
と
な
る
べ
く
研
究
分
野
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
あ
っ
た
。
橋
本
は
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
）
に
第
六
十
七
回
日
本
外
科
学
会
総
会
を
主
催
し
て
翌
年
退
官
し
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）、
四
十
三
年
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（
一
九
六
八
）
頃
は
大
学
紛
争
の
極
期
に
あ
り
、
入
局
、
大
学
院
、
博
士
号
の
三
大
ボ
イ
コ
ッ
ト
宣
言
が
さ
れ
て
教
官
選
考
内
規
の
大
改

定
も
行
わ
れ
た
た
め
、
後
任
の
彌
政
が
選
出
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
六
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

彌
政
は
教
授
就
任
後
、
第
一
外
科
教
室
の
研
究
体
制
を
一
新
し
、
心
臓
外
科
に
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
の
教
官
が
集
中
し
て
い

た
も
の
の
、
血
管
外
科
、
小
児
外
科
、
腫
瘍
外
科
、
高
気
圧
治
療
の
各
研
究
室
に
は
各
二
人
の
教
官
を
配
備
し
た
。
腫
瘍
研
究
室
の
初
代

チ
ー
フ
は
服
部
龍
夫
（
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
卒
）、
も
う
一
人
の
助
手
は
三
浦
馥
（
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
卒
）
で
あ
っ
た
。

腫
瘍
研
究
室
の
中
で
は
食
道
、
胃
、
大
腸
、
上
皮
小
体
を
中
心
と
し
た
内
分
泌
疾
患
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
診
療
・
研
究
が
行
わ

れ
、
食
道
は
高
勝
義
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
卒
）、
胃
は
石
槫
秀
勝
（
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
卒
）、
大
腸
は
小
林
洋
一

郎
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
卒
）、
内
分
泌
は
山
口
晃
弘
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
卒
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
昭

和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
九
月
、
後
に
第
一
外
科
学
講
座
教
授
と
な
る
二
村
雄
次
（
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
卒
）
が
癌
研
究
会

附
属
病
院
で
の
外
科
修
練
を
終
え
第
一
外
科
に
入
局
し
た
。
二
村
は
腫
瘍
研
究
室
に
所
属
し
て
新
た
に
膵
胆
道
疾
患
の
臨
床
、
研
究
を
開

始
し
た
。
そ
し
て
経
皮
経
肝
胆
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
、
そ
れ
を
応
用
し
た
経
皮
経
肝
胆
道
鏡
検
査
・
切
石
術
、
内
視
鏡
的
乳
頭
切
開
術
な
ど
膵

胆
道
疾
患
に
対
す
る
新
し
い
内
視
鏡
的
診
断
治
療
法
を
積
極
的
に
導
入
す
る
一
方
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
膵
癌
に
対
す
る
膵
全

摘
術
に
成
功
し
て
以
来
、
広
範
囲
リ
ン
パ
節
、
神
経
叢
郭
清
を
伴
う
膵
全
摘
術
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
長
期
治
療
成
績
の
改
善
に
は
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
に
は
肝
門
部
領
域
胆
管
癌
に
対
す
る
第
一
例
目
の
手
術
（
肝
門
部
胆
管
切
除
）
を

行
い
、
胆
道
癌
の
分
野
に
も
果
敢
に
手
術
療
法
の
開
拓
を
行
っ
た
。
か
か
る
活
躍
に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
助
手
に
抜
擢
さ

れ
、
一
年
後
の
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
、
そ
れ
ま
で
研
究
室
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
服
部
の
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
赴
任
に
伴

い
講
師
に
昇
格
、
名
実
と
も
に
腫
瘍
研
究
室
の
チ
ー
フ
と
な
っ
た
。
以
後
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
退
職
す
る
ま
で
の
二
七
年
間
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
腫
瘍
外
科
を
牽
引
し
た
。
全
く
ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
膵
胆
道
癌
の
外
科
、
特
に
肝
門
部
領
域
胆
管
癌
や
胆
嚢

癌
の
外
科
治
療
を
在
任
中
に
世
界
に
冠
た
る
地
位
に
ま
で
押
し
上
げ
た
功
績
は
極
め
て
大
き
く
、
腫
瘍
外
科
の
歴
史
は
当
に
二
村
が
発
展

さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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彌
政
の
後
任
に
は
当
時
、
本
学
医
学
部
分
院
教
授
で
血
管
外
科
を
専
門
と
す
る
塩
野
谷
惠
彦
（
教
授
在
任
：
昭
和
五
十
九
年
～
平
成
二

年
（
一
九
八
四
～
一
九
九
〇
））
が
選
ば
れ
た
。
彌
政
時
代
の
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
高
気
圧
治
療
グ
ル
ー
プ
が
附
属
病
院
高
気

圧
治
療
部
と
し
て
独
立
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
胸
部
外
科
学
講
座
新
設
に
伴
い
第
一
外
科
の
本
流
で
あ
っ
た
心
臓
外
科
グ

ル
ー
プ
が
そ
ち
ら
に
移
動
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
塩
野
谷
時
代
の
第
一
外
科
は
血
管
外
科
、
腫
瘍
外
科
、
小
児
外
科
の
三
研
究
室
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
塩
野
谷
は
、
①
年
功
序
列
で
古
参
医
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
教
官
を
関
連
病
院
で
実
績
を
上
げ
た
若
手
か
ら

登
用
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
と
関
連
病
院
と
の
関
係
を
よ
り
強
固
に
す
る
、
②
博
士
論
文
は
英
語
で
な
け
れ
ば
認
め
な
い
な
ど
多
く
の
改

革
を
行
い
つ
つ
、
第
一
外
科
教
室
の
国
際
化
に
向
け
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
教
室
員
を
叱
咤
激
励
し
た
。
腫
瘍
研
究
室
で
は
膵
胆
道
癌
手

術
に
血
管
外
科
の
手
技
を
取
り
入
れ
、
広
範
囲
肝
切
除
に
伴
う
門
脈
の
合
併
切
除
再
建
、
肝
膵
十
二
指
腸
同
時
切
除
（H

PD

）
な
ど
欧

米
に
は
見
ら
れ
な
い
胆
道
癌
に
対
す
る
超
拡
大
手
術
の
開
拓
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
、
現
在
と
比
べ
れ
ば
当
時
の
手
術
成
績
は
未
だ
不
良

で
黎
明
期
と
い
え
る
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
、
二
村
を
支
え
て
腫
瘍
研
究
室
を
切
り
盛
り
し
た
教
官
で
早
川
直
和
（
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）
卒
）
は
、
腫
瘍
研
究
室
の
基
本
手
術
手
技
と
し
て
『
前
立
ち
か
ら
み
た
消
化
器
外
科
手
術
』
を
上
梓
し
た
。
ま
た
、
神
谷

順
一
（
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
卒
）
は
形
態
学
を
と
こ
と
ん
追
求
し
、
膵
胆
道
癌
の
術
前
診
断
法
に
加
え
て
切
除
標
本
の
整
理
法

な
ど
に
関
し
新
境
地
を
開
き
、『
消
化
器
切
除
標
本
の
取
り
扱
い
方
』を
上
梓
し
た
。
彼
の
考
案
し
た
標
本
整
理
法
は
芸
術
的
で
さ
え
あ
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
脈
々
と
腫
瘍
外
科
教
室
の
中
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
整
理
法
は
数
多
く
の
臨
床
病
理
学
的
研
究
の
基
礎
と
な
っ

て
お
り
、
腫
瘍
外
科
教
室
の
宝
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
研
究
室
で
は
腹
部
超
音
波
検
査
、
造
影CT

検
査
、
経
皮
経
肝
胆
道
ド

レ
ナ
ー
ジ
を
用
い
た
直
接
胆
道
造
影
や
胆
道
鏡
検
査
、
腹
部
血
管
造
影
や
経
皮
経
肝
門
脈
造
影
な
ど
の
術
前
画
像
診
断
に
力
を
注
い
だ
。

癌
の
詳
細
な
進
展
度
診
断
と
肝
の
三
次
元
的
外
科
解
剖
の
把
握
に
基
づ
い
た
適
切
な
根
治
切
除
術
式
を
立
案
し
、
そ
れ
ま
で
非
切
除
と
さ

れ
て
き
た
よ
う
な
局
所
進
行
癌
で
も
根
治
切
除
が
可
能
で
長
期
生
存
し
う
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
手
術
成
績
の
向
上
に
総
力
を
挙
げ
、
名

古
屋
式
手
術
法
の
国
際
展
開
を
図
っ
た
。
当
時
、
腫
瘍
外
科
の
発
展
に
貢
献
し
た
教
官
に
は
前
述
の
早
川
、
神
谷
の
他
、
松
本
隆
利
（
昭

和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
卒
）、
長
谷
川
洋
（
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
卒
）、
後
に
北
海
道
大
学
第
二
外
科
教
授
と
な
る
近
藤
哲
（
昭
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和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
卒
）、
安
井
章
裕
（
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
卒
）、
二
村
の
後
任
と
な
る
梛
野
正
人
（
昭
和
五
十
四
年

（
一
九
七
九
）
卒
）、
宮
地
正
彦
（
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
卒
）、
金
井
道
夫
（
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
卒
）、
上
坂
克
彦
（
昭

和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
卒
）、
後
に
愛
知
医
科
大
学
消
化
器
外
科
教
授
と
な
る
佐
野
力
（
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
卒
）
ら
が

い
た
が
、
皆
三
十
歳
代
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

塩
野
谷
は
教
室
の
改
革
、
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
見
届
け
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
任
期
を
三
年
残
し
て
突
然

辞
任
し
た
。
後
任
に
は
助
教
授
で
あ
っ
た
二
村
（
教
授
在
任
：
平
成
二
年
～
平
成
十
九
年
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
七
））
が
選
出
さ
れ
た
。

二
村
時
代
、
教
室
に
お
け
る
胆
道
癌
の
手
術
成
績
は
世
界
か
ら
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
塩
野
谷
の
提
唱
し
た
外
科
の
国
際
化
が
実

現
し
て
い
っ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
小
児
外
科
が
新
講
座
と
し
て
独
立
し
た
。
一
方
で
は
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
腫
瘍

外
科
研
究
室
お
よ
び
血
管
外
科
研
究
室
は
そ
れ
ぞ
れ
器
官
調
節
外
科
学
と
脈
管
外
科
学
と
い
う
独
立
し
た
講
座
に
再
編
成
さ
れ
た
の
で
、

「
第
一
外
科
」
と
い
う
名
の
講
座
・
教
室
は
こ
の
時
点
で
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
脈
管
外
科
学
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
古
森

公
浩
を
初
代
教
授
と
し
て
迎
え
て
血
管
外
科
学
と
改
名
し
、
第
一
外
科
ユ
ニ
ッ
ト
の
教
育
、
診
療
、
研
究
体
制
が
現
在
の
状
態
に
整
っ
た
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
器
官
調
節
外
科
学
と
い
う
名
称
が
腫
瘍
外
科
学
に
改
め
ら
れ
た
。
二
村
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、

「
日
本
の
外
科
文
化
の
発
展
：
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
で
の
検
証
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
百
五
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
を
主
催
し

た
後
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
退
職
し
た
。

二
村
の
後
任
に
は
准
教
授
で
肝
胆
膵
が
専
門
で
あ
る
梛
野
（
教
授
在
任
：
平
成
十
九
年
～
令
和
二
年
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
二
〇
））
が

就
任
し
た
。
梛
野
も
胆
道
癌
に
対
す
る
拡
大
手
術
を
更
に
押
し
進
め
、
肝
切
除
＋
肝
動
脈
・
門
脈
の
同
時
切
除
再
建
、
肝
十
二
指
腸
間
膜

一
括
切
除
（H
LPD

）
な
ど
他
の
施
設
で
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
超
高
難
度
手
術
を
多
数
行
っ
た
。
肝
門
部
領
域
胆
管
癌
の
切
除

数
は
、
二
村
が
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
第
一
例
目
を
行
っ
て
か
ら
四
〇
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
一
，

〇
〇
〇
例
を
超
え
る
に
至
っ
た
。
切
除
数
ば
か
り
で
な
く
施
行
す
る
手
術
の
難
度
、
手
術
成
績
は
世
界
の
他
の
施
設
を
圧
倒
し
て
い
る
。

そ
の
優
れ
た
外
科
治
療
成
績
は
、A

nnals�of�Surgery

、British�Journal�of�Surgery

、Surgery

な
ど
欧
米
の
一
流
誌
に
多
数
報
告
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さ
れ
て
い
る
。
梛
野
も
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、「
メ
ス
の
限
界
を
求
め
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
第
百
十
五
回
日
本
外
科
学
会

定
期
学
術
集
会
を
主
催
し
た
。
学
術
集
会
終
了
後
、
教
室
で
施
行
し
た
多
く
の
超
高
難
度
手
術
例
を
ま
と
め
『
メ
ス
の
限
界
に
挑
戦
し
た

症
例
』
と
し
て
上
梓
し
た
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
は
江
畑
智
希
が
教
室
を
担
当
し
て
い
る
。

平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）、旧
第
一
外
科
系
列
の
腫
瘍
外
科
と
旧
第
二
外
科
系
列
の
消
化
器
外
科
を
統
合
し
て
い
く
議
論
が
始
ま
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
は
、
臓
器
別
、
即
ち
肝
胆
膵
、
上
部
消
化
科
管
、
下
部
消
化
管
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
秋
ご
ろ
に
は
外
科
病
棟
を
臓
器
別
に
再
編
成
し
た
。
今
後
、
同
門
会
も
合
同
で
開
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
本
学

医
学
部
に
新
し
い
外
科
の
時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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血
管
外
科
学
（
外
科
学
第
一
）

［
は
じ
め
に
］

名
古
屋
大
学
血
管
外
科
教
室
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
機
能
構
築
医
学
専
攻
病
態
外
科
学
講
座
血
管
外
科
学
分
野
）
は
、

そ
れ
ま
で
の
第
一
外
科
教
室
（
教
授
二
村
雄
次
）
が
大
学
院
重
点
化
に
よ
る
再
編
成
で
腫
瘍
外
科
と
血
管
外
科
に
分
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、

日
本
で
初
め
て
血
管
外
科
単
独
教
室
と
し
て
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
に
設
立
さ
れ
、
同
年
四
月
一
日
に
古
森
公
浩
が
初
代
教
授

と
し
て
就
任
し
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）、
一
八
年
目
を
迎
え
た
。

［
血
管
外
科
の
臨
床
］

血
管
外
科
領
域
で
の
医
療
の
進
歩
は
他
の
ど
の
領
域
に
も
勝
る
も
の
が
あ
り
、
血
管
内
治
療
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
た
。

拡
張
性
疾
患
（
い
わ
ゆ
る
動
脈
瘤
）
に
対
し
て
は
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
腹
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（EV

A
R

）
が
、

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
は
胸
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
（T

EV
A

R

）
が
保
険
収
載
さ
れ
、
適
応
の
拡
大
と
と
も

に
治
療
総
数
は
増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。
教
室
で
は
当
初
よ
り
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
治
療
総
数
や
治
療
内
容
に

お
い
て
も
国
内
で
も
有
数
の
診
療
科
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
血
管
外
科
学
を
リ
ー
ド
す
る
教
室
の
一
つ
で
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
。
ま
た
閉
塞
性
疾
患
に
対
し
て
も
血
管
内
治
療
の
占
め
る
役
割
は
増
加
し
て
い
る
。
以
下
当
科
で
扱
う
代
表
的
な
疾
患
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

腹
部
大
動
脈
瘤
（A

A
A

）

拡
張
性
動
脈
疾
患
（
い
わ
ゆ
る
動
脈
瘤
）
に
対
し
て
従
来
は
開
腹
に
よ
る
人
工
血
管
置
換
術
を
行
っ
て
い
た
が
、A

A
A

に
対
し
て
は

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
市
販
デ
バ
イ
ス
に
よ
るEV

A
R

が
保
険
収
載
さ
れ
、
教
室
で
も
当
初
か
ら
導
入
し
現
在
で
はA

A
A

治
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療
全
体
の
六
～
七
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
でEV

A
R

は
解
剖
学
的
な
制
約
が
あ
り
、
全
て
の
症
例
に
適
応
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
教
室
で
は
年
齢
や
併
存
疾
患
、
解
剖
学
的
特
徴
に
基
づ
い
てEV
A

R

と
開
腹
術
の
適
応
を
決
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
開

窓
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
は
保
険
適
応
外
だ
が
、
傍
腎
動
脈A

A
A

に
対
し
て
症
例
に
よ
っ
て
は
教
室
で
も
施
行
し
良
好
な
結
果
を
得
て
い

る
。

胸
部
大
動
脈
瘤
（T

A
A

）

心
臓
外
科
教
室
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
手
術
かT

EV
A

R

か
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療
か
治
療
適
応
を
検
討
し
て
い
る
。
既
に

T
EV

A
R

は
胸
部
下
行
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
標
準
治
療
と
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
よ
り
中
枢
の
遠
位
弓
部
瘤
で
、
弓
部
三
分
枝
を
被
覆
す

る
必
要
が
あ
れ
ば
、
症
例
に
よ
っ
て
は
開
胸
せ
ず
に
左
総
頸
動
脈
か
ら
左
鎖
骨
下
動
脈
へ
、
あ
る
い
は
右
鎖
骨
下
動
脈
か
ら
左
鎖
骨
下
動

脈
と
左
総
頸
動
脈
へ
前
も
っ
て
分
枝
再
建
を
行
っ
た
後
に
、T

EV
A

R

を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
挿
入
す
る
治
療
も
行
っ
て
い
る
。
治
療
経
験
を

重
ね
る
こ
と
で
、
よ
り
難
易
度
の
高
い
症
例
に
対
し
て
も
安
全
か
つ
低
侵
襲
な
治
療
を
可
能
と
し
て
い
る
。

末
梢
動
脈
疾
患
（PA

D

）

PA
D

に
関
し
て
は
、
か
つ
て
は
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
患
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
が
動
脈
硬
化
症
に
起
因
す
る

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（A

SO

）
へ
と
疾
病
構
造
が
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
領
域
の
治
療
戦
略
も
著
し
く
変
わ
り
、
血
管
内
治
療
（EV

T

）

の
適
応
が
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
は
外
科
手
術
とEV

T

を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療
症
例
も
増
加
し
て
い
る
。
腸
骨
動
脈
領
域

で
は
完
全
閉
塞
症
例
に
お
い
て
もEV

T

が
第
一
選
択
で
あ
る
。
大
腿
膝
窩
動
脈
領
域
で
は
病
変
部
位
、
治
療
長
な
ど
に
よ
り
外
科
手
術

とEV
T

を
使
い
分
け
て
い
る
。
近
年
こ
の
領
域
で
は
薬
剤
溶
出
ス
テ
ン
ト
や
末
梢
用
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
使
用
可
能
と
な
り
長
い
病

変
に
も
適
応
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
膝
下
病
変
に
対
し
て
は
い
ま
だ
自
家
静
脈
を
用
い
た
バ
イ
パ
ス
手
術
に
勝
る
も
の

は
な
く
、
原
則
、
長
期
成
績
の
良
い
バ
イ
パ
ス
手
術
を
行
っ
て
い
る
。
糖
尿
病
、
透
析
患
者
で
は
高
度
石
灰
化
病
変
を
有
す
る
症
例
が
多
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く
、
血
管
径
も
細
く
、run-off

不
良
症
例
も
多
い
た
め
、challenging�case

も
多
く
あ
る
が
、
積
極
的
に
下
腿
・
足
部
レ
ベ
ル
へ
の

distal�bypass

や
、
よ
り
困
難
な
慢
性
完
全
閉
塞
症
例
に
対
す
るEV

T

も
施
行
し
て
い
る
。
詳
細
は
教
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
。

ま
た
、
薬
物
療
法
や
外
科
的
治
療
、EV

T

が
無
効
も
し
く
は
不
可
能
なPA

D

に
対
し
て
は
、
血
管
新
生
療
法
も
循
環
器
内
科
と
共

同
し
て
施
行
し
て
お
り
、
現
在
は
高
度
先
進
医
療
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

静
脈
疾
患
、
そ
の
他

下
肢
静
脈
瘤
に
対
し
て
は
旧
来
か
ら
の
硬
化
療
法
お
よ
び
高
位
結
紮
術
、ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
に
加
え
、平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）

か
ら
保
険
適
応
と
な
っ
た
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
導
入
し
て
お
り
、
様
々
な
患
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
治
療
の
選
択
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
致
命
的
な
肺
塞
栓
症
（PE

）
の
主
原
因
と
な
り
得
る
深
部
静
脈
血
栓
症
（D

V
T

）
に
つ
い
て
は
、D

V
T

/PE

発
症
予
防
の
リ
ス

ク
層
別
化
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
に
関
わ
り
、
大
学
病
院
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
入
院
（
周
術
期
に
限
ら
ず
）
患
者
のD

V
T

/PE

発
症
予

防
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
血
管
疾
患
に
対
す
る
低
侵
襲
お
よ
び
無
侵
襲
診
断
は
、
足
関
節
血
圧
測
定
、
光
電
式
容
積
脈
波
、

空
気
容
積
脈
波
、
カ
ラ
ー
ド
ッ
プ
ラ
超
音
波
検
査
、
皮
膚
組
織
還
流
圧
測
定
、
経
皮
的
酸
素
分
圧
測
定
な
ど
多
種
多
様
に
わ
た
り
高
い
精

度
で
実
施
し
て
い
る
。

［
研
究
］

血
管
外
科
医
の
解
決
す
べ
き
問
題
点
の
ひ
と
つ
に
血
行
再
建
術
後
の
晩
期
閉
塞
が
あ
る
。
そ
の
成
因
の
機
序
並
び
に
予
防
法
を
解
明
す

る
こ
と
が
我
々
血
管
外
科
医
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ウ
サ
ギ
で
内
膜
肥
厚
が
著
明
な
異
常
血
流
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
様
々
な
薬
物
に
よ

る
内
膜
肥
厚
抑
制
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
肢
虚
血
モ
デ
ル
を
用
い
、
血
管
新
生
機
序
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
さ
ら

に
は
ス
テ
ン
ト
再
狭
窄
モ
デ
ル
を
用
い
た
血
管
内
膜
肥
厚
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
遺
伝
子
治
療
の
タ
ー
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ゲ
ッ
ト
と
し
て
ミ
ッ
ド
カ
イ
ン
とGirdin

に
注
目
し
、M

K
siRN

A

を
局
所
投
与
、
ま
た
は
ア
テ
ロ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
用
い
てGirdin

を
ノ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
で
新
生
内
膜
形
成
が
有
意
に
抑
制
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
静
脈
グ
ラ
フ
ト
晩
期
閉
塞
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
と

し
て
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
に
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
、
高
安
病
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
さ
ら
に
は
炎
症
性
動
脈
瘤
を
始
め
と
す
る
炎
症
性
血
管
疾
患
の
病
理
学
的

研
究
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
血
管
新
生
療
法
と
し
て
細
胞
移
植
療
法
と
遺
伝
子
治
療
の
両
面
か
ら
基
礎
的
、
臨
床

的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
亜
鉛
欠
乏
が
下
肢
虚
血
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
動
物
モ
デ
ル
で
亜
鉛
と
血
管
新
生

の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
、
リ
バ
ー
ス 

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル 

リ
サ
ー
チ
も
行
っ
て
い
る
。

［
最
後
に
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
に
日
本
で
初
め
て
血
管
外
科
教
室
が
誕
生
し
て
か
ら
の
一
八
年
の
う
ち
に
血
管
外
科
領
域
の
治
療
が
様
変
わ
り
し

た
。
胸
部
、
腹
部
の
大
血
管
か
ら
足
先
の
小
さ
な
血
管
ま
で
全
身
血
管
病
を
扱
う
「
血
管
病
治
療
科
」
と
標
榜
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
血

管
外
科
教
室
に
大
変
身
し
た
。
症
例
数
、
症
例
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
日
本
一
の
血
管
外
科
教
室
と
自
負
し
て
い
る
。
学
会
活

動
と
し
て
は
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
七
月
に
は
第
二
十
一
回
日
本
血
管
内
治
療
学
会
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
に
は

第
四
十
六
回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
、
平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
）十
月
に
は
第
五
十
八
回
日
本
脈
管
学
会
、
令
和
元
年（
二
〇
一
九
）

五
月
に
は
第
四
十
七
回
日
本
血
管
外
科
学
会
を
主
催
し
た
。
ま
た
古
森
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
日
本
血
管
外
科
学
会
の
理
事

長
に
就
任
し
て
い
る
。
今
後
と
も
大
学
病
院
と
し
て
の
使
命
、
す
な
わ
ち
教
育
、
診
療
、
研
究
の
各
領
域
を
強
固
な
も
の
と
す
る
べ
く
教

室
員
一
同
日
々
努
力
し
、
微
力
な
が
ら
日
本
の
血
管
外
科
学
、「
血
管
病
治
療
学
」
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
世
界
へ
の
発
信
を
目
指
し
て

努
力
を
続
け
る
所
存
で
あ
る
。
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消
化
器
外
科
学
（
外
科
学
第
二
）

第
二
外
科
の
歴
史
を
綴
る
上
で
、
第
二
外
科
の
起
源
、
即
ち
、
第
一
外
科
と
第
二
外
科
が
い
つ
分
か
れ
た
の
か
、
ま
た
初
代
教
授
を
誰

と
す
る
の
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
初
め
て
「
外
科
」
が

標
榜
さ
れ
る
の
に
伴
い
熊
谷
幸
之
輔
が
外
科
医
長
・
一
等
教
諭
（
現
在
の
教
授
）
に
就
任
し
、
そ
の
五
年
後
の
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

に
二
人
目
の
外
科
一
等
教
諭
と
し
て
花
房
道
純
が
就
任
し
た
。
以
前
に
第
二
外
科
史
を
研
究
し
た
近
藤
達
平
は
退
官
記
念
講
演
に
お
い
て

こ
の
花
房
を
第
二
外
科
の
初
代
教
授
と
し
、
第
二
外
科
の
始
ま
り
を
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
と
報
告
し
た
。
一
方
で
、
花
房
が
就

任
し
た
時
期
に
独
立
し
た
教
室
が
二
つ
存
在
し
た
と
い
う
明
確
な
史
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
両
一
等
教
諭

の
関
係
性
は
第
一
・
第
二
外
科
教
室
の
長
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
第
一
・
第
二
外
科
科
長
と
い
っ
た
主
従
関
係
に
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

花
房
の
後
任
で
あ
る
小
川
三
之
助
の
時
代
に
お
い
て
も
関
係
性
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、業
務
に
お
い
て
病
院
長
や
校
長
と
し
て
多
忙
と
な
っ

た
熊
谷
と
は
、
管
理
職
・
臨
床
と
い
う
分
業
化
が
進
ん
だ
も
の
と
考
え
る
。
教
室
の
分
離
は
お
そ
ら
く
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
か
ら
同

八
年
（
一
九
一
九
）
前
後
に
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
熊
谷
校
長
退
任
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
公
立

学
校
職
員
制
に
よ
る
一
等
教
諭
か
ら
教
授
へ
の
名
称
変
更
、
同
年
杉
寛
一
郎
の
教
授
就
任
、
翌
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
齋
藤
眞
の
教
授

就
任
な
ど
の
一
連
の
史
実
が
教
室
二
分
化
の
起
点
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
教
室
分
離
の
過
渡
期
の
状
況
は
、
医
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
初

め
て
「
二
つ
め
の
外
科
教
室
」
と
し
て
独
立
し
た
頁
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
杉
寛
一
郎
の
時
代
で
あ
る
こ
と
や
、
桐
原
眞
一
が
教
授
に
就
任

し
た
時
期
に
は
「
既
に
外
科
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
病
棟
業
務
（
回
診
、
当
直
な
ど
）
は
共
同
で
行
い
、
医
局
会
計
、
抄
読
会
、

医
局
歓
送
迎
会
等
も
合
同
で
運
営
さ
れ
た
」
と
当
時
の
同
門
会
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
教

室
が
完
全
に
分
離
し
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
名
古
屋
帝
国
大
学
設
立
時
で
あ
る
。
こ
の
年
に
附
属
医
院
（
病
院
）
が
改

築
さ
れ
、
同
時
期
に
両
外
科
の
独
立
し
た
教
室
と
手
術
室
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
齋
藤
外
科
が
「
第
一
外
科
（
外
科

学
第
一
講
座
）」、
桐
原
外
科
が
「
第
二
外
科
（
外
科
学
第
二
講
座
）」
と
し
て
公
式
な
文
書
に
登
場
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
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以
上
よ
り
、
教
室
分
離
後
の
初
代
第
二
外
科
教
授
は
桐
原
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
以
下
を
記
す
。

■
桐
原
眞
一
（
在
任
期
間
：
大
正
十
五
年
～
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
二
六
～
一
九
四
九
））

第
六
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
近
藤
外
科
へ
入
局
し
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

愛
知
医
科
大
学
の
講
師
と
し
て
名
古
屋
へ
招
か
れ
、
同
年
教
授
へ
就
任
し
た
。
専
門
は
、
輸
血
、
胃
鏡
、
神
経
移
植
な
ど
で
、
特
に
胃
鏡

に
関
す
る
業
績
は
有
名
で
あ
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
エ
ル
ス
ナ
ー
式
硬
性
胃
鏡
で
初
め
て
胃
癌
を
診
断
し
、
以
後
、
国
産
の
軟
性

胃
鏡
の
開
発
や
胃
鏡
で
の
動
画
撮
影
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は
日
本
外
科
学
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
会
で
報
告
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
第
四
十
五
回
日
本
外
科
学
会
総
会
を
担
当
す
る
が
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
の
た
め
紙
上
発
表
の
み
と
な

り
、
翌
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
六
回
日
本
外
科
学
会
で
会
長
を
務
め
た
。
戦
前
・
戦
後
の
困
難
な

時
代
に
お
い
て
も
教
室
運
営
を
維
持
し
、
第
二
外
科
の
礎
を
築
く
と
共
に
学
問
的
に
も
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。

■
今
永　

一
（
在
任
期
間
：
昭
和
二
十
四
年
～
昭
和
四
十
年
（
一
九
四
九
～
一
九
六
五
））

九
州
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
九
州
帝
国
大
学
助
教
授
、
熊
本
医
科
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
名
古
屋

大
学
外
科
学
第
二
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。
専
門
分
野
は
、
門
脈
圧
亢
進
症
や
膵
臓
外
科
な
ど
で
、
特
に
、
門
脈
圧
亢
進
症
に
対
し
て
門

脈
下
大
静
脈
シ
ャ
ン
ト
術
を
多
数
施
行
す
る
中
で
肝
の
血
液
循
環
動
態
に
着
目
し
た
「
今
永
分
類
」
や
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
の
再
建
法

で
あ
る
「
今
永
法
」
は
有
名
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
悪
性
腫
瘍
と
化
学
療
法
、
低
蛋
白
血
症
と
肝
臓
、
外
科
と
ビ
タ
ミ
ン
、
副
腎
外
科
な

ど
多
方
面
に
目
を
向
け
、
任
期
中
に
は
肝
臓
外
科
、
膵
臓
外
科
、
癌
外
科
、
副
腎
外
科
な
ど
の
研
究
室
を
発
足
し
て
現
在
の
第
二
外
科
の

原
型
を
築
い
た
。
ま
た
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
第
四
十
一
回
日
本
外
科
学
会
総
会
に
お
い
て
宿
題
報
告
と
し
て
「
肝
臓
機
能
と

外
科
的
疾
患
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
第
六
十
四
回
日
本
外
科
学
会
総
会
（
名
古
屋
）
会
長
を
担
当
し

た
。
会
長
講
演
で
は
「
我
が
国
に
お
け
る
門
脈
圧
亢
進
症
の
特
性
」
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
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■
星
川　

信
（
在
任
期
間
：
昭
和
四
十
一
年
～
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
六
六
～
一
九
七
一
））

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第
八
高
等
学
校
卒
業
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
名
古
屋
医
科
大
学
卒
業
後
、
桐
原
外
科
へ
入
局
し
た
。
紀

北
病
院
、
静
岡
陸
軍
病
院
、
長
野
赤
十
字
病
院
等
を
経
て
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
助
教
授
に
就
任
。
助
教
授
時
代
に
第
五
十
二

回
日
本
外
科
学
会
総
会
の
宿
題
報
告
と
し
て
「
外
科
的
疾
患
に
お
け
る
ビ
タ
ミ
ン
代
謝
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
教
授
就
任
。
そ
の
後
ま
も
な
く
大
学
紛
争
が
お
こ
り
、
在
任
五
年
間
は
こ
の
苦
難
な
時
代
の
中
で
第
二
外
科
の
臨
床
・
研

究
を
発
展
さ
せ
た
。
消
化
器
疾
患
の
病
態
生
理
や
物
質
代
謝
を
専
門
と
す
る
一
方
で
、
癌
研
究
室
（
近
藤
達
平
）、
肝
臓
研
究
室
（
山
本

貞
博
）、
内
分
泌
研
究
室
（
余
語
弘
）、
心
臓
研
究
室
（
阿
久
根
淳
）、
肺
研
究
室
（
国
島
和
夫
）、
脳
神
経
研
究
室
（
永
井
肇
）
を
統
括
し
、

各
方
面
の
外
科
に
お
い
て
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。

■
近
藤
達
平
（
在
任
期
間
：
昭
和
四
十
七
年
～
昭
和
六
十
年
（
一
九
七
二
～
一
九
八
五
））

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
当
時
の
桐
原
外
科
へ
入
局
し
た
。
共
愛
病
院
を
経
て
、
今
永
外
科

へ
帰
局
後
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
か
ら
三
年
間
米
国Rosw

ell�Park

癌
研
究
所
に
留
学
し
た
。
帰
国
後
は
消
化
器
癌
の
外
科

治
療
に
情
熱
を
注
ぎ
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
制
癌
剤
適
応
研
究
会
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
教
授

に
就
任
。
専
門
は
胃
外
科
、
消
化
管
癌
の
化
学
療
法
な
ど
で
、
癌
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
治
療
の
重
要
性
に
早
く
か
ら
着
眼
し
、SD

I

法
な

ど
の
抗
癌
剤
感
受
性
試
験
法
の
開
発
、
術
後
補
助
化
学
療
法
の
開
発
、
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
な
ど
多
く
の
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
の
他
に

も
、胃
全
摘
後
の
再
建
法
と
し
て「
6
の
字
吻
合
」や
人
工
膵
臓
の
開
発
等
、幾
多
の
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
。
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）

第
二
十
一
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
を
主
催
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
病
院
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
外
科
史
の
編

纂
に
も
尽
力
し
、
退
官
記
念
講
演
で
は
「
名
古
屋
大
学
外
科
の
濫
觴
及
び
第
二
外
科
史
概
説
」
と
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
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■
高
木　

弘
（
在
任
期
間
：
昭
和
六
十
年
～
平
成
十
年
（
一
九
八
五
～
一
九
九
八
））

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
本
学
医
学
部
卒
業
後
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
か
ら
四
年
間
米
国
に
臨
床
で
留
学
し
、
帰
国
後

は
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
癌
の
拡
大
手
術
、臓
器
移
植
、上
皮
小
体
の
外
科
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。
昭
和
六
十
年（
一
九
八
五
）

教
授
に
就
任
し
、
肝
臓
外
科
（
門
亢
症
、
肝
胆
膵
癌
）、
癌
外
科
（
食
道
、
胃
、
大
腸
癌
な
ど
）、
内
分
泌
外
科
（
乳
腺
、
甲
状
腺
、
腎
性

上
皮
小
体
、
副
腎
腫
瘍
）、
移
植
外
科
（
人
工
臓
器
を
含
む
）
を
統
括
し
た
。
専
門
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
移
植
外
科
の
発
展

に
尽
力
し
、
研
究
分
野
で
は
異
種
移
植
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
第
五
回
国
際
異
種
移
植
学
会
を
名
古
屋
で
開
催
し
た
。
臨
床
に
お
い
て
も

腎
臓
移
植
、
腎
性
上
皮
小
体
機
能
亢
進
症
手
術
を
積
極
的
に
行
い
、
当
地
域
に
お
け
る
移
植
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
た
。Sem

inars�in�
Surgical�O

ncology

のA
ssociate�Editor

を
務
め
教
室
の
英
文
論
文
増
加
に
も
貢
献
し
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は
第

九
十
五
回
日
本
外
科
学
会
学
術
集
会
の
会
長
を
務
め
、
会
長
講
演
で
は
「
異
種
移
植
臨
床
へ
の
展
望
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

■
中
尾
昭
公
（
在
任
期
間
：
平
成
十
一
年
～
平
成
二
十
三
年
（
一
九
九
九
～
二
〇
一
一
））

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
本
学
医
学
部
卒
業
後
、
尾
西
市
民
病
院
、
岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
を
経
て
、
本
学
医
学
部
第
二
外
科
肝

臓
研
究
室
帰
局
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
助
教
授
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
教
授
に
就
任
し
た
。
専
門
は
肝
胆
膵
外
科
で
、
特
に

膵
癌
治
療
に
お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
膵
癌
手
術
に
お
い
て
は
抗
血
栓
性
門
脈
バ
イ
パ
ス
用
カ
テ
ー
テ
ル
を
開
発
し
、
門
脈
合
併

切
除
を
併
施
し
た
拡
大
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
（Isolated�PD
）
を
安
全
な
術
式
と
し
て
確
立
し
た
。
ま
た
、
癌
治
療
の
新
た
な
可
能

性
と
し
て
腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ
ル
スH

F10

を
用
い
た
難
治
癌
に
対
す
る
治
療
法
の
開
発
に
も
力
を
注
ぎ
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
平
成

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
第
百
十
回
日
本
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
の
会
頭
を
務
め
、
会
頭
講
演
で
は
膵
癌
治
療
や
名
古
屋
大
学
外

科
史
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
退
任
時
に
は
第
二
外
科
で
初
め
て
系
統
的
に
歴
史
を
綴
っ
た
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
第
二
外
科
一
四
〇

年
史
』
を
編
纂
し
た
。
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■
小
寺
泰
弘
（
在
任
期
間
：
平
成
二
十
三
年
～
（
二
〇
一
一
～
））

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
本
学
医
学
部
卒
業
後
、
小
牧
市
民
病
院
を
経
て
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
第
二
外
科
癌
研
究
室
に
帰
局
、
癌

の
悪
性
度
、
制
癌
剤
感
受
性
な
ど
に
つ
い
て
研
究
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
よ
り
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科
医
長
と
し
て
、

胃
外
科
を
中
心
に
研
鑽
を
積
み
、
腹
腔
内
洗
浄
液
か
ら
の
微
小
癌
細
胞
の
検
出
に
取
り
組
む
ほ
か
、JCO

G

胃
外
科
グ
ル
ー
プ
で
多
く
の

臨
床
試
験
に
関
わ
っ
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
本
学
病
態
制
御
外
科
学
（
現
消
化
器
外
科
学
）
に
助
手
と
し
て
戻
り
、
講
師
、
准

教
授
を
経
て
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
よ
り
消
化
器
外
科
学
教
授
。
日
本
胃
癌
学
会
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
関
わ
り
、
平
成
三
十

年
（
二
〇
一
八
）
四
月
か
ら
理
事
長
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
よ
り
学
会
誌Gastric�Cancer

のeditor-in-chief

を
務
め
る
。

日
本
外
科
学
会
で
は
理
事
、
専
門
医
制
度
委
員
長
と
し
て
新
専
門
医
制
度
の
確
立
に
関
わ
っ
て
い
る
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
よ

り
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
。
腫
瘍
外
科
学
の
歴
代
教
授
（
梛
野
正
人
教
授
、
江
畑
智
希
教
授
）
と
共
に
消
化
器
外
科
の
臓
器
別

再
編
、
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
学
の
設
立
に
注
力
し
て
い
る
。
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移
植
・
内
分
泌
外
科
学
【
移
植
外
科
】（
外
科
学
第
二
）

［
肝
移
植
黎
明
期
］

世
界
で
の
肝
移
植
の
初
め
て
の
成
功
例
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
米
国
の
ス
タ
ー
ツ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で

の
固
形
臓
器
移
植
は
非
常
に
世
界
か
ら
立
ち
後
れ
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
脳
死
を
人
の
死
と
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
が

ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

本
学
に
お
け
る
肝
移
植
へ
の
取
り
組
み
は
、
外
科
学
第
二
講
座
教
授
が
高
木
弘
の
時
代
に
始
ま
り
、
当
時
、
臓
器
移
植
臨
床
経
験
の
た

め
の
医
局
員
の
海
外
留
学
と
移
植
研
究
室
で
の
基
礎
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
脳
死
議
論
を
避
け
る
か
た
ち
で
本
邦
初
の
生
体
部
分
肝
移

植
が
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
島
根
医
科
大
学
に
て
実
施
さ
れ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
本
学
で
も
肝
移
植
実
施
に
向
け
て
の
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
が
始
ま
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
日
本
に
お
け
る
肝
移
植
黎
明
期
に
本
学
で
肝
移
植
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
実
施
の
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
名
古
屋
大
学
で
の
脳
死
下
臓
器
移
植
の
倫
理
委
員
会
承
認
は
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
で
あ
り
、
脳
死
議
論
の
決
着
と
な
る
国
会
で
の
臓
器
移
植
法
案
が
成
立
し
た
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
で
あ
っ
た
た
め
、

本
学
の
中
で
の
移
植
医
療
の
重
要
性
の
認
識
は
非
常
に
早
く
か
ら
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
国
内
複
数
の
施
設
で
小
児
に
対
す
る
生
体
肝
移
植
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
学
で
の
肝
移

植
は
開
始
さ
れ
な
い
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
院
小
児
外
科
で
は
胆
道
閉
鎖
症
の
患
者
を
数
多
く
治
療
し
て
お
り
、

一
部
の
患
者
で
は
、
そ
の
後
、
肝
不
全
が
進
行
し
肝
移
植
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
他
施
設
で
の
生
体
肝
移
植
を
受
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。
自
然
の
流
れ
と
し
て
本
学
で
も
肝
移
植
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
小
児
外
科
教
授
の
安
藤
久
實
、
外
科
学
第
二
講
座

教
授
の
中
尾
公
正
と
移
植
グ
ル
ー
プ
、
外
科
学
第
一
講
座
の
血
管
グ
ル
ー
プ
、
形
成
外
科
な
ど
で
の
混
成
チ
ー
ム
に
よ
る
本
学
で
の
第
一

例
目
の
生
体
肝
移
植
が
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
小
児
症
例
だ
け
で
な
く
、
徐
々
に
成
人
症
例
で
の

肝
移
植
を
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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そ
の
よ
う
な
生
体
肝
移
植
の
実
績
か
ら
、
京
都
大
学
、
信
州
大
学
に
続
い
て
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
他
六
施
設
と
と
も
に

脳
死
肝
移
植
の
認
定
施
設
と
な
り
、
着
実
に
移
植
実
施
施
設
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

［
現
在
］

外
科
臨
床
系
の
臓
器
別
再
編
の
流
れ
に
伴
い
、
移
植
・
内
分
泌
外
科
学
が
開
設
さ
れ
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
教
授
の
木
内
哲

也
が
就
任
し
た
。
担
当
す
る
分
野
が
肝
移
植
治
療
と
乳
腺
内
分
泌
外
科
と
で
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
小
規
模
の
新
設
医
局
で
あ
っ

た
た
め
、
臨
床
な
ど
に
お
い
て
は
従
来
の
や
り
方
が
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
、
移
植
治
療
、
特
に
手
術
な
ど
で
は
、
混
成
チ
ー
ム
で
担
当
し
た
。

肝
移
植
の
準
備
や
治
療
に
あ
た
っ
て
必
要
な
他
職
種
間
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
関
連
部
署
と
し
て
現
在
も
極
め
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
が
、
移
植
連
携
室
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
そ
れ

ま
で
診
療
科
に
所
属
し
て
い
た
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
看
護
部
職
員
と
し
て
連
携
室
を
拠
点
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
、
二
名
の
専
任
の
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
院
内
・
院
外
の
医
療
者
、
患
者
・
患
者
家
族
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
業
務
を
担
当
し
、
移
植
医
療
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
病
院
の
診
療
科
と
し
て
の
移
植
外
科
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
診
療
科
長
と
し
て
小
倉
靖
弘

が
就
任
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
医
学
部
講
座
と
し
て
の
移
植
・
内
分
泌
外
科
学
講
座
の
移
植
担
当
部
門
は
、
現
在
の
移
植
外
科
へ
と
移
行

し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
肝
移
植
医
療
に
特
化
す
る
こ
と
に
よ
り
実
践
的
な
体
勢
を
再
構
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
生
体
肝
移
植
、
脳
死

肝
移
植
件
数
と
も
に
増
加
傾
向
と
な
っ
た
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
末
現
在
、
累
積
実
施
件
数 

生
体
肝
移
植 

二
七
一
例
、
脳
死

肝
移
植 

四
六
例
）。
増
加
す
る
診
療
に
対
応
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
増
員
も
徐
々
に
認
め
ら
れ
、
病
院
教
授
一
人
、
病
院
講
師
二
人
、
病
院

助
教
二
人
、
大
学
院
生
一
人
の
計
六
人
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

研
究
は
臨
床
研
究
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
生
体
肝
移
植
に
お
け
る
門
脈
圧
と
グ
ラ
フ
ト
選
択
に
関
す
る
研
究
、
抗
ド
ナ
ー
特
異
抗

体
に
よ
る
抗
体
関
連
拒
絶
反
応
を
抑
制
の
た
め
の
研
究
、
移
植
後
のEB

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
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平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
本
学
で
の
肝
移
植
開
始
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
〇
年
と
な
り
、
肝
移
植
実
施
件
数
も
累
積
で
三
〇
〇
件
を

超
え
、
東
海
地
域
で
の
肝
移
植
拠
点
病
院
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
国
内
有
数
の
肝
移
植
施
設
と
し
て
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
本
学
の
先
を
見
通
す
力
の
も
と
、
移
植
医
療
と
い
う
重
要
分
野
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
移
植
外
科
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
鋭
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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名古屋大学の年別肝移植件数 （2019年5月末まで）
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移
植
・
内
分
泌
外
科
学
【
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
】（
外
科
学
第
二
）

移
植
・
内
分
泌
外
科
学
分
野
の
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
今
永
一
が
第
二
外
科
教
授
と
し
て
就
任

し
た
こ
と
に
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ま
で
は
外
科
は
未
分
化
な
状
態
で
診
療
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
永
の
下
で

第
二
外
科
の
中
に
永
井
良
治
を
チ
ー
フ
と
す
る
副
腎
班
が
結
成
さ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
測
定
法
の
開
発
、
病
態
解
明
、
治
療
法
の
開
発
な
ど
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
第
六
十
回
日
本
外
科
学
会
総
会
（
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
））
の
宿
題
報
告

に
お
い
て
、「
末
期
乳
癌
に
対
す
る
副
腎
の
外
科
」
と
題
し
て
乳
癌
患
者
に
対
す
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
し
て
の
副
腎
切
除
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
永
井
ら
は
、
進
行
性
乳
癌
に
対
す
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
抑
制
を
目
的
と
し
て
副
腎
手
術
を
行
っ
た
三
五
例
の
う
ち
、
両
側
卵
巣
及

び
両
側
副
腎
全
摘
出
を
行
っ
た
一
三
例
と
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
肝
臓
で
非
活
性
化
さ
れ
る
と
い
う
根
拠
の
も
と
に
行
わ
れ
た
両
側
卵
巣
お

よ
び
右
副
腎
摘
出
、
左
副
腎
静
脈
・
脾
静
脈
吻
合
の
二
〇
例
に
つ
い
て
、
詳
細
な
術
式
と
と
も
に
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
現
在
、

乳
癌
に
お
い
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
様
々
な
抗
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
薬
が
開
発
さ
れ
る
以
前
に
、
外
科
的
治
療
に
よ
っ
て
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を

抑
制
す
る
試
み
と
そ
の
治
療
効
果
、
そ
し
て
手
術
前
後
の
ホ
ル
モ
ン
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き
報

告
で
あ
っ
た
。
後
に
永
井
は
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
第
二
外
科
の
教
授
に
就
任
、
現
在
の
乳
腺
の
研
究
の
基
盤
を
築
い
た
。

そ
の
後
大
学
紛
争
の
時
期
を
経
て
、
第
二
外
科
教
授
近
藤
達
平
（
昭
和
四
十
七
年
～
昭
和
六
十
年
（
一
九
七
二
～
一
九
八
五
））
の
時

代
に
は
内
分
泌
研
究
室
と
し
て
独
立
し
て
診
療
・
研
究
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
副
腎
外
科
以
外
に
膵
の
ラ
氏
島
腫
瘍
、

腎
血
管
性
高
血
圧
、
乳
癌
、
甲
状
腺
疾
患
な
ど
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
研
究
内
容
と
し
て
は
、A

CT
H

の
ラ
ジ
オ
イ
ム

ノ
ア
ッ
セ
イ
法
の
開
発
、
一
般
腹
部
外
科
侵
襲
時
に
お
け
る
レ
ニ
ン
―
ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
―
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
系
の
変
動
、
副
腎
皮
質

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
合
成
経
路
上
の
各
種
物
質
の
分
画
測
定
、
乳
癌
に
お
け
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
レ
セ
プ
タ
ー
分
画
採
取
法
な
ど
で
あ

る
。そ

の
後
大
学
院
重
点
化
（
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
完
了
）
に
お
い
て
、
当
研
究
室
は
同
じ
く
第
二
外
科
の
移
植
研
究
室
と
と
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も
に
病
態
外
科
学
講
座
内
分
泌
・
移
植
外
科
学
分
野
と
し
て
再
編
さ
れ
た
が
、
実
態
と
し
て
は
、
旧
来
の
第
二
外
科
に
お
け
る
診
療
グ
ル
ー

プ
の
体
制
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
。
附
属
病
院
に
お
け
る
診
療
科
と
し
て
は
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
を
標
榜
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
ば

ら
く
内
分
泌
・
移
植
外
科
学
の
主
任
教
授
不
在
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
に
木
内
哲
也
が
就
任
し
た
。
就
任
後
も

診
療
・
研
究
・
教
育
と
も
に
内
分
泌
グ
ル
ー
プ
と
移
植
グ
ル
ー
プ
は
独
立
し
て
活
動
を
行
っ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
講
座
の

名
称
が
病
態
外
科
学
講
座
移
植
・
内
分
泌
外
科
学
分
野
に
改
変
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
頃
よ
り
診
療
に
占
め
る
乳
癌
の
比
率
が
増

大
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
研
究
面
に
お
い
て
も
海
草
抽
出
物
の
乳
癌
に
対
す
る
増
殖
抑
制
効
果
の
検
討
、
腫
瘍
溶
解
性
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
療
法
の
研
究
、
乳
房
温
存
術
に
お
け
る
術
中
照
射
法
の
開
発
、
温
熱
免
疫
療
法
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
内
分
泌
外
科
分
野
（
甲

状
腺
、
副
甲
状
腺
、
副
腎
な
ど
）
に
お
い
て
も
、
甲
状
腺
乳
頭
癌
に
お
け
る
リ
ン
パ
節
転
移
の
分
布
の
研
究
、
術
中
自
家
移
植
し
た
副
甲

状
腺
の
機
能
評
価
、
腹
腔
鏡
下
副
腎
部
分
切
除
の
評
価
な
ど
、
臨
床
に
即
し
た
研
究
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
本
学
環
境
医
学
研
究
所

内
分
泌
代
謝
分
野
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
甲
状
腺
細
胞
に
お
け
る
転
写
因
子
制
御
、
膵
内
分
泌
腫
瘍
の
モ
デ
ル
動
物
を
用
い
た
病
態

解
明
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
当
グ
ル
ー
プ
は
本
邦
に
お
け
る
内
分
泌
外
科
診
療
研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
代
表
的
な
地
位
を
維
持
し
て
お
り
、

日
本
内
分
泌
外
科
学
会
の
第
九
回
（
平
成
九
年
（
一
九
九
七
））、
第
十
八
回
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
））、
第
二
十
六
回
（
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
））
総
会
を
当
グ
ル
ー
プ
が
主
催
し
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時
に
は
、
未
だ
主
任
教
授
は
不
在
で
あ
る
が
、
臨
床
面

に
お
い
て
は
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
よ
り
旧
第
一
外
科
の
乳
腺
診
療
グ
ル
ー
プ
と
診
療
を
完
全
に
統
合
し
、
講
師
の
菊
森
豊

根
、
角
田
伸
行
ら
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
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心
臓
外
科
学
（
胸
部
外
科
学
）

胸
部
外
科
学
講
座
は
外
科
学
第
一
教
授
の
彌
政
洋
太
郎
と
外
科
学
第
二
教
授
の
近
藤
達
平
の
協
働
に
よ
り
昭
和
五
十
八
年（
一
九
八
三
）

十
一
月
に
新
設
さ
れ
、
外
科
学
第
一
講
座
の
心
臓
外
科
研
究
グ
ル
ー
プ
、
外
科
学
第
二
講
座
の
心
臓
血
管
外
科
研
究
グ
ル
ー
プ
、
肺
外
科

研
究
グ
ル
ー
プ
が
合
流
し
、
阿
部
稔
雄
が
初
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。

外
科
学
第
一
講
座
の
心
臓
外
科
研
究
は
、
教
授
の
戸
田
博
（
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
卒
）
が
、
本
邦
で
初
め
て
人
工
心
肺
に
よ

る
体
外
循
環
の
研
究
に
着
手
し
た
時
に
始
ま
る
。
当
時
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
藤
田
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
福
慶
逸
郎
（
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）卒
）、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
彌
政
洋
太
郎（
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）卒
）、
テ
キ
サ
ス
・
ハ
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
元
教
授
の
阿
久
津
哲
造
（
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
卒
）
等
で
あ
り
、
高
気
圧
治
療
部
教
授
の
榊
原
欣
作
（
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
卒
）、
本
学
名
誉
教
授
阿
部
稔
雄
（
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
卒
）、
愛
知
医
科
大
学
名
誉
教
授
土
岡
弘
通
（
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
卒
）、
金
沢
医
科
大
学
名
誉
教
授
清
水
健
（
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
卒
）、
藤
田
医
科
大
学
名
誉
教
授
杉
村

修
一
郎
（
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
卒
）
等
に
受
け
継
が
れ
た
。

外
科
学
第
二
講
座
の
心
臓
血
管
外
科
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
元
救
急
部
助
教
授
阿
久
根
淳
（
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
卒
）、
元
輸

血
部
助
教
授
広
瀬
豊
（
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
卒
）
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。

外
科
学
第
二
講
座
の
肺
外
科
研
究
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授
の
永
井
良
治
（
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
卒
）
の
肺
癌
外
科
治

療
に
対
す
る
積
極
的
な
努
力
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
永
井
が
名
古
屋
市
立
大
学
外
科
教
授
に
栄
転
し
た
後
は
、
國
島
和
夫
（
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
卒
）
が
教
育
、
研
究
、
診
療
に
従
事
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
は
、
胸
部
外
科
と
し
て
の
手
術
、
体
外
循
環
、
術
後
管
理
な
ど
を
確
立
し
た
「
胸
部
外
科
患
者
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
発
刊
し
、
診
療
体
制
の
画
一
化
を
進
め
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
（
一
九
八
五
）
か
ら
、
教
室
年
報
が
毎
年
発
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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胸
部
外
科
新
設
の
頃
に
、
関
連
病
院
の
数
施
設
に
も
胸
部
外
科
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
既
存
の
施
設
も
そ
の
診
療
内
容

が
大
き
く
向
上
し
て
医
師
の
定
員
増
が
図
ら
れ
た
め
、
関
連
施
設
を
含
め
た
心
臓
外
科
診
療
、
呼
吸
器
外
科
診
療
は
大
き
く
拡
大
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
に
集
中
治
療
部
が
発
足
し
、
翌
年
に
は
心
臓
手
術
後
患
者
管
理
が
集
中
治
療
部
を
主
体
と
し
て
行

わ
れ
る
体
制
に
移
行
し
、
手
術
成
績
が
大
き
く
向
上
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
小
児
病
棟
の
使
用
が
可
能
と
な
り

小
児
心
臓
外
科
診
療
が
前
進
し
た
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
二
月
に
第
二
十
四
回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
学
術
集
会
を
主
催
し
阿
部

が
退
職
と
な
り
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
一
月
に
村
瀬
充
也
（
名
古
屋
大
学
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
卒
）
が
大
垣
市
民
病
院
部

長
か
ら
胸
部
外
科
教
授
に
就
任
し
た
。
関
連
病
院
を
統
合
し
た
多
施
設
共
同
研
究
を
推
進
し
た
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
九
月
に
収

賄
罪
で
教
授
逮
捕
の
不
祥
事
が
起
こ
り
、
名
古
屋
大
学
の
信
用
を
墜
と
し
、
内
外
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
八
月
に
上
田
裕
一
（
神
戸
大
学
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
卒
）
が
天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院
か
ら
胸

部
外
科
学
教
授
に
就
任
し
、
優
れ
た
臨
床
能
力
に
よ
り
大
き
く
診
療
実
績
を
向
上
さ
せ
た
。
こ
の
時
期
に
新
東
病
棟
が
完
成
し3E

病
棟

に
心
臓
外
科
病
棟
が
統
合
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
か
ら
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
、
胸
部
外
科
教
室
は
病
態
外
科
学
講

座
胸
部
機
能
外
科
学
・
胸
部
構
築
外
科
学
の
二
分
野
に
分
か
れ
た
。
胸
部
外
科
で
は
大
学
院
を
卒
後
教
育
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
手
術
修

練
お
よ
びacadem

ic�support

を
行
う
た
め
に
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
の
入
学
を
原
則
と
し
た
。

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
六
月
に
医
系
研
究
棟
一
号
館
が
完
成
し
、
胸
部
外
科
教
室
は
基
礎
研
究
棟
別
館
五
階
か
ら
一
号
館
三
階
に

転
居
し
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
一
月
に
は
、
診
療
科
が
心
臓
外
科
と
呼
吸
器
外
科
の
二
診
療
科
に
独
立
し
、
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
四
月
か
ら
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
と
し
て
独
立
法
人
化
が
進
み
、
附
属
病
院
の
臨
床
機
能
が
充
実
し
、
病
院
は
研
究

施
設
か
ら
臨
床
病
院
に
様
変
わ
り
し
た
。

呼
吸
器
外
科
助
教
授
の
今
泉
宗
久
（
金
沢
大
学
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
卒
）
の
退
職
に
伴
い
、
呼
吸
器
外
科
診
療
を
担
う
た
め

に
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
同
門
の
部
長
横
井
香
平
（
名
古
屋
大
学
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
卒
）
を
招
請
し
た
。
横
井
は
平

成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
五
月
に
助
教
授
に
就
任
し
、
呼
吸
器
外
科
長
に
就
任
し
、
肺
が
ん
治
療
を
中
心
に
呼
吸
器
外
科
診
療
を
大
き
く
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前
進
さ
せ
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
外
科
専
門
医
制
度
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度
が
始
ま
り
、
心
臓
外
科
医
の
修
練
目
標
が
明
確
化
さ

れ
た
。
ま
た
卒
後
初
期
臨
床
研
修
必
修
化
が
定
着
し
た
。
卒
後
初
期
臨
床
研
修
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
本
学
卒
業
者
以
外
の
入
局
者

増
加
に
繋
が
っ
た
が
、
専
門
医
制
度
の
確
立
に
よ
り
到
達
が
難
し
い
心
臓
外
科
志
望
者
は
減
少
し
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
九
月
に
秋
田
利
明
講
師
（
名
古
屋
大
学
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
卒
）
が
金
沢
医
科
大
学
胸
部
心
臓

血
管
外
科
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
研
究
面
で
は
同
年
、
寄
附
講
座
「
臨
床
細
胞
治
療
学
」
を
新
設
し
、
成
田
裕
司
が
特
任
講
師
に
就
任

し
、
組
織
工
学
を
用
い
た
小
口
径
人
工
血
管
の
開
発
や
生
体
吸
収
性
骨
蝋
の
開
発
を
行
っ
た
。
臨
床
面
で
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

に
は
、
施
設
基
準
を
と
り
、
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
リ
ー
ド
抜
去
が
可
能
と
な
っ
た
。
上
田
は
第
六
十
四
回
日

本
胸
部
外
科
学
会
学
術
集
会
を
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
十
月
に
主
催
し
た
後
に
退
職
し
、
天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院
長
に
就
任
し

た
。上

田
の
退
職
を
う
け
呼
吸
器
外
科
学
の
新
設
を
請
願
し
、
祖
父
江
元
元
研
究
科
長
の
尽
力
に
よ
り
呼
吸
器
外
科
学
の
新
設
が
叶
っ
た
。

胸
部
外
科
学
は
心
臓
外
科
学
と
呼
吸
器
外
科
学
の
二
講
座
制
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
に
碓
氷
章
彦
（
名
古
屋
大

学
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
卒
）
が
心
臓
外
科
学
教
授
に
就
任
し
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
横
井
が
呼
吸
器
外
科
学

教
授
に
就
任
し
た
。
胸
部
外
科
教
室
は
新
設
講
座
の
た
め
承
継
ポ
ス
ト
が
少
な
か
っ
た
が
、
独
立
法
人
化
に
伴
い
病
院
助
教
ポ
ス
ト
が
増

加
し
、
診
療
体
制
が
大
幅
に
充
実
し
た
。

碓
氷
の
教
授
就
任
後
の
最
大
の
目
標
は
心
臓
移
植
の
実
施
で
あ
り
、
心
臓
外
科
教
室
を
あ
げ
て
実
現
に
邁
進
し
た
。
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
十
月
に
遠
心
ポ
ン
プ
を
用
い
た
体
外
式
補
助
人
工
心
臓
治
療
を
倫
理
委
員
会
の
承
認
の
下
に
施
行
し
、
約
一
年
の
補
助
後

に
離
脱
に
成
功
し
た
。
こ
の
症
例
を
契
機
に
重
症
心
不
全
治
療
体
制
が
構
築
で
き
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
月
に
補
助
人
工
心

臓
協
議
会
か
ら
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
実
施
施
設
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
東
海
北
陸
厚
生
局
の
施
設
認
定
に
は
時
間

を
要
し
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月
に
施
設
認
定
を
取
得
し
、
同
年
十
月
に
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
移
植
第
一
例
を
施
行
し
た
。
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平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
五
月
に
「
心
臓
移
植
実
施
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
、
心
臓
移
植
実
施
施
設
申
請
の
準
備
を
整

え
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
に
心
臓
移
植
実
施
施
設
の
書
類
申
請
、
八
月
に
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
を
受
け
、
十
一
月
に
「
重
症

心
不
全
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
十
二
月
十
三
日
に
移
植
関
連
学
会
合
同
委
員
会
か
ら
成
人
心
臓
移
植
実
施
施
設
認
定
を
受
け
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
四
月
に
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
入
会
し
、
四
月
二
十
六
日
に
心
臓
移
植
手
術
第
一
例
目
を
実
施

し
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
新
規
循
環
補
助
装
置
で
あ
る
イ
ン
ペ
ラ
実
施
施
設
認
定
を
受
け
、
臨
床
使
用
を
開
始
し
て
い
る
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
時
点
で
五
四
例
の
補
助
人
工
心
臓
移
植
お
よ
び
六
例
の
心
臓
移
植
を
実
施
し
た
。

カ
テ
ー
テ
ル
式
大
動
脈
弁
置
換
術
（T

A
V

R

）
の
実
施
も
教
室
の
目
標
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手

術
室
の
改
築
を
完
成
さ
せ
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
にT

A
V

R

施
設
認
定
を
受
け
実
施
を
開
始
し
て
い
る
。
平
成
三
十
一
年

（
二
〇
一
九
）
二
月
にT

A
V

R
一
〇
〇
例
を
達
成
し
、
良
好
な
成
績
を
収
め
て
い
る
。

こ
の
間
に
多
く
の
同
輩
が
教
授
職
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）に
高
木
靖（
名
古
屋
大
学
昭
和
六
十
一
年（
一
九
八
六
）

卒
）
が
藤
田
医
科
大
学
心
臓
外
科
教
授
に
就
任
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
松
山
克
彦
（
福
井
医
科
大
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
卒
）

が
愛
知
医
科
大
学
心
臓
外
科
教
授
に
就
任
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
阿
部
知
伸
（
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
卒
）
が
群
馬
大
学
循

環
器
外
科
学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。

研
究
面
で
は
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
医
系
研
究
棟
三
号
館
に
心
臓
外
科
研
究
室
を
開
設
し
、
特
任
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
組
織
工

学
的
技
術
を
利
用
し
た
心
臓
血
管
外
科
手
術
材
料
お
よ
び
治
療
法
開
発
」
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
秋

田
利
明
が
特
任
教
授
に
就
任
し
、
特
任
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
重
症
心
不
全
患
者
に
対
す
る
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
治
療
」
を
開
始
し
て
い
る
。

臨
床
面
で
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
中
央
診
療
棟
Ｂ
が
完
成
し
、
手
術
室
、ICU

機
能
が
大
幅
に
充
実
し
た
。
小
児
心
臓

外
科
診
療
は
平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）か
ら
中
断
し
て
い
た
が
、診
療
再
開
は
心
臓
外
科
教
室
の
目
標
で
あ
り
、「
小
児
循
環
器
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
の
診
療
科
開
設
を
働
き
か
け
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
病
院
部
長
会
で
承
認
さ
れ
た
。
小
児
循
環
器
セ
ン
タ
ー
は
小
児
心
臓

外
科
お
よ
び
小
児
循
環
器
科
を
主
体
と
す
る
体
制
で
、
令
和
四
年
（
二
○
二
二
）
の
開
設
を
目
標
に
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
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令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
に
は
第
七
十
三
回
日
本
胸
部
外
科
学
会
を
碓
氷
が
主
催
し
た
。

呼
吸
器
外
科
学
で
は
横
井
が
平
成
三
十
一
年
（
二
○
一
九
）
に
退
職
し
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
に
芳
川
豊
史
（
京
都
大
学
平

成
九
年
（
一
九
九
七
）
卒
）
が
呼
吸
器
外
科
学
教
授
に
着
任
し
た
。
肺
移
植
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
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呼
吸
器
外
科
学
（
胸
部
外
科
学
）

［
外
科
か
ら
胸
部
外
科
へ
］

本
学
外
科
学
講
座
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
設
け
ら
れ
た
「
仮
医
学
校
」
教
則
中
に
外
科
総
論
等
の
講
義

名
が
あ
り
、
外
科
学
第
一
講
座
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
外
科
学
第
二
講
座
が
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
発
足
と
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
ま
も
な
く
一
〇
〇
年
に
及
ぶ
か
と
い
う
歴
史
の
あ
る
講
座
で
あ
る
。
一
方
、
呼
吸
器
外
科
学
講
座
の
歴
史
は
横
井
香
平
が
初
代

教
授
に
就
任
し
た
の
が
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
で
、
そ
の
六
年
後
の
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
に
、
第
二
代
教
授
に
芳

川
豊
史
が
就
任
す
る
な
ど
、
ま
だ
歩
き
始
め
た
ば
か
り
の
新
設
講
座
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
外
科
学
第
二
講
座
を

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
主
宰
し
た
教
授
の
今
永
一
時
代
、
教
室
の
研
究
課
題
に
「
肺
外
科
」
が
挙
げ
ら
れ
た
頃
に
遡
る
事
が

で
き
る
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
外
科
学
第
一
講
座
か
ら
心
臓
外
科
、
第
二
講
座
か
ら
心
臓
外
科
と
肺
外
科
が
集
ま
る
形
で
胸
部
外

科
学
講
座
が
誕
生
し
、
阿
部
稔
雄
（
心
臓
外
科
）
が
教
授
に
、
翌
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
今
泉
宗
久
（
呼
吸
器
外
科
）
が
助
教

授
に
就
任
し
た
。
今
泉
は
國
島
和
夫
（
後
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
胸
部
外
科
部
長
）、
陶
山
元
一
（
後
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知

病
院
院
長
）
ら
と
と
も
に
呼
吸
器
外
科
診
療
を
支
え
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
六
月
に
退
任
す
る
ま
で
、
本
学
と
関
連
施
設
の
呼
吸

器
外
科
診
療
を
担
っ
た
。

［
呼
吸
器
外
科
学
講
座
の
誕
生
］

今
泉
の
退
任
後
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
五
月
に
助
教
授
に
就
任
し
た
の
が
横
井
で
あ
る
。
横
井
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
卒
業
後
、

名
古
屋
掖
済
会
病
院
を
経
て
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
胸
部
腫
瘍
の
診
断
、
病
理
、
外
科
治
療
な
ど
を
学
ん
だ

後
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
開
設
と
と
も
に
同
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
、
以
後
一
八
年
間
に
渡
り
肺
が
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ん
や
縦
隔
腫
瘍
な
ど
の
診
療
に
従
事
し
て
き
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
当
時
、
本
学
胸
部
外
科
学
教
授
で
あ
っ
た
上
田
裕
一
（
心

臓
外
科
）と
碓
氷
章
彦（
現
心
臓
外
科
学
教
授
）は
今
泉
の
後
任
と
し
て
横
井
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
横
井
は
昭
和
五
十
三
年（
一
九
七
八
）

の
卒
業
後
初
め
て
、
胸
部
外
科
学
助
教
授
と
し
て
本
学
に
戻
る
事
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
上
田
の
退
任
後
、
胸
部
外
科
ユ
ニ
ッ
ト
の
中
で
心
臓
外
科
部
門
と
呼
吸
器
外
科
部
門
が
独
立
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）十
一
月
、碓
氷
が
心
臓
外
科
学
教
授
に
就
任
し
、呼
吸
器
外
科
学
は
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）

四
月
よ
り
横
井
が
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
部
地
方
の
国
公
立
大
学
で
初
め
て
の
呼
吸
器
外
科
学
講
座
が
誕
生
し
た
。

横
井
が
助
教
授
と
し
て
就
任
し
た
当
初
は
呼
吸
器
外
科
を
担
当
す
る
医
師
の
ポ
ス
ト
は
二
人
分
し
か
な
く
、
年
間
手
術
件
数
一
三
〇
件
、

肺
癌
手
術
件
数
八
〇
件
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
就
任
後
手
術
件
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
二
〇
〇
件
、

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
三
〇
〇
件
を
超
え
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
に
、
横
井
の
後
任
に
、
第
二
代
教
授
と
し
て

芳
川
豊
史
が
就
任
し
た
。
芳
川
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
京
都
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
肺
癌
と
肺
移
植
を
中
心
に
臨
床
・
研
究
を
行

い
、
京
都
大
学
大
学
院
で
の
学
位
取
得
後
は
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
の
臨
床
研
修
を
含
ん
だ
約
一
二
年
間
、
京
都
大
学
で
ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ジ
ャ

ン
と
し
て
研
鑚
を
積
ん
だ
。
芳
川
就
任
後
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
末
で
三
四
七
例
と
、
年

間
症
例
数
が
四
〇
〇
例
を
超
え
る
ペ
ー
ス
で
手
術
件
数
を
着
実
に
増
や
し
て
い
る
。
教
員
に
つ
い
て
も
病
院
准
教
授
以
下
七
人
、
他
に
医

員
や
大
学
院
生
数
人
に
て
、
当
地
区
の
呼
吸
器
外
科
診
療
の
中
心
的
役
割
を
担
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

［
展
望
］

肺
癌
外
科
の
歴
史
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
米
国
でGraham
が
肺
摘
除
術
を
行
っ
て
以
来
未
だ
一
〇
〇
年
に
満
た
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
法
は
大
開
胸
手
術
か
ら
胸
腔
鏡
下
手
術
（V

A
T

S

）
や
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
下
手
術
（RA

T
S

）
ま
で
多
岐
に
渡
る
よ
う
に
な
り
、
特
にV

A
T

S

は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
の
本
邦
集
計
で
全
手
術
の

七
割
を
占
め
る
ま
で
増
加
、
肺
切
除
範
囲
に
関
し
て
も
各
時
代
に
行
わ
れ
た
大
規
模
臨
床
試
験
の
結
果
に
基
づ
き
、
根
治
性
を
損
な
わ
ず
、
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よ
り
低
侵
襲
を
目
指
し
て
変
遷
し
て
き
た
。

本
学
呼
吸
器
外
科
で
もV

A
T

S

やRA
T

S

を
積
極
的
に
導
入
し
、
早
期
の
肺
癌
症
例
、
縦
隔
腫
瘍
、
転
移
性
肺
腫
瘍
に
適
応
し
て
き
た
。

一
方
、
肺
癌
や
胸
腺
上
皮
性
腫
瘍
（
胸
腺
腫
・
胸
腺
癌
な
ど
）
の
進
行
期
例
に
対
し
て
は
外
科
治
療
を
含
ん
だ
集
学
的
治
療
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
で
治
療
成
績
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
暴
露
が
誘
因
と
さ
れ
る
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
は
本
邦
で
の
ア
ス
ベ

ス
ト
使
用
が
全
面
禁
止
さ
れ
た
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
以
降
、
増
加
の
一
途
を
辿
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
当
科
で
も
悪
性

胸
膜
中
皮
腫
の
手
術
例
が
増
え
、
進
行
胸
腺
上
皮
性
腫
瘍
と
と
も
に
本
邦
で
も
有
数
の
治
療
施
設
と
い
え
る
ま
で
発
展
し
て
き
た
。

な
お
、
芳
川
着
任
後
は
、
芳
川
が
前
任
地
の
京
都
大
学
で
、
肺
移
植
を
本
邦
で
二
〇
〇
例
以
上
経
験
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
中
部
東
海

地
区
に
お
け
る
慢
性
呼
吸
不
全
患
者
に
対
す
る
肺
移
植
の
適
応
評
価
に
関
す
る
紹
介
が
始
ま
り
、
肺
移
植
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
患
者
の

専
門
的
診
察
も
、
呼
吸
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、
小
児
科
な
ど
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
肺
移
植
実
施
施
設
が
な
い
中
部
東
海

地
区
に
お
け
る
拠
点
病
院
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
呼
吸
器
外
科
学
は
今
後
も
ま
す
ま
す
変
化
、
発
展
を
遂
げ
て
い
く
と
思
わ
れ
、
診
療
、
研
究
に
関
す
る
幅
広
い
知
識

が
要
求
さ
れ
る
。
現
在
、
本
学
呼
吸
器
外
科
医
局
員
一
同
は
、
長
い
歴
史
を
刻
む
本
学
外
科
学
講
座
の
優
れ
た
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
引
き

続
き
進
取
の
気
持
ち
を
持
っ
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。
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小
児
外
科
学

［
前
史
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
三
二
床
の
小
児
外
科
系
小
児
混
合
病
棟
が
開
設
さ
れ
た
が
、
第

一
外
科
配
分
と
し
て
病
床
は
二
床
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
の
第
一
外
科
教
室
で
は
、
時
折
入
院
す
る
小
児
外
科
患
者
は
一
般
外
科
医
や

心
臓
外
科
医
が
診
療
し
て
い
た
が
、
系
統
だ
っ
た
診
療
、
医
学
教
育
、
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
春
、
英
国
・
米
国
の
大
学
附
属
病
院
で
小
児
外
科
を
学
ん
だ
後
、
第
一
外
科
教
室
に
帰
局
し
た
伊
藤
喬

廣
が
副
手
と
し
て
、
既
存
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
属
せ
ず
小
児
外
科
患
者
の
診
療
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
本
学
医
学
部
附
属
病
院
で
小
児
外

科
専
従
の
医
師
に
よ
る
小
児
外
科
診
療
の
始
ま
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
病
棟
再
編
成
の
折
、
外
科
割
当
病
床
は

一
二
床
と
な
り
、小
児
外
科
の
入
院
治
療
の
規
模
は
拡
大
し
た
。
そ
の
当
時
小
児
外
科
に
専
従
し
て
い
た
医
師
は
伊
藤
と
長
屋
孝
美
で
あ
っ

た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
小
児
外
科
グ
ル
ー
プ
は
研
究
班
と
認
知
さ
れ
、
新
し
い
専
門
分
野
と
し
て
の
小
児
外
科
の
啓
蒙
活

動
が
附
属
病
院
内
お
よ
び
関
連
医
療
機
関
に
対
し
て
精
力
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
月
に
は
「
小
児
腫
瘍
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
い

う
小
児
腫
瘍
に
対
す
る
集
学
的
診
療
も
開
始
さ
れ
た
。
当
時
の
小
児
外
科
病
棟
は
成
人
病
棟
と
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
新
生
児
用

の
モ
ニ
タ
ー
、
保
育
器
、
呼
吸
器
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
学
小
児
外
科
は
他
の
大
学
病
院
と
は
異
な
り
、
小
児
外
科
の
先
進
国
で
あ

る
欧
米
の
診
療
方
針
を
直
接
導
入
し
た
た
め
、
広
い
診
療
領
域
で
当
初
か
ら
良
い
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
設
備
は
欧
米
よ
り
は

る
か
に
劣
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
初
め
て
の
新
生
児
手
術
が
行
わ
れ
、
東
海
地
方
で
最
初
の
救
命
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
五
月
、
愛
知
県
春
日
井
市
に
県
立
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
が
建
設
さ
れ
、
当
時
で
は
日
本
で

最
も
完
備
し
た
新
生
児
外
科
病
棟
を
併
設
す
る
小
児
外
科
が
開
設
さ
れ
た
。
大
学
で
は
新
生
児ICU

を
設
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
附
属
病
院
小
児
外
科
と
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
の
二
施
設
で
ほ
ぼ
同
じ
チ
ー
ム
で
機
能
分
担
し
て
運
営
す
る
体
制
と
な
っ
た
。
附

属
病
院
で
は
小
児
腫
瘍
患
者
と
肝
胆
道
系
患
者
を
中
心
に
診
療
を
行
い
、
大
学
に
い
る
杉
籐
徹
志
と
、
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
の
伊
藤
、
長
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屋
孝
美
、
長
屋
昌
宏
、
入
谷
勇
夫
が
附
属
病
院
小
児
外
科
病
棟
一
二
床
と
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
の
二
つ
を
、
力
を
合
わ
せ
て
診
療
し
て
い

た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
は
第
一
外
科
助
手
と
し
て
伊
藤
が
着
任
し
、
コ
ロ
ニ
ー
中
央
病
院
と
は
独
立
し
て
診
療
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
安
城
更
生
病
院
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
豊
橋
市
民
病
院
、
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）
に
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
、
小
児
外
科
診
療

が
大
学
と
共
同
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
間
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
第
一
外
科
小
児
外
科
グ
ル
ー
プ
に
助
手
二
名
、

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
講
師
一
名
が
配
分
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
小
児
外
科
グ
ル
ー
プ
は
講
師
一
名
、
助
手

二
名
を
含
め
て
総
勢
九
名
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
分
院
外
科
教
授
と
し
て
伊
藤
が
選
出
さ
れ
た
。
分
院
で
す
べ
て
の
小

児
外
科
診
療
を
行
う
こ
と
は
、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
将
来
的
な
小
児
外
科
診
療
科
・
講
座
の
新
設
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
可
能
性
が

高
い
た
め
、
当
時
の
第
一
外
科
の
塩
野
谷
教
授
、
二
村
講
師
を
始
め
、
第
一
外
科
教
室
の
配
慮
に
よ
り
、
助
手
席
一
つ
を
附
属
病
院
で
借

用
し
、
小
児
外
科
診
療
は
分
院
西
病
棟
お
よ
び
附
属
病
院
小
児
外
科
病
棟
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
分
院
外
科
は
教
授
の
伊
藤
、
助

教
授
の
石
黒
士
雄
、
講
師
の
安
藤
久
實
に
よ
り
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
多
く
の
小
児
外
科
医
が
分
院
外
科
に
籍
を
お
い
た
。
平
成
三
年

（
一
九
九
一
）、
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
が
決
定
し
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
大
学
院
重
点
化
が
再
優
先
事
項
と
な
っ
た
。
平
成
六

年
（
一
九
九
四
）
第
一
外
科
教
授
の
二
村
と
共
に
医
学
部
長
に
陳
情
を
重
ね
、
小
児
外
科
が
重
点
化
構
想
に
組
み
込
ま
れ
、
同
時
に
附
属

病
院
病
棟
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
に
は
分
院
は
廃
止
さ
れ
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
三
月
三
十
一
日

伊
藤
は
退
任
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
一
日
に
診
療
科
と
し
て
小
児
外
科
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
五
月
一
日
に
は
安
藤
久
實
が
初
代
教
授
に
就

任
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
一
日
に
小
児
外
科
学
分
野
と
な
っ
た
。
小
児
外
科
学
は
三
〇
年
余
り
の
年
月
を
経
て
、
先
達
た
ち

の
絶
え
間
な
い
努
力
と
時
代
の
要
請
か
ら
生
ま
れ
た
。

［
設
立
後
］

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
安
藤
が
教
授
に
就
任
し
た
際
は
病
床
数
四
床
で
あ
っ
た
が
、
翌
年5W

病
棟
に
一
五
床
の
小
児
外
科
専
用
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病
床
が
確
保
さ
れ
た
。
年
間
手
術
数
は
当
初
は
三
〇
〇
件
前
後
で
あ
っ
た
が
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
頃
か
ら
は
三
七
〇
件
以
上
の
手

術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
一
月
に
肝
移
植
が
開
始
さ
れ
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
ま
で
に
六
七

例
の
肝
移
植
が
行
わ
れ
た
。
肝
胆
道
系
の
手
術
が
多
く
集
ま
り
、
安
藤
が
退
任
し
た
平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇
一
二
）
の
一
年
間
で
胆
道

閉
鎖
症
一
〇
例
、
先
天
性
胆
道
拡
張
症
一
六
例
、
新
生
児
手
術
四
七
例
と
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
症
例
数
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
八
月
に
は
二
代
目
教
授
と
し
て
内
田
広
夫
が
就
任
し
、
専
門
と
し
て
い
る
内
視
鏡
手
術
が
激
増
し
た
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
か
ら
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
の
四
年
間
で
、
総
手
術
数
二
，
四
六
五
件
の
う
ち
、
新
生
児
手
術

三
六
二
件
、
内
視
鏡
手
術
一
，
三
一
八
件
と
な
っ
た
。
主
要
疾
患
の
内
視
鏡
手
術
件
数
は
食
道
閉
鎖
症
三
五
件
（
全
三
八
件
）、
胆
道
閉

鎖
症
五
一
件
（
全
五
二
件
）、
先
天
性
胆
道
拡
張
症
五
八
件
（
全
五
九
件
）、
肺
切
除
五
〇
件
（
全
五
一
件
）、
と
全
国
で
最
も
多
い
施
設

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
主
要
疾
患
の
多
く
は
内
視
鏡
手
術
に
置
き
換
わ
っ
た
。
小
児
外
科
は
内
視
鏡
手
術
の
導
入
で
、
短
期
間
に
大

き
く
治
療
法
が
変
革
し
、
今
後
も
変
革
と
検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
治
療
の
進
歩
と
と
も
に
講
座
も
進
化
し
て
い
る
。
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泌
尿
器
科
学

［
前
史
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
に
旧
名
古
屋
藩
評
定
所
跡
に
公
立
仮
病
院
を
、
次
い
で
元
町
役
所
に
仮
医
学
校

を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
仮
医
学
校
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
医
学
講
習
場
に
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

四
月
「
公
立
医
学
講
習
場
」
と
改
称
、
同
年
六
月
「
公
立
医
学
所
」
と
な
っ
た
。
我
が
国
に
お
け
る
泌
尿
器
科
学
の
発
達
は
外
科
学
や
皮

膚
科
学
、
性
病
学
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
が
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
お
い
て
も
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）「
公
立
医
学
校
」

と
改
称
し
た
年
、
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�Roretz

）
が
外
科
学
の
一
部
と
し
て
皮
膚
花
柳
科
を
講
義
・
診
療
し
た
。
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
九
月
に
は
「
愛
知
医
学
校
」
と
な
り
、
医
学
士
熊
谷
幸
之
輔
が
外
科
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
初
め
て
皮
膚
病
学
な
ら
び
に
花

柳
病
学
を
外
科
か
ら
独
立
し
た
一
科
目
と
し
て
講
義
し
た
が
、
診
療
は
依
然
と
し
て
外
科
の
中
で
行
わ
れ
た
。
明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）、

医
学
士
花
房
道
純
が
愛
知
医
学
校
一
等
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
、
皮
膚
花
柳
病
学
の
講
義
を
担
当
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
か
ら
は
助

教
諭
小
林
律
三
郎
が
花
柳
病
学
の
講
義
を
担
当
し
た
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
か
ら
は
助
教
諭
寺
倉
文
乃
助
が
皮
膚
花
柳
病

学
の
講
義
を
担
当
し
た
。
同
年
八
月
に
愛
知
医
学
校
は
「
愛
知
県
立
医
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
、

専
門
学
校
令
の
公
布
に
よ
り
「
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
」
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
精
神
科
、
小
児
科
、
皮
膚
病
お
よ
び
花
柳
病
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
の
学
科
目
が
独
立
し
て
講
義
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
耳
鼻
咽
喉
科
と
と
も
に
皮
膚
花
柳
病
科
の
独
立
の
部
と
し
て
の
開
設

の
議
が
起
こ
り
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月
、
助
教
諭
楠
太
に
対
し
皮
膚
病
学
・
花
柳
病
学
研
究
の
た
め
東
京
帝
国
大
学
皮
膚

科
へ
一
年
半
の
留
学
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
楠
太
が
帰
院
す
る
や
直
ち
に
皮
膚
病
花
柳
病
科
が
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
八
月
一
日
に
開

設
さ
れ
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
教
諭
と
な
り
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
ま
で
初
代
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
諭
と
し
て
教

鞭
を
と
っ
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
に
は
田
村
春
吉
が
東
京
帝
国
大
学
か
ら
第
二
代
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
諭
と
し
て
着
任
し
た
。
田
村
は
後
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年
、
名
古
屋
医
科
大
学
長
、
名
古
屋
帝
国
大
学
総
長
を
歴
任
し
、
戦
前
よ
り
名
古
屋
総
合
大
学
の
実
現
を
推
進
し
た
。
こ
の
田
村
構
想
は
、

田
村
の
亡
き
後
、
次
の
総
長
と
な
る
勝
沼
精
藏
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
田
村
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
、
総
長
在
任
中
に

脳
溢
血
で
急
逝
し
た
が
、『
先
生
は
識
見
高
邁
に
し
て
先
見
の
明
あ
り
、
熟
慮
断
行
の
勇
に
富
み
、
直
路
邁
進
、
自
ら
の
難
局
を
打
開
す

る
の
手
腕
を
有
す
』
と
は
、
そ
の
追
悼
文
の
一
節
で
あ
る
。
田
村
は
外
遊
す
る
こ
と
が
多
く
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
か
ら
大
正
一
一

年
（
一
九
二
二
）
の
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
へ
の
外
遊
中
は
志
賀
亮
が
、
第
三
代
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
志
賀
は
特
に

泌
尿
器
科
学
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、
着
任
以
来
、
皮
膚
泌
尿
器
科
に
泌
尿
器
科
学
を
導
入
し
、
皮
膚
泌
尿
器
科
学
講
座
と
し
て
の
実
質

的
な
出
発
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
木
下
杢
太
郎
の
文
名

で
広
く
世
に
知
ら
れ
た
太
田
正
雄
が
、
第
四
代
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
太
田
は
癩
病
理
の
研
究
お
よ
び
糸
状
菌
の
研

究
に
偉
大
な
業
績
を
あ
げ
た
が
、
当
時
、
皮
膚
科
・
泌
尿
器
科
分
離
の
機
運
が
上
昇
し
て
い
た
折
で
も
あ
り
、
主
に
皮
膚
科
を
担
当
し
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
愛
知
医
科
大
学
は
名
古
屋
医
科
大
学
と
改
ま
っ
た
が
、
皮
膚
泌
尿
器
科
学
教
授
は
田
村
に
よ
っ
て
引
き
続

き
担
当
さ
れ
た
。
ま
た
、
助
教
授
三
矢
辰
雄
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
頃
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
映
画
を
開
拓
し
、
我
が
国
に
お
け
る
レ
ン

ト
ゲ
ン
映
画
の
基
礎
を
築
い
た
。

［
泌
尿
器
科
学
講
座
発
足
後
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
官
制

が
改
正
さ
れ
、
皮
膚
泌
尿
器
科
は
そ
れ
ぞ
れ
一
講
座
と
し
て
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
田
村
は
皮
膚
科
学
講
座
専
門
と
な
り
、
泌
尿
器

科
学
講
座
は
助
教
授
よ
り
昇
進
し
た
三
矢
辰
雄
が
初
代
泌
尿
器
科
学
教
授
と
し
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一
か
月
後
に
は
講
師
の

清
水
圭
三
が
泌
尿
器
科
担
当
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
講
座
が
名
実
と
も
に
誕
生
し
た
。
三
矢
は
主
に

田
村
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
対
す
る
研
究
を
助
け
た
関
係
で
、
こ
の
方
面
の
業
績
が
多
く
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
深
達
療
法
、
皮
膚
病
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

療
法
な
ど
、
わ
が
国
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
治
療
の
先
駆
を
な
し
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
、
中
華
民
国
国
民
政
府
主
席
汪
兆
銘
が
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医
学
部
附
属
病
院
へ
入
院
、「
梅
」
号
患
者
と
し
て
厳
秘
体
制
の
も
と
に
治
療
が
行
わ
れ
た
時
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
深
部
治
療
の
た
め
、
田
村
、

三
矢
も
医
師
団
に
参
加
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
医
療
水
準
が
い
か
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
挿
話

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
人
柄
は
資
性
温
厚
に
し
て
常
に
微
笑
を
た
た
え
、
決
し
て
怒
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
座
右
の
銘
は
「
和
」
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
六
月
に
は
清
水
圭
三
が
第
二
代
泌
尿
器
科
学
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
清
水
は
、
遊
走
腎
を
主
軸
に
腎
出

血
、
蛋
白
尿
、
立
位
腎
盂
像
、
立
位
腎
動
脈
撮
影
法
、
膀
胱
内
カ
ラ
ー
映
画
、
な
ど
を
研
究
し
た
。
ま
た
臨
床
面
に
お
い
て
は
、
前
立
腺

摘
出
術
、
膀
胱
全
摘
術
、
各
種
尿
路
変
更
術
、
腎
切
石
術
、
尿
道
下
裂
の
形
成
術
な
ど
、
手
術
を
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
第
五
十
五
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会
総
会
を
主
宰
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
頃
よ
り
全
国
に
大
学
紛
争
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
も
例
外
で
は
な
く
、
小
児
科
教
授

選
が
発
端
と
な
っ
て
学
内
は
混
乱
の
る
つ
ぼ
と
化
し
、
教
授
会
は
教
授
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
〇
名
以
上
の
教
授
が
欠
員
と
い
う

よ
う
な
状
態
が
数
年
続
く
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
。
わ
が
泌
尿
器
科
学
教
室
も
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
三
月
に
清
水
が
停
年
退
官

さ
れ
て
か
ら
教
授
不
在
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
三
矢
英
輔
が
泌
尿
器
科
長
事
務
取
扱
と
し
て
研
究
・
教
育
・
診
療
の
伝
統
を
守
っ
て
い
た
。

そ
し
て
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
五
月
に
な
り
よ
う
や
く
教
授
就
任
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
時
代
は
泌
尿
器
科
学
の
手
術
法
に
お
い
て
も

大
き
な
変
動
の
あ
っ
た
時
期
に
重
な
る
。
す
な
わ
ち
、
腸
管
を
利
用
し
た
代
用
膀
胱
や
再
建
手
術
が
広
ま
り
、
経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術

の
手
技
が
確
立
し
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
尿
管
結
石
や
腎
結
石
に
対
す
る
経
尿
道
的
尿
路
結
石
摘
除
術
、
経
皮
的
腎
結
石
摘
除

術
、
さ
ら
に
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
も
普
及
し
、
尿
路
結
石
に
対
す
る
開
創
手
術
が
減
少
の
一
途
を
辿
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
三
矢
は
、

学
究
肌
で
物
静
か
な
先
生
で
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
は
第
三
十
二
回
日
本
泌
尿
器
科
学
会
中
部
総
会
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
に
は
第
二
十
八
回
日
本
不
妊
学
会
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
長
年
の
学
術
・
教
育
に

お
け
る
業
績
が
評
価
さ
れ
、
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
六
月
に
三
宅
弘
治
が
第
四
代
泌
尿
器
科
教
授
に
就
任
し
た
。
三
宅
は
非
常
に
温
厚
な
人
柄
で
学
生
か
ら
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も
人
気
が
高
く
、
こ
の
時
代
に
当
教
室
の
入
局
者
は
大
い
に
増
え
た
。
研
究
に
お
い
て
は
ア
ン
ド
ロ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で
国
内
を
リ
ー
ド
し
、

国
際
学
会
に
お
い
て
の
発
表
も
多
く
行
っ
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
第
十
回
日
本
ア
ン
ド
ロ
ロ
ジ
ー
学
会
を
会
長
と
し
て
主
宰
し

た
。平

成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
中
京
病
院
に
お
い
て
長
年
活
躍
し
て
い
た
大
島
伸
一
が
第
五
代
教
授
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
大
学
に
お
い

て
も
腎
移
植
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
腹
腔
鏡
手
術
に
お
い
て
も
そ
の
黎
明
期
に
、
当
教
室
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
標
準
術
式
と

し
て
確
立
す
る
に
あ
た
り
大
い
に
貢
献
し
た
。
大
島
は
非
常
に
厳
格
な
人
柄
で
あ
り
、
手
術
に
お
い
て
決
し
て
妥
協
を
許
さ
な
か
っ
た
と

言
う
。
大
島
は
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
第
十
五
回
日
本Endourology

・ESW
L

学
会
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
第

三
十
六
回
日
本
臨
床
腎
移
植
学
会
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

大
島
が
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
総
長
に
栄
転
し
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
後
藤
百
万
が
第
六
代
教
授
に
就
任
し
た
。
後
藤
は

就
任
記
念
式
典
に
お
い
て
「
臨
床
と
研
究
は
車
の
両
輪
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
臨
床
面
に
お
い
て
は
手
術
療
法
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
く

す
と
と
も
に
、
研
究
面
に
お
い
て
も
排
尿
領
域
で
多
く
の
臨
床
試
験
を
発
表
し
、
ま
た
基
礎
研
究
分
野
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
手
術
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
を
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
本
邦
で
い
ち
早
く
導
入
し
、
日
本
泌
尿
器
内
視
鏡
学
会
の

ロ
ボ
ッ
ト
部
会
長
と
し
て
本
邦
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
発
展
の
か
じ
取
り
を
行
っ
た
。
ま
た
、
世
界
初
の
脂
肪
組
織
由
来
幹
細
胞
を
用

い
た
尿
失
禁
再
生
治
療
を
開
発
し
、
再
生
治
療
の
保
険
適
用
も
目
指
し
て
医
師
主
導
治
験
を
行
っ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
泌
尿
器
科
の
臨

床
・
研
究
の
柱
と
し
て
、
排
尿
障
害
、
腎
移
植
、
再
生
医
療
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
の
四
領
域
が
確
立
し
た
。

後
藤
の
教
授
就
任
後
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
第
二
十
四
回
日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に

第
十
九
回
日
本
排
尿
機
能
学
会
、
お
よ
び
第
七
回
環
太
平
洋
尿
禁
制
学
会
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
第
六
十
八
回
日
本
泌
尿
器
科

学
会
中
部
総
会
、
そ
し
て
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に
第
二
十
一
回
日
本
女
性
骨
盤
底
医
学
会
を
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

ま
た
、
学
会
関
連
で
は
、
日
本
排
尿
機
能
学
会
理
事
長
、
日
本
ス
ト
ー
マ
排
泄
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
副
理
事
長
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
名
古
屋
大
学
泌
尿
器
科
同
門
の
層
の
厚
さ
・
人
材
の
豊
富
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
関
連
病
院
の
同
門
が
相
次
い
で
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学
会
を
主
宰
し
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
中
京
病
院
の
絹
川
常
郎
が
第
二
十
六
回
腎
移
植
血
管
外
科
学
会
を
、
名
古
屋
第

一
赤
十
字
病
院
の
加
藤
久
美
子
が
第
四
回T

V
M

研
究
会
を
、
中
部
労
災
病
院
の
小
谷
俊
一
が
第
二
十
二
回
日
本
性
機
能
学
会
を
、
さ
ら

に
豊
橋
市
民
病
院
の
長
井
辰
哉
が
第
四
回
日
本
ミ
ニ
マ
ム
創
泌
尿
器
内
視
鏡
外
科
学
会
を
、
ま
た
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
愛

知
淑
徳
大
学
の
小
野
佳
成
が
第
二
十
五
回
日
本
泌
尿
器
内
視
鏡
学
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
と
し
て
主
宰
し
た
。

後
藤
は
、
人
材
の
教
育
・
育
成
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
、
入
局
者
も
大
い
に
増
加
し
、
教
授
就
任
後
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
新
入
局
者
は
七
〇
名
を
超
え
た
。
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整
形
外
科
学
・
リ
ウ
マ
チ
学

［
前
史
］

愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
長
兼
愛
知
病
院
長
の
熊
谷
幸
之
輔
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
、
外
科
の
助
教
諭
安
間
賢
敏
を
京

都
帝
国
大
学
に
派
遣
し
て
整
形
外
科
を
学
ば
せ
、
整
形
外
科
創
設
の
準
備
に
当
た
っ
た
。
安
間
は
半
年
の
留
学
を
終
え
て
京
都
か
ら
帰
任

し
、
翌
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
を
も
っ
て
教
諭
に
昇
任
、
同
年
四
月
か
ら
県
立
愛
知
病
院
に
お
い
て
は
じ
め
て
整
形
外
科
の

診
療
を
開
始
し
た
。

診
療
科
と
し
て
の
正
式
な
発
足
は
翌
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
二
月
、
県
令
第
六
号
を
も
っ
て
「
外
科
第
三
部
」
と
し
て
加
え
ら

れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
安
間
が
翌
日
、
そ
の
初
代
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
既
に
こ
の
時
一
般
的
に
は
「
整
形
外
科
」
の
名
称
が
使
用
さ
れ

て
い
た
。

安
間
は
「
繃
帯
学
」
の
講
義
と
整
形
外
科
の
診
療
を
担
当
し
て
い
た
が
、
短
期
間
で
教
諭
な
ら
び
に
外
科
第
三
部
長
を
辞
し
、
同
日
付

で
和
田
順
作
が
本
校
助
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
て
「
外
科
総
論
」、「
繃
帯
学
」
の
授
業
分
担
を
、
同
年
七
月
に
は
外
科
第
三
部
長
心
得
を
服
命

し
た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
、
当
時
の
外
科
第
一
部
長
林
寛
一
郎
が
外
科
第
二
な
ら
び
に
外
科
第
三
部
長
兼
務
と
な
る
旨
の
職

責
変
更
が
あ
り
、
和
田
は
心
得
職
を
解
か
れ
、
在
任
三
年
三
か
月
に
し
て
退
職
し
た
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
第
三
外
科
で
は
兼
任
部
長
の
下
で
診
療
医
成
田
与
治
郎
、
堀
田
見
利
だ
け
が
整
形
外
科
診
療
を
続
け
て
い
た
。

成
田
は
九
州
帝
国
大
学
整
形
外
科
教
室
へ
の
国
内
留
学
を
経
て
、
大
正
八
年（
一
九
一
九
）五
月
帰
院
し
た
。
翌
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

三
月
、
第
三
外
科
部
は
公
式
に
「
整
形
外
科
部
」
と
改
称
さ
れ
、
成
田
が
整
形
外
科
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
で
名
実
共
に
整
形
外
科

が
独
立
し
た
病
院
組
織
と
な
っ
た
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
三
月
、
成
田
は
愛
知
医
科
大
学
講
師
に
昇
任
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
五
月
退
任
ま
で
の
間
、
ほ
と
ん

ど
一
人
で
整
形
外
科
の
診
療
に
当
た
っ
て
い
た
。
ま
た
義
肢
製
作
者
松
本
豊
治
も
整
形
外
科
に
出
入
り
し
た
診
療
の
協
力
者
の
一
人
で
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あ
っ
た
。
松
本
は
松
本
義
肢
製
作
所
の
創
業
者
で
あ
り
、
膝
関
節
完
全
屈
曲
可
能
大
腿
義
足
の
わ
が
国
に
お
け
る
創
始
者
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
る
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
田
代
義
徳
門
下
の
名
倉
重
雄
が
愛
知
医
科
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
式
に
整

形
外
科
学
講
座
を
開
講
、
初
代
主
任
教
授
と
し
て
整
形
外
科
学
教
室
を
創
設
し
、
こ
こ
に
整
形
外
科
講
座
の
歴
史
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ

た
。
名
倉
の
着
任
当
時
は
助
手
神
川
一
格
、
三
谷
千
代
松
の
僅
か
三
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
っ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
名
古
屋
医
科
大
学
は
念
願
の
総
合
大
学
と
し
て
名
古
屋
帝
国
大
学
に
昇
格
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
は
五
万
円
を
投
じ
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
次
い
で
ド
イ
ツ
か
ら
ツ
ア
ン
デ
ル
運
動
装
置
を
購
入
し
て
広
さ
五
二
坪
の
ツ
ア
ン
デ
ル
運
動

装
置
室
を
整
形
外
科
診
療
と
し
て
整
備
し
た
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
、
第
二
次
大
戦
が
勃
発
。
世
界
は
戦
乱
の
渦
中
に
入
り
、
教
室
員
も
続
々
と
戦
場
に
赴
き
、
教
室

を
去
る
者
が
相
次
い
だ
。
戦
争
の
余
波
を
被
り
な
が
ら
も
、
教
室
の
研
究
活
動
は
継
続
さ
れ
た
。

戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
、
当
時
の
中
華
民
国
国
民
政
府
主
席
汪
精
衛
（
汪
兆
銘
）
は
空
路
来
日
し
て
本
学

附
属
医
院
に
入
院
し
、
多
発
性
骨
髄
腫
の
治
療
が
厳
重
な
軍
の
報
道
管
制
下
で
行
わ
れ
た
。
名
倉
は
東
京
帝
国
大
学
整
形
の
教
授
高
木
憲

次
、
東
北
帝
国
大
学
内
科
の
教
授
黒
川
利
雄
、
本
学
外
科
の
教
授
齋
藤
眞
ら
と
共
に
主
治
医
と
な
り
、
多
発
性
骨
髄
腫
に
よ
る
脊
髄
麻
痺

を
生
じ
る
に
至
っ
て
は
、
治
療
担
当
の
主
体
は
齋
藤
か
ら
名
倉
に
移
っ
た
。
当
時
、
汪
主
席
の
身
体
に
直
接
ギ
プ
ス
包
帯
を
当
て
て
ギ
プ

ス
床
を
作
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
助
教
授
小
菅
以
下
の
整
形
外
科
ス
タ
ッ
フ
は
、
汪
の
脊
椎
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
だ
け
を
頼
り
に
し
て
苦

心
の
ギ
プ
ス
床
を
作
成
し
、
見
事
患
者
の
体
に
適
応
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
者
の
懸
命
の
努

力
も
空
し
く
、
入
院
以
来
八
か
月
余
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
一
月
、
汪
は
「
梅
」
号
特
別
病
棟
に
お
い
て
生
涯
を
閉
じ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
夜
間
大
空
襲
に
よ
っ
て
本
学
医
学
部
並
び
に
附
属
医
院
の
建
物
の
六
〇
％
は
灰
燼
に
帰
し
、
整
形
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外
科
教
室
は
教
授
室
を
は
じ
め
医
局
、
研
究
室
、
手
術
室
、
ギ
プ
ス
室
、
臨
床
講
義
室
、
外
来
診
療
室
、
整
形
病
棟
を
一
夜
の
う
ち
に
焼

失
し
た
。
数
々
の
資
料
、
病
歴
、
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
、
機
械
器
具
、
書
類
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
、
日
本
は
敗
れ
、
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
頃
に
は
医
学
部
は
ほ
と
ん
ど
の
施
設
、

設
備
を
喪
失
し
て
い
た
。
臨
床
教
室
中
最
大
の
損
害
を
受
け
た
整
形
外
科
学
教
室
は
、
場
所
も
な
く
、
再
建
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
も
乏
し

く
、
応
召
医
局
員
の
復
員
と
新
入
医
局
員
の
参
加
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
教
室
員
の
復
員
と
、
新
入
局
員
村
地
俊
二
、
佐
分

妙
を
迎
え
、
わ
ず
か
に
再
出
発
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
。

［
戦
後
の
復
興
］

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
な
る
と
整
形
外
科
医
局
の
再
建
が
本
格
化
し
た
。
当
時
、
手
術
は
「
ほ
」
号
病
棟
地
下
室
で
行
い
、

病
室
は
「
へ
」
号
病
棟
四
階
の
七
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
細
々
な
が
ら
診
療
を
行
う
状
況
で
あ
っ
た
。
病
院
の
荒
涼
た
る
焼
跡
に

点
々
と
残
っ
た
僅
か
な
建
物
内
の
各
室
は
臨
床
各
科
に
よ
る
争
奪
の
対
象
と
な
り
、
医
局
長
会
議
の
テ
ー
マ
は
常
に
病
室
分
配
、
居
室
分

配
の
件
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
教
室
開
講
二
十
周
年
の
記
念
祝
賀
会
が
二
月
に
開
催
さ
れ
、
教
室
の
復
興
も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た

が
、
大
学
の
再
建
築
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
医
局
研
究
室
も
そ
の
場
所
を
求
め
て
転
々
と
移
住
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

［
復
興
か
ら
発
展
へ
］

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
頃
か
ら
厚
生
省
が
計
画
し
た
厚
生
年
金
病
院
の
建
設
が
始
め
ら
れ
、
整
形
外
科
を
中
心
と
し
た
、
東
京

厚
生
年
金
病
院
長
に
は
本
学
の
名
倉
、
大
阪
厚
生
年
金
病
院
長
に
は
九
州
大
学
の
教
授
神
中
正
一
の
就
任
が
要
請
さ
れ
た
。
名
倉
は
昭
和

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
六
月
か
ら
右
の
病
院
長
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
月
を
も
っ
て
本
学
を
退
官
し
た
。
当
教
室
か
ら
東
京

厚
生
年
金
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
が
必
要
と
な
り
、
前
年
の
名
古
屋
市
立
大
学
医
学
部
整
形
外
科
へ
の
割
愛
の
直
後
で
も
あ
り
、
そ
の
人
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選
に
苦
慮
し
た
が
、
結
局
、
教
室
員
三
人
を
東
京
厚
生
年
金
病
院
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

後
任
教
授
と
し
て
昭
和
医
科
大
学
教
授
松
丸
寛
が
選
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
八
月
、
二
代
目
整
形
外
科
教
授
と
し
て

正
式
に
発
令
さ
れ
た
。

研
究
や
検
査
の
面
で
診
療
領
域
は
次
第
に
拡
大
し
、
筋
電
図
室
に
お
け
る
筋
電
図
検
査
も
活
発
に
行
わ
れ
、
ま
た
手
術
に
つ
い
て
も
股

関
節
の
コ
ロ
ン
ナ
手
術
や
キ
ア
リ
骨
盤
骨
切
り
術
そ
の
他
の
大
き
な
手
術
が
多
く
な
り
、
患
者
の
術
前
処
置
、
術
中
術
後
の
全
身
管
理
や

麻
酔
管
理
な
ど
に
進
歩
が
起
こ
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
四
月
に
第
三
十
回
日
本
整
形
外
科
学
会
総
会
が
松
丸
を
会
長
に
名
古
屋
市
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
、
東
海
地
方
を
襲
っ
た
い
わ
ゆ
る
伊
勢
湾
台
風
は
莫
大
な
人
命
、
資
源
を
奪
い
、
そ
の
中
で
教

室
関
連
病
院
や
教
室
員
自
宅
の
多
く
が
浸
水
、
流
失
等
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
死
傷
者
の
救
護
や
復
旧
作
業
に
は
相
当
の
時
日
を
要
す
こ

と
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
松
丸
は
実
質
的
に
教
室
主
任
と
し
て
身
分
を
持
続
す
る
と
い
う
教
授
会
の
了
承
の
下
に
、
三
月
教
授

を
退
任
し
、
中
部
労
災
病
院
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
か
け
て
非
常
勤
講
師

の
松
丸
の
指
導
下
で
当
時
の
助
教
授
村
地
は
医
局
内
の
体
制
整
備
を
行
っ
た
。
Ｘ
線
読
影
会
、
症
例
検
討
会
、
他
科
と
のjoint�

m
eeting

、
学
会
反
省
会
、
研
究
班
編
成
の
検
討
に
始
ま
り
、
更
に
は
関
連
病
院
の
充
実
等
に
も
力
を
注
い
だ
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
の
教
授
会
に
お
い
て
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
整
形
外
科
教
授
中
川
正
が
三
代
目
教
授
と
し
て
選

出
さ
れ
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
二
月
に
発
令
さ
れ
た
。
長
年
欠
員
の
状
態
に
あ
っ
た
主
任
教
授
の
席
は
三
年
八
か
月
ぶ
り
に
決

定
し
た
。
中
川
は
助
教
授
、
講
師
ら
の
補
佐
を
得
て
教
室
新
体
制
作
り
に
着
手
、
従
来
微
弱
で
あ
っ
た
生
化
学
的
研
究
を
推
進
す
べ
く
指

導
を
行
い
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に
教
室
員
を
派
遣
す
る
等
、
生
化
学
班
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
な
る
と
、
助
教
授
野
上
宏
、
村
地
は
相
次
い
で
長
期
の
海
外
留
学
の
た
め
米
国
並
び
に
西
独
に
渡
航
、

暫
く
途
絶
え
て
い
た
外
国
留
学
が
再
び
始
ま
っ
た
。
十
月
に
は
中
川
は
会
長
と
し
て
第
二
十
五
回
中
部
日
本
整
形
外
科
災
害
外
科
学
会
を
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主
催
し
た
。

［
教
室
民
主
化
の
流
れ
］

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
無
給
医
師
統
一
行
動
は
、
副
手
や
大
学
院
学
生
の
研
究
専
念
日
の
設
定
な
ど
の
結
果

を
も
た
ら
し
、
整
形
外
科
医
局
会
議
で
は
こ
う
し
た
問
題
が
討
議
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
一
月
に

は
教
室
も
古
く
て
狭
い
木
造
の
建
物
か
ら
よ
う
や
く
完
成
し
た
臨
床
研
究
棟
三
階
に
移
転
し
、
医
局
、
研
究
室
も
一
応
確
保
さ
れ
た
。

前
年
の
小
児
科
教
授
選
考
問
題
に
端
を
発
し
た
い
わ
ゆ
る
名
大
医
学
部
紛
争
は
、
医
学
部
長
辞
任
を
は
じ
め
種
々
の
学
内
混
乱
を
招
き
、

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
二
月
に
は
学
生
会
の
無
期
限
ス
ト
突
入
、
五
者
協
議
会
と
教
授
会
と
の
団
交
、
医
学
部
公
聴
会
の
開
催
、

医
学
部
再
建
委
員
会
の
設
立
な
ど
、
事
態
解
決
へ
の
努
力
や
摸
索
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
医
学
部
の
民
主
的
運
営
の
方
針
に
則
っ
て
、
教

室
で
も
新
し
い
教
室
内
規
の
設
定
に
至
っ
た
。
こ
の
教
室
内
規
に
よ
り
教
室
会
議
、
教
室
運
営
委
員
会
、
各
種
委
員
会
の
設
置
及
び
そ
の

審
議
内
容
、
教
育
研
修
病
院
の
設
定
、
派
遣
人
事
の
方
法
等
に
つ
い
て
新
し
い
規
定
や
要
領
が
設
け
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）、
教
室
は
新
た
な
機
構
と
運
営
方
針
に
拠
っ
て
、
人
事
の
選
考
、
当
直
医
問
題
、
関
連
病
院
と
の
調
整
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

学
部
内
事
情
も
関
連
し
、
そ
れ
ら
の
解
決
や
進
展
は
難
航
し
た
が
、
当
教
室
で
は
教
授
の
空
白
期
間
を
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ

た
。

［
教
室
発
展
の
加
速
］

中
川
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
か
ら
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
ま
で
附
属
病
院
長
を
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

四
月
か
ら
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
三
月
ま
で
は
附
属
病
院
分
院
長
を
併
任
し
た
。
な
お
こ
の
間
、
中
川
は
会
長
と
し
て
第
八
回
日
本
結

合
組
織
学
会
（
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
六
月
）、
手
の
外
科
学
会
総
会
（
第
二
十
一
回
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
六
月
）

を
主
催
し
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
一
日
退
官
し
た
。
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昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
八
月
、
整
形
外
科
学
講
座
助
教
授
三
浦
隆
行
が
四
代
目
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
）
一
月
、
当
教
室
の
講
師
鳥
居
修
平
は
名
古
屋
大
学
形
成
外
科
教
室
の
初
代
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
三
浦
は
会
長
と
し
て
昭

和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
五
月
、
日
本
手
の
外
科
学
会
を
主
催
し
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
四
月
に
は
第
六
十
三
回
日
本
整
形
外
科

学
会
を
主
催
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
当
時
、
当
教
室
に
は
以
下
の
八
診
療
研
究
班
が
あ
っ
た
。

（
一
）
小
児
整
形
外
科
研
究
班
（
二
）
骨
系
統
疾
患
研
究
班
（
三
）
脊
椎
外
科
研
究
班

（
四
）
リ
ウ
マ
チ
研
究
班
（
五
）
手
の
外
科
研
究
班
（
六
）
変
股
症
研
究
班

（
七
）
腫
瘍
研
究
班
（
八
）
膝
肩
研
究
班

当
時
は
教
室
全
体
と
し
て
、
関
節
移
植
、
軟
骨
培
養
、
骨
誘
導
因
子
（BM

P

）
な
ど
生
化
学
的
な
研
究
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
活
発

な
整
形
外
科
基
礎
研
究
を
行
う
風
潮
が
定
着
し
て
い
た
。
三
浦
は
当
教
室
の
若
手
研
究
者
に
対
す
る
研
究
助
成
制
度
で
あ
る
名
整
会
基
金

を
創
設
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
毎
年
多
く
の
研
究
助
成
を
行
っ
て
い
る
こ
と
はacadem

ia

教
室
の
優
れ
た
伝
統
で
あ
る
。
新
入
医
局
員

の
研
修
と
親
睦
を
か
ね
た
中
津
川
研
修
も
三
浦
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
人
研
修
の
機
会
と
し
て
の
こ
の
制
度
は
関
連
病
院
の

責
任
者
の
賛
同
も
得
て
、
現
在
は
研
修
場
所
を
変
え
て
浜
名
湖
研
修
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
も

現
在
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
こ
れ
も
教
室
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
教
室
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
無
い
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
三
月
に
医
学
部
教
授
を
退
官
し
、
同
年
七
月
に
第
三
十
三
回
日
本
先
天
異
常
学
会
を
主
催
し
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
二
月
、
整
形
外
科
学
講
座
助
教
授
岩
田
久
が
五
代
目
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
岩
田
の
在
任
期
間
は
七
年
二
か

月
と
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
最
も
得
意
と
す
る
整
形
外
科
基
礎
分
野
で
の
業
績
に
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
三
月
の
第
九
回
軟
骨
代
謝
学
会
主
催
を
皮
切
り
に
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
九
月
に
は
、
第
十
三
回
日
本
整

形
外
科
基
礎
学
術
集
会
を
主
催
、
同
年
六
月
第
三
十
一
回
日
本
結
合
組
織
学
会
、
同
年
十
二
月
に
第
十
三
回
臨
床
リ
ウ
マ
チ
学
会
、
平
成

十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
六
月
第
九
十
四
回
中
部
日
本
整
形
外
科
災
害
外
科
学
会
、
同
年
十
一
月
第
二
十
七
回
股
関
節
学
会
、
退
官
後
の
平
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成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
八
月
に
は
日
本
骨
代
謝
学
会
と
学
会
主
催
が
目
白
押
し
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
支
え
た
の
は
当
時
の
医
局
員
の
頑

張
り
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
結
束
力
と
運
営
能
力
を
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
五
月
、
助
教
授
佐
藤
啓
二
が
愛
知

医
大
整
形
外
科
教
授
に
転
出
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
大
学
院
大
学
化
に
伴
い
、

名
称
を
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
機
能
構
築
医
学
専
攻
運
動
・
形
態
外
科
学
講
座
整
形
外
科
学
に
変
更
し
た
。
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
三
月
に
岩
田
は
医
学
部
教
授
を
退
官
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
四
月
に
は
、
分
院
整
形
外
科
を
起
源
と
す
る
手
の
外
科
教
室

が
正
式
に
大
学
院
講
座
と
し
て
発
足
し
、
初
代
教
授
に
本
研
究
科
運
動
・
形
態
外
科
学
講
座
手
の
外
科
学
助
教
授
中
村
蓼
吾
が
就
任
、
正

式
に
手
の
外
科
学
が
整
形
外
科
教
室
と
分
離
し
、
現
在
も
兄
弟
講
座
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
活
動
を
続
け
て
い
る
。

［
独
法
化
の
中
で
］

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
十
二
月
に
本
研
究
科
運
動
・
形
態
外
科
学
講
座
リ
ウ
マ
チ
学
助
教
授
石
黒
直
樹
が
第
六
代
整
形
外
科
学
教

授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
国
立
大
学
名
古
屋
大
学
は
独
法
化
さ
れ
、
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学

と
な
り
、
当
然
教
室
に
も
大
き
な
変
革
の
波
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
独
法
化
後
、
附
属
病
院
は
大
き
く
業
務
拡
大
の
方
向
へ
舵

を
切
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
整
形
外
科
の
教
室
の
業
務
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
、
六
つ
の
診
療
班
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

（
一
）
小
児
班　
（
二
）
リ
ウ
マ
チ
班　
（
三
）
脊
椎
班

（
四
）
腫
瘍
班　
（
五
）
股
関
節
班　
　
（
六
）
膝
肩
班

そ
れ
に
伴
い
在
籍
教
室
員
の
数
も
増
加
し
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
現
在
、
整
形
外
科
所
属
の
教
職
（
助
教
以
上
に
）
あ
る
も

の
は
学
内
の
重
複
所
属
を
含
ん
で
二
〇
人
（
手
の
外
科
を
除
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
医

員
二
〇
人
（
社
会
人
大
学
院
生
）、
大
学
院
生
二
三
人
（D

1

を
除
く
）、
後
期
研
修
医
四
人
と
六
〇
人
を
超
え
る
所
帯
と
な
っ
て
い
る
。

石
黒
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
よ
り
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
ま
で
附
属
病
院
長
を
併
任
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五
月
に
は
整
形
外
科
准
教
授
西
田
佳
弘
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
病
院
教
授
に
所
属
変
更
と
な
り
、
同
年
六
月
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に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
診
療
科
と
し
て
独
立
し
た
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月
、
准
教
授
松
山
幸
弘
が
浜
松
医
科

大
学
整
形
外
科
教
授
に
転
出
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）三
月
第
二
十
二
回
軟
骨
代
謝
学
会
、
平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）

十
月
第
百
二
十
一
回
中
部
日
本
整
形
外
科
災
害
外
科
学
会
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
二
月
に
第
三
十
四
回
臨
床
リ
ウ
マ
チ
学
会
を
主

催
し
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
に
退
職
し
た
。
同
年
四
月
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
同
年
八
月
へ
延
期
）

に
は
日
本
リ
ウ
マ
チ
学
会
を
主
催
し
た
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
七
月
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
総
合
医
学
専
攻
運
動
・
形
態
外
科
学
講
座
整
形
外
科
学
・
リ
ウ

マ
チ
学
准
教
授
今
釜
史
郎
が
第
七
代
整
形
外
科
学
・
リ
ウ
マ
チ
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
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人
間
拡
張
・
手
の
外
科
学
（
整
形
外
科
学
）

［
分
野
史
］

五
〇
〇
万
年
に
及
ぶ
霊
長
類
の
進
化
の
過
程
に
お
い
て
我
々
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
東
ア
フ
リ
カ
に
出
現
し
た
の
は
二
〇
～
三
〇
万
年

前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。D

N
A

を
基
盤
と
す
る
生
命
体
の
出
現
か
ら
三
五
億
年
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
人
類
史
は
地
球
史
の

ご
く
最
近
の
ほ
ん
の
一
コ
マ
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
弱
肉
強
食
の
原
則
が
支
配
す
る
動
物
界
に
お
い
て
、
よ
り
身
体
能
力
に
優
れ
る
多

く
の
動
物
種
を
凌
駕
し
て
、
ご
く
短
期
間
に
ヒ
ト
は
圧
倒
的
支
配
者
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
要
因
と
し
て
「
高
度
に
発
達
し
た
脳
」、「
言

語
の
獲
得
」、「
器
用
な
手
」
と
い
う
三
つ
の
特
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
進
化
は
完
全
な
二
足
歩
行
を
最
初
に
獲
得
し
た
ア
ウ
ス
ト

ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
骨
格
標
本
か
ら
彼
ら
の
脳
は
五
〇
〇
ｇ
程
度
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
現
代
人
の
脳
の
三
分

の
一
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
新
た
に
獲
得
し
た
身
体
機
能
が
良
い
意
味
で
の
環
境
圧
力
を
産
み
、
上
肢
、
声
帯
、
そ
し
て
脳
が
相
互
に
刺
激

し
あ
っ
て
急
速
に
進
化
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
手
」
に
は
多
く
の
役
割
が
あ
る
。
人
は
「
手
」
の
繊
細
な
触
覚
を
通
じ
て
環

境
情
報
を
収
集
し
、
物
を
操
作
し
、
道
具
を
作
り
、
工
作
や
書
字
あ
る
い
は
描
画
な
ど
を
行
う
こ
と
で
思
考
を
具
現
化
す
る
。
ま
た
、
手

は
頻
繁
に
感
情
や
思
考
を
表
現
す
る
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
人
の
行
動
の
多
く
の
局
面
で
「
手
」
の
担
う
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

「
手
の
外
科
」（Surgery�of�the�H

and

）
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
米
国
で
生
ま
れ
た
比
較
的
新
し
い
外
科
分
野
で
あ
る
。
大
量
破

壊
兵
器
の
急
速
な
発
達
と
そ
の
大
規
模
な
使
用
に
よ
り
、
近
代
戦
争
で
は
そ
れ
ま
で
の
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
量
の
犠
牲
者
が
発

生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
兵
士
の
多
く
は
徴
用
さ
れ
た
民
間
人
で
あ
り
、
終
戦
後
に
は
兵
役
を
解
か
れ
従
来
の
職
業
へ
と
復
帰
を
し
て
い

く
。
太
平
洋
戦
争
が
収
束
に
向
か
う
中
で
米
国
で
は
「
手
」
を
負
傷
し
た
兵
士
が
社
会
復
帰
に
多
く
の
困
難
を
伴
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

国
策
と
し
て
各
地
の
陸
軍
病
院
に
手
外
科
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し
て
、
負
傷
者
の
治
療
と
手
外
科
医
の
育
成
を
開
始
し
た
。
手
外
科
に
は
整

形
外
科
、
血
管
外
科
、
神
経
外
科
、
形
成
外
科
の
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
米
国
で
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
米
国
手
外
科

学
会
が
設
立
さ
れ
て
本
格
的
な
手
外
科
研
究
が
始
ま
っ
た
。
更
に
、
米
国
手
外
科
学
会
は
知
識
と
技
術
を
世
界
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
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指
し
た
が
、
最
初
に
手
外
科
の
普
及
先
に
選
ん
だ
の
が
日
本
で
あ
り
、
日
本
整
形
外
科
学
会
が
こ
れ
に
呼
応
し
て
九
州
大
学
に
事
務
局
を

お
い
て
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
日
本
手
外
科
学
会
を
創
設
し
た
。

［
部
門
史
］

当
時
は
戦
後
復
興
期
を
過
ぎ
、
急
速
な
工
業
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
す
る
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
り
我
が
国
に
は
労
災
事

故
や
交
通
事
故
に
よ
る
上
肢
外
傷
が
急
増
し
て
い
た
。
当
初
九
州
大
学
、
新
潟
大
学
、
広
島
大
学
、
奈
良
県
立
医
科
大
学
な
ど
が
積
極
的

に
手
外
科
を
展
開
し
た
が
、
全
国
最
大
の
産
業
集
積
地
で
あ
る
東
海
地
区
の
動
き
は
鈍
く
、
他
の
地
域
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
。
こ
の
状

況
を
一
変
さ
せ
た
の
が
三
浦
隆
行
で
あ
っ
た
。
三
浦
は
股
関
節
を
専
門
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
五
月
の
名
古
屋

大
学
分
院
整
形
外
科
講
師
就
任
を
契
機
に
木
野
義
武
、
前
田
敬
三
と
と
も
に
手
外
科
診
療
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
中
村
蓼
吾
も
大
学
院
生

と
し
て
こ
の
時
点
で
手
の
外
科
班
に
加
わ
っ
て
い
る
。
三
浦
は
取
り
分
け
先
天
異
常
と
手
の
外
傷
の
治
療
に
力
を
入
れ
た
が
、
木
野
が
世

界
に
先
駆
け
て
作
製
に
成
功
し
た
絞
扼
輪
症
候
群
の
動
物
モ
デ
ル
は
、
名
古
屋
大
学
の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
号
砲
と
な
っ
た
。
木
野

は
そ
の
後
名
古
屋
掖
済
会
病
院
へ
と
赴
任
し
、
当
時
最
新
の
カ
ー
ル
・
ツ
ァ
イ
ス
社
製
手
術
用
顕
微
鏡
を
導
入
し
て
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ

リ
ー
を
活
用
す
る
外
傷
手
の
治
療
を
積
極
的
に
展
開
し
、
名
古
屋
掖
済
会
病
院
を
本
邦
を
代
表
す
る
外
傷
セ
ン
タ
ー
へ
と
短
期
間
に
成
長

さ
せ
た
。
更
に
、
名
古
屋
大
学
分
院
へ
は
駒
田
俊
明
、
千
葉
晃
泰
、
井
上
五
郎
な
ど
有
能
な
若
手
が
次
々
と
加
わ
り
、
当
時
未
開
拓
で
あ
っ

た
手
関
節
外
科
を
米
国M

ayo�clinic

な
ど
と
も
連
携
し
て
精
力
的
に
研
究
し
、
名
古
屋
大
学
分
院
の
名
は
世
界
の
手
外
科
医
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
り
三
浦
は
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
八
月
に
名
古
屋
大
学
整
形
外
科
第
四
代
教
授
に
任
ぜ
ら

れ
鶴
舞
へ
と
移
っ
た
が
、
手
の
外
科
班
の
診
療
や
研
究
活
動
は
講
師
に
就
任
し
た
中
村
を
リ
ー
ダ
ー
に
以
前
に
も
増
し
て
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
。
中
村
が
力
を
入
れ
た
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
ベ
ー
ス
と
す
る
手
関
節
研
究
が
世
界
の
潮
流
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
三
浦
と
中

村
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
名
古
屋
市
に
お
い
てInternational�W

rist�Sym
posium

を
開
催
し
た
が
、
そ
こ
へ
は
手
関
節
研
究

の
第
一
人
者
が
世
界
中
か
ら
参
集
し
大
変
な
盛
会
と
な
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
分
院
は
本
院
に
統
合
さ
れ
手
の
外
科
班
は
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整
形
外
科
に
仮
住
ま
い
す
る
形
で
診
療
科
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
手
の
外
科
に
更
な
る
発
展
の
余
地
を
感
じ
て
い
た
三
浦
は
名

古
屋
大
学
に
全
国
初
の
手
の
外
科
学
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
精
力
的
に
動
い
た
。
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
三
浦
の
意
思
を
継

い
だ
整
形
外
科
第
五
代
教
授
岩
田
久
の
尽
力
に
よ
り
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
講
座
設
置
が
認
め
ら
れ
、
中
村
が
初
代
教
授
に
就
任

し
た
。

［
現
在
］

講
座
設
置
に
時
間
を
要
し
た
結
果
、
中
村
の
任
期
は
四
年
と
短
く
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
よ
り
平
田
仁
が
第
二
代
教
授
と
し
て

講
座
運
営
を
引
き
継
い
だ
。
高
度
成
長
期
に
急
速
に
発
展
し
た
手
外
科
で
あ
っ
た
が
、
平
成
に
入
る
と
社
会
・
産
業
構
造
が
変
化
し
高
度

外
傷
に
よ
る
上
肢
外
傷
は
減
少
し
、
代
わ
っ
て
高
齢
化
に
伴
う
筋
骨
格
系
変
性
疾
患
や
、
神
経
障
害
な
ど
が
急
増
し
て
き
た
。
高
度
外
傷

手
の
治
療
は
今
で
も
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
愛
知
県
厚
生
連
の
支
援
を
受
け
て
四
肢
外
傷
学
寄
附
講
座
を
設
置
し
て
外
傷
治
療
技
術
の

開
発
に
力
を
注
ぐ
が
、
同
時
に
、
手
の
外
科
学
講
座
に
は
こ
の
新
た
な
状
況
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
手
の
「
複
雑
な

構
造
」
や
「
強
い
脳
と
の
繋
が
り
」
故
に
整
形
外
科
の
他
の
領
域
と
比
較
し
て
人
工
材
料
や
機
能
再
建
技
術
の
開
発
が
大
変
難
し
く
、
こ

の
面
で
の
発
展
が
世
界
的
に
停
滞
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
現
在
手
の
外
科
学
講
座
は
理
化
学
研
究
所
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
も
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
産
学
協
同
研
究
に
よ
る
新
規
材
料
、
新
規
技
術
の
開
発
に
力
を
注
い
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
、
三

菱
ガ
ス
化
学
株
式
会
社
と
は
そ
れ
ぞ
れ
産
学
協
同
研
究
講
座
を
設
置
し
、
企
業
の
研
究
者
と
連
携
し
て
技
術
開
発
を
行
い
、
強
力
に
橋
渡

し
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
と
開
発
し
た
人
工
神
経
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
七
月
に
上
市
さ
れ
、
ほ
か
に
も

多
く
の
先
端
的
な
骨
折
治
療
材
料
、
人
工
関
節
、
あ
る
い
は
生
体
吸
収
性
材
料
な
ど
が
橋
渡
し
研
究
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
米
国
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
手
外
科
先
進
国
と
の
人
材
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
と
は
人
工
知
能
搭
載
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
開
発
を
共
同
で
推
進
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

に
は
名
古
屋
に
世
界
各
国
よ
り
研
究
者
を
集
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
に
関
す
る
国
際
会
議
も
共
同
で
立
ち
上
げ
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
、
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ミ
ラ
ノ
大
学
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
と
は
若
手
研
究
者
の
相
互
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
開
始
し
て
お

り
、
手
外
科
医
育
成
の
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
手
の
外
科
学
講
座

は
「
産
学
協
同
研
究
」
と
「
国
際
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。
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皮
膚
科
学

［
前
史
］

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
館
付
医
員
で
あ
っ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�
Roretz

：
一
八
四
六
―
一
八
八
四
）
が
、
教
師
と
し
て
名
古
屋
の
「
公
立
医
学
所
」
に
招
か
れ
た
。
彼
の
専
攻
は
外
科
学
で
あ
っ
た
が
、

外
科
通
論
以
外
に
、
婦
人
病
論
、
産
科
学
、
断
訴
医
学
（
法
医
学
）
に
加
え
て
、
皮
膚
病
論
を
講
義
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
前
身
を
含
め

て
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
皮
膚
科
学
教
育
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ロ
ー
レ
ツ
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
が
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
大

学
の
皮
膚
科
教
授
は
、
近
代
皮
膚
科
学
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ヘ
ブ
ラ
（Ferdinand�H

ebra

：
一
八
一
六
―

一
八
八
〇
）
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
レ
ツ
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
講
義
録
『
皮
膚
病
論
一
班
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
ヘ
ブ
ラ

の
皮
膚
科
学
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
に
よ
る
皮
膚
病
分
類
と
治
療
法
の
本
邦
へ
の
紹
介
は
こ
れ
を
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
留

学
中
に
ヘ
ブ
ラ
の
高
弟
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
後
継
教
授
で
あ
っ
た
カ
ポ
ジ
ー
（M

oritz�K
aposi

：
一
八
三
七
―
一
九
〇
二
）
か

ら
皮
膚
科
学
を
学
ん
だ
、
日
本
皮
膚
科
学
会
の
創
設
者
、
土
肥
慶
蔵
（
一
八
六
六
―
一
九
三
一
）
が
近
代
皮
膚
科
学
を
日
本
に
導
入
す
る

か
な
り
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
四
月
に
ロ
ー
レ
ツ
は
満
期
解
雇
さ
れ
、
皮
膚
科
の
診
療
と
講
義
は
、
そ
の
後
、
愛
知
病
院
長
兼
校
長
心
得

で
あ
り
、
外
科
部
を
担
任
し
た
後
藤
新
平
（
の
ち
に
、
逓
信
、
内
務
、
外
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
：
一
八
五
七
―
一
九
二
九
）
に
よ
っ
て
外

科
学
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
本
学
は
「
公
立
医
学
校
」
か
ら
「
愛
知
医
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
が
、

こ
の
年
、
外
科
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
医
学
士
、
熊
谷
幸
之
輔
は
、
外
科
か
ら
独
立
し
た
一
科
目
と
し
て
、
初
め
て
皮
膚
病
学
お
よ
び
花
柳

病
学
を
講
義
し
た
。
し
か
し
、
診
療
に
つ
い
て
は
未
だ
外
科
の
中
で
行
な
わ
れ
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
医
学
士
、
花
房
道
純

が
愛
知
医
学
校
一
等
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
、
皮
膚
花
柳
病
学
の
講
義
を
担
当
し
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
は
医
学
士
、
教
諭
、

小
川
三
之
助
が
皮
膚
病
学
の
講
義
を
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
か
ら
は
、
助
教
諭
、
寺
倉
文
之
助
が
皮
膚
花
柳
病
学
の
講
義
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を
担
当
し
た
。

［
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
時
代
か
ら
名
古
屋
帝
国
大
学
時
代
ま
で
］

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
、「
専
門
学
校
令
」
の
公
布
に
よ
り
、
本
学
は
「
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
」
と
な
り
、
精
神
科
、

児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
病
お
よ
び
花
柳
病
科
が
独
立
し
た
学
科
目
と
し
て
、
講
義
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
頃
、
皮
膚
花
柳
病
科
を
独

立
し
た
部
と
し
て
開
設
す
る
議
が
起
こ
り
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月
、
皮
膚
病
学
、
花
柳
病
学
の
研
究
の
た
め
の
東
京
帝
国

大
学
皮
膚
科
へ
の
一
年
半
の
国
内
留
学
が
、
助
教
諭
、
楠
太
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
楠
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
愛
知
医
学
校
の

卒
業
生
で
あ
り
、
卒
業
後
、
直
ち
に
、
皮
膚
科
学
を
専
攻
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
楠
が
国
内
留
学
か
ら
本
学
に
戻
り
、
明
治
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
八
月
一
日
、
皮
膚
病
花
柳
病
科
が
開
設
さ
れ
、
楠
が
主
任
と
な
っ
た
。
こ
の
時
を
も
っ
て
、
本
学
皮
膚
科
学
教
室
の
開
講

と
し
て
い
る
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
月
、
楠
は
教
諭
に
昇
任
し
、
皮
膚
病
花
柳
病
科
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
七
月

ま
で
の
七
年
間
、
部
長
職
を
務
め
た
。
当
時
の
職
名
、「
教
諭
」
は
現
在
の
「
教
授
」
に
相
当
す
る
。『
皮
膚
科
及
泌
尿
器
科
雑
誌
』
に
発

表
さ
れ
て
い
る
論
文
か
ら
推
察
す
る
と
、
楠
は
、
梅
毒
と
白
癬
な
ど
の
感
染
症
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
楠
は
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
月
か
ら
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
の
一
年
九
か
月
間
、
欧
州
に
留
学
し
た
。
こ
の
期
間
、
京
都
帝

国
医
科
大
学
皮
膚
科
で
の
一
年
半
の
研
究
を
終
え
た
医
員
の
名
倉
正
志
が
皮
膚
病
花
柳
病
学
の
講
義
と
診
療
を
担
当
し
た
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
、
東
京
帝
国
大
学
皮
膚
科
教
室
よ
り
、
田
村
春
吉
が
教
諭
と
し
て
赴
任
し
た
。
田
村
は
東
京
生
ま
れ
で
、

赴
任
時
三
十
三
歳
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
後
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
、
東
京
帝
国
大
学
皮
膚
科
教
室
に
入
局
し
て
い
る
。

田
村
は
、
名
古
屋
へ
赴
任
後
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
医
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
七
月
か
ら
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）
四
月
に
か
け
て
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
自
費
留
学
し
た
。

田
村
の
留
学
期
間
中
の
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
か
ら
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月
ま
で
、
田
村
の
不
在
を
補
う
た
め
、
東
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京
帝
国
大
学
皮
膚
科
か
ら
志
賀
亮
が
名
古
屋
に
赴
任
し
、
教
授
を
務
め
た
。
志
賀
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
二
日
、
静
岡
の

生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
名
古
屋
赴
任
時
、
三
十
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
年
齢
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
志
賀
は
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の

ウ
ル
ツ
ブ
ル
グ
大
学
の
教
授U

hlenhuth

の
も
と
で
血
清
学
、
化
学
療
法
の
研
究
を
行
い
、
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
と
米
国
に
遊

学
し
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
月
に
帰
朝
、
北
海
道
帝
国
大
学
皮
膚
泌
尿
器
科
の
初
代
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
月
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
の
二
年
間
、
教
授
、
太
田
正
雄
が
在
任
し
た
。
太
田
母
斑
で

知
ら
れ
る
太
田
正
雄
（
明
治
十
八
年
～
昭
和
二
十
年
（
一
八
八
五
―
一
九
四
五
）：
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
木
下
杢
太
郎
）
は
、
東
京
帝
国
大
学

医
科
大
学
皮
膚
科
教
室
出
身
で
、
南
満
医
学
堂
教
授
兼
皮
膚
科
部
長
、
欧
米
留
学
を
経
て
、
三
十
九
歳
の
時
に
、
本
学
皮
膚
泌
尿
器
科
学

講
座
の
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
二
つ
目
の
教
授
ポ
ス
ト
に
就
任
し
た
。
名
古
屋
で
の
二
年
間
で
、
太
田
は
ら
い
、
白
癬
、
温
泉
療
法
等
の

研
究
を
行
っ
た
。
太
田
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
六
月
、
東
北
帝
国
大
学
皮
膚
科
の
教
授
と
な
り
、
名
古
屋
を
去
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
東
京
帝
国
大
学
皮
膚
科
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

留
学
か
ら
戻
っ
た
田
村
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
附
属
医
院
長
に
就
任
し
て
い
る
。
本
学
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
県
立

愛
知
医
科
大
学
か
ら
「
名
古
屋
医
科
大
学
」
と
し
て
官
立
移
管
し
た
が
、
田
村
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
月
、
名
古
屋
医
科
大
学

学
長
に
就
任
し
、
総
合
大
学
創
設
に
向
け
て
邁
進
し
た
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）、
当
時
の
文
部
大
臣
木
戸
の
来
名
の
際
、
文
相
と

知
事
に
対
し
て
、「
日
本
の
如
き
今
後
大
い
に
産
業
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
は
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
科
学
の
研
究
が
（
博
物
館

建
設
な
ど
よ
り
も
）
先
で
あ
る
。
名
古
屋
市
の
よ
う
な
工
業
都
市
で
は
理
学
部
工
学
部
を
作
る
こ
と
が
焦
眉
の
問
題
だ
」
と
、
名
古
屋
に

お
け
る
帝
国
大
学
の
必
要
性
と
愛
知
県
予
算
に
よ
る
実
現
の
可
能
性
を
説
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
知
事
田
中
広
太
郎
は
総
合
大
学

創
設
へ
向
け
て
具
体
案
を
練
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
一
月
、
医
学
部
、
理
工
学
部
の
創
設
予
算
が
文

部
省
で
容
認
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
の
愛
知
県
知
事
田
中
は
「
名
大
創
設
当
時
の
思
い
出
」
の
中
で
、
名
大
創
設
へ
向
け

た
田
村
の
獅
子
奮
迅
の
活
躍
に
触
れ
て
、「
今
日
の
名
古
屋
大
学
の
構
想
は
、
じ
つ
に
田
村
先
生
の
頭
か
ら
で
た
も
の
で
、
こ
れ
に
時
世

が
幸
い
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
の
創
設
と
同
時
に
、
総
長
に
澁
澤
元
治
、
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医
学
部
長
に
田
村
が
任
命
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
ま
で
務
め
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
十
月
、
皮
膚
科
泌
尿
器

科
講
座
が
皮
膚
科
と
泌
尿
器
科
に
再
分
離
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
三
十
一
日
、
田
村
は
名
古
屋
帝
国
大
学
総
長
に

就
任
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
皮
膚
科
教
授
を
退
任
し
た
。
後
任
の
加
納
魁
一
郎
は
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
愛
知
医
科
大
学
の
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
卒
業
で
あ
り
、
同
年
本
学
皮
膚
科
に
入
局
し
て
い
る
。

［
新
制
、
名
古
屋
大
学
時
代
］

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
学
制
が
新
制
に
改
め
ら
れ
、「
名
古
屋
大
学
」
が
発
足
し
、
加
納
は
名
古
屋
大
学
皮
膚
科
教
室
教
授
と

な
り
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
ま
で
在
任
し
た
。
こ
の
時
期
、
教
室
で
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
形
成
、
尋
常
性
白
斑
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
膠
原
病
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
加
納
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
と
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
の
二
回
の
日
本
皮
膚
科
学
会
総
会
と
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
の
会
頭
を
務
め
、
昭
和

三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
日
本
学
術
会
議
の
会
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。
大
学
の
公
職
と
し
て
は
、
附
属
病
院
長
を
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
か
ら
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
ま
で
務
め
た
。

加
納
の
退
任
後
、
大
学
紛
争
の
た
め
、
七
年
間
の
教
授
空
席
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
小
林
敏
夫
が
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
ま
で
在
任
し
た
。
小

林
の
研
究
対
象
は
膠
原
病
、
特
に
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
ア
ト
ピ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
、
接
触
皮
膚
炎
、
さ
ら
に
、
外
用
療
法
や
尋

常
性
乾
癬
の
治
療
に
及
ん
だ
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
八
月
か
ら
は
、
大
橋
勝
が
教
授
に
就
任
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
ま
で

在
任
し
た
。
大
橋
は
、
主
に
、
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
膠
原
病
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
、
皮
膚
悪
性
腫
瘍
の
臨
床
と
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
月
に
、
富
田
靖
が
東
北
大
学
か
ら
秋
田
大
学
教
授
を
経
て
、
本
学
教
授
に
着
任
、
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
三
月
ま
で
在
任
し
た
。
富
田
は
、
チ
ロ
ジ
ナ
ー
ゼ
遺
伝
子
の
変
異
に
よ
り
眼
皮
膚
白
皮
症
が
発
症
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
本
学
在
任
中
も
精
力
的
に
研
究
を
行
い
、
遺
伝
性
対
側
性
色
素
異
常
症
の
病
因
遺
伝
子
がA

D
A

R
 1
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で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師
（
当
時
）
の
鈴
木
民
夫
ら
は
、
眼
皮
膚
白
皮
症
二
型
、
四
型
な
ど
の
遺
伝
子
診
断
と
病

態
解
明
に
取
り
組
み
、
こ
の
業
績
に
よ
り
、
准
教
授
（
当
時
）
の
鈴
木
民
夫
は
平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
の
日
本
皮
膚
科
学
に
お
け

る
最
高
峰
の
賞
で
あ
る
日
本
皮
膚
科
学
会
皆
見
省
吾
記
念
賞
を
受
賞
し
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
山
形
大
学
皮
膚
科
学
教
室
三
代

目
教
授
に
就
任
し
た
。

こ
の
間
、
早
川
律
子
が
興
和
株
式
会
社
の
寄
附
講
座
、
環
境
皮
膚
科
学
の
教
授
と
し
て
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
ま
で
在
任
し
、
接
触
皮
膚
炎
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
た
。

［
現
在
］

秋
山
真
志
が
、
慶
應
義
塾
大
学
皮
膚
科
、
帝
京
大
学
市
原
病
院
（
現
帝
京
大
学
千
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
）、
北
海
道
大
学
皮
膚
科
を
経
て
、

本
学
に
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
月
、
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
秋
山
の
研
究
内
容
は
、
遺
伝
性
皮
膚
疾
患
、
特
に
遺
伝
性
角

化
症
、
自
己
炎
症
性
角
化
症
、
皮
膚
角
層
バ
リ
ア
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
な
ど
で
あ
る
。
秋
山
赴
任
当
時
の
診
療
、
研
究
体
制
は
、
准
教

授
（
当
時
：
現
診
療
教
授
）
の
室
慶
直
を
中
心
と
す
る
膠
原
病
グ
ル
ー
プ
、
准
教
授
（
当
時
：
現
藤
田
医
科
大
学
教
授
）
の
杉
浦
一
充
を

中
心
と
す
る
角
化
症
グ
ル
ー
プ
、
講
師
（
当
時
：
現
秋
田
大
学
教
授
）
の
河
野
通
浩
を
中
心
と
す
る
色
素
異
常
症
グ
ル
ー
プ
、
助
教
（
当

時
：
現
准
教
授
）
の
横
田
憲
二
を
中
心
と
す
る
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
か
ら
成
っ
て
い
た
。
各
グ
ル
ー
プ
共
に
活
発
に
活
動
し
、
最
近
一
〇
年
間

で
、
約
四
〇
〇
篇
の
英
文
論
文
を
世
に
出
し
て
い
る
。
河
野
ら
は
、
網
状
肢
端
色
素
沈
着
症
の
病
因
遺
伝
子
がA

D
A

M
10

で
あ
る
こ
と

を
解
明
し
、
こ
の
業
績
に
よ
り
、
河
野
は
、
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
の
日
本
皮
膚
科
学
会
皆
見
省
吾
記
念
賞
を
受
賞
し
た
。
ま

た
、
一
連
の
研
究
業
績
に
よ
っ
て
、
杉
浦
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
皮
膚
科
学

教
室
三
代
目
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
な
い
助
教
（
当
時
：
現
講
師
）
の
武
市
拓
也
が
角
化
症
グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
た
。

本
学
が
大
学
院
重
点
化
を
し
た
際
に
、
教
室
名
が
「
皮
膚
病
態
学
分
野
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
か
ら

「
皮
膚
科
学
分
野
」
と
改
称
さ
れ
た
。
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河
野
は
、
色
素
異
常
症
等
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
業
績
に
よ
っ
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）、
秋
田
大
学
皮
膚
科
学
・
形
成
外
科

学
教
室
四
代
目
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。

武
市
ら
は
、
魚
鱗
癬
の
病
因
分
子
の
一
つ
、SD

R9C7

の
機
能
を
解
明
し
、
こ
の
業
績
に
よ
り
、
武
市
は
、
令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
）

の
日
本
皮
膚
科
学
会
皆
見
省
吾
記
念
賞
を
受
賞
し
た
。

最
後
に
本
学
皮
膚
科
教
室
の
歴
史
に
お
い
て
、
他
大
学
の
皮
膚
科
教
室
主
任
教
授
と
し
て
、
本
学
の
皮
膚
科
学
を
広
め
る
こ
と
に
貢
献

し
た
、
あ
る
い
は
、
貢
献
し
て
い
る
同
門
の
先
生
方
を
以
下
に
記
す
。

上
田
宏
：
名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
皮
膚
科
学
教
室
初
代
教
授
：
在
任
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
～
平
成
十
二

年
（
二
〇
〇
〇
）

野
崎
憲
久
：
愛
知
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
初
代
教
授
：
在
任
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
～
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）

佐
々
田
健
四
郎
：
愛
知
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
二
代
目
教
授
：
在
任
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
～
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

池
谷
敏
彦
：
愛
知
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
三
代
目
教
授
：
在
任
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
～
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

松
本
義
也
：
愛
知
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
四
代
目
教
授
：
在
任
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
～
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

松
永
佳
世
子
：
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
皮
膚
科
学
教
室
二
代
目
教
授
：
在
任
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
～
平
成

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

鈴
木
民
夫
：
山
形
大
学
皮
膚
科
学
教
室
三
代
目
教
授
：
在
任
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
～
現
在

渡
辺
大
輔
：
愛
知
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室
五
代
目
教
授
：
在
任
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
～
現
在

杉
浦
一
充
：
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
皮
膚
科
学
教
室
三
代
目
教
授
：
在
任
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
～
現
在

河
野
通
浩
：
秋
田
大
学
皮
膚
科
学
・
形
成
外
科
学
教
室
四
代
目
教
授
：
在
任
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
～
現
在
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形
成
外
科
学
（
形
成
外
科
）

［
前
史
］

昭
和
三
十
年
代
、
名
古
屋
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
授
の
後
藤
修
二
は
、
形
成
外
科
学
に
非
常
な
興
味
と
大
い
な
る
熱
意
を
持
ち
、
中
部

地
方
に
お
け
る
斯
学
の
遅
れ
を
憂
慮
し
、
日
本
形
成
外
科
学
会
中
部
地
方
会
を
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
結
成
し
た
。
初
代
会
長

に
後
藤
が
就
任
し
、
事
務
局
が
名
古
屋
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
に
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
第
八
回
の
会
長
に

は
口
腔
外
科
教
授
の
岡
達
が
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）、
第
十
四
回
の
会
長
に
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
三
宅
弘
が
、
そ
し
て
昭
和

五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
の
第
十
八
回
の
会
長
に
整
形
外
科
助
教
授
三
浦
隆
行
が
就
任
し
、
形
成
外
科
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
に
整
形
外
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
口
腔
外
科
の
形
成
外
科
に
興
味
を
持
つ
教
官
に
よ
り
、

形
成
外
科
診
療
班
が
つ
く
ら
れ
、
形
成
外
科
の
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
日
本
形
成
外
科
学
会
東

海
地
方
会
が
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に
三
宅
が
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）、
第
四
回
の
会
長
に
は
三
浦
が
就
任
し
、
名
古
屋
大
学

に
お
け
る
形
成
外
科
設
立
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
ま
た
、
翌
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
は
、
中
部
労
災
病
院
に
形
成
外
科

が
開
設
さ
れ
た
。

［
現
在
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
診
療
科
と
し
て
形
成
外
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
で
あ
る
。
当
時
、

診
療
科
と
し
て
形
成
外
科
を
有
し
た
国
立
大
学
は
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
北
海
道
大
学
、
長
崎
大
学
、
東
北
大
学
、
筑
波
大
学
、
信
州

大
学
、
香
川
大
学
で
あ
っ
た
。
定
員
は
教
授
一
名
（
振
り
替
え
）、
看
護
婦
一
名
で
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
一
月
十
六
日
付
で

整
形
外
科
講
師
の
鳥
居
修
平
が
初
代
教
授
に
就
任
し
た
。
鳥
居
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
名
古
屋
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
整
形

外
科
学
教
室
に
入
局
し
、
東
京
厚
生
年
金
病
院
整
形
外
科
を
経
て
、
東
京
警
察
病
院
形
成
外
科
で
大
森
清
一
博
士
、
波
利
井
清
紀
博
士
に
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師
事
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）、
名
古
屋
大
学
に
帰
り
、
初
め
は
口
腔
外
科
に
、
後
に
は
再
び
整
形
外
科
に
所
属
し
て
形
成

外
科
の
設
立
に
努
力
し
た
。
基
礎
研
究
棟
別
館
の
三
階
の
一
部
屋
を
教
室
と
し
、
教
授
室
兼
研
究
室
兼
医
局
と
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
教
授

一
名
、
非
常
勤
医
員
三
名
、
研
修
医
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
外
来
診
察
室
は
外
来
診
療
棟
四
階
に
皮
膚
科
の
一
部
を
利
用
し
て
新
し
く

作
ら
れ
た
。
ベ
ッ
ド
配
分
は
な
く
、
整
形
外
科
と
小
児
外
科
の
一
部
を
使
用
し
た
。
大
学
で
使
用
で
き
る
ベ
ッ
ド
が
少
な
い
た
め
、
関
連

病
院
で
の
手
術
も
多
く
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
、
中
部
労
災
病
院
、
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病
院
、
市
立
四
日
市
病
院
、
蒲
郡
市
民
病

院
で
形
成
外
科
の
診
療
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
日
本
形
成
外
科
学
会
中
部
地
方
会
事
務
局
は
名
古
屋
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教
室
か
ら
当
教
室

に
移
っ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
運
動
・
形
態
外
科
学
講
座
形
成
外
科
学
と
な
り
、
助
教
授
の
ポ
ス
ト
が
増
え
、
病
院
講
師

で
あ
っ
た
亀
井
譲
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
亀
井
が
教
授
に
就
任
し
、
当
教
室
か
ら
形
成
外
科
が
な
か
っ

た
名
古
屋
市
立
大
学
、
岐
阜
大
学
に
、
そ
れ
ぞ
れ
教
授
の
鳥
山
和
宏
、
診
療
科
長
の
加
藤
久
和
を
輩
出
し
た
。
現
在
、
教
室
は
教
授
一
人
、

准
教
授
一
人
、
講
師
一
人
、
助
教
三
人
の
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
一
六
の
関
連
病
院
に
常
勤
医
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年

（
二
〇
〇
八
）
に
は
日
本
形
成
外
科
学
会
総
会
・
学
術
集
会
を
名
古
屋
大
学
が
主
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

に
も
同
学
術
集
会
を
主
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

形
成
外
科
は
先
天
性
外
表
異
常
、
顔
面
外
傷
、
熱
傷
、
腫
瘍
切
除
後
欠
損
、
ケ
ロ
イ
ド
な
ど
を
対
象
と
し
、
皮
膚
、
骨
な
ど
の
組
織
移

植
な
ど
を
用
い
て
形
態
的
に
も
、
機
能
的
に
も
良
好
な
状
態
に
再
建
す
る
外
科
で
あ
る
。
形
成
外
科
が
対
象
と
す
る
疾
患
は
生
命
に
直
接

関
係
す
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
し
ば
し
ば
障
害
と
な
る
た
め
、
そ
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

当
教
室
で
は
、
悪
性
腫
瘍
切
除
後
の
再
建
が
非
常
に
多
く
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
口
腔
外
科
を
は
じ
め
整
形
外
科
、
乳
腺
外
科
、
食
道
外
科
の

再
建
手
術
、
特
に
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
を
利
用
し
た
組
織
移
植
は
全
国
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

現
在
の
教
室
に
お
け
る
研
究
分
野
は
、
再
生
医
療
、
各
種
皮
弁
の
血
管
抵
抗
、
創
傷
治
癒
な
ど
を
は
じ
め
、
他
分
野
の
教
室
と
の
共
同

研
究
で
移
植
後
の
体
積
変
化
や
ケ
ロ
イ
ド
な
ど
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。
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麻
酔
・
蘇
生
医
学
（
麻
酔
学
）

［
前
史
］

名
大
図
書
館
医
学
部
分
館
の
史
料
室
所
蔵
の
外
科
手
術
図
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
愛
知
県
公
立
病
院
（
名
大
病
院
の
前
身
）
院

長
に
着
任
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
医
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�Roretz

）
が
、
ス
キ
ン
ネ
ル
・
マ
ス
ク
を

用
い
た
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
を
行
い
な
が
ら
、
若
手
の
外
科
医
（
後
藤
新
平
執
刀
、
司
馬
盈
之
介
添
）
の
指
導
を
し
て
い
る
様
子
が
描

か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
学
医
学
部
の
麻
酔
に
関
す
る
最
初
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
名
大
第
一
外
科
教
授
齋
藤
真
は
、
自
身
が
虫
垂
炎
手
術

時
に
低
比
重
の
脊
椎
麻
酔
薬
に
よ
り
高
位
脊
麻
と
な
っ
た
経
験
か
ら
安
全
な
脊
麻
の
研
究
に
取
り
組
み
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
高

比
重
局
所
麻
酔
薬
に
よ
る
脊
髄
く
も
膜
下
麻
酔
法
を
完
成
さ
せ
、
日
本
外
科
学
会
で
発
表
し
論
文
と
し
て
報
告
し
た
。

日
本
に
お
い
て
、
麻
酔
学
が
独
立
し
た
学
問
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
東
京
大
学
に
麻
酔
学
講
座

が
開
設
さ
れ
た
時
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
第
一
回
日
本
麻
酔
学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
東
海
麻
酔
研
究
会

も
発
足
し
た
。

名
大
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
各
科
の
手
術
室
の
中
央
化
を
目
的
と
し
て
中
央
手
術
部
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
別
々
に
活
動
し
て
い
た
第
一
外
科
麻
酔
グ
ル
ー
プ
の
織
田
實
、
鈴
木
朝
勝
（
後
に
名
大
手
術
部
助
教
授
）、
菅
井
直
介
（
後
に
東
京
大

学
痛
み
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）、
若
井
一
郎
（
後
に
鳥
取
大
学
麻
酔
科
助
教
授
）、
三
宅
聰
行
（
後
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大

学
）
麻
酔
科
教
授
）
ら
と
第
二
外
科
グ
ル
ー
プ
の
竹
島
登
（
後
に
名
大
麻
酔
科
初
代
教
授
）、
新
井
豊
久
（
後
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現

藤
田
医
科
大
学
）
麻
酔
科
教
授
）、
侘
美
好
昭
（
後
に
愛
知
医
科
大
学
麻
酔
科
教
授
）
ら
が
共
同
し
て
中
央
手
術
部
麻
酔
班
を
作
り
、
同

部
で
の
麻
酔
業
務
を
開
始
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
、
本
学
が
中
心
と
な
り
、
東
海
麻
酔
研
究
会
か
ら
『
無
痛
と
麻
酔
』
と
い
う
雑
誌
の
第
一
巻
が
発

刊
さ
れ
た
。



317

［
初
代
教
授　

竹
島
登
時
代
］

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
三
月
、
名
大
に
麻
酔
学
講
座
が
開
設
さ
れ
、
竹
島
が
初
代
教
授
に
就
任
し
て
、
本
学
に
お
け
る
麻
酔
科
が

独
立
し
た
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
麻
酔
学
教
室
医
局
は
、
通
勤
看
護
婦
用
に
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
の
一
階
に
居
を
構
え
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
を
開
催
し
、
外
来
一
、二
号
棟
一
階
の
一
部
を
研
究
室
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
、
外
来

棟
が
完
成
し
た
の
を
機
に
、
も
と
も
と
外
来
棟
別
館
で
あ
っ
た
建
物
の
三
階
と
一
階
の
一
部
に
移
転
し
た
。

名
古
屋
で
第
十
七
回
医
学
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月
に
は
、
竹
島
が
日
本
麻
酔
学
会
会
長
と
な
り
、

名
古
屋
大
学
麻
酔
学
教
室
の
存
在
を
世
に
知
ら
し
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
大
学
紛
争
の
嵐
に
同
講
座
も
巻
き
込
ま
れ
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
八
月
以
後
、
八
年
四
か
月
間
に
渡
り
実
質
的
に
教
授
不
在
と
同
様
の
機
能
不
全
状
態
を
余
犠
な
く
さ
れ
、
苦
難
の
道
を
歩

む
こ
と
と
な
っ
た
。
手
術
部
は
同
年
の
中
央
診
療
棟
完
成
に
伴
い
四
階
に
移
転
し
、
病
棟
と
の
つ
な
ぎ
部
分
に
位
置
す
る
旧
手
術
室
四
階

を
集
中
治
療
部
と
し
て
使
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
工
事
も
未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
大
学
病
院
と
し
て
手
術

の
需
要
は
減
る
こ
と
は
な
く
、
外
科
系
各
科
の
手
術
に
対
し
て
は
、
手
術
部
助
教
授
の
鈴
木
朝
勝
を
は
じ
め
と
し
た
手
術
部
教
官
、
助
教

授
の
石
橋
、
三
宅
、
講
師
の
新
井
ら
麻
酔
学
講
座
教
官
ら
が
、
新
し
い
麻
酔
法
を
修
得
し
よ
う
と
研
修
に
来
て
い
た
外
科
系
各
科
の
若
手

医
師
と
共
同
し
て
対
応
し
た
。
麻
酔
科
外
来
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
の
外
来
棟
完
成
時
に
三
階
部
分
に
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
よ
り
、
主
に
院
内
の
患
者
に
関
し
て
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
対
応
を
始
め
た
。
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
）
十
二
月
、
竹
島
は
公
務
に
復
帰
し
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
よ
り
正
式
に
麻
酔
科
外
来
が
開
設
さ
れ
、
週
三
回
の

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
術
前
患
者
の
診
察
な
ど
外
来
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
新
規
患
者
数
は
、
年
間
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇
例
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
分
院
麻
酔
科
が
開
設
さ
れ
、
講
師
の
河
西
稔
（
後
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
分

院
麻
酔
学
教
授
）
が
科
長
を
務
め
た
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
三
月
に
、
竹
島
が
停
年
退
官
し
た
。
在
任
中 
麻
酔
科
在
籍
教
室
員
は
の
べ
三
三
人
で
あ
り
、
麻
酔
の
研

修
を
受
け
た
医
師
数
は
約
四
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
大
学
に
お
け
る
各
科
に
よ
る
麻
酔
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
竹
島
登
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教
授
退
官
記
念
教
室
業
績
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
発
表
論
文
は
一
四
九
編
、
学
会
発
表
は
二
八
九
件
で
あ
っ
た
。

［
第
二
代
教
授　

島
田
康
弘
時
代
］

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
八
月
に
第
二
代
麻
酔
学
講
座
教
授
と
し
て
、
島
田
康
弘
が
大
阪
大
学
か
ら
着
任
し
た
。
手
術
部
内
に
設
置

し
た
リ
カ
バ
リ
ー
ル
ー
ム
を
発
展
さ
せ
て
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
に
は
、
待
望
久
し
か
っ
た
集
中
治
療
部
（Intensive�

Care�U
nit,�ICU

）
を
正
式
に
稼
働
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
時
に
全
症
例
の
術
中
麻
酔
管
理
を
麻
酔
科
に
て
行
う
よ
う
に
な
り
、
麻
酔
学
講

座
の
仕
事
の
領
域
は
麻
酔
科
の
三
本
柱
で
あ
る
、
手
術
麻
酔
、
集
中
治
療
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
拡
大
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
も
全
国
か
ら
集
ま
り
、
島
田
教
授
時
代
に
麻
酔
科
助
教
授
を
務
め
た
の
は
、
三
宅
聰
行
、
河
西
稔
、
小
松
徹
（
後
に
愛
知
医

科
大
学
麻
酔
科
学
教
授
）、
木
村
智
政
（
後
に
愛
知
医
科
大
学
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）、
西
脇
公
俊
（
後
に
名
大
医
学
系
研
究
科

麻
酔
科
学
教
授
）
が
就
任
し
、
講
師
に
貝
沼
関
志
（
後
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
教
授
、
名
大
医
学
部
病
院
教
授
）、

細
田
蓮
子
（
分
院
科
長
）、
高
橋
利
通
、
佐
藤
光
晴
が
就
任
し
た
。
手
術
部
副
部
長
と
し
て
、
助
教
授
に
は
鈴
木
朝
勝
、
滝
和
美
、
講
師

に
は
角
渕
浩
央
（
後
に
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
分
院
麻
酔
科
教
授
）
が
就
任
し
、
手
術
部
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
陣

容
が
充
実
し
て
教
室
員
も
増
え
、
科
研
費
も
多
数
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
分
野
と
し
て
は
、
呼
吸
、
自
律
神
経
、
代
謝
、
循

環
、
免
疫
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
特
に
心
拍
変
動
周
波
数
解
析
の
研
究
は
世
界
的
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
集
中
治
療
部
長
が
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
教
授
の
武
澤
純
に
交
代
と
な
り
、
麻
酔
科
の
集
中

治
療
部
へ
の
関
与
は
出
向
と
い
う
形
に
変
わ
り
、
そ
の
後
の
麻
酔
科
定
員
の
増
加
な
し
に
急
速
に
増
加
す
る
手
術
件
数
に
対
応
す
る
た
め
、

麻
酔
科
か
ら
集
中
治
療
部
へ
の
出
向
は
途
絶
え
、
麻
酔
科
と
し
て
集
中
治
療
分
野
へ
の
関
与
は
一
旦
中
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
三
月
、
島
田
は
日
本
集
中
治
療
医
学
会
学
術
集
会
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
開
催
し
た
。
同
年
四
月
の
法

人
化
閣
議
決
定
に
伴
い
麻
酔
学
講
座
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
機
能
構
築
医
学
専
攻
生
体
管
理
医
学
講
座
麻
酔
・
蘇
生
医

学
分
野
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
島
田
は
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
、
日
本
小
児
麻
酔
学
会
学
術
集
会
を
会
長
と
し
て
開
催
し
、
平
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成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
日
本
麻
酔
科
学
会
学
術
集
会
を
会
長
と
し
て
名
古
屋
で
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年
（
二
○
○
五
）

病
に
倒
れ
長
期
入
院
と
な
っ
た
が
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
を
務
め
る
ま
で
に
回
復
し
た
。
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
に
島
田

は
定
年
退
職
と
な
っ
た
。『
島
田
康
弘
教
授
退
官
記
念
業
績
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
在
任
中
の
発
表
英
文
原
著
一
〇
四
編
、
英
文
総
説
・
著

書
一
七
編
、
和
文
原
著
一
一
六
編
、
和
文
総
説
・
著
書
二
八
二
編
、
国
内
学
会
発
表
五
一
九
件
、
海
外
学
会
発
表
八
七
件
で
あ
っ
た
。

［
第
三
代
教
授　

西
脇
公
俊
時
代
］

平
成
二
十
年
（
二
○
○
八
）
七
月
、
麻
酔
・
蘇
生
医
学
分
野
第
三
代
教
授
に
西
脇
公
俊
が
就
任
し
た
。
新
し
い
麻
酔
科
学
教
室
で
は
手

術
麻
酔
・
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
周
術
期
管
理
と
し
て
術
前
術
後
集
中
治
療
管
理
を
行
っ
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
、
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
同
門
の
藤
田
保
健
衛
生
大
学
教
授
貝
沼
関
志
が
准
教
授
と
し
て
着
任
し
集
中
治
療
部
で
の
診
療
を
開
始
し
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
西
脇
が
集
中
治
療
部
長
に
就
任
し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
一
○
床
の
救
急
内
科
系
集
中

治
療
部
が
分
離
新
設
さ
れ
、
一
六
床
の
集
中
治
療
部
は
外
科
系
集
中
治
療
部
と
な
っ
た
。
西
脇
が
初
代
部
長
と
な
り
麻
酔
科
が
主
体
と

な
っ
て
管
理
運
営
す
る
外
科
系
集
中
治
療
部
が
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
貝
沼
が
病
院
教
授
・
外
科

系
集
中
治
療
部
長
に
就
任
し
、
外
科
系
重
症
患
者
の
一
貫
し
た
周
術
期
管
理
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）、
西
脇
は
副
病
院
長
に
就
任
し
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
は
、
麻
酔
科
の
開
講
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
、『
開
講
五
〇
周
年
記
念
誌
』
が
発
刊
さ
れ
た
。

同
年
よ
り
大
垣
市
の
寄
附
に
よ
り
、
名
大
麻
酔
科
の
関
連
寄
附
講
座
と
し
て
周
術
期
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
学
講
座
が
設
置
さ
れ
、
周
術

期
管
理
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
研
究
、
周
術
期
高
次
脳
機
能
障
害
・
担
癌
患
者
の
周
術
期
管
理
に
関
す
る
研
究
が
始
ま
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
病
院
教
授
貝
沼
は
外
科
系
集
中
治
療
の
礎
を
築
き
、
多
く
の
集
中
治
療
専
門
医
を
育
て
、
定
年
退
職

と
な
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
中
央
診
療
棟
Ｂ
棟
が
竣
工
し
、
中
央
手
術
部
は
一
四
室
か
ら
二
四
室
へ
、
一
〇
床
の
回
復
室
も
整
備
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さ
れ
、
外
科
系
集
中
治
療
部
は
三
〇
床
（
現
二
二
床
稼
働
）
と
規
模
を
拡
大
さ
せ
、
さ
ら
な
る
高
度
先
進
医
療
に
対
応
で
き
る
施
設
と
な
っ

た
。西

脇
教
授
時
代
の
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
間
、
前
記
以
外
に
准
教
授
と
し
て
足
立
祐
史
、
柴
田
康
之
（
手
術
部
准
教
授
に
講

師
か
ら
昇
進
、
手
術
部
の
運
営
と
超
音
波
ガ
イ
ド
下
末
梢
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
発
・
普
及
に
努
め
る
。）
が
、
講
師
・
病
院
講
師
と
し
て

杉
本
憲
治
、
佐
藤
光
晴
、
近
藤
博
子
、
高
須
明
彦
、
森
厚
詞
（
寄
附
講
座
）、
里
元
麻
衣
子
、
田
村
高
廣
、
尾
関
奏
子
が
就
任
し
た
。
令

和
元
年（
二
〇
一
九
）五
月
現
在
、
病
院
助
教
・
医
員
を
含
め
総
勢
四
〇
人
に
よ
っ
て
麻
酔
科
管
理
手
術
症
例
を
年
間
六
，
五
〇
〇
件（
二
〇

年
で
二
倍
）、
外
科
系
集
中
治
療
部
二
二
床
稼
働
へ
と
業
務
を
大
幅
に
拡
大
さ
せ
た
。
外
来
部
門
と
し
て
は
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
を

週
に
三
日
開
き
、
神
経
障
害
性
疼
痛
や
慢
性
痛
の
診
療
に
当
た
る
と
と
も
に
、
術
前
評
価
外
来
を
毎
日
行
っ
て
い
る
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）、
第
三
十
回
医
学
会
総
会
二
〇
一
九
中
部
が
名
古
屋
大
学
を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
た
年
に
、
西
脇
が

公
益
社
団
法
人
日
本
麻
酔
科
学
会
第
六
十
六
回
学
術
集
会
を
会
長
と
し
て
神
戸
に
お
い
て
開
催
し
、
一
万
人
の
参
加
者
を
得
て
成
功
さ
せ

た
。
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臨
床
感
染
統
御
学

［
新
生
］

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
生
体
管
理
医
学
講
座
臨
床
感
染
統
御
学
分
野
は
、
大
学
院
重
点
化
と
大
学
の
組
織
改
編
に
伴
い
、

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
。
初
代
教
授
は
、
分
院
内
科
血
液
・
免
疫
グ
ル
ー
プ
か
ら
難
治
感
染
症
部
に
移
っ
た
直
江
知

樹
が
就
任
し
た
。
当
時
の
難
治
感
染
症
部
員
は
講
師
清
井
仁
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
月
に
は
助
手
馬
場
尚
志

が
難
治
感
染
症
部
に
就
任
し
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
に
直
江
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
細
胞
内
科
学
分

野
教
授
に
就
任
し
た
。
以
後
九
年
間
、
教
授
ポ
ス
ト
は
空
席
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
五
月
よ
り
八
木
哲
也
が
新
た

に
臨
床
感
染
統
御
学
分
野
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
難
治
感
染
症
部
は
廃
さ
れ
、
病
院
内
感

染
対
策
と
感
染
症
診
療
支
援
の
機
能
は
中
央
感
染
制
御
部
に
一
本
化
さ
れ
た
。
八
木
は
、
臨
床
感
染
統
御
学
教
授
で
あ
る
と
共
に
、
中
央

感
染
制
御
部
部
長
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

［
現
在
］

臨
床
感
染
統
御
学
教
室
と
し
て
は
、
緑
膿
菌
やK

lebsiella

属
やE

nterobacter

属
な
ど
の
腸
内
細
菌
科
細
菌
の
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
を

は
じ
め
と
す
る
薬
剤
耐
性
機
序
や
分
子
疫
学
的
解
析
、Point Prevalence Survey

に
よ
る
院
内
感
染
症
及
び
抗
菌
薬
使
用
の
疫
学
に

つ
い
て
の
研
究
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
の
細
菌
学
的
及
び
分
子
疫
学
的
解
析
な
ど
を
研
究
の
柱
と
し
て
、
中
央
感
染
制
御
部
助
教
の
冨

田
ゆ
う
か
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
よ
り
）、
特
任
助
教
の
井
口
光
孝
（
当
時
：
現
中
央
感
染
制
御
部
助
教
）
ら
と
共
に
、
薬
剤

師
や
看
護
師
を
含
む
多
職
種
の
大
学
院
生
を
中
心
に
研
究
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
国
立
感
染
症
研
究
所
や
国
公
立
大
学
附
属
病
院
感
染

対
策
協
議
会
参
加
施
設
を
中
心
と
し
た
多
施
設
共
同
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
のM

ycobacterium
 

avium

の
国
際
的
分
子
疫
学
的
研
究
で
薬
剤
部
の
市
川
和
哉
（
当
時
：
現
三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
）
が
平
成
二
十
八
年
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（
二
〇
一
六
）
に
、
呼
吸
器
内
科
の
足
立
崇
が
ヒ
ト
と
ブ
タ
由
来
のM

ycobacterium
 avium

 subsp. hom
inisuiss

の
疫
学
解
析
に
て
、

ま
た
医
員
の
森
岡
悠
（
当
時
：
現
中
央
感
染
制
御
部
助
教
）
が
我
が
国
で
初
め
て
のPoint Prevalence Survey

を
用
い
た
病
院
疫

学
研
究
で
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
、
医
員
の
平
林
亜
希
（
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
転
出
：
現
国
立
感
染
症
研
究
所
薬

剤
耐
性
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
が
、
緑
膿
菌
の
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性
機
序
の
研
究
で
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
、
医
学
博
士

を
取
得
し
て
い
る
。
教
室
に
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
現
在
、
医
員
の
手
塚
宜
行
（
当
時
：
現
中
央
感
染
制
御
部
病
院
助
教
）、

仲
井
美
由
紀
（
一
宮
研
伸
大
学
非
常
勤
講
師
：
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
よ
り
）、
原
祐
樹
（
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
医
療
技
術

部
微
生
物
検
査
室
主
任
：
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
よ
り
）、
医
員
岡
圭
輔
（
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
）、
医
員
矢
田
吉

城
（
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
）、
小
林
洋
平
（
名
古
屋
市
衛
生
研
究
所
微
生
物
部
研
究
員
：
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
）

が
大
学
院
生
と
し
て
加
わ
り
、
さ
ら
に
高
齢
者
施
設
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
検
出
さ
れ
た
薬
剤
耐
性
菌
の
解
析
、
我
が
国
に
多

い
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性E

nterobacter cloacae com
plex

の
解
析
、
菌
血
症
由
来
の
キ
ャ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
株
の
解
析
な
ど
研
究
を

展
開
・
発
展
さ
せ
て
い
る
。

加
え
て
感
染
症
学
会
認
定
研
修
施
設
と
し
て
、
名
古
屋
市
内
の
他
の
施
設
と
も
連
携
し
て
（H

IV

感
染
症
：
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
、

輸
入
感
染
症
：
東
部
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
名
鉄
病
院
）、
若
手
感
染
症
専
門
医
の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
新
た
に
四
人
の
感
染
症
専
門
医
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
口
と
共
に
、
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
（
現
患
者
安
全
推

進
部
）
及
び
中
部
品
質
管
理
協
会
と
連
携
し
て
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
よ
り
明
日
の
医
療
の
質
向
上
を
リ
ー
ド
す
る
医
師
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A
SU

ISH
I

）
を
立
ち
上
げ
運
用
し
た
。
五
年
間
の
間
に
、
感
染
制
御
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
受
講
生
と
し
て
、
渡
口
賢

隆
（
豊
田
厚
生
病
院
）、
板
津
慶
太
（
上
飯
田
第
一
病
院
）、
川
村
英
樹
（
鹿
児
島
大
学
病
院
）、
平
野
静
香
（
立
川
病
院
）
を
含
む
六
人

を
育
成
し
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
以
降
、
井
口
が
「
愛
知
県
下
に
お
け
る
血
液
培
養
検
査
の
実
施
状
況
お
よ
び
各
種
細
菌
の
検
出
状
況
に

関
す
る
多
施
設
調
査
」
で
第
五
十
八
回
日
本
感
染
症
学
会
中
日
本
地
方
会
学
術
奨
励
賞
【
臨
床
部
門
】
を
受
賞
、
森
岡
が
「Point 
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prevalence�survey

に
よ
る
四
大
学
病
院
の
病
院
疫
学
」
と
題
し
た
研
究
で
第
六
十
回
日
本
感
染
症
学
会
中
日
本
地
方
会
学
術
奨
励
賞

【
臨
床
部
門
】
を
受
賞
し
た
。
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救
急
・
集
中
治
療
医
学
（
救
急
医
学
）

［
救
急
・
集
中
治
療
医
学
］

救
急
医
学
講
座
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
八
月
一
日
、
初
代
教
授
と
し
て
武
澤
純
（
大
阪
大
学
卒
）
が
就
任
し
て
開
始
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
一
日
、
改
組
に
よ
り
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
と
名
称
が
改
変
さ
れ
た
。

武
澤
は
、
集
中
治
療
教
育
、
医
療
安
全
、
感
染
症
管
理
、EBM

（Evidence�Based�M
edicine

）
を
中
心
と
し
て
活
動
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
か
ら
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
難
治
感
染
症
部
長
事
務
取
扱
、
中
央
感
染
制
御
部
長
事
務
取
扱
と

し
て
院
内
で
の
感
染
制
御
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
と
そ
の
運
用
の
基
礎
を
確
立
し
た
。
こ
の
活
動
は
国
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
感
染

対
策
協
議
会
に
お
い
て
、
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
手
順
を
標
準
化
し
、
感
染
管
理
を
普
及
さ
せ
た
。
多
剤
耐
性
菌
等
の
感
染
症

に
対
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制
の
構
築
と
院
内
感
染
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
時
に
サ
イ
ト
・
ビ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
感
染
対
策
上
の
問
題
点
の
指

摘
と
改
善
へ
の
提
言
を
行
い
、
日
本
全
体
の
感
染
対
策
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

一
方
、
武
澤
は
、
医
療
の
質
の
向
上
及
び
安
全
管
理
の
重
要
性
を
テ
ー
マ
と
し
、
部
局
内
の
業
務
改
善
の
た
め
イ
ン
シ
デ
ン
ト
等
の

RCA

（Root�Cause�A
nalysis

）
やM

orbidity�&
�M

ortality

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
、
集
中
治
療
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
研

究
が
実
施
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
医
療
安
全
管
理
部
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
。
特
に
、
全
国
国
立
大
学
医
学
部
附
属

病
院
集
中
治
療
部
協
議
会
及
び
救
急
部
協
議
会
で
は
医
療
の
質
の
考
え
方
に
つ
い
て
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
医
療
の
質
の
改
善
を
目
指
し

て
臨
床
指
標
の
選
択
と
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
に
基
づ
く
改
善
活
動
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム
要
因
と
対
策
の
共
有
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
連
携
と
し
て
の
救
急
・
災
害
医
療
に
つ
い
て
、
愛
知
県
地
域
保
健
医
療
計
画
推
進
協
議
会
救
急
医
療
対
策
専
門
部
会

の
委
員
と
し
て
東
海
地
震
等
の
大
災
害
を
考
慮
し
た
地
域
医
療
計
画
の
策
定
や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
国
内
外
の
学
会
活
動
と
し
て
は
、
日
本
集
中
治
療
医
学
会
理
事
、
日
本
呼
吸
療
法
医
学
会
理
事
、
日
本
臨
床
救
急
医
学
会
評
議
員
、
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W
estern�Pacific�A

ssociation�of�Critical�Care�M
edicine

理
事
、
世
界
集
中
治
療
医
学
会
理
事
を
歴
任
し
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月
一
日
、
第
二
代
教
授
と
し
て
京
都
大
学
よ
り
松
田
直
之
（
北
海
道
大
学
卒
）
が
着
任
し
た
。
松
田

は
救
急
医
療
及
び
集
中
治
療
の
専
門
医
育
成
を
目
標
と
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
ま
で
に
救
急
科
専
門
医
一
四
人
、
集
中
治
療
専

門
医
一
六
人
が
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
及
び
関
連
連
携
施
設
の
共
同
に
よ
り
、
育
成
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
救
急
診
療
と
集

中
治
療
と
し
て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
実
診
療
の
充
実
が
図
ら
れ
、
心
肺
蘇
生
教
育
、
外
傷
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
エ
コ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
産

科
救
急
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
のoff-the�job

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
開
始
さ
れ
た
。

医
療
面
で
は
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
医
療
活
動
や
研
究
に
尽
力
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
警
察
、
検
察
の
犯
罪
捜
査
に
も
協
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
救
助
支
援
活
動
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
七
月
に
台
湾
北
部
の
八
仙
水
上
公
園
で
発
生
し
た
粉
塵
爆
発
事
故

に
お
け
る
約
五
〇
〇
人
の
広
範
囲
熱
傷
に
対
し
て
、
教
室
か
ら
は
班
長
及
び
班
員
と
し
て
日
本
医
師
会
・
日
本
集
中
治
療
医
学
会
・
台
湾

衛
生
部
・
台
湾
医
師
連
合
等
と
連
携
し
、
台
湾
に
赴
い
て
救
急
医
療
活
動
を
展
開
し
、
台
湾
と
の
国
際
医
療
連
携
に
尽
力
し
た
。

研
究
面
で
は
、
敗
血
症
を
始
め
と
す
る
全
身
性
炎
症
病
態
と
創
薬
に
関
す
る
研
究
を
中
心
と
し
て
、
特
に
転
写
因
子
活
性
を
テ
ー
マ
と

し
、
急
性
期
炎
症
反
応
と
多
臓
器
不
全
の
関
連
を
明
ら
か
と
す
る
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
急
性
肺
傷
害
の
病
態
と
治
療
、
シ
ョ
ッ

ク
の
治
療
、
血
管
内
皮
細
胞
炎
症
マ
ー
カ
ー
、
敗
血
症
性
脳
症
、
多
臓
器
不
全
に
お
け
る
転
写
因
子
活
性
の
研
究
な
ど
の
急
性
期
病
態
学

に
準
じ
た
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。

臨
床
研
究
で
は
、
実
臨
床
に
基
づ
い
た
多
く
の
観
察
研
究
が
提
案
さ
れ
、
救
急
領
域
と
し
て
は
心
肺
蘇
生
後
の
蘇
生
後
脳
症
の
程
度
を

予
測
す
るCA

ST

ス
コ
ア
の
開
発
、
小
児
救
急
医
療
体
制
の
疫
学
的
調
査
、
集
中
治
療
領
域
で
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
ア
ナ
ロ
グ
で
あ
る
ラ
メ

ル
テ
オ
ン
の
せ
ん
妄
抑
制
効
果
、
集
中
治
療
室
に
お
い
て
は
血
漿
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
濃
度
と
せ
ん
妄
の
関
係
な
ど
が
臨
床
研
究
と
し
て
構
築

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
集
中
治
療
領
域
に
世
界
に
先
駆
け
て
「
診
療
バ
ン
ド
ル
」
の
概
念
を
取
り
込
み
、
非
侵
襲
的
呼
吸
管
理
、
敗
血
症

性
シ
ョ
ッ
ク
の
診
療
解
析
、
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
、
早
期
経
腸
栄
養
法
の
解
析
、
播
種
性
血
管
内
凝
固
治
療
な
ど
の
多
く
の
研
究
を
継
続

し
て
い
る
。
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医
学
教
育
面
で
は
、
救
急
医
学
講
義
と
し
て
、
多
臓
器
障
害
の
病
態
と
治
療
、
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
、
心
肺
蘇
生
、
多
発
外
傷
、
広
範

囲
熱
傷
、
急
性
薬
物
中
毒
、
災
害
医
療
、
急
性
呼
吸
不
全
、
シ
ョ
ッ
ク
、
急
性
腎
障
害
な
ど
が
行
わ
れ
、
関
連
連
携
施
設
と
連
動
し
て
臨

床
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
。

救
急
・
集
中
治
療
医
学
は
、
超
急
性
期
病
態
学
の
研
究
・
診
療
・
教
育
を
担
当
し
て
い
る
。
今
後
も
、
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
は

地
域
医
療
連
携
を
充
実
さ
せ
、
指
導
医
・
専
門
医
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
多
施
設
共
同
臨
床
研
究
や
基
礎
基
盤
研
究
を
継
続
す
る
方
針

で
あ
る
。

［
附
属
病
院
・
救
急
科
］

医
学
・
医
療
を
と
り
ま
く
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
い
も
の
が
あ
り
、
大
学
附
属
病
院
に
お
け
る
第
三
次
救
急
医
療
の
実
施
と
救
急

医
療
の
教
育
の
充
実
は
時
代
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
一
日
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
救
急
部
が
誕
生
し
た
。
初
代
救
急
部
長
と
し
て
第
二
外
科
学
講
座
教
授
の
近
藤
達
平
が
兼
任
し
た
。
全
臨
床
の
協
力
を
得
て
、
夜
間
・

休
日
の
医
師
の
救
急
当
直
体
制
が
整
い
、
ま
た
看
護
師
の
当
直
体
制
も
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
幾
つ
か
の
困
難
な
問
題
の
解
決
が
遅
れ

た
た
め
、
救
急
部
は
時
間
外
・
休
日
の
救
急
患
者
の
診
療
と
関
係
診
療
科
と
の
連
絡
調
整
を
主
業
務
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
続
い
た
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
五
月
、
武
澤
純
が
大
阪
大
学
よ
り
講
師
と
し
て
着
任
し
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月
一
日
、
救

急
部
部
長
と
し
て
鹿
児
島
大
学
よ
り
澤
田
祐
介
が
着
任
し
、
武
澤
は
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
か
ら
仮
稼
働
を
開
始
し
て
い
た

集
中
治
療
部
部
長
事
務
代
理
と
な
っ
た
。
澤
田
は
外
傷
診
療
を
含
む
救
急
医
療
の
活
性
化
を
行
い
、
救
急
部
と
し
て
ポ
リ
ク
リ
も
実
施
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
四
月
の
澤
田
の
異
動
に
よ
り
、
武
澤
は
助
教
授
と
な
っ
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

八
月
一
日
に
武
澤
が
救
急
医
学
講
座
教
授
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
救
急
部
部
長
を
兼
任
し
た
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
九
月
よ
り
、
地
域
救
急
医
療
体
制
へ
の
貢
献
や
卒
後
臨
床
研
修
に
お
け
る
救
急
医
療
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

ケ
ア
の
修
練
を
目
的
と
し
て
、
救
急
外
来
で
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
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新
中
央
診
療
棟
の
落
成
に
伴
い
、
救
急
外
来
は
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
八
日
よ
り
新
中
央
診
療
棟
一
階
に
移
転
と
な
っ
た
。

治
療
室
二
床
、
処
置
室
五
床
の
ほ
か
、
中
央
手
術
部
や
集
中
治
療
部
に
直
結
す
る
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
従
来
よ
り

も
大
幅
に
設
備
が
拡
充
さ
れ
た
。
平
成
二
十
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）
に
は
救
急
患
者
数
一
〇
，
一
五
四
人
、
救
急
車
受
入
一
，
七
四
三
件

ま
で
増
加
し
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月
一
日
に
、
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
教
授
と
し
て
松
田
直
之
が
就
任
し
、
救
急
部
長
を
兼
任
し

た
。
松
田
は
本
院
に
お
け
る
救
急
外
来
の
動
線
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、M

T
A

SS

（M
eidai�T

riage�A
cuity�Scale�System

）
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
救
急
外
来
受
診
患
者
の
電
子
管
理
を
導
入
し
、
来
院
患
者
の
重
症
度
評
価
と
ト
リ
ア
ー
ジ
を
強
化
し
た
。
院
内
に
お
い
て

は
、
救
急
外
来
運
営
の
討
議
と
改
善
の
目
的
で
「
救
急
外
来
及
び
救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、
中
央
診
療
部

門
長
、
看
護
師
長
、
全
診
療
科
医
局
長
等
に
よ
る
月
一
回
の
定
例
会
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
七
月
一
日
に
は
、
本
院
に
病
床
数
三
床
の
救
急
科
が
設
立
さ
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）

は
救
急
外
来
受
診
者
総
数
一
二
，
二
〇
〇
人
、
救
急
車
搬
入
数
四
，
三
二
一
件
、
う
ち
三
次
救
急
患
者
数
は
八
九
二
人
に
増
加
す
る
な
ど
、

救
急
医
療
に
携
わ
る
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
医
学
生
等
の
診
療
・
教
育
・
研
究
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
四
日
よ
り
、
救
急
科
長
と
し
て
病
院
講
師
後
藤
縁
が
就
任
し
た
。
各
専
門
診
療
科
と
協
働
し
た
救
急

外
来
の
運
用
、
ま
た
救
急
外
来
と
救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部
が
一
体
と
な
っ
た
運
用
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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小
児
科
学

［
黎
明
期
］

本
邦
の
医
学
教
育
に
お
い
て
小
児
科
学
が
記
載
さ
れ
た
の
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
文
部
省
医
学
通
則
布
達
が
最
初
と
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
本
校
長
心
得
に
就
任
し
た
後
藤
新
平
ら
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の
本
校
医
学
校

規
則
改
正
中
に
、「
小
児
病
論
」
を
新
し
く
組
み
入
れ
て
お
り
、
同
年
か
ら
四
年
生
を
対
象
と
し
て
「
小
児
病
論
」
の
講
義
が
開
始
さ
れ

て
い
る
。
初
代
教
官
は
田
野
俊
貞
で
あ
っ
た
。
田
野
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
愛
知
県
公
立
病
院
、
公
立
医
学
講
習
所
に
招
特
さ

れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
医
師
の
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbercht�von�Roretz

）
か
ら
小
児
科
書
を
提
供
さ
れ
て
訳
読
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明

治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
黒
川
武
一
郎
は
婦
人
科
学
、
産
科
学
、
小
児
科
学
、
生
理
学
の
教
諭
と
な
り
、
診
察
医
も
兼
務
し
た
が
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
九
月
退
官
し
た
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
県
立
愛
知
病
院
内
に
産
科
、
婦
人
科
、
小
児
科
を
併
せ
た
婦
嬰
科
が
新
設
さ
れ
、
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
に
多
田
学
三
郎
が
婦
嬰
科
勤
務
及
び
愛
知
県
立
医
学
校
教
諭
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
多
田
は

産
科
婦
人
科
部
長
兼
小
児
科
部
長
と
な
っ
た
が
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
小
児
科
部
長
専
任
と
な
っ
た
。
多
田
を
初
代
小
児
科

学
教
授
（
教
諭
）
と
し
て
、
小
児
科
が
教
育
、
診
療
の
両
面
で
独
立
し
、
小
児
科
学
教
室
の
歩
み
が
始
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
研
究
面
で

は
小
児
科
学
の
診
断
・
治
療
学
の
基
礎
作
り
に
加
え
栄
養
障
害
や
チ
フ
ス
な
ど
の
感
染
症
に
つ
い
て
の
研
究
等
が
行
わ
れ
た
。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
五
月
多
田
は
退
官
し
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）、
藤
井
静
英
は
愛
知
医
学
専
門
学
校
教
諭
、
愛
知
病
院
小
児
科
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

に
藤
井
は
、
小
児
科
学
研
究
の
た
め
二
か
年
間
欧
州
に
留
学
し
、
そ
の
間
、
村
田
光
邦
が
小
児
科
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
三
月
藤
井
は
復
職
し
、
十
一
月
に
愛
知
医
科
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
、
藤
井
は
大
学
長

兼
附
属
医
院
長
に
推
挙
さ
れ
た
。
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昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
、
県
立
愛
知
医
科
大
学
は
、
官
立
名
古
屋
医
科
大
学
と
な
り
、
藤
井
は
名
古
屋
医
科
大
学
学
長
兼
附
属

医
院
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
、
小
児
感
染
症
に
対
す
る
診
断
、
治
療
、
病
因
の
各
領
域
で
の
研
究
が
進
ん
だ
。
官
立
移
管
に
際
し

て
、
愛
知
医
科
大
学
の
職
員
は
す
べ
て
依
願
退
職
し
、
五
月
一
日
付
で
新
し
い
名
古
屋
医
科
大
学
職
員
と
し
て
任
命
の
手
続
き
が
と
ら
れ

た
が
、
一
部
の
教
授
が
任
命
も
れ
と
な
り
学
内
が
紛
糾
し
た
。
こ
の
時
、
初
め
て
助
手
団
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
助
手
団
が
中
心
と
な
っ
て

藤
井
学
長
の
排
斥
運
動
が
展
開
さ
れ
激
し
い
大
学
騒
動
と
な
っ
た
。
小
児
科
医
局
員
は
助
手
団
と
藤
井
学
長
の
板
ば
さ
み
に
な
り
困
難
な

立
場
に
立
た
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
藤
井
が
学
長
な
ら
び
に
教
授
を
退
官
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
翌
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
月
に
騒

動
は
収
束
し
た
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
坂
本
陽
が
小
児
科
教
授
に
就
任
し
た
。
坂
本
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

ま
で
在
任
し
、
名
古
屋
医
科
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
と
、
激
動
の
時
代
を
足
か
け
二
七
年
間
に
わ
た
っ

て
教
室
を
主
宰
し
た
。
研
究
の
主
流
は
、
感
染
症
の
病
因
・
病
態
の
探
求
で
あ
り
、
内
分
泌
、
自
律
神
経
、
代
謝
と
の
関
連
に
つ
い
て
の

研
究
が
教
室
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
戦
局
は
次
第
に
拡
大
し
、

医
局
員
も
次
々
に
招
集
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
大
学
昇
格
時
、
医
局
は
数
名
を
残
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
当
時
の
小
児
科
領
域
で
最
も
問
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
感
染
性
胃
腸
炎
で
あ
っ
た
。
補
液
は
す
べ
て
大
量
皮
下
注
射
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
症
例
は
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
夏
季
に
は
多
く
の
赤
痢
患
者
が
入
院
し
、
医
局
員
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
石
橋
式
持
続
静
注
法
で
夜
を
徹
し
て
治
療
に
取
り

組
ん
だ
。
日
中
戦
争
の
戦
局
が
急
を
告
げ
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
頃
、
医
局
員
は
さ
ら
に
減
少
し
た
。
同
年
十
二
月
に
は
太
平
洋

戦
争
へ
と
戦
局
は
拡
大
し
、
空
襲
に
備
え
て
教
室
に
は
暗
幕
も
設
置
さ
れ
た
。

当
時
の
入
院
患
者
は
赤
痢
に
代
表
さ
れ
る
感
染
性
胃
腸
炎
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
猩
紅
熱
、
肺
炎
、
膿
胸
、
チ
フ
ス
な
ど
感
染
症
が
多
か
っ
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た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
坂
本
は
第
四
十
八
回
日
本
小
児
科
学
会
を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
、
順
清
会
が
多
田
、
藤
井
、

教
授
坂
本
の
小
児
科
合
同
同
門
会
と
し
て
発
足
し
た
。
教
室
の
研
究
テ
ー
マ
は
感
染
性
胃
腸
炎
の
ほ
か
流
行
性
肝
炎
で
あ
っ
た
が
、
食
糧

事
情
は
極
め
て
悪
く
、
実
験
動
物
の
飼
料
獲
得
も
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
。
医
局
長
は
医
局
の
仕
事
の
ほ
か
、
防
空
会
議
に
集
合
命
令
を

受
け
、
教
授
も
巻
脚
絆
姿
が
多
か
っ
た
。
度
重
な
る
空
襲
で
大
学
は
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
が
、
図
書
、
備
品
な
ど
の
一
部
は
現
在
の
瀬
戸

市
立
陶
生
小
学
校
お
よ
び
高
山
に
疎
開
し
て
あ
っ
た
。
空
襲
の
激
化
に
伴
っ
て
、
小
児
科
学
の
講
義
は
当
時
の
国
鉄
中
央
線
沿
線
の
瑞
浪

の
小
学
校
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
坂
本
は
瑞
浪
ま
で
出
掛
け
た
。
一
方
で
、
小
児
科
の
対
象
と
な
る
学
童
が
、
戦
時
疎
開
で
名
古
屋

市
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
小
児
科
外
来
は
一
日
に
三
人
程
度
で
あ
り
、
ポ
リ
ク
リ
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

［
終
戦
～
大
学
紛
争
］

終
戦
と
な
り
出
征
中
の
医
局
員
も
追
々
帰
局
し
て
き
た
も
の
の
、
研
究
の
再
開
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
っ
た
。
附
属
医
院
は
ほ
と
ん
ど

焼
失
し
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
外
来
棟
の
四
階
に
小
児
科
学
教
室
も
移
転
し
て
診
療
だ
け
は
辛
う
じ
て
継
続
し
た
。
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
頃
、
折
に
触
れ
、
戦
争
中
は
鎖
国
同
様
で
あ
っ
た
日

本
の
医
学
が
い
か
に
遅
れ
て
い
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
医
学
は
従
来
主
流
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
医
学
か
ら
次
第
に
ア
メ
リ
カ
医

学
へ
と
移
行
し
た
。
そ
し
て
ペ
ニ
シ
リ
ン
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
を
先
駆
と
し
て
、
抗
菌
化
学
療
法
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
時
は
食
糧
事
情
の
悪
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
小
児
の
結
核
性
髄
膜
炎
も
非
常
に
多
く
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
脊
髄
腔
内
や
脳
室

腔
内
へ
の
投
与
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
医
局
員
も
五
〇
人
あ
ま
り
に
増
え
、
よ
う
や
く
活
気
を
呈
し

て
来
た
。
こ
の
時
期
、
小
児
科
学
教
室
に
お
け
る
診
療
、
研
究
は
、
赤
痢
に
代
表
さ
れ
る
感
染
症
や
血
液
疾
患
な
ど
多
方
面
に
及
ん
だ
が
、

特
記
す
べ
き
は
、
教
室
を
挙
げ
て
乳
児
白
色
便
性
下
痢
症
（
白
痢
）
の
病
態
解
明
に
取
り
組
み
、
単
一
ウ
イ
ル
ス
を
病
因
と
す
る
説
を
発

表
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
は
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
発
見
に
よ
り
証
明
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
に
は
小
児
科
同
門
会
誌
で
あ
る
『
順
清
会
会
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
第
一
回
中
部
日
本
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小
児
科
学
会
懇
談
会
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
小
児
保
健
研
究
会
が
坂
本
を
会
頭
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
坂
本
の
研
究
は
赤
痢

菌
か
ら
始
ま
り
、
流
行
性
肝
炎
、
白
痢
へ
と
変
遷
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
児
患
者
の
多
く
を
占
め
て
い
た
細
菌
感
染
症
が
治
療
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
制
御
が
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
時
代
背
景
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）に
中
江
亮
一
が
教
授
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
期
、
小
児
科
学
の
多
様
化
に
伴
い
ウ
イ
ル
ス
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

新
生
児
、
内
分
泌
、
代
謝
、
心
臓
、
腎
臓
、
血
液
、
神
経
の
各
研
究
班
が
医
局
の
中
で
組
織
さ
れ
、
現
在
の
小
児
科
医
局
の
基
礎
が
で
き

上
が
っ
た
。
中
江
は
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
の
日
本
小
児
科
学
会
で
特
別
講
演
を
行
い
、
同
年
国

際
小
児
科
学
会
（
京
都
）
で
座
長
を
つ
と
め
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
三
月
中
江
は
停
年
退
官
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
か
ら
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
八
月
ま
で
の
間
は
大
学
紛
争
の
た
め
、
教
授
不
在
の
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
の
八
年
間
は
、
新
し
い
小
児
科
医
局
内
規
の
改
正
を
は
じ
め
、
新
体
制
へ
向
け
て
の
基
礎
作
り
の
期
間
と
な
っ
た
。
困
難
な
状
況

の
許
で
各
診
療
研
究
班
を
中
心
に
活
発
な
教
育
・
診
療
・
研
究
活
動
が
行
な
わ
れ
た
。
坂
本
の
時
代
か
ら
教
室
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
の
は
前
述
の
よ
う
に
白
痢
（
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
で
あ
り
、
単
一
ウ
イ
ル
ス
説
を
証
明
す
る
た
め
猿
を
使
っ
た
感
染
実
験

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
長
い
紛
争
に
よ
り
研
究
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
久
徳
重
盛
が
愛
知
医
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
矢
崎
雅

彦
が
名
古
屋
保
健
衛
生
大
学
教
授
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
に
就
任
し
た
。

［
大
学
紛
争
か
ら
の
再
興
］

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
八
月
、
鈴
木
栄
が
教
授
に
就
任
し
、
ま
ず
手
が
け
た
の
は
卒
後
教
育
体
制
の
確
立
で
あ
っ
た
。
一
年
目

は
自
主
研
修
、
二
年
目
に
入
局
し
て
大
学
で
研
修
を
受
け
、
そ
し
て
三
～
四
年
目
に
赴
任
す
る
、
と
い
う
現
在
ま
で
続
く
名
大
小
児
科
の

卒
後
教
育
体
制
の
原
型
が
確
立
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）、
名
古
屋
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教
室
開
講
七
十
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
及
び
順
清
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
鈴
木
を
会
長
と
し
て
第
十
五
回
日
本
小
児
呼
吸
器
疾
患
研
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究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
各
研
究
班
は
活
発
な
活
動
を
続
け
、
鈴
木
自
身
も
教
授
坂
本
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ロ
タ
ウ
ル
ス
感
染

症
の
研
究
の
集
大
成
を
行
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
日
本
小
児
科
学
学
会
総
会
に
お
い
て
鈴
木
は
特
別
講
演
を
行
い
、
翌

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
退
官
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
八
月
に
渡
邊
一
功
が
教
授
に
就
任
し
た
。
渡
邊
の
専
門
は
小
児
神
経
学
で
あ
り
、
新
生
児
脳
波
の
臨
床

応
用
や
難
治
性
て
ん
か
ん
で
あ
る
ウ
エ
ス
ト
症
候
群
の
病
態
生
理
の
解
明
に
加
え
て
、
乳
児
良
性
部
分
て
ん
か
ん
の
疾
患
概
念
を
確
立
し
、

「W
atanabe�syndrom

e
」
と
し
て
名
を
残
し
て
い
る
。
渡
邊
の
在
任
期
間
に
は
、
小
児
神
経
以
外
に
も
血
液
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ウ
イ
ル
ス
、

新
生
児
、
循
環
器
な
ど
の
診
療
グ
ル
ー
プ
が
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
は
新
築
移
転
さ
れ
た
附
属
病
院

に
新
生
児
集
中
治
療
室
が
開
設
さ
れ
、
重
症
新
生
児
に
対
し
て
高
度
医
療
を
提
供
す
る
体
制
が
確
立
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
に
は
長
嶋
正
実
を
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
あ
い
ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
が
大
府
市
に
開
設
さ
れ
、
多
く
の

医
局
員
が
立
ち
上
げ
や
そ
の
後
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
浅
野
喜
造
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
山
崎
俊
夫
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）

教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
渡
邊
は
在
任
中
に
日
本
て
ん
か
ん
学
会
、
日
本
小
児
神
経
学
会
、
日
本
小
児
科
学
会
等
を
会
頭
と
し
て
開
催
し

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
退
官
し
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
小
島
勢
二
が
成
長
発
達
医
学
教
授
か
ら
小
児
科
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
小
島
の
専
門
は
血
液
・
腫
瘍

学
で
、
名
古
屋
大
学
小
児
科
一
〇
〇
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
血
液
・
腫
瘍
学
を
専
門
と
す
る
者
が
教
授
に
就
任
し
た
の
は
、
小
島
が
初
め
て

で
あ
り
、
特
に
骨
髄
不
全
症
の
治
療
研
究
、
病
態
研
究
を
国
内
外
で
け
ん
引
し
た
。
教
授
就
任
時
期
が
、
国
立
大
学
独
立
行
政
法
人
化
と

卒
後
臨
床
研
修
制
度
の
必
修
化
等
の
変
革
期
に
重
な
り
、
医
局
制
度
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

の
名
古
屋
大
学
小
児
科
開
講
一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
、
関
連
病
院
を
含
め
た
全
医
局
員
の
意
志
統
一
を
図
っ
た
結
果
、
様
々
な
面
で
順
調
な

発
展
が
み
ら
れ
た
。
大
型
研
究
費
の
取
得
で
セ
ル
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
が
整
備
さ
れ
、
細
胞
療
法
の
実

施
や
網
羅
的
遺
伝
子
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
診
療
面
で
も
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
や
小
児
が
ん
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
た



333

こ
と
に
よ
り
、
入
院
患
者
数
や
診
療
報
酬
請
求
額
は
大
幅
に
増
加
し
た
。
小
島
が
主
任
教
授
と
し
て
在
任
し
た
一
二
年
間
の
入
局
者
数
は

一
八
五
人
で
、
大
学
に
在
籍
す
る
医
局
員
数
も
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
は
総
数
六
四
人
（
う
ち
教
員
二
三
人
）
と
大
幅
に
増
加
し
た
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
寄
附
講
座
の
障
害
児
（
者
）
医
療
学
が
新
設
さ
れ
、
三
浦
清
邦
が
教
授
に
就
任
し
、
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
か
ら
は
夏
目
淳
が
三
浦
の
後
任
と
し
て
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
早
川
昌
弘
が
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
森
島
恒
雄
が
岡
山
大
学
の
小
児
科
教
授
に
就
任

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）に
は
木
村
宏
が
名
古
屋
大
学
の
ウ
イ
ル
ス
学
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）

に
は
、
奥
村
彰
久
が
愛
知
医
科
大
学
の
小
児
科
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
小
島
は
在
任
中
に
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
、
日
本
血
液
学
会

な
ど
を
会
頭
と
し
て
開
催
し
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
退
任
し
た
。

［
新
時
代
へ
］

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
高
橋
義
行
が
小
児
科
主
任
教
授
に
就
任
し
た
。
高
橋
の
専
門
は
小
児
血
液
・
腫
瘍
学
で
あ
り
、
が
ん

免
疫
療
法
の
開
発
に
関
す
る
大
型
研
究
費
を
取
得
し
、
本
邦
で
初
め
て
ア
カ
デ
ミ
ア
で
製
造
し
た
キ
メ
ラ
抗
原
受
容
体
遺
伝
子
導
入
Ｔ
細

胞
（CA

R-T

細
胞
）
治
療
研
究
が
厚
労
省
に
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
特
許
出
願
技
術
は
愛
知
県
に
本
社
の
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（J-T
EC

）
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
び
薬
事
承
認
を
目
指
し
て
い
る
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
ま
で
の
三
年
間

に
小
児
科
か
ら
三
人
が
厚
労
省
へ
出
向
し
母
子
保
健
、
小
児
難
病
、
小
児
が
ん
の
政
策
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
大
学
に
在
籍
す
る
医
局

員
は
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
総
数
六
五
人
（
う
ち
教
員
二
五
人
）
と
増
加
し
て
い
る
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
は
、
奥
野
友
介

が
名
古
屋
市
立
大
学
の
ウ
イ
ル
ス
学
教
授
に
就
任
し
た
。

現
在
、
医
局
に
お
い
て
は
、
血
液
、
新
生
児
、
神
経
、
循
環
器
、
ウ
イ
ル
ス
の
診
療
・
研
究
班
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
連
病
院
を
拠

点
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
、
腎
臓
、
内
分
泌
、
代
謝
、
遺
伝
、
救
急
な
ど
の
診
療
・
研
究
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
近
隣
の
大

学
小
児
科
や
小
児
病
院
と
も
連
携
し
て
、小
児
科
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
修
を
行
う
体
制
が
確
立
さ
れ
、人
事
交
流
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
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地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学

本
学
で
は
勝
沼
精
藏
や
山
田
弘
三
ら
が
戦
前
よ
り
老
年
医
学
に
対
し
て
多
大
な
業
績
を
挙
げ
、
本
学
の
老
年
医
学
研
究
の
基
礎
が
固
め

ら
れ
、
山
田
が
率
い
て
い
た
医
学
部
第
三
内
科
に
老
年
病
研
究
室
が
創
設
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
に
本
学
医
学
部

に
老
年
科
学
講
座
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
四
月
に
初
代
教
授
と
し
て
第
三
内
科
老
年
病
研
究
室
で
動
脈
硬

化
症
な
ら
び
に
血
栓
症
の
研
究
を
し
て
い
た
葛
谷
文
男
が
発
令
さ
れ
た
。
国
立
大
学
で
は
日
本
で
四
番
目
の
老
年
医
学
に
特
化
し
た
講
座

で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
率
は
一
〇
％
に
満
た
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
二
月
に
は

吉
峯
徳
が
助
教
授
に
、
ま
た
同
年
五
月
に
は
大
原
清
仁
が
病
院
講
師
に
就
任
し
た
。
老
年
科
学
教
室
は
旧
二
号
病
棟
一
階
に
開
設
し
、
同

年
十
月
に
は
外
来
診
療
を
開
始
、
翌
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
一
月
に
は6A

病
棟
に
老
年
科
病
棟
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
に
は
病
院
助
教
が
設
置
さ
れ
、
浅
井
幹
一
が
就
任
し
た
。
大
原
の
退
官
に
伴
い
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
浅
井
が

講
師
に
、
さ
ら
に
藤
田
勝
成
が
病
院
助
手
に
就
任
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
藤
田
の
退
官
に
伴
い
、
内
藤
通
孝
が
助
手
に

就
任
し
た
。

研
究
に
関
し
て
は
動
脈
硬
化
研
究
（
浅
井
幹
一
、
岩
田
芳
郎
、
内
藤
通
孝
ら
）、
脂
質
・
凝
固
・
高
血
圧
研
究
（
吉
峯
徳
、
早
川
道
彦
、

建
石
徹
ら
）、
老
化
・
老
年
病
研
究
（
下
方
浩
史
ら
）
に
加
え
、
当
時
に
ま
だ
疾
患
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
痴
呆
症
（
現
在
、

認
知
症
）
の
研
究
（
遠
藤
英
俊
、
五
藤
勉
、
河
野
和
彦
ら
）
も
開
始
さ
れ
た
。
海
外
留
学
も
盛
ん
で
、
下
方
、
遠
藤
、
葛
谷
雅
文
、
伊
苅

弘
之
ら
は
米
国
国
立
老
化
研
究
所
に
留
学
し
て
い
る
。
徐
々
に
医
局
員
も
増
え
研
究
、
診
療
に
老
年
医
学
に
関
係
す
る
業
績
も
増
え
て

い
っ
た
が
、
老
年
医
学
の
研
究
の
方
向
性
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
迷
い
が
あ
っ
た
時
代
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
か
ら
診
療
に
関
し
て
は

高
齢
者
を
横
断
的
、
包
括
的
に
診
療
す
る
の
だ
、
と
い
う
気
概
は
浸
透
し
て
い
た
。
ま
さ
に
名
古
屋
大
学
老
年
科
学
講
座
の
草
創
期
で
あ
っ

た
。葛

谷
は
会
頭
と
し
て
、
第
十
四
回
日
本
動
脈
硬
化
総
会
（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））、
第
七
回
日
本
過
酸
化
脂
質
学
会
（
昭
和
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五
十
八
年
（
一
九
八
三
））、
第
九
回
日
本
臨
床
栄
養
学
会
総
会
（
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
））、
第
三
十
一
回
日
本
老
年
医
学
会
学
術

集
会
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
））
を
主
催
し
た
。
ま
た
、
厚
生
省
特
定
疾
患
・
原
発
性
高
脂
血
症
調
査
研
究
班
「
日
本
人
の
高
脂
血
症

の
疫
学
」（
昭
和
五
十
八
年
～
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
三
～
一
九
八
五
））、
昭
和
六
十
一
年
～
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
六
～

一
九
八
七
）、
厚
生
省
長
寿
科
学
研
究
の
「
老
化
に
関
す
る
縦
断
研
究
」
の
研
究
班
班
長
な
ど
を
務
め
た
。
葛
谷
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）

三
月
に
停
年
退
官
を
迎
え
、
そ
の
後
中
津
川
市
民
病
院
院
長
に
赴
任
し
た
。
葛
谷
の
在
任
中
の
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
日
本
学

術
会
議
が
国
立
老
化
・
老
年
病
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
を
勧
告
し
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
昭
和
天
皇
御
長
寿
御
在
位

六
十
年
記
念
事
業
に
よ
る
厚
生
省
の
長
寿
科
学
研
究
組
織
検
討
会
が
「
長
寿
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
構
想
」
を
提
出
し
た
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
旧
第
三
内
科
代
謝
研
究
室
講
師
で
あ
っ
た
井
口
昭
久
が
第
二
代
教
授
に
就
任
し
た
。
井
口
は
本
学
を
卒
業

後
、
第
三
内
科
に
入
局
し
、
そ
の
後
愛
知
医
科
大
学
第
一
内
科
講
師
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
に
留
学
後
、
本
学
第
三
内
科
に
帰

局
し
、
坂
本
信
夫
の
下
で
講
師
と
し
て
代
謝
研
究
室
を
率
い
て
い
た
。
こ
の
研
究
室
は
老
年
科
学
教
室
の
あ
っ
た
旧
二
号
病
棟
の
四
階
に

あ
っ
た
。
井
口
の
就
任
前
後
よ
り
、
社
会
で
は
盛
ん
に
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
、
実
際
そ
の
後
介
護
保
険
の
導
入
、
高

齢
者
の
医
療
負
担
の
増
大
な
ど
医
療
社
会
保
険
制
度
の
劇
的
な
変
化
を
経
験
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
井
口
は
今
ま
で
の
教
室
の
研
究
グ

ル
ー
プ
（
動
脈
硬
化
・
認
知
症
な
ど
）
に
加
え
、
糖
尿
病
代
謝
研
究
な
ら
び
に
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
ケ
ア
研
究
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
構
築
し
若

手
の
研
究
者
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
頃
よ
り
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
再
開
発
が
始
ま

り
、
旧
二
号
病
棟
も
取
り
壊
し
と
な
り
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
教
室
を
基
礎
別
館
二
階
に
移
転
し
、
四
年
ほ
ど
過
ご
し
た
後
に
、

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
秋
に
新
臨
床
研
究
棟
（
現
在
の
研
究
棟
一
号
館
）
六
階
に
引
っ
越
し
た
。
ま
た
、
新
病
棟
の
完
成
に
と
も
な

い
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
旧
東
病
棟6A

か
ら
新
病
棟10W

病
棟
に
移
転
が
行
わ
れ
た
。

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
は
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
老
年
科
学
講
座
は
大
学
院
医
学
系
研
究
科
健
康
社
会
医
学
専
攻
発
育
・
加
齢
医

学
講
座
老
年
科
学
分
野
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。
人
事
に
関
し
て
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
講
師
浅
井
が
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
（
現

藤
田
医
科
大
学
）
七
栗
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
助
教
授
に
赴
任
し
、
内
藤
が
後
任
の
講
師
に
、
葛
谷
雅
文
が
助
手
に
就
任
し
た
。
平
成
十
年
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（
一
九
九
八
）
に
吉
峯
助
教
授
が
停
年
退
官
後
、
内
藤
助
手
が
助
教
授
流
用
講
師
に
、
葛
谷
雅
文
が
講
師
に
、
林
登
志
雄
が
助
手
に
就
任

し
た
。
ま
た
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
疫
学
研
究
部
初
代
部
長
と
し
て
広
島
大
学
原
爆
放
射
能
医

学
研
究
所
助
教
授
で
あ
っ
た
下
方
が
、
当
教
室
よ
り
安
藤
富
士
子
が
長
期
縦
断
疫
学
研
究
室
長
と
し
て
赴
任
し
た
。
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）
に
助
教
授
内
藤
が
椙
山
女
学
園
大
学
生
活
科
学
部
教
授
に
赴
任
し
、
後
任
に
葛
谷
が
助
教
授
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

に
准
教
授
）、
林
が
講
師
に
、
梅
垣
宏
行
が
助
手
に
就
任
し
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
小
池
晃
彦
が
名
古
屋
大
学
総
合
保
健

体
育
科
学
セ
ン
タ
ー
助
教
授
に
、
ま
た
同
年
大
西
丈
二
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
老
年
情
報
学
寄
附
講
座
（
中
部
電
力
）
助
教
授
に
、
平
成

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
平
川
仁
尚
が
附
属
病
院
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
に
就
任
し
た
。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
国
立
療
養
所
中
部
病
院
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
、
そ
れ
以
前
の
国
立
療
養
所
中
部
病
院
内
科

医
長
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
遠
藤
に
加
え
、
当
該
教
室
よ
り
三
浦
久
幸
、
佐
竹
昭
介
が
赴
任
し
た
。
井
口
の
在
任
中
に
国
立
長
寿
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
に
加
え
、
厚
生
連
海
南
病
院
（
浅
井
俊
亘
、
江
崎
貞
二
）、
成
田
記
念
病
院
（
山
田
一
義
）、
福
祉
村
病
院
（
伊
苅
弘
之
）、

名
古
屋
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
田
島
稔
久
）
な
ど
に
医
師
を
老
年
内
科
医
と
し
て
赴
任
さ
せ
た
。
井
口
の
在
任
中
、
多
数
の

留
学
生
（
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
）
が
教
室
で
学
ん
だ
。
国
費
外
国
人
留
学
生
と
し
て
は
ミ
ゲ
ル
・

ラ
モ
ス
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
成
憲
武
（
中
国
）
な
ど
が
大
学
院
生
と
し
て
教
室
で
研
究
し
博
士
号
を
取
得
し
た
。
ラ
モ
ス
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

帰
国
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
老
年
医
学
を
牽
引
し
た
。
成
は
学
位
取
得
後
、
名
大
医
学
部
循
環
器
内
科
に
移
動
し
寄
附
講
座
の
助
手
に
就
任

し
、
動
脈
硬
化
な
ら
び
に
血
管
細
胞
生
物
学
の
基
礎
研
究
を
継
続
し
た
。
井
口
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
六
月
に
日
本
老
年
医
学
会

学
術
集
会
会
長
を
務
め
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
三
月
か
ら
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
ま
で
名
古
屋
大
学
医
学
部
附

属
病
院
病
院
長
と
し
て
病
院
の
改
革
に
務
め
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
名
古
屋
大
学
は
法
人
化
し
、
病
院
長
は
病
院
改
革
な
ど

で
多
忙
と
な
り
、専
属
と
し
て
そ
の
業
務
に
当
た
る
必
要
が
あ
り
、井
口
の
病
院
長
の
間
は
葛
谷
が
特
命
教
授
に
就
任
し
医
局
運
営
を
行
っ

た
。
井
口
は
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
に
定
年
退
職
し
、
そ
の
後
愛
知
淑
徳
大
学
健
康
医
療
科
学
部
教
授
に
赴
任
し
た
。

井
口
の
退
任
後
、
老
年
科
の
教
授
選
考
が
実
施
さ
れ
た
が
教
授
会
で
の
選
考
が
流
れ
、
そ
の
後
三
年
間
教
授
選
考
自
体
が
開
催
さ
れ
ず
、
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結
局
計
四
年
間
に
渡
り
教
授
不
在
の
時
代
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
は
新
入
局
者
も
少
な
く
、
ま
た
教
室
を
去
る
医
局
員
も
出
た
こ
と
に
よ
り

教
室
は
大
変
疲
弊
し
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
に
組
織
改
編
が
あ
り
老
年
科
は
附
属
病
院
・
在
宅
管
理
医
療
部
と
統
合
し
、

地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学
分
野
と
し
て
葛
谷
雅
文
が
老
年
科
と
し
て
は
第
三
代
の
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
附
属
病
院
在
宅

管
理
医
療
部
講
師
だ
っ
た
鈴
木
裕
介
が
こ
の
統
合
に
よ
り
当
教
室
の
講
師
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
よ
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学
寄
附
講
座
」（
ス
ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
開
催
さ
れ
、
親
講

座
と
し
て
当
教
室
よ
り
鈴
木
、
広
瀬
貴
久
が
そ
れ
ぞ
れ
特
任
准
教
授
、
特
任
助
教
に
就
任
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
梅
垣
が
講
師
、
柳
川
ま
ど

か
が
助
教
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
は
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
病
院
助
教
に
伊
奈
孝
一

郎
が
就
任
し
た
。
林
は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
医
学
保
健
学
健
康
発
達
看
護
学
講
座
の
教

授
に
就
任
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
梅
垣
が
准
教
授
、
大
西
が
講
師
に
就
任
し
た
。

葛
谷
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
よ
り
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
（
現
地
域
連
携
・
患
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）・
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
、

ま
た
セ
ン
タ
ー
設
立
時
よ
り
老
年
科
医
師
が
地
域
連
携
に
関
わ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
の
医
師
が
関
わ
る
業
務
を
当
教
室
員
が
請
け
負
っ
て
い

た
。
そ
れ
も
あ
り
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学
寄
附
講
座
の
終
了
後
、
鈴
木
が
同
セ
ン
タ
ー
の
病
院
准

教
授
に
、
ま
た
中
嶋
宏
貴
が
病
院
助
教
に
就
任
し
セ
ン
タ
ー
業
務
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
葛
谷
は
部
局
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
名
古
屋
大
学
未
来
社
会
創
造
機
構
の
教
授
に
就
任
し
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
教
授
と
の
兼

任
と
な
っ
た
。
未
来
社
会
創
造
機
構
に
は
成
が
特
任
准
教
授
、
牧
野
多
恵
子
が
特
任
助
教
と
し
て
赴
任
し
た
。
成
は
そ
の
後
、
平
成
三
十

年
（
二
〇
一
八
）
に
母
校
の
中
国
延
辺
大
学
附
属
病
院
循
環
器
内
科
兼
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
主
任
教
授
に
赴
任
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
六

年
（
二
〇
一
四
）
に
地
域
包
括
医
療
連
携
モ
デ
ル
事
業
の
た
め
名
古
屋
逓
信
病
院
に
「
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
地
域
包
括
医
療
連

携
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
（
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
に
終
了
）、
当
科
よ
り
病
院
講
師
と
し
て
中
村
了
、
長
谷
川
潤
が
、

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
よ
り
広
瀬
が
出
向
し
た
。

こ
の
こ
ろ
の
日
本
の
高
齢
化
率
は
二
八
％
前
後
（
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
））
と
な
り
、
超
高
齢
社
会
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
あ
り
、
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医
療
も
病
院
完
結
型
医
療
か
ら
地
域
完
結
型
医
療
へ
の
変
換
が
求
め
ら
れ
、
国
の
政
策
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る

時
代
で
あ
っ
た
。
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産
婦
人
科
学

［
前
史
］

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
公
立
医
学
講
習
所
に
教
師
と
し
て
招
か
れ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ツ
が
外
科
通
論
、
臨
床

講
義
、
皮
膚
病
論
と
共
に
婦
人
病
論
、
産
科
学
を
も
講
義
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
愛
知
病
院
に
婦
嬰

科
と
し
て
独
立
す
る
ま
で
は
、
内
科
、
外
科
で
産
婦
人
科
診
療
が
行
わ
れ
て
い
た
。
婦
嬰
科
が
新
設
さ
れ
、
教
諭
堀
内
篤
蔵
が
副
医
長
と

し
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
柴
田
耕
一
が
副
医
長
に
就
任
し
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に

創
設
さ
れ
た
産
婆
養
成
所
の
初
代
主
任
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
か
ら
多
田
学
三
郎
が
婦
人
科
医
長
を
兼
務
し
た
。
明

治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）、
小
児
科
を
分
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
多
田
が
小
児
科
部
長
専
任
と
な
り
、
教
諭
舟
木
重
次
郎
が
産
科
婦
人

科
部
長
と
し
て
就
任
し
た
が
、
間
も
な
く
病
に
倒
れ
、
次
い
で
、
同
年
教
諭
清
水
由
隆
の
部
長
就
任
と
な
っ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

に
は
第
十
三
回
日
本
婦
人
科
学
会
総
会
が
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
山
崎
正
董
が
本
学
の
学
校
長
兼
病

院
長
と
し
て
着
任
し
た
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
清
水
が
米
国
留
学
し
た
た
め
、
山
崎
が
産
婦
人
科
部
長
に
就
い
た
。
山
崎
は
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
、
第
二
十
三
回
日
本
婦
人
科
学
会
総
会
を
主
宰
し
た
。
山
崎
の
後
任
と
し
て
吉
川
仲
助
が
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
名
古
屋
医
科
大
学
が
発
足
し
、
吉
川
（
仲
）
は
引
き
続
き
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）に
帝
国
大
学
に
昇
格
し
た
。
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）、
第
三
十
九
回
日
本
婦
人
科
学
会
総
会
が
吉
川（
仲
）

の
会
長
の
も
と
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
旧
図
書
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
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［
新
制
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）、
名
古
屋
帝
国
大
学
は
旧
制
名
古
屋
大
学
と
な
り
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
新
制
名
古
屋
大

学
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
吉
川
（
仲
）
は
附
属
病
院
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）、
吉
川
（
仲
）

の
後
任
と
し
て
助
教
授
山
元
清
一
が
教
授
に
昇
任
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
助
教
授
の
渡
辺
金
三
郎
が
名
古
屋
市
立
大
学
の

産
婦
人
科
教
授
に
着
任
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
の
名
古
屋
で
の
開
催
が
決
定
し
て
い
た
が
、
山

元
は
そ
れ
を
待
つ
こ
と
な
く
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
急
逝
し
た
。
山
元
の
後
任
と
し
て
石
塚
直
隆
が
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

に
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。

教
室
同
窓
会
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
同
窓
会
が
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
一
月
に
開
催
さ
れ
、
以
来
、
年
一
回
の
開
催
が
恒
例
と

な
っ
た
。
な
お
、
吉
川
（
仲
）
に
よ
っ
て
当
同
窓
会
は
「
尚
和
会
」
と
命
名
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
八
月
に
は
、
愛
知

県
産
婦
人
科
医
会
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
に
、
愛
知
県
下
の
絨
毛
性
腫
瘍
地
域
登
録
管
理
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）、
石
塚
の
会
長
の
も
と
に
第
十
九
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
が
、
名
古
屋
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
に
は
、
石
塚
の
長
年
に
わ
た
る
一
連
の
絨
毛
性
腫
瘍
の
研
究
に
対
し
て
中
日
文
化
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
石
塚
は
、
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
よ
り
二
年
間
医
学
部
長
の
職
に
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
七
月
二
十
二
日
、
学
長
に
就

任
し
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
助
教
授
の
川
島
吉
良
が
浜
松
医
科
大
学
の
初
代
産
婦
人
科
教
授
に
赴
任
し
た
。
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）
七
月
二
十
一
日
、
石
塚
は
二
期
六
年
に
わ
た
る
学
長
任
期
を
満
了
し
退
官
し
た
。
な
お
、
石
塚
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）

春
、
勲
一
等
瑞
宝
章
叙
勲
の
栄
に
浴
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
三
十
一
日
、
石
塚
は
産
婦
人
科
学
講
座
の
主
任
教
授
を
退
官
し
、
学
長
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、

友
田
豊
が
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
十
六
日
付
を
も
っ
て
名
古
屋
大
学
産
婦
人
科
学
講
座
の
教
授
に
昇
任
し
た
。
昭
和
五
十
一

年
（
一
九
七
六
）
十
月
に
は
分
娩
部
の
設
置
が
許
可
さ
れ
、
小
児
科
教
授
鈴
木
栄
が
初
代
部
長
と
し
て
就
任
し
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
四
月
に
は
友
田
が
鈴
木
と
交
代
し
分
娩
部
部
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
助
教
授
の
中
西
勉
が
名
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古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
看
護
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分

院
産
婦
人
科
科
長
の
石
原
実
が
愛
知
医
科
大
学
産
婦
人
科
教
授
に
赴
任
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
は
友
田
、
水
谷
栄
彦
が

中
心
と
な
り
名
古
屋
で
胎
盤
蛋
白
国
際
学
会
が
主
催
さ
れ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
後
藤
節
子
が
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
大
の

教
授
に
就
任
し
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
浜
松
医
科
大
学
産
婦
人
科
教
授
の
川
島
が
浜
松
医
科
大
学
学
長
に
昇
任
し
た
。
同
年
十
月
に
は
浜
松
医
科
大

学
産
婦
人
科
教
授
に
寺
尾
俊
彦
が
昇
任
し
た
。
平
成
十
年（
一
九
九
八
）五
月
、
浜
松
医
科
大
学
附
病
院
長
就
任
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）

五
月
、
中
日
文
化
賞
受
賞
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
五
月
か
ら
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月
、
浜
松
医
科
大
学
学
長
に
就
い

て
い
る
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
日
本
産
科
婦
人
科
医
会
会
長
に
就
任
し
た
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
九
月
か
ら
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月
ま
で
友
田
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
を
務
め
た
。
平
成

八
年
（
一
九
九
六
）
に
は
友
田
の
尽
力
に
よ
り
分
娩
部
が
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
に
昇
格
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
は
生
殖
医
療
部
門
、
周
産
期

部
門
、
新
生
児
部
門
の
三
部
か
ら
な
る
、
全
国
で
も
例
を
見
な
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）、「
病
態
と
治
療
に
お
け

る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
研
究
会
」
を
設
立
し
初
代
代
表
に
友
田
が
就
任
し
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
五
日
の
四
日
間
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
会
長
と
し
て
、
メ
イ
ン
会
場
を
名
古
屋
国
際
会
議
場
と
し
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、

テ
レ
ピ
ア
ホ
ー
ル
も
使
用
し
て
第
四
十
七
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会
を
主
催
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
吉
川
史
隆
が
、

続
い
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
は
倉
内
修
が
そ
れ
ぞ
れ
第
四
十
八
回
お
よ
び
第
四
十
九
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会
に
て

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
講
演
し
た
。

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
三
月
を
持
っ
て
友
田
が
停
年
退
官
し
、
十
二
月
に
助
教
授
の
水
谷
栄
彦
が
昇
任
し
た
。
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
か
ら
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
ま
で
「
病
態
と
治
療
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
イ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
研
究
会
」
を
前
身

と
す
る
「
日
本
病
態
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
学
会
」
の
第
三
代
代
表
を
水
谷
が
務
め
た
。
水
谷
は
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
八
月
十
五
日
か
ら

十
七
日
ま
で
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
お
い
てInternational�Conference�on�Cell�Surface�A

m
inopeptidases

を
開
催
し
た
。
ま
た
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平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
十
一
月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
てT

he�3
rd�General�M

eeting�of�International�
Proteolysis�Society

を
主
催
し
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
安
藤
寿
夫
が
第
五
十
五
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
集
会
の
会

長
指
定
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
講
演
し
た
。

水
谷
の
停
年
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
吉
川
史
隆
が
助
教
授
よ
り
昇
任
し
、
名
古
屋
大
学
産
婦
人
科
の
研
究
室
を
、
周

産
期
グ
ル
ー
プ
、
生
殖
生
理
グ
ル
ー
プ
、
腫
瘍
グ
ル
ー
プ
、
絨
毛
性
疾
患
グ
ル
ー
プ
に
再
編
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
一
月

に
菅
沼
信
彦
が
豊
橋
市
民
病
院
よ
り
京
都
大
学
保
健
学
科
産
婦
人
科
看
護
学
講
座
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

一
月
に
板
倉
敦
夫
が
埼
玉
医
科
大
学
産
婦
人
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
は
順
天
堂
大
学
産
婦
人
科
学
講

座
教
授
に
異
動
し
た
。
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
は
友
田
、
後
藤
節
子
ら
が
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
か
ら
始
め
た
ベ
ト
ナ
ム
で
の

絨
毛
性
疾
患
管
理
シ
ス
テ
ム
普
及
活
動
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、吉
川
が
ベ
ト
ナ
ム
平
和
友
好
勲
章
を
受
賞
し
た
。
平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）

に
後
藤
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
を
定
年
退
職
し
、
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
に
赴
任
し
た
。
同
年
四
月
に
は
公
衆
衛
生
学
講
座
准

教
授
で
当
教
室
出
身
の
玉
腰
浩
司
が
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
教
授
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
月
二
十
五
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
お
い
て
第
二
十
一
回
日
本
胎
盤
学
会
を
吉
川
が
開
催
し
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
に

井
箟
一
彦
が
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
五
月
に
那
波
明
宏
が
愛
媛

大
学
産
科
婦
人
科
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
四
月
に
柴
田
清
住
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大

学
）
ば
ん
た
ね
病
院
産
婦
人
科
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。
ま
た
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
に
岩
瀬
明
が
群
馬
大
学
産
科
婦
人
科

学
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
。

第
六
十
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会
以
降
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
同
窓
が
講
演
し
て
い
る
。

第
六
十
回
（
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
））　　
　

大
野
泰
正

第
六
十
一
回
（
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
））　

那
波
明
宏
、
炭
竈
誠
二

第
六
十
二
回
（
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
））　

梶
山
広
明
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第
六
十
五
回
（
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
））　

柴
田
清
住
、
岩
瀬
明

第
六
十
九
回
（
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
））　

小
谷
友
美

第
七
十
一
回
（
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
））　

鈴
木
史
朗

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
て
吉
川
が
第
七
十
一
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

学
術
集
会
を
開
催
し
た
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
を
以
っ
て
吉
川
が
停
年
退
職
し
、
同
年
十
一
月
に
准
教
授
の
梶
山
広
明
が
後
任
教
授
に
昇
任
し
た
。
令

和
三
年
（
二
〇
二
一
）
二
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
梶
山
が
第
十
一
回
日
本
が
ん
・
生
殖
医
療
学
会
学
術
集
会
を
開
催
し
た
。
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総
合
診
療
医
学
（
総
合
診
療
科
）

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
当
時
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
分
院
を
統
合
し
た
際
に
、
分
院
の

各
診
療
科
の
再
編
成
を
行
い
、
中
央
診
療
部
門
と
し
て
、
総
合
診
療
部
、
在
宅
管
理
医
療
部
、
予
防
医
療
部
の
三
部
門
を
設
置
し
た
。

総
合
診
療
部
は
、
当
時
川
崎
医
科
大
学
総
合
診
療
部
助
教
授
で
あ
っ
た
伴
信
太
郎
を
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
月
に
教
授
と
し
て

招
へ
い
し
た
。
伴
は
、
厚
生
省
が
主
催
す
る
臨
床
研
修
指
導
医
養
成
の
た
め
の
米
国
医
師
派
遣
事
業
の
第
一
期
生
と
し
て
米
国
ク
レ
イ
ト

ン
大
学
家
庭
医
学
科
に
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
か
ら
三
年
間
レ
ジ
デ
ン
ト
留
学
し
、
帰
国
後
国
立
長
崎
中
央
病
院
で
勤
務
し
た
後
、

日
本
の
大
学
に
お
け
る
総
合
診
療
部
門
の
草
分
け
で
あ
る
川
崎
医
科
大
学
に
異
動
し
、
わ
が
国
の
総
合
診
療
・
家
庭
医
療
の
分
野
の
第
一

人
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）十
月
の
本
院
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
総
合
診
療
部
は
中
央
診
療
部
門
か
ら
独
立
し
て
総
合
診
療
科
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
に
は
大
学
院
講
座
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
発
育
・
加
齢
医
学
講
座
総

合
診
療
医
学
分
野
）
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
に
伴
は
定
年
退
職
を
迎
え
、
同
年
四
月
か
ら
講

師
佐
藤
寿
一
（
現
病
院
教
授
）
が
診
療
科
長
を
担
当
し
て
い
る
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
立
ち
上
げ
た
同
門
会
は
現
在
会
員
数

一
二
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

［
診
療
活
動
］

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
六
月
か
ら
平
日
の
時
間
内
救
急
外
来
に
お
け
る
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
患
者
の
診
療
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
か
ら
は
受
診
す
べ
き
診
療
科
が
特
定
で
き
な
い
内
科
系
初
診
患
者
の
診
療
を
行
う
と
と
も
に
、
週
三
日

平
日
の
夜
間
救
急
宿
直
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
そ
の
後
救
急
科
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
伴
い
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月

か
ら
は
平
日
の
夜
間
救
急
宿
直
の
担
当
か
ら
外
れ
て
週
末
の
内
科
系
日
当
直
の
一
部
を
担
当
）。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
開
設
し
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た
中
央
診
療
棟
の
一
階
に
設
け
ら
れ
た
総
合
診
療
科
の
外
来
ス
ペ
ー
ス
は
救
急
科
に
隣
接
し
て
お
り
、
救
急
科
と
の
連
携
が
取
り
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
行
っ
た
名
大
総
合
診
療
部
外
来
初
診
患
者
の
調
査
（
調
査
対
象
二
，
三
八
九
人
）
で
は
、
急
性
上
気
道

感
染
患
者
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
るM

U
S

（m
edically�unexplained�sym

ptom

）
の
患
者
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

東
海
地
区
の
市
中
病
院
や
診
療
所
か
ら
診
療
に
苦
慮
し
て
い
る
患
者
の
紹
介
も
多
い
。
現
在
の
外
来
患
者
数
は
初
診
患
者
が
一
日
一
〇
人

弱
、
再
診
患
者
が
一
日
五
〇
人
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
方
外
来
や
統
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
外
来
と
い
っ
た
特
殊
外
来
や
慢
性
疲
労
症
候
群
や

周
期
性
発
熱
を
専
門
に
扱
う
外
来
を
設
置
し
て
い
る
。

入
院
診
療
に
関
し
て
は
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
か
ら10E

病
棟
に
総
合
診
療
部
ベ
ッ
ド
五
床
を
配
置
し
て
開
始
。
そ
の
後
、

主
病
棟
は
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に11W

病
棟
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に6E

病
棟
に
移
動
と
な
り
、
現
在
は
ベ
ッ
ド
七

床
を
運
営
し
て
い
る
。
総
合
診
療
科
の
入
院
患
者
は
、
膠
原
（
こ
う
げ
ん
）
病
や
血
管
炎
の
他
、
感
染
症
や
原
発
不
明
が
ん
な
ど
が
多
い
。

院
内
の
他
の
診
療
科
か
ら
病
態
が
特
定
で
き
な
い
患
者
の
診
療
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
週
に
数
件
あ
る
。
ま
た
精
神
科
入
院
中
の
摂
食
障

害
患
者
の
身
体
管
理
も
担
当
し
て
い
る
。

［
教
育
活
動
］

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
の
医
学
教
育
が
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
始
め
た
。
伴
は
総
合
診
療
部
の
活
動
目
標
と
し
て
、
総
合
診
療
医

の
育
成
と
と
も
に
医
学
教
育
改
革
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
を
掲
げ
た
。
卒
前
教
育
で
は
、
座
学
か
ら
演
習
や
実
習
と
い
っ
た
よ
り
能

動
的
な
学
習
形
態
へ
の
シ
フ
ト
が
進
め
ら
れ
、
名
古
屋
大
学
で
も
四
年
次
の
授
業
に
基
本
的
臨
床
技
能
実
習
やPBL

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

が
導
入
さ
れ
た
。
総
合
診
療
部
は
基
本
的
臨
床
技
能
実
習
の
構
築
と
運
営
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の
指
導
者
の
教
育
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的

と
し
たFD

に
携
わ
っ
た
。
現
在
、
日
本
の
全
大
学
に
お
い
て
学
習
者
の
臨
床
能
力
に
つ
い
て
知
識
の
み
な
ら
ず
技
能
や
態
度
を
評
価
す

る
た
め
の
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
（O

SCE

）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、O

SCE

を
日
本
で
広
め
た
の
は
伴
で
、
名
古
屋
大
学
で
は
平
成
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十
四
年
度
（
二
〇
〇
二
）
に
導
入
し
て
い
る
。

卒
後
教
育
で
は
、
全
人
的
医
療
を
行
う
た
め
に
必
要
な
幅
広
い
診
療
能
力
を
習
得
す
る
た
め
の
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
平
成
十
六
年

度
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
向
け
て
本
院
で
も
研
修
医
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
一
年

（
一
九
九
九
）
に
設
置
さ
れ
た
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
研
修
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
営
、
お
よ
び
研
修
医
の
リ
ク
ル
ー

ト
を
行
っ
て
き
た
。
総
合
診
療
部
は
当
初
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

総
合
診
療
領
域
の
専
門
医
制
度
は
家
庭
医
療
専
門
研
修
と
し
て
平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
初
年
度
か
ら
「
名

古
屋
大
学
総
合
診
療
部
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
参
加
、
こ
れ
ま
で
に
二
二
人
の
家
庭
医
療
専
門
医
を
輩
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
に
始
ま
っ
た
新
専
門
医
制
度
で
は
総
合
診
療
専
門
医
お
よ
び
総
合
内
科
専
門
医
の
後

期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て
い
る
。

［
研
究
活
動
］

当
科
が
行
っ
て
き
た
研
究
は
、
総
合
診
療
医
と
し
て
の
診
療
に
関
す
る
研
究
（
患
者
満
足
度
の
評
価
、
家
族
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性
評

価
、
医
師
の
服
装
に
関
す
る
調
査
、
統
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
有
用
性
評
価
な
ど
）、
教
育
手
法
の
開
発
と
そ
の
評
価
に
関
す
る
研
究
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
の
疫
学
研
究
な
ど
多
彩
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
大
学
院
生
卒
業
が
一
六
人
、
研
究
生
も
含
め
一
三
人
が
医
学
博
士
を

取
得
し
て
い
る
。

［
地
域
貢
献
活
動
］

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
家
庭
医
療
の
モ
デ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
勝
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

に
勝
川
よ
ろ
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
名
称
変
更
）
を
春
日
井
市
に
立
ち
上
げ
た
。

地
域
医
療
活
性
化
の
モ
デ
ル
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
中
津
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
中
津
川
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市
と
連
携
し
て
展
開
し
て
き
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
活
動
拠
点
と
な
る
中
津
川
市
地
域
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
か
ら
の
五
年
間
は
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
開
発
寄
附
講
座
を
運

営
し
た
。
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ト
キ
シ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス

［
新
生
］

ト
キ
シ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
研
究
室
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
医
学
系
研
究
科
が
総
合
医
学
専
攻
と
い
う
一
専
攻
に
再
編

さ
れ
、
基
礎
医
学
、
臨
床
医
学
に
並
び
統
合
医
薬
学
が
新
た
な
三
領
域
の
一
つ
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
創
薬
分
野
で
活

躍
す
る
人
材
育
成
や
、
諸
外
国
か
ら
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
臨
床
治
験
を
推
進
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
、
特
に
大
学
院
に
様
々
な

関
連
講
義
が
開
設
さ
れ
た
。
当
初
の
医
系
研
究
棟
二
号
館
の
七
階
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
七
月
に
新
築
さ
れ
た
医
系
研
究

棟
三
号
館
七
階
の
現
在
の
場
所
に
移
動
し
た
。

本
研
究
室
は
、
医
薬
品
の
安
全
性
研
究
を
専
門
と
す
る
日
本
で
も
数
少
な
い
研
究
室
で
あ
る
。
薬
に
は
薬
効
と
毒
性
の
二
面
性
が
あ
り
、

極
め
て
高
い
安
全
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
副
作
用
の
問
題
は
後
を
絶
た
な
い
。
薬
が
世
に
で
る
ま
で
に
多
く
て
三
，

〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
臨
床
試
験
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
頻
度
が
低
く
、
か
つ
重
篤
な
副
作
用
が
発
現
す
る
こ
と
が
、
最
も
難
し
い

課
題
で
あ
り
、
本
研
究
室
で
は
そ
の
予
測
・
回
避
を
目
指
し
た
社
会
性
の
高
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

肝
臓
は
解
毒
器
官
で
あ
る
が
、
と
き
に
毒
性
を
持
っ
た
反
応
性
代
謝
物
が
生
成
さ
れ
、
肝
臓
を
始
め
様
々
な
臓
器
や
皮
膚
な
ど
に
障
害

を
も
た
ら
す
。
こ
う
し
た
副
作
用
に
は
、
併
用
薬
に
よ
る
薬
物
間
相
互
作
用
や
、
患
者
の
特
異
的
な
遺
伝
子
型
や
、
特
定
の
疾
病
に
よ
る

発
症
な
ど
様
々
な
原
因
が
あ
り
、
広
汎
な
知
識
と
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
研
究
分
野
で
あ
る
。

［
現
在
］

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
五
月
に
金
沢
大
学
薬
学
部
で
一
六
年
間
、
薬
物
代
謝
化
学
研
究
室
を
主
宰
し
て
き
た
横
井
毅
が
教
授
と

し
て
着
任
し
た
。
同
時
期
に
附
属
病
院
薬
剤
部
か
ら
講
師
の
中
島
晶
と
、
同
年
十
月
か
ら
特
任
助
教
の
織
田
進
吾
が
加
わ
っ
た
。
平
成

二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
か
ら
は
修
士
過
程
学
生
四
人
と
製
薬
会
社
か
ら
博
士
課
程
学
生
一
人
、
客
員
研
究
員
一
名
が
加
わ
っ
た
。
そ
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の
後
、
現
在
ま
で
多
く
の
製
薬
会
社
か
ら
常
時
研
究
者
一
～
二
人
が
一
～
二
年
常
駐
し
て
研
究
の
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
、

タ
イ
国
や
チ
ェ
コ
国
か
ら
の
留
学
生
も
加
わ
り
、
約
一
〇
名
が
研
究
に
邁
進
し
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
春
に
は
中
島
が

弘
前
大
教
授
に
赴
任
し
た
。
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
ま
で
に
、
博
士
学
位
六
人
、
修
士
学
位
一
三
人
が
修
了
し
た
。
こ
の
間
に
、
平

成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
一
月
十
二
～
十
四
日
に
日
本
薬
物
動
態
学
会
第
三
十
回
年
会
を
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
月
一
～

五
日
に
日
本
薬
物
動
態
学
会
第
三
十
三
回
年
会
とM

icrosom
es�and�D

rug�O
xidation

（M
D

O

）
第
二
十
二
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
合
同
開
催
を
主
催
し
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
月
十
、十
一
日
に
は
日
本
毒
性
学
会
第
一
回
医
薬
品
毒
性
機
序
研
究
会
を
発
足
・

主
催
し
た
。
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生
物
統
計
学

［
前
史
］

生
物
統
計
学
分
野
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
開
設
、
同
年
に
松
井
茂
之
が
着
任
し
た
。
松
井
は
東
京
理
科
大
学
に
て
統
計
学

を
専
攻
、
卒
業
後
、
製
薬
企
業
の
臨
床
試
験
の
計
画
と
デ
ー
タ
解
析
に
関
与
し
た
こ
と
を
契
機
に
生
物
統
計
学
の
研
究
者
に
転
じ
た
。
平

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
薬
剤
疫
学
分
野
准
教
授
と
し
て
医
薬
品
の
適
正
使
用
の
た
め
の
薬
剤
疫
学

研
究
、
様
々
な
疾
患
の
臨
床
研
究
に
参
画
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
か
ら
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
統
計
数
理
研
究
所
教
授
と

し
て
、
主
に
臨
床
研
究
に
お
け
る
生
物
統
計
学
的
手
法
の
開
発
研
究
と
人
材
育
成
に
従
事
し
た
。

生
物
統
計
学
は
、
医
学
研
究
、
と
り
わ
け
臨
床
研
究
の
科
学
的
根
拠
の
創
出
と
評
価
に
欠
か
せ
な
い
が
、
こ
の
分
野
の
専
門
家
―
生
物

統
計
家
―
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
極
め
て
限
ら
れ
る
。
人
材
不
足
の
解
消
は
我
が
国
の
医
学
研
究
の
推
進
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
特
に
臨
床
研
究
に
お
い
て
は
生
物
統
計
関
連
業
務
を
遂
行
で
き
る
実
務
者
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
長
期
的
な
視
点
で
は
、

生
物
統
計
の
実
務
者
の
育
成
を
担
い
、
か
つ
、
医
学
で
の
高
度
な
生
物
統
計
の
実
践
を
探
求
す
る
生
物
統
計
学
の
研
究
者
・
教
育
者
の
育

成
が
欠
か
せ
な
い
。
以
上
の
取
り
組
み
は
、
生
物
統
計
学
の
基
幹
講
座
の
存
在
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。
松
井
は
、
統
計
数
理
研

究
所
在
職
中
、
医
学
部
長
の
祖
父
江
元
よ
り
医
薬
統
合
に
向
け
て
の
医
学
系
研
究
科
の
改
組
と
生
物
統
計
学
講
座
の
新
設
に
よ
る
大
き
な

可
能
性
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
、
単
一
専
攻
と
し
て
改
組
さ
れ
た
医
学
系
研
究
科
の
中
に
生
物
統
計

学
講
座
が
開
設
さ
れ
、
同
年
四
月
に
初
代
教
授
と
し
て
松
井
が
就
任
し
た
。

［
現
在
］

講
座
の
構
成
は
、
教
授
一
人
、
講
師
一
人
、
特
任
助
教
一
人
、
大
学
院
生
三
人
。
教
室
開
設
か
ら
五
年
目
で
三
名
の
大
学
院
の
修
了
生

（
博
士
課
程
一
人
、
修
士
課
程
二
人
）
を
輩
出
、
す
べ
て
大
学
附
属
病
院
や
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
生
物
統
計
家
と
し
て
の
任
を
得
て
活
躍
し
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て
い
る
。

現
在
の
研
究
は
、
臨
床
研
究
、
疫
学
研
究
の
デ
ザ
イ
ン
・
デ
ー
タ
解
析
を
中
心
と
し
て
、
オ
ミ
ク
ス
デ
ー
タ
解
析
、
観
察
デ
ー
タ
の
空

間
統
計
解
析
、
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
な
ど
に
関
す
る
生
物
統
計
的
手
法
と
そ
の
方
法
論
の
開
発
と
評
価
で
あ
る
。
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
精

密
医
療
の
実
現
に
向
け
て
の
統
計
的
方
法
論
の
刷
新
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
新
規
治
療
開
発
の
効
率
化
を
め
ざ
し
た
適
応
的
臨
床
試
験
や

マ
ス
タ
ー
プ
ロ
ト
コ
ル
試
験
、
大
規
模
な
診
療
デ
ー
タ
を
用
い
た
予
後
解
析
や
最
適
治
療
方
針
の
探
索
な
ど
に
関
す
る
多
岐
に
渡
る
課
題

が
含
ま
れ
る
。
併
せ
て
、
学
内
外
の
多
く
の
医
学
研
究
に
共
同
研
究
者
と
し
て
参
画
す
る
と
と
も
に
種
々
の
統
計
的
課
題
の
解
決
に
向
け

た
支
援
も
多
く
行
っ
て
い
る
。

松
井
は
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
一
般
社
団
法
人
日
本
計
量
生
物
学
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
、
我
が
国
の
生
物
統
計
学
の

主
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
統
計
関
連
学
会
連
合
（
六
学
会
の
連
合
）
の
理
事
、
国
際
誌
の
副
編
集
委
員
長
、
理
化
学
研
究

所
革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
客
員
研
究
員
な
ど
も
務
め
、
医
学
と
統
計
科
学
・
機
械
学
習
領
域
の
橋
渡
し
も
担
っ
て
い
る
。
海
外

で
は
、
米
国
の
国
立
が
ん
研
究
所
の
生
物
統
計
部
門
や
が
ん
臨
床
試
験
グ
ル
ー
プSouthw

est�O
ncology�Group

の
統
計
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
の
共
同
研
究
に
加
え
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
洋
書
出
版
な
ど
の
活
動
も
多
く
行
っ
て
い
る
。
行
政

へ
の
貢
献
と
し
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
専
門
委
員
等
を
通
し
て
、
新
規
医
薬
品
・
医
療
機
器
の
審
査
や
特

定
疾
患
領
域
の
審
査
方
針
の
検
討
に
関
わ
っ
て
い
る
。
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附
属
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

神
経
分
化
・
再
生
・
変
性
の
過
程
と
、
腫
瘍
疾
患
の
発
症
・
進
展
の
過
程
に
は
、
多
く
の
共
通
分
子
機
構
の
関
与
が
示
唆
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
両
疾
患
の
病
態
共
通
性
に
着
目
し
、
教
育
・
研
究
成
果
の
両
面
に
お
け
る
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
研
究
を
提
案
し
、

CO
E

「
神
経
変
性
疾
患
と
悪
性
腫
瘍
の
分
子
医
学
」（
代
表
：
教
授
髙
橋
雅
英
、
平
成
十
年
～
平
成
十
四
年
（
一
九
九
八
～

二
〇
〇
二
））、
二
十
一
世
紀CO

E

「
神
経
疾
患
・
腫
瘍
の
統
合
分
子
医
学
研
究
拠
点
形
成
」（
代
表
：
教
授
祖
父
江
元
、
平
成
十
五
年
～

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
七
））、
グ
ロ
ー
バ
ルCO

E

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
機
能
分
子
医
学
へ
の
神
経
疾
患
・
腫
瘍
の
融
合
拠
点
」（
代

表
：
教
授
祖
父
江
元
、
平
成
二
十
年
～
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二
））
が
採
択
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推

進
す
る
べ
く
、
神
経
疾
患
並
び
に
腫
瘍
の
病
態
解
析
及
び
治
療
戦
略
に
関
す
る
総
合
的
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
五
年

度
（
二
〇
〇
三
）
に
「
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）
に
、
が
ん
と
神

経
疾
患
に
特
化
し
た
基
礎
研
究
か
ら
臨
床
応
用
研
究
ま
で
を
包
含
す
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
良
く
反
映
し
た
名
称
の
下
に
組
織

を
改
編
し
、「
腫
瘍
病
態
統
御
部
門
」、「
神
経
疾
患
病
態
制
御
部
門
」、「
先
端
応
用
医
学
部
門
」
の
三
部
門
体
制
と
し
て
、
実
臨
床
へ
の

応
用
を
目
指
し
た
多
面
的
な
研
究
を
展
開
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）
の
改
変
で
は
、
情
報
学
研
究
科
と

共
同
運
用
を
行
な
っ
て
い
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
て
、
全
国
の
医
学
系
研
究
科
に
先
駆
け
て
シ
ス
テ
ム
生
物
学

を
専
門
と
す
る
研
究
分
野
を
設
置
し
た
。
加
え
て
、
平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
の
改
変
で
は
「
細
胞
情
報
統
合
解
析
部
門
」
を
新
た

に
設
置
し
四
部
門
体
制
と
し
た
。

「
腫
瘍
病
態
統
御
部
門
」
は
、
分
子
腫
瘍
学
分
野
、
腫
瘍
生
物
学
分
野
の
二
分
野
を
有
し
、
肺
が
ん
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
難
治

が
ん
の
分
子
病
態
に
つ
い
て
多
角
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、
が
ん
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
わ
る
基

礎
的
な
研
究
か
ら
、
革
新
的
な
診
断
・
治
療
へ
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
た
応
用
研
究
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。「
神
経
疾
患
病

態
制
御
部
門
」
は
、
神
経
情
報
薬
理
学
分
野
と
神
経
遺
伝
情
報
学
分
野
の
二
分
野
を
有
し
、
神
経
細
胞
の
生
存
・
極
性
の
獲
得
、
細
胞
運
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動
の
制
御
や
腎
臓
の
発
生
に
関
す
る
分
子
機
構
の
解
明
を
通
じ
て
、
循
環
器
疾
患
、
が
ん
、
神
経
・
精
神
、
神
経
筋
接
合
部
疾
患
の
治
療

法
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。「
先
端
応
用
医
学
部
門
」
は
、
分
子
病
理
学
分
野
・
機
能
分
子
制
御
学
分
野
・
疾
患
モ
デ
ル
解
析
学
分

野
の
三
分
野
を
有
し
、
が
ん
細
胞
、
神
経
細
胞
を
対
象
に
、
糖
タ
ン
パ
ク
質
、
糖
脂
質
、
さ
ら
に
は
、D

N
A

ト
ポ
ア
イ
ソ
メ
レ
ー
ス
、

微
小
管
、
細
胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
着
目
し
、
細
胞
の
増
殖
、
分
化
、
死
な
ど
の
細
胞
運
命
の
調
節
機
構
を
解
明
し
、
そ
の
知
見
を
踏
ま

え
た
難
治
疾
患
の
新
規
治
療
法
の
開
発
を
目
指
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。「
細
胞
情
報
統
合
解
析
部
門
」
は
、
オ
ミ
ク
ス
解
析
学
分
野
・

シ
ス
テ
ム
生
物
学
分
野
の
二
分
野
を
有
し
、
近
年
可
能
に
な
っ
た
医
学
生
物
学
領
域
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
取
得
と
統
合
解
析
に
よ
る
神
経

疾
患
と
が
ん
の
病
態
解
析
と
新
規
治
療
法
開
発
を
行
っ
て
き
た
。「
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
神
経
疾
患
と
が

ん
に
関
し
て
疾
病
克
服
へ
向
け
た
研
究
に
対
す
る
高
い
社
会
的
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
そ
の
病
因
と
病
態
の
分
子
機
序
の
解
明
を
目
指
す

の
み
な
ら
ず
、
得
ら
れ
た
成
果
を
臨
床
へ
と
応
用
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
研
究
を
進
め
て
き
た
。

「
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
研
究
の
核
と
な
り
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を
推
進
す
る
「
先
端
医
療
・

臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
医
工
連
携
を
核
に
し
た
「
予
防
早
期
医
療
創
成
セ
ン
タ
ー
（preventive�m

edical�engineering,�
PM

E

）」、
脳
と
こ
こ
ろ
の
学
際
型
研
究
を
行
う
「
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
起
動
し
、
名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
の
研
究

活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
最
先
端
機
器
を
共
通
機
器
と
し
て
運
用
す
る
国
内
屈
指
の
「
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
安
定
し
た
運
用
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
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分
子
腫
瘍
学
（
が
ん
細
胞
研
究
部
門
）

が
ん
は
我
が
国
を
始
め
と
す
る
先
進
諸
国
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
一
位
を
占
め
、
今
や
私
た
ち
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
罹
患
し
、

三
人
に
一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
時
代
に
な
っ
た
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
完
了
は
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
、
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ト
リ
ー
、
次

世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
な
ど
の
網
羅
的
解
析
技
術
の
進
歩
と
相
ま
っ
て
が
ん
研
究
の
在
り
方
を
大
き
く
変
容
さ
せ
、
近
年
、
が
ん
研
究
は
凄

ま
じ
い
ま
で
の
発
展
を
示
し
て
き
た
。

分
子
腫
瘍
学
分
野
は
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
医
学
部
附
属
癌が
ん

研
究
施
設
の
発
足
に
伴
っ
て
癌が
ん

研
究
部
門
と
し
て
設
置
さ
れ
、

松
本
利
貞
が
初
代
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
次
い
で
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
小
島
清
秀
が
第
二
代
教
授
に
就
任
し
、
さ
ら
に

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
医
学
部
附
属
病
態
制
御
研
究
施
設
へ
の
改
組
に
伴
い
、
が
ん
細
胞
研
究
部
門
と
改
称
さ
れ
た
。
平
成

四
年（
一
九
九
二
）に
吉
田
松
年
が
第
三
代
教
授
に
就
任
し
、平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）ま
で
率
い
た
。
そ
の
後
、平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）

に
医
学
系
研
究
科
附
属
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
分
子
腫
瘍
学
分
野
に
改
称
さ
れ
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
、
当
時
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
分
子
腫
瘍
学
部
部
長
で
あ
っ
た
高
橋
隆
が
、
第
四
代
教
授
に
就

任
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
ま
で
率
い
た
。
な
お
、
高
橋
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
と
し

て
転
出
し
た
。
さ
ら
に
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
コ
ー
ク
が
ん
総
合
研
究
所
よ
り
鈴
木
洋
が
、
第

五
代
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。

分
子
腫
瘍
学
分
野
は
、
ゲ
ノ
ム
とRN

A

の
作
動
原
理
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
精
度
の
高
い
理
解
に
基
づ
い
て
、
が
ん
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
新
た
な
治
療
法
を
見
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。「
遺
伝
子
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
？
」
こ
の
基
本
的

な
問
い
は
、
遺
伝
子
と
環
境
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
お
き
る
「
が
ん
」
な
ど
の
多
く
の
疾
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
現
在
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
・
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
・
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
の
技
術
躍
進
に
基
づ
く
大
規
模
デ
ー

タ
群
の
統
合
的
解
析
を
通
じ
て
、
ゲ
ノ
ム
・
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
・
転
写
・RN

A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
性
を
丹
念
に
読
み
解
き
、
遺
伝
子
制
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御
の
作
動
原
理
や
疾
患
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
索
す
る
幅
広
い
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
規
模
デ
ー
タ
群
の
統
合
的
解
析
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
包
括
的
生
命
情
報
を
基
盤
と
し
て
、「
ゲ
ノ
ム
の
病
気
」
で
あ
る
が
ん
に
対
す
る
新
た
な
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
医
療
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
を
創
出
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る
新
た
な
方
法
論
・
技
術
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

〈
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グRN

A

の
果
た
す
役
割
と
機
能
〉

マ
イ
ク
ロRN

A
の
細
胞
内
合
成
機
構
と
遺
伝
子
調
節
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
し
、
マ
イ
ク
ロRN

A

の
生
合
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、

マ
イ
ク
ロRN

A

の
非
対
称
性
の
一
般
的
な
原
理
な
ど
を
解
明
し
、
さ
ら
に
、
細
胞
種
特
異
的
な
遺
伝
子
発
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
節
す
る

エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
サ
ブ
ク
ラ
ス
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る
。
分
子
生
物
学
的
な
実
験

（
ウ
ェ
ッ
ト
）
と
、
シ
ス
テ
ム
生
物
学
的
な
解
析
（
ド
ラ
イ
）
の
双
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロRN

A

や

長
鎖
のlong�non-coding�RN

A

（lncRN
A

）
な
ど
の
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グRN

A

が
制
御
す
る
複
雑
な
遺
伝
子
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
包
括
的
理
解
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〈
転
写
・RN

A

制
御
と
が
ん
〉

大
規
模
デ
ー
タ
群
の
統
合
的
解
析
に
基
づ
い
て
、
が
ん
の
新
た
な
分
子
標
的
を
探
索
し
て
い
る
。
正
常
細
胞
・
組
織
と
が
ん
細
胞
の
ス
ー

パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
比
較
か
ら
、
マ
イ
ク
ロRN

A

遺
伝
子
の
近
傍
の
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
に
大
き
な
変
化
が
起
き
、
が
ん
細
胞

で
は
、
が
ん
抑
制
的
な
マ
イ
ク
ロRN

A

に
関
連
し
た
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
喪
失
、
が
ん
促
進
的
な
マ
イ
ク
ロRN

A

に
関
連
し

た
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
の
形
成
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ハ
ン
サ
ー
を
含
む
エ
ン
ハ
ン
サ
ー

の
機
能
、
転
写
を
制
御
す
るRN

A

ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
Ⅱ
の
ポ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
転
写
動
態
、
相
分
離
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
を
進
め
、

が
ん
に
お
け
る
転
写
・RN

A

制
御
の
異
常
の
全
体
像
の
理
解
を
目
指
し
て
い
る
。



356

腫
瘍
生
物
学
（
分
子
病
態
研
究
部
門
）

［
前
史
］

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、
本
学
医
学
部
の
「
無
菌
動
物
」「
癌
」「
医
真
菌
」
の
三
研
究
施
設
が
病
態
制
御
研
究
施
設
へ
と
統
合

さ
れ
た
際
に
、
ウ
イ
ル
ス
病
や
が
ん
等
の
発
症
機
構
を
、
分
子
の
水
準
で
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
新
部
門
の
分
子
病
態
研
究
部
門

と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
二
月
、
永
井
美
之
が
教
授
に
就
任
し
分
子
生
物
学
的
に
ウ
イ
ル
ス
の
病
原
性
に
関
わ

る
研
究
を
行
っ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
二
月
、
濵
口
道
成
が
教
授
に
就
任
。
主
に
腫
瘍
生
物
学
、
腫
瘍
生
化
学
に
携
わ
り
、
腫

瘍
化
に
関
わ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
の
解
明
を
行
っ
た
。
当
部
門
は
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
改
組
が
あ
り
同
年
四
月
よ
り
大
学
院
医

学
系
研
究
科 

附
属
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
腫
瘍
病
態
統
御
部
門 

腫
瘍
生
物
学
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
四
月
、
近
藤
豊
が
教
授
に
就
任
し
た
。

［
現
在
］

細
胞
のD

N
A

に
書
き
込
ま
れ
た
「
遺
伝
子
」
情
報
に
基
づ
くRN

A

の
転
写
と
タ
ン
パ
ク
質
へ
の
翻
訳
は
「
古
典
的
セ
ン
ト
ラ
ル
ド

グ
マ
」
と
し
て
生
命
を
か
た
ち
づ
く
る
上
で
の
基
本
概
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
研
究
が
進
みD

N
A

に
は
遺
伝
子
以
外
に
も
重
要
な
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
で
はD

N
A

上
に
あ
る
す
べ
て
の
情
報
は
ま
と
め
て
「
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
で
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
は
、
細
胞
の
分
化
過
程
や
形
質
変
化
の
過
程
で
ゲ
ノ
ム
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
決
め
る
統
御
機
構

で
あ
り
、D

N
A

の
化
学
修
飾
や
ヒ
ス
ト
ン
の
化
学
修
飾
等
の
「
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
」
が
実
際
に
ゲ
ノ
ム
の
制
御
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
ゲ
ノ

ム
を
統
御
す
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
多
種
多
層
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
原
理
、
さ
ら
に
疾
患
発
症
と
り
わ
け
腫

瘍
形
成
過
程
へ
の
関
与
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
分
野
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
原
理
を
基
と
し
て
が
ん
の
診
断
か

ら
治
療
へ
の
応
用
を
目
指
す
。



357

現
在
の
教
室
員
数
は
教
授
一
人
、
助
教
三
人
、
博
士
研
究
員
一
人
、
大
学
院
生
一
人
、
他
の
教
育
研
究
機
関
、
臨
床
教
室
か
ら
の
研
究

生
七
人
（
内
四
人
留
学
生
）、
非
常
勤
職
員
五
人
、
合
計
一
八
人
が
お
り
、
臨
床
教
室
の
ほ
か
、
他
の
教
育
研
究
機
関
か
ら
の
研
究
生
、

研
修
生
が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
入
り
口
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
医
学
の
発
展
に
分
子
生
物
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
み
た

い
と
い
う
思
い
が
共
通
し
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
と
も
積
極
的
に
こ
う
し
た
協
力
関
係
を
育
て
て
い
き
た
い
。

現
在
の
テ
ー
マ
は
左
記
の
五
項
目
を
主
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
、
が
ん
細
胞
の
可
塑
性
を
制
御
す
る
機
序

二
、
が
ん
の
病
態
に
影
響
を
与
え
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
機
序

三
、
長
鎖
非
翻
訳RN

A

に
よ
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
制
御
機
構
の
解
明

四
、
疾
患
発
症
に
か
か
わ
る
ゲ
ノ
ム
統
御
機
序
の
破
綻

五
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
異
常
を
標
的
と
し
た
新
規
が
ん
診
断
法
・
治
療
法
の
開
発

現
在
研
究
費
関
係
で
は
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構 

戦
略
推
進
部
が
ん
研
究
課 

次
世
代
が
ん
医
療
創
生
研
究
事
業
「
が
ん
細
胞
の
分

化
制
御
に
関
わ
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
を
標
的
と
し
た
革
新
的
治
療
法
の
開
発
」
等
の
支
援
を
受
け
、
が
ん
の
新
規
治
療
薬
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
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神
経
遺
伝
情
報
学
（
生
体
防
御
研
究
部
門
）

昭
和
五
十
八
年
度
（
一
九
八
三
）
に
、「
無
菌
動
物
」「
癌
」「
医
真
菌
」
の
三
研
究
部
門
が
病
態
制
御
研
究
施
設
へ
と
統
合
さ
れ
、
後

に
無
菌
動
物
部
門
が
生
体
防
御
学
分
野
に
改
組
さ
れ
、
教
授
吉
開
泰
信
が
就
任
し
た
。
平
成
十
五
年
度
（
二
〇
〇
三
）
に
、
神
経
疾
患
並

び
に
腫
瘍
の
病
態
解
析
及
び
治
療
戦
略
に
関
す
る
総
合
的
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
生
体
防
御
学
分
野
が
神
経
疾
患
・
腫
瘍
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
編
入
さ
れ
た
。
吉
開
の
九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研

究
所
へ
の
転
出
に
伴
い
、
生
体
防
御
学
分
野
を
新
た
に
神
経
疾
患
の
病
態
・
治
療
基
礎
研
究
を
行
う
分
野
に
改
組
す
る
こ
と
と
な
り
、
平

成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
九
月
に
大
野
欽
司
が
教
授
に
就
任
し
、
神
経
遺
伝
情
報
学
分
野
を
開
始
し
た
。

神
経
遺
伝
情
報
学
分
野
で
は
、
主
に
以
下
の
四
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

は
じ
め
に
、
神
経
筋
接
合
部
信
号
伝
達
の
分
子
病
態
と
そ
の
制
御
研
究
で
あ
る
。
先
天
性
筋
無
力
症
候
群
（congenital�m

yasthenic�
syndrom

es,�CM
S

）
は
、
神
経
筋
接
合
部
（neurom

uscular�junction,�N
M

J

）
情
報
伝
達
の
障
害
に
よ
り
病
的
な
筋
力
低
下
と
易
疲

労
性
が
生
じ
る
疾
患
群
で
あ
る
。CM

S

に
お
い
て
欠
損
す
る
分
子
をSanger�sequencing

も
し
く
は
次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
に
よ
り

同
定
し
、
変
異
分
子
をRN

A

レ
ベ
ル
・
タ
ン
パ
ク
質
レ
ベ
ル
・
細
胞
レ
ベ
ル
・
マ
ウ
ス
個
体
レ
ベ
ル
で
解
析
を
行
い
、
変
異
分
子
の
病

原
分
子
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
正
常N

M
J

の
分
子
構
築
の
解
明
研
究
に
供
し
て
き
た
。
加
え
て
、
正
常
マ
ウ
ス
の
脊
髄
前

角
細
胞
（spinal�m

otor�neuron,�SM
N

）
や
筋
終
板
に
発
現
す
る
新
規
分
子
の
機
能
解
析
を
行
い
、
正
常N

M
J

の
分
子
構
築
に
関
わ

る
新
規
分
子
の
同
定
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、acetylcholinesterase
（A

ChE

）
を
シ
ナ
プ
ス
基
底
膜
に
係
留
す
る
細
胞
外
分
泌
タ
ン

パ
クcollagen�Q

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
細
胞
外
分
泌
タ
ン
パ
ク
が
、
自
律
的
に
細
胞
外
分
子
を
認
識
し
て
標
的
組
織
に
係
留
す
る

性
質
を
用
い
て
、
細
胞
外
分
子
欠
損
病
態
に
対
す
る
タ
ン
パ
ク
質
係
留
療
法
を
開
発
し
た
。

第
二
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
正
常
な
ら
び
に
各
種
疾
患
に
お
け
るRN

A

代
謝
研
究
で
あ
る
。
疾
患
関
連
遺
伝
子
変
異
の
約
一
〇
％
は
ス

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
異
常
を
起
こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
シ
カ
ル
なsplicing�cis-elem

ents

で
あ
るbranch�point�sequence,�
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polypyrim
idine�tract,�3

’�splice�site,�5

’�splice�site

を
破
断
す
る
遺
伝
子
変
異
を
そ
れ
ぞ
れ
予
測
す
る
ツ
ー
ル
の
開
発
を
行
っ
て
き

た
。
特
に
、intron�3

’末
端polypyrim

idine�tract

を
含
む
領
域
のsplicing�cis-elem

ents

を
評
価
す
る
世
界
で
唯
一
の
ツ
ー
ル
の

開
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、
神
経
筋
疾
患
の
原
因
と
な
る
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
遺
伝
子
変
異
が
惹
き
起
こ
すRN

A

結
合
タ
ン
パ
ク
と
の
結
合

の
障
害
な
ら
び
に
新
規
結
合
能
の
獲
得
の
分
子
機
構
の
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
加
え
て
、RN

A

結
合
タ
ン
パ
ク
のRN

A

結
合
部
位
を

同
定
す
るCLIP-seq

法
を
用
い
てA

LS

関
連RN

A

結
合
タ
ン
パ
クFU

S

の
機
能
解
析
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規CLIP-seq

法
の
開

発
を
行
い
、
世
界
で
初
め
て
タ
ン
パ
ク
質
―
タ
ン
パ
ク
質
―RN

A

複
合
体
の
網
羅
的
な
解
析
を
可
能
に
し
た
。

第
三
の
研
究
テ
ー
マ
は
ド
ラ
ッ
グ
・
リ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
研
究
で
あ
る
。
消
炎
鎮
痛
剤
ア
ス
ピ
リ
ン
の
抗
血
小
板
作
用
・
β
ブ
ロ
ッ
カ
ー

プ
ロ
プ
ラ
ノ
ロ
ー
ル
の
本
態
性
振
戦
抑
制
作
用
・
睡
眠
薬
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
抗
腫
瘍
作
用
・
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
ア
マ
ン
タ
ジ
ン
や
抗
て
ん
か

ん
薬
ゾ
ニ
サ
ミ
ド
の
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
作
用
な
ど
既
認
可
薬
の
オ
フ
ラ
ベ
ル
薬
効
の
臨
床
応
用
が
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
既
認
可
薬

は
用
量
・
用
法
・
安
全
域
・
副
作
用
が
知
ら
れ
て
お
り
、
培
養
細
胞
・
モ
デ
ル
動
物
を
使
っ
た
研
究
成
果
の
安
価
で
迅
速
な
臨
床
応
用
が

可
能
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ド
ラ
ッ
グ
・
リ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
戦
略
に
よ
り
一
〇
の
病
態
に
お
い
て
有
効
な
薬
剤
を
同
定
し
て
き
た
。

第
四
の
研
究
テ
ー
マ
は
分
子
状
水
素
の
分
子
作
用
機
構
の
解
明
研
究
で
あ
る
。
分
子
状
水
素
が
酸
化
ス
ト
レ
ス
病
態
な
ら
び
に
炎
症
病

態
を
中
心
に
数
多
く
の
病
態
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
分
子
状
水
素
が
反
応
す
る
生
体
分
子
を
同
定
し
、
物
理
化
学
レ

ベ
ル
で
の
水
素
の
作
用
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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シ
ス
テ
ム
生
物
学
／
オ
ミ
ク
ス
解
析
学
（
医
真
菌
研
究
部
門
）

［
前
史
］

複
雑
な
高
分
子
と
そ
の
集
合
、
細
胞
と
そ
の
集
合
体
、
臓
器
、
生
物
全
体
、
生
物
が
身
を
置
く
生
態
系
に
お
け
る
生
命
現
象
は
、
核
酸

（D
N

A

、RN
A

）、
タ
ン
パ
ク
質
、
代
謝
物
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
体
分
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
多
階
層
の
相
互
作
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
全
塩
基
配
列
の
解
読
を
目
的
と
し
た
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
の
完

了
以
降
、
分
子
生
物
学
や
計
測
技
術
の
飛
躍
的
発
展
と
精
力
的
な
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
し
た
網
羅
的
解
析
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
生
体
内
分
子
の
膨
大
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
生
体
分
子
の
カ
タ
ロ
グ
作
り
や
機
能
解
析

が
猛
烈
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
著
し
い
計
算
機
科
学
の
発
展
、
デ
ー
タ
科
学
や
人
工
知
能
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
数
理
科
学
の
発

展
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
複
雑
な
生
命
現
象
を
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
に
、
日
本
の
医
学
系
研
究
科
と
し
て
は
初
め
て
、
オ
ミ
ク
ス
解
析
学
と
シ
ス
テ
ム
生
物
学
の
両
分
野

が
設
置
さ
れ
、
数
理
科
学
と
医
学
の
融
合
を
新
し
い
学
術
の
柱
と
し
た
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
た
。
オ
ミ
ク
ス
解

析
学
分
野
で
は
、
本
学
医
真
菌
研
究
部
門
で
行
っ
て
き
た
酵
母
や
カ
ビ
な
ど
の
真
菌
を
材
料
と
し
て
、
准
教
授
中
川
善
之
、
講
師
神
戸
俊

夫
、
助
教
紅
朋
弘
ら
が
、
ゲ
ノ
ム
情
報
、
遺
伝
子
発
現
情
報
を
背
景
と
し
た
遺
伝
子
多
型
、
環
境
応
答
型
遺
伝
子
の
転
写
制
御
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
細
胞
の
構
造
や
機
能
、
代
謝
に
つ
い
て
の
遺
伝
子
発
現
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
解
明
に
向
け
て
多
面
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
シ
ス
テ

ム
生
物
学
分
野
で
は
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
や
シ
ス
テ
ム
生
物
学
を
専
門
と
す
る
島
村
徹
平
が
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
か
ら

特
任
准
教
授
と
し
て
着
任
し
、
特
任
助
教
松
井
佑
介
と
共
に
、
最
先
端
の
数
理
科
学
を
駆
使
し
て
、
が
ん
、
神
経
疾
患
、
精
神
疾
患
な
ど

の
複
雑
な
疾
病
を
シ
ス
テ
ム
的
な
観
点
か
ら
包
括
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
同
分
野
で
は
、
複
数
の
研

究
分
野
が
跨
る
学
際
領
域
で
生
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
技
術
の
下
、
膨
大
な
生
命
情
報
を
読
み
解
く
た
め
の
数
多
く
の
数
理
モ
デ
ル

と
解
析
技
術
を
開
発
し
、
生
命
現
象
や
疾
病
の
理
解
に
資
す
る
生
命
医
科
学
研
究
分
野
に
重
要
な
貢
献
を
行
っ
た
。
同
分
野
の
主
な
研
究
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成
果
と
し
て
は
、
ベ
イ
ズ
推
論
や
機
械
学
習
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ミ
ク
ス
解
析
技
術
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
統
合
失
調
症
の
ゲ

ノ
ム
コ
ピ
ー
数
変
異
解
析
、
男
性
特
異
的
ヒ
ス
ト
ン
デ
メ
チ
ラ
ー
ゼ K

D
M

5D

の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
制
御
機
構
の
解
析
、

CRISPER/Cas9

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
るEGFR 

チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
剤
耐
性
化
機
構
の
解
析
、
致
死
的
小
児
癌
膵
芽
腫
の
統

合
解
析
、
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
を
用
い
た
小
児
が
ん
神
経
芽
腫
の
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
解
析
、
低
悪
性
度
神
経
膠こ
う

腫し
ゅ

に
お
け
る
遺
伝
学
的
予
後
予
測
解

析
、
小
児
Ｔ
細
胞
性
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
の
ゲ
ノ
ム
解
析
、
内
皮
細
胞
分
化
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
オ
ミ
ク
ス
解
析
、
酸
性
環
境
に
お
け

る
腫
瘍
の
悪
性
化
機
構
の
解
析
、
食
道
扁
平
上
皮
癌
の
ト
ラ
ン
ス
オ
ミ
ク
ス
解
析
、
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
リ
ン
パ
腫
の
ト
ラ
ン
ス
オ
ミ
ク

ス
解
析
、
横
紋
筋
肉
腫
の
ト
ラ
ン
ス
オ
ミ
ク
ス
解
析
、
低
悪
性
度
グ
リ
オ
ー
マ
の
ト
ラ
ン
ス
オ
ミ
ク
ス
解
析
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

［
現
在
］

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
に
両
分
野
の
統
合
に
よ
り
、
島
村
が
シ
ス
テ
ム
生
物
学
教
授
と
し
て
昇
任
し
た
。
現
在
の
研
究
動
向
に

つ
い
て
、
以
下
に
述
べ
る
。
二
十
一
世
紀
初
め
か
ら
数
十
年
に
渡
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
技
術
に
立
脚
し
た
精
力
的
な
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
は
じ
め
と
し
た
網
羅
的
オ
ミ
ク
ス
研
究
に
よ
っ
て
、
生
物
を
構
成
す
る
生
体
内
分
子
の
膨
大
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
生
体
分
子
の

カ
タ
ロ
グ
作
り
や
機
能
解
析
が
猛
烈
な
勢
い
で
進
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
一
細
胞
レ
ベ
ル
で
生
体
分
子
を
網
羅
的
・
定
量
的
に
解
析
す

る
技
術
革
新
に
よ
り
、
各
臓
器
を
構
成
す
る
細
胞
の
種
類
、
状
態
、
系
統
を
分
類
す
る
壮
大
な
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ

り
、
生
命
の
複
雑
性
を
生
み
出
す
細
胞
の
構
成
要
素
を
列
挙
し
て
記
述
す
る
試
み
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の

膨
大
な
ペ
タ
バ
イ
ト
級
の
デ
ー
タ
を
処
理
・
統
合
し
、
複
雑
性
を
有
す
る
生
命
シ
ス
テ
ム
の
全
体
の
理
解
に
至
る
確
固
と
し
た
数
理
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
未
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各
国
が
そ
の
技
術
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
生
体
分
子
の
枚
挙
に

基
づ
く
従
来
研
究
の
限
界
を
超
え
、
多
細
胞
が
関
わ
る
高
度
な
生
命
現
象
を
理
解
す
る
た
め
に
、
最
先
端
の
数
理
科
学
を
柱
に
、
生
命
シ

ス
テ
ム
の
動
的
モ
デ
リ
ン
グ
技
術
や
情
報
解
析
技
術
の
開
発
、
さ
ら
に
は
臨
床
研
究
で
の
検
証
を
通
じ
て
、
疾
病
の
機
序
理
解
・
予
測
・

制
御
の
た
め
の
新
し
い
医
学
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
当
該
分
野
の
将
来
展
望
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
生
命
科
学
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の
知
識
と
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
生
命
科
学
が
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
よ
り
一
層
複
雑
な
も
の
に
な
り
、
今
日
の
研
究
者
は
、
よ
り

一
層
深
く
、
慎
重
に
、
特
異
的
な
生
命
現
象
や
生
命
の
も
つ
バ
イ
ア
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
科

学
や
人
工
知
能
を
は
じ
め
と
し
て
著
し
い
発
展
を
見
せ
る
数
理
科
学
は
、
今
や
す
べ
て
の
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
領
域
で
あ
り
、

医
学
に
お
い
て
も
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す
の
に
避
け
て
は
通
れ
な
い
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
数
理
科
学
と
医
学
の
融
合

か
ら
、
生
命
の
複
雑
さ
に
ま
つ
わ
る
法
則
性
を
発
見
す
る
数
理
科
学
的
情
報
解
析
基
盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
両
分
野
の
架
け
橋
と
し

て
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
し
て
い
く
こ
と
が
当
該
分
野
の
使
命
で
あ
ろ
う
。
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附
属
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
（
実
験
動
物
部
門
）

実
験
動
物
部
門
の
前
身
で
あ
る
動
物
実
験
施
設
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
に
設
置
が
認
可
さ
れ
た
。
初
代
施
設
長
に
は

教
授
の
星
野
宗
光
が
就
任
し
、
助
教
授
の
鬼
頭
純
三
と
動
物
実
験
委
員
会
を
中
心
に
、
科
学
的
に
評
価
さ
れ
る
動
物
実
験
を
実
施
す
る
た

め
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
計
と
運
営
の
原
則
が
定
め
ら
れ
た
。
地
下
一
階
地
上
七
階
延
床
面
積
六
，
二
九
二
㎡
の
建
物
は
昭
和
六
十
一
年

（
一
九
八
六
）
三
月
に
竣
工
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
教
授
加
藤
延
夫
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
教
授
竹

内
康
浩
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
教
授
鬼
頭
純
三
が
施
設
長
に
就
任
し
た
。
動
物
実
験
施
設
の
建
設
準
備
の
段
階
か
ら
施
設
の
管
理

運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
鬼
頭
が
停
年
退
官
し
た
後
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
教
授
杉
浦
康
夫
が
、
そ
し
て
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）

に
は
教
授
西
村
正
彦
が
施
設
長
に
就
任
し
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
五
月
に
、
改
組
に
よ
り
動
物
実
験
施
設
は
医
学
教
育
研
究
支

援
セ
ン
タ
ー
実
験
動
物
部
門
と
な
り
、
初
代
部
門
長
に
教
授
の
濵
口
道
成
が
就
任
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
は
教
授
太
田

美
智
男
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
は
教
授
髙
橋
雅
英
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
か
ら
は
教
授
門
松
健
治
、
平
成
二
十
九

年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
は
教
授
大
野
欽
司
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
は
教
授
木
村
宏
が
部
門
長
に
就
任
し
た
。

動
物
実
験
施
設
の
竣
工
後
三
十
年
以
上
の
間
に
動
物
実
験
を
取
り
巻
く
状
況
は
劇
的
に
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
代
表
例
が
動
物
実
験
に

占
め
る
マ
ウ
ス
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
や
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
等
の
遺
伝
子
改

変
マ
ウ
ス
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
に
伴
い
、
動
物
実
験
施
設
内
で
の
マ
ウ
ス
の
飼
育
数
は
劇
的
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
イ

ヌ
、
ブ
タ
、
ウ
サ
ギ
等
の
中
大
動
物
の
飼
育
数
は
漸
減
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
動
物
実
験
施
設
の
設
計
時
に
中
大
動
物
用
に
設
計

さ
れ
た
飼
育
室
や
実
験
室
を
マ
ウ
ス
用
に
改
修
し
、
マ
ウ
ス
飼
育
数
の
増
加
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
は
そ
れ
も
限
界
と
な
り
、

実
験
動
物
部
門
で
マ
ウ
ス
を
用
い
た
実
験
を
実
施
す
る
研
究
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

マ
ウ
ス
を
用
い
た
研
究
の
重
要
性
や
必
要
性
の
増
大
に
伴
い
、
発
生
工
学
的
技
術
に
基
づ
い
た
研
究
支
援
体
制
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
研
究
者
の
依
頼
に
対
し
て
マ
ウ
ス
の
発
生
工
学
的
技
術
を
用
い
た
研
究
支
援
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を
開
始
し
た
。
主
な
支
援
内
容
は
、
体
外
受
精
と
仮
親
へ
の
移
植
、
凍
結
胚
の
作
製
と
保
存
、
凍
結
胚
か
ら
の
個
体
作
製
で
あ
る
。
平
成

二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
ま
で
の
依
頼
件
数
は
年
間
五
〇
件
以
内
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
以
降
は
年
間
一
〇
〇
件

以
上
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
。
支
援
開
始
以
来
、
主
な
支
援
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
近
年
で
は
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の
作
製
依

頼
の
増
加
が
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
、
生
命
科
学
領
域
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
普
及
に
伴
い
、
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）
か
ら
はCRISPR/Cas9

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
や
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス
の
作
製
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

竣
工
時
に
は
褐
色
タ
イ
ル
に
包
ま
れ
最
先
端
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
た
動
物
実
験
施
設
棟
も
今
や
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
最
も
老
け
込
ん

だ
建
物
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
動
物
実
験
の
状
況
の
変
化
に
加
え
、
動
物
実
験
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
ハ
ー
ド
面

の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面
で
も
動
物
実
験
の
更
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
幸
い
に
も
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）

よ
り
四
年
間
か
け
て
動
物
実
験
施
設
棟
の
増
築
と
既
設
棟
の
抜
本
的
な
改
修
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
増
改
修
で
は
、
老
朽
化
設

備
の
改
修
、
マ
ウ
ス
飼
育
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
解
決
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
解
消
を
目
的
と
し
た
先
進
的
な
空
調
設
備
の
導
入
を
主
眼
と
し
、

動
物
実
験
に
よ
る
高
度
な
基
礎
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
中
核
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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附
属
医
学
教
育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
（
分
析
機
器
部
門
）

［
前
史
］

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
医
学
部
附
属
病
院
に
電
子
顕
微
鏡
を
設
置
し
、
医
学
部
内
共
同
利
用
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
に
は
医
学
部
に
電
子
顕
微
鏡
を
設
置
し
、
名
古
屋
大
学
全
学
共
同
利
用
を
開
始
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に

医
学
部
電
子
顕
微
鏡
室
と
大
学
院
電
子
顕
微
鏡
室
を
統
合
し
、
基
礎
研
究
棟
二
階
に
中
央
電
子
顕
微
鏡
室
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
細
胞
自
動
分
離
解
析
装
置
と
生
体
分
子
構
造
解
析
装
置
を
設
置
、
昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
に
は
遺
伝

子
実
験
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た
。
翌
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
超
微
形
態
研
究
室
、
分
子
構
造
解
析
研
究
室
、
細
胞
機
能
解
析
研
究

室
、
遺
伝
情
報
解
析
研
究
室
の
四
室
か
ら
な
る
医
学
教
育
研
究
機
器
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
し
、
医
学
部
に
お
け
る
各
種
分
析
・
計
測
機

器
を
集
中
的
に
維
持
管
理
し
、
機
器
利
用
の
効
率
化
を
図
り
、
教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
基
礎
研
究
棟
の
耐
震
化
改
修
の
た
め
旧
西
病
棟
に
移
転
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
附
属
医
学
教

育
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
分
析
機
器
部
門
に
改
組
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
企
業
も
含
め
た
学
外
利
用
を
開
始
し
た
。

［
現
在
］

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
以
降
、
二
度
の
移
転
を
経
て
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
八
月
に
数
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
全
て

の
機
器
を
医
系
研
究
棟
三
号
館
の
四
階
と
五
階
（
合
計
一
，
一
六
二
㎡
）
に
集
約
し
、
名
古
屋
大
学
共
用
集
積
施
設
（
分
析
系
三
）
と
し

て
指
定
さ
れ
た
。
三
号
館
に
移
転
し
た
際
、
超
微
形
態
研
究
室
は
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
室
に
名
称
変
更
、
翌
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）

に
は
新
た
に
医
工
連
携
室
を
設
置
し
、
五
研
究
室
体
制
と
な
っ
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
に
はCIBoG

卓
越
大
学
院
共
通
機
器
室

に
指
定
さ
れ
た
。

分
析
機
器
部
門
は
、
部
門
長
（
腫
瘍
病
理
学
教
授
の
榎
本
篤
が
併
任
）、
室
長
（
榎
本
、
腫
瘍
生
物
学
教
授
の
近
藤
豊
、
機
能
組
織
学
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教
授
の
木
山
博
資
、
生
体
反
応
病
理
学
教
授
の
豊
國
伸
哉
、
法
医
・
生
命
倫
理
学
教
授
の
石
井
晃
の
五
人
が
併
任
）、
技
術
職
員
（
田
中
稔
、

伊
藤
康
友
、
瀧
健
太
朗
、
板
倉
広
治
、
依
藤
絵
里
、
丸
井
萌
子
）
で
運
営
し
て
お
り
、
大
小
約
一
六
〇
台
の
機
器
を
担
当
の
技
術
職
員
が

維
持
管
理
し
、
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
試
料
の
調
整
・
作
製
、
分
析
測
定
、
分
析
デ
ー
タ
の
解
析
等
の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

設
置
さ
れ
て
い
る
主
な
機
器
は
、
電
子
顕
微
鏡
、
共
焦
点
顕
微
鏡
、
細
胞
解
析
装
置
、
質
量
分
析
装
置
、
フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー
、

D
N

A

解
析
装
置
、
定
量PCR

、
分
光
分
析
装
置
、
超
遠
心
機
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
標
本
作
製
関
連
装
置
、
全
自
動
染
色
シ
ス
テ
ム
、
画
像
処

理
ソ
フ
ト
等
で
あ
る
。
一
部
の
機
器
はBSL2

実
験
に
も
対
応
で
き
る
部
屋
を
確
保
し
、
利
用
者
の
要
望
に
可
能
な
限
り
対
応
し
て
研
究

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
機
器
はW

eb

の
専
用
サ
イ
ト
で
予
約
し
、
施
設
へ
の
入
室
は
職
員
証
や
学
生
証
で
管
理
し
て
お
り
、
学

内
の
利
用
者
は
い
つ
で
も
機
器
を
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
）
は
基
礎
・
臨
床
・
寄
附
講
座
合
わ
せ
て
八
一
講
座
、
他
学
部
一
四
講
座
、
学
外
八
機
関
、
合
計
六
〇
五
人

が
利
用
し
た
。
一
年
間
の
利
用
件
数
は
約
一
六
，
三
〇
〇
件
、
利
用
時
間
は
延
べ
五
五
，
三
〇
〇
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
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附
属
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
医
学
教
育
に
お
い
て
新
し
い
教
育
法
や
評
価
法
を
導
入
す
る
際
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
教
員
養
成
（
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
先
導
を
担
う
拠
点
と
し
て
の
医
学
教
育
部
門
が
、
全
国
の
医
学
部
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
潮
流
を
受
け
、
本
学
で
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
七
月
、
医
学
部
に
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
当
時
の
学
部
教

育
委
員
長
で
教
授
の
後
藤
秀
実
が
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
、
ま
た
植
村
和
正
が
初
代
の
セ
ン
タ
ー
教
授
を
務
め
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
学
部
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
医
学
教
育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
る

医
学
部
学
生
の
資
質
の
向
上
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
た
医
学
・
医
療
の
質
の
向
上
に
よ
っ
て
社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
業
務
は
医
学
部
医
学
科
お
よ
び
保
健
学
科
学
生
の
教
育
全
般
に
及
ぶ
が
、
実
際
の
教
育
は
医
学
部
に
所
属
す
る
教
員
全
員
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
む
し
ろ
、
医
学
教
育
学
の
専
門
的
な
見
地
に
基
づ
く
そ
れ
ら
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
あ
る
。

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
あ
た
っ
て
は
、
医
学
部
の
学
務
課
学
務
係
も
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
に
は
研
究
室
機
能
と
し
て
、
医
学
系
研
究
科
に
お
け
る
総
合
管
理
医
学
講
座
の
総
合
医
学
教
育
学
分
野
の
大
学
院
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
にH

arden

がBest�Evidence�M
edical�Education

と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
以
後
、

根
拠
に
基
づ
い
た
医
学
教
育
と
い
う
概
念
も
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
医
学
教
育
を
科
学
と
す
る
と
い
う
考
え
方
も

国
内
外
で
少
し
ず
つ
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。
医
学
教
育
学
は
人
文
社
会
科
学
で
あ
る
教
育
学
の
一
分
野
で
あ
り
文
科
系
の
学
問
分
野
で
あ

る
。
医
学
と
人
文
社
会
科
学
を
架
橋
す
る
医
学
教
育
学
の
研
究
拠
点
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
活
動
は
今
後
も
発
展
を
期
待
さ
れ
て

い
る
。

以
下
に
、
歴
代
の
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
を
記
す
。
国
家
百
年
の
計
が
求
め
ら
れ
る
医
師
養
成
に
関
し
、
特
に
卒
前
教
育
に
お
い

て
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
教
育
の
制
度
設
計
を
当
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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〈
歴
代
セ
ン
タ
ー
長
〉

平
成
十
七
年
七
月
～
十
九
年
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）：
後
藤
秀
実

平
成
十
九
年
～
二
十
一
年
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
）：
藤
本
豊
士

平
成
二
十
一
年
四
月
～
二
十
九
年
三
月
（
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
七
）：
植
村
和
正

平
成
二
十
九
年
四
月
～
三
十
一
年
三
月
（
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
）：
木
村
宏

平
成
三
十
一
年
四
月
～
（
二
〇
一
九
～
）：
錦
織
宏
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国
際
連
携
室

国
際
連
携
室
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
国
際
医
学
教
育
学
講
座
と
連
携
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

［
歴
史
］

中
曽
根
内
閣
時
代
、
日
本
に
経
済
的
余
裕
が
で
き
、
米
国
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
が
立
て
ら
れ
、
各
大
学
に
、

留
学
生
担
当
教
官
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
医
学
部
で
も
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、
医
学
部
長
が
青
木
國
雄
の
時
に
、

伊
藤
勝
基
が
一
代
目
の
留
学
生
担
当
教
官
に
任
命
さ
れ
た
。
本
学
で
は
、
工
学
部
、
農
学
部
に
次
い
で
三
人
目
の
留
学
生
担
当
教
官
と
な

り
、
同
時
に
国
際
交
流
室
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
は
大
学
全
体
で
八
〇
～
一
二
〇
人
程
の
留
学
生
が
お
り
、
彼
ら
の
研
究
、
生
活
指

導
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
か
ら
医
学
部
の
学
部
生
に
も
海
外
経
験
を
さ
せ
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
選
考
委
員
会
（
国
際
交
流
委
員
会
）
を
発
足
し
、
協
議
を
始
め
た
。
当
時
の
医
学
部
に
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
締

結
さ
れ
た
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
校
（U

CN

）
が
唯
一
の
学
術
提
携
校
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

三
月
に
第
一
期
生
をU

CN

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
、
第
二
十
四
回
日
本
医
学
会
総
会
が
名
古
屋

で
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
の
学
長
ト
ス
テ
セ
ン
が
名
古
屋
を
訪
問
し
、
本
学
医
学
部
と
の
学
生
交
流
協
定
の
締
結
を
快
諾

し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
チ
ュ
ー
レ
ン
大
学
と
も
、
同
大
学

名
誉
教
授
有
村
章
の
支
援
の
も
と
、
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
、
デ
ュ
―
ク
大

学
と
も
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
、
毎
年
二
〇
人
以
上
の
学
部
生
が
海
外
臨
床
実
習
を
行
う
提
携
校
の
礎
が
完
成
さ
れ
た
。
留
学
経
験
し
た

こ
れ
ら
の
学
生
は
、
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
そ
の
後
の
学
部
教
育
の
改
革
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
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［
展
開
］

国
際
交
流
室
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
国
際
連
携
室
と
改
名
さ
れ
、
粕
谷
英
樹
を
室
長
と
し
、
医
学
部
医
学
科
と
保
健
学
科

さ
ら
に
病
院
の
国
際
化
を
担
う
部
署
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
国
際
連
携
室
は
医
学
部
の
教
育
的
側
面
だ
け
で
な
く
国
際
的
研
究
力
を

増
強
さ
せ
る
為
の
国
際
的
な
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
国
際
化
へ
の
大
き
な
う
ね
り
は
時
代
の
要

請
も
加
わ
り
国
際
共
同
研
究
の
地
盤
を
固
め
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
研
究
力
と
国
際
的
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
国
際
連

携
室
の
使
命
は
、
そ
の
活
動
の
意
義
を
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
学
生
、
教
職
員
が
世
界
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

触
れ
、
そ
の
問
題
点
を
理
解
し
、
海
外
の
優
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
使
命
に
沿
い
、

国
際
共
同
研
究
、共
同
教
育
の
試
み
と
し
て
平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）に
本
邦
で
初
め
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム（JD

P

）

を
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
と
締
結
し
、
続
い
て
ル
ン
ド
大
学
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
も
締
結
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

か
ら
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
の
医
学
部
九
校
か
ら
な
るGlobal�A

lliance�of�M
edical�Excellence

（GA
M

E

）
に
も
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
の
中
で
の
知
名
度
を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。GA

M
E

は
共
同
研
究
、
共
同
教
育
を
柱
と
す
る

A
lliance

で
あ
る
。
学
内
教
育
と
し
て
は
一
年
次
か
ら
六
年
次
の
派
遣
臨
床
実
習
、
さ
ら
に
大
学
院
のJD

P

ま
で
一
貫
し
た
医
学
英
語

教
育
と
国
際
的
な
視
野
の
開
発
を
目
指
し
た
教
育
を
担
い
、
附
属
病
院
のJCI

取
得
に
関
し
て
は
病
院
内
の
書
類
や
表
示
の
英
訳
を
支
援

し
、
外
国
人
患
者
の
受
入
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
海
外
の
患
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
各
科
へ
紹
介
す
る
等
、
病
院
の
国
際
化
に
も
携
わ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
は
粕
谷
を
教
授
と
す
る
国
際
医
学
教
育
学
講
座
が
創
設
さ
れ
、
同
講
座
は
一
貫
し

た
医
学
英
語
教
育
並
び
に
国
際
的
視
野
の
開
発
等
の
授
業
を
受
け
持
つ
と
と
も
に
、
国
際
連
携
室
を
連
携
し
て
運
営
し
そ
の
使
命
を
全
う

す
る
責
を
負
う
に
至
っ
て
い
る
。
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メ
デ
ィ
カ
ル
ｘ

Ｒ
セ
ン
タ
ー

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
の
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
報
告
書
「T

o�err�is�hum
an

…
」
が
医
療
過
誤
に
よ
る
多
大
な
損
失
を
指

摘
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
医
療
教
育
へ
の
導
入
を
提
言
し
た
こ
と
が
、
米
国
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
契
機

と
な
っ
た
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
訓
練
自
体
は
、
診
断
技
術
訓
練
の
模
擬
患
者
と
、
蘇
生
訓
練
用
マ
ネ
キ
ン
の
開
発
が
い
ず
れ
も

一
九
六
〇
年
代
の
米
国
で
始
ま
っ
て
い
た
。
マ
ネ
キ
ン
型
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
循
環
や
呼
吸
系
パ
ラ
メ
ー
タ
を
調
節
で

き
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
開
発
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進
化
と
共
に
一
九
八
〇
年
代
末
に
実
用
化
に
至
っ
た
。
一
方
、
一
九
八
〇
年
代
後

半
に
登
場
し
た
腹
腔
鏡
下
手
術
は
一
九
九
〇
年
代
に
全
世
界
に
急
激
に
普
及
し
、こ
の
新
し
い
手
技
に
対
す
る
訓
練
法
の
開
発
も
進
ん
だ
。

当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
画
像
技
術
の
発
展
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（V

R

）
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
生
み
出
し
、
一
九
九
〇
年
代

末
に
実
用
化
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
わ
が
国
に
導
入
さ
れ
た
。

［
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
と
ス
キ
ル
ス
＆IT

ラ
ボ
開
設
］

本
学
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
模
擬
患
者
やO

SCE

（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
か

ら
全
国
で
正
式
実
施
）
を
導
入
し
、
救
急
や
看
護
用
の
マ
ネ
キ
ン
の
整
備
が
本
格
化
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
医
学
部
附
属

総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
（
教
授
植
村
和
正
）
が
設
置
さ
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
、
看
護
部
や
麻
酔
科
所
有
の
機
器
を
併
せ

て
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
所
管
の
ス
キ
ル
ス
＆IT

ラ
ボ
が
新
中
央
診
療
棟
（
現
中
央
診
療
棟
Ａ
）
一
階
か
ら
四
階
に
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
。

ス
キ
ル
ス
＆IT

ラ
ボ
は
、
医
療
面
接
教
育
を
行
う
診
療
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
模
擬
患
者
）、
聴
診
・
採
血
・
縫
合
な
ど
の
基
本

手
技
・BLS

やA
CLS

な
ど
の
救
命
訓
練
を
行
う
ス
キ
ル
ス
ラ
ボ
の
ほ
か
、
研
究
・
教
育
用
の
画
像
取
出
し
を
行
う
画
像
診
断
室
、
及

び
顕
微
鏡
室
か
ら
な
り
、
医
学
部
学
生
や
附
属
病
院
の
看
護
師
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
外
科
領
域
で
は
、
平
成
十
六
年
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（
二
〇
〇
四
）
か
ら
七
年
間
に
及
ん
だ
画
像
情
報
外
科
学
（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
）
寄
附
講
座
で
、
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
が
多
数
導
入
さ
れ
、
い
く
つ
か
は
わ
が
国
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
泌
尿
器
科
の
ダ
ビ
ン
チ
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
等
と
と
も
に
、

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
中
央
診
療
棟
二
階
の
高
度
ス
キ
ル
ラ
ボ
に
移
設
さ
れ
た
。

［
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
立
と
移
転
］

平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇
一
二
）
政
府
補
正
予
算
で
、
本
地
域
の
多
職
種
教
育
目
的
に
、
手
術
、
内
視
鏡
・
超
音
波
検
査
、
血
管
内
治

療
、
高
機
能
救
急
マ
ネ
キ
ン
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
多
数
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
高
度
ス
キ
ル
ラ
ボ
に
あ
る
各
科
管
理
備

品
を
併
せ
て
附
属
病
院
高
度
ス
キ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
構
想
さ
れ
て
い
た
が
、
医
学
部
の
ス
キ
ル
ス
＆IT

ラ
ボ
と
統
合

し
て
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
に
研
究
科
附
属
と
し
て
（
保
健
学
科
の
利
用
施
設
で
も
あ
る
た
め
）
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
外
者
も
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
職
の
卒
前
か
ら
卒
後
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
教
育
、
研
修
、

研
究
、
診
療
に
対
応
で
き
る
施
設
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
発
足
時
は
、
中
央
診
療
棟
（
現
中
央
診
療
棟
Ａ
）
地
下
一
階
～
地
上
四
階
に
部
屋
が
分
散
し
て
い
た
が
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）、
中
央
診
療
棟
Ｂ
の
竣
工
に
伴
い
、
顕
微
鏡
ラ
ボ
を
除
き
、
本
セ
ン
タ
ー
管
理
の
共
用3D

プ
リ
ン
タ
ー
室
を
含
め
新
棟
の
一
・

二
階
に
集
約
さ
れ
た
。
移
転
前
に
も
手
術
機
器
発
展
の
展
示
を
行
っ
て
い
た
が
、
移
転
後
のSim

サ
ー
ジ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
展
示
を

拡
充
し
ユ
ニ
ー
ク
な
手
術
機
器
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
な
っ
た
。

［
現
在
］

機
器
貸
出
を
除
い
て
、
年
間
約
一
，
四
〇
〇
件
の
利
用
が
あ
る
。
多
く
は
、
医
学
部
学
生
と
病
院
医
療
職
の
教
育
で
あ
る
が
、
関
連
施

設
の
医
療
職
の
卒
後
教
育
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
やV

R

機
器
を
利
用
し
た
医
療
関
連
企
業
の
社
内
教
育
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。3D

プ
リ

ン
タ
ー
室
で
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
手
術
用
に
患
者
個
別
デ
ー
タ
に
基
づ
く
モ
デ
ル
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
手
術
訓
練
法
の
研
究
、
シ
ミ
ュ
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レ
ー
タ
開
発
も
他
大
学
や
企
業
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）、V

R

技
術
の
医
学
・
医
療
応
用
に
重
点
的
に
取
り
組
む
目
的
で
メ
デ
ィ
カ
ルxR

セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
た
。
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卓
越
大
学
院
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
推
進
室

文
部
科
学
省
に
よ
る
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
、
俯ふ

瞰か
ん

力
及
び
独
創
力

を
備
え
、
広
く
産
官
学
に
わ
た
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
卓
越
大
学
院

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
海
外
ト
ッ
プ
大
学
や
民
間
企
業
等
の
外
部
機
関
と
組
織
的
な
連
携
を
図
り
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究

力
を
結
集
し
た
博
士
課
程
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。

医
学
系
研
究
科
は
「PhD
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
登
龍
門
」（
平
成
二
十
四
年
（
二
○
一
二
）
～
平
成
三
十
年
（
二
○
一
八
））、「
実

世
界
デ
ー
タ
循
環
学
リ
ー
ダ
ー
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平
成
二
十
五
年
（
二
○
一
三
）
～
平
成
三
十
一
年
（
二
○
一
九
））、「〈
ウ
エ

ル
ビ
ー
イ
ン
グin

ア
ジ
ア
〉
実
現
の
た
め
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平
成
二
十
五
年
（
二
○
一
三
）
～
平
成
三
十
一
年
（
二

○
一
九
））、
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
し
た
。

卓
越
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
情
報
・
生
命
医
科
学
コ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ンon

グ
ロ
ー
カ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
卓
越
大
学
院（CIBoG

）」

（
令
和
元
年
（
二
○
一
九
）
～
令
和
七
年
（
二
○
二
五
））
を
医
学
系
研
究
科
が
中
心
に
運
営
し
て
い
る
。
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医
工
連
携
推
進
室

医
工
連
携
推
進
室
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
○
一
四
）
四
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
。

超
解
像
共
焦
点
顕
微
鏡
、
集
束
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
・
走
査
電
子
顕
微
鏡
、
細
胞
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
共
通
機
器
を
置
き
、

最
先
端
の
工
学
と
医
学
が
融
合
す
る
拠
点
と
な
っ
た
。
今
後
、
医
工
の
連
携
を
加
速
化
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス
創
製
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。
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附
属
病
院
・
患
者
安
全
推
進
部

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
～
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
国
内
で
多
発
す
る
医
療
事
故
を
受
け
、
附
属
病
院
内
に
麻
酔
科
の
教
授

島
田
康
弘
を
中
心
と
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
る
。
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
医
療
安
全
活
動
が
開
始
さ
れ
る
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
、
腹
腔
鏡
手
術
に
よ
る
死
亡
事
故
発
生
。
病
院
長
二
村
雄
次
・
副
病
院
長
大
島
伸
一
ら
が
報
道
会
見

で
、
後
に
附
属
病
院
の
行
動
規
範
と
な
る
「
隠
さ
な
い
、
逃
げ
な
い
、
ご
ま
か
さ
な
い
」
姿
勢
を
言
明
。
外
部
の
専
門
家
を
主
と
す
る
医

療
事
故
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
検
証
を
行
う
（『
医
療
事
故
か
ら
学
ぶ 

事
故
調
査
の
意
義
と
実
践
』
中
央
法
規
出
版
参
照
）。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
月
、
文
部
科
学
省
の
指
導
の
も
と
に
、
国
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
会
議
に
お
い
て
医
療
安
全
対
策

に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
、
国
立
大
学
附
属
病
院
医
療
安
全
管
理
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
一
月
、
医
療
安
全
管
理
室
設
置
。
前
述
の
腹
腔
鏡
手
術
事
故
調
査
委
員
会
で
委
員
長
を
務
め
た
胸
部
外

科
の
教
授
上
田
裕
一
が
初
代
室
長
・
病
院
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、
初
代
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（GRM

）
と
し
て

師
長
伊
藤
恵
子
、
兼
任
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
三
人
の
医
師
が
任
命
さ
れ
、
中
央
管
理
部
門
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
る
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
、
医
療
安
全
管
理
部
に
改
組
、
上
田
が
副
病
院
長
に
任
命
さ
れ
、
初
代
部
長
と
な
る
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
、
第
二
代GRM

と
し
て
看
護
師
長
宮
田
は
る
み
が
任
命
さ
れ
る
（
～
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
））。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
七
月
、
杏
林
学
園
よ
り
医
師
相
馬
孝
博
が
着
任
、
医
療
安
全
管
理
部
准
教
授
、
初
代
専
従
医
師GRM

に

任
命
さ
れ
る
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
当
院
で
発
生
し
た
医
療
事
故
の
被
害
者
（
稲
垣
克
彦
様
）
ご
遺

族
（
稲
垣
克
巳
様
）
か
ら
医
療
安
全
の
た
め
の
寄
附
金
の
申
し
出
が
あ
り
、「
稲
垣
基
金
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
（『
克
彦
の
青
春
を

返
し
て 

医
療
過
誤
、
十
八
年
の
闘
い
』
中
日
新
聞
社
参
照
）。
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平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
一
月
、
泌
尿
器
科
の
教
授
後
藤
百
万
が
第
二
代
部
長
・
副
病
院
長
に
任
命
さ
れ
、
医
療
の
質
・
安
全
管

理
部
に
改
組
さ
れ
る
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
～
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
中
国
籍
小
児
患
者
遺
体
安
置
事
例
、
新
生
児
カ
ン
ガ
ル
ー
ケ
ア
中

窒
息
事
例
、da�V

inci

手
術
中
膵
臓
損
傷
事
例
と
い
っ
た
重
大
事
故
が
連
続
し
て
発
生
す
る
。
事
態
を
重
く
見
た
病
院
長
松
尾
清
一
に
よ

り
、
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
の
講
座
化
と
専
従
教
授
配
置
が
計
画
さ
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
安
全
管
理
部
か
ら
医
師
長
尾
能
雅
が
着
任
。
医
学
系
研
究
科

医
療
の
質
・
患
者
安
全
学
初
代
教
授
、
附
属
病
院
医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
初
代
教
授
・
第
三
代
部
長
、
病
院
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
、
国

立
大
学
病
院
と
し
て
初
と
な
る
、
医
療
安
全
を
専
門
と
す
る
専
従
教
授
体
制
と
な
る
。
医
学
部
学
生
の
五
年
生
及
び
六
年
生
に
対
す
る
臨

床
実
習
教
育
（
ポ
リ
ク
リ
）
が
開
始
さ
れ
る
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
七
月
、
第
二
代
専
従
医
師GRM

・
副
部
長
と
し
て
東
海
北
陸
厚
生
局
よ
り
安
田
あ
ゆ
子
（
～
平
成

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
五
月
））、
初
代
専
従
弁
護
士
と
し
て
北
野
文
将
が
着
任
す
る
。GRM

を
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ク
オ
リ
テ
ィ
＆
セ
ー
フ

テ
イ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（GQ

SM

）
と
改
名
す
る
（
以
降
、GQ

SM

等
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
は
別
表
を
参
照
）。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
、
長
尾
が
上
原
記
念
生
命
科
学
財
団
か
ら
研
究
推
進
特
別
奨
励
賞
を
授
与
さ
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
十
一
月
、
長
尾
が
副
病
院
長
に
任
命
さ
れ
る
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）、
文
部
科
学
省
課
題
解
決
型
人
材
養
成
事
業
と
し
て
「
明
日
の
医
療
の
質
向
上
を
リ
ー
ド
す
る
医
師
養

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
通
称A

SU
ISH

I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
採
択
さ
れ
る
（
獲
得
資
金
二
・
五
億
円
／
五
年
）。
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
中
部

品
質
管
理
協
会
と
連
携
し
、
医
療
安
全
、
感
染
制
御
、
質
向
上
に
専
門
性
を
有
す
る
医
師
養
成
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
五
月
、
国
立
大
学
附
属
病
院
医
療
安
全
管
理
協
議
会
か
ら
第
一
回
医
療
の
質
・
安
全
大
賞
優
秀
賞
を
授

与
さ
れ
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
、
長
尾
が
附
属
病
院
質
向
上
推
進
本
部
長
に
任
命
さ
れ
（
～
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
）、
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国
際
医
療
機
能
評
価
（JCI

）
受
審
準
備
を
開
始
す
る
。
専
従
薬
剤
師GQ

SM

が
配
置
さ
れ
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
～
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
医
療
安
全
部
門
へ
の

医
師
の
関
与
と
医
療
安
全
体
制
向
上
に
関
す
る
研
究
」
に
お
い
て
長
尾
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
～
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
七
月
、
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
発
生
し
た
腹
腔
鏡
下
肝

切
除
術
死
亡
事
例
等
の
事
故
調
査
委
員
会
が
実
施
さ
れ
、
上
田
、
長
尾
が
そ
れ
ぞ
れ
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
を
務
め
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
月
、
医
療
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
新
た
な
医
療
事
故
調
査
制
度
が
始
ま
る
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
六
月
、
副
部
長
安
田
あ
ゆ
子
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
病
院
医
療
の
質
・
安
全
対

策
部
医
療
の
質
管
理
室
病
院
教
授
と
し
て
転
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
七
月
、
研
究
員
植
村
政
和
、
長
尾
が
、「
レ
ポ
ー
ト
の
分
類
シ
ス
テ
ム
」
で
特
許
を
取
得
す
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
、
第
五
代
専
従
医
師GQ

SM

と
し
て
麻
生
飯
塚
病
院
よ
り
深
見
達
弥
が
着
任
す
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
～
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）、
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
医
療
安
全
管
理
体
制
の
可
視

化
と
人
財
育
成
の
た
め
の
研
究
」
に
お
い
て
長
尾
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
六
月
、A

SU
ISH

I
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
。
五
年
間
に
わ
た
り
計
四
期
、
八
九
人
の
履
修
証
明
者
を
全
国

に
輩
出
す
る
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
二
月
、
附
属
病
院
が
国
立
大
学
病
院
と
し
て
は
初
と
な
るJCI

を
認
証
す
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
、
医
療
活
動
と
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
民
間
基
金
で
あ
る
「
メ
ス
キ
ュ
ー
ド
医
療

安
全
基
金
」
の
贈
呈
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
大
臣
室
に
お
い
て
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
、
長
尾
が
医
療
の
質
・
安
全
学
会
第
二
代
理
事
長
に
、
上
田
が
初
代
顧
問
に
就
任
す
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
、
新A

SU
ISH

I

・
最
高
質
安
全
責
任
者
（GQ

SO
）
養
成
研
修
が
開
始
さ
れ
る
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
、
患
者
安
全
推
進
部
に
改
組
さ
れ
る
。GQ

SM

を
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
セ
ー
フ
テ
イ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
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（GPSM

）
と
改
名
す
る
。
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2011年4月以降の医療の質・安全管理部の人員の変遷
（2021年6月30日現在）

年月

職種等

部長 医師 GQSM
看護師 GQSM

（副看護部長等）
看護師
GQSM

薬剤師
GQSM

弁護士
システム

エンジニア
データ

マネージャー

医療の質・
患者安全学
講座学生

2011年4月 長尾能雅

宮田はるみ
（2005年4月
から2012年
3月まで）
野田弘実

（2015年3月
まで）

小楠香織
（2009年4月
から2011年
3月まで）

2011年7月
安田あゆ子

（2016年5月
まで）

北野文将

2012年6月
酒井理恵子

（2016年9月
まで）

2012年11月

2014年4月
稲垣祐子

（2019年3月
まで）

2015年1月
伊豆原優子

（2019年3月
まで）

2015年2月 植村政和

2015年3月
市川真由美

（2019年3月
まで）

2015年4月

丹羽由紀子
（2018年8月
まで）
福島曜

（2017年6月
まで）

蓑田亜紀子
（2018年3月
まで）

星剛史
（2019年3月
修了）

2015年9月 寺井美峰子

2016年1月
古田康之

（2017年8月
まで）

2016年4月 伊藤寿英
2017年9月 梅村朋
2018年1月 深見達弥

2018年4月
澤井直子

（2021年3月
まで）

2019年4月

市川真由美
前田美果

（2020年3月
まで）

2020年1月 （GQSM を GPSM に改名）
2020年4月 川口真理子 栗原健

2020年10月
中﨑真也

（2021年3月
まで）

2021年2月

栗原健
（2021年4月
より厚生労
働省医政局
へ出向）

2021年4月 平松真理子 吉田春美 上松東広
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附
属
病
院
・
医
療
機
器
総
合
管
理
部

［
材
料
室
発
足
か
ら
材
料
部
へ
］

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
竣
工
し
た
中
央
診
療
施
設
に
、
材
料
室
が
手
術
部
の
付
属
室
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
は
翌
年
一
月
で

あ
る
。
同
年
十
月
に
は
病
棟
へ
の
器
材
供
給
が
開
始
さ
れ
、
注
射
器
を
は
じ
め
、
静
脈
切
開
、
腰よ
う

椎つ
い

穿せ
ん

刺し

な
ど
の
セ
ッ
ト
が
材
料
室
か
ら

供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
頃
ガ
ー
ゼ
が
使
い
捨
て
と
な
り
、
そ
の
後
滅
菌
パ
ッ
ク
や
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
の
製
品
が
徐
々
に
増
え
た
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
手
術
部
が
新
築
の
中
央
診
療
棟
に
移
転
し
、
手
術
器
械
の
滅
菌
は
手
術
部
内
の
サ
プ
ラ
イ
室
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
材
料
室
は
手
術
部
に
対
し
て
は
リ
ネ
ン
類
と
衛
生
材
料
の
供
給
だ
け
に
な
っ
た
。
当
時
の
機
器
は
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装

置
四
台
、
全
自
動
洗
浄
機
、
カ
テ
ー
テ
ル
洗
浄
機
、
洗
浄
滅
菌
機
、
乾
燥
機
等
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
、
手
術
室

の
付
属
「
室
」
か
ら
材
料
部
に
昇
格
し
、
外
来
へ
の
器
材
供
給
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

［
拡
張
―
日
本
で
最
も
広
い
材
料
部
室
へ
。
ゾ
ー
ン
化
の
進
捗
］

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）、
材
料
部
室
の
東
側
―
中
央
診
療
施
設
東
側
の
地
下
に
材
料
棟
が
建
設
さ
れ
、
面
積
が
一
，
二
五
三
㎡

と
な
り
日
本
で
最
も
広
い
材
料
部
と
な
っ
た
。
清
潔
区
域
の
空
調
はH

EPA

フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
、
清
潔
区
域
へ
の
ス
タ
ッ
フ
入
室
は
、

手
洗
い
の
後
、
滅
菌
し
た
作
業
衣
、
帽
子
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
手
順
と
な
っ
た
。
当
時
の
設
置
機
器
は
、
洗

浄
機
四
台
、
洗
浄
滅
菌
機
（
感
染
症
用
）
二
台
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
六
台
（
片
扉
式
四
台
、
両
扉
式
二
台
）、
酸
化
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
（EO

G

）

滅
菌
機
二
台
等
で
あ
っ
た
。
新
設
の
滅
菌
装
置
は
両
扉
式
で
、
非
清
潔
区
域
か
ら
滅
菌
機
内
に
収
納
さ
れ
た
物
品
は
滅
菌
完
了
後
清
潔
区

域
に
搬
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
潔
区
域
、
非
清
潔
区
域
の
ゾ
ー
ン
化
が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
微
生
物
学
的
検
査
が
導
入
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
四
台
の
片
扉
式
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
を
更
新
し
て
、
す
べ
て
両
扉
式
と
し
、
清
潔
区
域
を
完
全
に
分
離
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し
ゾ
ー
ン
化
が
完
成
し
た
。

［
新
中
央
診
療
棟
に
集
約
］

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
新
中
央
診
療
棟
（
現
中
央
診
療
棟
Ａ
）
が
完
成
し
、
中
央
手
術
部
の
下
の
四
階
に
新
し
い
中
央
材
料
部

が
オ
ー
プ
ン
し
、
旧
材
料
部
室
と
手
術
部
の
サ
プ
ラ
イ
が
集
約
さ
れ
た
。
旧
室
か
ら
継
承
し
た
機
器
に
加
え
、
四
層
式
洗
浄
装
置
二
台
、

カ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
二
台
、
自
動
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
装
置
、
超
音
波
洗
浄
装
置
、
高
圧
蒸
気
滅
菌
装
置
六
台
、EO

G

滅
菌
装
置
二
台
、

過
酸
化
水
素
低
温
プ
ラ
ズ
マ
滅
菌
装
置
二
台
を
加
え
、
自
動
搬
出
入
、
搬
送
設
備
を
導
入
し
た
。

当
時
導
入
し
た
機
器
の
更
新
時
期
を
迎
え
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
末
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
大
が
か
り
な
機
器
更
新
と
レ

イ
ア
ウ
ト
の
変
更
が
行
わ
れ
た
。
四
槽
式
洗
浄
装
置
二
台
を
電
気
・
蒸
気
切
替
式
二
台
と
蒸
気
式
三
台
の
単
槽
式
の
構
成
に
変
え
、
既
に

更
新
さ
れ
て
い
た
過
酸
化
水
素
滅
菌
装
置
三
種
三
台
以
外
の
主
要
機
器
を
更
新
し
、
自
動
搬
出
入
シ
ス
テ
ム
は
撤
去
し
た
。

組
織
面
で
は
、
消
耗
品
の
購
入
を
行
う
材
料
委
員
会
、
医
療
機
器
・
材
料
安
全
管
理
（M

D
I

）
室
が
材
料
部
と
は
別
に
業
務
を
行
っ

て
い
た
が
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
材
料
部
を
経
営
会
議
お
よ
び
経
営
戦
略
本
部
に
直
属
さ
せ
、
材
料
部
の
も
と
に
こ
れ
ら
の

委
員
会
や
室
と
、
滅
菌
機
器
等
運
営
会
議
やSPD
運
営
会
議
な
ど
の
部
門
が
所
属
す
る
組
織
改
編
が
行
わ
れ
た
。

［
医
療
機
器
総
合
管
理
部
の
発
足
］

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
国
際
的
な
医
療
施
設
評
価
認
証
機
関
で
あ
るJoint�Com

m
ission�International

（JCI

）
を
受
審

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
医
療
機
器
に
関
し
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
、
洗
浄
・
滅
菌
体
制
、
安
全
管
理
をJCI

が
求
め
る
国
際
水
準
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
材
料
委
員
会
以
外
が
形
骸
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
材
料
部
を
医
療
機
器
総
合
管
理
部
に
改
組

し
病
院
長
に
直
属
す
る
体
制
に
強
化
し
た
。
初
代
部
長
は
副
病
院
長
（
当
時
）
の
小
寺
泰
弘
で
あ
っ
た
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）

のJCI

本
受
審
ま
で
に
サ
プ
ラ
イ
や
管
理
は
急
速
に
整
備
さ
れ
、
機
器
の
購
入
に
関
し
て
も
消
耗
品
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
の
機
器
の
購
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入
過
程
の
透
明
化
が
進
ん
だ
。JCI

認
証
を
取
得
し
た
現
在
、
購
入
後
の
修
理
や
更
新
の
計
画
立
案
、
機
器
の
不
具
合
解
析
と
職
員
教
育

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
は
、
幾
度
も
の
改
組
・
名
称
変
更
を
経
験
し
て
き
た
部
署
で
あ
り
、
最
初
に
「
カ
ル
テ
部
」
と
し
て
設
立

さ
れ
た
時
か
ら
数
え
る
と
半
世
紀
以
上
、
そ
の
後
「
医
療
情
報
部
」
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
は
三
〇
年
と
い
う
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。
本
院

の
カ
ル
テ
部
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
一
月
一
日
仮
開
設
、
同
年
九
月
に
正
式
設
置
さ
れ
た
本
邦
で
最
初
の
国
立
大
学
病
院
カ
ル

テ
部
で
あ
る
。
カ
ル
テ
部
開
設
以
前
は
、
入
院
診
療
録
を
各
診
療
科
で
独
自
の
診
療
録
と
し
て
作
成
し
、
独
自
の
方
法
で
管
理
し
、
患
者

が
退
院
し
た
順
に
ま
と
め
、
歴
年
ご
と
に
製
本
し
て
い
た
。
外
来
診
療
録
に
つ
い
て
は
一
年
ご
と
に
診
療
録
を
更
新
し
、
前
年
に
使
用
さ

れ
た
も
の
は
歴
年
ご
と
に
製
本
し
、
年
末
、
年
始
に
新
し
い
診
療
録
に
移
る
た
め
の
抄
録
を
作
成
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
索
引
方

法
、
保
管
年
限
な
ど
に
つ
い
て
は
病
院
全
体
と
し
て
の
規
則
は
な
く
、
統
一
さ
れ
た
管
理
を
望
む
声
を
受
け
て
カ
ル
テ
部
が
設
立
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月
に
は
、
入
院
診
療
録
は
大
き
さ
をB5

版
に
一
律
化
し
、
第
一
号
紙
を
全
科
共
通
と
し
、
二
号
紙

以
下
は
各
科
の
独
自
性
に
任
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
科
の
診
療
録
用
紙
規
格
を
統
一
し
、
診
療
録
管
理
を
中
央
化
し
た
。
さ
ら
に
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
一
月
か
ら
外
来
診
療
録
の
中
央
化
を
行
い
、
専
任
教
官
（
初
代
安
井
昭
二
・
二
代
目
大
渡
邉
佳
彦
）
と
診
療
情

報
管
理
士
（
病
歴
士
）
の
努
力
に
よ
っ
て
一
患
者
一
番
号
制
へ
の
切
り
換
え
が
行
わ
れ
た
。
紙
カ
ル
テ
の
冠
水
事
故
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン

ト
を
乗
り
越
え
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
診
療
録
（
一
部
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）、
Ｘ
線
フ
ィ
ル
ム
、
心
電
図
な
ど
の
管
理
・
保
管
の
任
を
担
っ

て
き
た
。
研
究
面
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
病
歴
管
理
、
疾
病
統
計
、
診
療
録
記
載
方
法
、
診
療
録
利
用
率
、
診
療
録
保
管
法

や
疾
病
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
問
題
点
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
研
究
活
動
以
外
に
も
東
海
病
院
管
理
学
研
究
会
、
東
海
病
歴
研
究
会
、

日
本
診
療
録
管
理
学
会
な
ど
の
運
営
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
東
海
地
区
な
ら
び
に
日
本
の
診
療
録
管
理
学
に
お
け
る
先

駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
は
、
医
療
情
報
部
に
改
組
し
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
二
月
に
は
山
内
一
信
が
医
療
情
報
部
長
に
就

任
し
た
。
医
療
情
報
部
は
紙
カ
ル
テ
の
管
理
の
み
な
ら
ず
院
内
の
中
心
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
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の
管
理
業
務
の
中
心
的
な
部
署
と
な
り
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
連
携
し
た
第
二
次
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
貢
献
し
た
。
平

成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
第
三
次
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（N

EW
�CH

A
RT

）
が
稼
働
し
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
第
四
次

病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（N

EO
�CH

A
RT

）
稼
動
。
当
院
を
中
心
と
す
る
独
自
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ムN

EO
�CH

A
RT

の
開
発
を

主
導
し
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
全
面
電
子
カ
ル
テ
化
を
実
現
し
た
。
診
療
録
の
電
子
化
、
自
動
化
な
ど
の
研
究
か
ら
電
子
カ
ル

テ
の
研
究
を
進
め
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
研
究
者
・
大
学
院
生
な
ど
が
集
ま
り
、
研
究
室
と
し
て
も
活
気
を
持
っ
た
時
期
で
あ
る
。
電
子

シ
ス
テ
ム
と
病
院
管
理
と
の
融
合
に
つ
い
て
も
他
に
先
駆
け
て
検
討
を
行
い
、
日
本
医
療
情
報
学
会
、
日
本
病
院
管
理
学
会
な
ど
多
く
の

学
会
を
指
導
・
牽
引
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
医
療
経
営
管
理
部
に
発
展
。
部
長
（
教
授
）
に
立
川
幸
治
が
、
山
内
も
教
授
と
し
て
留
ま
り
、
副
部
長
（
助
教
授
）
に
吉
田

茂
が
就
任
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
第
五
次
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（N

EO
�CH

A
RT

）
を
稼
動
さ
せ
た
。
組
織
と
し
て

は
診
療
情
報
管
理
士
の
み
な
ら
ず
、
医
療
情
報
技
師
も
加
え
、
技
術
面
で
の
強
化
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
）四
月
に
医
療
経
営
管
理
部
の
下
に
メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
が
設
置
・
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
色
々

な
場
で
情
報
の
取
り
扱
い
や
情
報
を
取
り
扱
う
部
署
の
役
割
も
議
論
が
な
さ
れ
、
多
く
の
大
学
病
院
で
企
画
情
報
運
営
部
な
ど
名
称
の
変

更
や
改
組
が
相
次
い
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
の
保
護
と
い
う
面
で
の
役

割
も
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
第
六
次
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（N

EO
�CH

A
RT

）
が
稼
動
し
、
ユ
ー

ザ
ー
に
や
さ
し
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
（
ユ
ー
ザ
ー
メ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
）
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
大
学
病
院
で
は
初
め
て
フ
ァ
イ
ル
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
に
一
部
甘
さ
が
指
摘
さ
れ
、
平
成
二
十
五

年
（
二
〇
一
三
）
に
「
メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ
、
機
能
強
化
策
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
専
任
の
病
院
教
授
（
白
鳥
義
宗
）
を
当
て
体
制
強
化
が
図
ら
れ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

第
七
次
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
（H

O
PE�EGM

A
IN

-GX

）
稼
動
。
そ
れ
ま
で
の
独
自
開
発
路
線
か
ら
ベ
ン
ダ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利

用
し
た
標
準
化
の
推
進
に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
同
時
に
院
内
の
情
報
ル
ー
ル
の
見
直
し
が
さ
れ
、
院
内
に
あ
る
一
○
○
を
超
え
る
部
門
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シ
ス
テ
ム
か
ら
シ
ー
ム
レ
ス
に
情
報
共
有
が
出
来
る
病
院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
と
共
に
、
経
営
面
か
ら
は
複
数
の
業
者
が
入
札

出
来
る
仕
様
書
作
り
を
心
掛
け
、
競
争
原
理
の
中
で
よ
り
良
い
仕
組
み
作
り
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
る
導
入
費
用
の
低
減
に
も
大
き
く
貢
献

し
た
。
ま
た
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
一
体
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
と
医
事
課
（
病
歴
部
門
・

シ
ス
テ
ム
管
理
部
門
）
が
分
か
れ
、
診
療
情
報
管
理
士
や
医
療
情
報
技
師
は
医
事
課
所
属
と
変
更
さ
れ
、
診
療
録
管
理
や
病
院
総
合
情
報

シ
ス
テ
ム
の
管
理
業
務
は
一
次
的
に
は
医
事
課
に
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、そ
の
統
括
を
メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
が
行
う
体
制
と
な
っ

た
。現

在
の
メ
デ
ィ
カ
ルIT
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
本
体
や
病
院
の
情
報
戦
略
を
担
う
重
要
な
部
署
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
名
大

病
院
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
」
を
掲
げ
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
病
院
内
組
織
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
が
東
海
国
立
大
学
機
構
直
轄
の
研
究
教
育
拠
点
（Center�for�H

ealthcare�Inform
ation�T

echnology,�C-H
iT

）
業
務
も
兼

ね
る
こ
と
に
な
り
、
二
大
学
の
大
学
病
院
の
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
基
盤
構
築
事
業
、
愛
知
県
並
び
に
岐
阜
県
の
医
療
政
策
／
地
域
医
療
構

想
の
た
め
の
デ
ー
タ
分
析
事
業
、
厚
労
省
／A

M
ED

と
組
ん
で
の
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
デ
ー
タ
標
準
化
事
業
な
ど
、
次
の
時
代
を
担

う
技
術
、
知
識
、
体
制
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
デ
ー
タ
を
担
う
部
署
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
署
で
あ
る
が
、
常
に
最
先
端
で
あ
り
、
臨
床
デ
ー
タ
の
価
値
を
理
解
し
未
来
に
つ
な
げ
て
い
け
る
部
署
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
先
端
医
療
開
発
部

先
端
医
療
開
発
部
の
歴
史
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
の
臨
床
治
験
管
理
セ
ン
タ
ー
（
初
代
セ
ン
タ
ー
長
：
脳
神
経
外
科
学
教
授
吉

田
純
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
、
新
規
医
薬
品
等
を
効
率
的
に
開
発
す
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
（T

R

）
が

注
目
さ
れ
、
大
学
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、
名
大
病

院
）
は
脳
神
経
外
科
領
域
に
お
け
る
純
国
産
技
術
を
駆
使
し
た
我
が
国
初
の
遺
伝
子
治
療
の
実
施
や
歯
科
領
域
に
お
け
る
再
生
医
療
研
究

の
先
進
性
が
認
め
ら
れ
、
我
が
国
で
は
京
都
大
学
の
探
索
医
療
セ
ン
タ
ー
に
次
ぐ
、
二
番
目
のT

R

セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
成
十
四
年

（
二
〇
〇
二
）、
遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
（
初
代
セ
ン
タ
ー
長
：
吉
田
）
が
立
ち
上
が
っ
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
臨

床
治
験
管
理
セ
ン
タ
ー
の
二
代
目
の
セ
ン
タ
ー
長
に
整
形
外
科
学
教
授
石
黒
直
樹
が
就
任
、
そ
の
後T

R

は
世
界
の
大
き
な
潮
流
に
な
っ

て
い
っ
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
文
部
科
学
省
は
「
橋
渡
し
研
究
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
製
薬
企
業

や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
新
規
の
医
薬
品
・
医
療
機
器
開
発
を
ア
カ
デ
ミ
ア
で
も
行
え
る
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。T

R

セ
ン
タ
ー
と
し
て
他
大
学
よ
り
先
行
し
て
い
た
名
大
病
院
は
間
違
い
な
く
「
橋
渡
し
研
究
支
援
拠
点
」
の
最
有
力
候
補

で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
不
採
択
で
あ
っ
た
。
当
時
の
病
院
長
（
現
総
長
）
松
尾
清
一
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
落
胆
が
今
で
も
目
に
浮
か
ぶ
。

翌
年
の
拠
点
追
加
公
募
時
に
は
諸
般
の
事
情
で
応
募
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
旧
帝
国
大
学
の
流
れ
を
く
む
大
学
で
は
唯
一
名
大
病
院
だ
け

が
無
冠
と
い
う
屈
辱
を
味
わ
っ
た
。
同
年
遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
の
二
代
目
の
セ
ン
タ
ー
長
に
松
尾
が
就
任
、
病
院
を
挙
げ
て
リ

ベ
ン
ジ
を
誓
っ
た
。
同
年
臨
床
治
験
管
理
セ
ン
タ
ー
を
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
（
初
代
セ
ン
タ
ー
長
：
石
黒
）
に
改
名
し
、
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
二
代
目
の
セ
ン
タ
ー
長
に
呼
吸
器
内
科
学
教
授
長
谷
川
好
規
が
就
任
し
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、

遺
伝
子
・
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
と
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
、
先
端
医
療
・
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
支
援
セ
ン

タ
ー
）
を
立
ち
上
げ
、
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
血
液
内
科
学
教
授
直
江
知
樹
が
就
任
し
「
橋
渡
し
研
究
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
終
了
す

る
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
へ
向
け
て
リ
ベ
ン
ジ
を
目
指
し
た
。
独
自
性
を
打
ち
出
す
た
め
、
名
大
病
院
の
強
み
で
あ
る
遺
伝
子
医



388

療
、
細
胞
医
療
、
再
生
医
療
を
柱
に
支
援
セ
ン
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
コ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
調
製
ユ
ニ
ッ
ト

を
整
備
し
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
国
際
標
準
化
機
構ISO

9001

とISO
13485

の
ダ
ブ
ル
認
証
を
取
得
し
、
品
質
を
担
保
し
た

バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
の
調
製
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
期
の
「
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
、

リ
ベ
ン
ジ
が
叶
っ
た
。
同
年
厚
生
労
働
省
の
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
整
備
事
業
」
に
も
採
択
さ
れ
、
名
実
と
も
に
シ
ー
ズ
の
開
発
か
ら
保

険
診
療
ま
で
を
一
気
通
貫
的
に
支
援
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
活
動
は
拠
点
内
に
留
ま
ら
ず
、
中
部
七
大
学
と
一
セ

ン
タ
ー
か
ら
な
る
中
部
先
端
医
療
開
発
円
環
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
誕
生
に
つ
な
が
っ
た
。
現
在
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
中
部
一
一
大

学
と
三
セ
ン
タ
ー
の
計
一
四
施
設
に
発
展
し
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）、
病
院
長
石
黒
が
二
代
目
の
支
援
セ
ン
タ
ー
長
に

就
任
し
、
橋
渡
し
研
究
を
強
力
に
後
押
し
し
た
こ
と
で
、
五
年
先
行
し
て
い
た
他
の
拠
点
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）、
第
三
期
の
「
橋
渡
し
研
究
戦
略
的
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
自
立
可
能
な
好
循
環
型
先
端
医
療
開
発
拠
点
の
創
成
を
目
指

す
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）、
支
援
セ
ン
タ
ー
を
改
編
し
、
病
院
長
直
下
に
先
端
医
療
開
発
部
を
新
設
、
そ
の
下
に

支
援
セ
ン
タ
ー
と
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
位
置
付
け
た
。
初
代
先
端
医
療
開
発
部
部
長
に
化
学
療
法
部
教
授
安
藤
雄
一
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー

の
三
代
目
セ
ン
タ
ー
長
に
病
院
教
授
水
野
正
明
が
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
病
院
教
授
安
藤
昌
彦
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
先
端
医
療
開
発
部
を
中
心
に
名
古
屋
大
学
の
叡
智
を
結
集
し
て
次
世
代
の
医
療
を
切
り
開
き
世
界
の
人
々
に
提
供
す
る
と

共
に
、
そ
れ
を
支
え
る
人
材
育
成
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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附
属
病
院
・
旧

 

医
療
経
営
管
理
部

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
設
置
さ
れ
た
カ
ル
テ
部
は
、
第
一
次
医
用
電
子
計
算
機
導
入
を
行
い
、
医
事
業
務
、
検
査
業
務
、
給
食

業
務
お
よ
び
病
棟
オ
ー
ダ
等
の
業
務
か
ら
電
算
化
を
開
始
し
、
平
成
二
年
度
（
一
九
九
〇
）、
平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
）
に
段
階
的
な

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
先
進
的
な
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
間
、
組
織
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
医

療
情
報
部
に
改
組
し
、
初
代
部
長
に
は
、
教
授
の
三
浦
隆
行
が
就
任
し
た
。
医
療
情
報
部
は
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
の
第
四
次
病

院
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
全
国
の
旧
国
立
大
学
病
院
の
先
陣
を
切
っ
て
、
本
格
的
な
電
子
カ
ル
テ
化
を
行
い
、
診
療
業
務
・
医
事
業

務
全
般
に
渡
る
合
理
化
・
効
率
化
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
は
医
療
の
質
の
向
上
と
経
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
医
療
経
営
管
理
部
が
新
設
さ
れ
、
医
療
情
報
部
が
担
っ
て
き
た
役
割
は
、
情
報
管
理
室
へ
と
移
行
さ
れ
た
。
平
成
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
）
に
情
報
管
理
室
は
、
メ
デ
ィ
カ
ルIT

セ
ン
タ
ー
へ
と
改
組
さ
れ
、
総
合
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
営
に
携
わ
る
統

括
部
門
と
し
て
の
役
割
も
同
セ
ン
タ
ー
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
そ
の
翌
年
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
、
医
療
経
営
管
理
部
は
廃
止

さ
れ
た
。
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附
属
病
院
・
検
査
部

本
院
に
お
け
る
中
央
臨
床
検
査
部
業
務
の
発
足
は
恐
ら
く
本
邦
で
は
最
も
早
く
、
第
二
次
大
戦
終
結
の
直
後
に
始
ま
る
。
戦
災
で
大
部

分
が
焼
土
と
化
し
た
名
大
病
院
を
建
て
直
す
ベ
く
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
か
ら
病
院
長
職
を
継
い
だ
齋
藤
眞
（
第
一
外
科

教
授
）
が
、
臨
床
上
の
必
要
性
か
ら
独
自
の
発
想
と
先
見
の
明
を
も
っ
て
発
案
し
た
「
検
査
室
」
は
、
同
年
三
月
、
病
理
検
査
室
は
助
手

牛
島
宥
、
生
化
学
検
査
室
は
専
門
部
助
手
渡
邉
一
也
が
委
嘱
さ
れ
、
焼
け
残
り
の
字
佐
美
内
科
の
一
室
に
両
者
同
居
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

『
学
友
会
報
』
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
号
に
生
化
学
教
授
堀
田
一
雄
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
基
礎
教
室
と
臨
床
教
室
を
結

び
つ
け
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
極
め
て
賢
明
な
施
設
」
と
し
て
の
あ
り
方
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
同
年
九
月
に
制
定
さ
れ

た
臨
床
検
査
部
規
定
は
、
病
院
長
を
部
長
と
し
、
兼
任
の
部
員
と
技
術
職
員
の
雇
用
に
よ
っ
て
「
部
」
を
構
成
し
、
学
内
だ
け
で
な
く
学

外
一
般
医
家
の
依
頼
に
も
応
じ
よ
う
と
し
た
画
期
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
人
員
、
施
設
、
予
算
の
不
足
か
ら
業
務
は
思
う
に
任
せ

ず
、
特
に
生
化
学
検
査
は
教
室
の
負
担
が
大
き
く
、
細
々
と
続
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
細
菌
検
査
は
さ
ら
に
遅
れ
て
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
な
い
し
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
細
菌
教
室
内
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
春
か
ら
新
病
棟
の
恒
久
的
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
か
ら
三
十
一

年
（
一
九
五
六
）
ま
で
の
病
院
長
三
矢
辰
雄
時
代
に
、
新
病
棟
へ
の
移
転
計
画
と
共
に
検
査
部
の
整
備
計
画
も
立
案
さ
れ
、
部
の
人
的
、

物
的
拡
充
と
組
織
機
構
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
生
理
機
能
検
査
と
し
て
の
心
電
図
検
査
が
始
ま
り
、

部
分
的
で
は
あ
っ
た
が
中
央
化
が
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
末
に
は
旧
東
病
棟
の
完
成
に
よ
り
、
分
散
し
て
い

た
病
理
・
生
化
・
細
菌
の
三
検
査
室
が
病
棟
移
転
に
よ
っ
て
空
い
た
旧
二
号
病
棟
二
階
八
室
に
集
合
し
、
初
め
て
中
央
検
査
部
門
の
体
が

完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
に
は
初
代
併
任
部
長
と
し
て
第
二
内
科
教
授
青
山
進
午
が
就
任
、
ス
タ
ッ

フ
も
併
任
教
官
五
人
と
な
り
、
胃
カ
メ
ラ
検
査
も
手
が
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
、
全
国
的
に
臨
床
検
査
部
門
の
中
央
化
推
進
の
気
運
が
高
ま
っ
て
、
医
学
部
長
会
議
で
も
取
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
当
院
で



391

は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
完
成
し
た
旧
中
央
診
療
施
設
の
三
つ
の
階
へ
の
一
時
的
移
転
と
、
昭
和
三
十
五
年
度
（
一
九
六
〇
）

の
文
部
省
に
よ
る
正
式
認
可
が
人
と
設
備
の
充
実
を
促
進
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
ま
で
に
生
理
検
査
二
部
門
を
含
め
て
五

部
門
一
三
室
が
組
織
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
主
任
、
室
長
が
発
令
さ
れ
て
大
所
帯
と
な
っ
た
。
同
年
に
は
臨
床
検
査
部
運
営
協
議
会

が
発
足
し
、
各
診
療
科
の
代
表
も
加
え
て
広
く
意
見
を
求
め
、
円
滑
な
検
査
部
の
運
営
を
図
る
と
い
う
、
現
在
の
中
央
診
療
部
門
運
営
協

議
会
へ
と
引
き
継
が
れ
る
運
営
体
制
が
確
立
し
た
。

恒
久
的
建
築
の
中
央
診
療
棟
が
完
成
し
た
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）、
検
査
部
も
他
の
中
診
部
門
と
共
に
移
転
し
、
各
検
査
室
が

集
中
化
さ
れ
た
。
主
と
し
て
患
者
を
取
り
扱
う
部
門
（
採
血
室
と
生
理
検
査
）
は
二
階
に
、
検
体
を
扱
う
部
門
は
三
階
に
移
り
、
専
任
教

官
八
人
、
併
任
教
官
五
人
の
体
制
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
八
年
度
（
一
九
七
三
）
に
は
専
任
教
授
の
ポ
ス
ト
が
得
ら
れ
、
牛
島
教
授
が
初
代
専
任
部
長
に
、
ま
た
前
後
し
て
初
代
技
師

長
松
原
ほ
か
副
技
師
長
の
発
令
が
あ
り
現
在
に
つ
な
が
る
医
師
と
技
師
に
よ
る
運
営
協
力
体
制
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
頃
各
種
の
自
動

測
定
機
を
導
入
し
て
年
間
一
五
〇
万
件
の
検
査
を
処
理
し
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
新
し
い
機
器
の
導
入
が
活
発
化
し
、
飛
躍
的

に
増
大
す
る
検
査
検
体
を
処
理
す
る
た
め
の
自
動
分
析
機
器
導
入
、
人
員
の
不
足
を
補
う
た
め
の
自
動
化
機
器
導
入
が
全
国
的
に
進
行
し

た
。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
臨
床
化
学
室
に
自
動
分
析
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
は
さ
ら
に

大
型
の
自
動
分
析
装
置
が
入
り
、
微
量
検
体
、
少
量
試
薬
に
よ
っ
て
多
数
の
項
目
が
同
時
に
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
視
鏡
室
に

あ
っ
て
は
腹
部
超
音
波
検
査
を
は
じ
め
、
消
化
器
疾
患
の
無
侵
襲
性
診
断
が
進
み
、
今
日
の
光
学
医
療
診
療
部
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
心

電
図
室
に
あ
っ
て
は
心
超
音
波
診
断
装
置
の
導
入
に
よ
り
器
質
的
、
機
能
的
診
断
が
容
易
で
確
実
と
な
っ
た
。
病
理
室
で
は
従
来
の
組
織

診
断
に
加
え
て
、
同
年
、
細
胞
診
検
査
を
正
式
な
検
査
項
目
と
し
て
い
る
。
機
器
の
改
良
、
自
動
化
、
電
算
機
導
入
な
ど
に
よ
り
処
理
可

能
な
検
体
数
は
著
し
く
増
加
し
た
が
、
必
要
と
さ
れ
る
検
査
項
目
を
す
べ
て
消
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
か
ら
一
部
の
検
査
項
目
の
外
注
化
が
始
ま
り
、
近
年
加
速
化
す
る
傾
向
が
続
い
た
。

昭
和
五
十
年
代
前
半
ま
で
は
各
検
査
部
門
は
細
分
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
従
来
の
部
門
制
区
分
が
不
合
理
と
な
っ
て
き
た
結
果
、
第
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一
群
（
臨
床
化
学
、
血
清
・
ウ
イ
ル
ス
、
一
般
検
査
）、
第
二
群
（
病
理
、
細
菌
、
血
液
）、
第
三
群
（
生
理
機
能
群
：
心
電
図
、
肺
機
能
、

脳
波
、
内
視
鏡
、
筋
電
図
）
に
大
別
し
て
、
検
査
業
務
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
今
日
の
検
査
部
の
体
制
：
検
体
Ⅰ
、
Ⅱ
、

生
理
、
病
理
、
輸
血
五
部
門
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
、
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
臨
床
検
査
医
学
講
座

の
新
設
が
認
め
ら
れ
、
教
授
中
島
退
官
後
、
教
授
中
村
栄
男
に
い
た
っ
て
は
臨
床
検
査
医
学
教
育
を
幅
広
く
担
う
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
二
十
一
世
紀
も
近
く
な
っ
て
大
学
病
院
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
病
院
長
大
島
の
時
代
に
い
た
っ
て
、

現
在
の
中
央
診
療
棟
を
新
営
し
、
新
棟
へ
の
移
転
を
契
機
に
検
査
部
の
組
織
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
輸
血
部
教
授
に
就
任
し

た
高
松
純
樹
が
検
査
部
長
を
兼
任
し
、
病
理
部
長
と
あ
わ
せ
て
三
部
長
が
現
在
の
医
療
技
術
部
門
臨
床
検
査
部
門
（
旧
検
査
部
、
輸
血
部
、

病
理
部
の
技
師
組
織
が
合
同
し
た
も
の
）
を
指
導
す
る
体
制
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
国
立
大
学
病
院
に
お
け
る
医
療
技
術

部
制
な
い
し
は
診
療
支
援
部
制
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、
現
在
で
は
全
国
診
療
支
援
部
会
議
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
療
技

術
部
門
が
検
査
、
病
理
、
輸
血
、
放
射
線
、
臨
床
工
学
、
リ
ハ
ビ
リ
を
統
合
し
て
、
院
内
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
品
質
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
は
各
部
門
の
技
師
が
情
報
を
交
換
し
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
と
し
て
の
品

質
向
上
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
共
有
す
る
な
ど
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

爾
来
、
臨
床
検
査
部
門
に
お
い
て
は
品
質
を
外
部
精
度
管
理
に
よ
っ
て
担
保
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
運

営
体
制
全
体
の
検
査
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
評
価
す
る
統
合
し
た
臨
床
検
査
部
門
の
外
部
評
価
の
導
入
が
進
ん
で
き
た
。
当
院
が
臨
床
研
究
中

核
病
院
に
選
出
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
マ
ス
ト
の
要
件
で
あ
っ
た
「
臨
床
検
査
部
門
が
国
際
的
な
外
部
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
」
に
対
応

し
、
そ
の
代
表
で
あ
るISO

15189

を
い
ち
早
く
取
得
し
た
。
そ
の
流
れ
は
全
国
に
拡
大
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
の
医
療
法
改

正
に
よ
り
臨
床
検
査
部
門
に
お
け
る
客
観
的
な
精
度
管
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
前
任
の
高
松
の
後
を
受
け
て
検
査
部
長
に
就
任
し
た
松
下
正
は
、
検
査
部
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
ら

に
効
率
化
す
る
た
め
、
内
規
の
制
定
、
会
議
の
ス
リ
ム
化
、
運
営
・
教
育
研
究
・
技
術
三
委
員
会
に
よ
る
検
査
技
師
主
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
の
確
立
を
通
じ
て
継
続
的
なISO

15189

認
証
準
備
態
勢
を
取
り
得
る
体
制
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
に
は
中



393

央
診
療
棟
移
転
か
ら
一
〇
年
を
経
て
、
老
朽
化
し
た
分
析
装
置
の
大
更
新
が
行
わ
れ
た
。
年
末
年
始
九
連
休
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
得
て

三
階
の
自
動
分
析
装
置
の
す
べ
て
が
更
新
さ
れ
、
今
後
は
リ
ー
ス
契
約
に
よ
る
最
新
装
置
へ
の
更
新
の
機
会
と
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
体

制
と
と
も
に
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
い
も
の
で
こ
れ
ら
の
装
置
の
次
な
る
更
新
が
令
和
二
年
末
に
完
了

し
、
更
な
る
ス
ピ
ー
ド
と
効
率
化
が
達
成
さ
れ
た
。

現
在
本
院
の
臨
床
検
査
部
門
が
扱
う
検
体
数
は
技
師
一
人
あ
た
り
の
件
数
と
し
て
は
東
京
大
学
な
ど
を
抜
い
て
国
立
大
学
病
院
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
あ
り
、
効
率
化
も
頂
点
に
達
し
た
感
が
あ
る
。
今
後
は
患
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ケ
ア
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
、
高
品
質

な
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
附
属
病
院
のJCI

認
証
取
得
に
伴
う
病
院
全
体
の
品
質
改
善
活
動
へ
の
適
応
を
通
じ
た
機
能
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
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［
新
生
］

手
術
部
は
外
科
系
各
科
手
術
の
中
央
化
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
六
月
一
日
に
設
置
さ
れ
、
初
代
手
術
部
長
に

は
第
一
外
科
教
授
の
橋
本
義
雄
が
就
任
し
た
。
建
物
は
新
築
さ
れ
た
中
央
診
療
施
設
三
階
と
四
階
を
使
用
し
、
三
階
に
は
手
術
室
二
室
、

ギ
ブ
ス
室
、
男
女
更
衣
室
、
当
直
室
、
四
階
に
は
手
術
室
四
室
と
防
音
手
術
室
、
手
術
用
手
洗
室
、
事
務
室
が
置
か
れ
、
四
階
の
第
三
手

術
室
に
は
二
台
の
手
術
台
を
入
れ
、
合
計
七
手
術
室
八
手
術
台
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
一
月
四
日
か
ら
手
術

業
務
が
開
始
さ
れ
、
第
一
例
の
手
術
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
一
月
六
日
、
第
二
外
科
教
授
今
永
一
の
執
刀
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
日
、
英
国O

xford

大
学
か
ら
教
授Sir�Robert�M

acintosh

が
来
訪
し
、
麻
酔
科
学
に
関
す
る
講
演
と
臨
床
例
供
覧
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
順
次
、
各
科
の
手
術
が
新
手
術
部
へ
移
行
し
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
五
月
十
日
の
産
婦
人
科
手
術
の
移
行
に
よ

り
、
全
科
の
手
術
が
手
術
部
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
月
三
日
、
手
術
部
長
の
麻
酔
科
教
授
竹
島

登
が
会
長
と
な
り
、
名
古
屋
大
学
に
お
い
て
第
四
回
全
国
国
立
大
学
病
院
手
術
部
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）

に
中
央
診
療
棟
が
建
築
さ
れ
、
手
術
部
は
そ
の
四
階
を
占
め
、
手
術
室
数
一
五
、
そ
の
う
ち
二
室
は
手
術
見
学
用
ド
ー
ム
型
大
手
術
室
で

あ
り
、
ま
た
、
一
室
は
定
位
脳
手
術
用
と
し
て
、
二
方
向
Ｘ
線
撮
影
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。

［
現
在
］

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
は
手
術
部
集
中
監
視
装
置
が
設
置
さ
れ
、
全
手
術
室
の
モ
ニ
タ
ー
が
統
一
さ
れ
て
固
定
配
置
と
な
り
、

隣
接
す
る
中
央
診
療
施
設
四
階
に
集
中
監
視
室
が
設
け
ら
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
置
き
、
全
手
術
患
者
の
生
体
情
報
が
記
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
時
に
四
手
術
室
に
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
、
集
中
監
視
室
で
録
画
お
よ
び
手
術
見
学
が
可
能
と
な
っ
た
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
に
は
現
中
央
診
療
棟
Ａ
に
新
手
術
室
が
設
け
ら
れ
た
。
手
術
室
数
は
一
四
室
で
、
内
視
鏡
手
術
な
ど
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の
導
入
に
よ
り
各
部
屋
の
大
き
さ
が
広
く
な
っ
た
。
第
五
手
術
室
で
は
術
中M

RI

が
、
第
六
手
術
室
で
は
術
中
放
射
線
治
療
が
可
能
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
も
二
部
屋
で
き
、
充
実
し
た
手
術
室
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
新
外
来
棟
の

建
築
に
伴
い
第
二
手
術
室
が
外
来
棟
の
三
階
に
設
け
ら
れ
、
一
室
は
外
来
手
術
台
と
し
て
二
台
、
全
身
麻
酔
手
術
が
三
室
可
能
と
な
り
六

月
七
日
か
ら
全
身
麻
酔
手
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
七
月
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
が
一
部

屋
で
き
、
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
の
よ
う
な
低
侵
襲
手
術
が
可
能
と
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
に
は
中
央
診
療
棟
Ｂ
に
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
を
含
め
て
一
〇
室
の
増
築
が
行
わ
れ
、
手
術
室
の
総
数
は
二
四
室
と
な
っ
た
。
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［
新
生
］

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）、
高
橋
信
次
が
初
代
教
授
と
し
て
放
射
線
医
学
教
室
を
開
講
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
各
診
療
科
に
配
置
お

よ
び
所
属
し
て
い
た
Ｘ
線
発
生
装
置
と
診
療
Ｘ
線
技
師
が
一
か
所
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
放
射
線
部
の
前
身
と
な
る
。
昭
和

三
十
～
四
十
年
代
の
放
射
線
医
学
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
本
院
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
コ
バ
ル
ト
治
療
装
置
、

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
自
動
現
像
機
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
核
医
学
シ
ン
チ
カ
メ
ラ
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

に
Ｘ
線
テ
レ
ビ
装
置
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
血
管
連
続
撮
影
装
置
が
導
入
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
、
中

央
診
療
棟
が
建
設
さ
れ
、
検
査
部
や
手
術
部
と
と
も
に
放
射
線
部
が
正
式
に
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
診
療
Ｘ
線

技
師
は
診
療
放
射
線
技
師
へ
と
身
分
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
、
職
制
と
し
て
技
師
長
制
度
が
制
定
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
は
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
検
査
室
と
放
射
線
科
病
棟
が
完
成
し
、
病
棟
で
内
照
射
療
法
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
、
放
射
線
治
療
棟
が
完
成
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
Ｘ
線CT

装
置
が
導
入

さ
れ
た
。

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
か
ら
は
、
松
浦
浩
が
技
師
長
を
務
め
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
佐
久
間
貞
行
が
放
射
線
医

学
講
座
教
授
に
就
任
す
る
と
、
放
射
線
部
長
を
兼
任
し
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
にCR

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ッ
ド
ラ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
）

装
置
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
にM

RI

装
置
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
にPET

装
置
を
導
入
し
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）、

石
垣
武
男
が
放
射
線
医
学
講
座
教
授
に
就
任
す
る
と
、
放
射
線
部
長
を
兼
任
し
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
は
、
か
ね
て
か
ら
共
同
研

究
を
行
っ
て
き
たPA

CS

を
放
射
線
部
に
導
入
し
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
スCT

が
導
入
さ
れ
、
平
成

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
は
臨
床
試
験
お
よ
び
薬
事
承
認
を
経
て
、
全
身
用3T

�M
RI

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
山
口
宏
（
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
～
）、
近
藤
智
昭
（
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
～
）
が
技
師
長
を
歴
任
し
た
。
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［
現
在
］

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
長
縄
慎
二
が
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
子
総
合
医
学
講
座
量
子
医
学
分
野
の
教
授
に
就
任
、
放
射
線
部

長
を
兼
任
し
、
現
在
に
至
る
。
同
年
に
は
、
米
田
和
夫
が
技
師
長
に
就
任
し
、
医
療
技
術
部
が
発
足
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
中
央
診
療
棟

Ａ
が
完
成
し
、
放
射
線
部
の
移
転
と
と
も
に
、PET

-CT

の
新
設
や
、
多
く
の
画
像
装
置
の
更
新
ま
た
は
増
設
が
行
わ
れ
た
。
同
時
に
、

CT

やM
RI

画
像
の
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
が
開
始
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
完
全
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
化
と
な
っ
た
。
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
、M

RI

が
増
設
さ
れ
、
現
在
と
同
じ
六
台
の
体
制
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
は
阿

部
真
治
が
技
師
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
中
央
診
療
棟
Ｂ
が
新
営
さ
れ
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
、
治

療
用M

RI

、CT

が
導
入
さ
れ
た
。
並
行
し
て
行
わ
れ
た
第
七
次
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
で
は
、
検
像
シ
ス
テ
ム
を
全
面
導
入
し
、PA

CS

お
よ
び
放
射
線
部
門
情
報
シ
ス
テ
ム
（RIS

）
が
、
病
院
電
算
シ
ス
テ
ム
と
一
体
化
し
統
合
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
放
射
線
部
は
、
放
射
線
科
医
師
五
人
、
診
療
放
射
線
技
師
七
五
人
、
看
護
師
二
五
人
、
事
務
職
員
八
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
診
療

放
射
線
技
師
の
数
は
、
こ
こ
二
〇
年
間
に
約
二
倍
近
く
に
増
員
し
た
。
業
務
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
画
像
の
撮
像
や
放
射
線
治
療
に
留
ま

ら
ず
、
画
像
情
報
管
理
や
検
像
、
被
ば
く
や
安
全
管
理
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
放
射
線
業
務
は
、
放
射
線
部
外
で
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
術
部
や
光
学
医
療
部
へ
の
派
遣
や
常
駐
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
増
加
す
る
検
査
需
要
に
対
し
て
は
、
夜
間
対
応

や
延
長
稼
働
（M

RI

検
査
）
な
ど
の
対
応
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
看
護
師
の
増
員
に
よ
っ
て
、
造
影
剤
投
与
の
た
め
の
静

脈
確
保
な
ど
の
業
務
分
担
が
実
現
し
、
検
査
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ
た
。
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本
学
と
輸
血
の
関
わ
り
は
古
く
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
外
科
教
授
の
齋
藤
眞
が
ク
エ
ン
酸
ソ
ー
ダ
加
血
液
の
輸
血
を
行
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
河
西
九
二
夫
や
桐
原
眞
一
ら
の
精
力
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

に
第
三
十
二
回
日
本
外
科
学
会
総
会
に
お
い
て
桐
原
が
「
輸
血
」
と
題
す
る
宿
題
報
告
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
。
戸
田
博
は
、
当
時
名
古
屋

医
科
大
学
は
日
本
に
お
け
る
輸
血
研
究
の
本
拠
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
の
流
れ
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
一
時
中
断
さ
れ
て
、
日
本
の
輸
血
研
究
の
レ
ベ
ル
は
欧
米
に
比
べ
大
き
く
遅

れ
、
戦
後
に
な
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
枕
元
輸
血
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

村
上
省
三
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
に
公
布
さ
れ
た
職
業
安
定
法
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
の
供
血
斡
旋
業
者
は

存
在
し
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
が
、
現
実
問
題
と
し
て
病
院
で
は
血
液
が
必
須
で
あ
り
、
供
血
者
は
以
前
と
全
く
同
様
の
供
血
組
織
を
持

ち
続
け
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）に
輸
血
に
よ
る
梅
毒
感
染
事
件
が
発
生
し
、昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）

に
はGH

Q

が
厚
生
省
と
東
京
都
に
「
血
液
銀
行
の
設
置
」
を
指
示
し
て
い
る
。
当
時
、
輸
血
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
た

の
は
、
大
学
医
学
部
・
大
学
病
院
も
同
様
で
あ
り
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
はGH

Q

が
文
部
事
務
次
官
、
厚
生
事
務
次
官
に
「
大

学
病
院
改
善
に
関
す
る
協
議
会
設
置
」
を
勧
告
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
で
、
民
間
血
液
銀
行
の
設
立
も
認
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
か
ら
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
か
け
三
種
類
の
血
液
銀
行
が
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
の
後
売
血
を
供
給
源
と
す
る

民
間
血
液
銀
行
の
増
加
は
急
速
で
、
一
時
わ
が
国
の
輸
血
の
大
部
分
は
売
血
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
の
第
一
回
日
本
血
液
銀
行
運
営
研
究
会
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
の
第
四
回
同
研
究
会
（
第
一
回
日
本
輸
血
研
究

会
総
会
）
を
経
て
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
日
本
輸
血
学
会
が
発
足
し
て
い
る
。
血
液
銀
行
を
管
理
監
督
す
る
法
律
と
し
て
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）「
採
血
及
び
供
血
あ
っ
せ
ん
業
取
締
法
」
が
施
行
さ
れ
、
後
年
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
を
契
機
に
「
血
液
法
」
が
制

定
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
の
輸
血
医
療
の
管
理
法
制
と
し
て
機
能
し
続
け
た
。
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当
時
の
事
情
通
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
に
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
頃
か
ら
日
本
製
薬
、
日
本
ブ
ラ
ッ
ド
バ
ン
ク
（
後
ミ
ド
リ
十

字
株
式
会
社
）
が
保
存
血
の
販
売
を
開
始
し
て
い
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
日
本
ブ
ラ
ッ
ド
バ
ン
ク
が
名
古
屋
支

店
を
開
設
し
、
つ
い
で
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
愛
知
輸
血
研
究
所
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
血
業
務
を
行
い
保
存
血
の
供

給
を
始
め
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
民
間
血
液
銀
行
の
血
液
が
供
給
さ
れ
る
以
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
頃
ま
で
は
給
血
者
か
ら
の
直
接
輸
血
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
名
古
屋
に
採
血
所
を
開
設
し
た
二
社
は
激
し

い
販
売
競
争
を
行
い
、
営
業
マ
ン
は
各
科
の
医
師
に
自
社
の
血
液
を
使
用
す
る
よ
う
に
宣
伝
し
、
注
文
が
あ
れ
ば
患
者
の
血
液
型
検
査
か

ら
交
差
試
験
ま
で
実
施
し
た
ら
し
い
。

血
液
が
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
大
手
術
の
数
も
増
し
て
血
液
の
使
用
量
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
が
、
一
方
で
は
、

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
頃
か
ら
民
間
血
液
銀
行
の
血
液
に
よ
る
輸
血
後
肝
炎
の
多
発
、
供
血
者
の
貧
血
問
題
な
ど
が
社
会
的
な
問

題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）、
有
名
な
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
事
件
を
契
機
と
し
て
内
閣
は
輸
血
用
血
液
を
す

べ
て
献
血
に
よ
っ
て
供
給
す
る
方
針
を
立
て
た
。
名
古
屋
の
二
社
の
民
間
血
液
銀
行
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
有
償
の
採

血
業
務
を
中
止
し
て
預
血
制
度
に
一
本
化
し
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
こ
れ
も
中
止
し
た
。
以
降
、
病
院
で
使
用
す
る
血
液

は
一
部
の
院
内
採
血
を
除
き
、
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
採
血
さ
れ
た
一
般
献
血
で
賄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
愛
知
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
は
当
時
販
売
供
給
体
制
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
病
院
へ
の
血
液
の
納
入
は
依
然
と
し
て
前
記
二
つ
の
販
売
会
社
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
業
者
に
よ
る
検
査
サ
ー
ビ
ス
は
以
前
と
同
様
に
続
け
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
な
り
よ
う
や
く
中
止
さ
れ
、

皮
肉
に
も
こ
れ
が
名
古
屋
大
学
病
院
輸
血
部
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

［
新
生
］

輸
血
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
当
時
調
査
し
た
国
立
大
学
病
院
二
三
の
う
ち
七
病
院
は
文
部
省
か
ら
予
算
措
置

さ
れ
て
お
り
、
六
病
院
は
認
可
を
さ
れ
て
い
な
い
が
院
内
措
置
と
し
て
輸
血
部
を
稼
働
さ
せ
て
い
た
。
本
学
附
属
病
院
も
輸
血
部
を
設
立
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す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
六
月
に
第
二
外
科
助
教
授
近
藤
達
平
を
委
員
長
と
す
る
輸
血
部
設
置
準
備
委
員

会
が
発
足
し
、
同
年
十
一
月
一
日
の
発
足
を
目
標
と
し
て
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
短
い
準
備
期
間
の
た
め
委
員
長
の
近
藤
、
検
査
部
副
部

長
牛
島
宥
、
第
一
内
科
講
師
山
田
一
正
、
手
術
部
副
部
長
鈴
木
朝
勝
、
看
護
部
、
事
務
部
の
委
員
は
、
ほ
ほ
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
会
合
を

聞
い
て
準
備
に
当
た
っ
た
と
い
う
。
場
所
は
中
央
検
査
部
の
一
部
提
供
を
受
け
、
必
要
設
備
、
器
具
の
準
備
に
つ
い
て
は
検
査
部
講
師
浅

井
紀
一
を
初
め
と
す
る
検
査
部
の
協
力
を
得
た
。
か
く
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
一
月
一
日
よ
り
院
内
措
置
と
し
て
の
輸

血
部
が
発
足
し
、
部
長
は
近
藤
が
、
副
部
長
に
は
浅
井
が
就
任
し
、
輸
血
業
務
の
運
営
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
、
輸
血
部
の
正
式
認
可
に

向
け
て
力
を
そ
そ
い
だ
。
一
方
、
検
査
、
実
務
に
つ
い
て
は
、
輸
血
検
査
か
ら
血
液
の
品
質
・
在
庫
管
理
、
血
液
製
剤
の
確
保
、
配
送
な

ど
、
こ
れ
ま
で
病
院
内
の
ど
の
部
門
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
作
業
で
あ
り
、
現
場
の
労
苦
は
並
大
抵
で
は
な
く
、
当
初
は
赤
血
球
血
液

型
判
定
、
交
差
適
合
試
験
の
み
し
か
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
四
月
、
文
部
省
か
ら
正
式
認
可
と
な
り
、
専
任
副
部
長
と
し
て
第
二
外
科
よ
り
講
師
亀
井
秀
夫
が
就
任

し
、
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
は
検
査
技
師
は
三
人
と
な
っ
て
、
抗
体
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
同
定
も
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
代
は
成
分
輸
血
の
時
代
と
い
わ
れ
、
血
小
板
や
新
鮮
凍
結
血
捜
ほ
か
多
種
類
の
血
液
分
画
製
剤
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
頃
か
ら
第
一
内
科
が
導
入
し
て
顆か

粒り
ゅ
う

球き
ゅ
う

採
取
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
が
、
輸
血
部
に
は
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
にH

em
onetics�PEX

を
、
次
い
で
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
はFenw

al�CS-3000

を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
成
分
採
血
室
を
開
設
し
た
。
供
血
者
の
事
前
検
査
に
つ
い
て
も
検
査
部
に
依
頼
し
て
肝
機

能
検
査
、
耳
血
検
査
、H

Bs

抗
原
検
査
を
開
始
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
は
整
形
外
科
が
購
入
し
た
膜
型
血
漿
交
換
装

置
を
輸
血
部
に
移
管
し
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
はCell�Saver
を
導
入
し
、
大
血
管
手
術
や
心
臓
手
術
時
の
術
野
か
ら
の

出
血
を
回
収
洗
浄
す
る
回
収
式
自
己
血
輸
血
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

輸
血
部
副
部
長
広
瀬
の
急
逝
に
伴
い
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
第
一
内
科
か
ら
高
松
純
樹
が
副
部
長
に
就
任
、
そ
の
後
文
部
科
学
省



401

は
本
院
に
対
し
て
輸
血
部
教
授
の
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
初
代
教
授
と
し
て
高
松
純
樹
が
就
任
し
た
。

当
時
国
立
大
学
病
院
で
、
輸
血
部
が
当
直
制
を
し
い
て
い
る
所
は
例
外
的
に
少
数
で
あ
り
、
一
方
、
輸
血
部
は
、
本
来
、
二
四
時
間
機

能
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
対
策
が
急
務
で
あ
っ
た
。
一
方
、
臨
床
医
も
輸
血
手
技
は
医
療
の
基
本
的
技
術
で
あ
る
の
で
、
緊

急
時
に
は
自
信
を
持
っ
て
対
処
で
き
る
だ
け
の
知
識
と
経
験
を
積
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
高
度
に
専
門
化
す
る
中
で
、
そ
の
技
術
も

怪
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
高
松
は
検
査
部
長
も
兼
務
し
、
協
議
の
結
果
、
現
在
で
は
国
立
大
学
病
院
の
多
く
が
採
用
し
て
い
る
検
査

部
技
師
と
の
合
同
当
直
体
制
が
確
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
医
師
に
よ
る
血
液
型
オ
モ
テ
検
査
は
廃
止
さ

れ
、
す
べ
て
輸
血
部
・
検
査
部
技
師
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
爾
来
、
輸
血
検
査
は
用
手
法
に
よ
る
検
査
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
正
し
い

凝
集
反
応
の
手
順
、
そ
の
判
定
に
は
熟
練
を
要
す
る
が
、
近
年
輸
血
部
門
で
も
装
置
の
自
動
化
が
進
み
、
こ
う
し
た
こ
と
も
輸
血
部
門
以

外
の
検
査
部
技
師
に
よ
る
当
直
体
制
を
後
押
し
し
た
。

一
方
、m

ajor�m
ism

atch

に
よ
る
輸
血
事
故
は
全
国
で
相
変
わ
ら
ず
多
発
し
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
の
輸
血
学
会
（
現
日
本

輸
血
・
細
胞
治
療
学
会
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
五
年
間
に
一
六
〇
件
超
の
輸
血
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
医
療
情
勢
で
報
告
さ
れ

な
い
事
故
も
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
毎
月
一
例
以
上
は
日
本
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
高
松
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

日
本
輸
血
・
細
胞
治
療
学
会
理
事
長
に
就
任
、
率
先
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、
後
に
名
古
屋
モ
デ
ル
と
も
呼
ば
れ
る
、
タ
イ
プ
ア
ン

ド
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
交
差
適
合
試
験
の
省
略
に
よ
る
精
度
の
向
上
、
払
い
出
し
の
迅
速
化
、
医
師
と
看
護
師
に
よ
る
部
署
で
の
読
み
合

わ
せ
、
そ
し
て
電
子
カ
ル
テ
導
入
後
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
と
製
剤
バ
ー
コ
ー
ド
の
照
合
と
、
現
在
厚
生
労

働
省
の
「
輸
血
療
法
の
実
施
に
関
す
る
指
針
」
に
盛
り
込
ま
れ
、
日
本
中
の
標
準
と
な
っ
て
い
る
輸
血
安
全
対
策
は
当
院
で
初
期
に
実
践

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

近
年
心
臓
血
管
、
臓
器
移
植
領
域
を
中
心
に
大
量
輸
血
を
伴
う
長
時
間
手
術
が
増
加
し
、
希
釈
性
凝
固
障
害
に
よ
る
大
量
出
血
事
例
が

問
題
と
な
っ
て
き
た
。
第
一
内
科
か
ら
異
動
し
た
講
師
山
本
晃
士
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
希
釈
性
凝
固
障
害
が
大
量
輸
血
を
助
長
す
る
こ

と
を
見
い
だ
し
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投
与
に
よ
る
二
次
止
血
機
能
の
回
復
を
図
っ
て
多
く
の
手
術
症
例
の
安
定
化
に
貢
献
し
た
。
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本
剤
は
ま
だ
臨
床
的
適
応
の
拡
大
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
欧
米
で
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
る
先
制
的
な
凝
固
因
子
補
充
療
法
の
道
を
開
く

こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
高
松
が
愛
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
異
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
第
二
代
教
授
と
し
て
血
液
内
科

か
ら
松
下
正
が
就
任
し
た
。
松
下
は
凝
固
線
溶
疾
患
、
血
友
病
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
血
液
内
科
か
ら
鈴
木
伸
明
、
兼
松
毅
、
岸

本
磨
由
子
、
小
川
実
加
、
岡
本
修
一
と
い
っ
た
若
手
と
と
も
に
、von�W

illebrand

病
、
血
友
病
の
分
子
病
態
研
究
で
業
績
を
あ
げ
て

い
る
。
な
お
松
下
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）、
日
本
血
栓
止
血
学
会
理
事
長
に
就
任
し
た
。

一
方
松
下
は
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
よ
り
、
全
国
大
学
病
院
輸
血
部
会
議
の
事
務
局
、
副
幹
事
、
代
表
幹
事
を
務
め
、
大
学
病

院
輸
血
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
専
任
教
官
一
人
、
検
査
技
師
二
人
、
看
護
師
一

人
な
ど
の
不
十
分
な
陣
容
な
が
ら
も
毎
年
一
校
な
い
し
二
校
の
新
規
の
国
立
大
学
病
院
輸
血
部
の
設
置
が
行
な
わ
れ
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
全
て
の
国
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
へ
の
輸
血
部
設
置
が
一
応
完
了
し
た
。
一
方
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
四

月
六
日
付
け
の
医
事
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
、
前
身
の
全
国
国
立
大
学
病
院
輸
血
部
会
議
議
長
野
田
金
次
郎
（
信
州
大
学
教
授
）
に
よ
る
『
時

論
：
大
学
病
院
輸
血
部
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
見
る
と
、「
こ
の
ス
タ
ッ
フ
は
輸
血
部
に
お
け
る
業
務
・
研
究
の
ほ
か
に
、
医
師
・
技
術
者

の
卒
前
・
卒
後
の
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欧
米
に
お
い
て
は
輸
血
学
の
教
授
は
各
大
学
に
ほ
と
ん
ど
い
る

が
、
本
邦
で
は
こ
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
輸
血
に
関
す
る
知
識
が
一
般
医
師
に
平
均
的
に
乏
し
い
こ
と
の
重
要
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
仕
事
上
の
問
題
か
ら
兼
任
者
は
置
か
ず
、
す
べ
て
専
任
と
し
て
責
任
態
勢
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
ま
さ
に
当
時
の
状

況
を
改
革
す
る
た
め
に
提
言
し
て
い
る
。
最
後
に
、「
輸
血
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
専
任
研
究
者
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
多
く
の
問

題
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、
現
時
点
で
の
編
成
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
る
と
、
将
来
、
輸
血
部
は
中
央
診
療
施
設
の
一

部
門
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
麻
酔
学
と
同
様
一
つ
の
講
座
へ
の
発
展
を
そ
の
性
格
の
な
か
に
内
蔵
し
て
い
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。」

と
ま
と
め
て
い
る
。
三
十
数
年
前
の
文
章
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
今
日
ま
で
続
く
現
状
の
的
確
な
分
析
が
な
さ
れ
、
大
学
病
院
輸
血
部
の

あ
り
方
の
基
本
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
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一
方
近
年
、
厚
生
労
働
省
、
後A

M
ED

の
松
下
班
を
六
年
二
期
運
営
し
、「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
血
液
製
剤
の
使
用
指
針
」
と

い
う
取
り
組
み
の
も
と
、
科
学
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
手
法
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
統
合
と
評
価
な
ど
を
行
っ
て
、
厚
生
労
働
省
の

「
血
液
製
剤
使
用
指
針
」
の
大
改
訂
を
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
行
っ
た
。
松
下
班
の
後
半
の
取
り
組
み
は
、
先
代
教
授
の
高
松

が
深
く
関
わ
っ
た
「
輸
血
療
法
の
実
施
指
針
」
の
改
訂
作
業
で
あ
り
、
令
和
二
年
三
月
に
同
指
針
が
大
改
訂
さ
れ
発
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
現
在
最
終
的
な
作
業
が
進
ん
で
い
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
松
下
は
、
か
つ
て
先
代
高
松
も
務
め
た
、
日
本
輸
血
・
細
胞
治
療
学
会
理
事
長
に
就
任
、
今
後
同
学
会
は
日

本
の
輸
血
医
療
の
国
際
的
な
飛
躍
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
わ
が
国
の
輸
血
医
療
の
発
展
に
さ
ら
に
寄
与
で
き
る
体
制
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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附
属
病
院
・
病
理
部

附
属
病
院
・
病
理
部
は
、
医
学
部
病
理
学
教
室
よ
り
独
立
し
て
設
立
さ
れ
た
剖
検
セ
ン
タ
ー
を
前
身
と
し
て
、
昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）

四
月
に
文
部
省
か
ら
認
可
さ
れ
た
。
病
理
部
設
立
当
初
の
経
緯
は
『
百
拾
五
年
史
』
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
割
愛
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

設
立
の
過
程
よ
り
、
病
理
部
は
も
っ
ぱ
ら
病
理
解
剖
を
主
と
し
て
行
う
部
門
で
あ
っ
た
。『
百
拾
五
年
史
』
以
降
、
病
理
部
長
に
は
浅
井

淳
平
、
松
山
睦
司
、
髙
橋
雅
英
、
森
尚
義
、
中
島
伸
夫
、
伊
藤
雅
文
ら
が
就
任
し
た
が
、
多
く
は
医
学
部
病
理
学
講
座
、
医
学
部
臨
床
検

査
医
学
講
座
、
附
属
病
院
検
査
部
病
理
部
門
と
の
併
任
で
、
病
理
部
は
、
医
学
部
お
よ
び
病
院
の
垣
根
な
く
運
営
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
手
術
や
生
検
で
採
取
さ
れ
る
検
体
を
診
断
す
る
、
い
わ
ゆ
る
外
科
病
理
診
断
業
務
は
、
附
属
病
院
検
査
部
病
理
部
門
に
お
い

て
行
わ
れ
て
い
た
。
大
学
病
院
に
お
け
る
外
科
病
理
診
断
は
、
従
来
医
学
部
病
理
学
講
座
で
行
わ
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
に
そ
の
体
制
を
有

す
る
大
学
病
院
も
多
い
中
、
名
古
屋
大
学
で
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
、
牛
島
宥
を
病
理
部
門
の
中
心
と
し
て
い
ち
早
く
中
央

臨
床
検
査
室
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
病
理
部
門
に
お
い
て
臨
床
に
直
結
し
た
病
理
診
断
（
外
科
病
理
）
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
に
な
る
と
臨
床
検
査
医
学
講
座
が
設
立
さ
れ
、
検
査
部
病
理
部
門
長
の
竹
内
純
が
教
授
を
併
任
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
二
月
一
日
に
は
中
島
伸
夫
が
臨
床
検
査
医
学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
画
像
診

断
等
の
進
歩
に
伴
い
、
病
理
解
剖
業
務
が
減
少
す
る
一
方
、
外
科
病
理
業
務
の
重
要
性
は
増
加
し
続
け
、
外
科
病
理
診
断
に
従
事
す
る
医

師
の
不
足
、
標
本
を
作
製
す
る
技
師
の
不
足
は
深
刻
を
極
め
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
一
日
に
臨
床
検
査

医
学
講
座
教
授
に
中
村
栄
男
が
就
任
し
、
同
時
に
病
理
部
長
を
併
任
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
別
に
運
営
さ
れ
て
い
た
検
査
部
病

理
部
門
と
病
理
部
が
一
体
化
し
、
医
師
と
技
師
の
不
足
解
消
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
病
理
部
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
よ
り
特
殊

診
療
棟
一
階
に
居
を
構
え
て
い
た
が
、
附
属
病
院
建
て
替
え
に
伴
い
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
一
日

に
新
し
い
中
央
診
療
棟
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
三
階
に
、
今
ま
で
の
検
査
部
病
理
部
門
の
業
務
お
よ
び
病
理
解
剖
が
行
わ
れ
る
エ
リ
ア
が
設

け
ら
れ
、
新
生
病
理
部
と
し
て
新
し
い
業
務
体
制
を
確
立
し
た
。
中
央
診
療
棟
の
完
成
と
移
転
に
よ
っ
て
、
外
科
病
理
診
断
業
務
と
病
理
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解
剖
業
務
が
物
理
的
に
も
一
体
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

病
理
解
剖
数
の
近
年
の
著
減
傾
向
と
外
科
病
理
診
断
の
益
々
の
重
要
性
の
増
加
に
よ
り
、
現
在
の
病
理
部
で
は
外
科
病
理
診
断
が
日
々

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
附
属
病
院
病
理
部
は
病
院
直
結
の
部
門
で
あ
り
、臨
床
に
直
結
し
た
業
務
を
迅
速
に
行
っ

て
い
る
。
病
院
業
務
に
お
け
る
外
科
病
理
診
断
の
重
要
性
は
広
く
認
知
さ
れ
る
に
至
り
、教
官
数
も
増
加
し
、平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九
）

一
月
一
日
に
は
、
下
山
芳
江
が
診
療
教
授
を
兼
務
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
病
理
解
剖
の
役
割
は
、
画
像
診
断
等
の
進
歩
に

伴
い
、
病
気
の
診
断
よ
り
む
し
ろ
医
療
安
全
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
病
理
解
剖
は
そ
の
患
者
様
の
病
気
に
直
面
す

る
最
後
の
機
会
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

外
科
病
理
診
断
業
務
は
、
急
速
な
勢
い
で
進
歩
し
て
お
り
、
免
疫
染
色
は
診
断
業
務
に
必
須
の
検
査
に
な
っ
て
お
り
、FISH

検
査
、

PCR

検
査
等
遺
伝
子
診
断
の
併
用
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
分
子
標
的
薬
に
よ
る
治
療
の
増
加
は
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断
業
務

の
増
加
に
直
結
し
て
い
る
。
病
変
そ
の
も
の
を
採
取
す
る
病
理
診
断
に
お
い
て
、
そ
の
標
本
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
病

理
標
本
は
パ
ラ
フ
ィ
ン
で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
常
温
保
存
可
能
で
あ
る
。
病
院
で
作
成
さ
れ
た
パ
ラ
フ
ィ
ン
ブ
ロ
ッ
ク

は
現
在
中
央
診
療
棟
Ｂ
一
階
の
標
本
保
管
庫
に
、
半
永
久
的
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
治
療
法
が
確
立
さ
れ
る
た
び
、
個
々
の
腫
瘍

が
そ
の
治
療
に
値
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
が
必
要
と
な
る
時
代
で
、
過
去
に
摘
出
さ
れ
た
腫
瘍
を
再
び
標
本
化
す
る
作
業
も
急
激
に
増
加

し
て
い
る
。
地
下
の
標
本
保
管
庫
が
ほ
ぼ
満
杯
の
状
態
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
病
理
標
本
の
管
理
と
保
管
が
現
在
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
新
し
い
手
術
室
の
開
設
に
と
も
な
い
、
今
後
も
標
本
数
は
ま
す
ま
す
増
え
る
見
通
し
で
、
今
後
の
対
応
が
待
た
れ
る
が
、
病
理
診

断
お
よ
び
病
理
標
本
の
将
来
ま
で
の
有
効
活
用
を
期
待
し
て
、
百
五
十
年
史
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
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附
属
病
院
・
外
科
系
集
中
治
療
部

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
中
央
診
療
棟
完
成
に
伴
い
、
旧
手
術
室
四
階
部
分
を
集
中
治
療
部
と
し
て
使
用
す
る
計
画
が
あ
っ
た

が
未
整
備
の
状
態
が
続
き
、
集
中
治
療
部
設
置
が
病
院
及
び
麻
酔
科
の
念
願
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
八
月
、
麻
酔
科
第

二
代
教
授
島
田
康
弘
が
大
阪
大
学
か
ら
着
任
し
、
集
中
治
療
部
設
置
準
備
が
進
ん
だ
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
に
手
術
部
内

に
リ
カ
バ
リ
ー
ル
ー
ム
を
開
設
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
に
院
内
措
置
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
四
月
に
は
正
式
に
集
中
治
療
部
が
稼
働
開
始
し
た
。
初
代
部
長
は
麻
酔
科
教
授
の
島
田
康
弘
で
あ
り
、
こ
こ
に
麻
酔
科
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
集
中
治
療
部
が
誕
生
し
た
。

昭
和
六
十
四
年
（
一
九
八
九
）
に
武
澤
純
が
集
中
治
療
部
副
部
長
と
し
て
大
阪
大
学
か
ら
着
任
し
、
麻
酔
科
と
全
病
院
の
協
力
に
よ
り

八
床
の
集
中
治
療
部
を
稼
働
・
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
四
月
、
救
急
集
中
治
療
医
学
講
座
が
開
講
し
、
武
澤
が

初
代
教
授
に
就
任
し
、
第
二
代
集
中
治
療
部
長
と
な
っ
た
。
麻
酔
科
は
そ
の
後
医
局
員
の
出
向
と
い
う
形
で
集
中
治
療
部
の
運
営
に
関

わ
っ
た
が
、
麻
酔
科
定
員
の
増
加
無
し
に
増
え
続
け
る
手
術
に
対
応
す
る
た
め
、
出
向
が
途
絶
え
、
麻
酔
科
の
集
中
治
療
部
へ
の
関
与
は

一
旦
中
断
し
た
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
七
月
、
麻
酔
科
第
三
代
教
授
に
西
脇
公
俊
が
就
任
し
た
。
当
時
、
手
術
の
高
度
化
、
重
症
患
者
に
対
す
る

手
術
適
応
の
拡
大
が
進
み
、
手
術
を
安
全
に
行
う
た
め
に
集
中
治
療
領
域
の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
八
床
だ
っ
た
集
中
治
療
部
は

一
六
床
ま
で
順
次
拡
大
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
集
中
治
療
部
の
病
床
数
の
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
西
脇
は
、
周
術
期
の
一
貫
し

た
全
身
管
理
と
優
れ
た
麻
酔
科
医
の
育
成
の
た
め
に
、
麻
酔
科
医
が
周
術
期
集
中
治
療
を
担
う
べ
き
と
考
え
、
病
院
も
そ
の
方
針
を
採
用

し
、
集
中
治
療
部
を
外
科
系
と
救
急
・
内
科
系
の
二
つ
に
分
離
増
床
し
、
外
科
系
集
中
治
療
部
は
麻
酔
科
が
担
う
方
針
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
、
名
大
麻
酔
科
同
門
の
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
教
授
貝
沼
関
志
が
麻
酔
科
准

教
授
に
着
任
し
、
集
中
治
療
部
で
の
診
療
を
開
始
し
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
、
西
脇
が
集
中
治
療
部
長
に
就
任
し
、
平
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成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
六
月
に
は
一
〇
床
の
救
急
内
科
系
集
中
治
療
部
が
分
離
新
設
さ
れ
、
一
六
床
の
集
中
治
療
部
は
外
科
系
集
中

治
療
部
と
な
り
、
麻
酔
科
が
主
体
と
な
っ
て
管
理
運
営
す
る
外
科
系
集
中
治
療
部
が
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
七
月
に
貝
沼
が
外
科
系
集
中
治
療
部
長
・
病
院
教
授
に
就
任
し
、
外
科
系
重
症
患
者
の
一
貫
し
た
周
術
期
管
理
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
麻
酔
科
に
よ
る
外
科
系
集
中
治
療
の
礎
を
築
き
、
多
く
の
集
中
治
療
専
門
医
を
育
て
、
貝
沼
は
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
三
月
に
定
年
に
よ
り
退
任
と
な
っ
た
。

一
六
床
ま
で
増
加
し
た
外
科
系
集
中
治
療
部
で
あ
っ
た
が
、
急
速
な
手
術
数
増
加
に
対
し
、
既
に
不
足
し
た
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
手

術
の
集
約
化
が
進
む
状
況
で
、
手
術
室
も
部
屋
数
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
棟
建
設
に
よ
り
、
手
術
室
増
加
と
三
〇
床
の
外
科
系

集
中
治
療
部
新
設
が
計
画
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
中
央
診
療
棟
Ｂ
棟
が
竣
工
し
、
四
階
に
新
し
い
外
科
系
集
中
治
療
部
が
移
動
し
た
。
最
大
三
〇
床
の
病

床
と
、
複
数
の
大
型
医
療
機
器
に
も
対
応
で
き
る
構
造
を
持
ち
、
国
際
化
に
伴
っ
て
増
加
が
危
惧
さ
れ
る
輸
入
感
染
症
や
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
陰
陽
圧
対
応
個
室
も
二
床
備
え
て
い
る
。
六
階
の
更
衣
室
・
休
憩
室
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
か
ら
、

五
階
の
新
手
術
室
、
四
階
の
外
科
系
集
中
治
療
室
が
専
用
の
大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
接
続
さ
れ
、
広
大
な
床
面
積
を
持
つ
一
つ
の
周
術
期

管
理
ユ
ニ
ッ
ト
が
完
成
し
た
。
薬
剤
部
・
輸
血
部
・
検
査
部
と
外
科
系
集
中
治
療
部
と
の
間
の
物
品
搬
送
を
担
う
自
走
式
ロ
ボ
ッ
ト
も
活

躍
し
て
い
る
。
同
年
六
月
に
は
二
二
床
ま
で
稼
働
病
床
を
増
や
し
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
現
在
、
外
科
系
集
中
治
療
部
長
西
脇
、

副
部
長
鈴
木
章
悟
体
制
の
下
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
体
制
整
備
を
進
め
て
お
り
、
手
術
件
数
増
加
に
合
わ
せ
た
稼
働
病
床
増
加
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部

集
中
治
療
部
は
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
十
月
一
日
に
四
床
で
仮
稼
働
を
開
始
し
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
一
日
よ

り
八
床
で
本
稼
働
を
開
始
し
た
。
初
代
部
長
に
は
麻
酔
科
教
授
島
田
康
弘
が
就
任
し
た
。
同
年
五
月
一
日
に
は
武
澤
純
が
講
師
と
し
て
就

任
し
、
集
中
治
療
室
に
お
け
る
専
従
医
と
し
て
患
者
管
理
を
行
う
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
九
月
に
武
澤
が
集
中
治
療
部
部
長
代
理
と
な
る
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
八
月
一
日
に
武
澤
は
救
急
医
学

講
座
教
授
に
就
任
し
、
集
中
治
療
部
部
長
を
兼
任
し
た
。

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
二
月
、
新
中
央
診
療
棟
が
落
成
し
、
集
中
治
療
部
は
新
中
央
診
療
棟
六
階
に
一
○
床
の
病
棟
と
し
て
設

置
さ
れ
た
。
同
月
二
十
六
日
に
移
転
し
、
仮
稼
働
を
経
て
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
十
五
日
よ
り
本
稼
働
を
開
始
し
た
。
当
初
は

看
護
師
人
員
の
関
係
に
よ
り
八
床
で
の
運
用
と
な
っ
た
。

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
十
月
一
日
か
ら
は
一
〇
床
で
の
稼
働
を
開
始
し
た
が
、
入
室
患
者
の
増
加
・
重
症
化
に
よ
り
病
床
運
用
が

ひ
っ
迫
す
る
状
態
が
続
い
た
。
そ
の
た
め
隣
接
し
て
い
た
旧
透
析
室
を
改
装
し
て
集
中
治
療
部
が
拡
張
さ
れ
、平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
）

二
月
に
一
六
床
に
増
床
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
二
月
一
日
に
、
松
田
直
之
が
救
急
・
集
中
治
療
医
学
分
野
教
授
に
着
任
し
、
集
中
治
療
部
部
長
を
兼
任

し
た
。
同
四
月
一
日
よ
り
集
中
治
療
部
は
外
科
系
集
中
治
療
部
と
救
急
・
内
科
系
集
中
治
療
部
（Em

ergency�&
�M

edical�ICU
:�

EM
ICU

）
に
分
離
さ
れ
、
外
科
系
集
中
治
療
部
長
を
麻
酔
・
蘇
生
医
学
分
野
教
授
の
西
脇
公
俊
が
、EM

ICU

部
長
を
松
田
が
兼
任
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

EM
ICU

は
、
一
〇
床
を
有
す
る
内
科
系
重
症
管
理
部
門
と
し
て
中
央
診
療
棟
に
新
規
造
設
さ
れ
、
仮
稼
働
を
経
て
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
五
月
一
日
よ
り
本
稼
働
と
な
っ
た
。
院
内
内
科
系
急
変
、
小
児
重
症
、
救
急
外
来
経
由
の
重
症
者
を
治
療
す
る
部
門
と
し
て
、

年
間
約
五
五
〇
例
を
担
当
し
た
。
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平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
四
日
よ
り
、EM

ICU

部
長
を
麻
酔
・
蘇
生
学
分
野
教
授
西
脇
公
俊
が
兼
任
し
、
平
成
三
十
一
年

（
二
〇
一
九
）
四
月
一
日
よ
り
病
院
講
師
沼
口
敦
が
就
任
し
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
六
月
一
日
か
ら
、EM

ICU

は
中
央
診
療
棟

Ａ
棟
へ
再
移
転
し
た
。
一
〇
床
か
ら
な
る
集
中
治
療
部
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
初
は
看
護
師
人
員
の
関
係
か
ら
八
床
で
の

運
用
と
な
っ
た
。
ま
た
、
旧
集
中
治
療
部
の
拡
張
部
分
（
六
床
相
当
）
を
、
八
床
の
一
般
高
度
治
療
室
（GH

CU

）
と
し
て
新
た
に
併
設

し
た
。GH

CU
室
長
は
沼
口
が
兼
任
し
て
い
る
。
救
急
外
来
、
救
急
科
、
お
よ
び
救
急
・
集
中
治
療
医
学
講
座
と
も
有
機
的
に
連
携
す

る
管
理
部
門
と
し
て
運
用
さ
れ
、
院
内
内
科
系
急
変
、
小
児
重
症
、
救
急
外
来
経
由
の
重
症
者
の
診
療
を
担
当
し
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
血
液
浄
化
部

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
本
院
に
お
け
る
血
液
浄
化
の
始
ま
り
は
、
透
析
療
法
が
保
険
収
載
さ
れ
た
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

頃
で
あ
り
、
旧
第
三
内
科
講
座
の
病
棟
の
一
隅
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
フ
リ
ー
ザ
ー
の
タ
ン
ク
式
の
供
給
装
置
と
キ
ー
ル
式
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー

二
基
が
用
意
さ
れ
た
。
旧
第
三
内
科
の
腎
臓
研
究
室
の
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
っ
た
大
倉
誉
暢
を
中
心
と
し
て
医
師
の
み
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以

前
は
必
ず
輸
血
を
必
要
と
す
る
コ
イ
ル
式
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
キ
ー
ル
式
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
に
は
特
有
の
難
点
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
現

在
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ル
で
な
く
、
毎
回
水
浸
し
に
な
り
な
が
ら
透
析
膜
の
張
替
え
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
組
立
後
の
加
圧
試

験
が
不
良
で
あ
れ
ば
や
り
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
代
物
で
あ
っ
た
。
分
院
内
科
に
お
い
て
も
腎
不
全
で
亡
く
な
ら
れ
た
篤
志
に
よ

り
装
置
を
用
意
し
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
透
析
療
法
が
開
始
さ
れ
た
。
旧
第
三
内
科
講
座
山
田
内
科
出
身
の
小
林
快
三
や
柴
田

昌
雄
が
中
心
と
な
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
救
命
不
可
能
で
あ
っ
た
生
命
が
透
析
に
よ
り
社
会
復
帰
可
能
と
な
る
効
果
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
社
会
保
険
中
京
病
院
、
名
古
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
現
新
生
会
第
一
病
院
）、
増
子
記
念
病
院
な
ど
、
公
立
、
民
間
を
問

わ
ず
、
名
大
本
院
旧
第
三
内
科
、
分
院
内
科
の
技
術
的
支
援
の
下
、
透
析
治
療
が
導
入
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
末

期
腎
不
全
が
内
部
身
体
障
害
者
に
認
定
さ
れ
、
透
析
療
法
が
更
生
医
療
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
健
康
保
険
を
有
し
て
い
て
も
、

経
済
的
な
理
由
で
透
析
療
法
を
受
け
ら
れ
ず
に
生
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
な
く
な
る
と
急
激
に
透
析
患

者
数
は
増
加
し
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
多
く
の
民
間
透
析
施
設
が
開
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
血
液
浄
化
の
歴
史
が
医
療
技
術
の

革
新
と
国
の
保
険
医
療
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
、
今
も
昔
も
同
じ
で
あ
る
。

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
八
月
、
旧
西
病
棟
地
下
一
階
の
一
室
に
附
属
病
院
人
工
透
析
室
を
集
約
し
、
六
病
床
を
用
い
て
血
液
浄
化
療

法
を
施
行
し
た
。
旧
第
三
内
科
講
座
腎
臓
研
究
室
の
渡
辺
有
三
や
松
尾
清
一
が
中
心
と
な
り
、
治
療
に
あ
た
っ
た
。
腎
臓
研
究
室
へ
の
新

入
局
医
局
員
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、
公
的
関
連
病
院
に
次
々
と
透
析
室
が
開
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
公
的
病
院
透
析
施

設
は
地
域
の
中
核
と
し
て
透
析
医
療
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
透
析
関
連
機
器
に
格
段
の
進
歩
を
認
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め
、
人
工
透
析
室
に
看
護
師
や
臨
床
工
学
技
士
が
配
置
さ
れ
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
一
体
と
な
っ
て
透
析
治
療
を
行
う
現
在
の
ス
タ
イ
ル
の

原
型
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
月
に
は
大
学
院
重
点
化
の
波
と
共
に
臓
器
別
再
編
が
行
わ
れ
、
旧
第
三
内
科
腎
臓
研
究
室
も
松
尾
を
初

代
教
授
と
す
る
免
疫
応
答
内
科
学
講
座
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
、
腎
臓
内
科
学
へ
名
称
変
更
）
が
誕
生
し
た
。
人
工
透
析
室

は
引
き
続
き
腎
臓
内
科
学
講
座
か
ら
医
師
が
派
遣
さ
れ
治
療
を
担
当
し
た
。
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
九
月
、
集
中
治
療
室
拡
張
工
事

の
開
始
に
伴
い
、
人
工
透
析
室
は
移
転
し
、
一
〇
病
床
に
て
運
営
さ
れ
た
。
外
科
系
や
救
急
医
療
領
域
に
お
け
る
医
療
技
術
革
新
に
伴
い
、

患
者
数
は
増
加
し
、
重
症
度
も
増
し
た
た
め
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
五
月
に
は
看
護
部
や
臨
床
工
学
技
術
部
の
協
力
を
得
て
、

さ
ら
な
る
透
析
療
法
の
稼
働
を
目
的
と
し
て
、
透
析
シ
フ
ト
を
拡
充
し
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
よ
り
人
工
透
析
室
よ
り

附
属
病
院
血
液
浄
化
部
へ
と
名
称
変
更
・
組
織
改
編
さ
れ
、
腎
臓
内
科
学
の
坪
井
直
毅
が
血
液
浄
化
部
長
兼
職
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
は
、
手
術
部
門
、
外
科
系
集
中
治
療
部
の
機
能
拡
充
に
伴
い
、
血
液
浄
化
部
は
腎
臓
内
科
か
ら
の
兼

任
医
師
の
ほ
か
、
専
任
教
官
が
配
置
さ
れ
、
透
析
病
床
は
一
三
病
床
へ
と
拡
充
さ
れ
た
。
現
在
、
血
液
浄
化
部
は
腎
臓
内
科
の
小
杉
智
規

を
部
長
と
し
て
、
腎
臓
内
科
教
授
丸
山
彰
一
及
び
腎
臓
内
科
医
師
の
協
力
の
元
に
専
任
教
官
一
人
、
臨
床
工
学
技
師
九
人
（
専
任
三
人
、

兼
任
六
人
）、
専
任
看
護
師
七
人
の
陣
容
で
年
間
血
液
浄
化
部
利
用
患
者
約
二
，
五
〇
〇
人
余
の
治
療
を
担
う
。
現
在
、
保
険
収
載
さ
れ

て
い
る
全
て
の
血
液
浄
化
療
法
（
血
液
透
析
併
用
療
法
、
吸
着
療
法
、
血け
っ

漿し
ょ
う

交
換
な
ど
）
の
施
行
が
可
能
で
あ
る
。



412

附
属
病
院
・
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
分
娩
部
に
助
手
一
人
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
十
月
十
三
日
の
病
院
部
長
会
に
て
小
児
科
長
鈴
木
栄
、
産
婦
人
科
講
師
中
西
勉
な
ど
定
員
四
人
の
分

娩
部
の
発
足
が
決
定
し
、
初
代
の
分
娩
部
長
は
小
児
科
長
鈴
木
（
兼
任
）、
副
部
長
は
産
婦
人
科
の
助
手
浅
井
保
正
が
就
い
た
。
昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
産
婦
人
科
長
友
田
豊
が
分
娩
部
長
（
兼
任
）、
助
手
有
井
吉
太
郎
が
副
部
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
五
十
四
年

（
一
九
七
九
）
に
副
部
長
は
講
師
今
井
信
昭
に
交
代
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
副
部
長
に
は
医
員
原
孝
子
（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
））、

助
手
石
塚
隆
夫
（
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
））、
助
手
春
日
井
正
秀
（
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
））、
助
手
真
野
寿
雄
（
平
成
三
年

（
一
九
九
一
））
が
就
任
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
分
娩
部
運
営
協
議
会
で
は
、
旧
西
病
棟
の
西
側
に
建
設
予
定
の
特

殊
診
療
棟
四
階
に
分
娩
部
を
拡
充
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
産
婦
人
科
の
委
員
鈴
木
正
利
を
中
心
に
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
六

年
（
一
九
八
一
）
に
は
助
手
柵
木
充
明
が
副
部
長
に
就
任
し
た
。
同
年
十
月
に
特
殊
診
療
棟
が
竣
工
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

四
月
か
ら
新
分
娩
部
で
業
務
が
開
始
さ
れ
た
。
学
長
石
塚
直
隆
、
医
学
部
長
加
藤
延
夫
、
病
院
長
祖
父
江
逸
郎
の
尽
力
に
よ
り
、
空
調
設

備
の
設
置
、
最
新
式
の
集
中
分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
最
高
水
準
の
分
娩
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

昭
和
六
〇
年
代
に
な
る
と
分
娩
数
は
減
少
傾
向
と
な
る
一
方
で
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
・
分
娩
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
り
周
産
期
医
療

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
社
会
状
況
を
受
け
て
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
に
分
娩
部
、
分
院
産
婦
人
科
、
分
院
小
児
科

が
統
廃
合
さ
れ
て
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改
組
さ
れ
た
。
初
代
の
部
長
に
は
産
婦
人
科
長
友
田
（
兼
任
）、
副
部
長
に
助
教
授
菅
沼

信
彦
、
教
員
と
し
て
助
手
安
藤
寿
夫
、
助
手
板
倉
敦
夫
、
助
手
石
原
豊
、
助
手
梶
田
光
春
の
合
計
六
人
体
制
で
あ
っ
た
。
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）
四
月
に
小
児
科
長
渡
邊
一
功
が
部
長
（
兼
任
）
に
就
任
し
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
四
月
に
は
、
新
生
児
担
当
医
師
と

し
て
小
児
科
新
生
児
研
究
室
か
ら
講
師
三
村
俊
二
、
助
手
大
城
誠
の
二
人
が
配
属
さ
れ
て
周
産
期
医
療
の
基
盤
が
整
っ
た
。
周
産
母
子
セ

ン
タ
ー
部
長
は
産
婦
人
科
長
と
小
児
科
長
が
交
代
で
兼
任
す
る
こ
と
が
内
規
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
小
児
科
長
渡
邊
の
後
は
産
婦
人
科
長
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水
谷
栄
彦
、
小
児
科
長
小
島
勢
二
、
産
婦
人
科
長
吉
川
史
隆
が
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
部
長
を
務
め
て
い
る
。
副
部
長
に
つ
い
て
は
助
教
授

菅
沼
の
後
は
、
助
教
授
吉
川
（
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））、
助
教
授
板
倉
（
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
））、
講
師
早
川
昌
弘
（
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
））
が
務
め
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
現
在
の4E

病
棟
に
産
科
一
七
床
、
分
娩
室
、
新
生
児
集
中
治
療
室

（N
ICU

）
六
床
、
新
生
児
治
療
室
（GCU

）
一
一
床
、
採
卵
室
、
胚
培
養
室
を
備
え
た
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
名
実
と
も
に
周

産
期
医
療
を
行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
学
の
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
は
産
科
部
門
、
新
生
児
部
門
に
加
え
て
、
生
殖
医
療
部
門

を
併
せ
て
整
備
し
た
こ
と
は
他
学
に
は
な
い
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
厚
生
労
働
省
及
び
文
部
科
学
省
は
国
立
大
学
病
院
の
周
産
期
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

そ
れ
を
受
け
て
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
に
はN

ICU

九
床
、GCU

一
一
床
の
合
計
二
〇
床
の
新
生
児
病
棟
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
生
殖
・
周
産
期
部
門
お
よ
び
新
生
児
部
門
か
ら
な
る
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
母
体

胎
児
集
中
治
療
室
（M

FICU

）
六
床
、N

ICU

一
二
床
、GCU

二
四
床
）
が
開
設
さ
れ
、
愛
知
県
周
産
期
医
療
体
制
に
お
け
る
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県
か
ら
認
可
さ
れ
た
。
初
代
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
長
は
病
院
教
授
早
川
昌
弘
、
副
セ
ン

タ
ー
長
は
講
師
岩
瀬
明
が
就
い
た
。
講
師
岩
瀬
は
病
院
教
授
に
昇
進
し
た
後
に
内
規
に
よ
る
交
代
で
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か
ら

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た
。
副
セ
ン
タ
ー
長
に
つ
い
て
は
、
講
師
佐
藤
義
朗
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
））、
病
院
講
師
後
藤
真
紀
（
平

成
三
十
年
（
二
〇
一
八
））、
准
教
授
小
谷
友
美
（
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
））
が
務
め
て
い
る
。

現
在
は
、
セ
ン
タ
ー
長
小
谷
お
よ
び
副
セ
ン
タ
ー
長
佐
藤
、
生
殖
・
周
産
期
部
門
教
員
二
人
、
新
生
児
部
門
教
員
五
人
、
眼
科
担
当
教

員
一
人
の
体
制
で
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
小
児
外
科
な
ど
の
関
連
診
療
科
と
連
携
し
て
東
海
地
方
の
周
産
期
医
療
の
最
後
の
砦
と
し
て

合
併
症
母
体
、
胎
児
診
断
症
例
、
最
重
症
新
生
児
例
を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
高
齢
女
性
や
罹

患
女
性
な
ど
の
妊
娠
希
望
と
い
っ
た
多
様
な
要
望
が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
高
度
な
生
殖
・
周
産
期
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、

本
学
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
更
に
大
き
く
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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附
属
病
院
・
中
央
感
染
制
御
部

［
設
立
］

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
中
央
感
染
制
御
部
は
、
当
院
の
感
染
管
理
と
国
立
大
学
附
属
病
院
長
会
議
の
一
協
議
会
で
あ
る
国
立
大

学
附
属
病
院
感
染
対
策
協
議
会
の
事
務
局
機
能
を
果
た
す
目
的
で
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
部
長
は
当
時
の

名
古
屋
大
学
医
学
部
救
急
医
学
／
集
中
治
療
部
教
授
の
武
澤
純
が
務
め
た
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
、
准
教
授
と
し
て
鳥
居
啓

三
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
五
月
に
転
出
）
が
就
任
し
、
事
務
員
と
し
て
岩
間
由
起
子
が
配
置
さ
れ
た
。

中
央
感
染
制
御
部
は
、
細
菌
学
教
室
の
教
授
太
田
美
智
男
や
元
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
検
査
部
の
講
師
一
山
智
（
後
に
京
都
大

学
教
授
）
が
立
ち
上
げ
た
感
染
制
御
チ
ー
ム
（ICT

）
を
引
き
継
ぎ
、
他
の
診
療
科
の
医
師
や
看
護
師
・
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
と
連

携
し
て
、
病
院
内
感
染
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
難
治
感
染
症
部
の
助
教
馬
場
尚
志
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
金
沢
医
科
大
学

に
転
出
・
現
岐
阜
大
学
臨
床
教
授
）
と
の
協
働
の
も
と
様
々
な
診
療
科
の
感
染
症
症
例
の
診
療
支
援
を
担
っ
た
。

［
現
在
］

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
の
部
長
武
澤
の
逝
去
に
伴
い
、
中
央
感
染
制
御
部
部
長
は
病
態
内
科
学
講
座
呼
吸
器
内
科
学
分
野
教

授
の
長
谷
川
好
規
が
務
め
た
。
さ
ら
に
同
年
五
月
に
准
教
授
鳥
居
啓
三
が
辞
職
し
た
の
ち
、
十
月
よ
り
八
木
哲
也
が
中
央
感
染
制
御
部
准

教
授
に
就
任
し
た
。
同
年
十
一
月
よ
り
助
教
馬
場
が
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
に
二
年
間
留
学
し
た
。
同
月
よ
り
医
員
河
村
一
郎
（
平
成

二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
転
出
：
現
大
阪
国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー
感
染
症
内
科
部
長
）
が
参
加
し
、
共
に

感
染
対
策
及
び
感
染
症
診
療
支
援
を
担
っ
た
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
際
に
は
、
名
古
屋
市
と

医
師
会
、
名
古
屋
市
内
の
主
要
な
病
院
と
連
携
し
て
、
名
古
屋
医
療
圏
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
構
築
を
主
導
し
た
。
当
時
の
対

策
の
シ
ス
テ
ム
は
現
在
も
継
続
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
は
助
教
冨
田
ゆ
う
か
と
医
員
井
口
光
孝
（
現



415

中
央
感
染
制
御
部
助
教
）
が
参
加
し
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
難
治
感
染
症
部
が
廃
止
と
な
り
、
病
院
内
の
感
染
制
御
活
動

は
中
央
感
染
制
御
部
に
一
本
化
さ
れ
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
、
医
員
平
林
亜
希
（
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
転
出
：

現
国
立
感
染
症
研
究
所
薬
剤
耐
性
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
が
参
加
す
る
と
共
に
、
五
月
に
は
八
木
が
中
央
感
染
制
御
部
教
授
に
昇
任
し

部
長
と
な
っ
た
。
そ
の
後
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
よ
り
助
教
加
藤
大
三
（
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
転
出
：
現
岡
崎
市
民
病

院
整
形
外
科
部
長
）
と
医
員
森
岡
悠
（
現
中
央
感
染
制
御
部
助
教
）、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
よ
り
医
員
手
塚
宜
行
（
現
中
央
感

染
制
御
部
病
院
助
教
）、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
よ
り
医
員
加
藤
拓
樹
（
現
ト
ヨ
タ
記
念
病
院
感
染
症
内
科
医
長
）
と
医
員
松
本

あ
か
ね
（
現
京
都
桂
病
院
）、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
医
員
岡
圭
輔
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
医
員
矢
田
吉
城
が
参
加
し
、

ICT

の
多
職
種
で
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、
血
液
培
養
陽
性
症
例
へ
の
支
援
や
難
治
感
染
症
症
例
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
感
染

症
診
療
支
援
は
年
間
約
一
，
五
〇
〇
例
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
感
染
防
止
対
策
加
算
が
導
入
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
か
ら
は
、

当
院
も
感
染
防
止
対
策
加
算
一
と
感
染
防
止
対
策
地
域
連
携
加
算
を
算
定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
連
携
に
お
い
て
も
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
活

動
や
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
時
の
相
互
援
助
活
動
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
っ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
抗
菌
薬
適
正

使
用
支
援
加
算
が
策
定
さ
れ
、
当
院
で
も
算
定
す
る
と
と
も
に
感
染
制
御
チ
ー
ム
（ICT

）
を
新
た
に
感
染
予
防
対
策
チ
ー
ム
（IPCT

）

と
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
（A

ST

）
に
組
織
化
し
、
助
教
森
岡
悠
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
感
染
症
診
療
支
援
に
加
え
横

断
的
な
抗
微
生
物
薬
適
正
使
用
支
援
を
実
施
し
、
感
染
対
策
と
と
も
に
当
院
で
の
高
度
先
進
医
療
を
支
え
て
い
る
。

［
国
（
公
）
立
大
学
附
属
病
院
感
染
対
策
協
議
会
（
感
染
対
策
協
議
会
）］

対
外
的
に
は
、
中
央
感
染
制
御
部
は
国
立
大
学
附
属
病
院
が
参
加
す
る
感
染
対
策
協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
る
。
感
染
対
策
協
議

会
は
、
当
時
大
学
病
院
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
薬
剤
耐
性
菌
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
な
ど
の
事
例
を
受
け
て
、
国
立
大
学
附
属
病
院
で
の

感
染
対
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
模
索
し
、
我
が
国
の
感
染
対
策
の
発
展
に
国
立
大
学
附
属
病
院
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
れ
る
よ
う
、
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国
立
大
学
病
院
長
会
議
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
協
議
会
組
織
で
あ
り
、
初
代
事
務
局
長
は
教
授
太
田
、
代
表
は
教
授
武
澤
純
で
あ
っ
た
。
感

染
対
策
協
議
会
の
活
動
に
は
、
我
が
国
で
最
初
の
感
染
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
現
在
で
は
感
染
防
止
対
策
加
算
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
感
染
対
策
相
互
チ
ェ
ッ
ク
の
取
り
組
み
な
ど
が
あ
る
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
准
教
授
鳥
居
啓
三
が
事
務
局
長
を
務

め
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
、
会
長
武
澤
の
後
に
京
都
大
学
教
授
一
山
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、
事
務
局
長
は
本
学
教
授
長
谷

川
に
引
き
継
が
れ
た
。
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
は
、
准
教
授
八
木
が
事
務
局
長
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年

（
二
〇
一
〇
）
の
帝
京
大
学
医
学
部
病
院
で
の
多
剤
耐
性
ア
シ
ネ
ト
バ
ク
タ
ー
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
と
も
連
携
し
、

翌
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
私
立
医
科
大
学
病
院
感
染
対
策
協
議
会
が
発
足
、
国
立
大
学
附
属
病
院
感
染
対
策
協
議
会
か
ら
一
〇

施
設
あ
る
公
立
大
学
附
属
病
院
と
防
衛
医
科
大
学
校
病
院
を
加
え
、
新
た
に
国
公
立
大
学
附
属
病
院
感
染
対
策
協
議
会
の
発
足
を
事
務
局

と
し
て
推
進
し
た
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
か
ら
は
、
会
長
は
岐
阜
大
学
教
授
村
上
啓
雄
に
引
き
継
が
れ
、
中
央
感
染
制
御
部
は

一
貫
し
て
事
務
局
と
し
て
協
議
会
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
光
学
医
療
診
療
部

光
学
医
療
診
療
部
の
前
身
は
附
属
病
院
検
査
部
内
視
鏡
室
で
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
に
検
査
部
に
初
代
併
任
部
長

と
し
て
第
二
内
科
教
授
青
山
進
午
が
就
任
し
、
第
二
内
科
依
頼
と
い
う
形
で
胃
カ
メ
ラ
検
査
が
開
始
さ
れ
た
。
内
視
鏡
室
で
は
昭
和

五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
か
ら
経
腹
壁
超
音
波
検
査
が
開
始
さ
れ
、
消
化
器
病
変
に
対
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
内
視
鏡
検
査
と
な
ら
び

必
須
の
検
査
法
と
な
り
、
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
頃
、
高
周
波
電
気
に
よ
る
ポ
リ
ー
プ
切
除
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ

る
止
血
、
早
期
が
ん
の
治
療
、
胆
石
破
壊
な
ど
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
胆
道
鏡
の
開
発
に
よ
っ
て
膵
胆
道
系
の
内
視
鏡
観
察
が
可
能
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
超
音
波
内
視
鏡
や
電
子
ス
コ
ー
プ
に
よ
り
早
期
が
ん
の
診
断
が
容
易
に
な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
四
月
か

ら
内
視
鏡
室
は
検
査
部
第
三
群
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

内
視
鏡
診
療
の
重
要
性
に
鑑
み
、
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
で
は
国
立
大
学
に
お
い
て
内
視
鏡
部
門
を
一
つ
の
診
療
部
と
し
て
独
立

さ
せ
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
当
院
光
学
医
療
診
療
部
は
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
に
九
州
大
学
、
北
海
道
大
学
と
と
も
に
一
五

番
目
の
光
学
医
療
診
療
部
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
内
視
鏡
診
療
だ
け
で
な
く
、
内
視
鏡
室
の
伝
統
で
あ
っ
た
経
腹
壁
超
音
波
検

査
診
療
も
合
わ
せ
て
光
学
医
療
診
療
部
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
他
の
光
学
医
療
診
療
部
に
無
い
強
み
で
あ
る
と
言
え
る
。
部
長
は
第
二
内

科
教
授
早
川
哲
夫
が
併
任
し
、
実
質
的
な
責
任
者
と
し
て
助
教
授
後
藤
秀
実
が
副
部
長
に
選
任
さ
れ
た
。
後
藤
は
現
在
の
中
央
診
療
棟
Ａ

に
あ
っ
た
光
学
医
療
診
療
部
を
設
計
か
ら
立
ち
上
げ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
行
き
届
い
て
は
い
な
か
っ
た
患
者
一
人
に
対
し
て

内
視
鏡
一
洗
浄
と
い
う
現
在
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
い
ち
早
く
導
入
す
る

と
と
も
に
本
邦
初
の
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
読
影
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
に
至
っ
た
。
小
腸
診
療
の
た
め
の
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小
腸
内
視

鏡
検
査
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
で
発
見
さ
れ
た
病
変
の
精
密
検
査
・
治
療
を
行
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
に
初
代
病
態
修
復
内
科
学
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
消
化
器
内
科
学
と
名
称
変
更
）
教
授
に
就
任
し
た

後
藤
は
三
つ
の
旧
ナ
ン
バ
ー
内
科
を
統
合
す
る
形
で
光
学
医
療
診
療
部
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
な
お
、
後
藤
は
第
二
代
光
学
医
療
診
療
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部
部
長
を
併
任
し
た
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
に
は
廣
岡
芳
樹
が
准
教
授
と
な
り
（
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
に
は
第
三
代
部
長
に
就

任
）、
光
学
医
療
診
療
部
の
実
質
的
な
責
任
者
と
な
っ
た
。
廣
岡
は
、
消
化
器
内
科
と
共
同
でO

CT

（optical�coherence�
tom

ography
）
や
共
焦
点
内
視
鏡
の
臨
床
応
用
に
注
力
し
た
。
ま
た
、CT

を
用
い
たV

irtual�Endoscopy

な
ど
の
技
術
も
臨
床
に
応

用
し
た
。
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
（ESD

：endoscopic�subm
ucosal�dissection

）
の
発
展
形
と
し
て
の
胃
の
全
層
切
除
術
を
目

指
し
た
研
究
を
推
進
し
た
。
病
変
の
硬
度
を
評
価
す
る
こ
と
で
質
的
診
断
に
結
び
つ
け
る
超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
、
経
腹
壁
超

音
波
検
査
お
よ
び
超
音
波
内
視
鏡
検
査
に
応
用
し
た
。
ま
た
、
造
影
超
音
波
内
視
鏡
検
査
を
世
界
で
初
め
て
臨
床
応
用
し
た
が
、
こ
の
技

術
は
現
在
の
超
音
波
内
視
鏡
検
査
に
は
必
須
の
技
術
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
切
除
不
能
膵
癌
に
対
す
る
超
音
波
内
視
鏡
ガ
イ
ド
下
の

腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ
ル
ス
や
未
熟
樹
状
細
胞
局
所
注
入
療
法
を
世
界
で
初
め
て
臨
床
応
用
し
た
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
技
術
が
生
み
出
さ
れ
る
に
つ
れ
て
診
療
患
者
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
光
学
医
療
診
療
部
が
手
狭
に
な
っ
て

き
た
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
頃
に
新
診
療
棟
（
中
央
診
療
棟
Ｂ
）
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
約
二
年
間
の
各
方
面
と
の

綿
密
な
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
中
央
診
療
棟
Ｂ
二
階
に
約
一
，
四
〇
〇
㎡
の
面
積
を
誇
る
世
界
で
も
有
数

の
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
全
室
個
室
で
の
診
療
の
実
現
・
一
八
床
の
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
全
身
麻
酔
に
対
応
・

透
視
室
二
室
・
院
内
全
軟
性
内
視
鏡
一
元
管
理
の
実
現
、
そ
し
て
光
学
医
療
診
療
部
看
護
ユ
ニ
ッ
ト
の
新
設
が
達
成
さ
れ
た
。
平
成

三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
か
ら
は
講
師
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
よ
り
准
教
授
）
川
嶋
啓
揮
が
第
四
代
部
長
と
な
り
、
さ
ら

な
る
発
展
を
続
け
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
／
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

愛
知
病
院
時
代
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
八
月
、
按
摩
手
武
藤
順
之
を
雇
用
し
、
外
科
部
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
を
行
わ
せ
、
治
療

を
受
け
る
者
が
多
く
な
っ
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
、
病
院
移
転
に
至
っ
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
の
奨
励
か
つ
研
究
の
た
め
に

一
室
を
設
け
て
広
く
治
療
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
本
院
外
科
部
に
お
い
て
、
熱
気
浴
、
電
気
及
び
光
線
療
法
の
三
種
が
施
術
さ
れ

た
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
県
令
第
一
二
号
は
病
院
職
制
の
一
部
を
改
正
し
て
、「
理
学
療
法
部
」
を
追
加
し
た
。
嘱
託
教
員
種
村
弌

は
、
理
学
療
法
研
究
の
た
め
東
京
帝
国
大
学
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
、
帰
任
し
て
、
理
学
療
法
部
長
心
得

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
院
に
お
け
る
理
学
療
法
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
当
時
（
初
代
教
授
名
倉
重
雄
）
か
ら
判
明
し
、
帝
国
大
学
時

代
ま
で
は
整
形
外
科
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
部
と
し
て
活
動
し
、
主
に
整
形
外
科
的
疾
患
の
内
、
先
天
性
奇
形
（
兎と

唇し
ん

、
内
反
足
等
）、
筋

疾
患
、
骨
関
節
疾
患
、
末
梢
神
経
障
害
、
小
児
麻
痺
等
の
後
療
法
と
し
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
、
電
気
・
光
線
療
法
、
温
浴
療
法
、
変
形

徒
手
矯
正
術
療
法
等
が
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
。

終
戦
後
（
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
頃
）
よ
り
、
身
体
の
機
能
障
害
に
悩
む
患
者
、
労
働
災
害
、
脳
血
管
障
害
患
者
、
先
天
性
奇

形
等
の
患
者
の
増
加
に
伴
い
、
理
学
療
法
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
五
人
に
増
員
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）
十
二
月
に
は
、
外
来
診
療
所
（
臨
床
研
究
棟
別
館
）
が
完
成
、
一
階
に
整
形
外
科
と
整
形
外
科
理
学
療
法
室
と
が
併
設

さ
れ
、
諸
疾
患
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
と
機
能
訓
練
療
法
、
牽
引
療
法
、
温
熱
療
法
等
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
よ
り

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
法
が
施
行
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
春
に
は
、
整
形
外
科
理
学
療
法
室
の
職
員
も
理
学
療
法

士
免
許
取
得
の
た
め
の
国
家
試
験
を
受
け
、
二
人
が
合
格
、
免
許
を
取
得
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
九
月
一
日
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
理
学
療
法
室
は
整
形
外
科
機
能
訓
練
等
の
施
設
基
準
に
基

づ
き
承
認
さ
れ
（
承
認
番
号
（
整
）
第
一
五
号
）、
特
別
な
機
能
訓
練
治
療
点
数
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
一
日
、
中
央
診
療
部
門
理
学
療
法
部
と
し
て
整
形
外
科
か
ら
独
立
し
た
。
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昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
、
名
古
屋
大
学
医
療
短
期
大
学
部
に
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
が
設
置
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

実
習
の
一
部
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
五
月
よ
り
医
学
部
学
生
の
整
形
外
科
実
習
の
一
部
に
理

学
療
法
が
組
み
込
ま
れ
、
当
部
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
理
学
療
法
部
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
へ
と
改
組
と
な
っ
た
。
中
川
正
、
三
浦
隆
行
、
岩
田
久
、
石
黒
直
樹
と
歴
代
の
整
形
外
科
教
授
お
よ
び
特
命
教
授
西
田
佳
弘
が
理
学

療
法
部
長
を
併
任
し
て
き
た
。
医
師
鈴
木
善
朗
が
長
ら
く
副
部
長
を
務
め
、
医
学
生
教
育
を
含
め
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
発
展
に

貢
献
し
た
。

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
に
新
専
門
医
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
基
本
一
九
領
域
の
一
つ
と
し
て
認
め

ら
れ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
専
門
医
を
め
ざ
す
医
師
が
徐
々
に
増
え
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
が
診
療
科
と
し
て
認
め
ら
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
か
ら
独
立
し
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
教
授
に
西
田
佳
弘
が
就
任
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
長
も
務
め
、
整
形
外
科
か
ら
独
立
し
た
。
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
中
心
で
あ
っ
た
理
学
療
法
、
作
業
療
法
は
、
脳
血
管
疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
心
大
血
管
疾
患
、
種
々
の
が
ん
疾
患
、
精
神
科
疾
患
な
ど

多
く
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
数
は
徐
々
に
増
加
し
、
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
）
五
月
時
点
で
四
九
人
と
な
っ
た
。
ま
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
医
師
は
計
七
人
と
な
っ
た
。

理
学
療
法
部
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
主
な
る
業
績
に
は
、
動
的
立
位
バ
ラ
ン
ス
測
定
器
の
開
発
、
床
反
力
計
に
よ
る
諸
疾
患
の
歩
行
分

析
、
重
心
動
揺
計
に
よ
る
諸
疾
患
の
検
討
、
歩
行
時
足
底
圧
分
布
解
析
装
置
の
開
発
、
失
調
症
を
初
め
と
す
る
神
経
難
病
の
理
学
療
法
の

検
討
な
ど
が
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
に
お
け
る
近
年
の
業
績
は
担
当
す
る
障
害
の
範
囲
が
広
が
っ
た
た
め
多
岐
に
わ
た
る
。
整

形
外
科
、
手
外
科
、
心
臓
外
科
、
血
管
外
科
、
消
化
器
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
移
植
外
科
分
野
等
の
諸
疾
患
に
お
け
る
周
術
期
リ
ハ
と
術

後A
D

L

・
合
併
症
・
入
院
期
間
等
と
の
関
連
を
解
析
し
た
報
告
な
ど
が
あ
る
。
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附
属
病
院
・
化
学
療
法
部

［
新
生
］

平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
に
中
央
診
療
部
門
に
外
来
化
学
療
法
部
と
し
て
新
設
さ
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
二
月
に
埼
玉

医
科
大
学
臨
床
腫
瘍
科
講
師
（
当
時
）
で
あ
っ
た
安
藤
雄
一
（
現
教
授
）
が
助
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
同
年
五
月
に
病
院
助
手
の
河
田

健
司
（
現
藤
田
医
科
大
学
臨
床
腫
瘍
科
教
授
）
が
加
わ
っ
た
。
ま
ず
は
外
来
化
学
療
法
室
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
臓
器
が
ん
に
対
す
る
横

断
的
な
が
ん
薬
物
療
法
の
実
践
を
使
命
と
し
た
。
外
来
化
学
療
法
室
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
五
月
よ
り
九
床
で
運
用
を
開
始
、

同
年
十
二
月
に
現
中
央
診
療
棟
Ａ
一
階
に
拡
大
移
転
し
て
二
〇
床
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
年
十
月
か
ら
は
診
療
科
に
準
じ
た
運
用
が
始
ま

り
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
一
月
か
ら
は
専
用
病
床
の
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

六
月
に
化
学
療
法
部
に
名
称
変
更
し
た
。
各
診
療
科
の
検
討
会
で
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
な
ど
、
化
学
療
法
部
の
医
師
は
が
ん

薬
物
療
法
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
立
場
か
ら
病
院
全
体
の
が
ん
薬
物
療
法
の
質
向
上
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
平
成
二
十
四

年
（
二
〇
一
二
）
五
月
に
准
教
授
の
安
藤
雄
一
が
教
授
に
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

［
現
在
］

外
来
化
学
療
法
件
数
は
、
新
規
抗
が
ん
薬
の
開
発
、
治
療
成
績
の
向
上
に
よ
り
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
近
年
で
は
治
療
件
数
は
一
日

四
〇
件
以
上
で
あ
っ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
一
月
に
中
央
診
療
棟
Ｂ
一
階
に
六
五
床
を
有
す
る
外
来
化
学
療
法
室
が
新
設
さ
れ

た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
時
点
で
は
、
人
員
配
置
を
み
な
が
ら
徐
々
に
拡
大
途
上
で
あ
る
た
め
、
治
療
件
数
は
一
日
五
〇
件
程

度
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
六
月
に
院
内
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、
薬
剤
部
や
麻
酔
科
、
精
神
科
な
ど
他
部
門
の
協
力
の
も
と

に
、
化
学
療
法
部
が
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
月
に
本
院
が
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院



422

の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
が
ん
治
療
の
拠
点
と
し
て
高
度
な
専
門
的
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
が

ん
相
談
員
の
配
置
、
院
内
が
ん
登
録
な
ど
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
化
学
療
法
部
は
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
化
学
療
法
部
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
よ
り
定
期
開
催
さ
れ
て
い
る
本
院
緩
和
ケ
ア
研
修
会
の
企
画
運
営
も
担
当
し

て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
十
一
月
に
特
任
助
教
の
杉
下
美
保
子
（
現
本
院
化
学
療
法
部
病
院
助
教
）
が
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム

専
従
医
師
に
就
任
し
た
。
入
院
外
来
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
の
活
動
、
が
ん
性
疼
痛
の
治
療
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
集
の
配
布
な
ど
教
育
や
啓
発
活

動
も
積
極
的
に
展
開
し
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
二
月
に
本
院
が
小
児
が
ん
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
看
護
部
、

薬
剤
部
、
小
児
科
、
精
神
科
と
連
携
し
な
が
ら
小
児
緩
和
ケ
ア
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
に

病
院
助
教
の
足
立
康
則
（
現
安
城
更
生
病
院
緩
和
医
療
セ
ン
タ
ー
長
）
が
精
神
科
専
任
医
師
と
し
て
化
学
療
法
部
に
就
任
し
、
同
年
十
月

か
ら
は
病
院
助
教
の
今
枝
美
穂
が
担
当
し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
開
始
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
公
募
事
業
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
で
は
、
化

学
療
法
部
は
化
学
療
法
学
（
が
ん
薬
物
療
法
学
）
の
大
学
院
コ
ー
ス
と
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
コ
ー
ス
を
担
当
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
地
修
練
を

通
し
て
化
学
療
法
と
緩
和
ケ
ア
の
教
育
と
人
材
育
成
を
進
め
た
。
研
究
に
お
い
て
は
、
抗
が
ん
薬
の
薬
物
効
果
や
副
作
用
の
個
体
差
に
視

点
を
置
い
た
臨
床
研
究
に
取
り
組
み
、
新
規
抗
が
ん
薬
の
治
験
、
特
に
第
一
相
試
験
に
力
を
入
れ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
二
月

に
本
院
が
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
や
薬
物
療
法
に
関
連
し
た
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
、
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
の
実
践
の
た
め
に
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
五
月
に
が
ん
ゲ
ノ
ム
外
来
が
開
設
さ
れ
、
化
学
療

法
部
が
担
当
し
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
臨
床
工
学
技
術
部

［
歴
史
的
背
景
］

臨
床
工
学
技
士
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
、
主
に
透
析
機
器
の
操
作
に
対
す
る
技
術
的
支
援
を
行
う
人
材
は
、
看
護
師
や
医
療
技
師
の
他
、

医
療
資
格
の
な
い
技
術
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
。
医
療
工
学
的
分
野
の
独
立
し
た
資
格
の
必
要
性
か
ら
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

四
月
に
臨
床
工
学
技
士
法
が
制
定
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
第
一
回
目
の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
臨
床
工
学
技
士
が
誕
生
し
た
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
臨
床
工
学
的
な
職
務
に
関
わ
る
歴
史
的
背
景
と
し
て
は
、『
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
の
高
気

圧
治
療
部
の
項
に
よ
れ
ば
「
大
型
高
気
圧
治
療
装
置
の
設
置
に
伴
い
、
昭
和
四
十
三
年
度
（
一
九
六
八
）
か
ら
医
療
職
（
二
）
の
技
官
二

名
の
配
置
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
中
の
一
名
を
行
政
職
（
一
）
に
振
り
替
え
、
装
置
の
保
守
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
」
と
記
さ
れ
、
さ

ら
に
「『
国
立
大
学
の
附
属
病
院
等
の
中
央
診
療
施
設
等
に
関
す
る
訓
令
』（
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
九
月
二
十
六
日
文
部
省
訓
令
第

二
三
号
）
に
よ
り
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
「
高
気
圧
治
療
部
」
が
設
置
さ
れ
、
医
療
職
の
技
官
二
名
お

よ
び
医
療
職
（
三
）
の
技
官
二
名
の
増
員
も
認
め
ら
れ
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
で
は
高
気
圧
治
療
部
は
世
界
的
に
著
明
で

あ
り
、
早
く
か
ら
医
学
部
組
織
内
の
常
勤
技
官
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
の
技
官
の
一
人
は
、
臨
床
工
学

技
術
部
と
し
て
組
織
改
変
さ
れ
た
初
代
の
技
士
長
西
山
博
司
で
あ
っ
た
。

一
方
、
心
臓
外
科
領
域
の
人
工
心
肺
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
よ
り
外
科
学
第
一
講
座
で
研
究
が
着
手
さ
れ
、
外
科
学
第
二
講

座
で
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
頃
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
先
の
高
気
圧
治
療
部
は
、
も
と
も
と
人
工
心
肺
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
故

榊
原
欣
作
名
誉
教
授
の
発
想
で
あ
り
、
高
濃
度
の
酸
素
環
境
は
有
利
に
働
く
で
あ
ろ
う
と
の
考
え
か
ら
始
ま
っ
た
部
門
で
あ
っ
た
。『
百

拾
五
年
史
』
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
工
心
肺
に
関
わ
る
歴
史
も
本
邦
に
お
い
て
先
駆
け
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
人
工
心
肺

を
補
助
手
段
と
し
た
開
心
術
が
常
套
化
し
、
同
時
に
人
工
心
肺
材
料
の
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
化
に
よ
り
部
材
の
供
給
が
商
業
ベ
ー
ス
に
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
工
心
肺
操
作
も
技
術
者
が
行
う
時
代
が
訪
れ
、
名
古
屋
大
学
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
頃
よ
り
、



424

第
二
外
科
講
座
の
医
局
雇
い
で
人
工
心
肺
の
操
作
者
が
採
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
十
一
月
胸
部
外
科
講
座
の
開
設
と
供

に
人
工
心
肺
の
操
作
や
、
人
工
呼
吸
器
を
扱
う
非
常
勤
技
術
補
佐
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
補
佐
員
が
、
現
技
士
長
の

小
山
富
生
で
あ
る
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
ま
で
は
胸
部
外
科
付
、
あ
る
い
は
手
術
室
付
の
技
術
補
佐
員
に
よ
り
人
工
心
肺
操
作
が

行
わ
れ
て
き
た
。

ま
た
大
幸
地
区
、
分
院
内
科
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）、
腎
臓
病
グ
ル
ー
プ
が
全
国
に
先
駆
け
て
人
工
腎
臓
透
析
を
開
始
し
、

免
疫
抑
制
療
法
お
よ
び
透
析
療
法
を
用
い
た
腎
疾
患
治
療
が
注
目
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
、
患
者
の
容
態
、
生
活

に
合
わ
せ
た
自
己
管
理
型
の
在
宅
透
析
も
開
始
さ
れ
た
。
先
進
的
な
人
工
臓
器
に
よ
る
治
療
が
行
わ
れ
る
中
、
技
術
補
佐
員
も
当
初
よ
り

採
用
さ
れ
て
い
た
。

［
臨
床
工
学
技
術
部
の
誕
生
］

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
はM
E
機
器
管
理
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
高
気
圧
治
療
部
、
手
術
部
、
集
中
治
療
部
、
在
宅
管
理

医
療
部
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す
る
職
員
七
人
が
兼
任
し
た
。

高
気
圧
治
療
部
の
廃
部
に
伴
い
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
臨
床
工
学
技
術
部
が
発
足
し
、
院
内
の
臨
床
工
学
技
士
が
一
つ

の
組
織
に
な
っ
た
。
翌
年
の
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
に
は
医
療
技
術
部
の
発
足
に
伴
う
医
療
技
術
職
員
の
再
編
成
に
よ
り
、
医

療
技
術
部
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門
と
な
っ
た
。

臨
床
工
学
技
士
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
資
格
取
得
者
が
採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
名
古
屋
大
学
に
お
い
て
臨
床
工
学
技
士

が
独
立
部
門
と
な
っ
た
の
は
法
の
制
定
か
ら
一
六
年
後
と
、
少
々
遅
咲
き
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
名
古
屋
大
学
に
務
め
る
西
山
博
司
が
初
代
技
士
長
と
な
り
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
よ

り
名
古
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
林
裕
樹
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
十
月
よ
り
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
か
ら
野
口
悟
司
、
平
成

三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
よ
り
大
垣
市
民
病
院
か
ら
小
山
富
生
が
着
任
し
た
。
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［
現
在
の
臨
床
工
学
技
士
業
務
］

現
在
の
臨
床
工
学
技
術
部
業
務
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
医
療
機
器
管
理
業
務
と
し
て
、
生
命
維
持
装
置
は
元
よ
り
、
病
院
内
のM

E
機
器
の
保
守
点
検
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

臨
床
業
務
内
容
と
し
て
は
、

・��

血
液
浄
化
全
般
【
血
液
透
析
（H

D

）、
血
液
濾
過
透
析
（H

D
F

）、
血
漿
交
換
（PE

）、
二
重
濾
過
血
漿
交
換
（D

FPP

）、
活
炭
血
液

吸
着（D

H
P

）、血
漿
吸
着（PA

）、LD
L

吸
着
、エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
吸
着（PM

X

）、顆か

粒り
ゅ
う

球き
ゅ
う

除
去（GCA

P

）、白
血
球
除
去（LCA

P

）、

持
続
的
血
液
透
析
濾
過
（CH

D
F

）、
腹
水
濾
過
濃
縮
再
静
注
（CA

RT

）
等
】

・��

人
工
心
肺
全
般
【
成
人
・
小
児
・
大
血
管
・
心
臓
移
植
】

・��

手
術
室
業
務
【
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
（daV

inci

）、
内
視
鏡
手
術
、
眼
科
手
術
装
置
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
全
般　

等
】

・��

補
助
循
環
【V

A
-ECM

O

（PCPS
）、V
V

-ECM
O

、IA
BP

、
一
時
的
左
室
補
助
（IM

PELLA

）
等
】

・��

植
込
み
型
補
助
人
工
心
臓
【LV

A
D

（H
eartM

ate

、H
V

A
D

）
等
】

・��

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
【
冠
動
脈
造
影
、
右
心
カ
テ
ー
テ
ル
、
虚
血
機
能
検
査
、
血
液
ガ
ス
分
析
、
補
助
循
環
シ
ス
テ
ム
解
析　

等
】

・��

植
込
み
デ
バ
イ
ス
業
務
【
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
、
植
込
み
型
除
細
動
（ICD

、S-ICD

）、
着
用
型
自
動
除
細
動
器
（LifeV

est

）、
心
臓
再

同
期
治
療
（CRT

、CRT
-D

）
等
】

・��

不
整
脈
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務

・��

光
学
医
療
診
療
【
内
視
鏡
検
査
・
治
療
介
助
：
生
検
、
止
血
、
異
物
摘
出
、
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
、
内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
（EM

R

）、
内

視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
（ESD

）、
内
視
鏡
的
静
脈
瘤
結
紮
（EV

L
）、EIS

（
硬
化
剤
注
入
等
に
よ
る
静
脈
瘤
治
療
）、
内
視
鏡
下
穿

刺
吸
引
（FN

A

）、
内
視
鏡
的
逆
行
性
胆
道
膵
管
造
影
（ERCP

）
等
】

等
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
時
点
、
臨
床
工
学
技
術
部
（
歯
科
部
門
を
除
く
）
は
総
勢
四
〇
人
と
一
部
委
託
業
務
に
よ
り
こ
れ
ら
の
業
務
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が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
脳
卒
中
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー

脳
卒
中
は
社
会
の
中
心
的
役
割
を
担
う
中
高
年
齢
層
に
発
症
し
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
か
ら
、
社
会
的
遺
失
益
の
極
め
て
高
い
疾

患
の
代
表
で
あ
る
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
前
後
に
お
い
て
は
発
症
後
一
年
以
内
に
三
分
の
一
が
死
亡
、
三
分
の
一
が
入
院
や
在
宅

ケ
ア
を
必
要
と
し
て
お
り
、
医
療
費
に
お
い
て
は
全
医
療
費
の
約
一
割
（
疾
患
別
で
は
第
一
位
）
を
占
め
、
年
間
二
兆
円
に
の
ぼ
っ
て
い

た
。
一
方
で
脳
卒
中
に
対
す
る
医
療
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
、
高
血
圧
性
脳
内
血
腫
や
脳
動
脈
瘤
の
破
裂
に
よ
る
く
も
膜
下
出
血
に
対
し

て
は
緊
急
手
術
に
よ
る
救
命
率
が
格
段
に
向
上
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
脳
卒
中
の
約
半
数
（
現
在
は
四
分
の
三
）
を
占
め
て
い
た
脳
梗
塞

に
お
い
て
も
発
症
後
三
時
間
以
内
（
現
在
は
四
・
五
時
間
以
内
）
の
超
急
性
期
血
栓
溶
解
療
法
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
患
者
を
一
秒
で

も
早
く
適
切
な
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
脳
神
経
外
科
学
教
授
吉
田
純
ら
は
、
文
部
省
（
現
文
部
科

学
省
）
地
域
連
携
推
進
研
究
費
「
脳
卒
中
救
急
医
療
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
用
性
の
検
証
」（
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
～
平

成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
））
及
び
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
「
脳
卒
中
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
用
化

を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」（
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
～
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
））
で
培
っ
て
き
た
成
果
を
も
と
に
、
当
時

の
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
るICT

（Inform
ation�and�Com

m
unication�T

echnology

）
を
活
用
し
た
脳
卒
中
医
療
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
コ
ア
組
織
と
し
て
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

設
置
さ
れ
た
の
が
、
脳
卒
中
医
療
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
吉
田
を
迎
え
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
は
愛

知
県
内
の
四
大
学
（
愛
知
医
科
大
学
、
名
古
屋
市
立
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
））、
三
医
療
機
関

（
海
南
病
院
、JR

東
海
総
合
病
院
（
現
名
古
屋
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
）、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
）
及
び
一
一
の
関
連
企
業
か
ら
な
る
東

海
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
東
海
ネ
ッ
ト
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

N
PO

を
設
立
し
、
同
年
経
済
産
業
省
委
託
事
業
「
地
域
医
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
及
び
実
証
事
業
」
を
受
け
、
愛
知
県
内
を

中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
努
め
た
。
こ
の
間
、
携
帯
電
話
やPD

A

にCT
やM

R

画
像
を
伝
送
す
る
遠
隔
医
療
支
援
シ
ス
テ
ム



428

を
開
発
し
、「PocketM

IM
A

S

」
や
「M

obileM
IM

A
S

」
と
し
てK

D
D

I

か
ら
販
売
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
実
績
は
現
在
で
は
当
た

り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
大
学
の
知
的
財
産
の
事
業
化
事
例
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
我
が
国
が
超
高
齢
社
会

に
突
入
し
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）、
二
代
目
の
セ
ン
タ
ー
長
に
脳
神
経
外
科
学
准
教
授
水
野
正
明
が
就
任
し
た
の
を
受
け
、
当
セ

ン
タ
ー
の
活
動
は
脳
卒
中
の
急
性
期
医
療
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
後
遺
症
で
苦
し
む
脳
卒
中
患
者
の
ケ
ア
や
生
活
支
援
に
ま
で
拡
大
し
た
。

さ
ら
に
脳
卒
中
の
増
悪
因
子
で
あ
る
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
も
広
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

主
軸
は
高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
、
す
な
わ
ち
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
向
か
っ
た
。
こ
の
間
、
社
会
基
盤
はICT

か

らIO
T

（Internet�O
f�T

hings

）
に
、
携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
第
五
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
（5G

）
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、
医
療
・
福
祉
（
介
護
を
含
む
）
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
様
も
変
わ
っ
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
、
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
な
す
「
電
子
＠
連
絡
帳
」
を
開
発
し
、
現
在
愛
知
県
内
五
四
自
治

体
中
、
四
八
の
自
治
体
で
事
業
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
実
績
は
本
学
発
医
療
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
「N

U
-M

ed

ラ
イ
フ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ズ
」
に
継
承
さ
れ
、
そ
の
収
益
の
一
部
が
大
学
に
還
元
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。

現
在
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
近
未
来
社
会
で
あ
るSociety5.0

に
お
け
る
附
属
病
院
の
在
り
方
の
ひ
と
つ
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
疾
病
医
療
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
先
制
医
療
や
予
防
医
療
を
視
野
に
入
れ
た
生
涯
支
援
型
医
療
の
実
践
と
し
て
お
り
、
そ
の
先

駆
け
と
し
て
、
病
気
の
と
き
も
、
病
気
で
な
い
と
き
（
健
康
な
と
き
）
も
そ
の
人
の
一
生
涯
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
健
康
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
病
院
事
業
、
す
な
わ
ち
「
健
康
医
療
信
託
事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
排
泄
情
報
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
排
泄
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
五
年
度
（
二
〇
〇
三
）
文
部
科
学
省
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
の
事

業
費
支
援
を
得
て
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
四
月
に
附
属
病
院
に
属
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し
、
排
泄
問
題
に
関
す
る
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
愛
知
県
と
本
学
泌
尿
器
科
学
講
座
で
行
っ
た
愛
知
県
に
お
け
る
排

泄
ケ
ア
に
関
す
る
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
排
泄
ケ
ア
改
善
に
、
官
・
民
・
学
の
連
携
の
も
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
の

排
泄
ケ
ア
改
善
・
排
泄
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
高
齢
者
のQ

O
L

改
善
、
寝
た
き
り
防
止
、
介
護
予
防
の
た
め
の
柱
と
位
置
づ
け
、（
一
）

排
泄
管
理
に
関
す
る
官
・
民
・
学
の
連
携
、（
二
）
排
泄
管
理
に
関
す
る
指
針
の
作
成
、（
三
）
教
育
・
啓
発
、（
四
）
情
報
源
の
創
設
、（
五
）

排
泄
に
関
わ
る
専
門
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
養
成
、
な
ど
の
方
策
に
基
づ
い
て
種
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
の
初
代
セ
ン
タ
ー
長
は
当
時
の
泌
尿
器
科
学
教
授
大
島
伸
一
で
あ
っ
た
が
、
大
島
は
そ
の
後
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
総
長
に
就
任
し
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
よ
り
泌
尿
器
科
学
教
授
後
藤
百
万
が
引
き
継
い
だ
。
開
設
当
時
の
情
報
セ
ン
タ
ー

構
成
員
と
し
て
附
属
病
院
在
宅
管
理
医
療
部
講
師
の
中
井
滋
、
泌
尿
器
科
学
助
手
の
吉
川
羊
子
が
参
加
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
は
、（
一
）
排
泄
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
提
供
、（
二
）
人
材
の
紹
介
・
派
遣
、（
三
）
排
泄
に
関
す
る
専

門
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
「
排
泄
機
能
指
導
士
」
の
養
成
、（
四
）
教
育
・
啓
発
活
動
、（
五
）
学
問
と
し
て
の
排
泄
学
・
排
泄
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
の
確
立
、（
六
）
排
泄
に
関
す
る
研
究
活
動
等
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市
民
公
開
講
座
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
提
供
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
相
談
受
付
と
回
答
、
介
護
教
室
な
ど
各
種
講
演
会
へ
の
講
師
派
遣
、
看
護
・
介
護
系
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
へ
の
教
育
講
演
会
、「
排
泄
機
能
指
導
士
」
の
養
成
、
排
尿
障
害
を
有
す
る
高
齢
者
の
受
診
受
け
入
れ
可
能
な
専
門
医
（
泌
尿

器
科
）
医
療
機
関
リ
ス
ト
の
公
開
、
厚
生
労
働
省
補
助
金
長
寿
科
学
総
合
研
究
事
業
に
よ
る
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

医
師
、
看
護
系
・
介
護
系
専
門
職
、
福
祉
系
専
門
職
、
あ
る
い
は
理
学
療
法
専
門
職
な
ど
が
、
高
齢
者
に
対
し
て
適
切
な
排
泄
管
理
・

ケ
ア
を
行
う
た
め
の
指
針
を
示
す
た
め
、『
愛
知
県
高
齢
者
排
尿
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、
老
人
施
設
、
関
連
団
体
な
ど
へ
の
配
布
、
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愛
知
県
主
催
に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
説
明
会
な
ど
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一
般
家
族
介
護
者
用
に
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
よ
り

平
易
に
解
説
し
た
『
排
泄
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
た
。『
排
泄
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
は
平
成
十
六
年
度
（
二
〇
〇
四
）、
厚
生
労
働

省
補
助
金
長
寿
総
合
科
学
研
究
事
業
に
お
い
て
、『
高
齢
者
排
泄
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
し
て
改
訂
報
告
さ
れ
た
。

排
泄
の
問
題
に
関
す
る
市
民
啓
発
啓
蒙
を
官
・
学
協
力
で
行
う
目
的
で
、
平
成
十
四
年
度
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
毎
年
一
般
市
民
を
対
象

に
市
民
公
開
講
座
を
行
っ
て
い
る
。

排
泄
機
能
指
導
士
は
、
排
泄
の
問
題
を
抱
え
る
方
、
特
に
高
齢
者
に
お
け
る
排
泄
ケ
ア
向
上
の
た
め
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
持
つ

専
門
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
し
て
、
各
職
場
や
地
域
に
お
い
て
、
実
際
に
適
切
な
排
泄
ケ
ア
を
行
う
以
外
に
、
看
護
系
・
介
護
系
専
門
職
あ
る

い
は
家
族
な
ど
へ
の
情
報
提
供
・
相
談
・
教
育
、
介
護
者
・
看
護
者
・
一
般
医
・
専
門
医
間
の
連
携
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、

さ
ら
に
尿
失
禁
に
対
す
る
骨
盤
底
筋
訓
練
の
指
導
な
ど
の
理
学
療
法
の
技
能
も
備
え
た
専
門
職
能
で
あ
る
。
排
泄
機
能
指
導
士
は
、
極
め

て
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
で
、
そ
の
養
成
は
急
務
で
あ
り
、
現
在
ま
で
約
三
〇
〇
人
を
認
定
し
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六
）

の
保
険
改
訂
に
よ
り
、
病
院
に
お
け
る
排
尿
自
立
指
導
料
の
算
定
が
認
め
ら
れ
た
が
、
排
泄
機
能
指
導
士
講
習
は
、
排
尿
自
立
指
導
料
の

算
定
条
件
と
な
る
看
護
師
資
格
と
し
て
厚
労
省
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

超
高
齢
社
会
と
な
り
、
健
康
長
寿
を
目
指
す
本
邦
に
お
い
て
、
排
泄
ケ
ア
の
改
善
を
目
指
す
本
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
る
。
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附
属
病
院
・
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
の
国
民
医
療
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
当
時
の
我
が
国
の
医
学
部
・
医
科
大
学
・
医
学
専
門
学
校
の

卒
業
生
は
、
医
師
免
許
取
得
の
た
め
に
一
年
以
上
、
実
地
修
練
医
（
イ
ン
タ
ー
ン
）
と
し
て
卒
後
研
修
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
立
場
の
不
安
定
さ
（
医
師
免
許
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
お
よ
び
無
給
で
あ
っ
た
こ
と
）

が
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
端
を
発
し
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
、
多
く
の
医
学
部
卒
業
生
が
国

家
試
験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
。
所
謂
、
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争
で
あ
る
。
今
日
の
医
学
部
生
が
医
師
国
家
試
験
合
格
の
た
めD

V
D

を
見
な
が

ら
対
策
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争
が
後
の
東
大
紛
争
、
そ
し
て
全
国
の
大

学
紛
争
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
大
学
紛
争
・
イ
ン
タ
ー
ン
闘
争
の
歴
史
の
中
で
我
々
の
先
輩
は
、
後
に
名
大
方
式
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
初
期
臨
床
研
修

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
そ
の
特
徴
は
、
学
生
が
自
ら
臨
床
研
修
病
院
を
選
択
す
る
こ
と
や
、
一
年
間
は
非
入
局
ロ
ー
テ
ー
ト
の
形
で
研

修
を
行
う
こ
と
な
ど
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
学
の
卒
業
生
の
多
く
は
、Com

m
on�D

isease

を
多
く
診
る
こ
と
の
で
き
る
関
連
病
院
で
初

期
臨
床
研
修
を
行
い
、
こ
れ
が
本
学
医
学
部
の
卒
後
研
修
の
歴
史
・
文
化
と
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
医
学
部
学
生
自
治
会
（
学
生
会
）
の
下
部
組
織
で
あ
る
卒
後
臨
床
研
修
委
員
会
が
こ
の
名
大
方
式
の
研
修
シ
ス
テ
ム
の
運
営
主

体
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
世
紀
末
に
な
る
と
学
生
自
治
の
機
運
も
そ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
ら
ず
、
医
学
生

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
運
営
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
附
属
病
院
が
運
営
主
体
と
な
る
べ
く
、
院
内
組
織

と
し
て
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ
る
が
、

こ
の
潮
流
の
中
、
か
つ
て
研
修
医
を
受
け
入
れ
て
い
な
か
っ
た
名
大
病
院
も
充
実
し
た
臨
床
研
修
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
同
セ
ン
タ
ー
を
事
務
局
と
す
る
名
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
、
名
大
病
院
お
よ
び
そ
の
関
連

病
院
の
臨
床
研
修
に
関
す
る
情
報
共
有
な
ど
の
初
期
臨
床
研
修
の
基
盤
を
支
え
て
き
て
い
る
。
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そ
の
後
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
臨
床
研
修
制
度
が
必
修
化
さ
れ
、
名
大
方
式
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
全
国
の
臨
床
研
修
が
整
備

さ
れ
る
。
本
学
で
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
設
置
さ
れ
た
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
が
、
一
時
期
は
、
卒
前
教
育
だ
け
で
な
く
卒

後
研
修
に
関
わ
る
業
務
も
担
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
の
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
伴
い
、
そ
の
任
を
同
セ
ン
タ
ー
に
譲
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
名
大
病
院
の
卒
後
臨
床
研
修
（
初
期
研
修
お
よ
び
専

門
研
修
）
に
関
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
事
務
部
臨
床
研
修
係
と
協
働
し
て
行
う
他
、
名
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
も
務
め
、
最

新
の
医
学
教
育
学
の
知
見
を
踏
ま
え
た
臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。

以
下
に
、
歴
代
の
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
、
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
（
卒
後
臨
床
研
修
兼
務
時
）
及
び
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
長
を
記
す
。
国
家
百
年
の
計
が
求
め
ら
れ
る
医
師
養
成
に
関
し
、
特
に
卒
後
研
修
に
お
い
て
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
教
育
の
制
度
設
計
を
当
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

〈
歴
代
セ
ン
タ
ー
長
〉

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長

平
成
十
年
～
十
二
年
十
二
月
～
（
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
）：
高
橋　

英
世

平
成
十
二
年
～
十
四
年
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
）：
三
宅　

養
三

平
成
十
四
年
～
十
七
年
七
月
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
五
）：
松
尾　

清
一

総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
（
卒
後
臨
床
研
修
兼
務
時
）

平
成
十
七
年
七
月
～
十
九
年
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
七
）：
後
藤　

秀
実

平
成
十
九
年
～
二
十
一
年
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
）：
藤
本　

豊
士

卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
長

平
成
二
十
一
年
四
月
～
二
十
九
年
三
月
（
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
七
）：
植
村　

和
正
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平
成
二
十
九
年
四
月
～
三
十
一
年
三
月
（
二
〇
一
七
～
二
〇
一
九
）：
清
井　

仁

平
成
三
十
一
年
四
月
～
（
二
〇
一
九
～
）：
錦
織　

宏
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附
属
病
院
・
地
域
連
携
・
患
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
）

長
ら
く
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
部
門
が
な
く
、
病
院
全
体
の
紹
介
シ
ス
テ
ム
や
退
院
に
際
す
る

支
援
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
の
第
二
次
医
療
法
改
正
で
「
特
定
機
能
病
院
」
が
制
度

化
さ
れ
、
病
院
の
機
能
分
化
が
推
進
さ
れ
始
め
た
。
当
院
が
特
定
機
能
病
院
と
し
て
高
度
先
進
医
療
を
効
率
的
に
提
供
し
、
病
院
資
源
を

有
効
に
利
用
す
る
に
は
、
必
要
な
時
期
に
、
必
要
と
す
る
患
者
の
た
め
有
効
な
ベ
ッ
ド
を
確
保
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。
平
成
九
年

（
一
九
九
七
）、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
の
第
三
次
並
び
に
四
次
の
改
正
で
は
さ
ら
に
機
能
分
化
が
推
進
さ
れ
、
急
性
期
医
療
、
慢
性

期
医
療
、
あ
る
い
は
入
院
医
療
、
外
来
医
療
の
明
確
化
が
進
み
、
医
療
連
携
を
抜
き
に
し
て
は
特
定
機
能
病
院
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
た
め
本
院
と
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
、
並
び
に
入
院
患
者
の
退
院
支
援
を
図
る
組
織
の
設
置
を
目
指
し
て
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
十
二
月
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十
二
月
に
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
準

備
が
開
始
さ
れ
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
七
月
に
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
は
整
形
外
科
学
教
授
石

黒
直
樹
が
就
任
し
た
。
当
時
、
医
療
社
会
事
業
部
、
医
療
福
祉
支
援
室
な
ど
福
祉
業
務
や
相
談
業
務
に
関
わ
る
部
署
が
存
在
し
た
が
、
平

成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
全
て
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
、
医
師
は
在
宅
管
理
医
療
部
、
老
年
科
、
総
合
診
療
部
か
ら
合
計

八
人
、
看
護
部
門
三
人
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
四
人
、
薬
剤
師
一
人
、
事
務
七
人
、
セ
ン
タ
ー
長
を
加
え
計
二
四
人
の
組
織
と
な
っ

た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
診
連
携
協
議
会
を
名
古
屋
市
昭
和
区
、
中
区
、
千
種
区
、
東
区
医
師
会
、

ま
た
後
に
天
白
区
医
師
会
も
加
わ
っ
た
形
で
設
置
し
た
。
ま
た
同
年
に
は
、
登
録
医
療
機
関
、
登
録
医
制
度
も
導
入
し
た
。
登
録
医
療
機

関
数
並
び
に
登
録
医
の
数
は
順
次
増
加
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
登
録
機
関
は
約
一
，
四
〇
〇
機
関
、
登
録
医
数
は
一
，

八
〇
〇
人
に
上
っ
た
。
病
診
連
携
協
議
会
が
継
続
的
に
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
よ
り
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
講
演
会
を
同
時
に
開
催
し
、
本
院
の
複
数
の
診
療
科
が
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に
関
す
る
講
演
を
地
域
の
医
療
機
関
の
医
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師
向
け
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
大
学
医
療
連
携
・
退
院
支
援
関
連
部
門
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加
を
平
成
十
五
年（
二
〇
〇
三
）

第
一
回
か
ら
継
続
し
て
い
る
。

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
業
務
と
し
て
は
当
初
退
院
支
援
活
動
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の
退
院
支
援
活
動
は
初
め
の
年
に
は
二
〇
〇
件
程
度
で

あ
っ
た
が
、
毎
年
増
加
し
続
け
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
一
，
六
〇
〇
件
を
超
え
た
。
そ
の
後
前
方
連
携
業
務
（
紹
介
業
務
）、

さ
ら
に
は
患
者
相
談
業
務
が
追
加
さ
れ
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
一
五
，
〇
〇
〇
件
以
上
の
紹
介
患
者
を
受
け
入
れ
、
一
二
，

〇
〇
〇
件
の
相
談
を
取
り
扱
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
よ
り
地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学
分
野
教
授
葛
谷
雅
文
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
て
い
る
。「
地
域
医
療
」

の
名
称
が
様
々
な
部
門
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
相
談
業
務
も
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
外
部
か
ら
業
務
内
容
が
明
確

に
な
る
名
称
と
い
う
事
で
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
六
月
一
日
付
で
「
地
域
連
携
・
患
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
及
び
名
称
変

更
と
な
り
、
①
相
談
支
援
部
門
、
②
退
院
支
援
部
門
、
③
地
域
連
携
部
門
の
三
部
門
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
部
門
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
た
。

ま
た
セ
ン
タ
ー
に
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
医
師
部
門
と
し
て
病
院
助
教
が
、
さ
ら
に
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
病

院
准
教
授
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か
ら
病
院
准
教
授
に
鈴
木
裕
介
が
就
任
し
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）

時
点
、
セ
ン
タ
ー
は
医
師
二
人
、
看
護
師
七
人
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
一
二
人
、
が
ん
相
談
員
（
看
護
師
）
二
人
、
苦
情
相
談
（
事

務
）
三
人
、
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員
二
人
、
病
診
連
携
事
務
職
員
九
人
の
計
三
七
人
の
組
織
と
な
っ
た
。
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附
属
病
院
・
栄
養
管
理
部

［
前
史
］

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
事
務
部
業
務
課
給
食
掛
の
栄
養
士
（
大
西
貴
志
夫
）
が
、
第
一
回
管

理
栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格
。
患
者
給
食
業
務
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
か
ら
財
団
法
人
共
済
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、

給
食
業
務
の
統
括
管
理
を
当
院
の
管
理
栄
養
士
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
事
務
部
の
改
組
に
伴
い
医
事
課
給
食
掛
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
病
態
栄
養
管
理
の
必
要
性
と
患
者

へ
の
教
育
効
果
が
認
識
さ
れ
て
き
て
お
り
、
同
年
に
入
院
並
び
に
外
来
患
者
へ
の
栄
養
食
事
指
導
業
務
を
開
始
し
た
。

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）、
医
事
課
内
で
の
組
織
の
位
置
付
け
が
栄
養
管
理
室
と
な
っ
た
。

［
新
生
］

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
栄
養
管
理
実
施
加
算
が
新
設
さ
れ
、
個
々
の
入
院
患
者
の
栄
養
状
態
、
健
康
状

態
に
着
目
し
た
栄
養
管
理
を
行
う
時
代
へ
と
突
入
し
、
翌
年
の
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
栄
養
部
門
は
事
務
部
よ
り
独
立
し
て
、
中

央
診
療
施
設
に
栄
養
管
理
部
が
設
置
さ
れ
た
。
初
代
栄
養
管
理
部
長
に
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
教
授
の
大
磯
ユ
タ
カ
が
就
任
し
、
副
部

長
に
は
管
理
栄
養
士
の
鈴
木
富
夫
が
就
任
し
た
。
部
長
、
副
部
長
を
中
心
と
し
て
、
患
者
給
食
業
務
と
栄
養
指
導
業
務
の
強
化
、
病
棟
で

の
臨
床
栄
養
管
理
業
務
の
充
実
に
努
め
た
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
院
内
に
医
師
（
歯
科
医
師
を
含
む
）、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
多
職
種
か
ら
な
るN

utrition�Support�T
eam

（
以
下
、N

ST
）
が
組
織
さ
れ
、
栄
養
管
理
部
がN

ST

の
運
営
責
任
部
署

と
な
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
患
者
給
食
業
務
を
株
式
会
社
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）、
診
療
報
酬
改
定
に
伴
い
栄
養
管
理
実
施
加
算
が
入
院
基
本
料
に
包
括
化
さ
れ
、
全
て
の
入
院
患
者
に

対
し
て
栄
養
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
栄
養
管
理
が
必
要
な
患
者
へ
は
、
管
理
栄
養
士
が
栄
養
の
評
価
、
計
画
立
案
、
介
入
、
再

評
価
を
行
う
体
制
を
敷
い
た
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）、
前
任
の
栄
養
管
理
部
長
並
び
に
副
部
長
の
退
職
に
伴
い
、
栄
養
管
理
部
長
にN

ST

運
営
を
先
導
し

て
い
た
地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年
科
学
教
授
の
葛
谷
雅
文
が
就
任
し
、
副
部
長
に
管
理
栄
養
士
の
田
中
文
彦
が
就
任
し
た
。
同
年
よ
り
、

医
療
の
質
・
安
全
管
理
部
（
現
患
者
安
全
推
進
部
）
と
共
同
し
て
安
全
な
給
食
提
供
に
努
め
る
た
め
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト
分
析

と
再
発
予
防
等
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

［
現
在
］

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
、
各
診
療
科
か
ら
の
栄
養
コ
ン
サ
ル
ト
に
対
応
す
る
た
め
に
、
管
理
栄
養
士
の
休
日
出
勤
を
開
始
。

同
年
よ
り
、
血
清A

LB

値
、
摂
食
量
、
体
格
等
か
ら
栄
養
不
良
患
者
を
抽
出
し
て
栄
養
介
入
に
結
び
付
け
る
な
ど
、
入
院
患
者
の
低
栄

養
対
策
を
強
化
し
た
。
ま
た
現
在
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
が
顕
著
化
し
て
お
り
、
当
院
の
委
託
給
食
業
者
の
人
員
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
給
食
業
務
体
制
の
早
急
な
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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附
属
病
院
・
移
植
連
携
室

名
大
病
院
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
ま
で
に
肝
臓
移
植
三
一
〇
例
、
腎
臓
移
植
一
二
八
例
、
心
臓
移
植
四
例
、
骨
移
植

四
七
四
例
、
造
血
幹
細
胞
移
植
五
六
九
例
、
計
一
，
四
八
五
例
の
移
植
治
療
を
実
施
し
て
お
り
、
東
海
地
区
の
移
植
医
療
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
臓
器
移
植
医
療
の
実
践
に
は
複
数
科
、
多
職
種
の
連
携
が
必
須
で
あ
り
、
肝
臓
移
植
に
お
い
て
は
移
植
外
科
、
消
化

器
内
科
、
消
化
器
外
科
、
小
児
外
科
及
び
形
成
外
科
、
腎
臓
移
植
に
お
い
て
は
泌
尿
器
科
、
腎
臓
内
科
、
精
神
科
及
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
の
も
と
に
移
植
治
療
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
七
月
の
改
正
臓
器
移
植
法
成
立
を
受

け
て
、
脳
死
移
植
が
増
加
し
、
名
大
病
院
は
臓
器
移
植
実
施
施
設
、
特
に
東
海
地
方
で
は
唯
一
の
肝
臓
移
植
お
よ
び
心
臓
移
植
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
さ
ら
に
移
植
医
療
を
充
実
し
、
地
域
の
需
要
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
移
植
医
療
に
お
い
て
は
医
療
チ
ー
ム
、
レ
シ

ピ
エ
ン
ト
に
加
え
て
ド
ナ
ー
が
必
要
と
な
り
、
安
全
に
移
植
治
療
を
行
う
の
み
で
な
く
、
移
植
に
関
わ
る
倫
理
的
な
問
題
の
精
査
と
対
応
、

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
・
ド
ナ
ー
に
対
す
る
説
明
と
支
援
、
ド
ナ
ー
の
意
志
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
の
配
慮
な
ど
多
く
の
要
因
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
名
大
病
院
に
お
け
る
移
植
医
療
に
つ
い
て
横
断
的
に
関

わ
り
、
調
整
を
行
う
部
署
と
し
て
移
植
連
携
室
が
設
置
さ
れ
た
。
初
代
移
植
連
携
室
長
と
し
て
、
泌
尿
器
科
学
教
授
後
藤
百
万
、
副
室
長

と
し
て
移
植
外
科
病
院
教
授
小
倉
靖
弘
が
就
任
し
、
二
人
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
山
口
尚
子
、
坪
井
千
里
）
が
常
駐
し
、

名
大
病
院
で
の
臓
器
移
植
実
施
に
関
わ
る
様
々
な
業
務
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
絡
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
横
断
組
織
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
三
か
月
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
移
植
連
携
室
運
営
委
員
会
に
は
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
一
月
の
時
点
で
、
委
員

と
し
て
連
携
室
長
、
副
室
長
、
腎
臓
内
科
学
教
授
の
丸
山
彰
一
、
泌
尿
器
科
学
准
教
授
の
加
藤
真
史
、
心
臓
外
科
病
院
講
師
の
藤
本
和
朗
、

輸
血
部
副
技
師
長
の
加
藤
千
秋
、
看
護
部
副
部
長
の
加
藤
玲
子
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
口
、

坪
井
が
加
わ
っ
た
。

ま
た
、
名
大
病
院
の
移
植
医
療
を
統
括
す
る
組
織
横
断
的
機
関
と
し
て
、
移
植
医
療
統
括
会
議
が
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
に
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創
設
さ
れ
、
移
植
連
携
室
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
医
事
課
、
整
形
外
科
、
血
液
内
科
、
小
児
科
、
眼
科
、
精
神
科
、
中
央
感
染

制
御
部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
薬
剤
部
、
栄
養
管
理
部
、
地
域
連
携
・
患
者
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
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附
属
病
院
・
小
児
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
二
月
、
厚
生
労
働
省
の
審
査
を
経
て
、
地
域
全
体
の
小
児
が
ん
医
療
及
び
支
援
の
質
の
向
上
に
貢
献
す

る
中
心
的
施
設
と
し
て
、
全
国
で
一
五
病
院
が
「
小
児
が
ん
拠
点
病
院
」
の
指
定
を
受
け
た
が
、
そ
の
中
で
も
ト
ッ
プ
の
評
価
を
得
て
名

古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
小
児
が
ん
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
た
。
小
児
が
ん
患
者
と
家
族
が
安
心
し
て
適
切
な
医
療
や
支
援
を
受
け

ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

小
児
が
ん
拠
点
病
院
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
院
内
、
院
外
に
大
き
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
院
内
で
は
、
小
児
が
ん
治
療
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
と
共
に
ス
タ
ッ
フ
が
増
員
さ
れ
た
。
移
植
用
無
菌
室
の
増
床
、
患
者
家
族
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ

ウ
ス
の
完
成
な
ど
も
一
気
に
実
現
し
た
。
対
外
的
に
は
、
他
院
で
は
治
療
困
難
な
再
発
・
難
治
小
児
が
ん
患
者
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
血
液
腫
瘍
を
専
門
と
し
て
い
る
小
児
科
学
教
授
の
小
島
勢
二
が
就
任
し
た
。
年
間
の
造
血
器

腫
瘍
、
固
形
が
ん
の
新
規
入
院
患
者
は
総
計
七
〇
人
と
な
り
、
自
家
お
よ
び
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
の
症
例
数
は
三
五
～
四
〇
例
と
増
加

し
た
。
特
に
難
治
性
固
形
腫
瘍
で
あ
る
神
経
芽
細
胞
腫
の
紹
介
が
多
く
み
ら
れ
、
年
間
一
〇
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
特
殊
な
治
療
と
し

て
、
家
族
間H

LA

ミ
ス
マ
ッ
チ
移
植
、K

IR

リ
ガ
ン
ド
ミ
ス
マ
ッ
チ
同
種
臍
帯
血
移
植
な
ど
難
易
度
の
高
い
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
の

占
め
る
割
合
が
多
く
、
合
併
症
の
克
服
を
目
指
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
特
異
的
細
胞
障
害
性
Ｔ
細
胞
療
法
、
間
葉
系
幹
細
胞
療
法
な
ど
の
先
進

医
療
も
実
施
し
て
い
る
。
小
島
の
呼
び
か
け
で
、
本
学
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
有
力
七
病
院
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
が
活
動
を
開
始
し
、
国
際
化
も
加
速
し
て
い
る
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
小
島
の
退
任
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
長
は
小
児

外
科
学
教
授
の
内
田
広
夫
と
な
っ
た
が
、
詳
細
な
運
営
は
小
児
科
学
教
授
で
あ
る
高
橋
義
行
が
行
っ
て
い
る
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
、
新
た
な
「
小
児
が
ん
拠
点
病
院
等
の
整
備
に
つ
い
て
」
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
整
備
指
針
に
基
づ
き
、

改
め
て
全
国
で
一
五
病
院
が
「
小
児
が
ん
拠
点
病
院
」
の
指
定
を
受
け
、
本
院
は
全
国
を
七
つ
の
地
域
に
区
分
し
た
中
で
、
東
海
・
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
拠
点
病
院
と
し
て
、
再
指
定
さ
れ
た
。
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
的
な
治
療
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
小
児
が
ん
診
療
に
関
わ
る
専
門
職
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
、

医
師
、
看
護
師
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
薬
剤
師
、
保
育
士
、
栄
養
士
、
教
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

臨
床
心
理
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
チ
ー
ム
と
し
て
、
患
者
・
家
族
を
支
え
て
い
る
。

A
Y

A

世
代
（
思
春
期
・
若
年
成
人
世
代
）
小
児
が
ん
患
者
の
よ
り
よ
い
治
療
を
目
指
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
、
妊
孕
性
温
存
の
た
め
の
取

り
組
み
、
治
療
環
境
の
整
備
、
教
育
支
援
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
小
児
が
ん
治
療
終
了
後
、
そ
の
治
療
の
影
響
で
身
体
的
、
心
理
的

に
様
々
な
問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
患
者
を
包
括
的
に
診
療
し
て
い
く
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
も
、
医
師
だ
け

で
は
な
く
、
多
職
種
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
本
院
内
に
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
る
計
画
が
進
行
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
よ
り
発
展
す
る
と
考
え
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
重
症
心
不
全
治
療
セ
ン
タ
ー

［
開
設
の
経
緯
］

重
症
心
不
全
治
療
セ
ン
タ
ー
は
心
臓
移
植
実
施
を
目
的
と
し
て
、
当
時
の
病
院
長
石
黒
直
樹
の
尽
力
に
よ
り
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
）
十
一
月
に
開
設
し
た
。
名
古
屋
大
学
の
心
臓
移
植
へ
の
取
り
組
み
は
古
く
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
阿
部
稔
雄
教
授

が
第
一
回
心
臓
移
植
実
施
施
設
に
応
募
し
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
を
受
け
、
心
臓
移
植
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
認
定
さ
れ
た
が
、
実
施
施
設
に

は
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
心
臓
移
植
実
施
施
設
の
再
公
募
で
は
、
上
田
裕
一
教
授
の
も
と
申
請

を
行
っ
た
が
、
認
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
碓
氷
章
彦
が
心
臓
外
科
学
教
授
に
就
任
後
に
、
心
臓
移
植
実
施
を
目
標
に
積
極
的
に
重
症
心
不
全
治
療

を
前
進
さ
せ
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
十
月
に
遠
心
ポ
ン
プ
を
用
い
た
体
外
式
補
助
人
工
心
臓
治
療
を
、
倫
理
委
員
会
の
承
認

の
下
に
薬
剤
性
拡
張
型
心
筋
症
患
者
に
施
行
し
、
約
一
年
後
に
心
機
能
を
回
復
さ
せ
離
脱
に
成
功
さ
せ
た
。
遠
心
ポ
ン
プ
体
外
式
補
助
人

工
心
臓
の
導
入
は
本
邦
初
で
あ
っ
た
。
こ
の
症
例
の
経
験
に
よ
り
心
臓
外
科
、
循
環
器
科
、ICU

、
精
神
科
、ICT

、
看
護
部
、M

E

、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど
、
多
職
種
に
よ
る
重
症
心
不
全
治
療
チ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
、
現
在
の
「
重
症
心
不
全
治
療
セ
ン

タ
ー
」
に
発
展
し
た
。

重
症
心
不
全
治
療
の
第
一
目
標
は
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
の
実
施
で
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
月
に
補
助
人
工
心
臓
協

議
会
か
ら
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
実
施
施
設
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
東
海
北
陸
厚
生
局
の
施
設
認
定
に
は
時
間
を
要
し
、
平

成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
九
月
に
施
設
認
定
を
取
得
し
、
同
年
十
月
に
植
込
型
補
助
人
工
心
臓
移
植
第
一
例
を
実
施
し
た
。

心
臓
移
植
実
施
に
向
け
て
は
、
東
海
地
区
に
心
臓
移
植
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
の
外
部
か
ら
の
要
請
が
大
き
な
牽
引
力
と
な
っ
た
。

本
学
で
心
臓
移
植
を
行
う
た
め
に
は
、
病
院
の
総
意
を
も
っ
て
心
臓
移
植
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、「
心
臓
移
植
実
施
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
五
月
に
設
置
し
た
。
心
臓
移
植
実
施
施
設
申
請
は
随
時
と
謳
わ
れ
て
い
た
が
、
実
質
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的
に
は
受
理
し
な
い
方
針
で
経
緯
し
て
い
た
。
同
年
秋
に
本
学
の
準
備
状
態
を
鑑
み
申
請
可
能
と
な
り
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

二
月
に
心
臓
移
植
実
施
施
設
の
書
類
申
請
を
行
い
、
八
月
に
サ
イ
ト
ビ
ジ
ッ
ト
を
受
け
た
。

心
不
全
に
対
す
る
治
療
体
制
を
明
確
に
す
る
た
め
「
重
症
心
不
全
治
療
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
が
七
月
の
病
院
部
長
会
で
認
め
ら
れ
、

十
一
月
に
開
設
を
果
た
し
た
。
十
二
月
十
三
日
に
移
植
関
連
学
会
合
同
委
員
会
か
ら
成
人
心
臓
移
植
実
施
施
設
認
定
を
受
け
、
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
四
月
に
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
入
会
し
、
四
月
二
十
六
日
に
心
臓
移
植
手
術
一
例
目
を
実
施
し
た
。

［
組
織
］

セ
ン
タ
ー
長
を
碓
氷
が
兼
務
、
六
鹿
雅
登
准
教
授
が
外
科
系
副
セ
ン
タ
ー
長
、
奥
村
貴
裕
病
院
講
師
が
内
科
系
副
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務

し
て
い
る
。
ま
た
、
看
護
部
か
ら
六
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
兼
務
し
、
臨
床
工
学
部
か
ら
三
人
の
人
工
心
臓
技
術
管
理
認
定
士
が
加

わ
っ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
は
難
治
性
心
不
全
症
例
に
対
し
、
毎
週
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
月
一
回
多
職
種
に
よ
る
心
臓

移
植
適
応
検
討
小
委
員
会
を
開
催
し
、
心
臓
移
植
・
補
助
人
工
心
臓
治
療
の
適
応
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

［
業
務
内
容
］

重
症
心
不
全
セ
ン
タ
ー
で
は
、
循
環
器
医
、
心
臓
外
科
医
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
人
工
心
臓
管
理
技
術
認
定
師
を
中
心
に
、
多
科
多

職
種
に
わ
た
る
包
括
的
診
療
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
円
滑
な
重
症
心
不
全
患
者
管
理
を
行
い
、
補
助
人
工
心
臓
・
心
臓
移
植
を
含
め
た
高
度

心
不
全
治
療
を
提
供
し
て
い
る
。
病
気
や
治
療
に
対
す
る
不
安
へ
の
精
神
面
の
ケ
ア
を
行
い
、
緩
和
ケ
ア
を
含
め
た
包
括
的
心
不
全
治
療

を
行
っ
て
い
る
。
本
学
は
中
部
地
区
最
大
の
植
込
型
お
よ
び
体
外
式
補
助
人
工
心
臓
治
療
施
設
で
あ
り
、
中
部
地
区
唯
一
の
心
臓
移
植
認

定
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
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［
業
務
実
績
］

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
新
規
循
環
補
助
装
置
で
あ
る
イ
ン
ペ
ラ
実
施
施
設
認
定
を
受
け
、
臨
床
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
八
月
時
点
で
五
四
例
の
植
込
補
助
人
工
心
臓
移
植
お
よ
び
六
例
の
心
臓
移
植
を
実
施
し
た
。
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附
属
病
院
・
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
ゲ
ノ
ム
医
療
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
当
セ
ン
タ
ー
）
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
、
精
神
医
学
・

親
と
子
ど
も
の
心
療
学
分
野
教
授
尾
崎
紀
夫
を
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
発
足
し
た
、
二
年
目
の
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー

は
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
部
門
、
非
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
部
門
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
部
門
、
ゲ
ノ
ム
解
析
部
門
の
四
つ
の
部
門
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
部
門
は
、
前
身
で
あ
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
当

時
の
神
経
内
科
教
授
祖
父
江
元
を
室
長
と
し
て
発
足
し
、
一
六
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、「
疾
患
の
遺
伝
学

的
関
与
に
つ
い
て
、
そ
の
医
学
的
影
響
、
心
理
学
的
影
響
お
よ
び
家
族
へ
の
影
響
を
人
々
が
理
解
し
、
そ
れ
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
を
助

け
る
プ
ロ
セ
ス
」（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）、
日
本
医
学
会
）
と
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
、
情
報
の
提
供
に
よ
り
、
発
症
機
序

や
遺
伝
形
式
も
含
め
た
遺
伝
性
疾
患
の
理
解
を
促
進
し
、
遺
伝
性
疾
患
と
生
き
る
当
事
者
と
ご
家
族
の
心
理
的
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
当
セ
ン
タ
ー
で
は
神
経
内
科
医
が
軸
と
な
っ
て
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
が
作
ら
れ
た
が
、
多
領
域
に
ま
た
が
る
遺

伝
や
遺
伝
子
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
は
、
神
経
内
科
、
予
防
医
療
部
に
所
属
す
る
少
数
の
臨
床
遺
伝
専
門
医
（
日
本
人
類
遺
伝
学
会
と

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
の
合
同
の
臨
床
遺
伝
専
門
医
制
度
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
。
制
度
は
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
よ
り
）
有
資

格
者
の
み
で
は
困
難
な
た
め
、
各
診
療
科
に
一
人
の
遺
伝
担
当
医
を
置
く
と
い
う
、
全
国
で
も
他
に
類
を
見
な
い
名
大
方
式
が
確
立
さ
れ

た
。
こ
の
遺
伝
担
当
医
は
「
当
該
領
域
に
お
け
る
遺
伝
性
疾
患
に
十
分
な
知
識
と
経
験
を
持
ち
、
適
切
に
対
応
で
き
る
医
師
」
と
さ
れ
て

お
り
、
遺
伝
担
当
医
か
ら
臨
床
遺
伝
専
門
医
に
事
例
を
あ
げ
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
検
討
し
た
上
で
、
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
の
担
当

臨
床
遺
伝
専
門
医
が
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
流
れ
が
設
定
さ
れ
た
。
当
初
か
ら
、
臨
床
心
理
士
、
遺
伝
に
詳
し
い
看
護
師
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
事
務
職
員
な
ど
多
職
種
の
助
力
が
あ
っ
て
の
発
足
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
は
、「
医
師
の
み

で
は
指
導
的
な
話
に
な
り
が
ち
で
あ
る
」
た
め
、
遺
伝
医
療
に
携
わ
る
看
護
師
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
兼
ね
た
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成

二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）、
第
二
代
室
長
に
教
授
尾
崎
紀
夫
が
就
任
後
、
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
雇
用
も
前
向
き
に
検
討
さ
れ
、
平
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成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
た
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
時
点
で
、
常
勤
認
定
遺
伝
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
三
人
お
り
、
当
事
者
と
そ
の
ご
家
族
、
各
診
療
科
か
ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
以
来
、
当
院
は
臨
床
遺
伝
専
門
医
研
修
施
設
に
認
定
さ
れ
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
か
ら
配
置
さ
れ
た
四
人
の
教
員
を

中
心
に
遺
伝
専
門
医
研
修
等
の
卒
後
研
修
に
加
え
、
医
学
部
学
生
の
教
育
に
も
関
与
し
て
い
る
。

米
国
中
心
に
一
三
年
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
て
い
た
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
が
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
に
終
了
し
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
解
読
宣

言
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
一
七
年
、
現
在
で
は
ゲ
ノ
ム
解
析
に
か
か
る
時
間
は
短
く
な
り
、
費
用
も
当
初
よ
り
飛
躍
的
に
安
価
に
な
り
、
一

人
ひ
と
り
の
体
の
設
計
図
で
あ
る
ゲ
ノ
ム
の
解
析
情
報
が
診
療
に
活
か
さ
れ
て
い
く
ゲ
ノ
ム
医
療
の
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
様

な
背
景
の
も
と
当
セ
ン
タ
ー
は
、
前
述
の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
医
科
学
研
究
と
患
者
さ
ん
の
橋
渡
し
役
を
担
い
、
倫
理

的
・
法
的
・
社
会
的
課
題
（ELSI
）
も
含
め
ゲ
ノ
ム
医
療
の
適
切
な
実
践
に
向
け
て
各
部
門
や
部
署
、
診
療
科
を
つ
な
ぐ
横
断
的
な
機

能
を
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
院
は
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
に
お
け
る
中
核
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
、
が
ん
組
織
に
お
け
る
遺
伝
子
の
変
化
を
多
数
同
時
に
検
査
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
可
能
な
治
療
を
探
索
し

て
い
く
新
し
い
医
療
で
あ
る
。
従
っ
て
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
部
門
の
担
当
者
は
、
が
ん
の
薬
物
療
法
や
遺
伝
子
検
査
の
実
施
に
伴
う
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
標
準
治
療
を
終
え
た
患
者
さ
ん
の
、
更
な
る
治
療
へ
の
望
み
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
ま
た
、
非
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
部
門
で
は
、
遺
伝
性
疾
患
の
治
療
・
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
遺
伝
子
の
変
化
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
疾
患
、
例
え
ば
、22q11.2

欠
失
症
候
群
や
結
節
性
硬
化
症
な
ど
は
、
多
臓
器
に
わ
た
る
症
状
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
み
ら
れ
る
た
め
、

複
数
の
診
療
科
へ
の
受
診
が
継
続
的
に
必
要
と
な
る
患
者
さ
ん
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
多
様

な
診
療
科
と
連
携
し
、
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
当
院
は
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
（A

M
ED

）
が
主
導
す
る
未
診
断
疾
患
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（IRU

D

）
の
診
断
拠
点
及
び
解

析
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
診
断
が
つ
く
こ
と
は
、
自
然
歴
の
展
望
や
今
後
の
見
通
し
、
さ
ら
に
は
治
療
へ
の
希
望
な
ど
も
含
め
、
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
に
と
っ
て
も
意
味
は
非
常
に
大
き
い
。
当
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
や
知
見
で
は
診
断
に
至
ら
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
の
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た
め
の
当
該
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
お
い
て
、
最
新
の
技
術
を
用
い
て
解
析
を
実
施
し
、
更
に
、
本
学
内
外
の
協
力
に
よ
り
得
ら
れ
た
ゲ
ノ
ム

情
報
に
基
づ
く
新
た
な
医
療
の
開
発
へ
と
繋
げ
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
医
学
研
究
・
臨
床
倫
理
推
進
室

［
沿
革
］

医
学
研
究
・
臨
床
倫
理
推
進
室
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
医
学
系
研
究
科
に
設
置
さ
れ
て
い
た
生
命
倫
理
統
括
支
援
室
を

発
展
解
消
し
、
附
属
病
院
に
設
置
し
た
部
門
で
あ
る
。

従
来
、
医
学
部
で
行
う
臨
床
研
究
の
倫
理
審
査
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
に
設
置
さ
れ
て
い
た
生
命
倫
理
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
。
平
成

二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月
、
生
命
倫
理
委
員
会
の
負
担
軽
減
と
審
査
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
同
委
員
会
の
下
に
新
た
に
研
究
の

種
類
毎
に
審
査
を
行
う
五
つ
の
専
門
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
倫
理
を
扱
う
特
任
教
員
を
配
置
し
た
。

臨
床
研
究
に
関
す
る
指
針
や
法
令
の
成
立
、
改
正
が
度
々
行
わ
れ
、
研
究
倫
理
支
援
の
重
要
性
が
高
ま
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）
に
は
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
申
請
手
続
き
の
効
率
化
お
よ
び
透
明
性
の
向
上
を
図
っ
た
。
平
成
二
十
六
年

（
二
〇
一
四
）
に
は
、
医
学
系
研
究
科
に
生
命
倫
理
を
扱
う
生
命
倫
理
統
括
支
援
室
を
設
置
し
た
。
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
再
生

医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
臨
床
研
究
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
病
院
に
よ
る
臨

床
研
究
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
要
に
な
り
、
研
究
倫
理
支
援
等
を
行
う
医
学
研
究
・
臨
床
倫
理
推
進
室
を
附
属
病
院
に
設
置
し
た
。

［
役
割
］

医
学
研
究
・
臨
床
倫
理
推
進
室
は
、
名
古
屋
大
学
に
お
け
る
人
を
対
象
と
す
る
研
究
（
臨
床
研
究
）
に
参
加
す
る
研
究
対
象
者
の
権
利
、

利
益
お
よ
び
尊
厳
を
守
り
、
ま
た
、
研
究
者
が
倫
理
的
に
適
切
な
研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
常
の
臨
床
現
場
で
遭
遇
す
る
様
々
な
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

臨
床
研
究
の
立
案
段
階
で
の
倫
理
的
課
題
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
倫
理
審
査
委
員
会
の
審
査
が
効
率
的
で
適
切
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
事
務
部
経
営
企
画
課
臨
床
審
査
公
正
係
と
共
同
し
、
倫
理
審
査
委
員
会
の
運
営
や
申
請
書
類
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
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る
。
年
に
数
回
開
催
さ
れ
る
研
究
倫
理
に
関
す
る
研
修
会
の
企
画
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
一
部
の
研
修
会
の
講
師
を
担
当
し
て
い
る
。

生
命
倫
理
教
育
の
取
り
組
み
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
生
命
倫
理
学
、
臨
床
倫
理
の
基
本
的
な
理
解
・
習
得
に
留
ま
ら
ず
、
事
例
を
提

示
し
て
、
問
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
理
論
・
方
法
に
つ
い
て
議
論
し
、
生
命
倫
理
に
関
し
て
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
成
で
き
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
臨
床
研
究
認
定
者
制
度
、
大
学
院
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
学
部
教
育
な
ど

で
の
講
義
等
を
通
じ
て
、
生
命
倫
理
に
関
し
て
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
成
し
、
臨
床
研
究
の
計
画
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
高
い
次
元
で
の
貢
献

が
で
き
る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
附
属
病
院
で
発
生
す
る
臨
床
倫
理
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
医
療
倫
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
関
与
す
る
と
と
も
に
、
臨
床

倫
理
検
討
会
（
多
職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）
を
創
設
し
、
解
決
に
向
け
て
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
構
築
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
よ
り
臨
床
研
究
の
中
央
審
査
を
推
進
し
て
い
る
。
中
央
審
査
を
可
能
と
す
る
よ
う
規
定
の
整

備
を
行
い
、
実
際
に
中
央
審
査
を
行
う
こ
と
で
、
中
央
審
査
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

［
研
究
］

近
年
の
医
学
の
発
展
が
も
た
ら
す
倫
理
・
法
・
社
会
的
問
題
に
つ
い
て
学
際
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
延
命
治
療
の
中
止
や
輸
血
拒
否

の
事
例
、
認
知
症
患
者
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
得
の
実
態
な
ど
、
臨
床
現
場
で
発
生
す
る
倫
理
的
問
題
を
題
材
と

し
て
法
が
ど
こ
ま
で
役
に
立
つ
か
、
法
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
多
角
的
視
野
か
ら
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、「
医
療
現
場
の
職
業
倫
理
問
題
に
対
す
る
制
度
的
対
応
」、「
研
究
倫
理
規
制
の
在
り
方
」
で
あ
る
。「
医
療
現
場

の
職
業
倫
理
問
題
に
対
す
る
制
度
的
対
応
」
は
、
医
師
が
倫
理
的
に
対
応
に
苦
慮
す
る
事
例
に
対
し
て
法
が
ど
こ
ま
で
役
に
立
つ
の
か
、

法
の
可
能
性
と
限
界
に
つ
い
て
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
病
院
と
い
う
医
療
現
場
で
、
抽
象
論
で
は
な
く
、
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
実
践

的
な
理
論
的
枠
組
み
を
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
研
究
倫
理
規
制
の
在
り
方
」
は
、
臨
床
研
究
に
関
す
る
不
祥
事
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
、
臨
床
研
究
お
よ
び
研
究
者
に
対
す
る
社
会
の
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信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
。
研
究
者
は
各
法
令
・
指
針
の
遵
守
を
徹
底
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
臨
床
研
究
全
て
を
、
治
験
と

同
様
、
法
で
規
制
す
る
べ
き
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
臨
床
研
究
に
対
す
る
規
制
が
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
状

況
で
、
研
究
機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
調
査
研
究
を
題
材
と
し
て
、
通
常
の
研
究
と
は
異
な
る
倫
理
的
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
米
国
の
文
献
や
研
究

者
な
ど
に
対
す
る
調
査
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
学
会
等
学
外
の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、
論
文
と
し
て
公
表
し
て
お
り
、
社
会
が
研
究
倫
理
や
臨

床
倫
理
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
二
月
に
は
、
第
四
回
研
究
倫
理
を
語
る
会
を
主

宰
し
た
。
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附
属
病
院
・
炎
症
性
腸
疾
患
治
療
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
炎
症
性
腸
疾
患
治
療
セ
ン
タ
ー
（IBD

セ
ン
タ
ー
）
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
に
、
消

化
器
内
科
と
消
化
器
外
科
の
協
働
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

［
開
設
の
背
景
と
経
緯
］

主
に
潰
瘍
性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
に
分
類
さ
れ
る
炎
症
性
腸
疾
患
（Inflam

m
atory�Bow

el�D
isease

：IBD

）
は
、
原
因
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
難
病
で
根
本
治
療
が
な
く
、
内
科
的
治
療
以
外
に
外
科
的
処
置
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
消
化
器
内
科
と
消
化
器
外
科
が
連
携
し
て
的
確
な
診
断
を
行
い
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
手
術
を
行
う
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
点
、
本
院
で
は
、
も
と
も
と
診
療
科
間
の
垣
根
が
低
く
、
特
に
消
化
器
内
科
と
消
化
器

外
科
に
は
必
要
に
応
じ
て
協
働
で
き
る
素
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出
す
べ
く
、
消
化
器
内
科
と

消
化
器
外
科
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
診
療
体
制
］

IBD

セ
ン
タ
ー
で
は
、IBD

外
来
専
用
の
時
間
帯
を
設
け
た
ほ
か
、
内
科
の
外
来
診
療
室
の
す
ぐ
隣
に
外
科
の
外
来
診
療
室
を
設
け
、

患
者
を
待
た
せ
る
こ
と
な
く
内
科
医
と
外
科
医
が
診
療
に
当
た
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
皮
膚
疾
患
等

を
合
併
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
診
療
科
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
消
化
器
内
科
と
消
化
器
外
科
の
医
師
に
加
え
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
と

い
っ
た
多
職
種
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
が
、
専
門
性
を
生
か
し
て
連
携
し
、IBD

セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い
る
。
初
代
セ
ン
タ
ー

長
と
な
っ
た
消
化
器
内
科
学
教
授
の
藤
城
光
弘
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
情
報
の
発
信
・
共
有
を
行
っ
て
、
患
者
の
ラ
イ
フ
ス
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タ
イ
ル
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
、
優
し
く
寄
り
添
う
チ
ー
ム
医
療
を
展
開
し
て
い
る
。

［
地
域
医
療
と
の
連
携
］

食
事
を
含
む
生
活
習
慣
の
西
洋
化
の
影
響
等
も
あ
り
、IBD

患
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。IBD

セ
ン
タ
ー
で
そ
の
全
て
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
地
域
全
体
でIBD

患
者
の
長
期
に
亘
る
闘
病
生
活
を
支
え
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
のIBD

治
療
に
お
け
る
医
療
連
携
の
中
核
と
な
り
、
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
を
広
く
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
え
、IBD

セ
ン
タ
ー
で
正
確
な
評
価
・
診
断
を
行
い
、
適
切
な
治
療
方
針
を
設
定
し
た
上
で
、
地
域
医
療
機
関
に
患
者
を
戻
す
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

［
実
績
と
将
来
の
展
望
］

開
設
か
ら
間
も
な
いIBD

セ
ン
タ
ー
で
は
あ
る
が
、
東
海
地
域
の
み
な
ら
ず
遠
方
か
ら
も
患
者
が
来
院
す
る
等
、
着
実
に
認
知
度
が

高
ま
っ
て
い
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
末
時
点
で
の
診
療
患
者
数
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
が
約
四
〇
〇
人
、
ク
ロ
ー
ン
病
が
約
三
〇
〇

人
で
あ
り
、IBD

セ
ン
タ
ー
内
で
早
い
段
階
か
ら
治
療
方
針
を
検
討
・
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
緊
急
手
術
が
多
い
と
さ
れ

るIBD

治
療
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
の
高
い
緊
急
手
術
が
大
き
く
減
少
す
る
等
、
そ
の
効
果
は
早
く
も
表
れ
始
め
て
き
て
い
る
。

一
方
、
将
来
を
見
据
え
た
研
究
・
教
育
面
で
もIBD

セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
研
究
面
で
は
、IBD

セ
ン
タ
ー
が

地
域
に
お
け
るIBD

治
療
の
中
核
と
な
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
臨
床
デ
ー
タ
が
集
約
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
患
者
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
進
め
、IBD

発
症
原
因
の
解
明
や
新
た
な
治
療
方
法
の
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。
教

育
面
で
は
、
セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
手
術
件
数
の
増
加
を
、
外
科
医
を
始
め
と
す
るIBD

の
専
門
家
の
育
成
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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高
気
圧
治
療
部

名
古
屋
大
学
に
お
け
る
高
気
圧
酸
素
治
療
は
当
初
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
医
学
部
第
一
外
科
学
教
室
の
高
気
圧
酸
素
治
療

室
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
当
初
は
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
な
ど
の
末
梢
血
行
障
害
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
ス
モ
ン
病
、
網
膜
動
脈
閉
塞
症
、

術
後
脊
髄
障
害
、
突
発
性
難
聴
な
ど
に
対
す
る
治
療
法
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
年
を
追
っ
て
高
気
圧
酸
素
治
療
の
需
要
は

伸
長
を
続
け
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
状
況
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
十
月
に
は
全
国
の
国
立
大
学
で
初
め
て
附
属
病
院
高

気
圧
治
療
部
と
し
て
認
め
ら
れ
、
翌
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
高
気
圧
治
療
部
独
自
の
病
床
が
配
分
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）、
榊
原
欣
作
が
初
代
教
授
に
就
任
し
、
教
授
一
人
、
助
教
授
一
人
、
助
手
二
人
、
治
療
技
師
四
人
と
再
整
備
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
三
月
に
は
、
三
億
六
，
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
に
よ
っ
て
世
界
最
大
の
、
か
つ
最
高
の
性
能
を
有
す
る
大
型

高
気
圧
治
療
装
置
が
建
造
さ
れ
、
ま
た
、
一
億
四
，
四
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
高
気
圧
治
療
棟
が
増
築
さ
れ
た
。
榊
原
の
後
を
教
授
高
橋
英

世
が
継
ぎ
、
院
内
の
数
多
く
の
診
療
科
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
採
算
性
お
よ
び
後
継
者
不
足
な
ど
の
諸
問
題
に
よ
り
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
三
月
に
廃
部
と
な
っ
た
。
開
設
か
ら
の
治
療
件
数
は
一
五
万
件
を
数
え
、
研
究
、
治
療
、
装
置
の
安
全
運
用
な
ど
の
面
で

本
邦
の
高
気
圧
環
境
医
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
榊
原
は
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
第
九
回
国
際
潜
水
・
高
気
圧
生

理
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
組
織
委
員
長
と
し
て
主
催
し
、
そ
の
会
期
中
、
長
年
に
わ
た
る
高
気
圧
酸
素
治
療
に
関
す
る
功
績
に
よ
り
斯
界
最

高
の
名
誉
で
あ
るBoerem

a

賞
受
賞
の
栄
光
に
輝
い
た
。
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予
防
医
療
部

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分
院
の
本
院
と
の
統
合
に
伴
う
改
組
に
よ
り
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
一
日
予
防
医
療
部
が
設

置
さ
れ
た
。
発
足
時
の
教
官
は
助
教
授
直
江
知
樹
、
講
師
浅
田
義
正
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
教
授
職
の
定
員
が
配
置
さ
れ
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
第
一
内
科
助
教
授
下
方
薫
が
予
防
医
療
部
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
同
年
助
教
授
直
江
が
、
分
院
の
統
合
に
伴
う
改
組
に

よ
り
発
足
し
た
難
治
感
染
症
部
に
異
動
し
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
難
治
感
染
症
部
教
授
に
昇
任
し
た
。
下
方
の
下
で
、
助
教
授

丹
羽
利
充
、
講
師
関
戸
好
孝
が
運
営
に
携
わ
っ
た
。
予
防
医
療
部
の
臨
床
業
務
は
、
名
大
病
院
に
お
け
る
高
度
先
進
検
診
と
し
て
「
名
大

病
院
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
人
間
ド
ッ
ク
）」
を
実
施
し
た
。
研
究
と
し
て
、
下
方
、
関
戸
が
肺
が
ん
の
臨
床
研
究
と
分
子
生
物

学
研
究
に
つ
い
て
、
丹
羽
が
尿
毒
症
の
質
量
分
析
を
中
心
に
腎
疾
患
研
究
を
担
当
し
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
下
方
が
呼
吸
器
内

科
教
授
に
異
動
と
な
り
、
平
成
十
六
年
に
（
二
〇
〇
四
）
丹
羽
が
予
防
医
療
部
部
長
に
昇
任
し
た
。
丹
羽
は
日
本
医
用
マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ル

学
会
理
事
長
を
歴
任
し
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
国
際
尿
毒
症
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
関
戸
が
愛
知

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
分
子
腫
瘍
学
分
野
部
長
に
転
出
し
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
三
十
一
日
予
防
医
療
部
が
廃
止
さ
れ
、

一
四
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
丹
羽
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
四
月
一
日
名
古
屋
大
学
医
学
部
尿
毒
症
病
態
代
謝
学
寄
附
講
座

教
授
に
就
任
し
た
。
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在
宅
管
理
医
療
部

在
宅
管
理
医
療
部
は
、
文
部
科
学
省
の
大
学
改
組
の
方
針
に
な
ら
い
、
当
時
大
幸
地
区
に
あ
っ
た
医
学
部
附
属
病
院
分
院
内
科
を
平
成

八
年（
一
九
九
六
）四
月
よ
り
在
宅
管
理
医
療
部
に
改
組
し
鶴
舞
地
区
の
医
学
部
附
属
病
院
に
統
合
し
た
。
当
時
分
院
内
科
の
教
授
で
あ
っ

た
前
田
憲
志
が
初
代
教
授
（
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
四
月
～
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
三
月
）
と
し
て
異
動
し
た
。
同
時
に
、
旧
分

院
内
科
ス
タ
ッ
フ
（
助
教
授
新
里
徹
、
講
師
比
企
能
之
、
助
手
重
富
俊
雄
）
も
在
宅
管
理
医
療
部
所
属
と
な
っ
た
。
教
授
前
田
の
退
官
後
、

講
師
の
中
井
滋
、
医
員
の
杉
本
由
佳
、
浅
井
真
嗣
、
岩
山
範
久
、
曽
我
太
郎
、
杉
浦
建
生
以
下
三
人
の
大
学
院
生
で
診
療
、
教
育
、
研
究

活
動
が
継
続
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
七
月
、
附
属
病
院
内
に
設
立
さ
れ
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
部
門
と
し
て
在
宅

管
理
医
療
部
の
医
師
が
関
わ
っ
て
以
来
、
講
演
会
の
企
画
立
案
お
よ
び
開
催
、
院
内
の
退
院
支
援
活
動
、
前
方
連
携
支
援
な
ど
地
域
連
携

の
促
進
に
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
続
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
教
育
を
目
的
と
し
た
愛
知
ケ
ア
マ
ネ
研
究
会
は
、
通
年
毎
月
開
催
で
今
日
に
至
る
ま
で
続
け
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
八
月
、
講
師
中
井
が
藤
田
保
健
衛
生
大
学
（
現
藤
田
医
科
大
学
）
へ
転
任
後
、
同
年
十
一
月
よ
り
地
域
医
療
に

お
い
て
先
進
的
な
活
動
で
知
ら
れ
た
諏
訪
中
央
病
院
よ
り
講
師
川
尻
宏
昭
が
着
任
し
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
三
月
ま
で
地
域
連
携

に
関
す
る
活
動
に
従
事
し
た
。
川
尻
の
退
職
後
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
五
月
よ
り
講
師
鈴
木
裕
介
が
着
任
し
在
宅
管
理
医
療
部
お
よ

び
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
、
組
織
改
編
に
伴
い
、
医
学
部
附
属
病
院
・
在
宅

管
理
医
療
部
は
、
大
学
院
医
学
系
研
究
科
老
年
科
学
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
に
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域
在
宅
医
療
学
・
老
年

科
学
と
し
て
教
授
葛
谷
雅
文
を
迎
え
、
活
動
を
継
続
し
現
在
に
至
る
。

在
宅
管
理
医
療
部
時
代
の
主
な
学
術
活
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
回　

日
本
在
宅
医
学
会
大
会
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会
期　

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
二
月
十
六
日
（
土
）
～
十
七
日
（
日
）
会
場　

名
古
屋
国
際
会
議
場

大
会
長　

前
田
憲
志

第
十
四
回　

日
本
在
宅
医
療
学
会
学
術
集
会

会
期　

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
七
月
四
日
（
金
）
～
五
日
（
土
）
会
場　

名
古
屋
国
際
会
議
場

大
会
長　

前
田
憲
志

東
海
在
宅
医
療
研
究
会　

元
国
立
療
養
所
中
部
病
院
院
長　

井
形
昭
弘
を
初
代
会
長
に
迎
え
毎
年
開
催
し
現
在
に
至
る
。

愛
知
ケ
ア
マ
ネ
研
究
会　

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
一
月
発
足
、
以
来
毎
年
通
年
開
催
で
現
在
に
至
る
。
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難
治
感
染
症
部

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
五
月
に
「
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
」（
当
初
の
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
）
設
置
に
伴
う
「
病
院
再
整
備
計
画
」
予

算
成
立
に
よ
り
附
属
病
院
分
院
は
廃
止
さ
れ
、
附
属
病
院
の
特
殊
診
療
施
設
と
し
て
在
宅
管
理
医
療
部
、
予
防
医
療
部
、
総
合
診
療
部
、

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
難
治
感
染
症
部
が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
分
院
診
療
科
の
受
け
皿
は
決
定
し
て

お
ら
ず
、
新
病
棟
（
西
病
棟
）
の
竣
工
ま
で
は
分
院
の
診
療
業
務
は
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
に

新
築
さ
れ
た3W

病
棟
に
お
け
る
無
菌
病
室
お
よ
び
感
染
症
対
策
病
室
の
管
理
・
運
営
を
業
務
と
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
分
院
内
科

血
液
・
免
疫
グ
ル
ー
プ
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
員
と
し
て
は
、
分
院
内
科
助
教
授
で
あ
っ
た
直
江
知
樹
と
放
射
線
科
講
師
で
あ
っ

た
中
津
川
重
一
（
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
三
月
退
官
）
が
そ
れ
ぞ
れ
難
治
感
染
症
部
の
助
教
授
と
講
師
に
就
任
し
た
。
同
時
に
分
院

内
科
血
液
・
免
疫
グ
ル
ー
プ
の
五
名
が
難
治
感
染
症
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
異
動
し
、3W

病
棟
に
お
け
る
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。
難
治

感
染
症
部
の
医
局
・
研
究
室
は
旧
南
病
棟
二
階
の
看
護
詰
所
と
病
室
が
改
装
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
。

診
療
面
で
は
、
第
一
内
科
血
液
グ
ル
ー
プ
と
一
体
化
し
て
造
血
幹
細
胞
移
植
や
急
性
白
血
病
に
対
す
る
化
学
療
法
な
ど
の
易
感
染
状
態

に
あ
る
患
者
の
無
菌
室
管
理
を
主
と
し
て
担
当
し
た
。
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
に
清
井
仁
が
難
治
感
染
症
部
講
師
に
、
平
成

十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
直
江
が
臨
床
感
染
統
御
学
教
授
（
難
治
感
染
症
部
部
長
）
に
就
任
し
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
十

月
に
馬
場
尚
志
が
難
治
感
染
症
部
助
手
に
就
任
し
、
感
染
対
策
部
門
を
担
当
し
た
。

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
二
月
に
直
江
は
病
態
内
科
学
講
座
分
子
細
胞
内
科
学
分
野
教
授
に
就
任
、
異
動
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
三
月
ま
で
難
治
感
染
症
部
は
継
続
し
、
血
液
内
科
と
と
も
に
臨
床
・
研
究
活
動
が
行
わ
れ
た
。
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

三
月
で
難
治
感
染
症
部
は
廃
部
と
な
り
、
清
井
は
血
液
内
科
に
配
置
転
換
と
な
り
、
分
院
の
統
廃
合
に
と
も
な
う
一
連
の
整
備
計
画
は
終

了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
歴
代
の
難
治
感
染
症
部
の
部
長
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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平
成
八
年
六
月
～
平
成
八
年
九
月
（
一
九
九
六
）：
友
田
豊
（
部
長
事
務
取
扱
）

平
成
八
年
十
月
～
平
成
十
三
年
三
月
（
一
九
九
六
～
二
〇
〇
一
）：
齋
藤
英
彦
（
部
長
）

平
成
十
三
年
四
月
～
平
成
十
五
年
一
月
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
）：
直
江
知
樹
（
部
長
）

平
成
十
五
年
二
月
～
平
成
十
八
年
九
月
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
六
）：
武
澤
純
（
部
長
事
務
取
扱
）

平
成
十
八
年
十
月
～
平
成
十
八
年
十
二
月
（
二
〇
〇
六
）：
井
口
昭
久
（
部
長
事
務
取
扱
）

平
成
十
九
年
一
月
～
平
成
二
十
年
二
月
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
八
）：
武
澤
純
（
部
長
事
務
取
扱
）

平
成
二
十
年
三
月
～
平
成
二
十
二
年
三
月
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
）：
長
谷
川
好
規
（
部
長
事
務
取
扱
）

平
成
二
十
二
年
四
月
～
平
成
二
十
三
年
三
月
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
）：
長
谷
川
好
規
（
部
長
）
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附
属
病
院
・
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医
療
社
会
事
業
部

［
前
史
：
帝
大
時
代
］

疾
病
の
発
生
が
、
生
体
と
環
境
と
の
協
調
の
中
で
起
こ
る
と
考
え
れ
ば
、
疾
病
の
予
防
・
治
療
に
は
環
境
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
環
境

処
方
あ
る
い
は
生
活
処
方
と
い
う
も
の
が
必
要
と
な
る
。
環
境
条
件
の
中
で
と
り
わ
け
家
庭
環
境
、
職
場
環
境
、
あ
る
い
は
患
者
の
住
む

地
域
社
会
の
中
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
本
学
医
学
部
に
お
け
る
医
療
社
会
事
業
部
の
歴
史
は
名
古
屋
医
科
大
学
時
代
に
始
ま
っ
た
。
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
当
時
の
事
務
官
須
川
義
弘
、
学
長
田
村
春
吉
の
提
案
に
よ
り
、
主
と
し
て
感
染
性
疾
患
を
対
象
と
し
た
高
熱

病
患
者
特
別
診
療
所
が
新
設
さ
れ
、「
診
療
相
談
」
が
設
置
さ
れ
た
。
本
学
で
は
こ
の
「
診
療
相
談
」
が
「
医
療
社
会
事
業
部
」
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
。
大
島
元
子
が
事
務
部
患
者
係
と
し
て
担
当
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
病
院
長
勝
沼
精
藏
に
よ
り
、
大
島
は

「
患
者
福
祉
主
任
」
に
任
命
さ
れ
た
。

［
新
生
］

大
学
が
新
制
に
移
行
し
た
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
、
公
衆
衛
生
学
教
授
野
邉
地
慶
三
は
、
医
学
教
育
の
実
習
に
ソ
シ
ア
ル

ワ
ー
ク
を
組
み
入
れ
た
。
そ
の
当
時
は
、
中
央
省
庁
も
こ
の
問
題
に
対
し
て
理
解
が
乏
し
く
、
予
算
化
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
医
療
社
会
事
業
の
活
動
は
病
院
長
齋
藤
眞
の
推
薦
で
大
島
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
診
療
と
教
育
と
の
両
面
に
か
か
わ
る
活
動

が
開
始
さ
れ
た
。
加
え
て
、
精
神
医
学
教
授
村
松
常
雄
は
精
神
科
領
域
で
のsocial�w

orker

の
必
要
性
を
提
案
し
た
が
、
実
現
は
困
難

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
二
月
に
全
国
に
先
駆
け
て
愛
知
県
医
療
社
会
事
業
家
協
会
が
発
足
す
る
社
会
的
背
景
の
中
で
、

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
村
松
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
資
金
援
助
を
得
て
精
神
神
経
科
に
医
療
社
会
事
業

部
を
開
設
、
金
子
嘉
子
が
担
当
し
た
。
補
助
金
満
期
の
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
四
月
に
は
予
算
化
さ
れ
、
病
院
組
織
に
移
管
さ
れ

た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
従
来
の
事
務
官
と
し
て
の
患
者
係
福
祉
主
任
一
人
（
大
島
担
当
）
が
医
療
社
会
事
業
士
技
官
に
呼
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称
変
更
さ
れ
、
外
来
診
療
棟
内
に
面
接
室
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）、
事
務
部
患
者
係
の
中
に
あ
り
な
が
ら
「
医

療
社
会
事
業
部
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
島
の
ほ
か
事
務
員
一
人
（
日
下
部
蔦
子
）
が
配
属
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和

三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
、
組
織
上
、
患
者
係
か
ら
分
離
、
事
務
部
業
務
課
医
療
社
会
事
業
掛
と
な
っ
た
。

［
発
展
］

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）、
医
学
社
会
事
業
係
は
小
児
気
管
支
喘
息
の
問
題
等
で
、
小
児
科
に
協
力
を
申
し
入
れ
る
な
ど
、
こ
の

頃
か
ら
臨
床
各
科
お
よ
び
基
礎
と
の
協
力
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
医
療
社
会
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
活
動
範
囲
を
次
第
に

拡
大
し
て
い
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
四
月
、「
医
療
社
会
事
業
部
」
が
公
式
に
部
と
な
り
、
事
務
部
か
ら
分
離
し
た
。
部

長
は
併
任
で
精
神
科
教
授
村
松
常
雄
が
任
ぜ
ら
れ
、
部
員
は
技
官
大
島
元
子
、
金
子
寿
子
ほ
か
合
計
六
人
で
発
足
し
た
。
同
年
六
月
に
は

公
衆
衛
生
学
教
室
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
労
働
衛
生
相
談
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
小
児
気
管
支
喘
息
児
、
小
児
心
身
症
児
の
「
集
団
訓
練
」

を
毎
月
実
施
し
始
め
、昭
和
四
十
九
年（
一
九
七
四
）三
月
ま
で
続
行
さ
れ
た
。
主
に
精
神
疾
患
患
者
の
支
援
活
動
を
行
い
な
が
ら
も
、種
々

の
疾
患
に
関
し
て
の
実
態
調
査
を
行
う
な
ど
研
究
的
色
彩
の
強
い
活
動
も
あ
っ
た
。

［
発
展
的
解
消
］

名
古
屋
大
学
は
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
独
法
化
さ
れ
国
立
大
学
法
人
と
な
っ
た
。
独
立
し
た
運
営
と
病
院
基
盤
の
整
備
が
必

要
と
さ
れ
、
独
法
化
二
年
前
か
ら
病
院
の
機
構
改
革
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
七
月
、
医
療
社
会
事
業
部
は
事

務
部
の
福
祉
相
談
係
と
看
護
部
外
来
相
談
係
の
三
者
が
包
含
さ
れ
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
出
発
し
、
病
院
業
務
と
し
て
の
医
療

支
援
部
門
の
機
能
を
強
化
し
た
。
同
部
門
で
は
前
方
と
後
方
の
支
援
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
、
事
業
範
囲
は
こ
れ
に
よ
り
大
き
く
変
わ

り
、
患
者
紹
介
、
患
者
退
院
支
援
、
提
携
医
療
機
関
と
の
連
携
等
が
主
な
活
動
範
囲
と
な
っ
た
。
こ
の
拡
大
的
合
併
に
よ
り
医
療
社
会
事

業
部
は
名
古
屋
大
学
病
院
で
の
役
割
を
終
え
た
。
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附
属
病
院
・
旧

 

医
療
支
援
室

医
療
支
援
室
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
月
に
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
保
育
士
で
構
成
さ
れ
る
部
門

と
し
て
発
足
し
た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
保
育
士
は
、
医
療
職
と
事
務
職
と
の
中
間
的
な
職
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
職
種
を
病

院
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
同
室
は
設
置
さ
れ
た
。
病
気
・
治
療
に
ま
つ
わ
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
子
ど
も
と
家
族

が
安
心
し
て
入
院
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
が
主
な
用
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
度
（
二
〇
一
七
）
末
を
も
っ
て
同
室
は

廃
止
さ
れ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
保
育
士
は
、
小
児
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
患
者
と
家
族

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
薬
剤
部

［
前
史
］

仮
病
院
、
仮
医
学
校
が
発
足
し
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、
職
制
中
に
「
薬
局
医
」
と
し
て
菊
池
有
英
ほ
か
四
人
の
氏
名
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
公
立
医
学
所
時
代
に
至
る
と
、
副
教
師
司
馬
盈
之
が
薬
剤
を
整
理
し
薬
品
の
ラ
ベ
ル
に
ラ
テ
ン
語
名
を
記
入
し
た
、
と
の
記

録
が
あ
る
。
天
王
崎
に
病
院
を
新
築
移
転
し
た
際
に
は
製
薬
所
が
置
か
れ
、
そ
の
教
師
は
荘
司
一
箕
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
に
は
、

病
院
の
診
療
部
門
は
内
科
、
外
科
、
眼
科
、
婦
嬰
科
の
四
科
か
ら
な
り
、「
調
剤
所
」
が
設
け
ら
れ
、
所
長
の
下
に
調
剤
生
、
調
剤
生
補

が
配
さ
れ
て
い
た
。
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
で
は
「
薬
剤
部
」、
愛
知
医
科
大
学
で
は
「
薬
局
」
と
改
称
さ
れ
、
そ
の
後
、
名
古
屋
医

科
大
学
に
官
立
移
管
さ
れ
た
際
に
は
、
薬
局
、
薬
局
長
の
機
構
と
人
材
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
。

［
帝
大
時
代
］

薬
局
長
柳
澤
秀
吉
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
以
来
、
愛
知
医
科
大
学
、
名
古
屋
医
科
大
学
、
名
古
屋
帝
国
大
学
と
引
き
続
い
て
薬

局
長
を
務
め
、
血
管
造
影
剤
「
ロ
ン
ブ
ル
」
や
胃
液
催
進
剤
「
ス
ピ
ナ
チ
ン
」
な
ど
の
創
製
の
功
績
が
あ
っ
た
。
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

十
一
月
、
岡
山
医
科
大
学
か
ら
高
松
宗
信
が
着
任
、
以
後
、
薬
局
長
は
仙
石
忠
良
、
鷲
野
榮
萬
藏
と
続
い
た
。

［
新
生
］

部
長
仙
石
時
代
（
昭
和
十
六
年
～
二
十
一
年
（
一
九
四
一
～
一
九
四
六
））
は
戦
中
、
戦
後
の
混
乱
期
の
た
め
物
資
や
環
境
も
全
く
整

わ
ず
、
研
究
業
績
は
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な
い
。
部
長
鷲
野
時
代
（
昭
和
二
十
一
年
～
四
十
年
（
一
九
四
六
～
一
九
六
五
））
に
は
主
に
ビ
タ

ミ
ン
の
製
剤
化
と
安
定
性
に
関
す
る
研
究
、
部
長
高
取
吉
太
郎
時
代
（
昭
和
四
十
年
～
五
十
二
年
（
一
九
六
五
～
一
九
七
七
））
に
は
抗

が
ん
剤
と
発
が
ん
物
質
に
関
す
る
研
究
、
部
長
須
原
清
治
時
代（
昭
和
五
十
二
年
～
五
十
七
年（
一
九
七
七
～
一
九
八
二
））に
は
テ
オ
フ
ィ
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リ
ン
や
抗
て
ん
か
ん
薬
な
ど
の
医
薬
品
の
体
内
動
態
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
薬
剤
師
資
格
を
持
つ
医
学
部
教
授
が
薬
剤
部
長
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院
薬
剤
部
助
教
授
の
北
澤
式
文
が
初
代
教
授
に
着
任
し
、
大
学
院
医
学
研
究
科
医
療
薬
学
分
野
を
担
当
し
た
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、

医
薬
品
の
体
内
動
態
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
、
大
学
院
生
と
し
て
大
嶋
耐
之
（
後
に
、
金
城
学
院
大
学
教
授
）、
灘
井
雅
行
（
後
に
、
名

城
大
学
教
授
）
ら
が
入
学
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
病
院
に
大
型
電
算
機
が
導
入
さ
れ
、
初
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
し
た
が
、
こ
の
時
の
電
算
化
委
員
長
を
北
澤
が
務
め
た
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
は
助
教
授
ポ
ス
ト
が
付
き
、
長
谷

川
高
明
（
後
に
、
名
古
屋
大
学
教
授
、
愛
知
医
科
大
学
教
授
）
が
就
任
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、
北
澤
は
教
授
・
薬
剤
部

長
と
し
て
慶
應
義
塾
大
学
病
院
へ
転
出
し
た
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
北
澤
の
後
任
と
し
て
名
城
大
学
薬
学
部
助
教
授
の
鍋
島
俊
隆
が
着
任
し
た
。
鍋
島
は
、
薬
剤
部
の
研
究
テ
ー

マ
に
神
経
精
神
薬
理
学
を
加
え
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
は
医
系
研
究
棟
一
号
館
一
階
に
薬
剤
部
・
医
療
薬
学
分
野
の
研
究
室

が
入
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
大
学
院
生
、
留
学
生
が
集
ま
っ
た
〔
北
市
清
幸
（
岐
阜
薬
科
大
学
教
授
）、

新
田
淳
美（
富
山
大
学
教
授
）、Tang�Y

an�Ping
（
中
国Guangzhou�W

om
en�and�Children

’s�M
edical�Center

教
授
・
研
究
所
長
）、

N
an�Zeng

（
中
国Chengdu�U

niv.�of�T
raditional�Chinese�M

edicine

教
授
）、H

e�Jue

（
中
国H

enan�U
niv.�

教
授
）、Zou�

LiBo

（
中
国Shenyang�Pharm

aceut.�U
niv.�

教
授
）、Shin�E-J

（
韓
国K

angw
on�N

ational�U
niv

教
授
）、Tran�M

anh�H
ung

（
ベ

ト
ナ
ムU

niv.�of�M
ed.�and�Pharm

.�

教
授
）、M

oustafa�M
ahm

oed

（
エ
ジ
プ
トA

ssiut�U
niv.�M

edical�School

教
授
）、
中
島
晶

（
弘
前
大
学
教
授
）、
永
井
拓
（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）
な
ど
〕

鍋
島
教
授
・
薬
剤
部
長
時
代
（
平
成
二
年
～
十
八
年
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
六
））
は
臨
床
薬
学
の
黎
明
期
で
あ
り
、
従
来
か
ら
の
調

剤
を
中
心
と
す
る
対
物
業
務
に
加
え
、
患
者
へ
の
薬
学
的
ケ
ア
の
提
供
と
い
う
対
人
業
務
が
始
ま
っ
た
。
入
院
患
者
へ
の
服
薬
指
導
（
薬

剤
管
理
指
導
）
を
開
始
し
、
薬
剤
師
記
録
を
電
子
カ
ル
テ
に
保
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
抗
凝
固
薬
を
服
用
し
て
い
る
外
来
患

者
を
対
象
と
し
て
薬
剤
師
が
個
別
に
服
薬
指
導
を
行
う
薬
剤
師
外
来
を
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
喘
息
吸
入
療
法
の
薬
剤
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師
外
来
も
稼
働
し
、
薬
剤
師
外
来
は
全
国
の
病
院
に
広
ま
っ
た
。
薬
学
教
育
制
度
に
も
大
き
な
改
革
が
あ
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、

臨
床
教
育
を
充
実
す
る
た
め
に
教
育
年
限
が
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
全
国
の
大
学
病
院
薬
剤
部
か
ら
多
く
の
薬
剤

師
が
薬
学
部
に
移
り
、
臨
床
薬
学
教
育
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
大
病
院
薬
剤
部
か
ら
も
助
教
授
山
田
清
文
（
金
沢
大
学
教
授
）、

岡
田
啓
（
愛
知
医
科
大
学
教
授
）、
山
村
恵
子
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）、
中
尾
誠
（
金
城
学
院
大
学
教
授
）、
野
田
幸
裕
（
名
城
大
学
教
授
）、

亀
井
浩
行
（
名
城
大
学
教
授
）
ら
が
異
動
し
た
。

［
現
在
］

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
鍋
島
の
後
任
と
し
て
金
沢
大
学
か
ら
山
田
が
教
授
・
薬
剤
部
長
に
着
任
し
た
。
全
病
棟
とICU

・
オ
ペ

室
に
専
任
薬
剤
師
を
配
置
し
、
薬
剤
師
の
員
数
と
薬
剤
管
理
指
導
件
数
で
は
国
立
大
学
病
院
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。
ま
た
、

近
隣
の
薬
学
部
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
薬
学
部
の
教
員
が
院
内
に
常
駐
す
る
道
を
開
き
、
薬
学
部
学
生
の
臨
床
教
育
と
薬
剤
師
外
来
を
共

同
で
運
営
し
た
。
六
年
制
教
育
を
受
け
た
薬
剤
師
が
誕
生
し
た
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
は
卒
後
研
修
と
し
て
の
薬
剤
師
レ
ジ
デ

ン
ト
制
度
を
導
入
し
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
国
内
初
の
自
己
評
価
と
外
部
評
価
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
先
駆
的
な
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
准
教
授
新
田
は
富
山
大
学
教
授
と
し
て
転
出
し
、
後
任
に
は
永
井
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
石
川
和
宏
（
北
陸
大
学
教
授
）、

伊
東
亜
紀
雄
（
名
城
大
学
准
教
授
）、
梅
村
雅
之
（
愛
知
学
院
大
学
准
教
授
）、
日
比
陽
子
（
名
古
屋
市
立
大
学
准
教
授
）
ら
が
薬
剤
部
か

ら
薬
学
部
に
異
動
し
た
。

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
基
礎
研
究
で
は
薬
物
依
存
と
神
経
精
神
疾
患
の
分
子
病
態
の
解
明
と
新
し
い
診
断
・
治
療
薬
の
開
発
、
臨
床

研
究
で
は
乱
用
防
止
製
剤
の
開
発
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
個
別
化
薬
物
療
法
を
支
援
す
る
た
め
の
臨
床
薬
物
動
態
学
並
び
に
医
療
薬
学

的
研
究
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
剤
師
の
卒
後
初
期
研
修
の
標
準
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
現
在
の
構
成
員
は
、

教
授
・
薬
剤
部
長
一
人
、
准
教
授
・
副
薬
剤
部
長
一
人
、
副
薬
剤
部
長
五
人
、
特
任
助
教
二
人
、
室
長
一
四
人
、
薬
剤
師
八
五
人
、
事
務

補
佐
員
四
人
、
大
学
院
生
八
人
、
研
究
生
四
人
で
あ
る
。



465

附
属
病
院
・
看
護
部

［
前
史
］

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
の
病
院
規
則
に
「
看
護
人
」
の
名
称
が
あ
り
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
天
王
崎
町
病
院
落
成
時
の

職
員
名
に
、
四
等
看
護
生
、
五
等
看
護
生
、
看
護
医
の
名
称
で
男
子
の
氏
名
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
一
月
、
愛
知

県
立
公
立
病
院
医
学
校
等
級
表
に
一
等
看
護
医
一
二
円
、
二
等
看
護
医
一
〇
円
、
三
等
看
護
医
八
円
、
四
等
看
護
医
五
円
、
五
等
看
護
医

三
円
と
あ
る
が
、
こ
の
看
護
生
、
看
護
医
と
称
さ
れ
た
人
が
実
際
の
看
護
に
当
た
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
九
月
五
日
「
男
子
看
護
人
ヲ
廃
シ
総
テ
女
子
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
テ
自
今
看
護
人
ヲ
看
護
婦
ト
改
シ
ョ
ウ

ス
」
と
あ
り
、
記
録
上
初
め
て
「
看
護
婦
」
の
名
称
が
み
ら
れ
る
。
同
年
九
月
二
日
、
服
制
が
定
め
ら
れ
、
筒
袖
腰
袴
形
洋
風
、
綿
布
薄

浅
黄
色
の
服
を
着
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
看
護
長
は
医
師
で
診
察
医
補
の
兼
務
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
一
日
、
愛
知
医
学
校
内
に
看
護
婦
産
婆
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
。
愛
知
県
下
で
は
最
初
の
施
設
で

あ
っ
た
。
同
年
九
月
二
十
九
日
、
最
初
の
入
学
試
験
が
施
行
さ
れ
、
一
七
人
が
合
格
し
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
。
修
学
年
限
一
年
で
あ
っ

た
。明

治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
、
県
訓
令
第
一
九
号
に
よ
り
職
制
が
改
定
さ
れ
、
院
長
の
下
に
副
院
長
を
置
き
、
各
科
医
長
を
部

長
に
改
め
、
各
部
に
部
長
を
置
い
た
。
職
制
に
あ
る
「
職
員
」
す
な
わ
ち
院
長
、
副
院
長
、
部
長
、
診
療
医
、
診
療
医
補
、
薬
剤
員
、
薬

剤
員
補
、
書
記
以
外
の
雇
員
以
下
は
雑
給
者
と
呼
ば
れ
た
。
職
制
の
改
定
に
伴
っ
て
看
護
婦
及
び
見
習
規
制
も
改
定
さ
れ
た
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
、
現
在
の
鶴
舞
の
地
に
新
病
院
が
竣
工
、
同
月
移
転
が
終
わ
り
、
四
月
二
日
か
ら
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

病
棟
は
特
、
一
、二
、三
等
及
び
外
科
、
伝
染
及
び
精
神
の
各
病
棟
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
看
護
婦
に
対
す
る
国
の
規
律
や
法
律
は

な
く
、
し
か
も
、
派
出
看
護
婦
の
需
要
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
無
資
格
者
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

六
月
三
十
日
、
看
護
婦
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
省
令
に
お
い
て
看
護
婦
と
称
さ
れ
た
の
は
「
公
衆
の
為
に
応
じ
傷
病
者
又
は
褥
婦
看
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護
の
業
務
を
為
す
る
女
子
」
で
あ
り
、
看
護
婦
は
十
八
歳
以
上
で
看
護
婦
試
験
に
合
格
し
た
者
、
あ
る
い
は
地
方
長
官
の
指
定
し
た
学
校

ま
た
は
講
習
所
の
卒
業
免
状
を
受
け
た
者
と
さ
れ
た
。

昭
和
に
入
り
、
附
属
医
院
の
発
展
に
伴
う
看
護
婦
増
員
の
要
も
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
五
年
に
わ
た
る
愛
知
県

の
継
続
事
業
と
し
て
、
当
時
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
宿
舎
が
完
成
し
た
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
県
立
か
ら
官
立
に
移
管
さ
れ
、
愛

知
医
科
大
学
附
属
医
院
は
名
古
屋
医
科
大
学
附
属
医
院
と
改
称
さ
れ
た
。
官
立
移
管
の
実
現
で
諸
規
定
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
附

属
医
院
産
婆
看
護
婦
養
成
所
規
則
も
改
訂
さ
れ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）、
帝
国
大
学
昇
格
に
伴
い
、
名
古
屋
医
科
大
学
附
属
医
院
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
と
な
っ
た
。

当
時
、
附
属
医
院
は
病
床
数
六
二
五
床
、
入
院
一
日
平
均
五
五
八
人
、
外
来
七
七
三
人
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
七
月

十
五
日
の
時
点
で
看
護
職
員
数
は
看
護
長
一
〇
人
、
産
婆
、
看
護
婦
二
〇
〇
人
、
見
習
生
（
養
成
所
生
徒
）
一
六
八
人
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
人
員
数
は
終
戦
ま
で
殆
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
主
な
業
務
は
、
毎
朝
患
者
を
訪
問
し
、
容
態
を
観
察
し
訴
え
を
聴
き
、
患
者
と
家
族
を
指
導
し
、
必
要
事
項
を
温
度
表
に
記
載

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
患
者
、
家
族
と
医
師
と
の
連
絡
調
整
、
治
療
費
の
明
細
を
事
務
へ
報
告
、
注
射
薬
品
の
出
納
簿
記
入
、
処
方
箋
書

き
、
人
事
管
理
、
物
品
管
理
も
責
任
業
務
で
あ
っ
た
。
外
科
系
で
は
病
棟
の
看
護
婦
も
手
術
患
者
と
と
も
に
手
術
室
に
入
る
た
め
、
病
棟

に
残
っ
た
看
護
婦
は
処
置
の
準
備
、
介
助
、
注
射
、
検
温
、
検
査
に
追
わ
れ
た
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
材
料
作
り
、
ガ
ー
ゼ
缶
詰
め
、
薬

瓶
洗
浄
（
小
石
と
薬
品
を
入
れ
て
振
り
洗
い
）
な
ど
を
行
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
は
忙
し
い
中
に
も
ゆ
と
り
が
あ
っ
て
雑
談
も
で
き
、

楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。

戦
争
の
進
展
と
と
も
に
医
師
は
軍
医
と
し
て
出
征
し
、
数
は
減
少
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
市
内
の
開
業
医
も
応
召
す
る
た
め
、
患

者
は
集
中
し
て
来
院
し
、
全
員
非
常
時
協
力
体
制
で
業
務
の
遂
行
に
当
た
っ
た
。
看
護
婦
に
は
従
軍
の
義
務
は
な
か
っ
た
が
、
中
国
に
赴
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く
同
仁
会
医
療
宣
撫
班
の
募
集
が
あ
り
、
各
大
学
か
ら
応
募
し
た
希
望
者
が
医
師
と
と
も
に
中
国
大
陸
に
渡
っ
た
。
戦
争
が
深
刻
化
し
て

く
る
と
、
物
資
不
足
で
ガ
ー
ゼ
、
繃
帯
は
紙
製
に
変
わ
っ
た
。
使
用
し
た
ガ
ー
ゼ
、
綿
花
も
全
て
洗
浄
再
生
し
、
捨
て
る
も
の
な
ど
何
も

な
か
っ
た
。
本
来
の
看
護
業
務
に
加
え
て
、
軍
事
教
練
、
防
空
壕
堀
り
、
応
召
者
の
見
送
り
、
空
地
で
の
野
菜
作
り
、
疎
開
先
へ
の
荷
物

発
送
な
ど
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
瑞
浪
昭
和
病
院
に
疎
開
し
て
診
療
、
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
交
代
で
出
張
勤
務
と
な
っ
た
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
末
か
ら
は
空
襲
も
重
な
り
、
救
護
班
が
編
成
さ
れ
、
被
災
地
で
の
救
護
活
動
に
当
た
っ
た
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム

は
、
裾
に
紐
が
入
っ
て
い
て
緊
急
時
に
は
モ
ン
ペ
様
に
な
る
白
衣
か
ら
、
モ
ン
ペ
に
半
身
（
予
防
衣
用
エ
プ
ロ
ン
）
を
着
用
、
手
術
帽
に

似
た
帽
子
を
常
用
し
、
夜
間
も
防
空
頭
巾
・
非
常
袋
を
手
離
さ
ず
に
仮
眠
を
と
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
一
月
か
ら
は
毎
日
の

よ
う
に
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
、
夜
間
も
そ
の
度
に
職
場
に
つ
く
と
い
う
繰
り
返
し
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
眠
る
こ
と
の
で
き
る
日
は
な
か
っ

た
。つ

い
に
、
三
月
十
二
日
か
ら
三
回
に
わ
た
る
大
空
襲
に
よ
っ
て
本
院
も
被
災
焼
失
し
た
。
看
護
婦
も
焼
夷
弾
の
雨
の
中
を
消
火
活
動
、

患
者
救
出
、
器
械
材
料
の
搬
出
な
ど
に
奮
闘
し
、
ま
さ
に
弾
の
下
で
の
活
躍
で
あ
っ
た
。「
あ
の
焼
夷
弾
の
雨
の
中
、
続
い
て
火
の
海
の
中
、

四
四
三
名
の
患
者
を
一
名
の
事
故
も
な
く
、
身
の
危
険
を
省
み
ず
に
、
守
り
通
し
た
あ
の
看
護
職
員
の
大
活
躍
は
、
ま
さ
に
看
護
婦
の
理

想
像
を
具
現
し
た
も
の
で
す
。『
患
者
全
員
集
結
完
了
。
四
四
三
名
の
患
者
に
一
名
も
事
故
な
し
。』
の
報
告
を
受
け
た
と
き
の
喜
び
は
、

今
想
い
返
し
て
も
感
激
を
覚
え
ま
す
。」
と
当
時
の
病
院
事
務
長
山
元
昌
之
の
書
簡
に
あ
る
。
こ
の
空
襲
以
来
、
本
院
も
飛
騨
高
山
に
疎

開
の
準
備
を
し
、
一
部
の
人
は
既
に
現
地
に
行
っ
て
い
た
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十
五
日
正
午
、「
天
皇
の
玉
音
放
送
」
に
よ
っ

て
終
戦
が
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
頃
は
ガ
ス
も
な
く
、
コ
ン
ロ
に
焼
け
残
り
の
木
を
燃
や
し
て
消
毒
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
が
、
休
む

暇
も
な
く
焼
け
残
り
の
外
来
診
療
棟
で
外
来
診
療
が
継
続
さ
れ
た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
、
旧
称
を
改
め
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
な
っ
た
。
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昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
七
月
三
十
日
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
看
護
を
専
門
の
職
業
と
し
て

認
め
、
看
護
を
臨
床
看
護
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
機
能
を
広
げ
、
看
護
婦
の
地
位
を
大
い
に
高
め
た
。
新
制
度
の
発
足
に
伴
っ
て

看
護
婦
は
国
家
試
験
に
よ
り
資
格
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
旧
制
度
資
格
の
現
職
看
護
婦
も
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）、
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
の
二
回
の
国
家
試
験
を
受
験
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
、
本
院
か
ら
も
総
看
護
婦
長
、
教
務
主
任

以
下
多
数
の
看
護
婦
が
受
験
し
、
新
し
い
資
格
を
得
た
。
加
え
て
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
医
療
法
が
制
定
さ
れ
て
看
護
婦
数
の
標

準
が
示
さ
れ
、
患
者
四
人
に
対
し
看
護
婦
、
准
看
護
婦
が
一
人
と
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
厚
生
省
通
達
で
完
全
看
護
制

度
が
生
ま
れ
た
が
、
看
護
婦
数
は
医
療
法
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
当
然
看
護
婦
不
足
と
な
る
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
保
険

法
で
は
完
全
看
護
の
呼
称
が
「
基
準
看
護
」
と
変
更
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
ま
で
、
看
護
婦
の
人
事
は
全
て
診
療
科
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
同
年
十
月
、
土
屋
は
ま
が
初
め
て

附
属
病
院
の
総
看
護
婦
長
と
し
て
就
任
し
た
。
土
屋
が
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、GH

Q

の
指
導
に
よ
り
、
今
ま
で
の
養
成
施
設
（
附
属
病

院
厚
生
女
子
部
）
を
、
新
制
度
の
看
護
学
校
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

長
い
間
、
看
護
婦
に
は
院
内
居
住
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
婚
者
も
事
実
上
「
独
身
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）、
条
件
付
き
の
通
勤
制
か
ら
始
ま
っ
て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
頃
に
は
全
寮
制
も
廃
止
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
か
ら
看
護
婦
の
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て
も
、
看
護
勤
務
の
特
殊
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
深
夜
帰
宅
す
る
夜
勤
看

護
婦
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
送
り
も
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
院
内
措
置
と
し
て
実
現
し
た
。

看
護
要
員
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
の
新
設
、
増
床
、
要
員
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
予
算
定
員
は
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代

の
特
に
前
半
の
全
国
的
な
看
護
婦
不
足
の
折
に
は
、
看
護
職
員
確
保
の
た
め
に
院
内
の
福
祉
条
件
も
整
備
さ
れ
、
募
集
に
つ
い
て
は
テ
レ

ビ
、
新
聞
広
告
、
市
バ
ス
広
告
な
ど
も
活
用
、
ま
た
、
学
校
訪
問
も
長
野
県
以
西
、
九
州
ま
で
の
西
日
本
全
域
ま
で
に
行
わ
れ
た
が
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
て
も
、
必
要
人
員
が
満
た
さ
れ
ず
、
看
護
婦
不
足
は
当
時
の
看
護
部
の
大
き
な
悩
み
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
前
半
に
は
大
学
紛
争
も
活
発
化
し
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
看
護
部
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
看
護
婦
不
足
と
労
働
条
件
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改
善
に
つ
い
て
の
交
渉
に
明
け
暮
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

［
昭
和
］

新
外
来
棟
の
完
成
を
機
に
機
構
改
革
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
か
ら
婦
長
は
全
員
兼
任
を
解
か
れ
、
一
看
護
単
位

の
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
看
護
婦
は
永
年
の
診
療
科
単
位
制
の
勤
務
か
ら
脱
皮
し
、
全
員
が
中
央
交
代
制
と
な
っ
た
。
看
護
部

で
は
看
護
職
員
の
掌
握
、
人
事
配
置
、
総
括
な
ど
の
全
て
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
に
は
文
部
省
か

ら
「
大
学
病
院
に
お
け
る
看
護
部
の
あ
り
方
」
が
配
布
さ
れ
、
ま
た
、
同
年
五
月
十
日
付
で
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が

省
令
と
し
て
公
布
さ
れ
、
看
護
部
の
明
確
な
位
置
づ
け
、
看
護
の
専
門
的
機
能
を
効
率
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
組
織
が
制
度
化
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
か
ら
の
長
い
年
月
の
要
望
が
実
っ
て
「
看
護
部
」
が
よ
う
や
く
公
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

看
護
業
務
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）、
全
国
国
立
大
学
病
院
総
看
護
婦
長
協
議
会
に
お
い
て
看
護
部
門
の
使
命
と
業

務
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
一
層
の
業
務
向
上
を
図
る
た
め
「
看
護
業
務
内
容
」
が
明
示
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
九

月
、
全
国
国
立
大
学
看
護
部
長
協
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
を
修
正
発
展
さ
せ
た
「
全
国
国
立
大
学
病
院
看
護
業
務
指
針
」
が
作
成
さ
れ
た
。

本
院
で
も
こ
の
「
指
針
」
に
基
づ
い
て
体
制
整
備
に
努
力
し
た
。

病
院
の
整
備
が
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
病
棟
そ
の
他
の
建
物
に
看
護
婦
の
配
置
が
求
め
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
絶
対
数

の
不
足
と
新
し
い
業
務
へ
の
逡
巡
が
時
に
は
こ
れ
を
困
難
な
も
の
と
し
た
。
特
に
新
し
いRI

診
療
と
そ
の
看
護
に
対
応
し
、
ま
た
よ
り

安
全
なRI

対
策
を
確
立
す
る
た
め
に
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
建
築
さ
れ
たRI

棟
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
理
解
と
協
力
を
得

る
た
め
、
看
護
部
で
の
三
日
間
に
及
ぶ
徹
夜
の
話
し
合
い
の
末
、
同
年
八
月
末
、
よ
う
や
く
開
設
の
運
び
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）、
高
気
圧
治
療
室
に
看
護
婦
配
置
、
手
術
部
変
則
二
交
代
制
勤
務
体
制
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、

輸
血
部
開
設
に
よ
る
看
護
婦
配
置
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
外
来
変
則
二
交
代
制
勤
務
体
制
、
麻
酔
科
診
療
開
始
に
よ
る
看
護

婦
配
置
、6A

病
棟
開
設
（
口
腔
外
科
、
高
気
圧
治
療
部
、
麻
酔
科
、
た
だ
し
老
年
科
は
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
））、
昭
和
五
十
八
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年
（
一
九
八
三
）、
救
急
部
看
護
体
制
を
三
交
代
制
と
す
る
な
ど
可
能
な
限
り
の
対
応
を
行
っ
た
が
、
な
お
看
護
婦
を
配
置
で
き
な
い
部

門
な
ど
に
は
、
要
請
に
よ
り
外
来
婦
長
に
所
属
す
る
看
護
婦
を
配
置
し
た
。

国
の
行
政
改
革
の
中
で
か
つ
て
の
よ
う
に
人
員
増
は
期
待
で
き
ず
、
ま
た
、
暫
定
定
数
の
配
分
も
難
し
い
と
い
う
厳
し
い
条
件
の
中
で
、

直
接
看
護
に
当
た
る
職
員
を
確
保
し
、
求
め
ら
れ
る
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
業
務
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
搬
送
業
務
の
中
央

化
、
中
央
材
料
部
の
拡
充
、
リ
ネ
ン
類
の
洗
濯
、
中
央
供
給
、
清
掃
委
託
場
所
拡
張
等
の
合
理
化
、
省
力
化
が
実
現
し
た
。

［
平
成
～
令
和
］

看
護
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
、
診
療
報
酬
上
の
看
護
料
は
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
の
基
準
看
護
創
設
以
後
、「
入
院
基
本
料
」

の
中
で
入
院
患
者
数
に
対
す
る
看
護
要
員
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
看
護
助
手
）
の
比
率
で
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
に
制
定
さ
れ
た
新
看
護
基
準
に
よ
り
、
当
院
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
新
看
護
体
制
二
．
五
対
一
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
に
Ⅰ
群
二
対
一
を
取
得
、
こ
の
間
に
分
院
と
の
統
合
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
り
、
任
期

付
き
枠
で
の
採
用
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
の
診
療
報
酬
改
定
に
て
七
対
一
看
護
配
置
基
準
に
よ
る
加

算
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
大
幅
な
増
員
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
（
二
〇
〇
四
）
看
護
師
六
〇
〇
人

が
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
に
は
七
三
〇
人
と
大
幅
な
増
員
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
一
般
病
棟
の
み
な
ら
ず
外
来
や
中
央
診
療
施
設

等
の
強
化
の
た
め
、
看
護
師
が
増
員
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
機
能
強
化
棟
稼
働
に
よ
り
、
手
術
室
は
一
〇
室
を
増
や

し
外
来
手
術
室
も
含
め
二
七
室
、
集
中
治
療
室
（ICU

）
は
外
科
系ICU

を
一
六
床
か
ら
二
二
床
に
増
床
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
看
護

師
数
が
一
，
二
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
五
月
よ
り
夜
間
看
護
補
助
者
を
導
入
し
、「
夜
間
一
〇
〇
対
一
急

性
期
看
護
補
助
体
制
加
算
」
を
算
定
で
き
る
人
数
を
担
保
し
た
こ
と
で
、
夜
間
看
護
師
業
務
の
負
担
を
取
り
除
き
、
夜
間
の
看
護
体
制
強

化
を
図
っ
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
年
、
看
護
部
長
は
副
病
院
長
に
就
任
し
た
。
国
立
大
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学
附
属
病
院
の
看
護
部
長
が
副
病
院
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
名
古
屋
大
学
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
国
立
大
学
附
属
病
院
の
看
護

部
長
は
次
々
に
副
病
院
長
・
病
院
長
補
佐
と
し
て
就
任
し
た
。
看
護
部
組
織
は
、
経
営
的
視
点
も
持
ち
病
棟
管
理
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
は
、
さ
ら
に
組
織
の
目
標
を
達
成
し
発
展
・
成
長
を
図
る
た
め
に
目
標
管
理
の
方
法
の
一
つ
で
あ

る
バ
ラ
ン
ス
ト
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
（Balanced�Scorecard,�BSC

）
を
導
入
し
た
。
本
院
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
平
成
二
十
七

年
度
（
二
〇
一
五
）
か
ら
看
護
部
長
の
任
期
制
（
三
年
二
期
ま
で
）
を
導
入
し
、
副
看
護
部
長
に
お
い
て
も
任
期
制
と
し
再
任
は
妨
げ
な

い
と
し
た
。

社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
よ
り
高
い
水
準
の
看
護
実
践
が
で
き
る
看
護
師
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
時
代

は
経
験
年
数
に
応
じ
た
研
修
を
企
画
し
て
い
た
が
、
平
成
元
年
度
（
一
九
八
九
）
か
ら
は
、
看
護
師
育
成
研
修
を
強
化
す
る
た
め
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
図
っ
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
は
、
現
任
教
育
と
臨
床
実
習
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め
、
教
育
専
任
師
長

の
ポ
ス
ト
を
設
け
た
。
そ
の
後
の
大
き
な
変
化
は
、
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
の
新
人
看
護
師
の
大
量
採
用
で
あ
る
。
診
療
報
酬
改

定
に
伴
い
約
一
五
〇
人
の
新
人
を
採
用
し
、
七
対
一
看
護
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
数
の
育
成
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
新
人
の
適
応
障
害
や
離
職
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
新
人
の
育
成
研
修
の
見
直
し
が
急
務
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
成

二
十
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
新
人
看
護
師
卒
後
臨
床
研
修
制
度
を
導
入
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
新
人
看
護
師
卒
後

臨
床
研
修
制
度
の
努
力
義
務
化
を
正
式
に
発
表
し
た
の
は
、
平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
四
月
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
本
院
の
看
護
師
が
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
ク
リ
ニ
カ
ル
ラ
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
ま
す
ま
す
病
院
の
機
能
が
超
急
性
期
医
療
に
特
化
し
た
こ
と
か
ら
、
実
践
的
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
力
と
技
能
を
身
に
つ
け
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
場
面
に
お
い
て
的
確
に
対
応
で
き
る
看
護
師
の
育
成
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
文
部
科
学
省
の
大
学
改
革
推
進
事
業
で
あ
っ
た
「
看
護
師
の
人
材
養
成
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
に
「Saving�

life

ナ
ー
ス
育
成
プ
ラ
ン
」
を
応
募
し
た
。
こ
れ
が
採
択
さ
れ
、
看
護
部
組
織
は
、
毎
年
入
職
す
る
一
〇
〇
人
前
後
の
若
い
看
護
師
ら
を

saving�life

ナ
ー
ス
へ
育
成
し
、
質
の
高
い
安
全
な
看
護
を
提
供
し
て
い
る
。
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患
者
に
安
心
と
安
全
な
看
護
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
教
育
の
み
な
ら
ず
看
護
師
が
医
療
チ
ー
ム
に
お
い
て
専
門
職
と
し
て
、
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
業
務
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
看
護
師
の
業
務
で
あ
る
「
療
養
上
の
世
話
」「
診
療
の
補
助
」
に
専
念
す
る
た
め
に
、

病
院
が
取
り
組
み
始
め
た
電
子
化
が
追
い
風
と
な
っ
た
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
勤
務
表
の
管
理
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
出
力
か
ら
電

子
化
が
始
ま
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
看
護
自
動
記
録
の
試
行
が
行
わ
れ
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
電
子
カ
ル
テ
が
全
面
稼

働
と
な
り
、
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
患
者
情
報
の
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
っ
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
医
療
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
は
拡
大
・
多
様
化
し
、
看
護
師
等
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
拡
大
し
て
い
っ

た
。
看
護
師
業
務
で
あ
る
「
診
療
の
補
助
」
に
つ
い
て
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
九
月
に
厚
生
労
働
省
が
「
看
護
師
等
に
よ
る
静
脈

注
射
は
診
療
補
助
行
為
の
範
疇
で
あ
る
」
と
行
政
解
釈
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
院
に
お
い
て
も
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
看

護
師
の
静
脈
注
射
教
育
を
開
始
し
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
看
護
師
の
静
脈
注
射
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年

（
二
〇
一
五
）
十
月
一
日
に
は
、「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
急

性
期
・
最
先
端
医
療
を
提
供
す
る
本
院
も
、
医
師
と
の
協
働
に
よ
る
看
護
師
の
役
割
拡
大
の
実
現
と
高
度
な
看
護
実
践
を
行
う
看
護
師
の

育
成
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
七
月
、
本
院
の
看
護
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
が
看
護
師
特
定
行
為
三
八
行
為
二
一

区
分
の
う
ち
一
三
区
分
で
看
護
師
特
定
行
為
研
修
を
開
始
し
た
。
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
一
月
に
一
期
生
が
研
修
を
修
了
し
、
当
院
に

て
活
動
開
始
予
定
で
あ
る
。

本
院
は
特
定
機
能
病
院
と
し
て
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
米
国
の
国
際
医
療
施
設
評
価
認
証
機
関
（Joint�Com

m
ission�

International

：JCI

）
の
審
査
を
受
審
し
た
。
多
職
種
と
連
携
し
、
課
題
に
対
し
て
改
善
活
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
三
十
一
年

（
二
〇
一
九
）
二
月
、
国
際
基
準
の
医
療
の
質
、
患
者
安
全
を
担
保
し
た
医
療
施
設
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、JCI

の
認
証
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

新
た
な
時
代
「
令
和
」
が
幕
を
開
け
、
平
成
の
課
題
で
あ
っ
た
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
「
地
域
医
療
構
想
」、「
医
師
の
偏
在
」、「
医

師
の
働
き
方
改
革
」
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
は
「
三
位
一
体
」
の
問
題
と
し
て
対
策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う
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な
中
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
一
月
、
日
本
で
初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
後
、CO

V
ID

-19

）
の
患
者
が
報
告
さ
れ
、

徐
々
に
そ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
本
院
に
お
い
て
も
同
年
二
月
に
初CO
V

ID
-19

患
者
をEM

ICU

に
受
け
入
れ
た
。
病
棟
再
編

成
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
人
事
配
置
の
整
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
業
務
調
整
な
ど
、
迅
速
に
看
護
体
制
整
備
を
行
い
、
本
院
で
し
か
で
き

な
い
難
治
癌
治
療
、
移
植
医
療
、
小
児
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
診
療
とCO

V
ID

-19

の
診
療
の
両
立
を
行
っ
て
い
る
。
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附
属
病
院
・
事
務
部

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
旧
名
古
屋
藩
評
定
所
跡
に
設
置
さ
れ
た
仮
病
院
を
起
源
と
す
る
本
院
に
お
い
て
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
仮
病
院
が
復
興
開
設
さ
れ
た
際
、
医
学
校
係
や
幹
事
兼
会
計
係
等
に
職
員
が
配
置
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
事
務
部
は
本
院
と
共

に
歩
み
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
医
学
部
と
病
院
で
事
務
が
分
割
さ
れ
、
病
院
に
関
し
て
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）、
愛

知
病
院
（
当
時
）
に
お
い
て
院
長
や
副
院
長
等
と
共
に
書
記
の
職
務
権
限
と
責
任
が
規
定
さ
れ
た
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
ま
で

に
、
愛
知
病
院
は
八
科
か
ら
成
る
総
合
病
院
と
な
り
、
事
務
部
の
下
に
は
庶
務
係
、
会
計
係
、
用
度
係
、
営
繕
係
、
病
室
担
当
が
設
置
さ

れ
た
。

事
務
組
織
の
改
編
は
幾
度
か
行
わ
れ
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
名
古
屋
医
科
大
学
（
当
時
）
で
は
事
務
官
の
下
に
三
課
一
三
掛
、

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
事
務
長
の
下
に
七
掛
の
体
制
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）
に
、
名
古
屋
大
学
分
課
及
び
事
務
分
掌
規
程
が
制
定
さ
れ
、
当
院
事
務
部
は
管
理
課
及
び
業
務
課
の
二
課
体
制
と
な
っ
た
。

こ
の
際
事
務
部
長
の
下
に
課
長
、
課
長
補
佐
、
掛
長
、
掛
員
が
配
属
さ
れ
、
現
在
に
続
く
事
務
体
制
の
基
礎
が
築
か
れ
た
と
い
え
る
。
な

お
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
は
八
〇
人
程
度
が
所
属
し
て
い
た
（
事
務
部
所
属
の
清
掃
婦
等
を
除
く
）。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
に
総
務
課
が
設
置
さ
れ
、
従
来
の
業
務
課
は
医
事
課
に
改
称
し
た
。
事
務
効
率
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
さ
ら
に

大
き
な
体
制
変
化
が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
行
わ
れ
、
事
務
部
次
長
の
設
置
と
共
に
、
学
部
と
病
院
の
事
務
を
医
学
部
・
医
学
系

研
究
科
事
務
部
と
し
て
統
合
、
総
務
課
、
学
務
課
、
管
理
課
、
医
事
課
の
四
課
と
な
り
、
各
課
の
一
部
が
大
幸
地
区
の
事
務
業
務
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
病
院
経
営
の
戦
略
的
推
進
の
た
め
経
営
企
画
課
を
設
置
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

に
は
大
幸
地
区
事
務
室
が
独
立
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
変
遷
を
経
て
、
令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
）
時
点
に
お
い
て
、
事

務
部
は
、
事
務
部
長
、
事
務
部
次
長
、
総
務
課
、
人
事
労
務
課
、
学
務
課
、
経
営
企
画
課
、
経
理
課
、
経
理
課
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
、
医

事
課
、
大
幸
地
区
事
務
統
括
室
か
ら
成
り
、
約
一
八
〇
人
が
附
属
病
院
及
び
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
事
務
業
務
を
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担
っ
て
い
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
に
は
東
海
国
立
大
学
機
構
が
設
置
さ
れ
、
事
務
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
今
後
はRPA

（
ロ
ボ
テ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
た
事
務
体
制
へ
の
移
行
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
よ

り
効
率
的
か
つ
主
体
的
に
業
務
を
従
事
す
る
事
務
部
へ
向
け
て
、
一
層
の
変
革
を
事
務
部
一
体
と
な
っ
て
推
し
進
め
て
い
く
。
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附
属
病
院
・
医
療
技
術
部

［
新
生
］

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
十
月
、
当
院
で
は
法
人
化
に
向
け
て
院
長
大
島
伸
一
の
指
示
の
も
と
に
名
大
病
院
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
策
定
さ
れ
た
。
中
央
診
療
施
設
に
お
い
て
は
、
再
編
に
よ
る
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
確
立
す
る
た
め
診
療

技
術
部
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
診
療
系
部
門
（
医
師
）
と
技
術
系
部
門
（
技
師
）
に
分
け
、
各
機
能
に
人
員
を
固
定
せ
ず
、
各
部
門
内
で

人
員
配
置
を
機
動
的
・
効
率
的
に
行
う
こ
と
や
、
高
気
圧
治
療
部
、
手
術
部
、
集
中
治
療
部
、
在
宅
管
理
医
療
部
に
分
散
し
て
い
た
臨
床

工
学
技
士
を
集
約
し
て
効
率
的
な
運
用
を
行
う
た
め
のM

E

機
器
管
理
セ
ン
タ
ー
構
想
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
、
法
人
化
に
向
け
た
診
療
体
制
の
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
検
査
部
、
輸
血
部
、
病
理
部
及

び
光
学
医
療
診
療
部
に
そ
れ
ぞ
れ
配
属
し
て
い
た
臨
床
検
査
技
師
及
び
衛
生
検
査
技
師
を
一
元
管
理
し
、
効
率
的
な
運
営
形
態
に
再
編
し

た
臨
床
検
査
技
師
部
が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
に
は
、
同
様
に
分
散
配
置
さ
れ
て
い
た
臨
床
工
学
技
士
を
集
約

し
て
、
臨
床
工
学
技
術
部
が
設
置
さ
れ
た
。

中
央
診
療
施
設
に
お
い
て
は
、
技
術
系
職
員
と
し
て
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
臨
床
工
学

技
士
、
視
能
訓
練
士
等
の
技
師
（
士
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
所
属
し
、
個
々
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
た
。
中
期
計
画
に
お
い
て
業
務
運

営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
経
営
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
中
央
診
療
施
設
等
を
再
編
し
、
医
療
技
術
部
門
の
機
能
強
化
を
図
る
」
と

の
行
動
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
診
療
放
射
線
技
師
長
近
藤
智
昭
に
よ
る
病
院
上
層
部
へ
の
積
極
的
な
働
き

か
け
も
あ
り
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
九
月
、
中
央
診
療
施
設
部
門
に
お
け
る
各
技
師
（
士
）
の
相
互
補
完
が
可
能
と
な
る
新
た
な

組
識
、
い
わ
ゆ
る
、
医
療
職
（
一
）
の
技
術
者
集
団
で
あ
る
「
医
療
技
術
部
」
の
新
設
に
向
け
た
取
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

医
療
技
術
部
の
設
置
に
向
け
て
は
、
副
院
長
松
尾
清
一
、
医
療
経
営
管
理
部
長
立
川
幸
治
、
検
査
部
技
師
長
浅
井
正
樹
、
放
射
線
部
技

師
長
近
藤
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
療
法
士
長
林
満
彦
、
臨
床
工
学
部
技
士
長
西
山
博
司
、
総
務
課
長
山
秋
悦
宏
を
委
員
と
す
る
名
古
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屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
技
術
部
（
仮
称
）
新
設
検
討
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
。
当
時
、
医
療
技
術
部
が
設
立
さ
れ
て
い
た
大
学
は
、

北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
新
潟
大
学
、
大
阪
大
学
、
岡
山
大
学
、
広
島
大
学
、
徳
島
大
学
、
愛
媛
大
学
、
九
州
大
学
、
長
崎
大
学
、
鹿

児
島
大
学
で
あ
り
、
当
院
は
徳
島
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
全
国
診
療
支
援
部
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
情
報
収
集
等

を
積
極
的
に
行
っ
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
技
術
部
長
は
専
任
か
兼
務
か
、
技
術
部
長
の
評
価
、
技
術
部
長
の
選
出
方
法
、
技
術
部
長
の

権
限
と
責
任
、
技
術
部
長
の
常
任
会
で
の
位
置
付
け
、
医
療
技
術
部
に
関
わ
る
規
程
の
整
備
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
委
員

会
の
審
議
を
経
て
常
任
会
に
提
案
後
、
修
正
意
見
を
加
え
て
最
終
案
を
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
十
二
月
の
部
長
会
に
提
案
し
、
承
認

さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
一
月
に
本
院
で
医
療
技
術
部
の
新
設
が
了
承
さ
れ
、
医
療
技
術
部
創
設
、
部
長
選
考
に
関
わ
る
工

程
を
経
て
、
同
年
四
月
一
日
に
医
療
技
術
部
が
設
置
さ
れ
た
。
設
置
に
伴
っ
て
、
臨
床
検
査
技
師
部
は
廃
止
さ
れ
て
臨
床
検
査
部
門
と
な

り
、
臨
床
工
学
技
術
部
は
歯
科
部
門
の
技
士
を
加
え
て
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門
と
な
っ
た
。
医
療
技
術
部
は
、
医
療
職
（
一
）
の
国
家
資

格
を
有
す
る
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
視
能
訓
練
士
、
臨

床
心
理
士
、
臨
床
工
学
技
士
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
一
一
職
種
か
ら
な
る
技
術
専
門
家
集
団
と
な
り
、
臨
床
検
査
部
門
（
六
四

人
）、
放
射
線
部
門
（
四
九
人
）、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
（
二
四
人
）、
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門
（
一
〇
人
）
の
四
部
門
で
計
一
四
七
人
の
組
織

と
な
っ
た
。
初
代
部
長
は
臨
床
検
査
技
師
長
浅
井
が
兼
務
し
、
運
営
等
に
関
し
て
は
副
病
院
長
松
尾
清
一
、
副
部
長
米
田
和
夫
（
放
射
線

部
門
）、
副
部
長
林
（
リ
ハ
ビ
リ
部
門
）、
副
部
長
西
山
（
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門
）
の
五
人
に
よ
る
運
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
医
療
技
術
部
は
各
部
の
枠
を
超
え
た
組
織
形
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
の
伝
達
が
迅
速
か
つ
正

確
に
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
患
者
中
心
の
チ
ー
ム
医
療
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
に
配
慮
し
た
医
療
提
供
、
さ
ら
に
は
診
療
業
務
を
支
援
す
る
た
め

の
適
正
な
人
材
配
置
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
利
点
で
あ
り
、
各
部
門
の
連
携
す
る
業
務
を
相
互
に
補
完
す
る
体
制
が
で
き
る
こ
と
に
よ

り
効
率
的
運
営
や
診
療
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
定
員
再
配
置
、
部
門
間
の
障
壁
を
排
除
し
一
体
感
を
持

た
せ
る
取
り
組
み
と
職
種
間
の
協
力
、
さ
ら
に
は
各
部
及
び
部
長
と
の
間
で
、
人
事
・
業
務
管
理
に
お
い
て
指
揮
命
令
系
統
の
二
重
化
を

ど
の
よ
う
に
回
避
す
る
か
な
ど
大
き
な
課
題
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
医
療
技
術
専
門
家
集
団
と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
教
育
と
そ
の
評
価
を
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ど
の
よ
う
に
行
う
か
な
ど
も
課
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
部
門
の
役
職
者
も
交
え
た
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

［
現
在
］

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
、
医
療
技
術
部
に
特
殊
技
術
部
門
が
新
設
さ
れ
た
。
所
属
す
る
職
員
は
、
専
任
と
し
て
各
診
療
部
、

診
療
科
に
お
い
て
特
殊
な
技
術
で
業
務
を
行
う
医
療
系
技
術
職
員
で
、
臨
床
検
査
技
師
二
人
、
臨
床
工
学
技
士
一
人
、
臨
床
心
理
士
二
人

が
配
属
さ
れ
た
。

最
新
医
療
機
器
の
拡
充
、
患
者
数
及
び
手
術
件
数
の
増
加
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
医
療
技
術
部
の
職
員
数
は
漸
増
し
、
令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
に
は
臨
床
検
査
部
門
（
八
六
人
）、
放
射
線
部
門
（
七
五
人
）、
リ
ハ
ビ
リ
部
門
（
六
四
人
）、
臨
床
工
学
・
歯
科
部
門
（
四
九

人
）、
特
殊
技
術
部
門
（
四
人
）
と
な
り
、
当
初
の
約
一
・
九
倍
、
計
二
七
八
人
と
な
っ
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
に
は
、
組

織
の
新
陳
代
謝
を
抑
制
す
る
な
ど
の
弊
害
を
回
避
し
、
組
織
の
活
性
化
と
能
力
・
実
績
主
義
の
強
化
を
図
る
こ
と
目
的
に
、
医
療
技
術
部

長
の
任
期
制
の
導
入
及
び
関
連
す
る
規
程
等
の
改
正
を
行
っ
た
。
今
後
も
多
様
化
す
る
臨
床
側
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
安
全

で
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
組
織
体
制
を
目
指
し
て
い
る
。

歴
代
の
部
長
（
任
期
）
は
、
臨
床
検
査
技
師
長
浅
井
正
樹
（
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
～
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
三
月
）、

臨
床
検
査
技
師
長
森
下
芳
孝
（
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
～
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月
）、
診
療
放
射
線
技
師
長
米
田

和
夫
（
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
～
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
）、
臨
床
検
査
技
師
長
梶
浦
容
子
（
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
四
月
～
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
）、
臨
床
検
査
技
師
長
安
藤
善
孝
（
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
～
令
和
三

年
（
二
〇
二
一
）
三
月
）、
診
療
放
射
線
技
師
長
阿
部
真
治
（
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
四
月
～
）
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
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附
属
病
院
分
院
各
診
療
科

以
下
、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
拾
五
年
史
』
お
よ
び
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
一
月
発
刊
の
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分

院
記
念
誌
』
よ
り
の
引
用
と
な
る
。

［
分
院
内
科
］

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
小
林
快
三
（
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
第
三
内
科
よ
り
内
科
長
お
よ
び
助
教
授
に
就
任
）
が

分
院
内
科
の
初
代
教
授
に
就
任
し
た
が
、
小
林
が
分
院
に
着
任
し
た
昭
和
三
十
年
代
半
ば
は
腎
臓
病
に
お
け
る
臨
床
研
究
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
頃
で
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
人
工
腎
臓
透
析
を
開
始
し
て
お
り
、
腎
臓
病
を
中
心
に
基
礎
的
お

よ
び
臨
床
的
研
究
に
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
。
小
林
に
次
い
で
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
山
田
一
正
が
第
一
内
科
よ
り
第
二
代

教
授
に
就
任
し
た
。
山
田
の
就
任
以
来
、
従
来
の
腎
臓
病
研
究
に
加
え
て
血
液
・
免
疫
疾
患
研
究
が
新
た
な
研
究
の
柱
と
な
っ
た
。
血
液
・

免
疫
グ
ル
ー
プ
は
、
臨
床
研
究
と
し
て
造
血
器
腫
瘍
を
中
心
と
し
た
が
ん
化
学
療
法
お
よ
び
骨
髄
移
植
療
法
の
開
発
を
行
い
、
わ
が
国
の

こ
の
分
野
に
お
け
る
先
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
基
礎
研
究
と
し
て
は
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
作
製
、
が
ん
遺
伝
子
産
物
に
対
す
る
免

疫
学
的
お
よ
び
分
子
生
物
学
的
研
究
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
業
績
の
結
実
と
し
て
、
山
田
は
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
に
第
二
十
六
回
臨
床
血
液
学
会
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
第
二
十
二
回
日
本
移
植
学
会
、
昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
）
に
第
三
回
癌
化
学
療
法
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
長
を
務
め
、
当
教
室
の
声
望
を
一
層
高
い
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
腎
臓

病
グ
ル
ー
プ
は
過
去
の
優
れ
た
業
績
を
基
盤
と
し
て
、
免
疫
抑
制
療
法
お
よ
び
透
析
療
法
を
用
い
た
腎
疾
患
治
療
の
開
発
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
数
多
く
の
学
会
に
発
表
し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
前
田
憲
志
が
第
三
代
教
授
に
就
任
し
た
。
血
液
グ
ル
ー
プ
で
は
造
血

器
腫
瘍
に
対
す
る
化
学
療
法
と
造
血
幹
細
胞
移
植
な
ど
の
臨
床
的
研
究
及
び
が
ん
遺
伝
子
に
関
す
る
免
疫
学
的
・
分
子
生
物
学
的
研
究
が

推
進
さ
れ
た
。
腎
臓
グ
ル
ー
プ
で
は
腎
臓
病
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
分
子
生
物
学
的
研
究
や
尿
毒
症
物
質
の
分
析
、
新
し
い
人
工
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臓
器
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。

［
分
院
外
科
］

分
院
外
科
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）、
助
教
授
星
川
信
の
跡
を
継
い
だ
神
谷
喜
作
が
、
末
梢
血
管
外
科
を
教
室
の
主
要
研
究

課
題
と
し
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
盤
を
築
い
た
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
神
谷
の
後
を
引
継
い
だ
塩
野
谷
惠
彦
は
昭
和
五
十
八

年
（
一
九
八
三
）
に
分
院
外
科
の
初
代
教
授
に
就
任
し
、
末
梢
血
管
外
科
の
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
。
昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五
）
六
月
、
塩
野
谷
は
第
一
外
科
教
授
と
し
て
異
動
し
た
。
そ
の
後
任
と
し
て
、
伊
藤
喬
廣
が
第
二
代
教
授
に
就
任
し
、
教
室

の
主
要
研
究
課
題
は
小
児
外
科
と
な
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
四
月
に
は
、
安
藤
久
美
が
講
師
に
昇
任
し
、
引
き
続
い
て
五

月
に
は
第
一
外
科
よ
り
石
黒
士
雄
が
助
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
本
院
第
一
外
科
小
児
科
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
小
児
外
科
を
中
心
と
し
た

診
療
・
研
究
お
よ
び
教
育
に
力
を
注
い
だ
。
研
究
で
は
、
従
来
か
ら
の
小
児
肝
胆
道
疾
患
お
よ
び
小
児
悪
性
腫
瘍
に
加
え
、
膜
型
人
工
肺

お
よ
び
高
頻
度
振
動
換
気
法
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
、
新
生
児
外
科
疾
患
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
の
確
立
を
目
指
し
た
。

［
分
院
整
形
外
科
］

分
院
整
形
外
科
は
講
師
上
田
文
男
を
初
代
科
長
と
し
、
名
大
分
院
開
院
と
共
に
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
整
形
外
科
全
般
を
診
療
内
容
と

し
て
多
く
の
患
者
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
講
師
三
浦
隆
行
が
科
長
に
就
任
し
て
以
来
、
手
の
外

科
を
分
院
整
形
外
科
の
研
究
、
診
療
・
教
育
の
テ
ー
マ
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
以
降
は
年
間
一
，

〇
〇
〇
件
以
上
の
手
術
を
行
う
専
門
診
療
施
設
と
し
て
大
き
な
業
績
を
挙
げ
た
。
当
初
は
、
各
種
外
科
の
治
療
・
母
指
の
機
能
再
建
、
重

度
指
屈
筋
腱
損
傷
の
治
療
、
手
の
先
天
奇
型
の
分
類
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
微
小
外
科
技
術
の
導
入
に
よ
り
一
層
診
療
・
研
究

の
幅
が
広
が
っ
た
。
本
院
整
形
外
科
教
室
の
協
力
も
得
て
、
診
療
範
囲
も
指
、
手
か
ら
手
関
節
、
肘
関
節
、
末
梢
神
経
外
科
へ
と
拡
が
っ

た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
八
月
、
三
浦
は
医
学
部
整
形
外
科
学
講
座
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
一
月
、
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後
任
の
助
教
授
に
杉
浦
勇
が
就
任
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
に
杉
浦
の
異
動
に
と
も
な
い
、
中
村
蓼
吾
が
助
教
授
に
就

任
し
た
。

［
分
院
産
婦
人
科
］

当
初
、
分
院
産
婦
人
科
で
の
勤
務
は
、
本
院
の
山
元
清
一
、
専
門
部
講
師
の
渡
邊
金
三
郎
が
交
代
で
当
た
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）、
本
院
産
婦
人
科
に
山
元
が
教
授
と
し
て
就
任
し
た
後
、
当
科
は
分
院
医
局
と
し
て
独
立
の
体
を
整
え
た
。
当
時
は
卵
管
疎

通
試
験
法
、
人
胎
盤
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
成
田
収
が
助
教
授
と
し
て
就
任
し
た
後
、
診

療
内
容
は
不
妊
症
患
者
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
の
流
れ
も
不
妊
症
や
内
分
泌
に
関
係
し
た
も
の
が
多
く
な
り
、
体
外
受

精
や
ギ
フ
ト
な
ど
新
し
い
不
妊
症
治
療
法
の
開
発
へ
と
発
展
し
た
。
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
六
月
、
成
田
の
退
官
後
菅
沼
信
彦
が
後
任

の
助
教
授
に
就
任
し
、
顕
微
授
精
‐
胚
移
植
の
臨
床
応
用
を
開
始
し
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
出
産
例
を
経
験
す
る
な
ど
東
海
地

方
の
不
妊
症
診
療
を
リ
ー
ド
し
た
。

［
分
院
眼
科
］

分
院
眼
科
も
他
の
診
療
科
同
様
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
の
発
足
を
も
っ
て
始
ま
る
。
そ
れ
以
降
の
最
大
の
転
機
と
し
て
は
、
昭

和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の
大
幸
地
区
へ
の
移
転
が
あ
り
、
移
転
に
伴
っ
て
、
眼
科
の
診
療
は
明
室
中
心
か
ら
暗
室
中
心
に
変
わ
り
、

当
時
の
科
長
田
邊
吉
彦
に
よ
り
緑
内
障
の
検
査
・
手
術
機
械
を
主
に
新
た
な
整
備
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
原
田

敬
志
が
科
長
に
就
任
し
、
眼
科
機
器
も
さ
ら
に
整
備
さ
れ
た
。
広
角
眼
底
カ
メ
ラ
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
型
視
野
計
は
蛍
光
眼
底
検
査
や
視
野

検
査
を
可
能
と
し
、
網
膜
血
管
病
変
や
ぶ
ど
う
膜
炎
の
管
理
が
極
め
て
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
ゴ
ン
レ
ー
ザ
ー
（
コ
ヒ
ア
レ
ン
ト

社
製
）
や
フ
ォ
ト
ス
リ
ッ
ト
（
ツ
ァ
イ
ス
社
製
）
も
新
た
に
設
置
さ
れ
、
設
備
面
で
も
充
実
さ
れ
た
。
一
方
、
研
究
面
で
も
、
レ
ク
チ
ン

に
よ
る
結
膜
・
角
膜
の
細
胞
表
面
の
組
織
化
学
的
研
究
に
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
唐
木
剛
、
平
成
三
年
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（
一
九
九
一
）
に
水
野
計
彦
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
寺
㟢
浩
子
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
矢
ヶ
崎
悌
司
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

に
都
築
欣
一
が
科
長
に
就
任
し
た
。

［
分
院
精
神
科
］

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
分
院
精
神
科
に
本
院
の
助
教
授
岸
本
鎌
一
（
現
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）
が
分
院
講
師
兼
任
と
し
て
就

任
し
た
。
分
院
精
神
科
は
創
設
当
時
よ
り
本
院
か
ら
教
官
や
副
手
の
応
援
を
得
て
維
持
さ
れ
、
小
規
模
な
施
設
で
は
あ
っ
た
が
同
時
に
家

庭
的
な
雰
囲
気
も
あ
り
、
講
師
小
田
松
夫
在
職
中
、
小
児
科
の
講
師
久
徳
重
盛
、
心
理
学
の
助
教
授
内
山
と
の
間
で
小
児
喘
息
の
協
同
研

究
が
な
さ
れ
、
外
来
患
者
の
自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
が
出
来
上
が
っ
た
。
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
頃
よ
り
、
本
院
講
師
が
二
、三
年

ず
つ
順
番
で
分
院
へ
行
く
こ
と
が
慣
習
と
な
り
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
本
院
よ
り
精
神
病
理
学
を
専
門
と
す
る
講
師
小
出
浩
之

が
就
任
し
た
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
六
月
に
講
師
近
藤
光
三
男
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
四
月
に
講
師
酒
井
克
充
が
科
長
に
就
任

し
た
。

［
分
院
小
児
科
］

分
院
小
児
科
の
歴
史
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
伝
統
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
の
歴
史
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー

外
来
が
分
院
の
外
来
に
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
年
代
～
四
十
年
代
の
講
師
久
徳
重
盛
（
当
時
）
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
東
新
町
に
分

院
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
っ
た
頃
か
ら
分
院
小
児
科
の
歴
史
が
始
ま
る
。
以
後
、
長
年
に
わ
た
り
小
児
の
気
管
支
喘
息
の
診
断
、
治
療
と
予

防
を
研
究
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
東
海
地
区
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
治
療
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
る
一
方
、
周
囲
の
住
民
の
一
般
診

療
の
受
容
に
応
え
る
べ
く
、
週
三
回
か
ら
四
回
の
一
般
外
来
も
併
設
し
て
こ
れ
に
対
処
し
た
。
分
院
小
児
科
で
は
、
常
に
本
院
講
師
が
併

任
の
形
を
と
り
、
磯
村
思

、
渡
邊
一
功
、
森
理
、
長
嶋
正
實
が
科
長
を
併
任
し
た
。
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［
分
院
皮
膚
科
］

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）、
医
学
部
附
属
医
院
分
室
と
し
て
分
院
が
発
足
し
た
と
同
時
に
、
皮
膚
泌
尿
器
科
も
発
足
し
た
。
科
長
に

は
色
素
異
常
症
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
加
納
魁
一
郎
（
専
門
部
教
授
、
後
に
医
学
部
教
授
）
が
就
任
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、

皮
膚
科
と
泌
尿
器
科
の
分
離
が
実
現
し
、
森
弘
文
が
科
長
と
な
っ
た
。
森
の
後
を
受
け
た
井
澤
洋
平
が
科
長
（
後
に
、
中
京
病
院
副
院
長
）

の
時
代
に
、
早
川
律
子
、
安
積
輝
夫
、
青
山
久
ら
の
若
き
精
鋭
の
日
夜
に
わ
た
る
研
究
が
あ
り
、
多
く
の
輝
か
し
い
業
績
の
基
盤
を
作
成

し
た
。
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
早
川
が
上
田
宏
の
後
を
継
い
で
科
長
に
就
任
し
、
接
触
性
皮
膚
炎
を
代
表
と
す
る
環
境
皮
膚
科
学
、

黒
皮
症
の
発
症
機
序
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
を
研
究
主
題
と
し
た
。
早
川
は
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
研
究
班
の
事
務
局
を
担
当
し
、
全
国
レ

ベ
ル
で
接
触
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
外
国
か
ら
の
研
究
者
の
見
学
・
研
修
も
受
け
入
れ
て
、
国
際
交

流
に
も
努
め
た
。

［
分
院
泌
尿
器
科
］

分
院
泌
尿
器
科
は
、
分
院
が
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
の
診
療
病
棟
と
し
て
発
足
し
た
時
に
は
皮
膚
泌
尿
器
科
と
し
て
開
設
さ
れ
た
が
、

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。
し
か
し
、
分
院
泌
尿
器
科
は
本
院
泌
尿
器
科
が
人
手
不

足
の
た
め
隔
日
診
療
体
制
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
研
究
も
本
院
と
の
関
連
で
行
わ
れ
、
分
院
泌
尿
器
科
と
し
て
独
自
の
も
の
は
な

か
っ
た
。
隔
日
診
療
体
制
は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
名
大
泌
尿
器
科
と
し
て
分
院
秘
尿
器
科
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
四
月
よ
り
他
科
同
様
週
日
診
療
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、

分
院
泌
尿
器
科
の
研
究
機
関
と
し
て
の
位
置
付
け
が
本
院
泌
尿
器
科
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
、
ア
ン
ド
ロ
ロ
ジ
ー
を
分
院
泌
尿
器
科
の
中

心
と
す
る
こ
と
と
し
、
男
性
不
妊
症
の
研
究
と
治
療
が
行
わ
れ
た
。
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［
分
院
耳
鼻
咽
喉
科
］

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
分
院
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
分
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
診
療
、
研
究
及
び
学
生
教
育
に
は
大
き
な
変
遷
が
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
、
科
長
山
本
馨
（
後
に
大
阪
市
立
大
学
教
授
）
は
耳
の
手
術
と
内
視
鏡
に
力
を
注
ぎ
、
各
種
の
食
道
鏡
・
気
管

支
鏡
や
そ
の
写
真
撮
影
装
置
を
備
え
て
日
本
国
内
に
お
け
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
。
研
究
面
で
も
、
蝸
牛
の
電
気
生
理
に
関
す
る
研

究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
分
院
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
聴
覚
生
理
の
研
究
の
流
れ
が
出
来
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
東
門
前
町
へ
の

移
転
に
よ
り
、
建
物
の
制
約
か
ら
聴
覚
電
気
生
理
研
究
用
の
測
定
装
置
の
全
て
は
本
院
に
移
り
、
や
や
研
究
が
停
滞
し
た
。
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
〇
）、
棚
橋
汀
路
が
科
長
に
就
任
し
、
嚥
下
障
害
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
動
態
分
析
お
よ
び
聴
性
誘
発
反
応
測
定
装
置
に
よ
る
研
究

が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
誤
嚥
の
研
究
成
果
は
喉
頭
牽
引
挙
上
術
の
開
発
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
舌
骨
甲
状
軟
骨
縫
縮
術
の
開
発
も
加
わ
っ

て
、
嚥
下
障
害
に
対
す
る
手
術
的
治
療
法
の
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
至
っ
た
。
ま
た
、
聴
覚
神
経
生
理
研
究
も
再
び
開
始
さ
れ
、

多
く
の
業
績
が
産
み
出
さ
れ
た
。
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
服
部
琢
が
科
長
に
就
任
し
、
分
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
主
流
で
あ
る
聴
覚
生
理
の

分
野
で
耳
音
響
放
射
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。

［
分
院
放
射
線
科
］

分
院
開
院
と
同
時
に
放
射
線
科
も
発
足
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の
大
幸
地
区
へ
の
移
転
に
よ
り
医
療
技
術
短
期

大
学
部
と
の
共
同
体
制
が
可
能
と
な
り
、
放
射
線
科
診
療
上
大
き
な
発
展
を
み
た
。
こ
の
発
展
の
基
盤
を
な
し
た
も
の
と
し
てRI

棟
の

独
立
新
設
、
な
ら
び
にD

SA

お
よ
びCT

装
置
の
設
置
な
ど
、
設
備
面
で
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
分
院
放
射
線
科
は
癌
疾
患
の
治
療

統
計
、
造
影
剤
の
造
影
能
の
研
究
、
そ
の
副
作
用
の
研
究
を
主
と
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、
医
療
短
大
の
教
官
と
の
協
同
研
究
を
行
う
と
共

に
、
分
院
放
射
線
科
に
お
い
て
短
大
生
の
臨
床
実
習
も
実
施
し
、
学
生
教
育
の
一
助
を
担
っ
た
。
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［
分
院
口
腔
外
科
］

分
院
口
腔
外
科
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
講
師
松
田
進
を
初
代
科
長
と
し
て
開
設
さ
れ
て
以
来
、
総
合
病
院
に
お
け
る
歯
科

口
腔
外
科
と
し
て
診
療
・
研
究
・
教
育
が
広
く
行
わ
れ
た
が
、
翌
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
本
院
口
腔
外
科
教
授
に
岡
達
が
就
任

し
て
か
ら
は
、
従
来
の
歯
科
外
科
中
心
の
診
療
対
象
は
飛
躍
的
に
拡
大
さ
れ
、
顎
関
節
症
・
腫
瘍
・
奇
形
・
外
傷
・
組
織
移
植
な
ど
の
疾

患
が
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
疾
患
に
対
す
る
臨
床
研
究
は
、
分
院
各
科
の
協
力
の
も
と
に
着
実
に
進
め
ら
れ
、
い
ず

れ
も
全
国
的
に
有
数
の
成
果
を
挙
げ
た
。
と
り
わ
け
顎
関
節
症
に
関
す
る
治
療
と
基
礎
研
究
に
関
し
て
は
、
分
院
口
腔
外
科
が
わ
が
国
に

お
け
る
中
心
的
機
関
で
あ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
た
。
大
学
に
お
け
る
研
究
は
、
社
会
要
請
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
遷
を
遂
げ
る

の
が
常
で
あ
る
が
、
分
院
口
腔
外
科
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
時
代
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
診
療
と
研
究
が
行
わ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
顎
骨
結
合
型
の
人
工
歯
根
に
よ
る
阻
噌
機
能
の
改
善
手
術
は
、
中
部
東
海
地
区
に
お
い
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

［
分
院
麻
酔
科
］

分
院
発
足
時
、
麻
酔
科
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
身
麻
酔
は
外
科
、
産
婦
人
科
が
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
後
一
〇
年
余
り
に
わ
た
っ

て
分
院
麻
酔
科
の
新
設
が
要
求
さ
れ
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
、
院
内
措
置
に
よ
り
河
西
稔
が

分
院
手
術
部
講
師
と
し
て
就
任
し
た
。
こ
れ
が
分
院
麻
酔
科
の
ス
タ
ー
ト
で
、
専
門
麻
酔
医
に
よ
る
麻
酔
が
よ
う
や
く
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
麻
酔
科
の
主
な
活
動
と
し
て
開
設
時
、
手
術
患
者
の
全
身
管
理
、
病
院
内
重
症
患
者
管
理
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
依
頼
に
対
す
る
対
応
の
三
点
を
目
標
に
掲
げ
た
。
そ
の
後
、
麻
酔
科
外
来
と
し
て
外
科
第
三
診
療
室
が
提
供
さ
れ
、
外
来
診
療

が
開
始
さ
れ
た
。
厚
生
省
の
視
察
後
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
五
月
、
本
学
の
規
定
が
改
正
さ
れ
、
分
院
麻
酔
科
の
併
設
が
正
式

に
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
河
西
が
初
代
麻
酔
科
長
に
就
任
し
、
分
院
は
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
五
月
一
日
付
で
麻
酔
科
指
導

病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
か
ら
麻
酔
科
外
来
に
看
護
婦
が
設
置
さ
れ
、
術
前
患
者
回
診
を
外
来
で
行
う

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
痔
痛
患
者
管
理
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）、
河
西
が
本
院
麻
酔
科
助
教
授
に
就
任
し
、
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第
二
代
麻
酔
科
長
に
は
貝
沼
関
志
（
本
院
講
師
）
が
併
任
と
な
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）、
藤
田
学
園
保
健
衛
生
大
学
よ
り

細
田
蓮
子
が
第
三
代
科
長
に
就
任
し
た
。
主
な
研
究
と
し
て
、大
血
管
外
科
領
域
手
術
時
の
全
身
麻
酔
管
理
、ヒ
ス
タ
ミ
ンH

2

ブ
ロ
ッ
カ
ー

使
用
に
よ
る
麻
酔
時
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
関
す
る
研
究
等
が
行
わ
れ
た
。
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大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
臨
時
附
属
医
学
専
門
部
が
急
設
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
臨
床
実
習
で
の
大
学
部
の
学
生
と
の
混
乱
を
避

け
る
た
め
名
古
屋
市
民
病
院
と
坂
文
種
病
院
に
依
頼
し
て
急
場
を
し
の
い
だ
。
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
の
陸
田
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
所
有
者

の
陸
田
志
よ
う
よ
り
寄
附
さ
れ
て
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
九
月
に
分
室
と
し
て
開
院
し
た
。
当
初
は
一
一
診
療
科
（
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
眼
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
泌
尿
器
科
、
神
経
精
神
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り

臨
時
医
学
専
門
部
の
臨
床
実
習
と
一
般
診
療
を
開
始
し
た
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
は
臨
時
医
学
専
門
部
は
附
属
医
学
専
門
部
、

分
室
は
医
学
部
附
属
医
院
分
院
と
改
称
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
国
立
大
学
設
置
法
の
施
行
に
よ
り
、
附
属
医
学
専
門

部
は
新
制
名
古
屋
大
学
に
包
括
さ
れ
、
医
学
部
附
属
医
院
分
院
も
医
学
部
附
属
病
院
分
院
と
改
称
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

に
東
区
東
門
前
町
に
新
病
院
を
建
築
し
移
転
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
は
皮
膚
泌
尿
器
科
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
一
二
診

療
科
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
以
降
、
管
理
棟
、
動
物
舎
、
看
護
婦
宿
舎
、
薬
品
倉
庫
、
総
合
研
究
棟
、
内
科
検
査
室
、

Ｘ
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
室
、
コ
バ
ル
ト
施
設
な
ど
増
築
が
相
次
ぎ
、
狭
隘
と
な
っ
た
た
め
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
現
在
の
大
幸
地
区

に
移
転
し
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
も
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
は
麻
酔
科

も
開
設
さ
れ
、
診
療
科
と
な
っ
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
分
院
で
あ
る
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
五
月
に
本
院
と
統
合
廃
止
さ
れ
、
同

年
十
二
月
に
診
療
所
「
名
古
屋
大
学
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
閉
院

し
、
現
在
は
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
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脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
補
正
予
算
に
よ
っ
て
医
学
系
研
究
科
大
幸
地
区
に
研
究
用
核
磁
気

共
鳴
画
像
装
置
（3T

）
と
脳
磁
計
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
学
際
的
・
融
合
的
に
研
究
を
展
開
し
て
い
く
中
核
的
な
研
究
セ
ン
タ
ー

を
目
指
し
て
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
そ
の
設
置
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
十
月
一
日
付
け
で
教

授
祖
父
江
元
を
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
医
学
系
研
究
科
の
附
属
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
二
月

一
日
に
は
全
学
施
設
と
し
て
の
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
し
た
。
そ
の
後
、
第
二
代
長
縄
慎
二
セ
ン
タ
ー
長（
平
成
年
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）

四
月
一
日
～
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
三
十
一
日
）、
第
三
代
尾
崎
紀
夫
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月

一
日
～
）
を
経
て
現
在
に
至
る
。

同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
も
と
運
営
委
員
会
と
戦
略
会
議
に
て
運
営
さ
れ
る
。
専
任
教
員
五
人
と
医
学
系
研
究
科
、
情
報

科
学
研
究
科
、
創
薬
科
学
研
究
科
、
環
境
医
学
研
究
所
、
心
の
発
達
支
援
研
究
実
践
セ
ン
タ
ー
等
所
属
の
兼
任
教
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
研
究
開
発
部
門
と
基
盤
整
備
部
門
、お
よ
び
参
画
研
究
者
と
し
て
の
大
学
内
外
の
フ
ェ
ロ
ー
は
、研
究
と
機
器
運
営
開
発
の
実
際
を
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
は
統
合
研
究
推
進
室
と
研
究
者
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
、
前
者
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
研
究
や
統
合
研
究
の
推
進
と
支
援
を
行
い
、
後
者
は
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
う
研
究
者
の
支
援
と
若
手
研
究
者
の
育
成
を
推

進
し
て
い
る
。

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
先
述
の
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
と
脳
磁
計
を
中
心
と
し
た
脳
機
能
計
測
と
研
究
協
力
者
よ
り
得
た
臨
床
情
報
や
採
取

し
た
血
液
サ
ン
プ
ル
の
蓄
積
保
存
と
分
析
を
進
め
て
い
る
。
疾
患
と
健
常
者
を
対
象
と
し
た
形
態
・
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
軸
に
、
ゲ
ノ

ム
、
血
液
、
髄
液
、iPS

細
胞
、
死
後
脳
な
ど
の
デ
ー
タ
を
包
含
す
る
小
児
期
か
ら
老
年
期
に
わ
た
る
疾
患
・
発
達
・
加
齢
コ
ホ
ー
ト
と
、

地
域
連
携
学
際
的
（
得
意
領
域
融
合
型
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
研
究
体
制
を
構
築
し
、
脳
科
学
研
究
を
全
学
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
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研
究
セ
ン
タ
ー
が
扱
う
脳
と
こ
こ
ろ
を
対
象
と
す
る
学
問
分
野
と
最
先
端
の
画
像
研
究
を
活
か
し
た
研
究
は
、
医
学
に
止
ま
ら
ず
、
教

育
、
環
境
、
創
薬
、
工
学
分
野
な
ど
広
範
に
及
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の
領
域
の
研
究
者
が
参
画
可
能
で
、
多
分
野
が
協
力
し
て
大

規
模
コ
ホ
ー
ト
を
形
成
し
、
多
領
域
の
研
究
者
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
み
な
が
ら
、
学
際
的
、
融
合
的
に
研
究
展
開
し
て
い
く
中
核
的

な
研
究
セ
ン
タ
ー
は
国
内
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
革
新
的
研
究
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

本
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
前
述
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
二
，
〇
〇
〇
例
規
模
の
脳
と
こ
こ
ろ
の
疾
患
・
発
達
・
加
齢
コ
ホ
ー
ト
を
構
築

し
つ
つ
、（
一
）
脳
と
こ
こ
ろ
の
疾
患
の
病
態
解
明
と
次
世
代
創
薬
開
発
研
究
、（
二
）
脳
と
こ
こ
ろ
の
発
達
・
加
齢
の
機
序
解
明
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
次
世
代
創
薬
開
発
研
究
、（
三
）
最
先
端
脳
医
療
・
脳
科
学
に
基
づ
くQ

O
L

向
上
方
策
の
開
発
研
究
と
い
う
三
つ
の
研
究

の
柱
が
立
て
ら
れ
た
。
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
、
自
然
科
学
研
究
機
構
生
理
学
研
究
所
、
愛
知
県
医
療
療
育
総
合
セ
ン
タ
ー

発
達
障
害
研
究
所
、
愛
知
医
科
大
学
学
際
的
痛
み
セ
ン
タ
ー
、
愛
知
医
科
大
学
、
名
城
大
学
、
中
部
大
学
、
豊
田
中
央
研
究
所
、
名
古
屋

市
立
大
学
、
藤
田
医
科
大
学
、
静
岡
て
ん
か
ん
・
神
経
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
東
海
地
区
の
各
種
研
究
所
、
関
連
大
学
、
関
連

企
業
な
ど
と
地
域
連
携
型
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
を
進
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
東
海
国
立
大
学
機
構
糖
鎖
生
命
コ
ア
研
究
所
と
も
連
動

し
て
、
脳
と
こ
こ
ろ
の
世
界
的
な
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
構
築
を
目
指
す
組
織
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館

［
新
生
］

戦
後
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
が
、
医
学
的
研
究
に
用
い
ら
れ
始
め
た
の
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）
に
は
、
医
学
部
と
病
院
の
共
用
で
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
施
設
が
旧
一
号
病
棟
内
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
使
用
可
能
核
種
は
、

32P

、131I

、35S

、24N
a

、14C

の
五
種
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
効
率
的
な
運
用
・
利
用
を
図
る
と
と
も
に
管
理
を
強

化
す
る
た
め
医
学
部
中
央
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
実
験
室
（
五
〇
〇
㎡
）
が
旧
一
号
病
棟
に
開
設
さ
れ
た
。
管
理
責
任
者
と
し
て
教
授
高
橋
信
次

（
放
射
線
医
学
）
が
選
任
さ
れ
た
。
使
用
可
能
核
種
は
一
一
種
と
な
り
数
、
量
と
も
に
増
加
し
た
。
研
究
・
診
療
が
施
設
を
共
用
し
て
行

わ
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
は
使
用
可
能
核
種
は
二
四
種
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）、
医
学
部
ア

イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
（
五
〇
〇
㎡
）
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
初
め
て
研
究
用
と
診
療
用
の
施
設
と
が
分
離
さ
れ
た
。
し
か
し
、

実
験
室
を
共
用
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
間
で
の
汚
染
、
測
定
機
器
使
用
等
に
関
し
て
問
題
が
生
じ
が
ち
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
調
整
に
苦
慮
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
二
階
部
分
（
五
〇
〇
㎡
）
の
増
築
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
教
授
井
上
俊
（
衛
生
学
）
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）、
名
古
屋
大
学

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
伴
い
、
名
古
屋
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
と
改
称
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
四
年

（
一
九
七
九
）、
教
授
小
澤
高
将
（
生
化
学
第
二
講
座
）
が
分
館
長
に
就
任
し
た
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
新
館
（
七
〇
〇
㎡
）

が
増
築
さ
れ
、P2

・P3

実
験
室
、
動
物
実
験
室
、
低
温
実
験
室
等
が
目
的
別
に
設
置
さ
れ
た
。
使
用
可
能
核
種
は
三
六
種
と
な
っ
た
。

こ
の
時
点
で
は
研
究
者
の
要
望
に
ほ
ぼ
応
え
得
る
も
の
と
な
っ
た
。
放
射
線
管
理
に
関
し
て
も
、
地
上
貯
留
槽
の
新
設
、
汚
染
モ
ニ
タ
ー

設
備
の
充
実
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
在
庫
管
理
等
の
た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
図
ら
れ
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、

教
授
永
津
俊
治
（
生
化
学
第
一
講
座
）
が
分
館
長
に
就
任
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
出
入
管
理
に
よ
り
、
夜
間
使
用
が
可

能
と
な
り
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
を
用
い
る
活
発
な
研
究
の
共
同
利
用
施
設
と
な
っ
た
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
教
授
前
野
幸
一
郎
（
ウ
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イ
ル
ス
感
染
研
究
部
門
）
が
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
教
授
日
高
弘
義
（
薬
理
学
）
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
後
に
本
学
総
長

に
な
っ
た
教
授
濵
口
道
成
（
分
子
病
態
研
究
部
門
）
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）、
教
授
古
川
鋼
一
（
分
子
細
胞
化
学
）
が
、
平
成

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
教
授
磯
部
健
一
（
分
子
細
胞
免
疫
学
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
館
長
に
就
任
し
た
。

［
現
在
］

施
設
の
老
朽
化
と
地
震
対
策
の
た
め
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）、
新
営
し
た
医
系
研
究
棟
三
号
館
の
一
階
（
八
六
七
㎡
）
お
よ

び
地
下
一
階
（
四
七
二
㎡
）
に
移
設
し
た
。P2

・P3

実
験
室
お
よ
び
動
物
実
験
室
を
廃
止
し
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
も
、
教
育
訓
練
を

実
施
す
る
た
め
に
実
習
室
を
新
設
し
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
本
館
と
協
力
し
て
、
安
全
管
理
と
教
育
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か
ら
は
教
授
長
縄
慎
二
（
量
子
医
学
）
が
分
館
長
に
就
任
し
た
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
新
た

な
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、
使
用
許
可
核
種
を
六
〇
種
に
増
や
し
、
よ
り
広
い
分
野
の
研
究
に
も
対
応
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
セ
ン
タ
ー
は
、
安
全
管
理
体
制
の
充
実
、
管
理
機
器
の
進
展
、
教
育
訓
練
の
成
果
お
よ
び
利
用
者
の
理
解
の
深
ま
り
に

よ
り
、
汚
染
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
実
験
環
境
を
整
え
る
に
至
っ
た
。
近
年
、
基
礎
研
究
に
お
け
る
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
利
用
は
、
代

替
手
段
が
発
達
し
た
た
め
最
盛
期
と
比
べ
れ
ば
減
少
し
て
は
い
る
が
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
利
点
を
生
か
し
た
基
礎
研
究
の
需
要
は
絶
え
な

い
。
今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
加
え
、
基
礎
研
究
や
安
全
管
理
に
関
す
る
研
究
を
継
続
す
る
た
め
、
次
世
代
を
担
う
若
い
優

秀
な
人
材
へ
の
引
き
継
ぎ
が
望
ま
れ
る
。
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学
友
会

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
を
以
て
、
名
古
屋
大
学
は
創
立
八
二
周
年
、
創
基
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
本
学
は
、
最
後
の
帝
国
大
学
（
九

番
目
、
内
二
校
（
京
城
・
台
北
）
は
現
在
で
は
国
外
）
と
し
て
八
〇
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
が
、
そ
の
源
流
は
仮
医
学
校
と
し
て
六
八
年

の
歴
史
を
持
つ
こ
と
か
ら
創
基
一
五
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
五
〇
年
に
わ
た
る
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
歴
史
は
名
古
屋
大
学
医

学
部
学
友
会
の
活
動
と
と
も
に
あ
り
、
学
友
会
の
存
在
な
く
し
て
現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
発
展
は
な
い
と
も
い
え
る
。
記
念
と
な

る
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
学
友
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

［
前
史
］

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
十
八
日
、
愛
知
県
立
医
学
校
級
長
会
議
に
お
い
て
同
窓
生
交
誼
の
機
関
と
し
て
同
窓
会
設
立
の
議

が
起
こ
り
、
級
長
会
は
満
場
一
致
で
賛
意
を
表
明
し
た
の
で
、
全
校
生
徒
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
満
場
一
致
の
賛
成
を
得
た
。
会

則
審
議
な
ど
準
備
を
進
め
、
改
め
て
全
生
徒
の
承
認
を
求
め
て
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
月
二
十
八
日
、
同
窓
会
発
会
式
を

挙
げ
、
会
長
に
校
長
熊
谷
幸
之
輔
、
副
会
長
に
奈
良
坂
源
一
郎
、
他
に
理
事
一
九
人
の
役
員
を
選
出
し
た
。
部
は
当
初
、
雑
誌
部
、
運
動

部
、
図
書
部
、
会
計
部
の
四
部
で
、
部
毎
に
部
長
を
置
き
、
部
長
は
委
員
と
共
に
部
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
愛
知
医
学
校
『
同
窓
會
雑
誌
』

創
刊
号
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
に
発
刊
さ
れ
た
。
初
号
は
全
誌
五
五
頁
を
論
説
、
学
術
及
実
験
、
藝
苑
、
雑
録
、
雑

報
、
会
員
動
静
に
分
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
愛
知
医
科
大
学
の
創
設
に
至
っ
て
、
改
め
て
校
友
会
の
在
り
方
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
分
離
・
継

承
両
論
が
あ
っ
た
が
、
医
専
廃
止
・
大
学
新
設
と
い
う
建
前
で
は
あ
っ
て
も
、
事
実
は
医
専
を
基
礎
と
し
た
昇
格
で
あ
り
、
当
然
、
校
友

会
は
継
承
し
て
医
科
大
学
の
発
展
に
協
力
す
べ
き
が
本
道
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
、
旧
校
友
会
を
医
科
大
学
の
そ
れ
に
包
含

さ
せ
て
、
こ
こ
に
新
た
な
「
学
友
会
」
の
発
足
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
し
い
学
友
会
は
、
前
校
長
熊
谷
に
よ
っ
て
「
鶴
天
学
友
会
」
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と
命
名
さ
れ
た
。
鶴
天
の
名
は
詩
篇
の
「
鶴
鳴
九
皐
声
聞
于
天
」
の
句
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
、
鶴
は
新
校
舎
鶴
舞
の
地
を
意
味
し
、
天
は

旧
校
舎
天
王
崎
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
、
愛
知
医
科
大
学
は
名
古
屋
医
科
大
学
へ
官
立
移
管
さ
れ
、
鶴
天
学
友
会
は
そ
の
善
後
策
を
討
議
し
た

が
、
名
古
屋
医
科
大
学
は
内
容
そ
の
他
の
全
て
の
点
に
お
い
て
、
前
身
愛
知
医
科
大
学
の
連
続
と
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
圧

倒
的
で
、
従
っ
て
学
友
会
も
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
と
の
結
論
と
な
り
、
新
た
に
「
名
古
屋
医
科
大
学
鶴
天
学
友
会
」
が
発
足
し
た
。

そ
の
後
、
学
生
部
会
員
か
ら
自
治
を
高
唱
す
る
声
が
挙
が
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
一
八
日
、
機
関
誌
『
名
大
』
第
一
号
を

刊
行
し
た
。『
名
大
』
は
号
を
重
ね
る
こ
と
二
五
号
（
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
））
に
達
し
た
が
、
発
行
部
数
も
少
な
く
、
加
え
て
学
友
会

報
と
の
記
事
重
複
な
ど
に
関
し
て
批
判
の
声
が
多
か
っ
た
た
め
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
か
ら
『
鶴
天
學
友
會
會
報
』
と
『
名
大
』

と
を
合
併
し
て
、
毎
月
一
回
発
刊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
会
の
名
称
も
「
名
古
屋
医
科
大
学
学
友
会
」
と
改
め
、
十
月
二
十
日
『
名
大
學

友
會
報
』
第
一
号
を
発
行
し
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
へ
昇
格
。『
名
大
學
友
會
報
』
は
四
三
号
か
ら
『
名
帝
大

醫
學
部
學
友
會
報
』
と
改
称
さ
れ
た
。
会
報
は
従
来
の
『
名
帝
大
醫
學
部
學
友
會
報
』
の
名
か
ら
「
帝
」
の
字
を
省
い
て
『
名
大
醫
學
部

學
友
會
報
』
と
し
た
が
、
時
局
緊
迫
に
よ
り
、
用
紙
の
統
制
配
給
の
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
九
月
三
十
日
発
行
第
六
〇
号
を
も
っ
て
つ

い
に
休
刊
と
な
っ
た
。

終
戦
後
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）、
学
友
会
は
大
学
当
局
に
呼
応
し
て
復
興
後
援
会
を
結
成
、
医
学
部
再
興
の
歩
を
踏
み
出
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
、
復
刊
『
名
大
醫
學
部
學
友
會
報
』
一
号
は
Ｂ
四
版
八
頁
を
も
っ
て
、
戦
後
第
一
声
を
放
っ
た
。
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［
新
生
］

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
新
制
名
古
屋
大
学
が
発
足
。『
名
大
医
学
部
学
友
会
報
』
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
一
月
号
を
も
っ

て
第
三
六
号
と
な
っ
た
が
、
郵
便
物
と
し
て
の
取
扱
い
上
、
会
報
を
『
名
大
医
学
部
学
友
時
報
』
と
改
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

［
学
友
大
会
］

第
一
回
の
学
友
大
会
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
納
屋
橋
近
く
の
得
月
楼
（
後
の
鳥
久
）
で
開
催
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
る
。
数
人

が
集
ま
り
懇
親
会
を
開
き
、
恩
師
と
と
も
に
胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
第
二
回
大
会
か
ら
第
十
七
回

大
会
ま
で
の
記
録
が
な
く
、
開
催
の
経
緯
や
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
小
野
瓢
郎
を
委
員
長
と
し
て
共
進

会
会
場
内
大
観
亭
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
学
友
大
会
以
降
、
関
東
大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
伊
勢
湾
台
風
な
ど
の
理
由
が
な
い
限

り
、
特
に
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
大
学
も
し
く
は
関
連
病
院
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
良
く
映
し
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
教
職
員
が

委
員
長
を
務
め
毎
年
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
十
月
十
二
日
に
、
大
島
福
造
を
委
員
長
に
第
五
十
回
学
友
大
会
が
図
書

館
講
堂
で
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
九
月
二
十
六
日
に
は
、
祖
父
江
元
を
委
員
長
と
し
て
第
百
回
学
友
大
会
が
名
古
屋
観
光
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
、
学
友
大
会
は
一
〇
〇
有
余
年
の
歴
史
を
有
し
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す

発
展
し
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
希
望
さ
れ
る
。

［
医
学
部
新
図
書
館
の
建
設
］

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
創
立
一
〇
〇
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
を
記
念
し
て
後
世
に
遺
る
事

業
を
行
う
べ
く
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
四
月
、
学
友
会
に
医
学
部
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
会
が
結
成
さ
れ
、
内
外
か
ら
委
員
が
選

出
さ
れ
て
、
当
時
の
医
学
部
長
で
あ
っ
た
橋
本
義
雄
が
そ
の
委
員
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
委
員
会
は
数
回
持
た
れ
た
が
、
名
古

屋
大
学
に
お
け
る
第
十
七
回
日
本
医
学
会
総
会
の
開
催
お
よ
び
そ
の
後
に
勃
発
し
た
大
学
紛
争
の
た
め
一
時
中
断
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
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（
一
九
六
九
）
二
月
に
至
っ
て
記
念
図
書
館
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
学
友
会
学
内
教
職
員
の
賛
成
の
も
と
に
募
金
額
が
決
定
さ
れ
、

文
部
省
へ
の
予
算
獲
得
へ
の
働
き
か
け
も
開
始
さ
れ
た
。
委
員
長
橋
本
を
中
心
と
す
る
学
友
会
の
実
行
委
員
会
で
は
、
募
金
の
達
成
の
た

め
、
何
度
も
会
合
を
開
い
て
募
金
成
績
を
検
討
し
通
知
を
出
す
な
ど
、
精
力
的
な
努
力
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
国
費
、
学
友
会
寄
附
金
を

併
せ
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
五
月
二
十
日
、
待
望
の
新
図
書
館
が
落
成
し
た
。

［
鶴
友
会
館
の
落
成
］

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
七
月
の
学
友
会
評
議
員
会
に
当
時
の
医
学
部
長
祖
父
江
逸
郎
か
ら
学
友
会
館
の
建
設
が
提
起
さ
れ
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
て
、
学
友
会
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
旧
行
幸
記
念
館
の
跡
地
に
会
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
十
月

第
七
十
回
学
友
大
会
に
お
い
て
全
員
の
賛
同
を
得
て
、
記
念
会
館
設
立
事
業
会
が
結
成
さ
れ
、
会
長
に
祖
父
江
が
就
任
し
た
。
学
友
会
員

か
ら
の
募
金
も
順
調
に
進
捗
し
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
に
落
成
を
見
た
。
こ
の
会
館
に
つ
い
て
は
建
設
中
に
愛
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
学
友
か
ら
応
募
が
あ
り
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
十
月
の
学
友
大
会
に
お
い
て
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

卒
業
の
中
平
正
美
応
募
の
「
鶴
友
会
館
」
と
決
ま
っ
た
。
こ
の
新
し
い
「
鶴
友
会
館
」
は
、
一
階
は
食
堂
・
喫
茶
、
二
階
は
会
議
室
、
三

階
は
宿
泊
室
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
落
成
式
当
日
、
鶴
友
会
館
は
医
学
部
学
友
会
か
ら
名
古
屋
大
学
医
学
部
に
寄
贈

さ
れ
、
正
式
に
名
古
屋
大
学
の
所
管
に
移
行
し
た
。
同
年
四
月
か
ら
食
堂
、
喫
茶
、
宿
泊
の
業
務
も
開
始
さ
れ
、
今
な
お
多
く
の
職
員
、

学
生
や
来
訪
者
が
利
用
し
て
い
る
。
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共
済
団

［
前
史
］

共
済
団
の
創
設
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
三
十
一
日
に
県
立
愛
知
医
科
大
学
、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
及
び
愛
知
県
立

愛
知
病
院
の
職
員
・
学
生
生
徒
に
学
事
上
の
便
宜
を
与
え
る
と
と
も
に
、
入
院
患
者
の
慰
安
・
救
援
を
目
的
と
し
て
、
当
時
の
愛
知
医
科

大
学
長
（
愛
知
県
立
愛
知
病
院
長
）
の
山
崎
正
董
及
び
事
務
部
長
脇
屋
義
純
の
提
唱
に
よ
り
、
両
氏
に
賛
同
し
た
大
学
職
員
か
ら
拠
出
さ

れ
た
寄
附
金
一
，
〇
〇
〇
円
を
基
金
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
許
可
者
は
、
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
（
当
時
）
で
あ
り
、「
共
済
団
」
の
命
名
は
、
漢
学
に
素
養
の
深
い
山
崎
が
「
三
國
志
」

と
「
宋
史
欧
陽
修
伝
」
の
二
つ
を
出
典
と
し
た
「
共
に
済
う
」
と
い
う
一
文
か
ら
命
名
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

設
立
二
か
月
後
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
一
日
に
は
、
売
店
、
飲
食
店
、
付
添
婦
斡
旋
、
貸
布
団
及
び
入
院
保
証
な
ど
の
事

業
を
開
始
し
、
着
々
と
事
業
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
三
十
日
に
竣
工
し
た
天
皇
行
幸
記
念
館
（
現
鶴
友

会
館
の
場
所
）
の
総
工
費
四
〇
，
〇
〇
〇
円
の
う
ち
三
〇
，
〇
〇
〇
円
の
寄
附
を
本
団
が
行
う
な
ど
活
発
な
助
成
事
業
を
行
っ
た
。

［
帝
大
時
代
］

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
名
古
屋
医
科
大
学
は
名
古
屋
帝
国
大
学
と
な
り
、
本
団
は
時
代
の
要
請
に
対
応
し
て
校
舎
等

の
建
設
寄
附
を
行
う
と
と
も
に
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
一
日
か
ら
は
患
者
給
食
を
受
託
し
（
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

三
月
ま
で
受
託
）、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
三
十
一
日
か
ら
分
院
の
患
者
給
食
も
受
託
し
た
。（
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
月

ま
で
受
託
）

ま
た
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
、
愛
知
県
最
初
の
栄
養
士
養
成
所
を
院
内
に
開
設
し
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

五
月
ま
で
栄
養
士
の
養
成
に
あ
た
っ
た
。
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昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
大
空
襲
に
よ
り
附
属
病
院
施
設
と
も
ど
も
本
団
の
建
物
も
消
失
す
る
に
至
り
、
本
団
の
業
務
の
ほ

と
ん
ど
が
休
業
状
態
と
な
っ
て
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
た
。

［
新
生
］

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
、
名
古
屋
帝
国
大
学
は
名
古
屋
大
学
に
改
称
さ
れ
、
本
団
も
売
店
・
食
堂
・
患
者
給
食
・
喫
茶
店

を
順
次
再
開
し
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
頃
、
財
団
の
会
館
建
設
の
要
望
が
高
ま
っ
た
た
め
、
二
期
に
分
け
て
（
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
）
五
月
及
び
同
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
二
月
）
建
設
工
事
を
行
い
、
共
済
会
館
と
名
付
け
、
大
学
に
寄
附
（
平
成
十
一

年
（
一
九
九
九
）
十
月
取
り
壊
し
）
し
た
。
そ
し
て
、
一
階
に
売
店
・
食
堂
・
喫
茶
店
を
移
設
し
、
二
階
は
会
議
室
、
三
階
は
宿
泊
室
等

の
教
職
員
厚
生
施
設
と
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
一
月
か
ら
院
外
処
方
箋
調
剤
業
務
（
中
央
薬
局
）
を
開
始
し
、
そ
の
後
は
、
患
者
及
び
教
職
員
等
の

利
便
性
や
要
望
等
を
尊
重
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
業
務
の
拡
充
を
図
り
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
六
月
か
ら
駐
車
整
理
業
務
を
受
託

し
（
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
三
月
ま
で
受
託
）、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
竣
工
の
鶴
友
会
館
建
設
の
際
に
は
九
，

九
二
五
万
円
の
特
別
寄
附
を
行
っ
た
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
等
に
よ
り
、
窮
地
に
陥
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
十
二
月
の
西
病
棟
竣
工
及
び
同
十
一

年
（
一
九
九
九
）
七
月
の
東
病
棟
竣
工
に
伴
い
、
食
堂
・
喫
茶
店
・
売
店
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
及
び
自
動
販
売
機
コ
ー
ナ
ー
を
病
棟
内

に
移
転
し
、
カ
ー
ド
式
テ
レ
ビ
業
務
を
開
始
し
健
全
な
財
団
運
営
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
、

名
古
屋
大
学
の
国
立
大
学
法
人
化
以
降
、
本
団
の
事
業
の
多
く
が
公
募
に
付
さ
れ
、
患
者
給
食
、
駐
車
整
理
、
自
動
販
売
機
及
び
カ
ー
ド

式
テ
レ
ビ
業
務
等
が
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
三
月
ま
で
に
手
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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［
現
在
］

政
府
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
本
団
は
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
四
月
一
日
に
愛
知
県
知
事
認
可
の
一
般
財
団
法
人
（
非

営
利
型
）
へ
移
行
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
団
の
目
的
は
、
従
前
と
変
わ
ら
ず
「
国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
医
学
部
・
大
学
院
医
学

系
研
究
科
及
び
同
医
学
部
附
属
病
院
に
お
け
る
医
学
の
研
究
を
奨
励
助
成
し
、
患
者
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
職
員
学
生
の
学
事
研
修
等

に
便
宜
を
与
え
、
も
っ
て
医
学
の
振
興
と
社
会
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

本
団
の
実
施
す
る
各
種
助
成
事
業
は
、
食
堂
喫
茶
業
務
（
レ
ス
ト
ラ
ン
花
の
木
・
レ
ス
ト
ラ
ン
鶴
友
・
ド
ト
ー
ル
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
）、

販
売
業
務
（
ロ
ー
ソ
ン
・
介
護
シ
ョ
ッ
プ
）、
用
達
業
務
（
公
衆
電
話
・
付
添
寝
具
等
）
及
び
調
剤
薬
局
業
務
（
中
央
薬
局
）
等
の
種
々
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
収
益
を
も
っ
て
実
施
し
て
お
り
、
平
成
元
年
度
（
一
九
八
九
）
か
ら
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
ま
で
の

三
二
年
間
に
医
学
研
究
の
奨
励
助
成
と
し
て
三
億
五
，
九
〇
二
万
円
、
患
者
の
慰
安
及
び
救
援
に
対
す
る
助
成
と
し
て
二
億
七
，

三
七
〇
万
円
、
職
員
及
び
学
生
に
対
す
る
学
事
研
修
の
助
成
と
し
て
四
，
八
六
八
万
円
及
び
そ
の
他
助
成
（
立
体
駐
車
場
建
設
、
外
来
棟

建
設
及
び
研
究
棟
二
号
館
・
三
号
館
建
設
等
環
境
整
備
助
成
含
む
）
と
し
て
四
億
八
六
〇
万
円
の
合
計
一
〇
億
九
，
〇
〇
〇
万
円
の
助
成

を
行
っ
た
。

今
後
も
更
な
る
経
営
の
合
理
化
と
業
務
の
活
性
化
を
推
進
し
、
財
政
面
や
経
営
面
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
体
力
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
顧
客
志
向
の
多
様
化
に
対
応
し
、
患
者
及
び
教
職
員
等
の
ニ
ー
ズ
や
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
ら
れ
る
財
団
と
し
て
、
ま
た
、
令
和
四
年

（
二
〇
二
二
）
三
月
に
設
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
本
団
設
立
の
主
旨
で
あ
る
助
成
事
業
の
充
実
に
努
め
た
い
。



第
三
節　

医
学
部
保
健
学
科
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医
学
部
保
健
学
科

［
附
設
学
校
概
要
］

現
在
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
の
前
身
と
な
る
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に

設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
附
設
学
校
は
制
度
上
医
学
部
の
附
属
で
あ
り
、
医
学
部
附
属
看
護
学
校
（
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
設

置
）、
同
診
療
放
射
線
技
師
学
校
（
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
七
月
）、
同
臨
床
検
査
技
師
学
校
（
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
四
月
）、

同
助
産
婦
学
校
（
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
四
月
）
の
四
つ
の
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
各
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
機
関
で
、

各
学
校
長
は
全
て
医
学
部
教
授
の
併
任
で
あ
っ
た
。
専
任
の
教
員
数
は
各
学
校
と
も
教
務
主
任
以
下
数
人
で
あ
り
、
多
く
の
非
常
勤
講
師

に
よ
っ
て
そ
の
教
育
が
支
え
ら
れ
て
い
た
。

機
構
は
各
学
校
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
運
営
は
学
校
長
が
併
任
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
教
務
主
任
が
学
校
長
の
代
行
的
存
在
で
、
そ

の
任
命
権
者
は
名
古
屋
大
学
長
で
あ
っ
た
。
四
つ
の
附
属
学
校
の
校
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在
し
た
が
、
校
舎
そ
の
も
の
は
附
属
病
院

建
物
の
空
い
た
と
こ
ろ
を
利
用
し
て
い
た
。
各
学
校
の
事
務
を
取
り
扱
う
附
属
学
校
掛
は
医
学
部
附
属
病
院
の
事
務
組
織
の
中
に
あ
り
、

当
初
は
管
理
課
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
病
院
の
機
構
改
革
に
よ
り
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
の
閉
校
時
に
は
総
務
課

に
属
し
て
い
た
。
場
所
も
病
院
事
務
部
の
片
隅
ま
た
は
離
れ
た
空
き
部
屋
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四

月
附
属
学
校
専
有
の
校
舎
が
鶴
舞
地
区
に
あ
る
本
学
医
学
部
の
北
西
の
位
置
に
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
四
学
校
の
全
て
が
同
一
の
建

物
と
な
り
、
附
設
学
校
掛
も
同
じ
建
物
内
に
置
か
れ
て
附
属
学
校
と
し
て
の
機
能
が
整
っ
た
。

一
方
、
医
療
技
術
全
般
の
高
度
化
に
伴
い
各
種
の
医
療
技
術
者
を
大
量
に
養
成
す
る
必
要
が
全
国
的
に
生
じ
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）、
本
学
で
も
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
の
概
算
要
求
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
短
期
大
学
部
設
置
に
至
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
精
力
的
に
続
け
ら
れ
た
医
学
部
、
附
属
病
院
、
附
設
学
校
等
の
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
十
月
に
、
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
設
置
さ
れ
た
。
校
舎
は
名
古
屋
大
学
の
所
管
と
な
っ
た
名
古
屋
市
東
区
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大
幸
町
の
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
校
舎
（
旧
三
菱
重
工
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
社
屋
）
を
改
修
し
て
用
い
、
同
分
校
の
施
設
で
あ
っ

た
体
育
館
と
グ
ラ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
に
は
看
護
学
科
の
学
生
の
受
入
れ
が
開
始
さ
れ
、

翌
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
四
月
に
は
臨
床
検
査
技
師
学
校
が
衛
生
技
術
学
科
と
し
て
、
翌
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
四
月
に

は
診
療
放
射
線
技
師
学
校
が
診
療
放
射
線
技
術
学
科
と
し
て
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
は
助
産
婦
学
校
が
専
攻
科
助
産

学
特
別
専
攻
と
し
て
短
期
大
学
部
に
学
科
増
が
な
さ
れ
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
学
科
設
置
に
伴
い
、
従
来
の
附
設
学
校
は
一
年
ご

と
に
一
校
ず
つ
が
閉
校
し
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
に
診
療
放
射
線
技
師
学
校
が
閉
校
し
た
こ
と
に
よ
り
、
医
学
部
附
属
学

校
の
全
て
が
廃
校
と
な
っ
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
に
理
学
療
法
学
科
お
よ
び
作
業
療
法

学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
助
産
学
特
別
専
攻
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
四
月
に
専
攻
科
と
し
て
認
定
さ
れ
、
五
学
科
一
専
攻
を

備
え
た
医
療
技
術
者
養
成
機
関
と
な
っ
た
。

平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
）
に
大
阪
大
学
に
保
健
学
科
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
全
国
の
国
立
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
順
次
四
年

制
の
医
学
部
保
健
学
科
に
改
組
転
換
が
図
ら
れ
、
名
古
屋
大
学
に
も
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
月
に
医
学
部
保
健
学
科
が
設
置
さ
れ
、

看
護
学
（
定
員
八
〇
名
）、
放
射
線
技
術
学
（
同
四
〇
名
）、
検
査
技
術
学
（
同
四
〇
名
）、
理
学
療
法
学
（
同
二
〇
名
）、
作
業
療
法
学
（
同

二
〇
名
）
の
五
専
攻
を
有
す
る
学
科
と
し
て
翌
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
四
月
よ
り
学
生
の
受
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
。
医
療
技
術
短
期
大

学
部
は
、
在
校
生
の
学
年
進
行
を
待
っ
て
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
三
月
で
医
療
技
術
短
期
大
学
部
各
学
科
が
廃
校
、
翌
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
三
月
を
も
っ
て
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
も
廃
校
と
な
り
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
廃
止
と
な
っ
た
。
看
護
学
専
攻
に
は
、

四
年
制
学
部
教
育
課
程
の
中
に
助
産
師
お
よ
び
保
健
師
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
に
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
を
医
学
系
研
究
科
に
改
称
し
、
医
学
系
研
究
科
に
修
士
課

程
看
護
学
専
攻
、
同
課
程
医
療
技
術
学
専
攻
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
学
専
攻
の
三
専
攻
が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
）
四
月
よ
り
博
士
課
程
（
後
期
課
程
）
も
設
置
さ
れ
、
医
学
系
研
究
科
修
士
課
程
の
三
専
攻
は
そ
れ
ぞ
れ
博
士
課
程
（
前
期

課
程
・
後
期
課
程
）
と
な
っ
た
。
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
四
年
制
の
大
学
教
育
組
織
に
組
織
転
換
さ
れ
医
学
部
保
健
学
科
と
な
り
、
更
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に
大
学
院
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
医
療
職
養
成
に
加
え
医
療
領
域
の
教
育
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
が
加
わ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
各
学

部
で
は
、
教
育
研
究
組
織
に
つ
い
て
学
部
を
基
礎
と
し
た
組
織
か
ら
大
学
院
を
中
心
と
し
た
組
織
に
変
更
す
る
大
学
院
重
点
化
（
大
学
院

講
座
化
）
が
平
成
十
二
年
度
（
二
〇
〇
〇
）
ま
で
に
な
さ
れ
た
が
、
医
学
部
保
健
学
科
は
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
四
月
に
重
点
化

が
行
わ
れ
た
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
に
名
古
屋
大
学
は
指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
研
究
大
学
と
し
て
の
体
制
が
強
化

さ
れ
る
中
、
医
学
部
保
健
学
科
の
担
う
役
割
も
医
療
職
養
成
か
ら
保
健
医
療
研
究
推
進
と
研
究
人
材
養
成
へ
と
そ
の
重
点
の
移
行
が
求
め

ら
れ
た
。
令
和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
に
は
大
学
院
三
専
攻
は
総
合
保
健
学
専
攻
と
し
て
一
専
攻
化
さ
れ
、
融
合
的
研
究
、
先
進
的
研
究

を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
表
一
に
四
附
設
学
校
が
養
成
し
た
生
徒
の
数
を
示
す
。

［
看
護
学
校
］

医
学
部
附
属
看
護
学
校
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
看
護
学
校
の
前
史
は
古
く
、
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
愛
知
医
学
校
看
護
婦
養
成
所
に
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
か
ら
看
護
婦

の
養
成
は
医
師
の
養
成
と
並
行
し
て
行
わ
れ
、
以
後
、
医
師
の
養
成
制
度
が
変
更
さ
れ
る
ご
と
に
看
護
婦
養
成
制
度
も
変
更
さ
れ
た
。
旧

制
度
下
で
養
成
さ
れ
た
看
護
婦
総
数
は
、
名
簿
の
紛
失
し
た
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
か
ら
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
間
の
三
年

間
の
卒
業
生
（
一
五
〇
名
前
後
）
を
除
い
て
も
、
一
，
九
五
七
名
に
の
ぼ
る
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
（
以
下
「
保
助
看
法
」
と
い
う
。）
の
制
定
に
よ
り
、
看
護
婦
は
甲
種
と

乙
種
に
区
別
さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
こ
の
区
別
は
廃
止
さ
れ
た
。
名
古
屋
大
学
で
は
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
四
月
に
医
学
部
附
属
厚
生
女
学
部
に
甲
種
看
護
婦
生
徒
を
入
学
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
四
月

に
医
学
部
附
属
看
護
学
校
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
甲
種
看
護
婦
生
徒
と
し
て
入
学
し
た
者
は
医
学
部
附
属
看
護
学
校
の
三
年
生
に
編
入
し
、

こ
の
生
徒
が
医
学
部
附
属
看
護
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
と
な
っ
た
。
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看
護
学
校
設
置
に
あ
た
り
、
当
時
の
医
学
部
附
属
病
院
総
婦
長
の
土
屋
は
ま
（
教
務
主
任
兼
務
）
は
、
国
立
名
古
屋
病
院
総
婦
長
兼
看

護
学
校
教
務
主
任
で
あ
っ
た
林
貞
を
教
務
主
任
に
迎
え
た
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
二
月
に
医
学
部
附
属
看
護
学
校
が
指
定
校
と

し
て
指
定
さ
れ
、
医
学
部
附
属
厚
生
女
学
部
は
医
学
部
附
属
看
護
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
看
護
学
校
は
、
医
学
部
附
属
で
あ
っ
た
も
の
の

予
算
的
に
は
病
院
附
属
で
あ
り
、
運
営
上
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
常
に
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
学
校
養
成
所
指
定
規
則
の
指
定
基

準
に
拘
束
さ
れ
、
教
員
組
織
、
事
務
組
織
も
弱
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
わ
ず
か
三
人
の
専
任
講
師
に
と
っ
て
は
寄
宿
舎
や
食
堂
の
問
題
な

ど
課
せ
ら
れ
た
業
務
は
膨
大
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
は
慢
性
的
な
看
護
婦
不
足
が
依
然
と
し
て
続
き
、
特
に
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
頃
か
ら
始
ま
っ
た
医
学
部
紛
争

と
、
続
く
全
国
的
大
学
紛
争
は
附
設
学
校
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
十
一
月
に
は
文
部
・
厚
生
両
省

に
よ
り
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
医
療
・
看
護
の
発
展
に
対
応
す
る
た
め
に
、
教
育
方
針
を
総
合
看

護
の
視
点
に
立
っ
た
看
護
教
育
へ
と
組
み
替
え
る
こ
と
、
及
び
従
来
の
未
熟
な
教
育
内
容
と
形
態
を
充
実
整
備
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

た
。
改
正
に
よ
っ
て
、
看
護
学
を
看
護
総
論
、
成
人
看
護
学
、
小
児
看
護
学
、
母
性
看
護
学
の
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
た
点
で
画
期

的
で
あ
っ
た
（
表
二
）。
教
育
課
程
は
大
き
く
改
正
さ
れ
た
も
の
の
、
専
任
講
師
は
一
人
の
増
員
、
総
数
四
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、

非
常
勤
講
師
数
は
医
学
部
お
よ
び
病
院
の
医
師
、
看
護
婦
、
教
養
部
等
の
関
係
施
設
の
教
官
を
含
め
て
約
七
〇
人
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、

教
育
の
実
際
に
お
け
る
様
々
な
問
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
三
月
に
は
医
学
部
教
職
員
組
合
か
ら
附
属
学
校
非

常
勤
講
師
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
起
こ
り
、
こ
の
問
題
を
契
機
と
し
て
各
附
設
学
校
の
専
任
教
官
が
共
通
の
問
題
を
連
絡
協
議
し
て
対
処
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
看
護
学
校
の
附
属
病
院
旧
外
来
棟
へ
の
移
転
問
題
を
き
っ
か
け
に
当
時
の
附
属
病
院

長
（
学
校
長
兼
任
）
の
堀
要
を
中
心
に
附
属
学
校
問
題
協
議
会
が
も
た
れ
、
診
療
放
射
線
技
師
学
校
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
、
助
産
婦
学

校
の
学
校
長
と
も
協
議
す
る
場
が
で
き
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
の
鶴
舞
地
区
に
お
け
る
附
属
学
校
棟
落
成
と
そ
の
後
の

大
幸
地
区
に
お
け
る
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
は
、
こ
の
協
議
の
成
果
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

国
立
大
学
看
護
学
校
の
短
期
大
学
化
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃
か
ら
全
国
の
国
立
大
学
看
護
学
校
長
お
よ
び
教
務
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主
任
会
議
で
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
看
護
学
校
が
各
種
学
校
の
ま
ま
で
は
、
専
任
教
員
の
増
員
、
臨
床
指
導
者
の
定
員
化
、
施
設
設
備
の

充
実
、
お
よ
び
事
務
組
織
の
確
立
は
実
現
し
が
た
い
と
の
共
通
認
識
か
ら
短
期
大
学
化
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
。
本
学
で
は
、
大
幸
地
区

へ
の
附
属
病
院
分
院
の
移
転
計
画
と
と
も
に
大
幸
地
区
で
の
短
期
大
学
設
置
を
要
求
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
以
後
、
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
十
月
の
設
置
認
可
ま
で
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
、
施
設
整
備
に
関
す
る
準
備
が
な
さ
れ
た
が
、
最
大
の
問
題
は
看

護
系
の
教
員
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

看
護
学
校
は
、
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
設
置
に
伴
い
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月
に
閉
校
し
た
。
三
一
年
間

に
最
後
の
二
九
回
生
ま
で
の
卒
業
生
は
八
六
六
名
で
あ
っ
た
。
表
三
に
看
護
学
校
歴
代
学
校
長
と
歴
代
教
務
主
任
を
示
す
。

［
助
産
婦
学
校
］

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
愛
知
医
学
校
に
産
婆
養
成
所
が
開
設
さ
れ
た
。
入
学
資
格
は
「
二
〇
才
以
上
の
平
仮
名
文
字
と
片
仮
名

文
字
を
解
し
得
る
婦
女
に
限
る
」
と
さ
れ
た
。
産
婆
養
成
所
で
は
、
解
剖
整
理
、
胎
生
学
、
産
婆
学
等
が
講
義
と
模
型
実
習
、
臨
床
実
習

等
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
た
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）、「
私
立
産
婆
学
校
・
産
婆
講
習
所
指
定
規
則
」
の
制
定
に
よ
り
、
本
養
成
所

の
教
育
内
容
が
改
正
さ
れ
、
就
学
年
限
も
一
年
制
か
ら
一
年
半
制
、
さ
ら
に
は
二
年
制
と
な
り
内
容
の
充
実
が
な
さ
れ
た
。
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
か
ら
は
、
内
務
大
臣
指
定
校
と
な
り
、
卒
業
と
同
時
に
産
婆
開
業
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

の
保
助
看
法
の
制
定
に
伴
い
、
愛
知
医
学
校
産
婆
養
成
所
は
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
養
成
所
と
な
っ
た
が
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
三
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
間
六
〇
年
に
産
婆
あ
る
い
は
助
産
婦
と
し
て
九
八
四
名
が
送
り
出
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
学
校
養
成
所
指
定
規
則
に
基
づ
く
本
学
医
学
部
附
属
助
産
婦
学
校
が
再
び
設

置
さ
れ
た
が
、
こ
の
学
校
は
看
護
婦
学
校
卒
業
者
に
一
年
間
の
教
育
を
加
え
て
施
す
も
の
で
、
助
産
婦
で
あ
る
専
任
教
員
を
二
人
以
上
配

置
す
る
と
い
う
画
期
的
な
制
度
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
入
学
者
は
少
な
く
、
第
一
回
生
七
名
、
第
二
回
生
一
五
名
、
第
三
回
生
五
名
、

第
四
回
生
八
名
等
で
あ
り
、
定
員
の
二
〇
名
が
満
た
さ
れ
た
の
は
第
一
一
回
生
か
ら
で
あ
っ
た
。
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助
産
婦
学
校
に
は
、
鶴
舞
地
区
に
戦
後
建
築
さ
れ
た
木
造
の
基
礎
医
学
棟
（
旧
解
剖
学
教
室
棟
）
二
階
の
一
角
が
当
て
ら
れ
、
古
い
木

造
校
舎
の
狭
い
教
室
で
の
仮
住
ま
い
は
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
四
つ
の
医
学
部
附
属
学
校
を
一
つ
に
し
た
附
属
学
校
棟
の
完
成

ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
助
産
婦
学
校
は
、
学
生
に
対
し
て
「
全
寮
制
で
食
事
を
支
給
、
看
護
衣
等
は
貸
与
す
る
」
と
い
う
条
件
で
あ
っ
た
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
古
い
病
棟
を
改
造
し
て
寄
宿
舎
と
し
、
食
事
に
つ
い
て
は
低
額
の
給
食
費
の
た
め
調
理
室
の
苦
労
は
多
大
で
あ
り
、

寄
宿
舎
の
中
に
は
補
食
用
の
調
理
設
備
を
設
置
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）（
第
二
十
回
生
入
学
）
か
ら
は
、

一
日
当
た
り
四
八
九
円
の
食
費
が
徴
収
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
全
寮
制
は
廃
止
さ
れ
た
。

助
産
婦
学
校
で
は
、
保
助
看
法
に
よ
っ
て
助
産
婦
の
業
務
と
さ
れ
た
「
助
産
又
は
妊
婦
、
じ
ょ
く
婦
若
し
く
は
新
生
児
の
保
健
指
導
」

の
目
的
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
、
併
せ
て
受
胎
調
節
実
地
指
導
員
の
資
格
申
請
の
で
き
る
教
育
を
行
っ
た
。
医
学
と
関
連
科

学
の
進
歩
に
よ
り
、
妊
産
婦
の
生
活
と
出
産
に
関
す
る
教
育
課
程
の
抜
本
的
な
改
正
が
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
行
わ
れ
、
新
教

育
課
程
が
設
定
さ
れ
た
。
新
教
育
課
程
の
中
心
は
、
母
子
保
健
と
助
産
論
で
あ
り
、
助
産
婦
業
務
の
方
向
性
、
水
準
お
よ
び
助
産
学
の
確

立
を
示
す
内
容
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
助
産
婦
学
校
開
設
か
ら
約
二
〇
年
間
、
愛
知
県
唯
一
の
助
産
婦
学
校
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
一
）
の
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
へ
の
移
行
ま
で
の
二
二
年
間
に
三
六
六
名
の
人
材
を
送

り
出
し
た
。
表
四
に
助
産
婦
学
校
閉
校
時
の
教
育
課
程
を
、
表
五
に
助
産
婦
学
校
歴
代
学
校
長
と
歴
代
教
務
主
任
を
示
す
。

［
診
療
放
射
線
技
師
学
校
］

医
学
部
附
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
は
、
二
年
制
の
各
種
学
校
の
医
学
部
附
属
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
と
し
て
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
七
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
。
当
時
は
エ
ッ
ク
ス
線
の
み
を
扱
う
技
師
の
養
成
校
で
あ
っ
た
が
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
放
射
線
や
放
射
能
の
利
用
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
一
日
よ
り
一
年
制
の
専
攻
科

（
定
員
一
〇
名
）
が
設
け
ら
れ
た
。
従
来
の
学
校
は
本
科
と
呼
ば
れ
た
。
本
科
を
卒
業
し
、
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
有
資
格
（
見
込
み
を

含
む
。）
者
が
専
攻
科
の
入
学
資
格
を
有
し
た
。
専
攻
科
卒
業
者
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
た
。
昭
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和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
四
月
一
日
に
は
学
校
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
本
科
・
専
科
の
別
を
廃
止
し
て
三
年
制
一
貫
と
し
、
名
称
も
医

学
部
附
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
各
種
学
校
制
度
が
改
正
さ
れ
て
専
修
学
校
と
な
り
、

名
称
も
医
学
部
附
属
診
療
放
射
線
技
師
学
校
診
療
放
射
線
専
門
課
程
診
療
放
射
線
学
科
と
改
め
ら
れ
た
。

診
療
放
射
線
技
師
学
校
の
校
舎
は
附
属
病
院
の
建
物
の
一
部
を
利
用
し
て
お
り
、
数
年
に
一
度
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
昭
和

四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
一
日
の
四
附
設
学
校
専
用
の
新
校
舎
が
鶴
舞
地
区
に
完
成
し
、
他
の
附
設
学
校
と
共
に
教
育
施
設
の
充
実

が
図
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に
は
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
設
置
が
認
可
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
四
月
に
同
短
期
大
学
部
に
診
療
放
射
線
技
術
学
科
が
設
置
さ
れ
、
臨
床
放
射
線
技
師
養
成
の
教
育
は
引
き
継
が
れ
た
。
診

療
放
射
線
技
師
学
校
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
に
閉
校
し
た
。
診
療
放
射
線
技
師
学
校
は
、
設
置
か
ら
の
二
七
年
間
に

五
〇
六
名
の
診
療
放
射
線
技
師
を
養
成
し
た
。
表
六
に
診
療
放
射
線
技
師
学
校
閉
校
時
の
教
育
課
程
を
、
表
七
に
歴
代
学
校
長
と
歴
代
教

務
主
任
を
示
す
。

［
臨
床
検
査
技
師
学
校
］

医
学
部
附
属
衛
生
検
査
技
師
学
校
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
四
月
に
臨
床
検
査
技
師
の
養
成
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
（
一
学

年
二
〇
名
）。
設
置
当
初
は
校
舎
、
備
品
設
備
や
実
習
器
具
な
ど
も
十
分
整
備
さ
れ
ず
問
題
を
抱
え
て
の
発
足
で
あ
っ
た
が
、
愛
知
県
病

院
協
会
か
ら
顕
微
鏡
の
寄
贈
を
受
け
る
な
ど
各
病
院
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
臨
床
検
査
技
術
は
医
療
お
よ
び
科
学
技
術

の
進
歩
と
共
に
急
速
に
発
展
し
、
多
く
の
病
院
で
組
織
化
さ
れ
た
中
央
検
査
部
は
病
院
の
主
要
部
門
と
な
っ
た
。
検
査
技
師
教
育
も
科
学

技
術
革
新
に
対
応
す
べ
く
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
と
修
業
年
限
の
延
長
が
求
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
臨
床
検

査
技
師
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
も
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
か
ら
三
年
制
の
臨
床
検
査
技
師
学

校
に
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
校
舎
と
し
て
い
た
附
属
病
院
の
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
、
技
師
学
校
の
校
舎
に
当
て
ら
れ
る
部
屋
は
附
属

病
院
の
古
い
建
物
内
を
転
々
と
し
た
。
そ
の
他
の
附
設
学
校
に
お
け
る
問
題
と
同
様
、
臨
床
検
査
技
師
学
校
に
つ
い
て
も
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
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ラ
ム
の
刷
新
と
新
校
舎
の
必
要
性
が
増
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
四
月
に
は
鶴
舞
地
区
に
四
附
設
学
校
専
用
の
新
校
舎
が
完

成
し
、
同
時
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
臨
床
検
査
技
師
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
三
月
に
臨
床
検
査
技
師

学
校
の
最
後
の
学
年
で
あ
る
第
七
回
卒
業
生
を
送
り
出
す
ま
で
鶴
舞
地
区
の
校
舎
で
教
育
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
間
、
医
療
技
術
の
進
歩
は
加
速
し
、
臨
床
検
査
技
師
の
行
う
検
査
の
内
容
は
質
と
量
と
も
に
増
大
し
た
。
検
査
技
師
養
成
学
校
に

お
け
る
教
育
内
容
と
臨
床
検
査
の
現
状
と
に
大
き
な
か
い
離
が
生
じ
る
に
至
り
、
各
種
学
校
で
の
教
育
の
限
界
ま
で
論
じ
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
新
た
な
専
修
学
校
制
度
が
で
き
、
名
称
が
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
臨
床
検
査
技
師
学
校
臨
床
検

査
専
門
課
程
臨
床
検
査
科
と
な
っ
た
が
、
実
際
の
教
育
課
程
に
変
更
は
無
く
問
題
の
解
決
は
遠
か
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
認
可
さ
れ
、
一
年
半
後
の
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

四
月
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
衛
生
技
術
学
科
が
設
置
さ
れ
、
臨
床
検
査
技
師
養
成
の
教
育
が
引
き
継
が
れ
た
。
衛
生
検
査
技
師
学
校
お

よ
び
臨
床
検
査
技
師
学
校
の
卒
業
生
は
三
九
六
名
で
あ
っ
た
。
表
八
に
臨
床
検
査
技
師
学
校
の
教
育
課
程
を
、
表
九
に
歴
代
学
校
長
と
歴

代
教
務
主
任
を
示
す
。

［
附
設
学
校
掛
］

附
設
学
校
の
事
務
を
担
当
し
た
掛
は
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
養
成
掛
に
始
ま
り
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
か
ら
は

附
設
学
校
掛
と
名
称
変
更
し
た
。
当
初
厚
生
女
学
部
と
助
産
婦
養
成
所
の
二
校
の
事
務
を
担
当
し
、
の
ち
に
診
療
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
学
校
、

衛
生
検
査
技
師
学
校
を
加
え
た
四
つ
の
各
種
学
校
の
事
務
を
執
っ
て
き
た
。
学
校
は
医
学
部
の
附
属
で
あ
っ
た
が
、
管
理
、
運
営
は
病
院

事
務
部
管
理
課
に
属
し
て
い
た
。
そ
の
後
組
織
改
編
に
よ
り
総
務
課
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
附
設
学
校
掛
の
事
務
範
囲
は
、（
一
）

入
学
募
集
要
項
お
よ
び
入
学
試
験
問
題
の
作
成
依
頼
、
印
刷
、
採
点
集
計
、
合
格
発
表
、（
二
）
入
学
式
お
よ
び
卒
業
式
の
準
備
と
実
施
、

（
三
）
非
常
勤
講
師
の
依
頼
、
手
当
の
支
給
、（
四
）
物
品
調
達
、（
五
）
全
寮
制
の
看
護
学
校
と
助
産
婦
学
校
の
食
費
支
給
、
寄
宿
舎
の

管
理
、（
六
）
四
附
設
学
校
の
建
物
清
掃
と
管
理
、
で
あ
っ
た
。
各
学
校
と
も
校
舎
が
鶴
舞
地
区
お
よ
び
附
属
病
院
内
に
散
在
し
て
お
り
、
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附
設
学
校
掛
は
学
生
や
教
官
と
の
連
絡
に
大
き
な
不
便
を
託
っ
て
い
た
。
特
に
昭
和
四
十
年
代
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
鶴
舞
地
区
の

整
備
統
合
計
画
が
実
施
さ
れ
、
各
学
校
は
移
転
と
仮
住
ま
い
を
繰
り
返
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
至
り
、
鶴
舞
地
区
に
四

附
設
学
校
合
同
の
新
校
舎
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
教
育
環
境
の
整
備
が
な
さ
れ
事
務
と
学
校
と
の
連
携
体
制
も
整
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
が
設
置
さ
れ
る
に
至
り
、
以
後
、
一
年
ご
と
に
一
つ
の
学
校

が
短
期
大
学
に
移
行
し
、
学
校
は
一
校
ず
つ
閉
校
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
診
療
放
射
線
技
師
学
校
が
閉
校
と
な
っ

た
の
を
最
後
に
、
附
設
学
校
掛
は
廃
止
さ
れ
、
関
係
事
務
は
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
事
務
組
織
へ
引
き
継
が
れ
た
。

［
医
療
技
術
短
期
大
学
部
］

名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に
、
医
療
技
術
職
員
養
成
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ

ま
で
の
四
附
設
学
校
を
、
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
と
し
て
改
組
新
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大

学
部
は
、
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
校
の
大
学
部
が
刈
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
を
機
に
名
古
屋
大
学
が
所
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た

跡
地
（
名
古
屋
市
東
区
大
幸
町
、
現
東
区
大
幸
南
）
に
あ
る
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
分
校
校
舎
を
改
修
利
用
す
る
こ
と
で
設
置
さ
れ
た
。

大
幸
地
区
は
、
元
々
愛
知
教
育
大
学
名
古
屋
施
設
整
備
後
援
会
（
後
援
会
長
丹
羽
兵
助
（
当
時
））
か
ら
の
寄
付
地
で
あ
り
、
愛
知
教
育

大
学
が
統
合
移
転
し
た
跡
地
へ
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分
院
と
い
う
教
育
・
研
究
、
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
昭
和

五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
名
古
屋
大
学
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
校
舎
は
旧
三
菱
重
工
社
屋
で
あ
っ
た
も
の
を
愛
知
教
育
大
学
の
校
舎
と
し

て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
建
物
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
十
二
月

か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
戦
時
下
の
激
し
い
空
襲
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
改
修
さ
れ
た
建
物
は
、
天
井
が
高
く
快
適
な
校
舎
と

な
り
、
建
物
一
階
北
部
に
は
昭
和
天
皇
の
行
幸
の
階
段
が
残
さ
れ
て
い
た
。

医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
三
年
制
の
医
療
専
門
職
養
成
校
と
し
て
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
に
創
設
さ
れ
、
同
時
に
看
護
学

科
が
設
置
さ
れ
、
翌
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
に
は
六
一
名
の
看
護
学
科
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
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四
月
に
は
衛
生
技
術
学
科
（
受
入
四
〇
名
）、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
四
月
に
診
療
放
射
線
技
術
学
科
（
同
四
〇
名
）、
昭
和

五
十
六
年（
一
九
八
一
）四
月
に
は
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻（
同
二
〇
名
）を
順
次
受
け
入
れ
、看
護
学
科
は
昭
和
五
十
七
年（
一
九
八
二
）

以
降
八
〇
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
四
月
に
は
理
学
療
法
学
科
お
よ
び
作
業
療
法
学
科
が
設
置
さ
れ
、

各
々
二
〇
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
五
学
科
一
特
別
専
攻
体
制
と
な
り
、
入
学
生
は
毎
年
二
二
〇
名
余
と
な
っ
た
。
ま
た
、
理
学
療
法
学

科
お
よ
び
作
業
療
法
学
科
の
設
置
に
伴
い
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
に
は
大
幸
地
区
に
別
館
を
新
設
し
た
。
運
動
場
は
創
設
時
に

整
備
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
三
月
に
は
学
生
の
厚
生
施
設
と
し
て
大
幸
厚
生
会
館
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
用

自
転
車
置
き
場
が
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
に
整
備
さ
れ
た
。

教
員
組
織
と
し
て
は
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
主
事
が
置
か
れ
、
学
長
は
名
古
屋
大
学
学
長
が
兼
任
し
た
。
名
古
屋
大
学
医

療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
に
際
し
て
の
教
官
確
保
は
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
は
、
看
護
学
科
・

看
護
学
専
攻
お
よ
び
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
、
診
療
放
射
線
技
術
学
科
・
放
射
線
技
術
学
専
攻
、
衛
生
技
術
学
科
・
検
査
技
術
学
専
攻
、

理
学
療
法
学
科
・
理
学
療
法
学
専
攻
、
作
業
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
専
攻
の
他
に
基
礎
教
育
科
を
有
し
、
教
官
数
は
三
〇
余
人
と
な
っ

た
。
ま
た
、
事
務
部
門
も
事
務
長
、
庶
務
掛
、
会
計
掛
、
学
務
学
生
掛
お
よ
び
図
書
掛
が
校
舎
一
階
事
務
室
に
置
か
れ
た
。

医
療
技
術
短
期
大
学
部
は
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
看
護
学
科
一
回
生
の
卒
業
か
ら
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
の
名

古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
廃
止
お
よ
び
専
攻
科
助
産
学
特
別
専
攻
廃
校
ま
で
の
二
一
年
間
に
三
，
八
五
二
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
。
表
十
に
医
療
技
術
短
期
大
学
部
年
度
別
・
学
科
別
の
入
学
生
数
と
卒
業
生
数
を
示
す
。

［
医
学
部
保
健
学
科
］

（
一
）
設
置
と
四
年
制
化

附
設
学
校
の
短
期
大
学
部
へ
の
組
織
転
換
に
関
し
て
は
、
そ
の
進
捗
に
並
行
し
て
四
年
制
大
学
構
想
の
経
緯
が
あ
り
、
医
療
技
術
短
期

大
学
部
設
置
後
わ
ず
か
六
年
後
に
は
教
授
会
の
も
と
に
四
年
制
化
検
討
委
員
会
が
発
足
し
た
。
二
年
半
の
審
議
を
経
て
検
討
委
員
会
は
四
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年
制
化
準
備
委
員
会
に
改
組
・
改
称
し
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育
研
究
組
織
の
検
討
の
た
め
の
小
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
た
。

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
二
月
に
は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
、
名
古
屋
大
学
教
養
部
、
保
健
体
育
セ
ン
タ
ー
、
言
語
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
医
療
技
術
短
期
大
学
部
学
部
化
問
題
協
議
会
が
発
足
し
た
。
協
議
会
で
は
「
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
学
部
化
（
四
年
制
化
）
は
教
養

部
の
学
部
化
を
前
提
と
す
る
」
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
学
部
化
は
平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
）

に
教
養
部
が
情
報
文
化
学
部
と
し
て
創
設
さ
れ
る
見
通
し
が
立
つ
ま
で
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
に
、平
成
四
年（
一
九
九
二
）

に
は
文
部
省
高
等
教
育
局
長
か
ら
「
国
立
大
学
附
属
専
修
学
校
の
短
大
化
は
終
了
し
、
国
立
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
四
年
制
化
を
推
進

す
る
」
と
の
公
式
見
解
が
表
明
さ
れ
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
医
学
部
保
健
学
科
化
を
進
め
る
環
境
が
整
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
名

古
屋
大
学
で
は
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
十
月
に
「
医
療
技
術
短
期
大
学
部
の
四
年
制
化
お
よ
び
医
学
部
大
学
院
重
点
化
構
想
に
関
す

る
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
翌
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
九
月
に
は
医
学
部
教
授
会
の
も
と
に
医
学
部
保
健
学
科
創
設
準
備
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
六
年
度
（
一
九
九
四
）
よ
り
毎
年
概
算
要
求
事
項
と
し
て
医
学
部
保
健
学
科
の
設
置
を
提
出
し
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

三
月
二
十
八
日
、
文
部
省
医
学
教
育
課
長
か
ら
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
設
置
に
つ
い
て
平
成
九
年
度
（
一
九
九
七
）
概
算
要
求

事
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
方
針
で
あ
る
旨
の
内
示
を
受
け
た
。

本
学
に
お
け
る
保
健
学
科
設
置
に
関
し
て
は
、
保
健
学
科
設
置
要
求
と
同
時
に
医
学
部
の
大
学
院
重
点
化
が
概
算
要
求
さ
れ
て
お
り
、

保
健
学
科
設
置
に
際
し
て
も
大
学
院
重
点
化
に
耐
え
う
る
教
官
を
本
省
の
要
求
ど
お
り
に
揃
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
教
官
の
招
聘

に
関
し
て
は
、
特
に
看
護
学
専
攻
の
努
力
と
貢
献
が
あ
っ
た
。
文
部
省
と
の
折
衝
等
の
対
外
的
な
医
学
部
保
健
学
科
の
設
置
の
努
力
と
と

も
に
、
医
学
部
保
健
学
科
設
置
に
関
し
て
、
大
学
評
議
会
と
の
関
係
構
築
、
大
幸
地
区
校
舎
並
び
に
環
境
整
備
等
、
学
内
各
部
局
の
理
解

と
協
力
を
得
る
点
で
当
時
の
本
学
総
長
加
藤
延
夫
は
じ
め
歴
代
の
総
長
の
尽
力
が
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
教
育
体
制

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
月
に
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
は
看
護
学
専
攻
（
定
員
八
〇
名
）、
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
（
同
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四
〇
名
）、
検
査
技
術
科
学
専
攻
（
同
四
〇
名
）、
理
学
療
法
学
専
攻
及
び
作
業
療
法
学
専
攻
（
同
各
二
〇
名
）
の
五
専
攻
を
有
す
る
四
年

制
学
科
と
し
て
医
学
部
に
設
置
さ
れ
た
。
各
専
攻
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
履
修
に
よ
り
専
攻
に
対
応
す
る
専
門
職
国
家
試
験
受
験
資
格
を

取
得
可
能
と
し
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
が
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

看
護
職
の
呼
称
が
保
健
師
、
助
産
師
お
よ
び
看
護
師
に
統
一
さ
れ
た
。
看
護
学
専
攻
で
は
四
年
制
教
育
課
程
の
中
で
助
産
師
お
よ
び
保
健

師
の
国
家
資
格
受
験
資
格
が
取
得
可
能
な
コ
ー
ス
を
設
け
た
。
医
学
部
保
健
学
科
に
は
医
学
部
長
の
も
と
に
保
健
学
科
長
が
配
置
さ
れ
、

順
次
教
授
お
よ
び
助
教
授
は
充
足
さ
れ
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月
に
は
教
員
数
は
八
七
人
と
な
っ
た
。

医
学
部
保
健
学
科
の
設
置
後
は
、
学
年
進
行
と
共
に
大
学
院
の
設
置
と
大
学
院
重
点
化
が
進
め
ら
れ
た
。
附
設
学
校
お
よ
び
医
療
技
術

短
期
大
学
部
の
主
た
る
目
的
が
医
療
専
門
職
の
養
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
四
年
制
大
学
と
大
学
院
の
設
置
は
、
発
展
す
る
医
療
技
術
に

対
応
す
る
高
度
医
療
専
門
職
の
育
成
と
共
に
研
究
教
育
者
育
成
が
目
的
の
柱
と
な
っ
た
。
名
古
屋
大
学
の
一
学
科
で
あ
る
医
学
部
保
健
学

科
に
受
験
・
入
学
す
る
学
生
は
、
医
療
技
術
者
養
成
校
と
し
て
の
専
門
学
校
を
志
望
し
、
入
学
し
た
者
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

ま
た
、
医
学
部
保
健
学
科
で
は
、
設
置
時
よ
り
各
専
攻
に
三
年
次
編
入
制
度
（
理
学
療
法
学
専
攻
お
よ
び
作
業
療
法
学
専
攻
で
は
平
成

十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
二
年
次
編
入
制
度
に
移
行
）
を
設
け
、
三
年
制
専
門
学
校
や
短
期
大
学
卒
業
の
専
門
職
有
資
格
者
や
他
学

部
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
高
度
専
門
職
教
育
を
目
指
し
た
。
医
療
専
門
職
養
成
課
程
が
多
く
の
養
成
校
で
四
年
制
化
さ
れ
、
大
学
院
で
の

教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
い
、
本
学
に
お
け
る
編
入
学
制
度
は
そ
の
役
目
を
終
え
、
平
成
二
十
九
年
度
（
二
〇
一
七
）
を
も
っ
て
医

学
部
保
健
学
科
に
お
け
る
二
年
次
編
入
お
よ
び
三
年
次
編
入
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
四
月
に
は
大
学
院
修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
、
大
学
院
医
学
研
究
科
は
大
学
院
医
学
系
研
究
科
と
改
称
さ
れ

た
。
取
得
可
能
な
学
位
は
三
つ
の
修
士
号
（
看
護
学
、
医
療
技
術
学
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
学
）
で
あ
り
、
看
護
学
専
攻
に
は
基

礎
・
臨
床
看
護
学
分
野
と
健
康
発
達
看
護
学
分
野
、
医
療
技
術
学
専
攻
に
は
医
用
量
子
科
学
分
野
と
病
態
解
析
学
分
野
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
療
法
学
専
攻
に
は
理
学
療
法
学
分
野
と
作
業
療
法
学
分
野
が
設
け
ら
れ
、
三
専
攻
六
分
野
の
体
制
と
な
っ
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
は
博
士
課
程
後
期
課
程
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
に
設
置
さ
れ
、
博
士
号
（
看
護
学
、
医
療
技
術
学
、
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
学
）
ま
で
の
学
位
取
得
可
能
な
大
学
院
博
士
課
程
（
前
期
課
程
お
よ
び
後
期
課
程
）
が
整
っ
た
。

大
学
院
教
育
で
は
高
度
専
門
医
療
人
の
育
成
強
化
を
図
る
と
共
に
、
平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
よ
り
、
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
養

成
課
程
、
平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
に
は
小
児
専
門
看
護
師
養
成
課
程
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇
七
）
よ

り
、
専
攻
・
分
野
横
断
型
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
名
古
屋
大
学
独
自
の
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
コ
ー
ス
（
平
成
十
九
年
度

（
二
〇
〇
七
）
文
部
科
学
省
大
学
院GP

採
択
）
を
設
置
し
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
推
進
を
視
野
に
入
れ
た
包
括
的
医
療
専

門
職
の
育
成
強
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
国
際
的
視
野
を
持
つ
人
材
育
成
と
し
て
平
成
二
十
二
年
度
（
二
〇
一
〇
）
よ
り
韓
国
・
延
世
大
学
と
の
間
で
大
学
院
学
術
交
流

事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
他
、
大
学
院
教
育
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
（
二
〇
一
三
）
に
文
部
科
学
省
に
採
択
さ
れ
た
「
博
士
課
程
教
育

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
─
『
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グin

ア
ジ
ア
』
実
現
の
た
め
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、
幅
広

い
視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
医
学
系
研
究
科
、
生
命
農
学
研
究
科
、
国
際
開
発
研
究
科
、
教
育
発
達
科
学
研

究
科
が
連
携
し
て
参
画
し
た
。
学
部
教
育
に
お
い
て
も
看
護
臨
地
実
習
短
期
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
タ
イ
保
健
医
療
体
験
入
門
研
修
と

し
て
行
う
な
ど
基
幹
総
合
大
学
に
お
け
る
大
学
院
・
学
部
教
育
と
し
て
附
設
学
校
や
医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
は
な
い
幅
広
く
高
度
な
教

育
を
実
施
し
た
。

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
三
月
に
名
古
屋
大
学
は
指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
研
究
大
学
と
し
て
の
体
制
が
強
化

さ
れ
る
中
、
医
学
部
保
健
学
科
に
も
更
に
高
い
水
準
で
の
保
健
医
療
研
究
推
進
と
研
究
人
材
養
成
を
実
現
す
る
体
制
が
求
め
ら
れ
た
。
令

和
二
年
度
（
二
〇
二
〇
）
に
は
大
学
院
三
専
攻
は
総
合
保
健
学
専
攻
と
し
て
一
専
攻
化
さ
れ
、
融
合
的
研
究
、
先
進
的
研
究
を
推
進
す
る

体
制
を
整
え
つ
つ
、
情
報
学
領
域
の
教
員
を
招
聘
し
次
世
代
の
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
研
究
強
化
を
図
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
三
）
教
育
研
究
施
設

医
学
部
保
健
学
科
は
医
療
技
術
短
期
大
学
部
校
舎
お
よ
び
別
館
を
そ
の
ま
ま
継
続
使
用
す
る
形
で
設
置
さ
れ
た
が
、
改
修
を
重
ね
て
い
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る
と
は
い
え
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
の
老
朽
化
は
著
し
か
っ
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
国
立
大
学
施

設
緊
急
整
備
五
か
年
計
画
で
は
、
名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
に
看
護
学
専
攻
、
医
療
技
術
学
専
攻
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
学

専
攻
の
修
士
課
程
の
設
置
に
伴
い
、
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
二
階
部
分
が
保
健
学
科
南
館
と
し
て
改
修
さ
れ
、
図
書
室
は
保
健
学
情
報
資
料

室
と
し
て
南
館
一
階
に
移
転
し
拡
充
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
補
正
予
算
で
大
幸
地
区
本
館
改
築
の
た
め
の
実
習

室
整
備
と
し
て
四
階
建
て
（
九
九
七
坪
）
の
校
舎
（
保
健
学
科
東
館
）
が
新
築
さ
れ
本
館
改
築
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
）
補
正
予
算
で
は
、
大
幸
地
区
二
号
館
の
新
設
（
現
保
健
学
科
新
本
館
、
一
，
七
六
八
坪
）
と
大
幸
地
区
体

育
館
の
耐
震
改
修
が
認
め
ら
れ
た
。
校
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た
保
健
学
科
本
校
舎
（
旧
本
館
）
は
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
に
取
り

壊
さ
れ
る
ま
で
一
部
の
保
存
と
共
に
利
用
さ
れ
た
。
大
幸
地
区
新
本
館
の
完
成
に
よ
り
医
学
部
保
健
学
科
の
教
育
研
究
施
設
整
備
は
、
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
大
幸
医
療
セ
ン
タ
ー
の
閉
院
に
伴
う
南
館
一
階
の
改
修
整
備
と
と
も
に
一
応
の
完
成
を
見
た
。

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
十
月
一
日
に
医
学
系
研
究
科
に
設
置
さ
れ
た
「
脳
と
こ
こ
ろ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
主
た
る
研
究
設
備

を
大
幸
地
区
南
館
一
階
に
置
き
、
鶴
舞
地
区
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
全
学
的
規
模
で
脳
科
学
に
お
け
る
地
域
連
携
学
際
的
（
得
意
領
域
融

合
型
）
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
研
究
体
制
を
構
築
す
べ
く
活
動
を
開
始
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
十
二
月
に

全
学
施
設
へ
移
行
し
た
。
保
健
学
科
本
校
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
校
舎
（
旧
本
館
）
は
平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
に
取
り
壊
さ

れ
、
大
幸
地
区
西
側
に
は
留
学
生
宿
舎
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
デ
ン
ス
大
幸
、
二
二
〇
人
収
容
）
が
公
民
連
携
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（PPP

）
を
取
り
入
れ
て
新
設
さ
れ
、
同
時
に
大
幸
地
区
敷
地
の
緑
化
整
備
も
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
教
育
研
究
施
設
の
整
備
は
、
総
長
の
方
針
の
も
と
に
本
学
本
部
お
よ
び
鶴
舞
地
区
医
学
系
研
究
科
等
関
係
部
局
の
援
助
と
共
に

進
め
ら
れ
、
大
幸
地
区
に
お
け
る
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
保
健
学
科
の
研
究
教
育
強
化
に
不
可
欠
の
設
備
と
な
っ
た
。

（
四
）
事
務
体
制

医
学
部
保
健
学
科
の
事
務
管
理
体
制
は
、
医
学
部
事
務
部
長
の
も
と
に
大
幸
地
区
事
務
統
括
課
が
置
か
れ
、
庶
務
掛
、
教
務
学
生
掛
お
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よ
び
会
計
掛
と
な
り
、
事
務
範
囲
は
名
古
屋
大
学
の
一
部
局
と
し
て
の
保
健
学
科
の
教
育
お
よ
び
研
究
に
関
す
る
事
務
全
般
を
担
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
大
幸
地
区
に
お
け
る
（
一
）
学
部
お
よ
び
大
学
院
学
生
の
学
修
に
関
す
る
事
務
、（
二
）
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
入
学
募
集

要
項
作
成
、
名
古
屋
大
学
学
部
入
試
実
施
に
関
す
る
分
担
業
務
と
大
学
院
入
試
に
お
け
る
採
点
集
計
と
合
格
発
表
、（
三
）
大
幸
地
区
に

お
け
る
名
古
屋
大
学
入
学
式
お
よ
び
卒
業
式
関
連
行
事
の
準
備
お
よ
び
実
施
、（
四
）
医
学
系
研
究
科
・
医
学
部
保
健
学
科
に
お
け
る
教

員
採
用
業
務
、（
五
）
物
品
調
達
、（
六
）
大
幸
地
区
の
建
物
管
理
で
あ
っ
た
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
よ
り
、
庶
務
係
と
会

計
係
の
一
部
は
鶴
舞
地
区
の
医
学
部
・
医
学
系
研
究
科
事
務
部
に
統
合
さ
れ
、
大
幸
地
区
事
務
統
括
室
に
は
総
務
係
と
教
務
学
生
係
が
置

か
れ
た
。

［
保
健
学
図
書
室
］

大
幸
地
区
に
お
け
る
図
書
室
（
図
書
掛
）
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
十
月
の
名
古
屋
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
設
置
時
に
、

同
短
期
大
学
部
の
校
舎
内
一
階
に
設
け
ら
れ
た
。
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
月
の
医
学
部
保
健
学
科
設
置
を
経
て
、
平
成
十
二
年
度

（
二
〇
〇
〇
）
の
医
学
部
事
務
部
門
の
一
元
化
に
伴
い
、
医
学
部
分
館
の
分
室
と
位
置
付
け
ら
れ
、
医
学
部
分
館
保
健
学
情
報
掛
に
改
組

さ
れ
た
。
同
時
に
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
の
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
医
学
部
分
館
保
健
学
情
報
資
料
室
と
改
称
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
は
、
医
学
部
分
館
保
健
学
図
書
室
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
図
書
室
（
二
六
七
坪
）
は
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
、
短
期
大
学
部
校
舎
（
旧
本
館
）
か
ら
改
修
さ
れ
た
大
幸
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
物
（
南
館
）
一
階
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
末
に
は
総
長
裁
量
経
費
に
よ
る
改
修
が
行
わ

れ
、
中
央
図
書
館
以
外
で
唯
一
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
（
一
〇
三
坪
）
を
備
え
る
図
書
室
と
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
学
習
に
適
し
た
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ゾ
ー
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
備
え
た
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
他
、
個
人
学
習
の
た
め
の
静
穏
な
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ゾ
ー

ン
、
学
習
用PC

コ
ー
ナ
ー
、
視
聴
覚
ブ
ー
ス
等
が
整
備
さ
れ
、
多
様
な
学
習
空
間
を
提
供
し
て
い
る
。

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
現
在
で
、
保
健
医
療
学
分
野
を
中
心
と
し
た
書
籍
（
約
四
万
冊
）、
学
術
雑
誌
（
約
一
，
一
〇
〇
種
）、
視
聴
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覚
資
料
（
約
九
〇
〇
点
）
か
ら
な
る
蔵
書
に
加
え
、
電
子
書
籍
（
約
二
三
，
〇
〇
〇
種
）、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
約
二
一
，
〇
〇
〇
種
）、

各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
調
査
に
関
す
る
各
種
講
習
会
の
開
催
、
文
献
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
等
に
よ
り
、
大
幸
地
区
に
お
け
る
学
習
と
研
究
を
支
援
し
て
い
る
。
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表一　四附設学校の卒業生数

※　集計は、医学部附属の学校となって以後のものである。
※　診療放射線は、昭和45年度からの 3 年制の卒業を示す。
※　臨床検査は、昭和49年度から 3 年制へ移行のため、その年度の卒業者はいない。
※　看護は、第 1 回生から示されている。

学校� 年度 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

看 護 7 9 20 21 30 23 22 22 24 19 28 35 24 21 19 28 43
助 産 婦 7 15 5 8 12 19 15 12 19
診療放射線 15 16 15 15 17 17 20 18 17 24 19
臨 床 検 査 19 22 25 26 27

学校� 年度 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 合計

看 護 44 40 41 24 32 29 39 36 44 46 46 50 866
助 産 婦 16 20 20 18 20 19 19 21 19 21 21 19 21 366
診療放射線 28 20 21 24 19 16 21 20 24 19 24 19 23 22 23 516
臨 床 検 査 25 26 22 20 22 20 20 17 16 23 23 22 21 396
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表二　看護婦学校教育課程

科 目 時間数

基

礎

科

目

物 理 学 30
化 学 30
生 物 学 30
統 計 学 30
社 会 学 30
心 理 学 30
教 育 学 30
外 国 語 120
体 育 60

専

門

科

目

医 学 概 論 15
解 剖 学 45
生 理 学 45
生化学（栄養学を含む） 45
薬理学（薬剤学を含む） 30
病 理 学 45
微 生 物 学 45
公 衆 衛 生 学 30
社 会 福 祉 15
衛 生 法 規 15
看 護 学 2,655

看 護 総 論 360
成 人 看 護 学 1,665
小 児 看 護 学 300
母 性 看 護 学 330

合 計 3,375
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表三　看護学校の歴代学校長と歴代教務主任

歴代学校長

歴代教務主任

氏　　　名 就　任　期　間

吉　 川　　　 仲 昭和26年 4 月 1 日～昭和28年 8 月10日

鯉 沼 茆 吾 昭和28年 8 月11日～昭和31年 3 月31日

堀 田 一 雄 昭和31年 4 月 1 日～昭和33年 3 月31日

橋 本 義 雄 昭和33年 4 月 1 日～昭和37年 3 月31日

日比野　　　 進 昭和37年 4 月 1 日～昭和41年 3 月31日

堀 　 　 要 昭和41年 4 月 1 日～昭和46年 3 月31日

中　 川　　　 正 昭和46年 4 月 1 日～昭和48年 3 月31日

三　 宅　　　 弘 昭和48年 4 月 1 日～昭和52年 3 月31日

鈴　 木　　　 榮 昭和52年 4 月 1 日～昭和55年 3 月31日

氏　　　名 在　任　期　間

土 屋 は ま 昭和24年 4 月 1 日～昭和25年 6 月30日

林 　 　 貞 昭和25年 6 月30日～昭和39年 8 月31日

江　幡　美智子 昭和39年 9 月 1 日～昭和53年 3 月31日

工　藤　ハツヨ 昭和53年 4 月 1 日～昭和55年 3 月31日
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表四　助産婦学校閉校時の教育課程

授　業　科　目 講　義 実　習 計
母 子 保 健 概 論 30 30
母 子 保 健 医 学 135 135
助 産 論 105 225 330
助 産 業 務 管 理 30 180 210
母 子 保 健 管 理 135 225 360
地 域 母 子 保 健 45 90 135
家 族 社 会 学 30 30
研 究 60 60
体 育 30 30

合　　　　　　計 600 720 1,320
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表五　助産婦学校歴代学校長と歴代教務主任

歴代学校長

歴代教務主任

氏　　　名 在　職　期　間

山 元 清 一 昭和34年 4 月～昭和35年11月

加　納　魁一郎 昭和35年11月～昭和36年 3 月（校長事務取り扱い）

青 山 進 午 昭和36年 4 月～昭和36年 9 月（校長事務取り扱い）

石 塚 直 隆 昭和36年10月～昭和50年 7 月

牛　 島　　　 宥 昭和50年 7 月～昭和52年 7 月

友　 田　　　 豊 昭和52年 7 月～昭和56年 3 月

氏　　　名 在　職　期　間

福 住 信 子 昭和34年 4 月～昭和35年 8 月

福 井 富 子 昭和35年 9 月～昭和37年 3 月

小木曾　みよ子 昭和37年 4 月～昭和56年 3 月
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表六　放射線技師学校教育課程

授 業 科 目 時 間 数
講　義 実　習 計

基

礎

科

学

人 文 化 学 30 30
社 会 科 学 30 30
自 然 科 学 165 90 255

数 学 45 45
物 理 学 60 45 105
化 学 30 45 75
生 物 学 30 30

外 国 語 120 120
保 健 体 育 15 45 60

専

門

科

目

医 学 概 論 30 30
放 射 線 生 物 学 30 30
解 剖 学 60 60
生 理 学 30 30
生 化 学 30 30
病 理 学 30 30
衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学 30 30
応 用 数 学 45 45
放 射 線 物 理 学 90 90
放 射 化 学 45 45 90
放 射 線 化 学 15 15
電 気 工 学 60 45 105
電 子 工 学 60 45 105
機 械 工 学 30 30
自 動 制 御 概 論 30 30
放 射 線 設 備 240 135 375
エ ッ ク ス 線 写 真 75 45 120
エ ッ ク ス 線 撮 影 技 術 60 360 420
放 射 線 測 定 法 75 135 210
放射性同位元素臨床検査技術 30 180 210
放 射 線 治 療 技 術 60 225 285
放 射 線 管 理 技 術 45 45 90
関 係 法 規 30 30

合計 1,590 1,395 2,985
備　考
　 1 �　エックス線撮影技術，放射性同位元素臨床検査技術及び放射線治療技術の実習は，臨床

実習とする。
　 2 �　医学概論，解剖学，生理学，病理学並びに衛生学及び公衆衛生学については，医師であ

る教員が教授するものとする。
　 3 �　エックス線撮影技術，放射性同位元素臨床検査技術及び放射線治療技術については，放

射線に関し相当の学識経験を有する医師である教員が教授するものとする。ただし，エッ
クス線撮影技術については，診療放射線技師又は診療エックス線技師である教員が，放射
性同位元素臨床検査技術及び放射線治療技術については，診療放射線技師である教員がそ
れぞれの一部を分担して教授することができる。
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表七　診療放射線技師学校歴代学校長と歴代教務主任

歴代学校長

歴代教務主任

氏　　　名 在　職　期　間

三 矢 辰 雄 昭和30年 7 月 1 日～昭和32年 3 月31日

高 橋 信 次 昭和32年 4 月 1 日～昭和49年 6 月 6 日

中 川 　 正 昭和49年 6 月 7 日～昭和51年 6 月 6 日

三 矢 英 輔 昭和51年 6 月 7 日～昭和55年 6 月 6 日

佐久間　貞　行 昭和55年 6 月 7 日～昭和57年 3 月31日

氏　　　名 在　職　期　間

松 田 忠 義 昭和30年 8 月 1 日～昭和31年 3 月31日

飯 田 博 美 昭和31年 4 月 1 日～昭和36年10月15日

藤 井 良 平 昭和36年10月16日～昭和41年 5 月31日

山 本 千 秋 昭和41年 6 月 1 日～昭和55年 3 月31日

前 越 　 久 昭和55年 4 月 1 日～昭和56年 3 月31日

冨 田 達 也 昭和56年 4 月 1 日～昭和57年 3 月31日
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表八　臨床検査技師学校の教育課程

授 業 科 目 時 間 数
講　義 実　習 計

基

礎

科

目

人 文 科 学 30 30
社 会 科 学 30 30
自 然 科 学 255 120 375

数 学 60 60
物 理 学 60 45 105
化 学 75 75 150
生 物 学 45 45
情 報 科 学 概 論 15 15

外 国 語 120 120
保 健 体 育 15 30 45

専

門

科

目

医 学 概 論 15 15
公 衆 衛 生 概 論 60 60 120
臨 床 病 理 学 総 論 75 75
臨 床 検 査 総 論 Ⅰ 60 90 150
臨 床 検 査 総 論 Ⅱ 15 30 45
解 剖 組 織 学 45 30 75
基 礎 生 理 学 45 45
臨 床 生 理 学 75 105 180
病 理 学 60 135 195
生 化 学 60 60
臨 床 化 学 60 255 315
血 液 学 60 180 240
微 生 物 学 90 240 330
血 清 学 60 180 240
医 動 物 学 30 15 45
実 験 用 動 物 学 15 15
放射性同位元素臨床検査技術 15 15
医 用 電 子 工 学 概 論 30 15 45
関 係 法 規 15 15

合計 1,335 1,485 2,820
備考：ほかに，専門科目を中心として300時間の講義又は実習を行うものとする。
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表九　臨床検査技師学校歴代学校長と歴代教務主任

歴代学校長

歴代教務主任

氏　　　名 在　職　期　間

青 山 進 午 　　　　　　　昭和36年

小　 嶋　　　 克 昭和36年　～　昭和38年

山 田 弘 三 昭和38年　～　昭和42年

星　 川　　　 信 昭和42年　～　昭和46年

岡 　 　 達 昭和46年　～　昭和49年

牛　 島　　　 宥 昭和49年　～　昭和55年

友　 田　　　 豊 昭和55年　～　昭和56年

氏　　　名 在　職　期　間

須 知 泰 山 昭和36年　　～昭和38年　　

三河内　武　丸 昭和38年　　～昭和46年　　

森 川 訓 行 昭和46年　　～昭和54年 3 月

国　 井　　　 鏡 昭和54年 4 月～昭和56年 3 月

奥 村 一 忠 昭和55年 4 月～昭和56年 3 月
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表十　医療技術短期大学部　年度別・学科別の入学生数と卒業生数

区分

看護学科 診療放射線技術科 衛生技術学科 理学療法学科 作業療法学科 専攻科助産学特別専攻 合計
昭和53年4月学生受入 昭和55年4月学生受入 昭和54年4月学生受入 昭和59年4月学生受入 昭和59年4月学生受入 昭和56年4月学生受入 入学生数 卒業生数

入学生数 卒業生数 入学生数 卒業生数 入学生数 卒業生数 入学生数 卒業生数 入学生数 卒業生数 入学生数 卒業生数
（見込み含） （A） （B）

昭和53年 61 60 61 60
昭和54年 51 52 40 35 91 87
昭和55年 74 69 40 39 38 36 152 144
昭和56年 74 72 38 37 37 36 20 20 169 165
昭和57年 80 79 40 39 37 35 20 20 177 173
昭和58年 79 77 40 39 38 38 19 19 176 173
昭和59年 80 78 39 33 39 36 20 15 20 18 20 19 218 199
昭和60年 80 81 40 37 40 39 20 17 20 20 20 21 220 215
昭和61年 80 80 39 40 40 34 20 20 20 18 20 20 219 212
昭和62年 81 79 40 41 40 40 20 19 22 23 20 20 223 222
昭和63年 80 77 40 39 40 41 21 19 20 20 20 20 221 216
平成元年 80 76 40 37 40 38 20 19 20 18 20 20 220 208
平成�2年 80 81 40 37 40 40 20 18 20 18 20 20 220 214
平成�3年 80 79 40 36 40 41 22 23 21 18 20 19 223 216
平成�4年 80 75 40 41 40 38 22 19 20 17 20 20 222 210
平成�5年 80 76 40 36 40 35 21 21 20 21 20 20 221 209
平成�6年 80 78 40 40 40 37 21 20 20 21 20 20 221 216
平成�7年 80 76 40 34 40 37 21 22 20 21 20 20 221 210
平成�8年 80 81 40 39 40 39 20 21 21 18 20 20 221 218
平成�9年 80 80 40 42 40 41 20 19 20 23 20 19 220 224
平成10年 20 20 20 20
平成11年 20 20 20 20
平成12年 20 20 20 20

合計 1,540 1,506 716 686 749 716 288 272 284 274 399 397 3,976 3,851

専攻別卒業率 97.8 95.8 95.6 94.4 96.4 99.5 96.8
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名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
史
（
医
学
部
関
係
分
抄
）

［
前
史
］

（
一
）
萌
芽
時
代
（
明
治
初
年
～
明
治
九
年
四
月
（
一
八
六
八
～
一
八
七
六
））

図
書
館
の
歴
史
は
、
本
学
の
創
基
で
あ
る
仮
医
学
校
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
、三
年
（
一
八
六
九
、一
八
七
〇
）
頃
に
、

石
井
隆
庵
、
中
島
三
伯
、
伊
藤
圭
介
の
三
人
が
連
署
し
て
洋
医
学
校
創
設
を
要
望
し
た
建
議
書
と
、
中
島
の
遺
し
た
諸
文
書
中
の
一
点
「
草

稿　

医
学
之
御
制
度
」
に
よ
れ
ば
、
建
議
者
の
胸
中
で
は
「
洋
学
医
庠
」
の
柱
と
し
て
原
書
、
翻
訳
書
の
「
講
習
」、
そ
れ
に
伴
う
書
籍

の
貸
出
な
ど
が
構
想
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

こ
の
建
議
を
受
け
、
名
古
屋
藩
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
、
仮
病
院
、
仮
医
学
校
を
創
設
し
た
（
名
古
屋
県
時
代
の
八
月
説
も

あ
り
）。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
一
年
前
後
で
廃
院
、
廃
校
と
な
っ
た
た
め
、
愛
知
県
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十
一
月
、
病
院
附
属
の
「
医

学
講
習
場
」
を
発
足
さ
せ
た
（『
愛
知
縣
公
立
病
院
及
醫
學
校
第
一
報
告
』（
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
））、
以
下
『
院
校
第
一
報
告
』
と

略
す
、『
院
校
第
二
報
告
』
以
降
も
同
様
）。

病
院
で
は
既
に
、
教
師
と
し
て
招
へ
い
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
（T

.�H
.�Junghans

）
が
実
質
上
臨
床
教

育
を
行
っ
て
い
た
が
、
講
習
場
発
足
以
来
、
英
語
で
の
授
業
を
開
始
し
た
。

現
存
す
る
講
習
場
時
代
の
蔵
書
（「
名
古
屋
病
院
」「
愛
知
病
院
」
の
蔵
書
印
が
捺
印
さ
れ
た
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
末
（
ヨ
ン
グ

ハ
ン
ス
解
雇
三
か
月
前
）
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
洋
書
）
は
二
一
点
四
四
冊
で
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
刊
の
簡
易
医
学
書
が
中

心
で
、
自
然
科
学
系
入
門
書
の
複
本
も
見
ら
れ
る
。

当
時
、
生
徒
は
自
費
で
教
科
書
を
購
う
こ
と
が
建
前
で
あ
っ
た
が
、「
若
シ
自
弁
能
ハ
サ
ル
者
ハ
証
書
ヲ
取
リ
貸
渡
…
」
す
制
度
が
あ
っ

た
。
こ
の
制
度
を
定
め
た
医
学
講
習
場
仮
規
則
（
明
治
七
年
（
一
八
七
四
））
第
七
条
が
本
学
に
お
け
る
最
初
の
貸
出
規
則
と
言
え
よ
う
。
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（
二
）
公
立
医
学
所
、
公
立
医
学
校
時
代
（
明
治
九
年
五
月
～
明
治
十
四
年
十
月
十
日
（
一
八
七
六
～
一
八
八
一
））

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
五
月
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
後
任
教
師
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
館
付
医
官
ロ
ー
レ
ツ
（A

lbrecht�von�
Roretz

）
が
、
公
立
医
学
講
習
場
に
着
任
し
た
。
ロ
ー
レ
ツ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
で
、
内
科
外
科
両
学
位
を
取
得
し
た
二
十
九
歳

の
気
鋭
の
医
師
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
レ
ツ
は
、『
ウ
ィ
ー
ン
医
事
週
報
』
で
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
が
収
書
し
た
図
書
を
「
…
教
科
書
は
ア
メ
リ
カ
式
の
問
答
式
便
覧
書
形

式
の
も
の
が
数
冊
あ
る
だ
け
だ
っ
た
」
と
評
し
、
新
た
に
医
学
所
の
た
め
に
、「
…
八
カ
月
足
ら
ず
の
間
に
、
約
四
〇
〇
巻
の
蔵
書
と
…
（
さ

ら
に
追
加
注
文
予
定
の
蔵
書
）
を
揃
え
…
」
た
と
報
告
し
て
い
る
（
小
関
恒
雄
ら
訳
「
外
国
人
の
み
た
明
治
十
年
頃
の
日
本
の
医
学
校
」
下
、

『
日
本
医
事
新
報
』N

o.

三
二
八
八 

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
））。

愛
知
県
布
達
一
一
二
号
に
よ
っ
て
医
学
所
の
講
義
言
語
は
ド
イ
ツ
語
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
レ
ツ
が
揃
え
た
図
書
は
、
全
て

ド
イ
ツ
語
図
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
レ
ツ
の
尽
力
に
よ
り
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
蔵
書
が
「
五
三
三
部
」
に
ま
で

増
加
し
た
が
、
ロ
ー
レ
ツ
退
官
後
三
年
程
は
図
書
は
ほ
と
ん
ど
購
入
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
院
校
第
二
報
告
』）。

現
存
す
る
当
時
の
蔵
書
（「
公
立
医
学
所
」、「
公
立
医
学
校
」
の
校
印
か
蔵
書
印
が
捺
印
さ
れ
、
ロ
ー
レ
ツ
離
職
三
か
月
前
の
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
ま
で
の
ド
イ
ツ
語
図
書
）
は
、
ロ
ー
レ
ツ
署
名
入
り
の
旧
蔵
書
四
冊
を
含
め
二
七
〇
冊
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

講
義
の
た
め
の
講
本
な
い
し
は
参
考
書
と
見
な
さ
れ
る
専
門
書
は
僅
か
四
七
冊
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
は
小
学
校
中
級
用
の
国
語
読
本
や
、

ド
イ
ツ
語
教
育
用
と
目
さ
れ
る
図
書
、
理
科
、
代
数
、
幾
何
、
物
理
、
化
学
、
博
物
誌
各
々
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
や
実
業
学
校
向
け
の
下
級
、

上
級
用
教
科
書
が
最
高
四
〇
部
ま
で
の
複
本
で
残
存
し
て
い
た
。
複
本
の
存
在
は
、
公
立
医
学
所
・
校
で
教
科
書
の
貸
出
を
中
心
と
し
た

一
連
の
図
書
館
業
務
が
実
在
し
た
証
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
を
知
る
に
足
る
資
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

院
校
が
天
王
崎
町
に
新
築
移
転
し
た
際
の
平
面
図
に
よ
れ
ば
、「
書
籍
室
」
は
事
務
棟
の
一
角
に
あ
る
「
舎
長
局
」
と
兼
用
で
あ
っ
た
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
当
時
の
医
学
校
長
後
藤
新
平
は
「
院
校
将
来
須
要
ノ
諸
件
」
の
一
つ
と
し
て
、「
典
籍
縦
覧
所
」
を
掲
げ
て

い
る
。
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そ
し
て
翌
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
「
書
籍
局
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
『
院
校
第
一
、
第
二
報
告
』
に
記
録
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
内
容
ま
で
を
伝
え
る
資
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
三
）
愛
知
医
学
校
時
代
（
明
治
十
四
年
十
月
十
一
日
～
明
治
三
十
六
年
六
月
三
十
日
（
一
八
八
一
～
一
九
〇
三
））

ロ
ー
レ
ツ
が
本
校
を
去
っ
た
一
年
半
後
の
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
月
、
校
名
は
愛
知
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
九
月
の
勅
令
第
四
八
号
で
、
府
県
立
医
学
校
の
学
校
経
営
を
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
以
降
地
方
税

に
依
存
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
校
の
経
営
は
逼
迫
し
、
明
治
二
十
年
代
は
本
校
に
と
っ
て
存
亡
の
機
で
あ
っ
た
。『
院

校
報
告
』
に
は
図
書
館
に
関
す
る
規
則
、
規
程
や
記
事
は
、
全
く
見
当
ら
ず
、
図
書
館
の
整
備
ま
で
余
力
が
及
ば
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
平
面
図
上
で
は
、「
図
書
室
」
な
る
小
室
が
存
在
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
教
諭
用
と
思
わ
れ
る
。
本
校
が
愛
知
県
立
医
学
校
と

改
称
さ
れ
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
八
月
、
同
医
学
校
同
窓
会
は
図
書
部
を
設
立
し
、
そ
の
設
立
の
趣
意
を
『
同
窓
会
雑
誌
』
第

六
号
の
紙
上
で
開
陳
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
図
書
部
の
構
想
は
極
め
て
具
体
的
で
、
会
則
第
七
章
図
書
部
第
三
四
条
は
そ
の
閲
覧
規
則
と

な
っ
て
い
る
（『
同
窓
会
雑
誌
』
第
七
号
（
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
））。
ま
た
、
図
書
室
と
し
て
教
員
室
を
借
用
し
、
同
窓
会
の
図

書
室
と
し
た
こ
と
は
、
平
面
図
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
同
窓
会
図
書
室
は
蔵
書
の
増
強
が
図
ら
れ
、
同
年
十
月
二
十
八
日
、「
私
」

的
な
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
開
室
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

（
四
）
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
時
代
（
明
治
三
十
六
年
七
月
一
日
～
大
正
九
年
六
月
三
十
日
（
一
九
〇
三
～
一
九
二
〇
））

し
か
し
、
こ
の
同
窓
会
の
図
書
室
に
は
閲
覧
席
を
設
け
る
余
地
が
な
く
、
医
学
専
門
学
校
昇
格
後
の
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
四

月
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
一
人
一
冊
一
夜
貸
が
規
則
上
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
教
務
部
に
あ
る
原
書
は
学
生
に
開
放
し
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
（『
同
窓
会
雑
誌
』
第
一
三
号 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
））。

同
じ
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
十
二
月
、
正
門
を
入
っ
た
左
手
に
二
階
建
て
一
棟
が
新
築
さ
れ
、
二
階
が
図
書
室
に
当
て
ら
れ
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た
こ
と
が
、『
院
校
報
告
』
年
表
、
附
図
平
面
図
、
写
真
か
ら
判
明
す
る
。
し
か
し
『
同
窓
会
雑
誌
』
に
は
対
応
す
る
記
事
が
な
い
。
公

立
私
立
専
門
学
校
規
程
第
四
条
に
「
…
校
舎
ニ
ハ
左
ノ
諸
室
ヲ
備
フ
ヘ
シ
」
と
あ
り
、「
図
書
室
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
遵
守
し

て
建
築
さ
れ
た
公
の
図
書
室
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
職
制
処
務
細
則 

第
二
条
一
一
に
「
図
書
整
理
保
存
及

出
納
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
あ
る
だ
け
で
、
こ
の
公
の
図
書
室
に
関
す
る
規
則
等
実
体
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。

一
方
、
同
窓
会
図
書
室
は
天
王
崎
時
代
の
末
期
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
理
事
室
を
折
半
し
て
閲
覧
席
を

二
〇
席
程
確
保
し
た
（『
校
友
会
雑
誌
』
第
三
二
号
）
よ
う
で
あ
る
が
、
平
面
図
上
に
は
理
事
室
自
体
が
見
当
ら
な
い
。

建
物
の
老
朽
化
と
キ
ャ
ン
パ
ス
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
移
転
し
、
現
在
の
鶴

舞
町
に
学
校
、
病
院
が
新
築
さ
れ
た
。
校
友
会
（
旧
同
窓
会
）
は
キ
ャ
ン
パ
ス
西
隅
に
あ
る
二
階
建
て
一
棟
を
借
用
し
、
全
棟
を
図
書
館

に
転
用
し
た
。「
学
生
図
書
館
」
の
誕
生
で
あ
る
。
階
下
は
、
交
換
雑
誌
展
示
、
書
庫
、
図
書
部
事
務
の
各
エ
リ
ア
に
分
配
さ
れ
、
階
上

が
全
室
、
閲
覧
室
に
当
て
ら
れ
た
。
室
内
に
は
約
四
〇
席
の
閲
覧
席
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
時
「
学
生
図
書
館
」
は
、
雑
誌
に
つ
い
て
は

『
国
家
医
学
会
雑
誌
』
ほ
か
専
門
誌
七
八
誌
、
一
般
誌
九
誌
を
、
図
書
に
つ
い
て
は
七
四
八
部
、
一
，
二
六
三
冊
を
所
蔵
し
て
い
た
。

午
前
中
か
ら
の
開
館
も
実
施
さ
れ
た
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
頃
に
は
、
一
日
当
た
り
の
最
大
入
館
者
は
百
数
十
人
に
達
し
、
一
日
の

最
大
貸
出
冊
数
が
八
〇
冊
に
及
び
、
校
友
会
雇
の
平
松
某
を
図
書
出
納
係
と
し
て
、
分
野
別
利
用
統
計
の
集
計
も
行
わ
れ
て
い
た
。
大
正

六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
、
夜
八
時
ま
で
の
夜
間
開
館
も
行
わ
れ
、
建
物
の
規
模
、
蔵
書
量
等
の
限
界
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
頃
に
至
っ

て
こ
の
「
学
生
図
書
館
」
の
形
、
姿
は
ほ
ぼ
整
っ
た
と
言
え
よ
う
。

か
た
や
公
の
図
書
室
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
鶴
舞
町
に
新
築
時
の
平
面
図
上
で
は
、
正
門
に
面
し
た
事
務
管
理
棟
一
階
に
二

室
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
も
公
の
図
書
室
に
関
す
る
規
則
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
月
改
訂
の

処
務
細
則
図
書
課
の
条
に
は
、
業
務
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、
実
態
を
知
り
う
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
公

の
図
書
室
は
教
諭
用
で
、
無
規
程
で
教
諭
の
良
識
に
の
み
依
存
し
な
が
ら
、
主
に
稀
用
図
書
の
書
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
前
掲
『
校
友
会
雑
誌
』
新
築
開
校
記
念
号
に
よ
れ
ば
、
各
科
の
教
室
に
は
相
当
数
の
図
書
、
雑
誌
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
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室
内
に
図
書
室
を
備
え
付
け
て
い
た
こ
と
が
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
判
明
す
る
。

（
五
）
愛
知
医
科
大
学
時
代
（
大
正
九
年
七
月
一
日
～
昭
和
六
年
四
月
三
十
一
日
（
一
九
二
〇
～
一
九
三
一
））

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
、
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
は
愛
知
医
科
大
学
へ
と
待
望
の
昇
格
を
果
た
し
た
が
、
愛
知
医
科
大
学
学

則
中
に
は
附
属
図
書
館
設
置
の
項
は
な
く
、
公
立
学
校
職
員
制
に
も
附
属
図
書
館
長
を
置
く
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
昇
格
当
初
の

図
書
館
機
構
は
医
専
時
代
そ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
不
満
の
声
や
、
欧
米
諸
国
の
大
学
と
対
比
し
て
そ

の
隔
た
り
を
嘆
く
声
が
高
ま
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
（
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
『
鶴
天
学
友
会
会
報
』
第
五
五
号
「
図
書
部
報
」）。

官
立
移
管
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
大
学
と
し
て
の
様
々
な
基
本
的
施
設
増
設
の
一
環
と
し
て
、
独
立
完
備
し
た
図
書
館
を
建
設

す
る
必
要
を
愛
知
県
参
事
会
が
認
め
た
の
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
頃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（「
愛
知
県
会
議
議
事
録
」
に
は
そ
の

記
録
は
見
当
ら
な
い
）。

図
書
館
の
新
築
工
事
は
、
医
院
正
門
を
入
っ
て
左
手
の
西
臨
床
講
堂
跡
地
を
敷
地
と
し
て
着
工
さ
れ
、
昭
和
五
年
度
（
一
九
三
〇
）
末

に
完
成
を
見
た
。
予
算
は
五
九
，
七
九
〇
円
で
あ
っ
た
が
、「
愛
知
医
科
大
学
公
学
費
及
公
学
資
産
表
（
昭
和
五
年
度
（
一
九
三
〇
））」

で
は
、
七
四
，
七
九
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
が
、
後
藤
新
平
の
「
典
籍
縦
覧
所
」
構
想
よ
り
半
世
紀
を
経
て
よ
う
や
く
持
つ
こ
と
の

で
き
た
図
書
館
は
、
や
や
表
現
主
義
風
に
陰
影
を
強
調
し
た
黄
土
色
タ
イ
ル
で
外
部
を
被
っ
た
、
昭
和
初
期
名
古
屋
市
内
の
公
共
建
物
に

多
く
見
ら
れ
た
様
式
で
あ
っ
た
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
建
坪
一
一
六
・
一
六
坪
、
延
四
五
一
・
五
〇
坪
で
、
建
物
中
に

三
層
の
積
層
書
庫
を
有
し
、
一
階
は
一
般
及
び
学
生
の
各
閲
覧
室
・
事
務
室
、
二
階
は
教
授
閲
覧
室
・
特
別
閲
覧
室
、
三
階
は
講
堂
と
予

備
室
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
二
月
、
愛
知
県
参
事
会
で
内
部
設
備
費
一
八
，
〇
〇
〇
円
も
追
加
さ
れ
た
。

図
書
館
が
新
築
さ
れ
た
昭
和
五
年
度
（
一
九
三
〇
）
末
、
公
の
図
書
は
洋
書
一
九
，
六
五
九
冊
、
和
書
一
二
，
七
八
一
冊
に
達
し
て
い

た
が
、
そ
の
大
半
は
各
教
室
の
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
年
度
、
公
の
図
書
費
は
二
三
，
七
一
七
円
で
あ
っ

た
（
前
掲
「
大
学
公
学
費
及
公
学
資
産
表
」）。
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（
六
）
名
古
屋
医
科
大
学
時
代
（
昭
和
六
年
五
月
一
日
～
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
三
一
～
一
九
三
九
））

内
部
工
事
を
含
め
て
新
図
書
館
が
完
成
し
た
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月
、
関
係
議
案
は
よ
う
や
く
帝
国
議
会
衆
議
院
を
通
過
し
て
、

同
年
五
月
一
日
、
愛
知
医
科
大
学
は
官
立
に
移
管
さ
れ
、
名
古
屋
医
科
大
学
と
改
称
さ
れ
た
。
官
制
上
、
附
属
図
書
館
の
設
置
は
必
須
と

な
り
、
ま
た
、
附
属
図
書
館
長
、
司
書
（
定
員
表
に
よ
り
一
人
）
を
置
く
べ
き
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
た
（
官
立
医
科
大
学
官
制 

改
正

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
二
十
八
日 

勅
令
第
七
〇
号 

第
二
二
条
、
第
九
条
ノ
三
）。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
一
月
七
日
、
初
代
司
書
に
清
川
陸
男
が
就
任
し
、
続
い
て
同
月
十
九
日
、
初
代
図
書
館
長
に
薬
理
学
教
授

林
亥
之
助
が
就
任
し
た
。

来
学
前
、
新
潟
医
科
大
学
附
属
図
書
館
の
事
務
主
任
で
あ
っ
た
清
川
は
、
新
潟
に
在
任
中
、
今
日
の
日
本
医
学
図
書
館
協
会
の
前
身「
官

立
医
科
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
」
設
立
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
本
邦
初
の
大
学
雑
誌
総
合
目
録
『
医
科
大
学
共
同
学
術

雑
誌
目
録
』
第
一
版
（
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
））
刊
行
の
牽
引
者
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、
視
野
の
広
い
医
学
図
書
館
界
屈
指
の
人
材

で
あ
っ
た
。

林
、
清
川
の
就
任
時
、
ま
だ
附
属
図
書
館
は
開
館
し
て
い
な
か
っ
た
。
林
、
清
川
の
学
内
で
の
図
書
館
政
策
は
、
第
一
に
、
研
究
、
教

育
に
直
接
必
要
な
図
書
雑
誌
は
教
室
に
保
管
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
可
能
な
限
り
新
図
書
館
書
庫
に

集
中
し
、
利
用
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
―
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
「
中
央
化
」
―
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
学
生
用
図
書
に
つ
い
て
は
全
面
的

に
開
架
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
に
は
、
目
録
（
カ
ー
ド
、
冊
子
体
）
の
作
成
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
の
配
布
な
ど
書
誌
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ
た
。

清
川
ら
館
員
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
実
現
の
た
め
の
資
料
搬
入
、
配
置
、
必
要
備
品
の
調
達
等
々
の
ほ
か
附
属
図
書
館
規
程
、
同
細
則
の

立
案
な
ど
諸
々
の
準
備
作
業
に
約
三
か
月
を
費
や
し
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
一
日
、
附
属
図
書
館
開
館
に
漕
ぎ
つ
け
た
（
名
古

屋
医
科
大
学
附
属
図
書
館
規
定
細
則 

第
一
章 

総
則
（
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
一
日
施
行
））。
開
館
初
月
の
三
月
、
開
館
日
数
は

二
六
日
、
閲
覧
の
手
続
き
を
と
っ
た
の
は
四
五
五
人
で
あ
っ
た
。
開
館
後
一
年
を
経
た
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
『
鶴
天
学
友
会
会
報
』
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第
七
三
号
に
は
「
図
書
館
利
用
者
案
内
大
要
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
、
林
、
清
川
の
図
書
館
政
策
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

名
古
屋
医
科
大
学
時
代
の
目
録
業
務
は
、
洋
書
に
つ
い
て
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
よ
り
、
昭
和
六
年
度
（
一
九
三
一
）
受

入
図
書
に
遡
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
カ
ー
ド
目
録
は
活
版
印
刷
で
、
著
者
主
記
入
形
式
が
採
ら
れ
て
い
た
。

「
案
内
大
要
」
中
に
見
え
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
」、
新
着
図
書
の
四
季
報
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
内
外
雑
誌
印
刷
目
録
」

は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、『
名
古
屋
医
科
大
学
雑
誌
目
録
』
と
し
て
実
現
し
た
。

開
館
三
か
月
後
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
六
月
十
日
、
学
友
会
の
理
事
会
は
、
大
学
の
官
立
移
管
に
伴
う
学
友
会
の
「
前
後
処
置
」

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
審
議
は
会
則
改
訂
の
形
を
と
っ
て
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
た
が
、
主
要
な
論
点
の
一
つ
は
図
書
部
の
存
廃
に
あ
っ
た
。

審
議
の
結
果
、
学
友
会
の
「
学
生
図
書
館
」
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
席
上
、
学
友
会
所
有
の
図
書
全
て
を
附
属
図
書
館

に
寄
贈
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
（
前
掲
『
会
報
』
第
七
三
号
）。

附
属
図
書
館
長
は
、
林
に
続
い
て
、
生
理
学
教
授
福
田
邦
三
（
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
二
日
～
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月

一
日
）、
薬
理
学
教
授
三
輪
誠
（
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
十
三
日
～
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
二
十
六
日
）
が
就
任
し
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
第
一
回
官
立
医
科
大
学
附
属
図
書
館
協
議
会
で
、
加
盟
館
は
各
自
の
所
蔵
文
献
の
相
互
貸
借
を
申
し
合
わ

せ
た
。
本
学
が
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
こ
の
協
議
会
に
加
盟
し
た
の
は
、
協
議
会
設
立
の
主
導
者
清
川
が
司
書
と
し
て
存
在
し
た
以

上
、
当
然
の
成
り
行
き
で
も
あ
っ
た
が
、
新
設
大
学
と
し
て
蔵
書
に
乏
し
い
実
情
も
あ
っ
た
。
相
互
貸
借
と
言
い
な
が
ら
、
当
初
は
貸
出

よ
り
借
受
が
多
く
、「
肩
身
が
狭
か
っ
た
」
と
は
、
当
時
の
館
員
都
築
円
太
郎
の
弁
で
あ
る
。

相
互
貸
借
は
ま
た
、
他
館
の
文
献
所
蔵
状
況
を
事
前
に
把
握
で
き
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
協
議
会
は
ま
ず
雑
誌
に
つ
い
て
は
、『
医

科
大
学
共
同
学
述
雑
誌
目
録
』
初
版
を
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
、
第
二
版
を
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
刊
行
し
、
着
々
と
そ
の
基

盤
を
整
備
し
て
き
た
。
図
書
に
つ
い
て
の
基
盤
整
備
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
第
十
回
協
議
会
で
岡
山
医
科
大
学
か
ら
提
案
さ
れ

た
「
共
同
図
書
目
録
編
纂
」
に
始
ま
る
が
、
翌
年
の
第
十
一
回
総
会
で
清
川
は
「Inform

ation�Bureau

の
如
き
も
の
」
を
協
議
会
に

設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
審
議
の
結
果
、
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
本
学
の
附
属
図
書
館
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
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り
、
館
長
三
輪
が
『
名
大
学
友
会
報
』
第
二
九
号
（
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
））
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
つ

い
て
学
内
に
広
報
し
て
い
る
。

［
名
古
屋
帝
国
大
学
（
鶴
舞
）
時
代
］

名
古
屋
帝
国
大
学
官
制
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
三
十
日
の
官
報
に
同
月
三
十
一
日
付
け
で
公
布
さ
れ
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
、
総
合
大
学
へ
昇
格
し
た
。
医
学
部
と
未
だ
名
の
み
の
理
工
学
部
だ
け
の
出
発
で
あ
っ
た
が
、
十
分
な
官
費
を
望
め
な
い
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
附
属
図
書
館
も
そ
の
重
要
な
使
命
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し
て
、
総
合
大
学
附
属
図
書
館
へ
の
改
編
と
飛
躍
を
要
求
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
官
制
で
は
当
初
司
書
の
専
任
は
一
人
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
改
正
で
専
任
二
人
（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
一
日

改
正
）
と
な
り
、
さ
ら
に
専
任
三
人
（
同
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
改
正
）
へ
と
順
次
増
員
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
四
月
一
目
、
帝
国
大
学
官
制
の
施
行
に
伴
い
七
帝
国
大
学
は
一
つ
の
官
制
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
名
古

屋
帝
国
大
学
官
制
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
官
制
の
改
正
で
、
司
書
官
お
よ
び
司
書
と
し
て
、
従
来
事
務
官
や
書
記
な
ど
の
一
般
事
務
と
区

別
さ
れ
て
い
た
官
名
区
分
が
文
部
事
務
官
に
統
合
さ
れ
た
（
第
二
条
）。
さ
ら
に
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
九
月
三
十
日
に
帝
国

大
学
官
制
は
国
立
総
合
大
学
官
制
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
十
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
は
名
古
屋
大
学
と
改
称
さ
れ
、
附
属
図

書
館
も
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
と
改
称
さ
れ
て
帝
国
大
学
時
代
は
終
わ
る
。

（
一
）
管
理
運
営
機
構

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
、
医
科
大
学
の
第
三
代
図
書
館
長
で
あ
っ
た
薬
理
学
教
授
三
輪
が
引
き
続
き
名
古
屋
帝
国
大
学

の
初
代
図
書
館
長
（
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
四
月
一
日
～
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
二
十
五
日
）
に
就
任
し
た
。
帝
国
大

学
初
期
の
図
書
館
長
に
関
連
す
る
規
程
類
で
判
明
し
て
い
る
の
は
、
職
員
と
物
品
の
管
理
権
限
の
一
部
委
任
に
つ
い
て
定
め
た
「
図
書
館
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長
委
任
事
項
」（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
一
日
制
定
）
の
み
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
二
十
六
日
、
三
輪

の
急
逝
に
よ
り
、
精
神
医
学
教
授
杉
田
直
樹
が
第
二
代
図
書
館
長
（
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
二
十
六
日
～
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
八
月
二
十
九
日
）
に
就
任
し
た
。
杉
田
は
三
年
七
か
月
在
職
し
た
が
、
奇
し
く
も
三
輪
と
同
様
在
任
中
に
急
逝
し
た
。

図
書
館
行
政
の
基
本
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
は
、
帝
国
大
学
初
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

十
二
月
二
十
日
の
評
議
会
で
「
名
古
屋
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
商
議
員
会
規
程
制
定
の
件
」
が
審
議
承
認
さ
れ
、
翌
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
一
月
一
日
に
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
商
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
事
務
主
任
大
島
の
記
憶
に
よ
る

と
名
城
時
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
（
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
と
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の
旧
図
書
館
職
員

懇
談
会
記
録
、
以
下
懇
談
会
と
略
す
）。
帝
国
大
学
時
代
の
図
書
館
規
程
は
「
名
古
屋
帝
国
大
学
規
程
集
」（
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）

四
月
）
に
も
記
載
が
な
い
。
当
時
附
属
図
書
館
本
館
は
図
書
資
料
を
持
た
ず
、
庶
務
、
会
計
、
整
理
部
門
だ
け
の
体
制
で
出
発
し
た
事
情

か
ら
、
暫
定
措
置
と
し
て
医
科
大
学
時
代
の
規
程
が
医
学
部
分
室
に
流
用
さ
れ
、
正
式
な
規
程
は
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
十
二

月
制
定
の
「
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
規
則
」
ま
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
学
の
図
書
館
機
構
の
基
本
は
、
本
館
（
通
称
）
と
分
室
と
の
機
能
分
担
に
よ
る
一
体
的
運
営
で
あ
っ
た
。
分
室
と
は
当
時
ま
だ
法
規

上
の
正
式
名
称
で
は
な
く
、
学
部
備
え
付
け
の
図
書
資
料
の
管
理
と
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
本
館
と
の
連
絡
調
整
業
務
等
の
た
め
に
附
属
図
書

館
職
員
を
勤
務
さ
せ
る
施
設
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
「
中
央
制
度
」
あ
る
い
は
「
中
央
集
中
処
理
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
理
工

学
部
の
収
書
が
本
格
化
す
る
に
従
い
、
整
理
と
全
学
の
連
絡
調
整
を
担
う
本
館
と
、
利
用
部
門
と
し
て
の
分
室
と
の
分
業
態
勢
が
整
え
ら

れ
て
い
っ
た
。

戦
後
も
こ
の
制
度
は
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
て
お
り
、
全
学
の
図
書
館
活
動
の
「
よ
く
連
絡
調
整
さ
れ
た
分
散
」
と
い
う
本
学
図
書
館

機
構
の
形
成
と
、
均
一
な
質
を
保
つ
全
学
総
合
目
録
の
構
築
を
可
能
に
し
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
他
方
、
戦
後
の
学
部
増
設
期
に
分

室
の
事
務
組
織
を
附
属
図
書
館
だ
け
で
維
持
で
き
ず
、
実
質
的
に
「
分
室
制
度
」
は
形
骸
化
し
た
が
、
分
業
態
勢
だ
け
は
存
続
し
た
。
分

室
は
そ
の
名
称
だ
け
が
後
の
図
書
館
規
則
の
中
に
残
り
、
そ
の
た
め
実
態
と
規
則
の
間
で
図
書
館
の
機
構
と
事
務
組
織
の
在
り
方
が
絶
え
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ず
論
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
遠
因
と
も
な
っ
た
。

名
古
屋
帝
国
大
学
官
制
で
定
め
ら
れ
た
官
職
の
う
ち
創
設
時
附
属
図
書
館
に
配
分
さ
れ
た
の
は
、
書
記
一
人
、
司
書
一
人
で
あ
っ
た
。

司
書
と
は
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
十
五
日
「
帝
国
大
学
司
書
官
及
帝
国
大
学
司
書
特
別
任
用
令
」
で
規
定
さ
れ
た
専
門
職
で
、

司
書
官
は
さ
ら
に
高
度
な
専
門
職
と
さ
れ
た
。
本
学
に
は
司
書
官
は
置
か
れ
ず
司
書
だ
け
が
置
か
れ
た
。
職
員
の
身
分
は
、
司
書
お
よ
び

書
記
以
外
は
官
名
を
持
た
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
官
吏
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
職
員
の
大
半
は
旧
憲
法
下
に
お
け
る
民
法
上
の
契

約
に
基
づ
い
て
公
的
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
身
分
は
雇
、
傭
人
、
嘱
託
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
附
属
図
書
館
の
事
務
組
織
は
当
初
、
医
科
大
学
附
属
図
書
館
の
事
務
組
織
が
そ
の
ま
ま
移
行
し
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

四
月
一
日
、
名
古
屋
帝
国
大
学
庶
務
規
程
の
も
と
、
附
属
図
書
館
に
庶
務
掛
と
司
書
掛
が
置
か
れ
た
。
本
館
と
分
室
に
人
員
分
割
配
置
す

る
だ
け
の
余
裕
が
な
く
、
職
員
は
多
く
が
兼
任
で
あ
っ
た
。

職
員
数
は
現
存
す
る
最
古
の
職
員
録
（
写
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
七
月
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
附
属
図
書
館
全
体
で
九
人
、
他
に

人
事
記
録
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
人
の
嘱
託
一
人
も
在
職
し
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
は
総
数
二
〇
人
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）に
は
二
五
人
程
の
組
織
に
な
っ
て
い
た
。
事
務
組
織
は
、
昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）四
月
一
日
に
本
館
と
三
分
室
制
に
な
っ

て
以
来
、
戦
後
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九
月
に
文
学
部
、
法
経
学
部
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
変
更
は
な
か
っ
た
。

（
二
）
図
書
館
施
設

帝
国
大
学
創
設
時
、
地
元
官
民
各
界
の
大
き
な
支
援
の
中
で
、
図
書
館
（
七
五
万
円
）
と
講
堂
（
二
五
万
円
）
の
寄
贈
が
約
束
さ
れ
、

東
山
地
区
に
壮
大
な
総
合
大
学
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
（
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
二
十
八
日
付
け
『
名
古
屋
毎
日
新
聞
』）。

し
か
し
、
資
材
不
足
と
物
価
騰
貴
で
時
期
を
逸
し
、
戦
争
の
混
乱
の
中
で
計
画
は
頓
挫
し
、
豊
田
講
堂
と
古
川
図
書
館
が
寄
贈
さ
れ
る
ま

で
二
十
有
余
年
待
つ
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
附
属
図
書
館
は
幸
い
に
も
医
科
大
学
創
設
直
前
に
新
築
さ
れ
た
図
書
館
を
継
承
し
て
一
応
の
形
を
成
す
こ
と
は
で
き
た
。
鶴
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舞
地
区
は
医
学
部
単
独
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
た
め
、
実
際
上
医
学
部
分
室
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
附
属
図
書
館
本
館
は
医
学
部
分
室
の

二
階
事
務
室
で
、
整
理
部
門
中
心
の
体
制
で
出
発
し
た
。
そ
の
後
業
務
量
と
職
員
の
増
加
、
分
室
の
施
設
配
置
変
更
な
ど
の
た
め
、
本
館

は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
頃
に
病
院
事
務
棟
の
二
階
に
移
り
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
頃
に
は
さ
ら
に
医
学
部
事
務
棟
の
二
階

に
移
転
し
た
（
懇
談
会
）。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
二
日
未
明
、
米
軍
機
の
猛
爆
に
よ
り
病
院
、
医
学
部
と
共
に
附
属
図
書
館
本
館
は
灰
じ
ん
に
帰
し

た
。
火
災
の
激
し
さ
と
人
手
不
足
で
搬
出
の
余
裕
も
な
く
、
図
書
原
簿
を
は
じ
め
庶
務
の
記
録
類
、
整
理
部
門
の
辞
書
備
品
類
等
ほ
と
ん

ど
を
焼
失
し
た
。
同
月
十
九
日
の
空
襲
で
は
医
学
部
分
室
に
も
一
部
火
が
入
っ
た
が
、
辞
書
類
と
若
干
の
雑
誌
を
焼
失
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
し
か
し
こ
の
二
回
の
爆
撃
で
医
学
部
各
教
室
に
併
用
さ
れ
て
い
た
図
書
は
大
半
を
焼
失
し
た
。

戦
後
、
附
属
図
書
館
は
医
学
部
分
室
が
残
っ
た
の
が
救
い
で
、
疎
開
か
ら
引
き
揚
げ
た
資
料
と
と
も
に
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の

十
二
月
二
日
に
再
開
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
た
。
本
館
は
再
び
医
学
部
分
室
の
二
階
に
戻
っ
て
業
務
を
再
開
し
た
。
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
九
月
三
十
日
現
在
で
、
愛
知
県
に
出
し
た
図
書
館
施
設
の
報
告
書
「
科
学
博
物
館
並
ニ
類
似
教
育
的
観
覧
施
設
ノ
現
状
調

査
ノ
件
」
は
附
属
図
書
館
名
で
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
図
書
館
施
設
の
呼
称
の
上
で
は
医
学
部
分
室
を
包
含
し
た
形
で
附
属
図

書
館
と
称
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
名
古
屋
城
内
に
駐
屯
し
て
い
た
米
軍
が
退
去
し
、
使
用
し
て
い
た
旧
歩
兵
第
六
連
隊
兵
舎
を
本
学
が

文
科
系
学
部
創
設
計
画
の
た
め
借
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
六
月
二
日
、
総
長
田
村
の
下
命
に
よ
り
、
大
学
本
部
を
名
城
二
の
丸
の

旧
兵
舎
に
移
し
た
。
九
月
に
は
文
学
部
と
法
経
学
部
の
一
部
が
同
所
に
設
置
さ
れ
、
附
属
図
書
館
（
本
館
）
も
十
月
二
十
三
日
、
館
長
杉

田
の
突
然
の
命
で
急
遽
移
転
し
た
。
附
属
図
書
館
に
割
り
当
て
ら
れ
た
建
物
は
四
棟
で
あ
っ
た
。

（
三
）
図
書
館
活
動

当
初
医
科
大
学
か
ら
引
き
継
い
だ
附
属
図
書
館
の
蔵
書
は
『
名
古
屋
大
学
医
学
部
九
十
年
史
』（
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
））
に
よ
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れ
ば
、
和
漢
書
一
九
，
三
二
〇
冊
、
洋
書
二
六
，
〇
六
一
冊
、
合
計
四
五
，
三
八
一
冊
で
あ
り
、
医
学
部
分
室
と
医
学
部
各
教
室
お
よ
び

病
院
医
局
な
ど
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。
新
設
学
部
の
図
書
雑
誌
等
の
収
集
は
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
秋
頃
か
ら
徐
々
に
始
ま
っ

た
。
し
か
し
、
戦
局
の
悪
化
に
よ
り
収
書
が
困
難
に
な
り
、
個
人
や
団
体
か
ら
の
譲
渡
や
寄
贈
に
か
な
り
の
部
分
を
依
存
す
る
教
室
も
あ
っ

た
。帝

国
大
学
時
代
に
収
集
さ
れ
た
主
な
資
料
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
度
（
一
九
四
七
）
に
旧
神
宮
皇
学
館
大
学
か
ら
保
管
転
換
さ
れ
た
神

宮
皇
学
館
文
庫
、
ヒ
ル
ベ
ル
ト
文
庫
、
中
川
文
庫
、
藤
原
文
庫
、
日
下
文
庫
、
池
野
文
庫
の
ほ
か
、
主
な
学
術
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
頃
か
ら
、GH

Q

（
連
合
国
軍
最
高
指
令
部
）、CIE

（GH
Q

民
間
情
報
教
育
局
）
か
ら

の
図
書
や
雑
誌
の
寄
贈
も
始
ま
っ
た
。

戦
争
に
よ
る
蔵
書
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
の
文
部
省
の
図
書
館
調
査
に
対
し
、
附
属
図
書
館
は

三
一
，
二
五
九
冊
を
戦
災
焼
失
と
報
告
し
て
い
る
。
な
お
、
戦
後
復
元
さ
れ
た
原
簿
上
で
調
査
し
得
た
数
字
と
戦
災
焼
失
の
冊
数
か
ら
、

昭
和
二
十
年
度
（
一
九
四
五
）
末
に
は
、
和
書
約
一
九
，
〇
〇
〇
冊
、
洋
書
約
四
七
，
〇
〇
〇
冊
、
合
計
約
六
六
，
〇
〇
〇
冊
に
な
っ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
帝
大
時
代
末
期
の
昭
和
二
十
二
年
度
（
一
九
四
七
）
末
で
は
、
和
書
約
四
七
，
〇
〇
〇
冊
、
洋
書
約
五
二
，

〇
〇
〇
冊
、
合
計
約
九
九
，
〇
〇
〇
冊
に
ま
で
蔵
書
数
は
回
復
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
入
り
名
古
屋
へ
の
米
軍
の
攻
撃
が
激
し
さ
を
増
す
と
、
本
学
部
で
は
教
室
ま
た
は
教
官
単
位
で
実
験
器

具
、
装
置
と
共
に
図
書
雑
誌
を
疎
開
さ
せ
た
が
、
重
い
装
置
や
量
の
多
い
図
書
雑
誌
で
運
搬
手
段
の
手
配
が
困
難
な
場
合
に
は
、
構
内
に

穴
を
掘
っ
て
埋
め
た
教
室
も
あ
っ
た
と
い
う
。

附
属
図
書
館
と
医
学
部
分
室
は
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
危
機
感
を
募
ら
せ
、
同
年
八
月
十
日

頃
に
貨
車
の
手
配
を
整
え
急
遽
疎
開
し
た
。
し
か
し
数
日
後
に
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
疎
開
先
は
岐
阜
県
大
野
郡
清
見
村
字
牧
ヶ
洞
、
村
の

神
社
社
務
所
で
、
運
び
込
ん
だ
の
は
雑
誌
が
主
体
で
図
書
も
含
め
一
～
二
万
冊
と
い
わ
れ
る
が
正
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

戦
後
、GH

Q

の
一
連
の
通
牒
と
進
駐
軍
の
学
校
視
察
に
よ
り
、
書
籍
の
没
収
騒
ぎ
が
各
地
で
起
き
て
い
た
。
書
籍
没
収
の
通
知
と
も
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関
連
し
て
、
そ
の
前
後
に
本
学
で
も
医
学
部
分
室
の
蔵
書
を
抜
き
出
し
て
汽
罐
室
焼
却
口
に
運
ぶ
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
作
業

は
数
週
間
に
わ
た
っ
て
散
発
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
数
は
リ
ヤ
カ
ー
数
台
分
に
達
し
、
皇
室
、
軍
事
、
右
傾
思
想
の
図
書
が
対
象
で
あ
っ
た

と
い
う
（
懇
談
会
お
よ
び
旧
職
員
談
）。

こ
の
時
代
は
、
本
館
に
利
用
施
設
が
存
在
せ
ず
医
学
部
分
室
だ
け
が
図
書
館
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
記
録
が
残
っ

て
お
ら
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
各
学
部
の
教
室
に
対
し
て
は
、
各
分
室
を
通
し
て
教
室
図
書
室
等
に
備
え
付
け
る
と
い
う
形
の
無
期
限

貸
出
と
な
っ
て
い
た
。

全
学
の
図
書
資
料
の
購
入
、
受
入
、
目
録
作
成
な
ど
の
整
理
作
業
は
、
中
央
集
中
整
理
方
式
が
導
入
さ
れ
、
全
て
本
館
で
行
わ
れ
て
い

た
。
図
書
の
購
入
整
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
様
の
方
法
が
提
案
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
十
七
日
の
評
議

会
で
「
図
書
購
入
ニ
関
ス
ル
件
」
と
し
て
審
議
さ
れ
、「
懸
案
の
図
書
購
入
制
度
に
関
し
て
は
各
学
部
長
、
図
書
館
長
懇
談
の
上
方
策
を

定
む
る
も
の
と
す
る
」（
同
議
事
録
）
と
し
、
そ
の
後
大
学
本
部
か
ら
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
二
十
一
日
付
け
本
部
庶
務
課
会

計
課
名
で
通
知
さ
れ
た
。

附
属
図
書
館
の
目
録
シ
ス
テ
ム
の
概
要
を
伝
え
る
二
つ
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
附
属
図
書
館
発
行
の
『
印
刷
カ
ー
ド
目
録
説
明
及
使

用
法
』（
昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）四
月
、B6

、
四
五
頁
）と『
印
刷
目
録
カ
ー
ド
説
明
及
使
用
法（
雑
誌
篇
）』（
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）

九
月
、B6

、
五
一
頁
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
医
科
大
学
時
代
の
末
期
に
「
目
録
カ
ー
ド
の
単
一
制
」
の
採
用
と
そ
れ
を
可
能
に

し
た
印
刷
カ
ー
ド
の
作
成
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
ッ
ト
カ
ー
ド
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
洋
書
に
つ
い
て
は
医
科
大
学
時
代
の
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
六
月
に
、
昭
和
六
年
度
（
一
九
三
一
）
受
入
図
書
に
遡
っ
て
再
整
理
が
始
ま
り
、
和
書
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の

四
月
以
後
の
受
入
図
書
か
ら
い
ず
れ
も
活
版
印
刷
で
目
録
カ
ー
ド
の
作
成
が
始
ま
っ
た
。

提
供
さ
れ
た
図
書
の
カ
ー
ド
目
録
は
、
副
分
出
を
含
む
著
書
名
カ
ー
ド
、
書
名
カ
ー
ド
で
あ
り
、
本
館
と
分
室
に
備
え
付
け
ら
れ
た
。

雑
誌
に
つ
い
て
は
分
室
へ
の
集
中
化
が
進
む
医
学
部
分
室
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
図
書
の
分
類
は
ま
だ
行
わ
れ
ず
、
排
架
方
針
は

各
分
室
、
教
室
に
任
さ
れ
て
い
た
。
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医
科
大
学
時
代
の
図
書
館
の
広
報
活
動
を
担
っ
て
い
た
の
は
『
鶴
天
學
友
會
會
報
』
お
よ
び
『
名
大
學
友
會
報
』
で
あ
っ
た
が
、
帝
国

大
学
に
な
っ
て
か
ら
の
『
名
帝
大
醫
學
部
學
友
會
報
』
及
び
『
名
大
醫
學
部
學
友
會
報
』
に
は
図
書
館
関
係
の
記
事
は
ほ
ぼ
な
く
、
昭
和

十
五
年
（
一
九
四
〇
）
九
月
に
は
休
刊
に
な
っ
て
い
る
。
附
属
図
書
館
が
独
自
に
出
し
た
も
の
と
し
て
は
、
前
述
の
印
刷
カ
ー
ド
目
録
に

関
す
る
使
用
法
が
残
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

［
名
古
屋
大
学
（
東
山
）
時
代
］

（
一
）
図
書
館
組
織
の
発
展
と
変
革

医
学
部
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
の
新
図
書
館
建
設
に
伴
い
、
既
に
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
十
月
に
要
望
が
出
さ
れ

て
以
来
懸
案
と
な
っ
て
い
た
分
館
制
の
導
入
が
、
規
程
委
員
会
に
よ
る
図
書
館
関
係
諸
規
程
の
改
正
準
備
、
評
議
会
お
よ
び
文
部
省
へ
の

必
要
な
手
続
き
等
を
経
て
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
医
学
部
分
館
が
発
足
し
、
初
代

分
館
長
に
予
防
医
学
教
授
岡
田
博
が
就
任
し
た
。
以
降
の
分
館
長
と
そ
の
任
期
は
次
表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
岡
田
博
（
予
防
医
学
）
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
～
五
十
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
七
三
～
一
九
七
五
）

二
．
熊
田
信
夫
（
医
動
物
学
）
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
～
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
七
五
～
一
九
七
九
）

三
．
青
木
國
雄
（
予
防
医
学
）
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
～
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
七
九
～
一
九
八
三
）

四
．��

小
島
清
秀
（
病
態
制
御
研
究
施
設
・
が
ん
細
胞
研
究
部
門
）
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
～
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
八
三
～

一
九
八
七
）

五
．
富
田
忠
雄
（
生
理
学
第
一
）
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
～
六
十
三
年
九
月
三
十
日
（
一
九
八
七
～
一
九
八
八
）

六
．
髙
橋
昭
（
神
経
内
科
学
）
昭
和
六
十
三
年
十
月
一
日
～
平
成
元
年
七
月
二
十
一
日
（
一
九
八
八
～
一
九
八
九
）

七
．
杉
田
虔
一
郎
（
脳
神
経
外
科
学
）
平
成
元
年
七
月
二
十
二
日
～
三
年
七
月
二
十
一
日
（
一
九
八
九
～
一
九
九
一
）
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八
．
山
田
信
也
（
公
衆
衛
生
学
）
平
成
三
年
七
月
二
十
二
日
～
六
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
九
一
～
一
九
九
四
）

九
．
中
島
泉
（
免
疫
学
）
平
成
六
年
四
月
一
日
～
九
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
九
四
～
一
九
九
七
）

十
．
大
野
良
之
（
予
防
医
学
）
平
成
九
年
四
月
一
日
～
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
九
七
～
一
九
九
九
）

十
一
．
久
場
健
司
（
細
胞
生
理
学
）
平
成
十
一
年
四
月
一
日
～
十
五
年
三
月
三
十
一
日
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
）

十
二
．
山
内
一
信
（
医
療
管
理
情
報
学
）
平
成
十
五
年
四
月
一
日
～
十
九
年
三
月
三
十
一
日
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
七
）

十
三
．
高
松
純
樹
（
附
属
病
院
・
輸
血
部
）
平
成
十
九
年
四
月
一
日
～
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
）

十
四
．
大
磯
ユ
タ
カ
（
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
）
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
～
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
（
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
三
）

十
五
．
浜
島
信
之
（
医
療
行
政
学
）
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
～
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
（
二
〇
一
三
～
二
〇
二
一
）

十
六
．
豊
國
伸
哉
（
生
体
反
応
病
理
学
）
令
和
三
年
四
月
一
日
～
（
二
〇
二
一
～
）

一
方
、
大
幸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
の
改
組
で
四
年
制
の
医
学
部
保
健
学
科
に
移
行
さ
れ
た
医
療
技
術

短
期
大
学
部
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
三
月
で
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）、
同
図
書
室
も
医
学

部
分
館
の
分
室
と
し
て
保
健
学
情
報
資
料
室
へ
移
行
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
保
健
学
図
書
室
に
名
称
が
変
更
さ

れ
た
。

附
属
図
書
館
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
古
川
図
書
館
が
完
成
し
た
の
に
伴
い
東
山
へ
移
転
、
そ
の
後
、
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
の
新
中
央
図
書
館
建
設
に
伴
い
古
川
図
書
館
か
ら
新
図
書
館
へ
移
転
し
た
。
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
は
増

築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

附
属
図
書
館
の
事
務
組
織
に
つ
い
て
は
、
戦
後
長
ら
く
「
分
室
制
度
」
が
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、
事
務
職
員
の
定
員
削
減
や
情
報
化
進

展
に
よ
る
新
た
な
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
等
、
学
内
外
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
従
来
の
中
央
集
中
整
理
方
式
が
附
属
図
書
館
と
の

一
体
的
運
営
に
齟
齬
を
き
た
す
場
面
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
図
書
館
職
員
の
所
属
を
含
む
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
長
年
の
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議
論
の
末
、
中
央
図
書
館
へ
の
図
書
館
職
員
の
再
配
置
等
を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
各
部
局
の
組
織
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
各
部
局
図
書
室
は
一
元
化
さ
れ
、
附
属
図
書
館
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
再
編
に
伴
い
、
医
学
部
分
館
は
附

属
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
の
下
に
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
四
月
に
は
東
海
国
立
大
学
機
構
が
発
足
、
附
属
図

書
館
は
運
営
支
援
組
織
へ
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
図
書
館
施
設

医
学
部
で
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
図
書
館
の
建
設
が
五
か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
、
総
工
費
約
二
億
円
の
一

部
を
寄
附
金
で
賄
い
、
設
計
は
工
学
部
柳
沢
研
究
室
に
よ
り
、
新
図
書
館
が
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
竣
工
し
、
六
月
一
日
に

開
館
し
た
。
総
面
積
三
，
一
二
三
㎡
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
四
階
建
の
新
図
書
館
は
、
一
階
が
食
堂
に
充
て
ら
れ
、
図
書
館
の
入
口
は

二
階
に
設
け
、
一
般
閲
覧
室
、
雑
誌
閲
覧
室
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室
、
研
究
個
室
等
を
備
え
、
座
席
数
一
八
〇
、
書
庫
の
収
蔵
能
力
は
一
〇
万

冊
で
、
雑
誌
の
集
中
管
理
を
特
徴
と
し
た
。

新
図
書
館
建
設
か
ら
二
〇
年
も
経
過
す
る
と
、
書
架
の
狭
隘
化
が
深
刻
と
な
り
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
の
改
修
で
二
階
（
一
か
所
）

と
三
階（
二
か
所
）に
電
動
集
密
書
架
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）に
は
耐
震
改
修
が
、
平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）

に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
積
載
荷
重
の
再
調
査
で
、
三
階
集
密
書
架
等
の

床
荷
重
が
文
部
科
学
省
の
建
築
構
造
設
計
指
針
の
基
準
を
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月

に
営
繕
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
三
階
の
集
密
書
架
等
は
解
体
、
一
部
廃
棄
さ
れ
、
そ
こ
に
配
架
さ
れ
て
い
た
洋
雑
誌
は
、
一
部
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
と
の
重
複
分
を
廃
棄
の
上
、
基
礎
研
究
棟
別
館
一
階
に
新
設
さ
れ
た
保
存
書
庫
等
へ
移
動
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
階
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

は
、
医
師
国
家
試
験
の
受
験
に
臨
む
医
学
科
六
年
生
の
支
援
を
主
目
的
と
す
る
年
間
指
定
席
（Lib-Carrel

）
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

保
健
学
図
書
室
も
医
学
部
分
館
（
鶴
舞
）
同
様
、
書
架
の
狭
隘
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
移
設
さ
れ
、

書
架
の
増
設
等
が
さ
れ
た
後
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
の
改
修
で
、
閲
覧
室
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
グ
ル
ー
プ
学
習
室
・A

V

ブ
ー
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ス
等
が
設
置
さ
れ
、
学
習
環
境
の
充
実
化
が
図
ら
れ
た
。

平
成
三
十
年
度
（
二
〇
一
八
）
に
は
、
医
学
部
分
館
（
鶴
舞
）
の
図
書
収
容
能
力
は
約
一
九
万
冊
、
保
健
学
図
書
室
は
約
五
万
四
，

〇
〇
〇
冊
と
な
っ
た
が
、
狭
隘
化
は
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
ず
、
複
本
な
ど
の
不
用
処
分
（
管
理
換
や
除
籍
等
）
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
図
書
館
が
提
供
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
電
子
書
籍
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
等
が
増
大
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
医
学
部
分
館
（
鶴
舞
、
大
幸
）
で
はPC

や
プ
リ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
情
報
機
器
類
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
の
整
備
・
充
実
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
医
学
部
分
館
は
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
の
新
図
書
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
四
階
に
医
学
部
の
歴
史
、
医
学
史
や
医

療
史
に
関
連
す
る
古
医
書
、
歴
史
的
な
医
療
器
具
、
写
真
等
を
収
集
・
保
存
・
展
示
す
る
資
料
室
を
設
置
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
末

（
一
九
八
三
）、
当
時
の
医
学
部
図
書
館
長
が
、
医
学
部
資
料
室
が
倉
庫
同
様
の
状
態
で
あ
る
の
を
危
惧
し
て
、
同
窓
会
（
一
九
五
四
年
卒

業
・
旧
終
会
）
で
そ
の
改
善
の
提
案
を
行
い
、
卒
業
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
窓
生

の
寄
附
金
を
元
に
、
一
九
八
六
年
・
一
九
九
一
年
・
一
九
九
八
年
と
三
度
に
も
わ
た
る
資
料
室
の
整
備
改
修
が
実
施
さ
れ
、
名
称
も
「
医

学
部
史
料
室
」
と
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
医
学
部
創
基
一
五
〇
周
年
基
盤
整
備
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

医
学
部
図
書
館
の
二
階
に
「
医
学
部
史
料
館
」
が
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。

（
三
）
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
発
達
に
よ
り
情
報
化
社
会
に
突
入
し
、
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
環
境
に

対
応
で
き
る
知
識
や
ス
キ
ル
の
習
得
が
必
須
と
な
り
、
図
書
館
に
お
け
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
重
要
性
が
増
し
た
。
医
学
部
分
館
（
鶴

舞
）
で
は
、
教
員
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
い
ち
早
く
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
か
ら
、
大
学
院
の
選
択
必
修
授
業
の
一
つ
で
あ
る
「
基

盤
医
科
学
実
習
」
で
、
医
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
方
法
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（「
文
献
検
索
」）
を
開
始
し

て
い
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
か
ら
は
医
学
系
研
究
科
教
員
に
よ
る
英
語
版
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
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開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
医
学
部
分
館
（
鶴
舞
・
大
幸
）
で
は
、
新
入
生
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、
学
部
三
年
生
を
対
象
と
し
た
文

献
検
索
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
出
版
社
等
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
習
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
の
情
報
通
信
技
術
の
発
達
は
学
術
情
報
流
通
の
あ
り
方
も
変
え
た
。
外
国
雑
誌
の
高
騰
に
よ
り
購
入
可
能
タ
イ

ト
ル
数
が
激
減
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
（
雑
誌
の
危
機
）
が
本
学
で
も
深
刻
化
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
後

半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
な
る
と
、
学
術
雑
誌
の
電
子
化
が
進
み
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
包
括
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
で
あ
る
ビ
ッ
グ

デ
ィ
ー
ル
が
登
場
し
た
。
わ
ず
か
な
購
読
料
の
追
加
で
、
契
約
し
た
出
版
社
の
全
タ
イ
ト
ル
へ
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
る
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル

は
、
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
の
救
世
主
と
し
て
、
本
学
で
も
導
入
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
で
の
購
読
に
は
、

契
約
開
始
時
の
購
読
規
模
維
持
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、
次
第
に
毎
年
の
価
格
上
昇
が
本
学
の
予
算
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学

図
書
館
全
体
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
を
結
成
し
、
出
版
社
と
価
格
交
渉
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
価
格
上
昇
を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
。
本
学
で
も
、
重
複
雑
誌
や
冊
子
体
等
の
購
読
中
止
に
よ
る
支
出
額
の
削
減
が
行
わ
れ
、
毎
年

雑
誌
の
購
読
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
の
見
直
し
や
費
用
負
担
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、
度
々
見
直
さ
れ
て
き
た
が
、
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
か
ら
の
強
い
要
望
か
ら
、
医
学
部
分
館
（
鶴
舞
）

の
夜
間
無
人
開
館
が
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
九
月
よ
り
始
め
ら
れ
た
（
た
だ
し
、
学
部
三
年
生
以
上
を
対
象
で
、
午
前
〇
時
か
ら
四
時

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
入
館
不
可
）。

ま
た
、
医
学
部
分
館
の
刊
行
物
に
は
、
医
学
部
・
大
学
院
医
学
系
研
究
科
欧
文
業
績
録
（
以
下
、
欧
文
業
績
録
）、
医
学
部
・
医
学
系

研
究
科
の
講
義
に
関
す
る
文
献
の
リ
ス
ト
で
あ
る
推
薦
図
書
目
録
、
紀
要
のN

agoya�Journal�of�M
edical�Science

（
以
下
、

N
agoya�Journal

）
が
あ
っ
た
が
、
欧
文
業
績
録
は
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
、N

agoya�Journal

は
平

成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
よ
りW

eb

公
開
（
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
化
）
さ
れ
た
他
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
よ

り
雑
誌
の
評
価
指
数
で
あ
る
イ
ン
パ
ク
ト
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
よ
りD

O
I

（
デ
ジ
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

識
別
子
）
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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医
学
部
教
育
の
変
遷

（
一
）
は
じ
め
に

大
学
の
存
在
目
的
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
が
、
学
生
の
教
育
に
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
そ
し
て
、
医
学
の
進
歩
と
共
に
、
教
育

内
容
、
教
育
方
法
、
そ
し
て
教
育
の
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
も
変
化
し
、
進
歩
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
近
年
で
は
、
社
会
的
要
請
や
行
政
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
名
古
屋
大
学
と
し
て
の

伝
統
や
ポ
リ
シ
ー
を
守
り
つ
つ
、
医
学
部
教
育
は
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
。
以
下
に
、
そ
の
変
遷
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
第
二
―
三

項
は
主
に
『
百
拾
五
年
史
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

（
二
）
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
以
前

昭
和
三
十
～
四
十
年
（
一
九
五
五
～
一
九
六
五
）
の
間
に
医
学
の
進
歩
に
伴
い
、
放
射
線
医
学
、
医
動
物
学
、
第
二
生
化
学
、
口
腔
外

科
学
、
麻
酔
学
の
講
座
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
講
座
の
増
加
に
伴
い
、
授
業
時
間
数
も
増
加
し
、
五
，
二
一
五
時
間
と
、
当
時
の
医

学
部
設
置
基
準
の
四
，
二
〇
〇
時
間
を
一
，
〇
〇
〇
時
間
以
上
上
回
っ
て
い
た
。
こ
の
当
時
は
、
土
曜
日
午
後
ま
で
授
業
が
組
ま
れ
て
い

た
一
方
、
臨
床
実
習
は
五
年
二
学
期
か
ら
の
一
年
間
、
午
前
一
〇
時
か
ら
一
二
時
三
〇
分
ま
で
の
五
四
〇
時
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
昭
和

三
十
五
～
三
十
六
年
（
一
九
六
〇
～
一
九
六
一
）
頃
、
当
時
の
医
学
部
長
で
あ
っ
た
精
神
医
学
教
授
村
松
常
雄
が
、
こ
の
授
業
時
間
の
改

正
の
努
力
を
払
っ
た
が
、
実
を
結
ば
な
か
っ
た
と
『
百
拾
五
年
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
名
大
祭
で
、

「
医
学
教
育
の
現
状
」
と
い
う
座
談
会
が
開
催
さ
れ
、
当
時
の
医
学
部
学
友
会
時
報
に
そ
の
記
録
が
あ
る
が
、
医
学
生
か
ら
の
「
講
義
偏
重
、

ポ
リ
ク
リ
軽
視
」
な
ど
の
批
判
は
相
当
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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（
三
）
昭
和
四
十
二
年
～
六
十
三
年
（
一
九
六
七
～
一
九
八
八
）

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
大
学
紛
争
を
契
機
と
し
て
、
医
学
教
育
の
改
善
を
目
的
と
す
る
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
れ
ら
が
学
部

教
育
委
員
会
、
大
学
院
教
育
委
員
会
、
卒
後
教
育
委
員
会
と
分
化
発
展
し
、
今
日
に
至
る
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
教
育
の
基
本
を
審
議
す

る
委
員
会
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
学
部
教
育
委
員
会
の
最
大
の
責
務
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
あ
り
、
そ
の
骨
子
は
、
一
．
必
修
時
間

数
の
減
少
（
五
，
二
一
五
→
四
，
二
〇
〇
）、
二
．
実
習
時
間
数
の
増
加
・
内
容
の
改
善
、
三
．
講
座
並
び
に
基
礎
・
社
会
・
臨
床
医
学

の
相
互
の
関
連
を
図
る
有
機
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
四
．
ス
モ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
教
育
の
充
実
推
進
、
選
択
科
目
の
充
実
、
で
あ
っ
た
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
秋
か
ら
授
業
時
間
割
の
改
正
が
実
施
さ
れ
た
。
臨
床
実
習
時
間
も
当
初
は
午
前

中
の
み
で
あ
っ
た
が
段
階
的
に
増
加
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
（
一
九
八
七
）
新
学
生
か
ら
、
一
，
二
四
〇
時
間
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
講

義
時
間
は
減
少
し
た
。

（
四
）
平
成
元
年
～
令
和
元
年
（
一
九
八
九
～
二
〇
一
九
）

平
成
に
入
り
、
医
学
部
教
育
は
大
き
く
変
革
す
る
。
ま
ず
平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
）
よ
り
授
業
時
間
制
か
ら
単
位
制
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
改
訂
さ
れ
た
「
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
係
わ
る
卒
業
の
要
件
は
、
大
学
に
六
年
以
上
在
学
し
、

一
八
八
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
す
る
大
学
設
置
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
単
位
は
講
義
・
演
習
は
三
〇

時
間
、
実
験
実
習
は
四
五
時
間
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
医
学
部
で
は
外
国
語
・
保
健
体
育
・
物
理
・
化
学
・
生
物
・
人
文
科

学
な
ど
の
全
学
共
通
科
目
を
五
二
単
位
、
基
礎
・
社
会
・
臨
床
医
学
の
専
門
科
目
を
一
四
一
単
位
以
上
、
合
計
一
九
三
単
位
以
上
が
卒
業

要
件
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
六
年
度
（
一
九
九
四
）
か
ら
は
、
全
学
教
養
部
が
廃
止
さ
れ
六
年
間
の
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。
教
養

部
の
代
わ
り
に
教
養
教
育
院
が
設
置
さ
れ
、
各
学
部
に
共
通
す
る
基
礎
教
育
及
び
教
養
教
育
を
全
学
共
通
教
育
と
し
、
高
度
な
専
門
性
と

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
を
目
的
と
す
る
新
た
な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、従
来
は
入
学
一
～
二
年
次
を
東
山
キ
ャ
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ン
パ
ス
で
教
養
教
育
科
目
を
学
習
し
、
三
年
次
以
降
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
専
門
科
目
を
履
修
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
一
年
次
か
ら
医
学
専

門
講
義
・
実
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
1
）。
具
体
的
に
は
、
医
学
入
門
と
し
て
「
ヒ
ト
の
体
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義

や
看
護
実
習
・
介
護
実
習
を
通
じ
て
多
面
的
に
医
療
を
見
つ
め
体
験
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。
ま
た
、
二
年
次
か
ら
は
生
化
学
・

生
理
学
・
解
剖
学
な
ど
の
基
礎
医
学
講
義
・
実
習
を
前
倒
し
し
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、
基
礎
・
社
会
・
臨
床
医

学
の
講
義
・
実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
き
く
変
更
し
た
。
こ
と
に
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
始
ま
っ
た
基
礎
医
学
セ
ミ
ナ
ー
は
、
従
来

二
年
次
に
七
週
間
ほ
ど
行
っ
て
い
たM

2

セ
ミ
ナ
ー
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
三
年
次
後
期
の
半
年
間
に
わ
た
り
全
学
生
を
基
礎
・
社
会
・

医
学
系
の
教
室
に
配
属
さ
せ
る
。
科
学
的
思
考
法
を
学
び
、
第
一
線
の
研
究
者
の
姿
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

他
大
学
医
学
部
も
基
礎
配
属
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
期
間
・
質
と
も
に
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

名
古
屋
大
学
医
学
部
教
育
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
二
十
世
紀
ま
で
、
大
学
の
卒
業
要
件
と
し
て
時
間
数
や
単
位
数
に
関
す
る
基
準
を
示
し
て
き
た
が
、
そ
の
教
育
内
容

に
つ
い
て
は
何
ら
問
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
医
学
・
歯
学
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協

力
者
会
議
を
開
催
し
、「
二
一
世
紀
に
お
け
る
医
学
・
歯
学
教
育
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
」
討
議
し
、「
医
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
一
．
講
義
ス
タ
イ
ル
か
ら
少
人
数
教
育
へ
、
二
．
課
題
探
求
・
問
題
解
決
型
学
習
の
導
入
、
三
．

精
選
と
統
合
を
旨
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
及
び
選
択
科
目
の
導
入
、
四
．
研
究
マ
イ
ン
ド
育
成
、
五
．
卒
前
臨
床
実
習
の
充
実

化
が
謳
わ
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
い
、
本
学
で
も
、
選
択
臨
床
実
習
の
開
始
、PBL

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
の

導
入
、
臨
床
選
択
講
義
の
開
始
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
実
習
の
導
入
、
な
ど
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
臨
床
実
習
を
始
め
る
た
め
に
必
要
最
低

限
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
・
技
能
・
態
度
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
り
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
全
国
一

斉
試
験
で
あ
る
共
用
試
験
のCBT

（com
puter-based�test

）
とO

SCE
（objective�structured�clinical�exam

ination

）
の
ト
ラ

イ
ア
ル
が
開
始
さ
れ
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
臨
床
実
習
後
の
技
能
・
態
度
評
価
も
重
要
と
考
え
、

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
、
選
択
臨
床
実
習
終
了
後
の
六
年
次
夏
にA

dvanced�O
SCE

を
実
施
し
て
い
る
。
海
外
臨
床
留
学
も
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積
極
的
に
奨
励
し
て
お
り
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
校
と
学
術
提
携
を
結
び
、
学
部
六
年

生
を
送
り
だ
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
、
デ
ュ
ー
ク
大
学
な
ど
の

海
外
一
流
大
学
と
提
携
を
結
び
、
現
在
で
は
年
二
〇
人
を
超
え
る
学
生
が
臨
床
留
学
し
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）、
モ
デ
ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
医
師
の
養
成
を
主
眼
と
し
て
大

き
く
改
訂
さ
れ
、
医
師
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
涵
養
、
卒
前
・
卒
後
教
育
の
一
貫
性
、
地
域
医
療
・
地
域
包
括
シ
ス
テ

ム
教
育
、
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
専
門
分
野
別
認
証
評
価
が
始

ま
り
、
本
学
も
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
受
審
し
た
。
こ
の
分
野
別
認
証
で
は
、
国
際
基
準
に
則
っ
た
臨
床
実
習
の
質
と
量
の
担
保
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
更
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
既
に
令
和
元
年
度
（
二
〇
一
九
）
か
ら
、
選
択
臨
床
実
習
期
間
の

増
加
を
実
施
し
て
い
る
（
図
1
）。
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図 1 　医学部カリキュラムの変遷
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こ
の
平
成
時
代
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
解
剖
学
教
授
若
林
隆
（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
平
成
五
～
九
年
（
一
九
九
三
～

一
九
九
七
））、
法
医
学
教
授
勝
又
義
直
（
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
））、
脳
神
経
外
科
学
教
授
杉
田
虔
一
郎
（
平
成
二
～
五
年
（
一
九
九
〇

～
一
九
九
三
））、
老
年
科
学
教
授
井
口
昭
久
（
平
成
十
～
十
二
年
（
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
））、
麻
酔
・
蘇
生
医
学
教
授
島
田
康
弘
（
平

成
十
三
～
十
六
年
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
四
））、
消
化
器
内
科
学
教
授
後
藤
秀
実
（
平
成
十
七
～
十
八
年
（
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
））、

分
子
細
胞
学
教
授
藤
本
豊
士
（
平
成
十
九
～
二
十
八
年
（
二
〇
〇
七
～
二
〇
一
六
）、
ウ
イ
ル
ス
学
教
授
木
村
宏
（
平
成
二
十
九
～
現
在

（
二
〇
一
七
～
））
が
学
部
教
育
委
員
長
を
務
め
、
前
述
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
携
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
他
に
も
学
部
教
育
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
教
員
と
し
て
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
総
合
診
療
医
学
教
授
に
就
任
し
た
伴
信

太
郎
が
挙
げ
ら
れ
る
。
伴
は
同
年
に
全
教
員
を
対
象
と
し
た
医
学
教
育
改
革
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
し
、
教
員
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ

ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
を
初
め
て
医
学
部
で
実
践
し
、PBL

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
やO

SCE

、A
dvanced�O

SCE

を
本
学
に
導
入
し
た
。
平
成

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
初
代
教
授
と
し
て
植
村
和
正
が
就
任
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
当
初
、

研
修
医
を
は
じ
め
と
す
る
卒
後
教
育
お
よ
び
名
大
関
連
病
院
の
卒
後
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
実
務
を
担
当
し
た
が
、
現
在
で
は
、

医
学
部
と
病
院
の
双
方
に
ま
た
が
り
、
卒
前
教
育
に
関
し
て
は
学
部
教
育
委
員
会
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
役
割
を
担
い
、
卒
後
研
修
に
関
し

て
は
卒
後
臨
床
研
修
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
動
し
て
い
る
。
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
よ
り
、
教
授
錦
織
宏
が

セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
、
新
た
な
令
和
の
時
代
の
医
学
教
育
を
担
い
つ
つ
あ
る
。

（
五
）
医
学
部
の
教
育
目
的
と
基
本
方
針

名
古
屋
大
学
は
「
学
術
憲
章
」（
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
制
定
）
で
、「
名
古
屋
大
学
は
、
自
由
闊
達
な
学
風
の
下
、
人
間
と
社
会

と
自
然
に
関
す
る
研
究
と
教
育
を
通
じ
て
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、
そ
の
使
命
と
す
る
。
と
り
わ
け
、
人
間
性
と
科
学
の
調

和
的
発
展
を
目
指
し
、
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
を
と
も
に
視
野
に
入
れ
た
高
度
な
研
究
と
教
育
を
実
践
す
る
」
と
、
そ
の
使

命
を
定
め
て
い
る
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）、
こ
の
「
学
術
憲
章
」
に
示
さ
れ
た
基
本
理
念
の
下
で
、
本
学
部
で
は
、
三
つ
の
方
針
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を
定
め
、
広
く
学
内
外
に
公
表
し
て
い
る
（
表
１
）。
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
医
学
研
究
お
よ
び
医
療

を
開
拓
す
る
人
材
育
成
が
本
学
部
の
使
命
と
考
え
、
後
述
の
推
薦
・
編
入
学
制
度
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
て
の
学
生
に
研
究
す
る

門
戸
を
開
い
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇
一
二
）
よ
り
学
生
研
究
会
を
組
織
し
、
研
究
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
研
究
活
動
を
行
っ

て
い
る
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
理
念
の
も
と
に
表
2
・
3
に
示
す
履
修
要
件
を
定

め
て
い
る
。

（
六
）
入
試
選
抜
体
制
と
入
学
定
員

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
現
在
、
医
学
部
医
学
科
の
入
学
試
験
は
（
一
）
推
薦
（
募
集
定
員
一
二
名
）、（
二
）
前
期
（
募
集
定
員
九
〇

名
）、（
三
）
後
期
地
域
枠
（
募
集
定
員
五
名
）、（
四
）
三
年
次
編
入
学
（
募
集
定
員
五
名
）
の
四
つ
の
方
式
で
行
い
、
一
年
次
の
定
員
は

一
一
二
名
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
私
費
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
試
験
（
募
集
定
員
若
干
名
）
を
行
っ
て
い
る
。
入
学
者

は
東
海
四
県
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
）、
特
に
愛
知
県
に
集
中
し
て
い
る
。
推
薦
入
学
は
、
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
）
か
ら
、

面
接
試
験
に
よ
り
、
医
学
研
究
者
へ
の
志
向
性
を
持
ち
、
将
来
研
究
医
を
目
指
す
能
力
と
資
質
を
有
し
た
人
物
を
重
視
し
た
選
抜
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
三
年
次
編
入
学
は
、
学
士
以
上
の
学
位
を
有
す
る
者
を
対
象
と
し
、
医
学
研
究
者
へ
の
志
向
性
を
持
つ
者
を
選
抜
す
る
制

度
と
し
て
平
成
十
七
年
度
（
二
〇
〇
五
）
か
ら
導
入
し
た
。
推
薦
入
学
及
び
編
入
学
の
導
入
に
よ
り
、
研
究
志
向
性
の
高
い
学
生
の
み
な

ら
ず
、
愛
知
県
外
の
学
生
の
増
加
、
す
な
わ
ち
入
学
者
の
地
域
多
様
性
の
獲
得
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
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表 1 　名古屋大学医学部の教育を支える 3 つの方針（2020年）

1 ．入学者受入れ・選抜の方針（アドミッション・ポリシー）

　豊かな人間性、高い倫理性、科学的論理性を備え、創造力に富む医師・医学研究者へと成
長するために必要な能力と資質を備えた学生を求めています。そのために、幅広い教養及び
十分な基礎学力のみならず、知的好奇心や科学的探究心をもって新たな分野を開拓するよう
な意欲を持ち、物事を多面的に捉え深い洞察力を持って発展させることができる思考力を有
し、人間に対する共感や高い協調性といった医学に携わる者としての適性を兼ねそなえた入
学者を選抜しています。

2 ．教育課程の編成、教育内容および教育の実施方法に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

（ 1 ）��教養ある知識人を育成するために、全学教育として開講されている教養教育を縦断的カ
リキュラムとして編成します。

（ 2 ）��論理的な科学者を養成するために、国際的に活躍する医学研究者が基礎医学・社会医学・
臨床医学の講義・実習を行います。

（ 3 ）��研究医を育成するために、半年間にわたる基礎医学セミナーをとおして所属研究室でリ
サーチマインドを養います。

（ 4 ）��異文化理解力のある国際人を養成するために、世界最高の教育水準にある海外大学医学
部との単位互換プログラムを実施します。

（ 5 ）��倫理性や人間性を涵養するために、医学入門や社会医学の講義・実習、行動科学に関す
る授業や臨床実習を実施します。

（ 6 ）��知的好奇心に溢れた医療人を育成するために、教育課程に PBL チュートリアルをはじ
めとするアクティブラーニングを組み入れます。

（ 7 ）��臨床現場で実践的に働ける医療人を養成するために、模擬患者やシミュレーターなどに
よるシミュレーション教育を積極的に導入します。

（ 8 ）��豊富な知識と優れた技術、そして患者中心の視点を持った臨床医を育成するために、名
古屋大学医学部附属病院及び地域の連携病院での診療参加型臨床実習を充実化します。

（ 9 ）��多職種と協働できる臨床医を養成するために、患者安全文化の浸透した名古屋大学医学
部附属病院における臨床実習を行い、患者安全を考える機会を作ります。

（10）��医学・医療に関連するデータを適切に分析・統合・評価できる能力を身につけるために、
情報学やデータ科学に関する講義や実習を積極的に実施します。

〈学修成果を評価する方法に関する方針〉
（ 1 ）��知識領域の評価については、筆記試験や多選択肢問題形式の試験（医療系大学間共用試

験 CBT を含む）によって評価を行います。
（ 2 ）��技能・態度領域の評価については、医療系大学間共用試験 OSCE などの実技試験を実

施するほか、観察評価による評価も実施します。
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3 ．卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ－）

（ 1 ）��学位授与の方針および育成する人材像（教育目標）
名古屋大学医学部の理念に則り、以下のような資質・能力（学修成果）を身につけた人材を
育成します。
1 ．新しい医学・医療の開拓
　　��豊かな想像力を発揮し、未知の領域に常に挑戦し続けながら、革新的な医学・医療を創

造する研究者になるための基本的な姿勢を身につける
2 ．異文化理解力と国際性
　　物事を多面的に捉え、多様であることを受容し、国際的な視点を持つ
3 ．科学的かつ論理的な知識
　　��臨床・研究の実践に必要な、科学的根拠に基づいた基礎・臨床・社会医学の知識を身に

つける
4 ．飽くなき好奇心
　　知的好奇心に素直であり、新しいことを吸収する
5 ．東海地域での基盤
　　��愛知・岐阜・三重・静岡を中心とする東海地方を基盤とし、日本や世界の医療を担って

いくという意識を持つ
6 ．プロフェッショナリズム
　　��人の命に関わるという医師の職責を自覚し、豊かな人間性と高い倫理性を持つ
7 ．患者中心で安全な医療
　　��患者の苦痛や不安に寄り添い、心理・社会的背景を踏まえながら患者と共に意思決定を

行い、安全で患者中心の医療を提供する医師になるための基本的な姿勢を身につける
8 ．卓越した技術
　　��己の持つ強みを生かして優れた技術を磨き、それを遺憾無く発揮するための基盤を作る
9 ．チームワーク
　　��自分にできることとできないことを適切に判断し、高いコミュニケーション能力と協調性、

およびリーダーシップを身につける
10．データ科学リテラシー
　　��医学・医療に関わるデータを適切に分析・統合・評価できるための知識・技能を身につ

ける

（ 2 ）卒業、修了判定時に課している基準（必要要件）
　全学教育科目をはじめ、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専門科目、臨床実習に
ついて所定の単位（全学教育科目51単位、基礎医学、社会医学及び臨床医学からなる専門科
目99. 5 単位、臨床実習58単位の計208. 5 単位）以上を修得した者に対して、このような資質
や能力が育成されたものと総合的に判断し、学士の学位を授けます。
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表 2 　医学科全学教育科目の履修要件

科目区分
最低修得
単位数

条件等

全学基礎科目 22単位

一　��基礎セミナー A 及び基礎セミナー B 各 2 単位を含む
こと。

二　��「言語文化」として英語 8 単位及び英語以外の外国語
（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語及び日本語（外国人留学生対象））
のうちから 1 外国語 6 単位以上を含むこと。

三　��「健康・スポーツ科学」として講義及び実習各 2 単位
を含むこと。

文系基礎科目
文系教養科目
理系教養科目
全学教養科目

開放科目

12単位
一　��「文系基礎科目」，「文系教養科目」，「理系教養科目」

及び「全学教養科目」から各 2 単位以上を含むこと。
二　��「開放科目」は， 2 単位を限度に含むことができる。

理系基礎科目 17単位

一　��数学通論Ⅰ及び数学通論Ⅱの各 2 単位，物理学基礎 I
及び物理学基礎 II から 2 単位以上，化学基礎 I 及び
化学基礎 II から 2 単位以上並びに生物学基礎 I 及び
生物学基礎 II の各 2 単位を含むこと。

二　��物理学実験及び化学実験から1.5単位以上を含むこと。
計 51単位 　
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表
3　

医
学
科
の
専
門
科
目
の
履
修
要
件

授　業　科　目 単位数 必修・選択の別
医学入門 4単位 必　　修
人体器官の構造 10単位 必　　修
生体の機能 5単位 必　　修
生物の化学 5単位 必　　修
生体と薬物 2.5単位 必　　修
病因と病態 7単位 必　　修
生体と微生物 4単位 必　　修
免疫と生体防御 2単位 必　　修
人の死と生命倫理・法 1.5単位 必　　修
環境・労働と健康 1.5単位 必　　修
疫学と予防医学 1.5単位 必　　修
保健医療の仕組みと公衆衛生 1.5単位 必　　修
社会医学実習 1単位 必　　修
基礎医学セミナー 12単位 必　　修
内科学・神経内科学講義 6単位 必　　修
外科学・胸部外科学講義 2単位 必　　修
整形外科学講義 1.5単位 必　　修
産婦人科学講義 1.5単位 必　　修
眼科学講義 1単位 必　　修
精神医学講義 1.5単位 必　　修
小児科学講義 1単位 必　　修
皮膚科学講義 1単位 必　　修
泌尿器科学講義 0.5単位 必　　修
耳鼻咽喉科学講義 1単位 必　　修
放射線医学講義 1単位 必　　修
麻酔学講義 0.5単位 必　　修
口腔外科学講義 0.5単位 必　　修
脳神経外科学講義 0.5単位 必　　修
老年科学講義 1単位 必　　修
救急医学講義 1単位 必　　修
臨床薬理学講義 0.5単位 必　　修
臨床検査医学講義 0.5単位 必　　修
PBL チュートリアル 10単位 必　　修
臨床実習 39単位 必　　修
臨床病理学実習 1単位 必　　修
選択臨床実習Ⅰ 4単位 必　　修
選択臨床実習Ⅱ 4単位 必　　修
選択臨床実習Ⅲ 4単位 必　　修
選択臨床実習Ⅳ 4単位 必　　修
選択臨床実習Ⅴ 4単位 必　　修
選択臨床実習Ⅵ 4単位 必　　修
臨床医学総論 4単位 必　　修
医療情報学 0.5単位 必　　修
地域医療学 0.5単位 必　　修
選択特別講義 2単位以上 必　　修

計 162単位以上
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編
集
後
記

　

本
誌
で
は
、
前
回
の
名
古
屋
大
学
医
学
部
年
史
「
稿
本�

名
古
屋
大
学
医
学
部
百
捨
五
年
史
」
以
降
（
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）

～
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
））
の
記
載
に
多
く
の
紙
幅
を
割
い
た
。
大
学
院
重
点
化
、
さ
ら
に
は
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
と
い
う

国
立
大
学
の
大
規
模
な
改
革
の
中
で
、
医
学
部
の
研
究
、
教
育
、
診
療
の
あ
り
方
も
姿
を
大
き
く
変
え
て
い
る
。
組
織
改
編
が
急
速
に
進

み
、
過
去
の
経
緯
を
知
る
教
職
員
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
医
学
部
の
現
代
史
と
も
い
う
べ
き
近
年
の
歩
み
の
記
述
が
困
難
に
な
る
懸
念

が
あ
っ
た
が
、
執
筆
者
や
医
学
部
総
務
課
総
務
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
か
な
り
詳
細
な
記
載
が
可
能
と
な
っ
た
。
現
行
の
大
学
改

革
を
検
証
す
る
際
、
全
体
像
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な
資
料
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

医
学
部
の
過
去
の
歴
史
は
、
決
し
て
現
在
の
医
学
部
と
無
縁
で
は
な
い
。
医
学
部
紛
争
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
））
正
常
化
の

過
程
で
、
医
学
部
各
層
が
参
加
す
る
教
授
選
考
内
規
が
定
め
ら
れ
て
以
降
、
教
授
選
考
に
お
け
る
教
授
の
役
割
は
次
第
に
拡
大
し
て
来
た

が
、
今
も
な
お
教
授
選
考
委
員
会
で
は
、
教
授
以
外
の
教
員
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
困
難
な
状
況
の
中
で
の
当
事
者

の
努
力
が
、
半
世
紀
を
経
て
、
な
お
医
学
部
の
今
に
関
わ
っ
て
い
る
例
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
編
集
後
記
の
執
筆
時
点
（
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
八
月
）
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
の
日
本
国
内

の
新
規
感
染
者
数
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
対
応
に
加
え
、
従
来
か
ら
の
国
立
大
学
、
さ
ら
に
は
大
学
教
育
制
度
や
社
会
保
障

制
度
な
ど
の
改
革
（
改
良
ま
た
は
改
悪
）
に
伴
い
、
医
学
部
が
研
究
、
教
育
、
診
療
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・
負
担
は
益
々
増
大
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
と
も
す
れ
ば
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
、
目
先
の
対
応
の
た
め
の
決
定
や
行
動
を
し
が
ち
で
あ
る
が
、
数
十
年
後
の
歴
史
的
評

価
は
と
て
も
無
理
と
し
て
も
、
せ
め
て
数
年
後
、
十
年
後
の
評
価
に
耐
え
う
る
決
定
、
行
動
で
あ
る
か
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
い
と
愚
考

す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

本
誌
の
編
集
に
あ
た
り
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
門
松
研
究
科
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
筆
者
の
方
々
、
総
務
課
総
務
係
の
皆
様
（
と

く
に
嶽
盛
様
、
西
尾
様
）、
無
理
な
納
期
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
荒
川
印
刷
様
、
創
基
百
五
十
周
年
医
学
部
基
盤
整
備
支
援
事
業
に
御
支
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援
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
原
稿
や
構
成
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
医
学
系
研
究
科
予
防

医
学
分
野
の
大
幸
地
区
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
と
り
わ
け
中
心
と
な
っ
た
安
藤
純
子
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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